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は 無 之 候 故 別段 不及御 懸念 私 手元に て 夫々 に 取扱 候閒 左様 思 召 可 被 下 候 併 

右の 書物 も是 市兵衞 兄の 志の 存 する 所に 候 得ば 小 供 衆 必用 之 品 は 小 子歸鄕 

の 節 持 參可致 候 其 他 儀 象 □ 成 等 之 書は大 余： 而巳 にて 差掛り 入用 之 物に も 無 

之 又 子供 衆の 生長の 後 若 入用 候 は  >  其 節 鬼 も 角 も 致 候 方 可 然存候 此段も 御 

序に 宫本御 老人へ ぉ噺可 被， 下 候 此義も 早速 可 申 上 之 處誠胸 之惡き 事故 乍 思 

及 延引 候^ 七月 中 は 東 福 寺の 南 嘯 も 致 故 引 續. 良友 を失ひ 候事實 不堪 悲傷 

候 鬼 角つ まらぬ 人物 は 世に 多/、 善良 之 人 は 却て 短命 等に て 不得其 終 天意 果 

書 簡 一 齋塾 時代 (四) 伊木 億 右 衞門宛  五 


書 籣 一 齊塾 時代 (五) 矢 澤監物 宛  ブ 

して  何 を しら や 兄 は 何.^」 思 召 候 や 

天 保 si  〔10 矢澤監 物に 贈る  東京 市 せ" 本 仲氏藏 

其 後 は 御機嫌 も不相 伺久々 御 無音 申 上 奉 恐 入 候 近 n 溫氣に 相 向 候 得 共彌、 お^ 

旬 Irs 皮 爲入候 乎 相 伺候 時 氣之遷 轉に付 候ても 令 郎君 之 御 事 思 召 可 被 出舉遠 

察 候 隨て私 義も無 異勤學 罷在候 閒乍憚 御 降 心 可 被 成 下 候 此節は n 夜專ら 文章 

に 精力 を 盡罷在 候 然る 處驚駘 之 質 故 乎 鬼 角 業 も 進み 兼每々 愧入 候義に 御座 候 

に 之 申 に は步を 進め 候 所 相 分 候 様に 申 候 得 共 自ら 省 候に は^ 只今 迄 早く 出 

來 候文 も 早く 出來 かね 容易に 筆 之 立 候 所 も 容易に 筆 之 不立樣 に 相 成 候 師翁之 

申 候に は 右の 所 を 致 出精 推拔 候て 後 文 道に 悟入 仕 候 i 申 候文 章に 筒樣 骨折 候 

義定て 思 召に は 入 申 閒敷候 得 共 文章に 暗 候て は 經義も 不明 其 上文 學 修行 之 願 

にて 出 都 fe- 仕 文章 一 ッ 人並に 出 來不仕 候て は 恥辱 至極 ビ舉存 候 右故费 工夫 罷 

ち 此に 一 半 御座 候 甚申上 兼 候 義に候 得せ ハ兼々 厚 御 內意も 相 伺候 義に付 申 上 

-1^ 先 兼て 申 候 通 修行 在 府中 之 入用 等 別 之 手 談も無 之 其 内に は 何，、」 か 計 策 も..^ 


仰 被 宛 り て 極 
下 御 年 御 御 
置 下々 手內 
段ケ 少元密 
蒙 可々 よ に 


可 申 存出都 之 義而已 差 急ぎ 御內々 相 願 候 筋に て 出立に 相 成 冬 巾 は 右 之 御 厚情 

にて 相 凌 難 有 奉 感謝 候 是は極 密之義 にて 口外 難 仕 候 得 共 不申上 候て は 事不相 

分 候 故 不得已 事 申 上 候 御內々 にて 御 聞 可 被 成 下 候 當春御 目 通 相 願 候 節 勝手 向 

困窮に て 費用 等差 支 候 趣 申 上 候 處深御 憐察被 成 下 置 極 御內密 にて 御手 元より 

年々 少々 宛 御 下 ケ可被 下 置 段 蒙 仰 難 有 仕 合 奉 存候併 私 御 直 頂戴 仕 候 様に て は 

事體 にも 相- 障 可 申 且泰順 初よ b 萬 端 世話 仕吳 約束 候 故 貨財 之 義は是 を 以巾上 

候 御上 之 御 趣意に も 平日 は 御 都合 不宜歲 末に 何れ 御 下 ケ可被 成 下 置 泰順は 御 

內用も 承 居 手元 も 自由に 候 得ば 是ょ 折々 受取 候 樣に被 仰 下 候よ し 泰順申 候 

其 後 は 月々 壹圓計 宛 受取 申候最 宅より 遣 候 分 も少々 預置 候此問 先月 今 ST 之 飯 

料 一 同 外に 無 據調物 仕 候て 二 圓餘遣 吳候樣 申 遣 候 所 只今 迄 三 圓餘之 取替に 相 

成 候 上 又筒樣 にて は 迷惑 之 由に て 別 氏 巾 之 通 申 越 候 此表之 様子 承 候に 御在所 ど 

は 相違 仕 高利 にても 能 廻， 9 候よ し 左 候 得ば 自身 之 子 乎 兄弟 にても 無 之 候て 數 

筒 月之閒 多分 之 取替 仕 候 事 迷惑 之 筋は最 至極 被存候 然る 所 宅 も 兼て 申 上 候 仕 

合 東 福 寺 恆三郎 義も當 春 八十 五郎 妻 死去 等に て 入增も 過分に 御座 候 所へ 申 遣 

書 簡 ー齋熟 時代 (五) 矢 澤監物 宛  七 


書 筒 ー齋熟 時代 (五) 矢 澤監物 宛  八 


又々 十 金 御 

惠借被 成 下 

候 樣奉賴 候 


候義も難仕候此^^にて近付之者も 

尋用向 等 無遠慮 申 候 樣申候 得 共 始 

義 御屋舖 へ對 候ても 難 申出 泰 順ね 

之 申 候 所 も 無 理 に は 無 御座 候 得 ば 

所 御上 ふ 御 下 被 成 下 候 分は來 春に 

候 て は 恐 入 候 得 共 又々 十 余 御 惠 借 

ひ 無用 之 他出 等 一 切- 不仕萬 端 省略 

之 調度 品 も每度 堪忍 不調 罷在 候此 

當座 之窮を 相救且 中元 之 用意 を も 

候 餘は盆 後に て宜 御座 候 乍 恐 入 候 

候 課業 中 用事 而已 早々 先 申 上候此 

不被成 候 由 惟 折角 爲圃御 自愛 御座 

五月 一 日 

覺 


追々 出來 商家に て 手 

終は兔 も 角 も 出 麻 後 

は 强て相 M 1^ は ば 1^ 

强ても 申に く  、4 奉存 

廻し 當 冬 迄 之 所 何 ぐ 一 

被 成 下 候 様 舉頼候 平 

ぼ 1^ 二」 も 初め 積 候 ふ 

度 筒 様相 願 候 VJ て 調 

仕度 奉 存候右 之 仕 合 

義 後便 早速 六 圓許御 

閒 御沙汰 相 伺候に 御 


廻り も宜敷 

一年 も不立 

ビ か 致 吳 可 

候 右に 付 色 

か 仕 候 外 術 

日 成 候 丈 誠 

は 費用 多く 

物 等 仕 候に 

故 早速 六圆 

送 被 成 下 候 

出府 之 期 も 


者 杯 時々 扣 

候て 右樣之 

中 候 得 共. S 

々計 盧仕候 

無 御座 候 就 

に 節 儉相用 

右 故 書籍 類 

は 無 御座！^. 

相 願 度奉存 

檨千萬 奉 希 


候 様 所 祈 御座 候頓 首再拜 


へ S 文 II 善 

パとぁ リ 


天 保 五 年 五 

月 廿日 


金 十雨 也 

右 は文學 修行 中 差 

萬 難 有 奉 感謝 候 萬 

下 候 檨願上 候爲後 

天 保 甲 

矢 澤監物 


困候義 御座 候 付 御 無心 申 上 候 所以 厚 御 情誼 御 

一 修行 怠惰 仕 放恣に 流 候 義も御 麼 候ば 早速 厳 

日如斯 御座 候 以上 

午 五月日 


惠借被 成 下 千 

重に 御 取 立 被 


佐 久閒啓 之助顿 


〔六〕 佐 藤 一 齋に 贈る 

ー齋 先生 言 志 後 錄に付 存念 申 述候案 

言 志 後 錄御淨 寫に相 成 候 マ」 て 拜見被 仰 付 且存寄 も 

仰 を 蒙.^ 不知 所 謝 難 有 奉 存候篤 拜見仕 候 所 いづ 

屈き 候 はぬ 義 のみに 御座 候 乍 去 度々 反覆 仕 候內追 

最初 は 漢字に て 書付 可 奉伺 存候得 V- も 右に て は 唯 

候檨 にて 如何 敷 も 奉 存候故 只 存付候 儘 を 俗語に 相 

書 簡 ー齋塾 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛 


御座 候 は  無 

れも高 妙の 御 

々疑惑 之 筋 も 

文字 を もて あ 

認め 申 候 抑 先 

九 


腹 藏可申 上旨 

事に て 淺見の 

出來仕 候に 付 

そび 候 爲に仕 

生 平日の 御文 


書 簡 ー齋塾 時代 (六)佐藤ー齋^^  一  0 

字 1 かなる もの ごても 再三 御 推敲 御座 候て 御 命 意 は 勿論 御 造語 之 末 迄 も必ゃ 

至 當を御 究め 被 成 其 後に 御淨寫 御座 候 事に 候 得ば 別して 此 度の 御 著述 は 定め 

て ts- 程 歟之御 精 思 を 御 費 被 成 候 御 事？」 奉存候 得ば 例 令 仰 を 蒙 .9 候に も 仕れ 淺 

學之 拙者 底 鬼 角 申 上 候は盧 外 千 萬に 御座 候 得 ざも禮 にも 無 隱無犯 は 師に事 ふ 

るの 道 共有 之 且又 先生 之 御道學 御文 章當時 天下 之 山 斗に 被 爲入候 得ば 御 言 行 

VJ もに 衆人の 則 を 取り 候 所に 御座 候 右 之 場に 御座 候 得ば 御 一 言 を 御 發し被 成 

候 も 實以御 容易に 無 御座 候 殊に 今度 御 著述 御座 候 類 は當時 本邦に 行 はれ 候の 

；に無 之 後世へ も 傳り且 外 國へ流 傳も仕 可 申 候へば 御 精練 御座 候樣 仕度 奉存 

i 右に 付聊 にても 愚意 御座 候 場所 をば 不韜申 上 候尙又 御門 下の 高足 へ も 御 示 

し銘々 之 存寄を も 夫々 御 聞 屆之上 尙苒四 御 商量 御座 候て 其 上に て 世上に も 御 

一丁 ひ 被 成候樣 仕度 畢. 覚右之 存念に て 申 上 候 故 成程 ビ 感服 仕 候義は 別段 書付に 

不仕唯 乍 憚 如何 VJ 奉存候 所の み 申 上 候 拙者 義元來 不文に 罷在候 故 言 語 之閒我 

不知 突 賢に 罷成 心に も 無 之 失 禮之義 も 可 有 御座 候 其 段 は 幾 まに も 御 赦免 被 成 

下 度 候 


第一 頁 表 

堯舜之 上 善 無 盡此語 一 體餘姚 に 起り 候 樣奉存 候へ ざ も畢： 党 道理に 於て は 如 IE 

可 有 御座 や 果して 堯舜之 上に 善盡る 事な くんば 堯舜の 善 は 未だ 盡き ざるの 善 

に 御座 候べ くもし 未だ 盡 きざる の 善に 御座 候 は、、 是を 至善 ビは申 難 かる べし 

萬 一 至善に 無 之 候 は ゾ又何 を 以て 堯舜は 至 聖也ビ 申べき や 論 語 中 堯 舜 其 猶 病 

諸 等の 詞 よく 善 盡るこ W なきの 說に 似寄 候 得、、，、」 も 是は只 その 充 積の 物に 及び 

候 所より 申 候 迄にて 二 聖心德 上に 增 益の 御座 候 ベ き 事に て は 無 之 樣奉存 候 愚 

見 右 之 如く 御座 候 故に 夫子 踰耄至 期 其 神明 不測 云々 の 御 語 も 何，、」 やらん 聖人 

の 上に 又 神人 W 申 もの 御座 候 様に 被 窺 乍 恐 如何 VJ 奉存候 

二 買 裏 

如 到 鬼祌前 祈請 一 般 V」 申 所 御 譬喩 甚妙 VJ も 奉存候 乍然恐 多く 候 得 ざ も 氣志如 

神の 字に つき 餘 りに 御深說 すぎ 候て 却て 本意 を 失 ひ 候 樣には 御座 候 はす や i 

被 存候故 奉伺 候 

三 頁 表 

書 簡 ー齋塾 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛  一一 


書 簡 ー齋塾 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛  一二 

都是 I." 氣爲之 也 VJ 御座 候 得ば 上に 御座 候 數件之 弊 病不殘 後天に 御屬し 御說被 

成 候 樣被存 候 金 谿姚江 は 總て此 見識に 御座 候 得 共 身に 體し 1^ 心に 思 察 仕 候 得 

ば 人 之 上 許 多 之 弊 病 悉皆 皆 先天 之 氣稟ど 後天の 物欲^ 相 因て 其 拘蔽を 成 候 事 

にて 必 しも 後天の 果 のみに 無 之 樣奉存 候 且御說 に は 能 達其靈 光則 習氣 消滅す 

ど 御座 候 得 共 却て 多分 は 習氣の 消し 候 程なら では 靈光は 達し 候 はぬ 様に 奉存 

候 但し 天理 人欲 互に 消長 を 爲し候 得ば 太陽 出て 百條跡 を遁る 、J の 類 も 有 之 又 

雲霧 を 開いて 天日 を 見 候 事 も 有 之 孰れ 一 偏に 相 成 候て はつ まり 義理 全備 は不 

仕 候 やに 奉 存候御 發蒙可 被 成 下 候 

五 買 表 

心爲靈 其條理 云々 此理^ 被 仰 候は卽 性の 事に て 御座 候 ゃ左檨 解し 候 節 は 下 文 

に 差 詰. 0 候 様 奉 存候又 心 直に 條理を もち 候 もの 7」 解し 候 節 は 心 卽理也 VJ て 心 

を師 致し 候の 大弊を 引出し 候 様に も 相 成 可 申 や 御 本意の 所 未 審候閒 篤ビ御 

提誨舉 願 候 

五 頁 裏 


心存 中和 則 云々 如此敬 を御說 

候に 無 處樣に 罷成候 成程 被 仰 

學 者の 敬 を學び 候に いかで か 

て かの 整 齊嚴肅 主 一 無 適 之 方 

し 候 は マ 恐 ら く は 序 を 失 ひ 等 

存候 且又 人 ごして 整 齊嚴肅 主 

も 有 御座 間 じく 被存候 事に 御 

同 

人 一 生 所 遭 云々 人 果して 聖 賢 

正 命 V」 も 可 申 候 得 共 見渡し 候 

瀾に陷 れ候事 世の常の- -ビに 

申 度 もの W 奉存候 31= おに は 其 

候氣數 自然 覚 不能 免に て はな 

六 頁 表 

書 簡 ー齋塾 時代 (.1C 佐 藤ー齋 宛， 


被 成 候て は 乍 恐餘り 向上 

候 廣胖申 夭 之 類 所謂 敬に 

最初よ.^ 其 地位に 到り 得 

を 外にし 只管 中和 安舒の 

を踰へ 候て 遂に 其 成功 を 

一 無 滴 一に さ へ 御座 候 は > 


御座 候 は  >  如 仰 所 遭の 

凡人 之 上に て は 多分 我 

得ば や はト/ 牛 日 凶 を 避 

を さけ 吉に 趨る卽 是 易 

さま 術数に 落 候 樣乍恐 


に 過 ぎ て 學者手 を 下 し 

も 有 御座 ベ く 侯 sj?  ノ, レ も 


候 ベ き 萬 一 

邊ょ h ノ敬に 

見る 事 難 か 

,T こても 至 


、ひ ^ 違 ひ に 

入らん VJ 欲 

る ベ し ビ 奉 

梏徽纆 之 患 


險阻坦 夷 安 

VJ 我 身を險 

け. I ^口に 趨る 

道 ご 奉存候 

被 窺 申 候 

一 三 


流 驚 欄 皆 其 

阻に 驅り驚 

の 方 を 示し 

先生 之 被 仰 


書 簡 一 齋塾 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛  一四 

人物 何 か 有 生死 如此 にて は 全く 不生 不滅 之 意に 相 成 可 申 や 尤御下 文 消息 盈虛 

之 御 字面 も 御座 候 得 共 愚 眼拜見 仕候處 にて は 但右之 四 字 を 以て 不生 不滅 之義 

を 卸粧飾 御座 候の みの 樣に拜 見 仕 候 申 上 候 は 實恐惶 之 至 御座 候 得 共 是は必 御 

弊の 御座 候 御 詞之樣 奉存候 

同 裏 

屮 字の 最 認めが たく 候 は 人の 氣魄の 強弱に 不拘 只是 平日 格 物 窮理之 實功無 之 

故に 御座 候歟 

七 頁 表 

克己 工夫 在 一 呼吸 閒此御 生 意 は 克己 工夫 はい つも/、 一  呼吸の 間に ありて 事 

身 候 VJ 申 義に御 墜候ゃ 又は 一 呼吸の 閒に もこの H 夫 は 有 之 ズー申 御 事に 候 や^ 

X に士 候ても 下句の 五 字 は 乍 恐 急 劇 促 迫に 過ぎ 候 か にも 被 存候尙 御明 奉伺 

度 奉 冀 候 

同 裏 

人 生^地 而死於 地 畢竟 不能 離 於 地 ビ被仰 候 得 共 凡そ 地なら ざる 所 皆 天に て 御 


座 候 得ば 足 心 下のお ュ所も 亦是天 V」 奉存候 左様に 候 得ば 人 は 地に 生る VJ こそ 申 

候へ 生より 死に 至る 迄 何れの 時 か 天 中に 呼吸し 候 はぬ 事の 御座 候べき 去れば 

聖賢 之學に 於て は 天地 V」 其德を 合する 其 申 候 事 VJ 奉 存候唯 高 說の 通， 0 のみに 

て は 地 德をさ へ 執，.^ 候 得ば 天德は 執り 候 はすして 可也..」 申 樣相聞 へ 揮 多く 候 

得 共 如何 か V- 奉存候 事に 御座 候 

八 頁 表 

養生 之 道只從 自然 爲得 誠に 御 尤千萬 V- 奉 存候乍 去 有意 於 養生 則不得 養生 V- 申 

を 蘭 香の 嗅げば 不成嗅 ざれば 成る VJ 申に 御 譬 へ 被 成 候 事 は 乍 憚 御 愚論 か V」 奉 

存候抑 養生 之 事自私 自利の 心より それの み 專らど 致し 倫理 綱常 を 廢し候 節 は 

假令千 萬 世 金石の 壽を 保ち 候 共 君子の 所不爲 勿論に 候 得 V- も 養生に 意 ある 時 

は 養生に な， 9 候 はぬ ビ申事 は 恐らく は 有 御座 まじく 候 程 子に 修養 永年の 說 K 

爐 火の 譬等 御座 候 にても 但 君子の 是を 不爲耳 天地 ^ おの づ から 此ー 械の小 術 

有 之 候 事 は 明白の こ V」 、J 奉存候 

同 裏 

書 籣 一 齊塾 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛  一 五 


書 簡 ， 一 齋塾 時 代 (六) 佐 藤 ー齋宛  .  一 メ 

易以天 云云： -1= 思に は 天，、』 人 V) 本 無二 理 ものに 候 得ば 成程 古來 聖賢の 被 仰 候 事 

にも 或 は 天 もて 人 を 說き又 人 もて 天 を 被 明 候義も 御座 候 得 A ハ易 書の 別必 しも 

此に 於て 如此 判然 仕 候 義せハ 不被存 候 併 是には 定めて 御明 解の 御座 候 御 事"」 舉 

存候 何分 御 敎示可 被 成 下 候 

十 頁 表 

人 一 身 之 條；： 級 面 背 之 條申上 候 迄 も 無 之 妙 理，、 ， -奉存 候 併 如 仰 陰陽 を 升 降 收移仕 

候に 如何 其 功 を 用 ひ 候義ゃ 分曉仕 かね 候 自然 此 外に 工夫 無之此 處卽是 工夫に 

卸 座 候 は > 乍 憚 精神 を簸弄 致し 候の 弊 を 不免候 樣舉存 候 雖然旣 に^ 背 之御ェ 

夫よ， 0 御 自得 御座 候 御 事 V」 承り 候 得ば 必す 定めて 存 は 相違 仕候義 V J 舉存 

候 何分 通曉仕 兼候閒 偏に 御 敎喩奉 仰 候 

同 裏 

先天 而天不 違 を廓然 大公 未發之 中，、」 御 解し 被 成 候 事 乍 恐 如何 御 旌候半 や^ 意 

に は 先天 後天 共 皆 已發之 事 ど 舉存候 蓋 先天 不違ミ 申 事 聖人 意の 所爲 道". -默契 

する を 申 候 迄-/」 承， 9 及び 候 事に 御座 候 


十二 頁 裏 

人 當自思 察 在 母胎 中 之 我心 意果 如何 乍 憚 此義は 佛氏識 心 之 工夫に 似寄 候て 聖 

學盡心 知性 之 修行 V- 相違 仕 候 檨奉存 候 か っ胎胞 中心 意必 是渾然 純氣專 一 無 善 

無 惡只有 一： 點靈光 耳 VJ 被 仰 候 得 共 愚意に は. <  の 母胎 屮に あ る 時 只 是 渾然 VJ 理 

を存 する 而已 未だ 一 點靈光 は 生じ 候 はぬ 様に 奉 存候洪 範五寧 思 を 最後に 列し 

候處に て もよ く 相 分 候 事 VJ 奉存候 

十 三 頁 表 

孔子 在齊條 世之學 者に 遠 遊 艱難 之 際に 於て 力 を 得 候 事の あ.^ ご 中義を 御^し 

被 成 度 ま 、J かく 被 仰 候 事 VJ は 奉 存候得 共乍然 夫子 實に宋 に 微服し 陳蔡に 厄し 

衞に 適き 鄭楚に 走， 0 皆 意 を 不被爲 得 候 故に 力 を 多分に 被 爲得候 VJ 申に て は 乍 

憚 聖德に 害 ある 檨奉存 候 凡そ 艱難辛苦に て 其 能 せざる 所 を 增益 する 事 は 總 て 

地位 卑 きもの、 J 事に て 生 知の 聖人に は ある まじき 筋 VJ 奉存 候た ビひ失 子 最初 

よ り 志 を 魯に被 得 遠 遊 艱難 之 事 無 之 候 ビ も 聖德に 於 て は 一 毫 の 損益 有 御座 ま 

じく 被存候 愚意 如此 不知 畢竟 如何 候 半 や 

害 簡 一 齋熟 時代 (六) 佐 藤 一 齋宛  一 七 


書 ー齋熟 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛 

十 TO: 頁 表 

ま宰 之靈卽 性也是 にて は 憚 多き 事な 

ま に て は 、、，、」 こ 迄 も 主宰 之 靈 を ば 心 ヾ」 

ば 何分に も 精 敷 御 趣 怠 相 伺 度 奉 願 候 

同 裏 

道心 性 也 人心 情 也是又 只今 迄 心 得 罷 

在 候に は 人生れ て靜 なる 以上 氣ぃま 

無 之 成 而勋き 候に 及び 始め て 人心 道 

情 ビ を 以 て 道 ，じ 人 ，、一 に 分 配 は 出來か 

耳 可 被 成 下 候 

十五 頁 表 

一 念 發動上 反 觀自性 竟未發 時 景象以 

恐 御詞之 上餘. ^快 決に 御 過ぎ 被 成 候 

ヾ J も 御座 院得共 恐 意 を 申 上 候 得ば 純 


八 


がら， f 佛の申 候 性に 

解し 申 度 候 是は學 術 


在 候 

だ 事 

心 之 

ね 候 


義 V- 甚相 違 

を 用 ひす 候 

分 立 候 事に 

様舉 存候甚 


挽冋 

や に 

字 無 


之 則 情 之 所 

舉存候 尤も 

不の 字尙太 


ft 候 

故 道 

候 得 

疑惑 


引 つ 

快 の 


もや 候べ く 奉存候 -ぉ 

の 大頭腦 に 御座 候 得 


ヾ J ん 

ば 未 

仕 ^ 


以性 

、ゝ き 

や う 


て 只 今 迄 心 得 罷 

>ヒ の 分別 は 未だ 

發之性 V,- 已 發 之 

義 幾重 にも 御提 


動 無 不屮節 也 乍 

工夫 ffi 難し 云々 

に 乍 憚 舉存候 又 


常に 戒愼之 於 未發之 時.、】 被 仰 候が 愚意に は 未 發之時 未だ 戒^ を 言 ふ ベ 力. ら す 

纔 かに 戒慎 すれば 旣に是 已發ミ 奉存候 - 

同  裏 

近則狎 之則狎 之の 閒 或の 字 有 之 度候歟 

十六 頁 裏 

美 賀恃む ベ からすして 聖賢 も 亦學ぶ べし 天 を 以て 得る 者 未だ 必 しも 固から す 

人 を 以て 得る もの 未だ 必 しも 脆から や ビ奉存 候が 畢竟 如何 候 半 や 御 謁諭奉 願 

同 

赤子 之 知 好 惡候事 心之靈 光に 勿論 相違 も 有 御座 閒敷候 得 共 其 然る 所以 はすな 

はち 性 善に 候 得ば 心 之 靈光を 性 之善ビ 御作り 被 成 候 方 乍 憚 可 然哉兔 に 角學者 

に は 心 ざ 性 ビ を いかにも 了 然 ビ 致 分別 忘 れ ても禪 見に 陷 ら ざ る 様 仕 ら せ 度 も 

の， A- 奉存候 事に 御座 候 

十七 頁 表 

書 简 一 齊塾 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛  一九 


書 g£ 

天地 未 嘗 

往今來 生 

に 御座 候 

事に て 一 

增 減な/、 

存候 

十 

儒 者 於 經 

に 於 て は 

に 家法 宗 

本文に も 

も 不少候 


寮 熟 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛 


增 一 

々 不 

得 f 

年の 

氣 に 

主 

不熟 

Bib 文 


其 害 も 亦不淺 


物 天地 未嘗 

息 ビ は 御 座 

一年の 數も 

春夏秋冬 一 

も 增咸 なし 

頁 裏 

牢繩 縛幷道 

頂 門 上 之 一 

申 もの 一向 

先 儒の 傳註 

萬ー是 等の 

々 ご 奉存院 


减 


一 氣是又 乍 恐不生 不滅に 

得せ ハ何か 御 弊の 御座 候樣 

元 之 數に替 ，5 は 無 之 一 身 

の少壯 老死 皆 是 生々 之 易 

申 ものに は 無之樣 被お 候 


學幾死 ご 申 御事當 時崎學 

難 有事に 奉存候 雖然近 

無 之 右に 付經を 治め 候 者 

も 不 涉 只 管 彼此 を扭 S し 

拔釘解 縛 之 御 說に据 依 致 


相 聞え 

に存上 

の理も 

一 * よ 卸 

されぶ 


二 〇 

可 申 や 尤も 最初 古 

候 凡そ 小 は 大の影 

天地 之 现 V- 同樣の 

座 候 得 共 一 向 物に 

天地 も 亦 如 此さ舉 


之徒考 

代以來 

往々 折 

候 て 妄 

し 其 猎 


候 得ば 可 相 成 は 可也. 、-巾 下に 今 


據家者 流 坏之弊 病 

習俗 苟 倫に 相 成^ 

衷ピ唱 へ 第一 經之 

に 主張 を 成し 候 事 

狂 を^に 仕 候 は > 

一 くだり 右 之大弊 


を 御反說 御座 候 様に 仕度 候 也 


同 

人當ぉ 認我驅 有 主宰 云 々呼 做 道心 拙者に 於て は旣に 十四 葉 裏に 略 申 上 候 通の 

見に 御座 候 故 恐 多く は 候 得 共 此處伹 心 ビ被申 候の み 未だ 道の 字 は つき 申 まじ 

く  VJ 舉存 候將又 最初 當 自認 我軀有 主宰 VJ 被 仰 候其認 むる は 何者が 認候義 や^ 

不審 仕 候 果して 外に こビの 御座 候 は， 、是 にて は 主宰が 贰っ になり 候て 濟 かね 

申べ く又壹 筒の 主宰が 主宰 を 認候ビ 申に て は 全く 佛 家の 觀 心に て 先輩 之 議論 

之 通り 目 を 以て 目 を 視ロを 以て 口 を 乾み 候 類に 當， 0 申べ き 歟乍惯 是義は 尤も 

如何 か V」 奉 存候義 に 付 無 腹 藏申上 候 

十八 頁 表 

耳 有 天性 之 聰目有 天性 之 明 この 聰明 は 矢 張 御 下 文の 臭味 蓮 動，.」 御 一 例に 聽視 

の 字に 有 御座 皮 もの か ビ奉存 候 

同 

心 非 有 ニ此御 一 條も是 不審 之 筋に 奉 存候乍 去旣に 前にて 申 上 候 義に付 別段 書 

付 不仕候 

書 簡 ー齋熟 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛  二 一 


書 簡 ー齋熟 時代 (六) 佐 藤. ー齋宛  ニニ 

二十 百 表 

至 於 得 力 處則宜 任 其 所 自得 これ 又 乍 憚 御 造語 御 太 快 やど 舉存候 其 自得 之所果 

して 孔孟 程 朱 之 道に 大同小異に 御座 候 は、. - 成程 子細 も 有 御座 問 敷 候 得 共旣に 

其 自得に 王せ 候 相 成 候 は ゾ 或は 小 同大 異に も 成 か ねま じく 又は 一 向に 異端 

邪說に 流れ 候 事の ある 閒敷 きものに も 無 之 候 得ば 是は甚 無心 元義 マ" 奉 存候事 

に 御座 候 

二十 ー頁裹 

收敛 精神 云々 精神の 字 余- 豁怀の 毎度 好んで 說 出し 候 字面に 御座 候 得 共 何 か"」 

修練 家め き 候 事の 樣に被 存候申 上 候 は 如何に 候 得共此 二字 を 放逸の 字に 御 取 

換被成 候て は 如何 候 や 謹で 奉伺 候 

二十 四賈表 

草木の 萠芽 云々 甚だ 手近き 事故 人の 結句 氣 のっき 候 はぬ 事に 御座 候が 乍懂如 

^にも 面白き 御 道理 ビ奉存 候 但し 併し 其 移植 之 土地 をば 必す よく/、 吟味 致 

し 1^ へ .、」 申 卸 事 結尾に 今 御 一 言 ^御座 度 もの か ビ奉存 候 


二十 五 頁 裏 

前に 不易 變化者 土氣ど 御座 候 得ば 易く は 無 之 候 得 共 千 百 弗 描 之 功 を 加へ 候 は 

ば 終に は 變化も 出來候 事の 樣被存 候 然る 處 後に 至 ト.' 土 氣止順 導 之 去 其 過不及 

耳 御座 候是 にて は 土氣は 畢竟 變 化の 出來ぬ もの，、」 片付き 候 様相 聞え 何 か 前 

後 相 應不仕 やに も 乍 憚 奉 存候右 にても 妨は無 御座 候 や 奉 窺 度 候 

草木の 寒 溫酸辛 諸 毒の 不同 候 を 皆 土氣也 人の 氣質も 亦然り V- 被 仰 候 得ば この 

前の 條に土 不可 變さ 御座 候 も 矢 張 こ .-vi 同様の 御 趣意^ 被存候 右に て は 乍 憚 

物の 旣に形 氣の偏 塞に 楛 せられて 其 本體の 全き を 充て 候 事の 不能 品 マ」 人の 生 

れて氣 の 正しく 且 通じ 候 を 得 候 もの ビ 何も 差別 無 之 樣に相 成 先哲 氣賀變 化の 

說 にも 灵り候 か に 奉 存候且 中庸 雖愚必 明雖柔 必强の 愚案 も 高論 を 推して 申 候 

得ば 是も 土氣に 片付 可 申 候 然る 處 修行 次第 明 強に 相 成 候，、」 御座 候 得ば 土氣 ぐ」 

い へ V- も 其 終に 變 化の 出 來候事 又 何の 疑 か 候べき ビ奉存 候 小 1； 御 示 敎被成 下 度 

奉 願 候 

書 筒 ー齋塾 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛  二三 


書 簡 ー齋熟 時代 (六) 佐 藤 ー齋宛  二 四 

二十 六 頁 表 

邦 俗 喪祭 云々 在 吾輩 則 自當用 儒鱧ビ 御座 候が 申 上 候 も 恐 多く 候 得 i 〈在 吾 以下 

の 九 字 なにさま 不甲穩 の 筋 も 聞え 可 申 や 拙者 沖 一 も 喪祭 佛に 依.^ 候が よし ビ中 

所存に は 勿論 無 御座 候 得 其 是も當 時 は 天下 御大 政の 第一 に も な り 候て 御 互に 

七 年に 一 度 は寺證 文へ 印形 も 致し 候義 免に 角此 節，、」 相 成 候て は 親の 大事 を 送 

り 候に も佛を 逃れ 候事此 邦に 莊 るが 最後 出來 かね 候 勢に 候 得ば 假令 吾輩に 御 
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り 被 成 候て は 如何 候 半 ゃ此段 奉伺 候 
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兩八田 傳五郞 共 御 相談 被 下 宜樣に 御 取 計 賴入存 

々何 ふ 之 品 其 被 下 不淺辱 存候先 は 此度頼 之 次第 

候 檨存候 不具 

啓 之 助 

は .ゾ 無 御 遠慮 御 申 被 遣 度 候 以上 


書 筒 ー齋塾 時代 (九) 茶 左 衛門宛 


三 三」 


t7  弋 


Isi; 年 四  〔一 0〕  A 田嘉 助に 贈る 


月 五日 

快晴に は 御座 候 得 共 

存候此 節 書 せんし 二 

之樣に 御座 候 もし 御 

御 惠與被 成 下 度 奉 願 

不謹 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


初夏 五 H 


嘉 

^ 紙 

頼 有 

曰 よ 

尤今 


鳥渡 申 上 度 

之 又 先頃 義 

り 元 殿 何分 

日 は 近思錄 

申 左 氏傳を 詮議 

書 簡 滞 町 時代 (一 


兔角 冷氣迷 


元 

何 


三 

ヾ」 

を 


入用 

れ兩 


申 御 

御 持 


候 今 

も 御 

出御 

參御 


被 成 若 

〇) 八 H 嘉助宛 


三 


惑 仕 

座 候 

持 被 

曰 - - 


候 昨日 

付 町中 

成 御座 

^館 萬 


元 之 

候然 

候 右 之 

に 無. N 


素 

る 


も 鳥渡 

所々 詮 

5 ^はヾ 

可 申 上 „ 


讀之， お 

處禮 服に も 

錄者塾 法に 

候 者 明日よ 


S 伺候 

義仕候 

可 相 成 

候先此 


所不奉 得拜顔 殘念舉 

得 共 御城 下 中には 無 


出御 座 


J^- 右よ 

御座 候 

無 之 又 

て素讀 

本 を 


は 一 枚 

段 本 公 


て 


も宜喉 問 

し 相 顧 侯 


啓 之 助 


兼て 辰 

束， M 之 

は不爲 

三 五 


三 郞 

致 承 

儀 も 

致 候 


様 ふ も銜 

知 候處今 

無 御座 候 

故 其 趣 を 


し 可 巾、、」 申 先 


書 筒 浦 町 時代 (一一)  三プ 

今日は 只 御返し 申 候 御宅 之 義者世 之 常なら す 從來之 御 問に 御座 候 故 外人ぐ」 

m ひ 枉て御 取扱 も 致 度 存候得 ざ も 第 一 禮法 を學候 初に 一 向 禮式無 御座 尉 火 斗 

一 つ 差 出し 候 事 も出來 兼候樣 にて は甚 迷惑 仕 候 事に 御座 候 何卒 最初に は禮 

にて 御 出 扇子 一 本 にても 態 ご 賜 候 様に 仕度 候 御 逋家之 間にて 右 を K に-.^ 

*i へ 申 候 も 憚候閒 何分 貴兄 ふ 元 殿へ 斯様々々 致 候が 世の 鱧 法..」 申 _ ^を 品 能 

御 訓導 御座 候 様に 願 度 奉 存候併 右 等之義 尊大 人の 御 耳に 入 候て は 不宜候 W 

御手 一 つに て 可 然御計 可 被 成 下 候此も 誠に 申 上 兼 候 事に は 御座 候 得せ ハ不得 

已事申 上 候 何分 宜敷奉 頼 上 候 以上 

天 保 七 年 四  ニニ- J  長 野 市 新井義 雄氏藏 

月 九日 か  ニー」 こ 

朦々 敷天氣 御座 候 得 共彌御 安泰 奉賀 候然ば 昨晚澤 徒三郞 北山 安世 宅へ 參. -夫 

菅 逸太 郞殿 ふ 荒 町 藥師へ 致 参詣 候 跡 同人 宅 々奴に 提灯 を 爲持遣 候 其 途中に て菅 逸太 郞殿 

其 提灯 を 被 "タ  C  '  ■  ^  ； 

蹴 上  其 提灯 を 被 蹴上げ 夫から 如-何の 譯に 御座 候 や 奴に 提灯 見せろ ど 申 奴の 手 を... 

ぢ. - 提灯 を 取り 揚げ 振 回し 柄 を 折 損し 被疾 候よ し餘. "理不^の 次第 ビ申勇 記 


老人 殊の外 致 立腹 佳 三郞に 月番ね 屈に 及べ 杯 申候樣 今朝 耳に 入 案に は营氏 

も 昨日 は藥師 の緣日 杯に て 一杯た ベ 被 過 候 故 右 之 過失 も 御座 候 ゃビ存 候乍然 

士分 之 上に 於て は 酒興の 申譯は 立不申 候閒何 マ， -か手 を入澤 氏の なごみ 候 様の 

. 手 談有之 度內々 立 田 氏 へ 右 之 義申遣 候 所 又內々 別紙 之 趣 挨拶 御座 候 右に 付 無 

翻き 歡 =^5 餘岐 入御 耳 候 御 合印 も 御座 候 物 を 足に かけ 候ミ 申て は 表 向て は I 兼 候 義ミ舉 

存候私 も 承候義 なれば 何^か 內々 にて 事 濟候樣 仕度 候 故 此段申 上 候尤立 田み 

別紙 申 遣 候 VJ 申 事 は 不申上 箬の義 に 候 得ば 此は 御沙汰な しに 願 度 候 先 用向而 

已草々 以上 

ral 月 九日 

〔一一 一〕 人田嘉 右衛門に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

過 時 者 麓 拜顔歡 喜 之 至坟御 勝手 方ね 御 勇 斷御取 計 御座 候樣に 申候處 委細 承知 

にて 先 無 巨細 先日 職 方に て 取 しら ベ 候 分よ. り 只今 迄 之 通 御脤粥 御座 候 御 様子 

(寺 內多宮 に 御座 候假令 寺內等 異存 御座 候ても 此度 は隨分 存念 被 決 候 様に 見 承 申 候 併 其 

書 簡 沛町 時代 (ニー) 八 田 嘉右衞 門 宛  三 七 


なリ。 町 奉 

行 郡 泰行兼 

帶) 


(菅 as 九 兵 

衞なリ 職 奉 

行) 


天 保 七 年 十 

一 月 十八 日 

の 二 


內 

も 


候 

直 

申 


書 W 滞 町 時代 ( 一 三) 八 田 嘉右衞 門 宛 

(家中 長屋 近 _ ^も 御座 候に 付 免ても 最初 

義 に付監 礼の 所 も 今度 は 町方 職 方無辨 

致 方可然 VJ 申 事 も 被 申 候 先 其 御 心 構 も 

に 始度樣 にも 被 申 候 又 何れ 郡 方より 何 

上 候 以 上 

十八 日 

々寺內 にて 大寄合 御座 候 由 承 候 何 如 之 

か 果敢々々 敷 方 付 候 様に 仕度 候 乍 去 夫 

夫に て 事 濟候義 に 御座 候 

伊勢 街樣  A 


三 八 

よ b 純 熟いた し 立派の 事 は 出來か 

別總て 御手： つに て 粥 被 下 場 の 監 

御座 候 様 奉 存候御 勝手 方 は 明 H ふ 

VJ か 申 通 可 有 御座 候 先爲御 心得 匆 


A 田 嘉右衞 門に 贈る 

小 白色々 に 相 成大に 御手 數に 相な り 候 や 


事 評議いた し 候 や 菅九も 參候由 何 

は 如何 共 御 勝手 方 之 決 斷不折 候 得 

啓 ， 作 

松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

も 難 計 奉 察 上 候 是 V」 申 も 無 據事御 


座 候 

過 刻監礼 之義者 御手 元 粥 被 下 場 之 物に 可 相 成 樣に申 上 候 所 八 時 過に 寺 內寄合 

決果御 家中 長屋 之 分 も 不殘御 目 付 演說有 之 姿 之 所 立派に 相 成 可 申に 付 又 職 方 

町方 之 監礼可 然に定 候 由 营沼之 話に 御座 候 先刻 申 上 候 付 其 御 構 御座 候，、」 不宜 

唯今 迄 S 通 候 閒先此 段 中 上 候定而 最早 御 承知に も 可 有 御座 候彌明 H 監礼相 渡， り 明 後 tn 唯 

御手に て 粥 

I 下に 相 成 今迄 之 通 御手に て 粥 被 下に 相 成 候 先 大慶 不過之 奉存候 取込緊 要 の み 匆 々 

十八 日  啓 之 助 

嘉 右衛門 様 

00  〔一四〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

力 

.^ 前 は 大雪 御座 候處 今日は 少々 暖氣春 信 を 催 候樣に 被存候 今日 御殿に て 昨日 

娵訪の 宫の義 も 大略 承知 仕候處 大群の 由 嘸々 御手 数.、」 奉 察 上 候 扠申上 兼 候 得 

歲晚 ちと 氣 共少々 御 無、 ：3 卸 座 候 歲晚ち ビ氣カ を 引 立 度 一 杯の 用意 仕 候 所 唯 白水に 少計酒 

力 を 5 立 度 

氣 御座 候 位に て 一向つ まらす 迷惑 仕 候 右に 付餘 b 恐 入 候 得.、，、」 も 毎度 致 頂戴 候 

書 筒 浦 町 時代 (一四) 八 田 嘉助宛  三 力 


書 簡 浦 町 時代 (一 五) 八 m 嘉助宛 


生 片 白 一 升 


天 保七ハ やか 


集古帖 何卒 

四 五日 拜借 

玩 仕度 


彼 水 を 不加生 片白を 一 升 

爲御取 納可被 下 候 最早 餘 

臘月 念 八 日 

叻 様 


被 仰 付 被 下 度 奉 希 候 何分 所 祈 御座 候 代 銀 壹朱差 上 候 

日 も 無 御座 候 萬縷來 陽： m 出度 可 巾 述候匆 々頓首 

啓 之 助 


嘉 


〔一 五」 A 田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 田 彥次郞 氏 


好 快 暗 人 意に 協 候 事 御座 

集古帖 何卒 四 五日 拜借玩 

仕 候 可 相 成は此 者に 御附 

十 三 日 

苒白此 間 罷出候 節 第 一 

女房 之 弟文ギ 拙宅ね 參 

存られ 候 乍 然右御 長屋 

粗相 之 栖居方 も 可 致 や 


候此 問は拜 大慶 奉 存候其 節 爲御見 可 被 成 下 被 

覽 仕度 奉 希 候尤御 珍藏之 品に 御座 候 問 決 而長留 

可 被 成 下 候 千 萬 望 之 


仰 候 

は不 


に 可 相 伺 事 を 失念 仕 候 先頃 御 近所に 

り賴 候に は 喜 兵 衛殿は 御 承知 も 可お 之 

は 伊勢 町 様 之 御 普請に 御座 候 故 何 か 私 

VJ 申 御 案じ も 御座 候 か 伊勢 町. 様に て は 御 不承知 御座 


在 候 勘 左 

思 召 候 や 

5^ 一な 二 て， vi5 


衞 門 

に も 


天 保 八 年 八 

月廿  一 U 


今 曰 上田よ 

り兩 人容來 


1^ 右 之 所 之 御 心 元な く 思 召 候て 之義 御座 候ば 夫 をば 如何様に も 念 を 入栖荒 

し 候 等 之 事 は仕閒 敷候閒 何卒 私に 御内 意 を 相 伺 吳候樣 に 賴候私 ふ 何もし ゐ 

て 願 VJ 申義に は卸墜 なく 候 得 ども 被賴候 事に 付 一 應相 伺候 右 も 鳥渡 貴 答 被 

4^ 下 度 候 以上 


八 


祭禮 あや 

.9 兩人客 

生に 御座 

候 何分 所 

嘉 


田 


來宅 

候 


廿 


ま 


入田嘉 助に 贈る 


啓 之 助 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


雨天 散々 御座 候 唯今 尊大， 人に 御 目に 懸り御 話 を 申 候 今日 上田よ 

は 御；， 子 じの 手狭に 付 今夕 御宅に 御 留被成 下 度 奉 願 候兩人 共讀書 

萬 端 心安き 人物に 御座 候 尊大 人 も 御 承知 候 閒馬濟 次第 同伴 仕度 

座 候 

日  啓 之 助 


書 簡 浦 町 時代 (二 ハ) 八 田 嘉助宛 


書 ® 浦 町 時代 (一七) 八 E 嘉助宛 (一八) 林修庵 


四 二  一 


天 保 八^ 九 

月 十五 日 力 


無 幻の 草書 


天 保 八 年 十 

月 llji. 日 


秋屮は 態々 

御 來訪被 下 


近： ：： 來彌出 

都： H- 致樣内 

意を受 


〔一 ヒ， 1 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

免 角 驚陶敷 天氣御 不快 者 如何 漸々 御 全快 御座 候 也 先日 御 話 ゆ 候 無 幻 草書 見出 

し 候 閒奉差 上 候 食 意に 協 候 者 永 御 留置 可 被 下 候 餘期面 叙 

九月 望  . 啓 之 助 

嘉助樣 


沐 ft 每 


M る 


再 白 加 藤竹內 二君 へ も 乍 憚 御 致 意 奉 希 候 以上 

啓 啓 追 日 霜 威 相 增候得 共 尊家 倍 御 多祥 被 成 御 典 居 欣喜 不過之 候 賤門如 昨 健在 

幸に 御 省 盧被下 度 候 扠秋中 は 態々 御 來訪被 下 候 所 貧家 草 口 諸事 失敬 勝甚 不堪 

愧恐候 併 寛々 御 淸話是 は 大慶 仕 候 爾後 樓 御手 敎 一 々落手 御 懇謝愧 入 候 次第 御 

座 候 且拙生 出 都 之 檨子每 度 御 尋被下 多 威 奉 謝 候 右 行 止 相 分 次第 御 挨拨可 申"」 

in- 日 を 涉候內 不覺數 旬 練 慢之罪 難 や U 恐 入 候 漸近 日 來彌出 都 可 致 樣內意 を受明 


朔日表 向 願書 差 出 候 手順に 相 成 候に 付 先 此段爲 御 知 申 候 併 返々 挨拶 遲緩 之處 

御 海容 蒙 度 候 就 右 は 願 之 通 被 申 付 次第 來月 末發朝 も 致 度 心得 御座 候 何れ 其 節 

は 鳥渡 登 門 拜別致 度 奉存候 御手 敎中何 か 御用 又々 御 來過も 可 被 下 被 仰 下 候 

得 共 拙 生 登 館 之 節に て 相 辨候義 に 御座 候 は ゾ其節 承 命 可 申 候 若 又 右に て不相 

辨候 事に 御座 候 は ゾ來月 中句 迄 御 一 過 可 被 下 や 近日 御所見 如何 定て御 新 得 も 

可 有 御座 不勝企 翅候拙 生碌々 每度愧 入 候 乍 去猶ー 二 有 可拜聞 者^ 拜面之 上 可 

悉所懷 也 忙中 簡 要の み匆々 申 縮 候 惟 冀千萬 自重 

修庵林 君 足下 

陽月晦  啓頓首 

小 啓 家 母へ も 如 命 申 聞 候 所宜敷 生より 致御挨 桜候樣 申出 候 立 田 氏同樣 御座 

候是も 又々 得 拜話度 迄、 渴饑之 様子 御座 候 以上 

〔一九〕 林修 庵に 贈る 

先日 呈書 □□ 已 達 左右 可. &候時 氣增塞 候 得 其 愈 御 淸適被 成 御 勤 學候ゃ 前書 云 

書 簡 ^^町時代 (一 八) 林 修庵宛  四 ーーー 


と 彌故倏 彼 
申 斷不右 加 
義に得 之 藤 
及 已仕生 
候 事 合一 


書 篛 浦 町 時代 (一九) 林 修庵宛  四 四 

云 之 通 出 都 之 願 差 出 候 處今以 命 も 無 之 候 得 ども 不日 允 を 得 可 申 候 右に 付簡要 

之義 を麈務 に被攬 前書に 致 失念 候に 付 今 便 貴兄 迄 申 上 候 彼 加 藤 生 一 條右之 仕 

合 故 不得已 事 彌斷に 及 候 ど 申義を 何分に も 活文師 へ 御 致 意 被 下 度 候且加 藤の 

方へ も 御 序 御座 候 は  > -不忘 御 申 可 被 下 候 乍 御 煩聒千 萬所冀 御座 候 

卸 來過可 被 下 W 申 御 事 は 如何 彌左樣 の 高 意に 御座 候 は、 ^ 大雪 等 無 之 閒に御 一 

遊 可 被 下 候 今度 は 兩三. 日 も 御 話 被 成候樣 仕度 候是 亦所冀 御座 候 急 便に 付 不能 

多 書 都留面 悉不謹 

大輝 仁兄 梧 右 

復月 十二 日夜  啓頓首 

小 白 近日 立 田 子 存之囑 にて 小 詩 を 作 候錄呈 取^ 

松 

森々 百 丈 松。 惜是 委，， 樵 者： 若 被，， 匠師 知： 爲 負- 大厦： 

瀟洒 宜，， 風月： 淸齋耐 = 雪 霜： 截 爲，， 蕭史簡 ： 可 3 以引 =鸞 凰： 


はも 儒 は ffi 御 
無 格 御名 候學 
覺別座 世 所 政 
束 之 候のに 無 
功て 大て御 


夭 保 八 年 十 

二月 二日 


梅 

天 下 無 健 品。 含 章 未. 見， 珍。 誰 知冰雪 際。 已 兆，， 後 年 春： 

〔一一 0〕 藩 老に呈 す  東京 市宮本 仲氏藏 


御內々 

當 五月 中 御 學政之 

別 氏 巾に 去 春 江 11^ 表 

修行 果敢 取 兼 迷惑 

座 候 者 自身 者此儘 

共 當時御 學政無 御 

て 私 底 之淺陋 にて 

政 だに 興. 9 候 者 御 

候 は、、 不出數 年 御 

慮 固陋 衆人 之 信 向 


申 上 候 口上書 取 

義申 上候處 書取 差 出候樣 御座 候に 付 大略 認取奉 入御 覽尙又 

ふ 罷歸候 以後 晝" 松 無 隙 素 讀會讀 輪講 等 之 世話 仕 候 故 自己の 

仕 候 得 共 御 國家之 御利益 御 家中の 爲に 多分 相 成 候 筋に も 御 

朽果候 4i ハ聊怨 無 御座 如何 樣 にも 出精 仕 子弟 之 引 立 可 仕 候 得 

座 候 所に て は 名 世の 大儒 御座 候ても 格別 之 功 は 無覺束 まし 

御 國家御 治 本 之御爲 杯申義 存じ も 不寄事 併 只今 にても 御學 

法制に 依て 事 を 計 ひ 御上 之 御 威 德を奉 仰 先賢 之 規則に 從ひ 

家中 之 風 誼 一 變可 仕に 付御學 政の s?^ 計 書取 申 上 候 併 私之菲 

も 無 之 所に て は 容易に 御 取 用 御 學政之 御用 等 難 被 仰 付 被 思 


書 簡 浦 町 時代 (二 〇) 藩 老に〕 さす  四 五 


に 意 被 方修九 
付 被 成 御行 月 
成 下 許 出 中 
下 御容お 何 
候內可 之れ 


書 筒 S- 町 時代 (二 〇) 藩老 にい 1- す  Ml ノ 

召 候 半も實 以御尤 至極 奉存候 右に 付 早速 御學政 御手 始も無 御座 御 様子 被爲在 

候 は  > -前條 も 申 上 候 通 當節之 場 私 之 微力 を- i 候 沖 一益 も不 見へ 又 私 無 御 座 候 沖 一 

御： ft, もに 不申 月並 講 t  I  f?  I 南 f  ，誰 候 得 者 沖 1 もの 御 厚恩 を以 又々 出府 仕 此上五 

七 年 自己の 修業 專ー に 仕 候 義を御 許容 被 成 下 修業 も 大抵 成就 仕 年^も 長 じ 候 

上 御 取 用 被 成 下 置 候 樣奉願 候 然る 處 九月 中 何れ 修行 出府 之 方 御 許容 可 被 成 下 

御 內意被 成 下 候に 付 去月 朔日 願書 差 出し 被 仰 付 之 程 相 待 罷在候 所 外 同日 願書 

差 出 候 面々 は 不殘被 仰 付 兼て 御 內意迄 を も 被 成 下 候 私 一 人 今 以不被 仰 付 候 右 

之 御樣子 如何 之 御 義か不 奉存候 得せ ハ竊に 心配 仕 候 薄々 世- ^ 之 風 說承候 所此度 

啓 之 助 之 御 家中 子弟の 世話 を 相 停め 修業 出府 奉 願 候義は 全く 一  己の 名利 を 求 

爲に i 得ば 出府 御 差 留に相 成候樣 仕度 ビ 申立 候 族 も 御座 候 哉に 承り 及 候 其 

實否貞 ならす 候 得 共實に 左様 之 義も有 之 萬 一 御上 之 御 疑 を 蒙 候義も 御座 候 は 

> -誠以 恐 入候義 マ」 奉 存候又 御內々 奉 申 上 候 數代御 厚恩 を 蒙.^ 御 奉公 仕 候 者 御 

國家之 御爲を 不奉存 一 己の 利欲 を 貪 候 事 は！？？ -狄禽 獸之所 爲ど申 もの に 御座 候 

是 等の 義は無 學無銜 之 者 ど 雖も少 々兑識 御座 候 者 は 決て 無 之 事？」 奉存 候私義 


淺學 固陋に は 御座 候 得 共 日夜 朝暮 孔子 皿 程 朱 之 正學に 志し 少々 宛 も 子弟へ 敎導 

仕 候 者 此樣之 鄙 心 可 有 之箬も 無 御座 候 右 を 名利に 志 候 V」 見 受候者 是は全 私 之 

心事 を 承知 不仕故 之義ど 奉存候 私の 心事 別義 にも 無 御座 御學政 之義は 御國家 

之 御 治 本に て 一 日 も 無 之て は 不叶御 儀，、」 申 上 候 所 御上 之 御 趣 意 マ」 相違 仕 候に 

も 無 御座 又 聖賢 之 遺 法に 依，^ 申 上 候條々 當今之 世 ざ 不 相 當 ビ 申に も 無 御座 候 

て 修行の 方 之 御 內意被 成 下 候 義は申 上 候 通 全く 私之菲 德淺學 衆人 之 信 向 も 無 

御座 候 所に て は 御用 も 難 被 仰 付 行々 老鍊仕 候 上 御 學政之 御用 向 も 可 被 仰付ビ 

思 召 被 下 置 候 御 儀 VJ 奉存候 右に 付 候て は彌以 宿願 之 通 御 厚恩 を 以五七 年 専ら 

修行 を 加へ 度 其 內には 天下 之 公評 も 可 有 御座 御 家中の 人望 も 附可申 候 其 節に 

相 成， 0 御 學政之 義被仰 出 右 御用 向 铍仰付 被 下 置 候 は  >  諸般 之 義當 節より 十倍 

手 易く 相 調 可 申 候 左 候ば 私 出府 後 暫之內 質問 等 仕 候 門人 十数 輩 迷惑 仕 候 得 共 

鍵 Is M ま i  lis  S 是は 誠に 聊之義 向 來御治 本 之 相 立 候 大事に 比較 仕 候 得ば 本 

よ .^ 數 ふ る に も 不 足 義 V」 奉 存 候 右 之 次 第 に 御 座 候 得 ば 乍 恐 御 上 に て 暫 之 內 御 

用 を も 不被仰 付 御內々 御手 充等被 成 下 被 差 置 事 私へ 御 私 惠を御 施し 被 成 下 候 

0  0 沛町 時代 (二 〇) 藩老に す  四 七 


書 簡 浦 町 時代 (二 〇) 藩老 に】 です  s パ 

に は 無 御座^々 大に 御用に 御 使 被 成 下 候半爲 めの 御 事に て 又 私 義之暫 之內御 

用 を 不相勸 御手 充等 頂戴 仕罷在 候義私 一 己の 榮利を 貪に は 無 御座 行々 乍不及 

大に 御用 相勸度 志願に 御座 候 左 候 得ば 此度之 修行 出府 願 一 條 上下に 於て 肩に 

て も 私事に 涉候事 無 御座 誠に 公明正大 事理 明白 之義ミ 奉存候 何卒 右 之 所 御 了 

察 被 成 下 早速 願 筋 被 仰 付 被 下 置 候 様 御 執 成 奉 赖候此 段 御內々 申 上 候 以上 

十二月 二日  佐 久間啓 之 助 

書 添 奉 申 上 候 已に如 本書 申 上 sj^ 又々 筒 樣申上 候ば 內實は 私欲 之爲か VJ 被 思 召 

候 半 も 恐 入 候 得 共 先 一 通 申 上 候 私祖々 父 三 左衞門 浪人 仕 罷在候 處新知 百石铍 

下 置 被 召 出 候 然る 所 同人 孫 岩 之 進 幼少に て 死去 仕 候 付 家 斷絕仕 候 其 節 隱居仕 

罷在候 右三 左衞門 老年 迄 長く 御 奉公 仕 候 付 御 不便に 被 思 召 五 人 御 扶持 隱 へ 

被 下 置 候 是へ私 之 祖父 彥兵衛 を 養子 仕 家名 を 相續爲 仕候此 彥兵衛 代に 御 切 米 

金五兩 頂戴 仕 候 御 家中 御 宛 行 私 ふ 小 給 之 者 も 御座 候に 右 檨ゅ上 候 は 如何 之義 

に 御座 候 得せ ハ 百年 前 迄 は 世の中 質素に て 諸 物 價も甚 下 直に 御座 候 得ば 小 給に 

て も家內 扶助 出 來候事 ど 奉 存候其 後 追々 世上 寧 多に 罷成 物價も 何に 不寄 高直 


に 相 成 候 故 最早 小 給 之 者 は 文武 を廢し 四ッ手 釣竿 等に 3 を 送り 又は 傘 を 張 候 

VJ か 笠 を 縫 候 V- か. &樣 内職 不仕 候て は家內 衣食 仕 候 事 だに 出 來兼候 檬相成 候 

然る 處私 義父 一 學之敎 育を以 成長 仕 候 得せ ハ從來 四 ッ手釣 等 は 不案内に て外內 

職 等 何 一 つ 出 來候義 無 之 右 故 家督 後 も 種々 之 手 談を以 只今 迄 取 續き候 事に 御 

座候此 以後 之處唯 便々 子供 之素讀 指南 劍槍之 敎授等 仕罷在 候て は 行々 手 詰に 

罷成御 奉公 筋 等 も 難 相 勤 鉢に 成 行 候 半 も 難 計 又 妻等迎 扶助 仕 候 手 充も無 御座 

假令妻 等 扶助 仕 行末 子孫 御座 候ても 樣々 之內職 等に 被 追 文武に 不 鍛練 之.^ せ 

者の みに て は 子孫 御座 候 共 難 申 又其閒 稀に 才智 ある 者 出 候ても 大抵 祿を以 御 

用 を も 被 仰 付 候 御 振 合に 御座 候 得ば 其. 才智 を 顯し候 事不叶 G 父 一 學 始め 才力 

之處 格段 卓絶 V- 申に 有 御座 閒敷候 得せ ハ又 尋常 之 人 にても 無 御座 其 表裏 內外 一 

徹 にて 無爲之 所に 至り 候て は 有名 古人に も 劣. 9 申 問 敷 ビ奉存 候 依て 老年に 及 

び 御 側 御 祐筆 等 被 仰 付 候 得せ ハ亦 格段 之 御用 を も 不被仰 付 遂に 世に 大功 をも不 

遺 相 果候是 皆 小 給 之 不幸 申 ものに 御座 候 有斐錄 中に て 覺へ申 候 或 人 備前少 

將 へ 官位の 御望 御座 候て は W 申 候 所 官位に は 望 無 之 高なら ば 少しも 多く 頂戴 

書 簡 浦 町 時代 (二 〇) 藩老に il- す  四 九 


害 0  ^^町時代 (二 〇) 藩老に il- す  五 〇 

致し 夫れ 丈 之 御 奉公 を 公儀へ 中 度 ど 御 申 被 成 候よ し 私に 於 候ても 毛^ 一  己の 

安逸 之 爲に望 候に は 無 御座 只 何 卒 子孫 迄 一 騎前之 御 奉公 出 來候様 罷 成 度 志願 

御座 候 得 共是亦 常節 不 容易 併 格別 之 勤苦 を以 天下 之 人に 被 數候様 罷成候 者 又 

御上 之 御明 藍 も 被爲 在候義 遂に は 內顧相 叶 候 事 も 可^ 御座 や 但當節 之 場 兔 角 

中 上 候 は 却て 恐 多き iti^ に 御座 候 得ば 此義 は暫不 奉. S '上 候併當 節 小 給 贫困之 故 

を 以當惑 仕 候義に 御座 候 此度之 願 筋 不被仰 付 候 て は 彌 以 當 惑 仕 候義に 御座 候 

乍 去此又 偏に 私之爲 にて は 無 御座 御上ね 舉對當 惑 仕 候義に 御座 候 其 子細 は 私 

之 住宅 祖父 之 代 大風に て 吹 倒 候以來 其倒屋 取-: 朋候 材木 を以 至て 手狭に 暫 小屋 

掛に致 置其內 普請 も 仕度 心底 之 處小給 之 御 宛 行に は 罷成其 義も不 相 叶 其 儘 七 

十 ケ年も 居住 仕 候に 付 最早 手の 入 様 も 無 之 曲， 5 ゆがみ 風雨 之 節 は 布 物 を 上 げ 

置 候體に 御座 候 右 之 處 へ 御 近 領は勿 論 遠 國 之 者 も ？.？ 1 々賤名 を 承 傅へ 月々 の 如 

く 相 尋候餘 り 兒惡敷 底 を 見せ 候 も 氣の毒 至極に 御座 候 私 民 問 之 者に て 御 厚恩 

を も 頂戴 不 仕事に 御座 候 得ば 貧 は 士の常 却て 面白 御座 候 得 共 御 奉公 を 仕候自 

分 且少々 も 御 家中 文學の 世話 を も 仕 候 者に て 右 様 之 次第. にて は 御上 を しめ 


天 保 八 年 十 

二月 三十日 


舉，. > 候 義ビ奉 存候是 當惑之 一 つに 御座 候 其 上上 田 松 本 御 家中 ふ も 內. 弟 子 被 相 

賴候得 共 住宅 見 惡 敷の みならす 手狭に 御座 候 得ば 兩人、 ヒ差置 候 事 難 仕 其 上 先 

達て 鳥渡 御 耳に も 入 置 候美 濃 ふ隨身 仕度 申參候 書生 杯 も 抉 持 方等餘 力無 御 

座 候 故 無 餘岐玄 道 門人 V」 申 もの に 仕 同人 塾に 差 置 私 方に 通 ひに 參候仕 合右樣 

遠方 ふ當御 家中ね 參候 VJ 申 は 御上の 御 外聞に も 御座 候 得ば 永く 無 御座 候ても 

暫之內 は 差 置 候 樣に無 御座 候て は 十 萬 石 之 御上 を 奉 辱 候 義ビ奉 存候是 當惑之 

二 つ に 御座 候 右 之 次第にて 御座 候 得ば 世 問み 見 受候所 私 之 貪 困に 差 詰， 9 修行 

出 麻 等 奉 願 候檨に 御座 候 得 共 深く 推究候 得ば 御上 之 御 姿 合に も 私 之 出府 仕 候 

方 宜敷可 有 御座 、ヒ 奉 存候此 等 之 所 も 何分せ 〈御 亮察 被 成 下 願 筋 被 仰 付. 被 下 置 候 

樣御執 成 之 程 奉賴候 以上 

十二月 二日 

〔ニー〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

御 isl- 多 之 御中 昨日 も 蒙尊來 今朝 も 亦 去年 末 御 賑粥之 義に付 微力 有 之 付 此度御 

書 筒 沛町 時代 (ニー) 八 田 嘉右衞 門 宛  五一 


書 簡 浦 町 時代 (ニニ) 山寺 源 大夫宛  五 二 

褒獎御 蒙 被 成 候 御喜 悅之餘 自何之 品 御 投與被 成 被 下 千 萬 悉仕合 幾久敷 拜受仕 

候 併 歲杪御 紛冗之 御中 筒 檨被懸 御念 頭 候 段 奉 痛 入 候義に 御座 候 都て 永 陽^ 館 

御 鱧 可 申 盡候先 奉 謝 而已匆 々不宣 

除 日  啓 之 助 

嘉右 衞門樣 

天 保 九 年 四  〔一三〕 寺源大 夫に 贈る  東京 市 龌野季 彥氏藏 

月 六日  」 こ  、- 

首文籙 M 不明 不堪 仕 合 所 を 深 御 符も不 被 下 早春 は懇々 之 御手 書 被 成 下 御 事 多 之 

御中 歲敬を 賜 b 其 上 又 精製 之 珍品 御 投ロ被 成 下 誠に 感愧兼 集 候 義唯心 謝仕而 

已 御座 候 早速 右 御 禮も可 申 上 之 處例之 練 懶而已 ならす 兎角 朝 慕 童 輩 之 爲に能 

被 煩 問 n も 稀に 御座 候 故 又々 不法 を 重ね 慚愧仕 候 偖 先漸々 暖氣相 成 候. 然家總 

S 御 多祥 御座 候 や 丙 郞も定 て 長大に 御成 候 半 マ」 奉存候 母怀も 時々 御 想像いた 

し^ 事 御座 候 弊 門 幸に 無事 乍 憚 御 降 念 被 成 下 度候扠 只今 迄 闕鬧打 過 候 得 共 鎌 

先生 靜山等 之 許に て 毎々 御 樣子承 候 所 不相替 公務 も 御 繁劇 之 御中に 能 御^ 書 


御 著作 等 も 不被廢 候よ し 流石 之 御 事 さ 竊に欽 歎 仕 候不侯 も碌々 ^只 4 之 に 

舊冬 中より て 老死 t?!^ 候 半 も 殘念之 至 侯 故 御 耳に 入 候 通舊冬 中み 東 遊 を 謀 候 所 今 以不得 允 

東 遊 を 謀 候 * う- ^  I  ^ 

11 今以不 當惑仕 罷在候 鼎 カを以 所願 を 得 候 樣之事 御座 候 得 者 誠 萬 幸 御座 候 御 機 會も御 

座 候 は  又 何分 宜敷奉 希 候 其 表 格別 之 俊傑に 御 出 會被成 候 義は無 御座 候 や 草 

堂 へ もよ く 折々 遊歷之 書生 來問 致し 候 得 共 別ても 遊 歷生杯 は 未熟者に 多分 御 

S 日 麼笑 日惠明 寺へ 長 崎 之， ビ稱し 一 人参 候 S  5  t 山 所 擧藩頗 赏贊致 候 不侫も 

へ 長 崎の^ 厂.. 1 、i  ,  P 

聽 i が 最初 其 風聞 承 候 得 A ハ方外 之 事に は 有 之 其 上 甚之大 言 家の 様に 聞へ 候 故 當節流 

行 之 まやかし 物 V」 存面會 も不致 居候 所 矢 澤大熊 二 公 も 風聞に て は 餘程之 英邁 

之 樣候間 達て 逢 候檨に 御座 候 故 其 日直に 相 訪候所 果して 案の 通りに 御座 候 唯 

詩の みは 頗 達者に 作..^ 申 候 夫 を恃み 俗輩 を 呵し候 故 文肓之 愚物 はだ まされ 候 

賺へ對 候 事ビ 見へ 申 候 靜山熊 三 杯 は 度々 致 參會候 我輩へ 對 候て は 大言は 出で 不申 却て 

てま 4^  一一  II 口 ま 

出で 不 * お 方よ. 0 大に占 附遣候 事 御座 候 出會之 節 は 必詩有 之 候 一 兩售錄 し電矚 を濱し 

候 御 一 祭 所 希 御座 候 

般若 寺 逢，， 長 崎 僧 末 山， 

書 筒 ^^町時代 (ニニ) 山寺 源 大夫宛  五三 


書 簡 浦 町 時代 (ニニ) 山寺 源 大夫宛 

舸新 愈心特 澄。 醉餘 吟興晚 押乘。 

寿： 仪殊憐 花 影 重。 巖房最 好 月明 2 升。 

目擊道 存心自 澄。 夜 遊 秉， 燭 興 堪. 乘。 

駿骨千 余風 外 晒。 蚌 珠數顆 月明 口 升。 

苒 訪，， 末 山， 用； ズ 韻-二 首 

せ 春 天 氣亦淸 澄。 行 樂 悠 悠 風 耐籴。 

數峯晴 日潭光 動。 一 徑花林 香 霧 昇。 

境 幽 溪 淀 與^ 澄。 顧 阿 徘徊 輿 0 乘。 

雲 階 蘭 臭 隨， 風 遠。 石 竇 茶 煙 隔ぉ 口 升。 

此兩首 は 次 韻 無 之 候 

巴 調に て不勝 赧顏候 近 R 承 候 得 ば 群 

豪 焚-にて 唐 山へ も內々 參 一り 候よ しに 

々巾觸 し 候よ し 承. 0 不覺 失^ 致 候が 

を 得. &候 最初 東都 再遊 之 含 も 去 夏 中 


五 四 

溪 邊偶此 過，， 蕭 寺： 松 一 裘 不 b 逢 =異 僧？ 

玆情方 外 能 無： 厭。 他 曰 辦琴 更 一 登。 啓 

彈， 琴 偶 對杏擅 客。 衣， 衲 社 Is: 

俺留幾 R 耐， ー岑 寂： 山舍重 期，， 謝 S 末 山 

素 手 洛 V 意 溪 畔女。 龐眉 S 石橋 僧。 

忽憶 山門 曾 結お。 松 問拖. 杖此重 登。 

長 嘯已驚 上 鶴： 朗 吟 (议 起定中 僧。 

半日 淸閣吾 事足。 曹豁 勝地 未， 思. 登。 啓 

盲 V も 稀々 浮説 を 造 し 此皮之 和^ は ^ 之 

て 佐 久閒杯 大に被 取 占 音 も 出し 不得 杯紛 

是 にて 不傻 群小に 未 被 信 所 合 點仕大 に 益 

ゆ 立 候 御 學政も 不如意 其 御 學 政 之 立 兼 候 


及 早 延も何 
五 引餘共 
ケ にり 被 
月て に 仰 
に 最御付 


根元 は不 li^ の 衆人に 不被信 之 所 致 候 得ば 何卒 五 七 年 都下に 外 宅いた し 世の 公 

評を以 衆の 信 向 も 付 候 場に て 御 學政を も 成就 仕度 唯今 之 所に て は 鎌 先生？. -尊 

兄 を 除 候て は不 侯の 學術 文章 ど の 位の もの やら 一 向に 存じ 吳候 もの 無 御座 候 

右 之 所に て は 御上 御 執政 衆 方に も 申立 候 御 學政之 義钚御 不安心に 被 思 召 候 も 

至極 之御尤 V」 舉存 候左樣 なれば 公私 共 暫東遊 仕 候 方便 利 不過之 奉存候 御學政 

も 不相立 候 所に て は 五 七 年不佞 不罷在 候ても 左 迄 事 も 欠 不申候 公評 も 宜敷信 

向 も 付 候 所に て 事 を 計 ひ 候 は. 五 七 年の 債 は 暫時に 惯可申 候 得ば 何卒 一 つ 御 

勘 辨被成 下 良策 も 御座 候 は 5- 尊；！ を 蒙 度 奉冀候 何せ ハ被仰 付 も餘. 9 に 御 延引に 

て 最早 五ケ 月に 及 誠に 迷惑 仕 候 何分 一 御手 談所冀 御座 候 昨夜 之 成 澤杯之 出立 

を も時晝 後に 承. 5 書 狀認度 存候所 此節劍 槍 門人 も 七 八 人 爲申合 半日 宛參 候て 

は 稽古 仕 候 昨日 も 其 日 に て 取 込 候故遂 書簡 も 認不得 成澤の 休息 中 も 鳥渡 相尋 

尊兄 之 御檨子 始め 承 度 心得 之 所兔角 世話 敷不得 一 面發 足に 相 成 殘念奉 存候御 

面 話 之 次 同氏 へ も 宜奉希 候 今日 得少閣 此^ 認候所 へ 又々 質問 之生兩 三輩兒 へ 

候 問 不^ 所 欲 言 惟爲 國時氣 折角 御 厭 可 被 成 候頓首 

書 簡 滞 町 時代 (ニニ) 山寺 源 大夫宛  五 五 


脅 中 候 東 越 
不豪得 西 地 
申 傑 共 を は 
に是 極大 
出と め抵 


書 筒 浦 町 時代 (二三) 山寺 源 大夫宛  五六 

四月 六日  啓苒拜 

山寺 尊兄 足下 

苒白王 母君 尊 嫂 前 乍 憚 宜敷御 致 意 奉 希 候 桑 皮 紙 三 刀 送 上 仕 候 莞存爲 幸 

肤保九 年 六  〔ニー 一一〕 山寺 源大 夫に 贈る 

保ハ II 皿 天 盛暑 之 時節^-肘 倍 御 多祥 奉扑賀 候然者 先達 は 相 願 候 筆墨 共 酒代 等 御 送 被 成 下 

ね spti) 千 萬 難有舉 感謝 候 定めて 御 承知 も 可 被 下 候 小生 も閏 四月 中御內 御用 を 帶し北 

漸 先月 小 盡 越へ 罷 越し 存外 手 問 取れ 漸 先月 小 著 右 故 早速 御 禮も不 申 上 失 儀 致 候 御^ 恕 

所 祈 御座 候 拭 北 越 何も 格別 可 致 以聞事 も 無 之 唯新發 田御內 諸事 手厚に は致感 

心 候 就中 學政之 樣子も 略 承 候 所 純 精 之 程朱學 にて 聊も致 背反 候 もの は 異學之 

徒 V」 致し 夫に 罰 も 御座 候よ し 誠に 不堪 感嘆 事 御座 候 扠又此 度 越 地 は 大抵 東西 

を 極め 候 得共是 VJ 申 豪傑に 出 會不申 是には 力 を 落し 申 候取暌 のた め 途中 之 作 

一 兩首瀆 電矚候  . 

自，， 村 松 濱， 至ヒ 寺 M 傍盡松 林。 得 = 三 絶 句- 


靑松億 萬 株。 十 里 結，， 條枚： 不 Ji 林 中樹。 幾是楝 梁材。 

青松 億 萬 株。 十 里 垂，， 淸蔭： 縱 有，， 棟梁 材： ェ師不 fe, 任。 

青松 億 萬 株。 ェ 師點檢 過。 點檢誠 云 至。 奈 ，無，， 良材， 何。 

先如此 御座 候 乍然御 他見 被 下 候て は 迷惑 御覽後 直に 御 炒捨被 下 度 候 此ニ枚 は 

新潟邊 にて 筆 草 申 もの 候て 書家の よく 用 ひ 候 物に 御座 候 御 慰に 入御 覽候今 

晚菅沼 出立に 付 兼ての 御 鱧 暑中 拜候旁 呈亂毫 候 伏 惟 爲國千 萬 保 重 

,  啓 拜呈 

常 山 老兄梧 右 

小 白 折角 御 苦 惱被下 候 を 左 樣申候 も 如何に 候 得 共 協和 墨 は七兩 なれば 幾 丁 

にても 善 光寺に て 被 調 候聊之 事に は 候 得せ ハ 私の 用 候に も 無 御座 候に 付 御 都 

A" に 相 成 候 は  御返し 被 成 下 度 候尤御 不都合に 御座 候 は、 ^ 如何にても 宜敷 

御座 候 

天 年 六  〔一一 四〕 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 丸 山 熊 男氏藏 

書 筒 浦 町 時代 (二 四) 山寺 源 大夫宛  五 七 


書 簡 浦 町 時代 (二 四) 山寺 源 大夫宛  五八 

藩主の 松 代 廿 六日 益 御機嫌 克御歸 城 御 同前 舉 恭賀 候 菅沼生 來得芳 翰 就て 不順 之 時候 候 得 

城 ^15 を さす 

^^^^m せ ハ彌御 佳 勝 之 狀詳之 不堪 攸慰候 北 遊 紀行 之義 蒙御尋 多謝 乍然近 來世阅 一 統紀 

行ば やりに て 犬 も 猿 もよ く 書 出し 候 事 誠に 無益 殊に 開雕等 致し 候 事 は 唯 傲 梨 

之 災 .、」 笑 止 に 存 候 右 故 此 度 杯 も 紀 行 は 頓 ，、」 無 之 唯 折 に 觸 致 發 出 候 蕪 ；^^^ 三 ra: 十 

首 御座 候 尊矚に 供す る に は 足 不申候 得 共 五六 首 錄し呈 覽仕候 宜敷御 雌 贺可被 

成 下 候 操， 錄航湖 紀勝梓 行 之 趣 被 仰 下 候？！！ 泉錄は 未見 紀勝は 先達 靜山之 許に 

て 見 11 候て 六 七 fr.- 看過 候所是 V- 中 警策も 見 當.. ^不申 長孺之 序に 至，.^ て は大不 

調 ひ 散々 V- 存候長 野生 題詞之 方は此 ふよし 乍 去 讀候節 は 靜山共 所々 不満 を 申 

候様覺へ候が經程候故失念仕候但君不兒之三字全く剩了にて不當法删去^！可 

VJ 申 事 は 致 記 得 居候 故 申 上 候 高 明 不識何 似 

筆墨 賣約 歸納御 落手 奉 冀 候  • 

啤吟語 摘理學 全書 中には 無 之 右 は此度 御購得 御座 候 ゃ不勝 欽羡候 純然たる 朱 

學 にて 讀書錄 ふ些 VJ 氣カ 御座 候樣御 評判 被 仰 下 頗大眼 V- 歎 服 仕 候 僕 も 愛 nz 樓 

寓 居 之 節 語 錄 を ば 倉 々 讀 過 粗 覺 へ 居 候 ^i!?- も 御 座 候 が 隨 分 着 實 な る も の に は 候 


彼 翁 之？， s 

i 餘姚こ て 

程 朱 之說に 

は 不甚深 


1  一一 一 n 行 錄御會 

B, きつく 妙 


號懼 堂と 

發成 度よ し 

に て 拙文 を 

被 徵候得 共 


得 共 僕に 於て は 純 粹之字 は 下 

可 申存候 尙乞敎 

唆 翁 月次 講義 始. -御聽 聞洒侯 

說ふ外 新 說無之 異學之 弊 も 先 

如此 なれば 彌 不満 仕 候 蓋 彼 翁 

确抓依 之 天下 を 易ん VJ 欲する 

講義 候 事 所謂 以所賤 事 親也是 

之 助 は筒樣 申候ビ 曖 翁 へ 御 質 

言 行錄 御會讀 きつく 妙 VJ 奉存 

不相 成様專 一 也 ビ是近 nn 之 致 

貴號懼 堂，.」 被 成 度よ しにて 拙 

共 老兄之 命 也 何 か 致 起草 敎 

厭 可 被 成 候 王 1^ 君 尊 嫂 前 乍 憚 

廿 八日 認 

書 簡 浦 町 時代 (二 四) 山寺 源 大夫宛 


し 兼 不申候 人品に 於ても 薛敬 軒に は 上座 を讓 


は大 心服 老兄は 依 舊是亦 嘆 服 

無 之檨相 見へ 候 付 放念 可 致 段 被 

之得處 は餘姚 にて 程 朱 之 說には 

所 は 餘姚之 學也而 して 藩邸に て 

僕 之 不満なる 所以に 御座 候 御 序 

被 下 度 候 翁 其以爲 如何 

候 近來も 熟々 左樣 存じ 吾人 之學 

自省 處に 御座 候 

文 を 被 徵候得 共久敷 作文 相廢し 

を 乞 可 申 候 先 は 貴酬 而已布 字 如此唯 折角 時候 御 

宜敷御 致 意 奉 希 候頓首 

啓 苒拜 

五 九 


て 狡 章句 □ 句 之 

仰 下 奉 謝 候乍然 

t、.  441 一 1 もし 深 けれ 

rv  i ほば E| 學に は 

朱義 のみに て 

も 御座 候 は 、>- 啓 

問 能 言 之 鸚鵡 ミ 


指戚 八へ に 調 
す 岡 ra 松 調子 
^野 氏 山 ひも 
氏の 町申大 
§f 親 は候抵 


書 筒 浦 町 時代 (二 五) 八 E 嘉助苑  プ 〇 

懼堂老 兄 梧 下 

肢？ St 九  〔一一 五〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

朶雲拜 見 仕 候 如 來敎追 日 冷 氣相增 候 得 A (倍 御平康 奉賀 候 扠御珍 藏之御 品 長々 

拜借難 有 奉 謝 候 依 命 乃 返 璧仕候 御 落手 可 被 成 下 候 近 n も 心 を 用 ひ 手 を 入 候に 

付^ 子 も 大抵に 調 ひ 申 候 右に て 昔 も 初より は餘程 高く 相 聞 候 今夕 松 山 町^ 5^ 

付 至極 面白 御 事 V」 奉 存候命 も 御座 候 は？ 其 節 一 曲 可 仕 候 先奉復 迄如此 布字不 

謹 

十日  啓 之 助 

嘉助様 

夭保 九 年 十  〔一一 六〕 山寺 源大 夫に 贈る  長 野 市 和田榮 ニ氏藏 

其 後者 御 凍 閥 煉揚之 至 御座 候 近日 本 月 六日 發の 御手 書 忽然 落 座 難 有 拜見仕 候 

處卸蘇 問 卸 1 稠 重感； g 兼 集 候 殊に 母方へ 何み の 佳味 御垂. 惠被成 下 千 萬 難 有 感銘 


之 深 何日 忘 之乍然 奉^ 入 候 義母 も 宜敷御 禮申上 候 技 又 寒 氣之節 官況御 淸裕贵 

眷御 安和 饮慰不 過 之 候 小生 義も不 相 替奉母 健在 仕 候 閒幸御 降 心 可 被 成 下 候 

近來 奉書 一 黄 氏の 琴 事に 係. 9 候 一 篇御 抄出 御 示 下是亦 多感 近 來琴書 一 部 致 拙著 候が 早速 

其 內に補 入 可 仕 難 有 奉 存候御 承知 之 通 琴 家 は 彼我 A ハ 風韻 を 專？」 致し 候 事故 蕭 

散 閑 遠 之 致を宗 V」 し 音律の 事 は 多分 粗略に 致 候 今 之 世 古樂之 彷彿 を 可 窺 もの 

琴に 踰候は 無 之 候 所 夫 を 唯 風流 家の 玩 物に 致 置 候 事 遺 慽に候 故 管 子 之 紋度淮 

南 子 司 馬 氏 之 樂書等 祖述 致し 原 體聲律 度 調理 致 訣記之 十 門 を 分ち 編 次 仕 候 得 

共 僻境 書に 乏敷 意に 不満 事 勝に 御座 候 併 校正 之 上淨寫 いたし 候 は、 ^ 可 供電陋 

候 此節宗 岳 李 文謝黃 諸子 之 集 御 揃の よし 可 羨々々 定て右 等に 仍て眞 實之御 得 

處可有 御座 奉存候 

朋 黨の說 朋 黨之說 云々 御 說破之 趣 被 仰 下 御 卓見 V- 感心 仕 候し かし 朋黨之 起る は 君之不 

明に 有. 0 ビ の 高論に 御座 候 得 共 見に は 左 樣而已 に は 無 之 朋黨之 故に 君を不 

明に 致し 候 事 も往々 其 例 不少候 左 候 得ば 實に歐 公所 謂 君子 眞朋之 外 小人 之僞 

朋 をば 打破 仕度 事 VJ 奉存候 愚見 如 此尙俟 高論 

書 簡 浦 町 時代 (二 六) 出 寺 源 大夫宛  六 一 


(矢 恩 は 藩 

老矢 澤監物 

同 a 田賴 

母) 


(牛？ W 先生 

は 鎌 原 桐 山 

を 指す) 


>^ 斷八九 輩 

晡 時より 出 

掛&候 


書 簡 浦 町 時代 (二 六) 山寺 源 大夫宛  六 一一 

言 行 錄御會 業不絕 御座 候 由 其 時々 名論 も 不少候 半 さ 不堪 企 仰 候 矢 恩 兩公會 業 

之 義御尋 御座 候が 恩 氏に も 其 後 暫く 中絶 矢 氏に は 從來會 業 は 無 之候此 節も大 

學或問 幷周子 之 大極圖 說を差 越 置 候 大學或 問 は 治 道 之 大體を 益 合點被 致候爲 

め 大極圖 說は佛 學之末 弊 を 追々 拂- 遠し 天理 之 本 原 を 糙に被 見 付 候爲の 手談也 

想に 迂闊 至極 ビ致 失笑 候 人 も 可 有 之 候 夫 は 意，、」 する 所に あらや 

怠惰 を 興起の 論 申 上 候 様 御座 候 得. 共 是亦吾 同病に 御座 候近來 熟々 左様 存候怠 

惰も 忠信なら ざる 所よ.^ 起る V- 右に 付 候ても 傳習以 忠信 爲本 之說 極めて 妙？， - 

奉；， 子 候乍然 忠信 V.- 不忠 信ビは 自己の 疾痛 自己 知 他人 之 如何 共す ベ からざる 事 

ヾ J 奉存候 

牛^ 先生 幷諸 友へ 之 御 致 意畏候 先生 不相替 勉強家に て 近 R 孫子 類 腕 國宇解 管 

子弟 子職圃 字解 致 出來候 吾輩 愧入 事に 御座 候 

劍槍御 1兒 御 尋人數 は 厘々 拾餘 人に て 候 ひし かざ も試翦 三組 可也 出來申 候此節 

不斷八 九輩贿 時よ. 9 出掛 申 候 手間 潰れ 迷惑に は 存候得 共 先 無由斷 出張 候義に 

卸 座 候 其 表 亦 何分 閱 暇に は 常 田 兄 杯 御 談じ少 々宛 も 被. 行 候 樣奉望 候 北 澤兄も 


け II によ 家 は 望 を 家 左む 郡 巧と 丈 

た 1^ 至り 此劍月 勤當吉 奉な 號助 
りめ り 十の 道 S む 時 は 行り し は 
を 藩 ニ事師 三 側 砲 を 當害雰 
受ょ 月に 範郎 役 術 勤 時に 庵 


龍 田 は 立 ra 


天 保 九 〔牛 十 

1 月廿， 九日 


志 御座 候て 小生 在 府中 形 等 も 被 覺候閒 何卒 御 相談 御 一 振 被 下 度 候 欲言處 多々 

有 之 候 得 ：！： ^〈書 不麄意 馀は後 信 可 申 上 候 追 日向 寒 千 萬 爲國保 宽 

常 山 盟兄梧 右 

十月 念 一  啓 拜復 

苒白過 月 は 墨 價御擲 返糙に 落手 仕 候 御手 數之 義舉 多謝 候 右 御 挨拶 遲延 之譯 

は寵 田よ. -も可 申 上 候が 大過 失 無 癒 咎是幸 也 


金子 丈 助 中 俣 左吉に 贈る 


松 代 町 中 侯 兼 雄氏藏 


三理不 

I  ：  C 此は定 て 御 兩所樣 にも 御閗 及， 成 候 之 錫卦 木工 殿 差 扣被相 

储 にて 卸 K  一！^ 之 節 私共 方 ふ 先に 出度と. EB- 事 也 T^slfTNnB^W+rn ネ 

之 節 御 


寒中 之 名而已 不例 之嫩 寒に 御座 候彌御 多祥 被 成 御 起居 候耶 奉伺 候然ば 

も 散々 不快 罷在四 五日 籠居 仕 候其閒 薄々 承 候 得ば 兼て 風聞 仕 候 望月 甚 

此は定 て 御 兩所樣 にも 御 閗及被 成 候 半 例 

御覽 一 覽之節 私共 方 ふ 先に 出度と 事 也 


盡之願 筋 

伺 右 之 願 通に 御沙汰 御座 候 哉 之よ し 其 樣子を 承 候 得ば 唯今 迄 御覧 一 

目 付よ b 之 问狀に 

. 矢 島 源 二 左衞門 

書 筒 浦 町 時代 a 一七) 金子 丈 助 中 侯左吉 宛  六 一一 一 


書 0 浦 町 時代 (二 七) 金子 丈 助 中 侯 左吉宛  六 四 

佐久 問ー學 

佐久問 r お 之 助 

右門 弟 

V- 御 墜候所 u 父 死去 後 は 矢 島 先生 をば 名 面 書に も 除き 候て 差 出候是 は. C 父 之 

致し 來 にて c 父 存命中？ 一い へど も. u 父 出席 之 節 は 矢 島 源 二 左衞門 門弟^ 認 

め 出席 不致節 は 矢 島 先生 之 名前 は 無 之 候 其 子細 は 御 兩所様 始め 從來は 矢 島の 

御門 下に 御座 候 得 共 先生 沒後 亡父へ 御 誓詞 御座 候 上 は 矢 張 G 父 之 御門 人に 相 

違 無 御座 候 得ば！ J 父 は 如 此仕候 事 御座 候 右 之 義を承 罷在候 故 亡父 沒後は 矢 島 

先生 之 名 認候事 無 之 又 亡父 之 例 を 用 ひ 私 出席 仕 候 節 は 一 學 門弟 之 一 筆 を 加へ 

私 出席 不仕節 は 私 一 人 之 名 を 記し 候而已 御座 候 然る 所此度 望月 方 夫 を 幸 之 事 

VJ 致し 今度 矢 島 源 二 左衞門 行司 之 申立 致し 以來者 御覧 『覽之 節 私共 方よ 先 

ぐ」 被 仰 出 も 御座 候 哉の よし 其 根元 之 起る 所 を 略 承 候 得ば 望月 方に て 巾 候に は 

共 方 之 稽古 は 矢 島 之 嫡傳に は 無. N 望月 之 方が 誡之嫡 傅に 候 得ば 嫡 傅に 無 之 

方 をば 跡に 推 屈め 嫡障之 者 先に 立 候ビ申 主意 之 由よ しゃ 私共 方 矢 島の 嫡傳に 


無 之 共 三十 年 前 之 文化 五に 御 屈に 及 候 師範よ.^ 假 令嫡傳 たり ビも此 程 申立 候 

亍司之 方 先に 立 ビ申義 は 百 萬 有 之 閒敷又 其 上 望月 之嫡 傳ビ， W- 義は 唯今 迄 承 も 

不ぇ 候. c 父義に 於て は 實に寬 政 九 巳 之 三月 矢 島 先生より 門弟 中 事理 比類 之 者 

無 之 よしを 以印可 被 致當流 極祕之 日本 一 之 太刀 淸淨靈 劍を授 り 後進 之 士を被 

令敎授 且又 卜傳 先師よ， -之統 々を 致 手書 其 末に 亡父 之 姓名 を 書 速ね 被 傳候ー 

，卸—座險上は！：！父矢島の嫡傅たる事天日の如く明白なる義^奉存候小生義も 

C 父 在 命中 御 同門へ 御 相談 申 候 所 御 異議 も 不被下 右 極 祕皆傳 仕 亡父 沒後及 御 

屆^< 上は當 流の 正統た る 事 是亦無 疑 事 ビ奉存 候 右 を 如何なる 間違に て か 風聞 

之 被 S- 出御 座 候 や 不審 至極に 御座 候 兼て 亡父よ， 9 承 居候が 淸洲町 御用 屋敷 御 

造 立 之砌御 兩所樣 にて 矢 島 之 行司 を 被 仰 立 右 御 稽古 所 御 拜借有 之 御 相弟子 稽 

古 御墜候 所. □ 父 道場 を 開き 候に 及び 其 段 御 屈 御座 候て 私共 方へ 御 引 t 父 之 御 

旨 南 を 御 受被成 候よ し彌 左様に 御座 候ば „ ^ぼに て すら 矢 島 之 行司 名目 は 御兩所 

樣之 外に は 有 御座 閒敷乍 去 唯今 ど 相 成 私 方 正統 聯綿ビ 致 居候 所に て は 假令御 

兩所様 並の 矢 島 之 直 門 御座 候て 矢 島 之 行司 申立 候せ ハ 私せ ハ方之 先に 立 候 事 は 決 

書 簡 浦 町 時代 (二 七〕 金子 丈 助 中 31^ 左吉宛  ^-i 


書 簡 浦 町 時代 (二 七) 金子 丈 助 中 侯 左吉宛  六 六 

し て 相 成 問 敷 ま し て 矢 ^is 先 生 之 顏 色 之 赤 い 白 い も 見 知 ら ぬ 三 が 其 行 司 申 立 

候 も 奇怪 至極 其 上 私 其方 之 上に 立 候 杯 誠に 言 語 道 斷之義 VJ 奉存候 nl 又-：. j 父 義 

は 道場 相 開き 候 砌卜傳 流旣に 中絶に も 可 及 之 所 厚 心掛致 出精 門弟 取 立 稽古 相 

募 候 由 御 書付 を 以て 御 H 錄致拜 領候義 も 御座 候 是は定 て 御兩所 様に も 逐一 御 

承知 之 義奉存 候如此 亡父 義は廢 を 典し 絕を繼 ぎ 流 義に取 候ても 大功 有 之又嫡 

傳に 相違 も 無 御座 候 を 望月 等黑白 を混亂 致し 是非 を 反覆 致し 御上 を 舉欺右 等 

之 不法 を 企て 候 事以之 外之義 奉 存候右 を 其 儘に 捨置彌 £1- 月 之 跡に 就 候て は 

當流 正統 之瑕覺 のみ か 亡 父 迄之大 恥辱 且又 太陽 之 下 か 、J る 魑魅魍魎 有 之 候て 

は 決して 不相濟 事 御座 候 得ば 小生 不快 快方 次第 早速 御掛り へ 相 伺 否 承 礼し 彌 

風 開 仕 候に 相違 無 御座 候 は  苒三苒 1： 理解 及 言 上 可 申 左様 致 候 は  >  御上 も 御 

英明に 被爲在 執政 大 Si も 賢 能に 御座 候 得ば 萬に 莴先規 之 通 可 相 成 候 得 共 事に 

は 變ど申 物 も 有 之 候 得ば 小生 之 主意 通 兼 候 時節 も 可 有 之 候 其 節 は 又 其 覺悟御 

座 候 何れに も 先 條申上 候 御 兩所樣 にて 矢 島 之 行司 御 稽古 をば 私共 方へ 御 引 

父 之 御 指南 を 御 受被成 候 . &義は 亡父 之 言 葉に 相違 無 御座 候 や 果して 相違 も 


無 御 

名 之 

以上 


座 候ば 此段 後證 にも 相 成 候に 付 其 手 續き之 所 乍 御 面倒 御兩所 様よ h, 御 連 

御 書 答 被 成 下 度 候 li^ 中 愚意 之 所 荒 增申上 候尙無 御腹 藏御敎 示 可 1^ 成 下 候 


、 


十一月 廿 九日 

丈 助樣. 

佐吉樣 

啓 乍 然此義 唯 風聞 而巳 1, 


ま 


理 


て 突留候 事に は 無 御座 候 閒先極 祕に被 成 下 度 候 


天 保 九 年 か 


御 兩所樣 


人田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


昨夜 者 難 有 奉 多謝 候扠 誠に 大 

失禮等 御座 候 半^ 恐 入 候 事に 

存 候萬罷 出御 鱧 可 申 上 候宿酲 

書 簡 浦 町 時代 (二八) 八 田 嘉助宛 


醉 後半 は 一 向覺不 申定て 威儀 を 失し^ 様 

御座 候 貴 館に 差 置 候 品 共 早速 爲御持 被 下 

中 奉 謝 迄匆々 布 字 

六 七. 


へ fs^ し 

難窗奉 


書 筒 浦 町 時代 (二 九) 竹 村 金 吾 宛  六-/ 

廿日  啓 之 助 

嘉助樣 

天 保 十 is  「一一 九〕 は： JT 金 吾に 贈る  長 野 市 秋 野太 a 氏藏 

昨夜 菅沼 氏の 宴 深更 迄 奉得淸 話其樂 不可 言 難 有 奉 存候忽 又 御 使 被 成 下 近 H 留 

別に 舉獻候 品 御 丁寧 御 禮被仰 下 御 擲返を 蒙 何共 桊恐入 候 左 樣申上 候 も 如何 御 

墜候 a!7 其 尊 知 以來每 度 御 厚情 を 荷 稀々 之 高誼 を 蒙 候 義に付 此度之 拜別何 か 奉 

留 .度 お i 得 共 御存知の 蜜 人 是 V」 申 品 も 無 御座 風 VJ 存當り 候 得ば 先生 從來史 學 

御 好 被 成 伺候 所 此錄は 未 御藏 券 も 無 之 趣 候 故 幸 小生に 於て は 都下へ 持 參も不 

仕暫 不用に て 差 置 唯 白魚の 腹 を 肥し 候 耳に 御座 候 W 拜呈仕 候に 御座 候 何も 態 

々 に ± 候義 にも 無 御座 聊微志 を 表し 候 計に 御座 候 問 何分 御 却け 不被成 下 # 叱 

存丧成 下 候 樣奉冀 上 候 右に 付 又々 尊 价を煩 候 問 寸志の 所 御 照 察 被 成下此 V は 

御 留被成 下 度 候 千 萬 望 之  ， 

i 溜が 一 今夕 鹿 肉 拜昧に 罷出候 樣仰を 蒙り 奉 萬 謝 候 然る 所 今夕 は 牛 猪 先生へ 被 召 f 


天 保 十 年 正 

月，^ 八日 


越 且又 每度厚 給 を 以尊厨 を 奉 煩 候 も甚以 不堪 恐 惶義に 御座 候 閒旁以 御訴： f 仏 申 

上 候 萬 拜眉之 節 御 禮可申 上 先 贵酬迄 草々 頓首 

廿 一日  啓拜復 

竹 村 先生 執事 

苒白 昨日 は 御用 多の 御中 御 尋被成 下 難 有 奉 鳴 謝 候 乍 序 先 御 膿 申 上 候 以上 

〔三 0〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る 別紙  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

去 戌 五月 御內 用に 付 越後 表へ 罷 越し 相談に 懸 b 候 人別 左 之 通 

. ^原  市 島 治郞吉 

此 者へ は 同所 三 浦菜亭 ど申醫 者を以 申込 面 會之上 及 掛合候 所 彌之義 は 八 田 

様 にても 御自身 御 出張 被 下 候 上に て 御 相談 仕度よ し 申 候 

新發田  白瀨 瀬兵衞 

此者 へ は 同所 表具師 安田 唐十郞 VJ 申 者 を 以掛合 爲致其 上に て 致 面談 候 所 中 

々急 之 御 挨^ は 難 仕 ど 申 事に 付 跡 之 義右之 唐 十 郞に頼 置 無 由 斷申談 じ 事相 

書 簡 浦 町 時代 (三 〇) 八. 田 嘉右衞 門 宛 別紙  六 九 


書 ffi 浦 町 時代 (ニー 〇) 八 田 嘉右衞 門 宛 別紙  七 ◦ 

候隱 子に 候导 ばい つ にても 十郞 よ. - 飛脚 可 差遣 約諾に て 罷歸候 

市 島 德次郞 

フ r; 

此者 方へ も 手 を 入れ 度存候 所私逗 S 中此者 他出 留守に て 終に 面會不 致尤招 

の 亭生信 濃 屋助三 郎^ 申 者 大分 德次郞 之 氣に入 候 もの 、よしに 承 候 故此者 

に 大略 之 所は爲 冬：： 置 候 且又 自然 在所 表よ h- 役人 等 出張 之 節 は 其方 方定衍 ぐ」 

可 致 段 申 置 候 問 自然 御 出張 等 御座 候 は V 此信 濃屋 方に 御 落 付 被 成 候 様奉存 

又 新 5il に 御用 有 之 節 は 池 田 佐 左 衞門ビ 申衍手 廣且靜 にて 宜 御座 候 

新ぬ にて 手先に 使 ひ 候 小鳥 や 市兵衞 VJ 申者爲 心得 其 東西 八 九 里 之^ 名に 問 へ 

候 大家の 名前 認 遣し 候 別 帳 御手 扣に差 上 置候尤 名の 下に 〇 印 御座 候 分 は彌相 

談を懸 候て 可然者 .H; のよ しに 御座 候 此段も 御 心^め 被 下 度 候 

正月 廿八 n  修理 


^、1 り J  ^\  a 天 保 十 年 二月 

IJ  PTT  至弘化 三年 閎 五月 


天 保 十 年 二 

月廿 四日 か 


上 E 三 宿の 

外道 途無滞 

十九 日 致 著 


(雨 甥 は 北 

山 安世 同 藤 

二 一郎) 

此日附 恐ら 

く は； 一月 廿 

四日なる ベ 


〔一一 一一〕 宮下主 鈴 高 野 車 之 助に 贈る 

免 角 不順 之氣候 御座 候 へ 41 ハ彌御 佳 勝 御勤學 欣賀此 事に 御座 候 扠發軔 前者 御贐 

儀に 預 b 且又 種々 煩 勞之義 御世 話 被 下 萬々 奉 多謝 候 御 情誼 を 以遠 方 迄 御 送 被 

下 候に 至りて は 殊に 難 忘覺申 候僕義 上田 三 宿の 外道 途無滯 十九 日 致 著 府候閒 

幸に 御 省 念 被 下 度 候 途中 輸 裏に 致 口占 候 蕪 詩少々 有 之 此度鎌 先生 へ 呈し候 先 

生より 立 田 氏へ 轉致之 趣 被 申 越 候 故 御 序 も 御座 候 は マ 立 田より 御 取 御電覽 IHA 

被 下 候道閒 草々 之 作唯發 一 祭 耳に 御座 候 先 段々 奉 謝 而巳匆 々申 縮 候兩甥 段々 

御 厚情 奉 謝 候尙無 御假借 御し か.^ 御 敎導所 祈に 御座 候 唯 冀爲道 千 萬 多 愛 

二月 十四日  啓拜手 

宫下 大兄 


高 野 仁 友 


足下 


夭 保 十 年 三 

月 


〔一一 一一 n 高 野 車 之 助に 贈る 

書 簡 玉 池 時代 a 一一 一 ) 宮下主 鈴 高 野 車 之 助 宛 


セ 


南 り のの 艤 
被 候 毛 事 腕 
下 處筋何 は 
度 御の 卒勿 
指 通 筆 論 


書 簡 玉 池 時代 (三 二) 高 野 車 之 助 宛  i 一 

C 藤 政 は 藤 本, C 初 五日の 御狀 早速 相 達 致 拜見候 春暖 彌御健 福 奉 贺候藤 政 北 安淸書 御遣铍 

北山 安 に オ^ 正 御返し 申 候 安世の 方 段々 よく 御世 話 被 下 候-.」 相 見大に 筆力 出 候 

樣に 存じ 千 萬 辱 存候尙 又 宜敷御 督責彼 下 度 候 藤 政 の 方 字形 は 大抵に 候 得共兔 

角 筆力 弱く 候て 不宜存 候 字 認候節 懸.； i は 勿論の 事 何卒 筆の 毛筋の 通り 候處御 

指南 被 下 度 候 左様 致し 候 は > 筆力 急 度 出 候 事に 御座 候 

蟠 川小學 卒業の 由當 人の 才發 感心の 至に 候 得せ ハ畢莧 御 敎導御 精力の 所 致-.」 一 

段に 存候 四書に 可 進 や 小 學之反 を懸候 やの 義 何れ 小 學の反 を懸候 方尤の 事に 

敬 身篇に 至 墜 候小學 書中 何れ VJ 申 皆 喫緊の 事に は 候 得 共 敬 身篇に 至り て は 殊に 簡 要 に 

崩耍 候 閒是は 足下より 御 始め 諳記 御座 候 様に 致 度 候 藤三郞 只今 迄の 通 手本 頼 度 候 

よし 被 仰 越 候 得せ ハ此 表へ 出 候ても 甚 世話 敷 且又 諸方 斷 候て 藤三郞 お引受 候 は 

不，. ^. 理 に 候 閒先づ 御 斷被下 度 候 忙中 用 _ ^のみ 匆々 頓首 - 

.  啓 拜復 

一 I  口. 高 野 益友 足下 

ね r て 猶 三省 子 如何の 様子に て 居候 や 多忙に て 發書も 致 兼 候 御 序 も 御座 候 は"^ 出 


立 前の 禮可然 御 致 意 可 被 下 何分 御 頼 申 候當人 上京 は 如何 や 發軔も 無 程 事ぐ」 

推察 致 候 都て 宜敷御 頼 申 候 其 外小幡 兄弟 綿 貫 兄弟 草閒等 早速 書 狀吳候 得 共 

繁冗今 以復書 も 裁し 不申候 此亦御 序に 可 然御致 意 被 下 度 候 萬 祈 

膀 i 叶 I  〔逢〕 入田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

此壹封 何分 願 上 候 

御大 切之拜 追 日 春暖 益 御淸裕 奉賀 候扠 出立 前 は 段々 御 厚志 殊に 御手 重 之 御 餞別 頂戴 其 上 

借物 等 仕 

(大小 借用) 御大 切之拜 借物 等 仕 萬々 難 有 筆 謝 難^ 奉存候 私事 も 上田に て 遂三宿 被 ま 田 十九 

日に 漸箸都 仕 候 其 後も甚 多忙に て 早速 段々 之 御 禮も不 申 上背 本意 不堪 悚恐候 

竿 借物 は 外 之 方今 以出 來不上 候に 付 今 暫御寬 借 被 成 下 度候尤 時々 拂拭 仕鏽等 

不 出 樣 心 掛 候 將 又 御 餞 別 之 品 兩 所 ね 土 產 に 遣 候 所 御 坐 候 處 孰 れ も 珍 品 ^ 稱 し 

其 出 來を致 感心 候 偏に 御 厚志 VJ 吳々 も 難 有 奉 謝 候 今夕 成澤氏 出立に 付 唯 先 段 

々之 御禮而 已匆々 申 上 候 尙期後 鴻此度 は 別段 尊大 人ね は 不申上 候 問 乍 憚可然 

御 致 意 可 被 成 下 候 御 母堂 様 御新造 樣 へ も 宜敷奉 希 候 唯 折角 時候 御 厭 可 被 成 候 

書 簡 玉 池 時代 (三 三) 八 田 嘉助宛  七三 


書 簡 玉 池 時代 (三 四) 高 野 車 之 助 宛 


七 四 


以上 


天 保 十 年 三 

月 四日 


f 政 次郞は 

饞 川、 政 之 

助 は 藤 岡) 


上已 後一 日 

嘉助樣 


一四〕 高 野 車 之 助に 贈る 


修 理 


松 代 町 赤澤 光太郎 氏^ 


愈 御 安寧 奉賀 候 書物 之義 段々 御手 数 辱 次第 御 坐 候 近 R 之御聽 各よ く 出来 候よ 

し是 偏に 足下 並宮 下等 之 御 精力 ど 不堪 喜 躍候扠 兼て 御 頼 申 置 候 四書 集註 ネ皿子 

一同 白文 論語 は 今 以不相 知候耶 何分 嚴敷銘 々御 詮靈被 下 度 候 其 段 宵 下へ も 御 

話し 御雙 方に て 毎朝の 如く 御 尋ね 被 下 候 は、. -必す 相 分.^ 可 申 候 始終 端本に 相 

候の みならす 平常 不自由に 御座 候閒御 諒察 被 下 何分 少しも 早く 御尋 出し 被 

下 度 希 候 萬々 所 祈 御座 候 愚 甥 共 何分 御 叱. 5 御 引 立 可 被 下 候 政 次 郞政之 助 様子 

如何 や 是亦御 勵し被 下 度 候 緊要の み匆々 

上巳 後 一 日  佐久問 修理 

高 野 車 之 助 様 


天 保 十 年 四 

月廿 七日 


藩老 某に 贈る 


御在所 へ 立 

51 早速 出立 

候樣 


； 4 著.：^ 後 御 

展敷 内に 罷 

在 候 得 共 


^^藏講義之 

節 杯 も 唯 御 

脇見 耳 被 遊 


昨廿 六日 圖書 殿よ. 0 御用 有 之 御在所 

仕甚以 不堪 不審 右に 付少々 愚意 も 有 

申 上 候 私 著府後 御屋敷 內に罷 在 候 得 

罷在 候よ.^ 却て 南部 坂 樣之御 動静 等 

通， 5 往來は 仕 候 得 共 文 宇 上 之 話の み 

軒 yj も壤々 參會仕 候 得 共是又 同様に 

吾 君 不. 能 ビ す 是を賊 VJ 云 ふ V」 有 之 候 

度 申 候義は 何やらん 心に 掛.. ^候 事？， - 

見 耳 被 遊 候 御 樣子奉 窺 候て は 每度痛 

望 候 得せへ 所謂 牀下之 力士 其 詮も無 御 

も 表 一 際 之 所は甚 懇意 之 如く 内心に 

借 之 御 長屋 御用に て 移り 場所 そこ か 

書 簡 玉 池 時代 (三 五) 藩老 某に 贈る 


へ立歸 早速 出立 候 樣被仰 付 候趣爲 知到來 

之 兼 て 御 懇命 を 蒙 候義も 御座 候に 付 極 密 

ざ も 心腹 を 明し 候 人 も 無 之 右 故 其 御 地に 

は 一 切 耳に 入 不申源 大夫共 時々 只今 迄 之 

にて 世子 之 御上 怀申談 候 事 一 切 無 御座 秀 

て 御座 候 秀軒之 孟子に 君 心 之 非 を 格す 又 

得 共 只 理窟の みに て實 事に 難行 ど 申事每 

竊に奉 存候其 上捨藏 講義 之 節 杯 も 唯 御 脇 

心 仕候義 何卒 御 根本 を 被爲立 候樣に 奉 

座 唯 遠見 仕候而 巳に 御座 候 然る 處源大 夫 

は甚 忌み 畏れ 候 事，、」 被存候 旣に此 問私拜 

しこ 御 普請 方 にても 申 候 得 共 塾生 も 御 

七 五 


立 歸の義 杯 

其 所謂 を不 

奉存 


書 簡 玉 池 時代 (三 五) 藩老 某に 贈る  H.K 

座 候 得ば 餘り 狭き 所へ も參 りかね 候內 南部 坂に 一 軒 大抵 廣き御 不用 之 御畏屋 

有 之 夫へ ど 申 評議 も 御座 候 所 源 大夫差 支 之 趣 を 以て 堅く 拒み 候よ し は 挑 W 錄 I 

田 殿の it 長屋 辆之 とか 申 候 こと も存 合せ i 何様 敏」 $|嚷 を 右 藤 之 場 故 此度圖 書 殿 

肺$き^鎖獻^;|ぉを專ーと致し候事何か子細可有之義と奉存候 ^1 ^  J; 

よ， -立歸 の義钚 一 向 其 所謂 を 存じ 不奉唯 恐 意奉存 候に は 御 家老 職に て歴 の^ 

に 多勢 を 引 速れ 反覆 往來 御座 候 事 御 外聞 御 外見に 於て 甚 不可 然 御圃體 御 時宜 

に 於ても 亦 甚不宜 義^ 奉存 候. 去年 來御 重役 之 御 方 不時 度々 御 往來有 之 殊に 此 

度 は閒も 無之兩 度往來 御座 候 事 何 か御國 許に 異事 御座 候".」 か 御屋敷に 變^ 徒 

. 座 候 V- か 申 様 外形 之 見方 餘. - 如何 敷 定めて 道中 筋 にても 區々 の 異評可 仕苫々 

敷 事 S 奉 存候得 共 夫 は 隨者怀 之 所見 家國に 係， -候こ V」 の 候 議論に は 無 御座 候 

其 上 右に て は 御上より 御 大臣 を 被 敬 候 御 筋合に も 外れ 又 大臣 鎭定 之體 に相灵 

り候義 VJ 奉存 候ー體 大臣 は 衆士之 上に 居 鎭定を 第一 ど 致し 中々 自餘之 史人同 

檨輕々 敷 道路に 奔走 致し 候譯の 者に は 有 御座 閒敷 殊に 世子 之 御 儀 どして 出府 

被 致 候て 輕忽纔 之 間に 再應 御在所へ 立歸等 御座 候て は 何様 御 家中 御領 内 之 人 

氣も 謹に 有 御座 間 敷 散々 之 義ど奉 存候右 之 義は其 表に て 御上 再々 御 一 席 様 铜， 


評議 御座 候義 にて 圖書殿 出府 之 上 時宜に 依. 9 又 立 歸可被 仰 付 ミ申铜 含み 御 ■ 座 

候 義ゃ又 圖書殿 出府 後 何 か 異事出 來に付 早急 立 歸被仰 付 候 義ゃ右 は 兔も角 も 

事 體餘. - 不穩當 義^ 奉存候 然る 處事體 等に 一向 不被爲 拘被仰 出 候 事 は 定て右 

に 引替 候 御大 事 御座 候 事 かど 奉 存候竊 に 心配 仕 候に は 兼て は 世子 御 不快に 被 

爲在候 故 御上に も 十 年 も 御 精勤 被 遊 候 半 御 約定 被 遊 候よ しの 所 世子 追々 表 向 

之 御 樣子は 御 快方 之 御 姿に 御座 候 故 萬々 一 當年御 參府之 上頓て 御讓國 杯^ 中 

i  、ゴ 二し 是は有 閒敷義 に 御座 候 得 共 左様 後 付 J f§  前 卸 大 政 之 卸 整 頓 に て も 御 座 

銜含 にて "有 之 候 乍 然事煩 敷 候 故 其 義は不 * 上 候 $  f  t-  ^  J  ^  r-  ^  { ォ J 

御 參府も 無 候 御 義ゃ無 左して 唯 一通り 之義に 御座 候 は  御 參府も 無 程 事に 御座 候 を如此 

火急に 立 歸不被 仰 付 候 共 宜義ど 奉 存候又 御 參府之 上 云々 之 御 様子に も 御座 候 

補飲舰 I 鳩 は、；. 是は 誠に 大變ビ 奉 存候御 大臣 之 御 本分 御 死力 を 御 出し 被 成 候 御 時節 ビ奉 

と 御 出 し ^ 

成 候 御 時節 存，^ 又 其 外 之義に 御座 候 は ^ 鳥渡 御樣子 奉伺 安心 仕度 奉 願 候 將又四 五日お 前 

Z  是は金 吾に て は- 1 御 f 別. <； お 卸庄听 ： て も 大勖き 可 有 之隱子 ど申義 鳥渡 

寇に Is- ゾ 御座 候 其 者之義 追て 可 申 上 候^. t=9tpi{  一  f  T  メ. IX あ 二  -1 i 

話し 候 もの 御座 候 兼て 奉伺 居候 例 之 御 役人 御變革 之義ビ 推し 候 得 共少々 次第 

. も 御座 候 義に付 無左體 にて 打 過 候 ir 加 層， I 贿輔！ S 御又 源 大夫義 事宜 次第 其 表 

書 簡 玉 池 時代 (三 五〕 藩老 某に 贈る  七 七 


と々 夫 世 
不 しの 子 
參っ 御と 
趣く 閒源 
り 中大 


書 簡 玉 池 時代 (三 五) 藩老 某に 贈る  『/ 

へ 御 11^ しに も 可 相 成 や 共 薄々 承候彌 左様 之 御 含に も 御座 候 は"^ 是れは 尤も 不 

^：^-然？」 奉お 候 そこ 此之話 之 簾を以 推察 仕 候 處此節 世子 源 大夫之 御 ^表 際 無事 

之 si- に 御 歷候得 共 中々 しっく.^".」 不参 趣に て 八丁 堀 様へ 源大 夫の 義被仰 遣 候 

御 書 を 於 御前 無理に 封 切 候 等 之 事 御座 候 故 御手 弱 候て 御自身 之 御 力に ては不 

被 遊 御 叶 先 其 儘に 被 差 殺 候 得 共御內 心に は 隨分相 應に御 憤 も 可 被 爲入候 得ば 

一 T  , '彼に 大 i を 御 假し御 委任 御座 候 程の 處へは 決して 不参 候 得ば 此節 今一 兩 

暂 只今 之 儘 年 只今 之 處に被 差 置 候 共 根 を 堅く 仕 候 程に は難參 勢に 御座 候 得ば 暫 ロハ 今 之 儘 

可然 可然奉 存候孜 又其內 に失義 御座 候 は 、ス其 隙 を御覽 御座 候て 御 取 返 被 成 候 事 御 

心安き 義ビ奉 存候將 源 大夫義 は 內實は 免ても カ不及 ビ覺悟 致し 候 やに も 被 相 

察 候 得ば 功利 家 之 常 若しくは 又 別に 手品 を替 へ 羽 をのし 候 隱謀を 企て 候 や も 

i 十 右に 付 愚意に 奉存 候に は 彌以其 儘に 被 差 置 候 方 可 然又無 御 餘岐御 筋 A 口に 

て 1 一 御, 1^ しに 相 成り 御 役 替等被 仰 付 候 共 只今 之 御 役 兼 帶.. 」 申義 無之樣 仕度 

必當 人よ.. は 可 奉 望 候 得 共 名 V」 器 V」 は 不可 假是は 決して 不可 然必後 之 災害 を 

引出し 可 申 候閱此 一條 は 何分 共 御 親切に 御 合晋」 被 成 下 度 奉存候 源大夫 近顷前 


る 召 奔天曲 居 門 町 
り 捕 十 保 事へ 杯 田 
7 年 九 あ 町 も 源 
と 七 年 り 田; ft 左 
な 月 出て は隙衛 


齒ニ枚 之 閒見惡 敷 程に すき. 申 候 前 齒ニ枚 をば 相 法し 忠信 學 堂，、」 名付聊 すき 隅 

無 之 をよ し，、」 し 多くす き 候 者 は 奸詐之 小人に て必 忠信なら ぬ 者，、』 致し 甚嫌ひ 

候 事に 御座 候 已に町 田 源 左 衞門杯 も 甚隙居 申 候 右 故 兵家に 大將 を擇み 候に も 

必前齒 之 不隙者 を 擇み候 趣 兵書に も往々 見へ 申 候 右 を 御大 用 御座 候 は、.^ 甚御 

國家之 御 爲不宜 事 御座 候 半 恐懼 仕 候 源大夫 只今 迄 之處ー 々詐術の みに 御座 

候 得ば 以前 を 以て 以後 を 推し 候に 必す 權詐は 停め 申 閒敷候 得ば 權を御 假し被 

成疾， ^も 卸 座 は  > -必す 御 後悔 可 有 御座 候 かく 朋友 之 惡を稱 し 候 事 不忍義 に 

は 御座 候 得 共 彼 は 私 義此は 公義 御 國家之 御 爲奉存 候 故 不得已 事 奉 申 上 候 心事 

御 諒察 可 被 成 下 候乍然 可否 得失 は 宜敷御 取捨 被 成 下 度 奉 願 候 以上 

四月 二十 七日 

猶々 余 吾よ b 却て 源 大夫之 義善惡 共 話し 仕 候義も 御座 候 得 共 私よ.^ は 例 之 

一  向 惡敷は 不申程 合 を 謀 b 候 閒是義 乍 憚 御 安心 可 被 成 下 候 

九兵衞 誓詞 差 出 候 義源大 夫よ く 存知 居候よ しに 御座 候眞田 殿..」 御 協同 御座 

i 共黨の 一 字 はよ く 御 失念 無 御座 樣 仕度 奉 存候 

書 Mi 玉 池 時代 (三 五) 藩老 某に 贈る  七リ 


書 簡 玉 池 時代 (三 六) 綿 貫 新兵 衞宛 


八 〇 


天 保 十 年 四 

月!" 力 日 


此 表異學 の 

徒 滿邸甚 人 

之 心 術 を 害 

し 候 


近 來竹村 氏 

出 都に て少 

々助 を 得 申 

候 


〔一一 ー六1 綿 貫 新兵 衞に 贈る 

兩度之 御手 書 一 々難 有領 訖先以 向暑 之 時 

仰 芽出度 奉 拜贺候 右に て此表 令弟 君に も 

出 遊 大に御 弱り 被 成 候よ し 成程 左 も 可 有 

體氣 之御爲 にも 可 宜奉存 候 生 在宅に も 御 

是に は實に 不堪 神 飛 候此表 異學之 徒満邸 

V- も 御 出 會之折 柄 御 同様に 慨歎 仕 候 事に 

藩の みに 無 之 何方も 此節者 同様に 被存候 

し候樣 心願 仕 候 事に 御座 候 近 來竹村 氏 出 

經濟之 事に も 及び 候 事に 御座 候伹盟 # ぶ」 

悅芳翰 御 挨桜旁 匁々 申 上 候 今 便 も 發書極 

四月 小盡 

東 陽盟臺 


節 彌御淸 勝 殊に 御 出勤 御 願 之 通 被 蒙 

甚御悅 之 御 様子に 御座 候久々 にて 御 

御座 候乍然 御門 外 御 出掛 被 成 候 方 御 

座 候 は  >  御 過談も 可 被 下 候 段 被 仰 下 

甚人之 心 術 を 害し 候 事 歎 敷 每度叔 君 

御座 候 非 文 辭之學 則 功利 權詐 之學本 

何卒 頼 天 之威靈 衰微 之 正學苒 興いた 

都に て少々 助 を 得 申 候 時々 出 會誠正 

俱 にせざる を 恨む る 耳 先 は 御 出勤 御 

多に 付不 樓々 唯 爲御國 千 萬 保 重 

啓 再拜 


又 白 先頃より 令 郞達御 打續御 不快 散々 に 御座 候 長 君 は 如何 ゃ最 早， 御腹^ も 

P- 平 相 伺；^ 

春暮 にも 懇々 御 細 答 被 成 下 奉 萬 謝 候 免 角 多忙に 而 御座 候 故 早速 御挨 梭も不 

申 上 失敬 之 段 御 海 涵蒙度 希 候 

原 錄も叔 君より 相 達し 糙に 落手 仕 候此節 は叔君 へ 上 置 申 候よ く 隙々 に は 

御 覽御重 候 様に 御座 候盟臺 御兄弟 之 如き は 篤志 誠に 世に 難 有 覺ぇ申 候 

又 白 此度御 出勤 之 御 悅尊嫂 前 令郞衆 へ も 乍 憚よ ろしく 御 致 意 奉 希 候 

天 保.？  〔一一 一七〕 高 野 車 之 助に 贈る  長 野 市 小 宮山信 人氏藏 

成 御 起居 候耶 書生 手本 匆 忙中 致 延引 御 待 遠 ど存候 近日 

配 當可被 下 候 政 之 助 生 久敷其 後は淸 書も不 見へ 候 一 番 

三郞 如何 や 朝々 致 出精 候 や 否 宜敷御 督責所 祈 御座 候兔 

. ,  啓 拜 

書 簡 玉 池 時代 (三 七) 高 野 車 之 助 宛  八 一 


害 生 孚チ f」 御 近 如何 彌御淸 勝 被 

B せ 認今信 

00  相 認今信 相 送 候 宜敷御 

御 振 策 被 下 度 候 安世 藤 

角 取 込 緊要 耳 草々 頓首 

高 野 賢 友 足下 


書 簡 玉 池 時代 (三 八) 片岡此 面？ 宛  /二 

又 白鳥 海 生 はよ く不斷 出精 致し 候 や 先便 書狀 遣し 吳 候が 未だ 答 書に 不及候 

先^ 序 も 御座 候 は  > -宜敷 御 致 意 被 下 度 候 

廣馬 生よ く 廣.. T 生 遠方よ く 早く 朝々 出精 之 趣 一 段 致 感心 候 僕み も 賞 遣し 候 様 是又御 序 

朝々 出精 之 

趣 致 感心 候 ： 御 申 可 被 下 候 以上 

天 保 十 年 六  〔一一 5  :ir 岡此面 (？) に 贈る  長 野 市 和田榮 ニ氏藏 

月  , 

啓 白 赫暑之 候に 御座 候 得 共 闔府被 成 御 摘 御 多祥に 被 成 御座 候 ゃ扠早 法外 之 御 

無沙汰 實に申 譯も無 御座 候 出 都 以前 は 段々 難 有 不堪 陳謝 右 を 全く 忘失 仕候譯 

--は 無 御座 候 今信菅 沼 君 迄 申 越 候 心事に 御座 候 間 何分 不惡被 思 召 多 罪 之 段 御 

本 月  一口 ゆ 海容 被 成 下 度 奉 冀候生 義も著 都 後 相 替候事 も 無 御座 候 本 月 一日お 玉ケ 池へ タ 

宅 仕 候 宅 仕 候 都下 珍重 之 勝地に て 南 庭 垂柳五 株 頗る 佳 口： „A に 御座 候 卜居の 作 五 首 御座 

候て や、 J 其 槪略を 寫し候 閒今便 扇 上に 錄し 呈覽 仕. -候御 一 祭 可 被 成 下 候^^ 

君 迄 差 出 置 候閒御 序に 兩本御 見合せ 其 指 を 御領し 被 成 下 度 候 其 外 も少々 宛 は 

争 上 度 事 も 御座 院得 共？ 《ん 角 取 込 不得暇 隙 乍 去餘， -之御 竦 闊に付 先 暑中 御見舞 


天 保 十 年 七 

月 八日 


南 裔の五 柳 

樹綠 蔭调密 

に 候 故 


を鹽に 段々 之 御 禮申譯 一 同 奉 申 上候當 年は羞 

家 御 自重 御座 候 様 所望 御座 候 乍 憚 御內政 様へ 一 

片 岡老盟 臺 梧 右  一 


の 外の 暑 威に 御座 候 折角 爲御國 

も 御 序に 宜敷奉 冀候餘 期後捣 


一一 九. 


宫下主 鈴に 贈る 


當夏は 

年よ ，0 

遮 候て 


甚暑之 候 益 御 淸穆に 御 侍 養 可 有 御座 奉 遙祝候 

冷氣 にて 候 ひしが 夫よ. 9 一  旦に 酷暑に 相 成 例 

堂 は 南 庭の 五 柳 樹綠蔭 稠密に 候 故よ く 日景を 

凌よ く 一  家幸 に健在仕候閱乍憚御^^念舉希候さ て先 

に 御 固 封 便 風に 御 附被下 糙に相 屈き 千 萬 難 有 不堪 感 

此 御座 候爲道 折角 御 多 愛 所 禱御歷 候 乍 憚 尊大 人 へ も 

上 被 下 度 候 餘在後 昔 

書 筒 玉 池 時代 (三 九) 宮下主 鈴 宛 


顿首拜 


尙々 何 か 此表應 身 之 御用 も 御座 候 は ゾ仰被 下 度 候 


東京 市 宫下 幹氏藏 

土用に 入. 9 候 迄 は 殊の外 

も尙 苦熱に 御座 候 乍然學 

，出 ご に士候 はねば 先々 

頃 は 相 願 置 候兩書 御手 數 

謝 候 右 御 禮暑候 拜問旁 如 

宜敷 暑中 御見舞 之 義被仰 

八 一一； 


書 簡 玉 池 時代 (四 〇) 竹 村 金 吾 宛  ノ  M 

ヒ月， >  日  啓苒拜 

君 毅道兄 梧 下 

附白 北山 愚 甥之義 何分に も 御 督責を 舉煩候 其外葡 門人 いづれ も 御 啓 發被下 

候 樣舉萬 祈 候 

天 ぜ十年 九  SS 竹 村 金 吾に 贈る 

過 夕 者不相 替^々 荷 高給 恐 入 難 有 奉 萬感候 □□□ 拜話を 貪 及 長 坐 重て 悚懼を 

口 候義に 御座 候此程 失念 之 筆 呈上 仕 候 御 笑 存可被 成 下 候 拜借之 褓兒並 棄子 返 

彼鬼祌 璧仕候 I 肺 I 麵舰^ 莉髓難 彼 鬼神 問答 漸雙 方せ ハロ寫 出來仕 候に 付 供 高覧 候御閣 

時 御 一 過 可 被 成 下 候 御覧 後 御 序に 山 兄へ 御 冋し被 成 下 度 山 兄より 又澀谷 子へ 

轉じ被 吳候檨 是又乍 御 面倒 御 致 意 被 成 下 度 奉 冀候扠 此程御 海^ 被 成 下 候 飯米 

之 義高謌 の 通 御 隣家 へ 懇願 可 仕 心得 之 處此程 旣に邂 返 致し 候 得 其 例 之 失火 口 

亂 中故遂 失念 不及 其義候 然る 處僕之 報 を 承 候 得ば 今日 切の よし 餘に御 煩"" -を 

奉 掛恐入 候 得 共 何卒 可然御 隣家へ 御 一 話 被 成 下 承知 候 は、 > ^其 通帳 を以 今日 直 


先 一人 分 も 受取 候樣 仕度 此段 何分 共 宜敷奉 萬 祈 候 至々 懇々 • 

十四日 

昨 夕 夜 山 兄 へ にても 御訪， 被 成 候 や 定て御 吟詠 等 も 可 有 御座 舉存候 可 相 成 

は 御 口口 被 成 下 度 候 

天^ 十 年 九  〔四 一〕 竹 村 金 吾に 贈る 

月 十八 日 力 

来 敎云士 夫 之 文武、 醫師之 醫業之 差別 等 之 義は聢 ど 申 事 も 無 之候醫 者は醫 者、 

諸 士は諸 士是迄 之 御 振 合 無 之 其 上 御 暇 相 願 ひ 候へ ば 御 許容 被 成 下 其 內も勤 

仕 候 も 同樣御 知行 も 被 下候閒 右に て 御手 充筋は 事足， 9 候 W 申 角に て 御 願 立 

之 趣 十に 九つ 出来 申 まじく 於 私 は 承服 も 不仕候 得 共 又 強て 是非 不相濟 VJ 申 

程に も不存 云々 

士夫之 文武. 醫師之 醫業之 差別 之 義申事 無 之 候 VJ 御座 候 得ば 士 夫に 於て は 文武 

を 以てし 醫 者に 於て は 醫業を 以てして 上に 事へ 候 事 その 業》」 する 所 は 品替. 9 

a? 共 上に 事 ふる 道理 は 同樣也 W 申 趣意 旣に 明白に 相 分..^ 候 事 ビ被存 候 左 候 

書 簡 玉 池 時代 (四 一) 竹 村 金 吾 宛  八 i 


書 簡 玉 池 時代 (四 一 ) 竹 村 金 吾 宛  ヌブ 

は、；， 士夫之 文武、 醫 師之醫 業に 就き 候 事 は 上 之 御 取扱 ひも 御 同様に 無 之 候て は 

濟 かね 可 中 殊に 本文に も 均しから ぬ を 患 ふる ビも 御座 候 かに 候 を それらの 道 

I も 1 切 下 顧 彼 を 厚く し此を 薄う する ビ申樣 にて は 恐ながら 御 政道の 御瑕瑾 

こも- -矢 ベく  夫 にても 相濟候 V- 申べき か 其上醫 者は醫 者. 諸 士は諸 士是れ ま で 

の 御 振 合 無 之 申 事に 御座 候よ b 殊に 不審 不晴奉 存候其 子細 は 本 藩に 於て 文 

事の 修業に 多年の 御 暇 を 奉 願 出府 之 上 外 宅 等 仕 居候 事 小生よ，" 以前 絶て 其 例 

無 御座 候 然る 處御 許容 御座 候 上 は 是迄御 振 合 無 之 筋 は 一 切 成 かね 候 ど 中 こ..」 

- - よ： 卸墜 まじく 候且 只今 迄 絶て 無 之條々 を 奉 願 候に 何故に 是を御 許容 被 成 

下 候 や 是全其 道理 あれば こそ 御 許容 も 被 成 下 候に 御座 候然 らば 醫者 之醫 業..」 

諸士の 文武 マ」 に 均しから ぬ 御 取扱に ては濟 かね 候..」 申 道 现相分 候 は、.^ 假令 

是 迄 御 辰 合 は 無 御座 候 マ，. も その 道理 を 以て 彼是 同様，、」 相 成 可然事 ビ 奉^ 候- 況 

や 是迄御 振 合に 無 之 義を願 ひ 起し 候て 御 許容 被 成 下 候 其 事に 就ての 義に候 得 

ば 御 振 合 無 之 事 は 申 迄 も 無 之，、」 くに 知れた る 事に 御座 候 然る を 更に 御 振 合 之 

き 無 を 以て 押 付 候 事 所謂 近所 劫に た 、j ぬの 論 ビも可 申 候 且又 御 暇 相 願 ひ 候 得 


ば 御 許容 被 成 下 其 內も勸 仕 候 も 同樣御 知行 も 被 下 候 間 右に て 御手 充筋は 事足 

り 候 V」 .£ '事 更に 一 圓 合點參 かね 候 御 役人に は 其 御 暇 を 願 ひ 候 事 畢竟 何之爲 

に 願 ひ候義 VJ 被 思 候 事 やらん 士 夫の 文武 も 醫師の 醫業も 己が 身の 榮耀を 計.^ 

候 爲に無 之 第一 に は 御上の 御爲御 家中の ため 御 封 內の爲 めに 相 成り 可 申身ビ 

相 成 候て 忠義 を も 全 く？ - 候半爲 めに て 候 得ば こそ 御上 にても 御 許容 も 御座 候 

なれ 左 候 得ば 下よ， 9 こそ は 願の 通 被 仰 付 難 有 仕 合 共 申 候へ 上より 申 候 得ば 其 

願 御 許容 候迚 格別 之 御 恩 惠に可 被 思 召 筋 も 有 御座 間 敷 候 右 を 何 かわが 榮耀を 

許- 9 候 を 枉げて 許容 にても 候檨に 格外 之 恩 分らし く 被 申 候 は 如何なる 事に て 

候 や 殊に 勤め 仕 候 も 同樣御 知行 も 被 下 候 間 右に て 御手 充筋は 事足り 候 様 被 仰 

候 事 以の外 之義ど 奉存候 成程 世祿 にても 無 之 年替. ^の 奉公人 か 日 前. を 取，.^ 候 

て 被 倩 候 ものに も 候 は 何に 致せ 手前の 願に て暫 外へ 出で 候て 尙其日 前 を 貰 

ひ 候 は  格別の 厚き 次第に も 御座 候べ けれ ざ も 夫 yj は 違 ひ 先祖の 勦 功に 依， 0 

て 頂戴 仕 候 棒 祿に候 得ば 御覧 之 通り 今 目前に 幼少 家督に て 勤めの 出來 ぬも老 

ぼけて 勸を引 候 も 長 病に て 多年 引 籠 候 も 唯 無 役 金 を 出し 候 迄にて ii: 祿は 依然 

書 簡 玉 池 時代 (四 一 ) 竹 村 金 吾 宛  八 七 


書 籣 玉 池 時代 (四 一 ) 竹 村 金 吾 宛  /  / 

V, 仕 居候 事に 御座 候 是世祿 の 難 有 所に 御座 候 乍 去 是は御 家中 一統 之 事に て修 

業 奉 願 候 人の み舉受 候御異 恩に は 無 御座 候 且況ゃ 修業 罷出候 小生 杯 も 矢 張 無 

ま 金 をば それらの 人.、」 一 同に 差 出し 置 候 を や 凡その 人 は 勤 不仕候 得ば 俸祿 も 

减じ疾 所 を 修業 中 故に 棒 も 減じ 候 はす ビ申 にも 御座 候 は.^ それが 御手 充 筋に 

て 事足り 候，、」 も 可 申 候 得 ざ も 只今 申 上 候 如き 次第に 候 得ば 右に て 御手 充 筋に 

事足り 候 ど 申 角 いづく に 御座 候 義ゃ尤 不審 之 至に 奉 存候當 節 上に 明君 賢 相 御 

座 候て 御供に 文武 之 義を御 引 立 被 遊 度 種々 御 苦 勞も被 成 下 候 時に 當.^ か 、；る 

不當之 筋 を もって 御上 之 御 恩 路をも 塞ぎ 夫の みならす 貧窮の 輩 杯 は 中心に は 

やたけに 人に 立 越え 文武 之 修業 を 遂げ 候-て 一角 之 御 奉公 を も 致し 候 半".」 存候 

者 も 自然 ビ 出かね 候 樣に仕 候 事 愚意に 於て は是 にても 濟み候 は.^ 世に 濟候は 

ぬ ミ申こ ビは有 御座 まじく  V」 申 程に 奉 存候故 不審 之條々 認め 取. -申上 候 乍 去 

本書に も 申 上 候 通 手前 之 事に 候 得ば 拂ひ 除け 候ても 拂ひ 除け 候ても 私 总も雜 

,0 候べ く 奉 存候故 唯 其 段々 御 講究 を 奉 願 度如此 御座 候 御 隙 之 節 いつにても 宜 

敷 候 閒御批 答 被 成 下 候 は、. -是可 爲萬幸 候 以上 


九月 十八 日  條 理 

竹 村 先生 案下 

I 博；^ 年 九  〔四 一一〕 綿 貫 新 £ 〈衞に 贈る 

八月 十九 日 御 認之敎 墨 本 月 初 句 相 達 欣然 拜披仕 候先以 秋冷 之 時節 尊家 被爲擴 

御 多祥 之 狀淀慰 之 極 不堪 拜， 賀奉存 候 小生 義も如 舊輕健 罷在候 閒乍憚 御 降 心 可 

被 成 下 候扠先 Ig 申 上 候 義共縷 々御 細 答 被 成 下 篤 VJ 反覆 仕 候 所 右に て 御 趣意 も 

よく 相 分り 又 疑 候 所 も 一 々氷釋 仕 候扠々 盟臺御 E 比 季御懇 到 御 下 交 被 下 候 事 誠 

に 古人 之 所謂 益友 是事 にて 今に 不始義 ながら 不堪 感謝 就中 程 伯 子 二十 年 被 慎 

候 好 臘之意 風 V」 被存出 候御喩 誠に 切 當之義 後 來迄愼 而服腾 仕 御 屬望被 下 候 萬 

一 にも 奉 副 度 奉 存候尙 御 耳に 觸れ御 心 下に 掛り候 義は乍 御 煩 冗 時々 蒙 仰 度 候 

但し 子路 夫子に 被哂候 意思 昔年 此弊 御座 候 故 今 も 尙此癖 有之樣 衆人 免 角 相 聞 

候 趣 被 仰下是 は不覺 失笑 仕 候 子 路^ 小生 輩 V- は 其 地位 實に遙 に 隔絕も 致し 候 

事に 御座 候 得 共 時勢 を 以論之 候 得ば 却て 又 孔門の 子路其 違， ひ 候 樣存候 如何 ど 

. 書 簡 玉 池 時代 (四 二) 綿 貫 新兵 衞宛  八 九 


. 書 簡 玉 池 時代 (四 二) 綿 貫 新兵 衞宛 

、よ，， ば 子 路道を 行 ひ 候に 其 勇 有 餘候得 其其 學之所 到 を 論じ 候 得ば 顔 子^ ョ. - 

子 冉子有 子 皆 其 上 列に 御座 候 其 上 志 を 申 述候節 も曾點 杯の 長者 も 有 之 候に." 

ぼ こ 差 出 候 事 成程 不可 然事ミ 奉存候 然る 處當今 之 時勢 夫..」 は 事替. ^眼中 可 r 

人 も 無 之 右故不 I 劣 立論 仕 I も 御座 候 此度出 都 以來も 正學！ 之 爲め所 

都下 廣 しと を 不嫌聞 人 さて 相 尋ね 見 候 所 都下 廣し S 雖も 屈服 可 致 人 も 今以見當 り I 左 

M 候 得者此 一大？ 申 候 得 共 終に 誰に？ 可 申き 乍 然朝暮 自省 仕 自己の 不及は 

之 義をも 能 承知 仕 候 I 外に 其 人 無 之 候 節 は？ 所 I も  一 I も 一 時？」" 

存 i 樣の！ に 發し候 事旣 に 謙虚 S し 候，、」 蒙 命 候 得ば 一 言 も 無 御座 S 

共 是亦謙 道，、」 S び 行れ 不相 俘義 かさ 奉 存候左 候 得ば 昔 子路之 夫子に 被 M 候 は 

彼の 一 時 小生の 人に 不讓候 此の 一 ，存 I ほず ベ 敷 

筋 I 座 候樣| 致し 居候 便利 I り 名 譽を讓 り 貨財 を讓， ^候 之 類 は 可讓事 

仁こ| 勿論に 候 得 共 又 仁に 當り候 節は師 にも 不， 御座 候 得ば 謹.^ も 事に 依り 時に 

f  f 串 候 ま」 一 槪子路 の 意 f 以御； t 被 下， 乍 5sf 不 得ず 奉 

存候鄙 意如此 不知 尊意 以爲 如何 〇居室之2 々御 獎美被成下候 得 共 何に き 
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慚愧不 少子 細 は 申 上 候 

所 使 然不得 已事仕 合せ 

にて 自然 VJ 令聞 廣眷 御座 

を も瀆し 候實已 事な しの 

の 一 時無餘 岐筒樣 仕候而 

を 求む VJ 云ふ此 心事 は 

奉存候 早速 右 之 御 返書 

罪 幸に 御 海容 可 被 成 下 候 
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迄に 無 御座 候 定て御 承知 之 

全體 ならば 山林へ 也 共 引 籠 

座 候 事に 候 はば 御 贊辭を 蒙 

一 策 中心に は甚 快から ぬ 

已 所謂 我 を 知る 者 は 我心 

に盟臺 御昆季 にても 無 御 
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書 簡 玉 池 時代 (四 三) 竹 村 金 吾 宛  _ 

候 様に 昨今 其 話 御座 候閒 別段 小生より は 呈し不 申 候 御 電覽の 上 高論 竹 W 氏 

吃 一-二」 も 御 申 越 被 成 下 度 候 愚意 奪 意に 不叶處 御座 候 は. ^是は 痛く 御 指摘 を 

蒙 度 候 千 萬 

天 保 十 年 九  〔言 竹 村 金 吾に 贈る 

月廿 二日 

曩夕は 不相替 種々 荷 御高 誼感佩 不淺奉 多謝 候 廿日に も 御風 □ 可 被 下 ビ巾铜 事 

前日 迄 相 樂罷在 候 處當日 風邪 口 惡寒甚 敷 痰 喘 相 攻め 銜氣 殊に 强く 迷惑 仕 候 

tn 守せ ハ 山寺 氏 も 勸に應 じ 出席 も 御座 候に 付 別けて も罷 出度 押て ビぉ候 所 氏御覽 

ョョ i ョ S 錄ほョ slis 匿ョ 5ョ= 

ょリは ー段佳境御座候^lg^^l•l;^存中々步行出來かね候に付旣に駕籠迄用意 

じ £ ゆ 一て 御 覽出帝 を も 相勸候 事に 铜氣候 

仕 候 所 夫 以街氣 强く乘 候 事不叶 無餘岐 出席 も相斷 御風 口 も 頂戴 不仕大 殘念奉 

存候此 度は大 弱. - にて 今朝 迄 頓さ頭 を 擧候事 不叶大 迷惑 仕 候乍然 今朝 來少々 

宜敷此 分に て は 隨分不 遠 拜訪も 出來可 申^ 奉 存候間 必御過 念 被 成 下 間 敷 候 山 

寺/も 大に信 を 違へ 候樣 にて 甚 痛心 仕 候 閒御序 も 御座. 候 は > ^痛心 之 次第 御 話 


し 可 被 成 下 候 技 早 過日 御 取替 被 成 下 候 飯米 も 使 切 候よ しに 御座 候廿 四日に は 

如何 手段 仕 候て 可 然ゃ乍 御 煩 琅黑澤 迄 御 口 喩被成 下 度 千 萬 奉 冀上候 臥 尊上 執 

筆 不能 多 書 早々 不謹 

九月 廿 二日  啓苒拜 

竹 村 先生 梧 下 

JK 保 十 年 九  〔四 四 1 高 野 車 之 助に 贈る  長 野 市 小 宮山信 人氏藏 

月 曾 曰  ， 

蟠川生 着に て廿 三日 付の 御手 帖拜接 致し 候 鬼 角 尊大 人 御 體氣不 被 成 御 勝 候 段 

御 心痛 致 推察 候 追々 塞 冷に 向 候 御 保護 專 一 ビ奉存 候 

一 宮下白井^0漢書御會業之ょし可然事ど存候左傳論語會之外春中ょり詩國風 

苒遍御 研究 殊に 數書を 併せ 被 治 候條御 篤志 致 感心 候 將又諸 儒之說 全く 萬 葉 

集 之 歌 を 後世 家に て 解し 候に 類し 候 S 申 御 論 至極 御尤も 之 事さ存 候し かし 

歐陽公 本義 呂子 約讀 詩記嚴 榮詩綺 杯に 至." 候て は 又 多く 詩人の 旨 意 をよ く 

得 候處も 御座 候へ ば 一 槪には 立論 も 出 來申閒 敷 乍 去 文 公の 集 傳は實 如 高 意 

書 簡 玉 池 時代 (四 四) 高 野 車 之 助 宛  力-二 


衞の字 は 一 

體外を 守り 
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書 簡 玉 池 時代 (四 四) 高 野 車 之 助 宛  フ P 

平易 穩當是 は 別段の 事ビ 被お 候 

藤 保 生 之 義旣に 承知 致 候 

曖翁之 書 も其內 に 附し可 申 大抵め m 恰好 御 申 越 可 被 成 候 

武衞 S 御 改名 被 成 度よ しにて 衞 の字內 よ， 5 守." 候 怠に 御考 への 趣是は 足下 

3h 巽に 御座 候 衞の字 は 一 體外を 守， -候 字義に て 許 慎 之 說に據 候 得ば 圍市 

亍ニ從 ひ 候 字に て 六書 中會 意に 屬し候 圍は外 を かこみて 守る 也お は 铺"」 i 

じ周榀 する 事 夫に 行の 義 加.. 候 故 王宮 杯 をせ U 夜 取り 守.^ 候 意に て 書 經瑪貢 

に も 武衞を 奮 ふの 語 も 見 へ 申候禹 貢…. に 熟し 候文 字に 候 得ば 名に 命じ あな 

がち 不宜  > 、-申 にも 無 之 候 へ ざ も 忍 召 之 通に て は大に 誤， -申 候よ く 御 勘辨可 

被 成 候 

-詞 並に 鬼神 說も 委細 致 承知 候 鬼神 往復 書旣 に淨寫 致 候 得 共 轉覽の 人 多く 

今以て 謙 先生へ.^ 上げ 不申候 御屋敷 內 にても 竹 金子 山 源 子 孰れ も-おし 留申 

笑 今時 多く は 澀谷氏 方に 可 有 之曰疋 よ. - 返り 候 は、.^ 早速 相 送. 9 可 申 候 

卸. 書 尾の 六書 後便 迄に 代 料 相 尋可申 候 乍 六 种皆刑 書 也 何故 是等御 詮議 候 や 


課 傳は讀 ピ四 
し爾 s:' 本本 書 
可雅三 經經終 
fl3 近 禮濟を 候 
思 三 候爲は 


に 御座 候 扠蟥川 生 講讀共 相 試 候 御苦勞 故か舂 中，. 《 文義 をば 解^ 

候 得 共 字 を 讀候カ は 却て 思の 外 上り 不申 畢竟 は 御 病人 等に て 何，.」 

も 御手の 不屈 所 も 可 有 之 マ」 御 察 申 候 乍 去 古文 眞寶杯 を 御 讀せ候 等 

の 事 ビ存候 眞寶杯 は 坊間 之 俗 選に て 文雅の 士の用 ひ 候 ものに 無锅 

源錄等 も少々 計 御讀せ 候よ し 此錄怀 は 必讀の 書に 候 得 其 幼 學竟子 

し疾 品に は 無 之 候 兼て 御附囑 申候逋 四書 終 候 は マ 本 經を爲 讀本經 

三 禮三傳 爾雅小 學近思 課し 可申已 上の 書 十五 歳 前に 濟候は マ三史 

五子 を 爲讀候 も 可 然候其 他 文章 軌範 三體詩 等の 約なる もの を 授け 申 其 人 

格別に 異才に 御座 候 は、. - 文選 等 を 爲讀候 も 亦 可に 御座 候 淵源 錄 言 行 錄杯爲 

讀候事 古文 眞寶に は 勝， 5 候 得 共 矢 張 不可 然候 僕の 此言私 說に無 之 皆 古人の 

成 法に 免ても 御 苦勞の 序によ く 御 守. -被下 度 足下 御 一 筒に て 諸 後生の 

幸 不幸に 係り 候閒 容易の 事に 無 之候拜 書の 序に 愚 蒙の 荒 增申進 候 御 暇 n 御 

熟慮 被 下 度 候 先 は 貴酬 而已 草々 以上 

九月 卅日  啓 拜 

書 簡 玉 池 時代 (四 四) 高 野 車 之 助 宛  ，  リ五 


蟻 川 生講讀  不審 之 事 

共 相 試 候 

樣に 御座 

申 候 V」 て 

は 餘り雞 

座 候 又 淵 

の 課に 致 

身 ^ は 


書 簡 玉 池 時代 (四 五」 鎌 原 桐 山 宛  ォブ 

高 野 賢 友 足下 

二 恐 甥 如何様に も 御 督責所 祈 御座 候 千 萬切懇 

草 f 生 此間少 々怠慢 之 様子に 致 傳聞候 可惜 之 甚事彼 も 又 難 多 得 好 秀才 萬 一 

廢學 にも 至. -候 得ば 朝廷 之御爲 にも 不便に 御座 候^よ く/、 御 善導 候て 當 

然之 義ビ I, 子 i 奈何 春 中 も 鳥渡 便 閒致直 言 候 通..^ 書 礼 も 又 人 問 必用 之 事に 候 

得ば 今少々 意 を被留 候て は 如何 や 僕 之外爲 足下 筒樣. ^候 もの も 有 之 問 敷 候 

問 何分 是は御 舊習御 變被成 候 樣存候 左 なきだに 俗史 杯は讀 書家 を 慢り候 も 

の に 御座 候況ゃ 此方に 缺欠 御座 候て は 先 第 一 自己 之 恥，.」 存候何 似々 々 

天 保ナ 年  〔四 五〕 鎌 原 桐 山に 贈る 附文  松 代 町 鎌-ぬ 重 正氏藏 

(本文 を 逸 苒白菅 山 之 義御尋 に 御座 候が 是は 先達 申 上 候 様に 心得 候 故 前便 不舉申 上 候 右 

之 者 は 小 濱藩之 老儒に て i-f:;m- 代々 山 崎 學を唱 へ候此 節崎學 にて は 都下 第 

一 ど 稱し候 事に て 其 藩 にても 至て 重く 被 用老職 次席 かにて 秩祿も 二 S 五十石 

f 隨 5£5 かの 樣 子に 卸 座 候 俗稱山 口. Q ハ 一 郞ビ申 候 私 方へ も 折々 相 尋ね 候 人物 も 隨分宜 


敷 御座 候 1^ の ものに て は 無 御座 候 

天 2. 年  〔四 六〕 鎌 原 桐 山に 贈る 附文  松 代 町 鎌 原 重 正氏藏 

(本文 を 逸 苒啓 拙文 卸 改竄 之 所 一 々服膺 仕候尙 奉賀 仕度 筋 も 御座 候に 付 左に 申 上 候 御 序 

す) 

に 御 批諫奉 冀 候 

小生 第一 書 

無 可 疑 者 四 字 删去眞 佳 W 感服 仕 候  • 

不仰敢 三 字 同前  - 

下 文 程の 字 下 朱 字 を 不加候 義は或 先 其 易者 或 先 其 難 者 さ 申 語 全く 程 子に 出 

候 故 也 

第二 書 

若 又 曰の 又 字 前節 若曰ビ 御座 候 故 又の 字 を 加へ 候 也 

其 理之虚 而其勢 之 逆 この 九 字 元來文 公の 成語 ゆ へ に 其 下 不在 于彼而 在于此 

ど 認め 申 候 

書 簡 玉 池 時代 (四 六) 鎌 原 桐 S 宛  九 七 


書 簡 玉 池 時代 (四 六) 鎌 原 桐 m 宛  プ/ 

素 無 師授の 四 字 一 齋 門下に も 乍 入 左樣申 候て は 未 妥當趣 蒙 仰 候 得 共 矢張是 

にて 妥當奉 存候其 子細 如何 曰 難 言 

第三 書 

非の 字脫 文に 相違 無 御座 候 

程子發 之の 發の字 依 原書 

嘗字 下不字 誤て 脫之 

减下加 僕 字 成程 可 然奉存 候し かし 無 僕 字 例 折々 御座 候が 如何 可 仕 や 何 力 一 

字 之 事に は 候 得 共 口に 溜り 候 様 被 存候何 御 敎諭舉 仰 候 

菅山第 一 答 書 

霎の字 訛 誤 高 按 之 通 • 

賢者 原書 も 如 之 

第二 答 書 

容竊 成程 倒置に 相違 有 御座 閒敷乍 去 原書に も 筒樣に 御座 候 

尙 翁は晦 翁の 訛なら す 三 宅 尙齋の 事 也此人 鬼神 來格說 を 作る 其卷^ 前 波 後 


波 の 譬 あ り 

議の字 駁議の 事也擬 の".^、 に は 無 之 

，程 子 發堯夫 發の字 警發の 發ゾ』 被存候 

鮮の字 誤 尊按之 通に 御座 候 

〔四 七〕 藤 岡 甚右衞 門に 贈る 

當十五日御屋敷御學問所會讀定0:にて出席仕罷在候所夕刻に及びはからす^^ 

之 助 殿 小幡御 母堂 君 御 一 同 御 著 ど 承り 會讀濟 よ.^ 小幡 氏へ 御 尋ね 申久々 にて 

御 目に 掛.. ^候 處暫の 間に 見忘れ 申 候 程 御 丈 も 御の び 扠又御 應對萬 端 も 彌御も 

の/、 しく 御成. 0 大慶 不過之 奉 存候承 候 得ば 御 道中 も飛乘 にて 御 出 候よ し 御 

砍,， 二 了が てらの 御 道中に て 候 得ば 本より 斯 こそ あり 度 事ながら 扠々 感心 仕候義 

に 御室 候 當日は 蟻 川 を も 同道 仕 居候 故 是もー 同 御 目に 掛.. ^候て 御 互に 大悅の 

樣子 にて 御座 候 ひき 私 方へ も 早速 御 尋被下 且又 品々 御 土 產に預 b 何せ ハ痛入 候 

御 事 萬々 舉 感謝 候 塾生 四 人の もの へ も銘々 御 丁寧に 何より 重 寳之品 御 惠み被 

書 簡 玉 池 時代 (四 七) 藤 岡 * 右 衞門宛  九九 


書 籣 玉 池 時代 (四 七) 藤 岡 接 右 衞門宛  一 CC 

下 皆々 難 有が り 宜しく 御 禮申上 候 私 方 御 尋被下 候 日 は 幸 天氣も 宜しく 候故蟠 

W を も 同道いた し 御 一 同淺 草より 向島 兩國邊 一 ト巡， -仕候 久しぶ. - にて 御 同 

1 了.^ し 大に相 樂み申 候 彌の御 入塾 は 明日 頃". "被 仰 下候閒 塾も餘 b 手狭 之 上に 

政 殿 も 御 出 又 和合 院も參 り 候よ し 故少々 手 を 入 申 候 この 方 明日なら では 方 付 

不申候 得ば 明後日に 被 成 被 下候樣 明朝 小 幡氏迄 申 進 じ 候 はん，、」 舉存候 是迄御 

優 福に 御 そだち 候て 急に 手狭 之 所へ 御 出 何 か V」 御 不自由に も 候 半..」 舉存候 乍 

去 夫 も 御 修行の 一 つに て 候 得ば 先 如何 樣 にも 御 忍び 候が よろしく 御座 候但御 

案じ 申 候 事に は 私 方 塾 法 頗る 嚴敷候 故 日々 の 課業 等 も 外 並 方に 責め 中 候 は"" 

もしくは その 苦勞 なる 所よ b 文 學を御 厭 ひ 候 樣には 相 成 申 まじき やか ねても 

申 上 候 通り 政 殿御 事 は 御顔 色 も 常て いならす 始終 は 事 を 遂げ 名 をな し 候 程の 

豪傑に も 卸 成り 候べき 御 生 賀ビも 存じ 候 故 何ビぞ 御自身より 御 好み 候 處の出 

で 樣に 仕度 ものに 御座 候 御自身 にても すら/.' 御 讀め候 程に 御成.^ 候 得ば 

例の 御 生 質 故必す 人の 下に は 御 立ち 候 閒敷候 右に 一 ト 工夫 御座 候 間 御望み の 

書 勿 をば 其 時々 可 申 上候閒 御調 へ 被 進 铍下候 樣奉希 候 尤も 此 節の 御 幼年の 所 


にて は 平常の 所に て 格段 卷數 御座 候 もの 等 は 入 b 不申 事に 御座 候 先 は 政 殿御 

著御悅 のみに 申 上 候 猶又要 助 歸藩之 節 可 申 上 候 乍 憚 奧樣へ も 可 然被仰 上 可 被 

下 今日 此方 も 初雪 右に 準じ 寒氣も 一 しほに 御座 候 其 御 地猶更 の義ビ 奉存候 

折角 御 自愛 所所 御座 候 以上 

4" 一月 二十日  修理 

藤岡樣 

再 白 九日 付 華 簡難有 拜見仕 候 政 殿御 出府 之 義に付 委細 被 入御 念 被 仰 下 一 々 

敬 諾仕候 御 在 府中 之義は 乍不及 如何 樣 にも 注意 及び 候 丈 は 御世 話 可 仕 候 問 

御 過 念 被 進ま じく 候 御 他行 萬 端の 義に つ き 候て は 家塾 之 法餘. 9 厳し 過ぎ 候 

樣 にも 可 被 思 召 候 得 ども 各々 大事の 人 を預. ^申 候 上に て は 厳しく 仕らす 候 

てよ 叶 ひ 下 申 候 政 殿御 見物 あ b, 度 W 申 所 は 必す私 御 同道 申 候 半 ビ 存候 事に 

御座：！^ 塾 法 ゆるやか にて 少年の 人 を あやま..^ 候 もの 見 懲仕候 故 かくは 心 を 

用 ひ 候 事に 御座 候此所 幸に 御 安心 可 被 成 下 候 以上 

書 簡 玉 池 時代 (四 七) 藤 岡 甚右衞 門 宛  一 〇 一 


書 簡 玉 池 時代 (四 八) 八 m 嘉助宛 


〇 二 


天 保 十 年 十 

一 一月 一 一日 か 


無盡 の こ - 


茶 家 河上渭 

白 


so 人田嘉 助に 贈る 

其 後者 打 絕御竦 音 申 上候甚 寒之砌 御座 候 得 共 皆 

遙壽候 私 義も幸 無事 罷在候 閒乍憚 御 休意 可 被 成 

を以 手堅く 相 成 難 有 奉 存候乍 去 私 在 府之義 色々 

御高 誼 何分 可 然奉希 候 木 町 へ も大 御無沙汰 御 序 

可 被 成 下 候 何 か 近日 珍 敷 御 品 御手に 入 候 義は無 

家 河 上^ 白 yj 申 茶 家 有 之 頗る 盛に 御座 候 何 か. 鑒 

隔意 被 仰 下 度 候 私 近日 交 趾製之 花瓶 一 つ 見 付 申 

異様 之 品に て 尤も 大家 杯に は 御覧に 可 入 品に も 

適用 之 ものに 御座 候 火急 之 事に て は 御用達 兼 候 

座 5^ は  無 卸 遠慮 被 仰 置 度 候 先 は 時 氣伺御 無 沙 

御 厭 可 被 成 候餘期 後^ 候 不乙 

十二月 二日 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

々様 御 揃 被 成 御 萬 祥被爲 入 奉 

下 候 扠彼無 $1- 之義段 々御 厚情 

御 厄介に 罷成可 申 候 免ても 之 

も 御座 候 は  乍 憚 宜敷御 傅 意 

御座 候 や 先達ても ゆ 候 通 私 隣 

識杯之 御用 も 御座 候 は、 S 無 御 

候雞 卵形に て 口 至て ちいさく 

無 御座 候 得 共賤 家常 用に は頗 

得 共 御 注文 物钚 長き 御用に 御 

汰申譯 旁如此 御座 候寒氣 折角 


理 


嘉助檨 

天 保 I. 十  〔15 人 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

二月. KB  , 、 

良久 敷 御 左右 も不 奉伺 簡忽之 罪 難 逭奉存 候 時下 嚴塞之 候に 御座 候 得 A つ 尊家 被 

爲揃御 多祥 可 被爲入 奉賀 候 小生 義 もお 玉 池 卜居 以來甚 無 異罷在 候 間 乍 憚 御 省 

盧可被 成 下 候 最初 之考 にて は 卜居 後一 兩年 之閒は 門人 等 も 付 申 問敷覺 悟に 御 

墜候听 外 宅 以來直 檨打績 き 月々 一 兩人兩 三人 宛 入門 之 生 も， 御座 候て 此節 塾生 

三人 之 外 外よ， 0 通に 參，. 候 もの 十四 五 人 も 御座 候此 様子に ては來 年に も 及び 

候 は、 追々 多分に も 相 成 可 申 左様 御座 候 得ば 最初 見込より 却て 早く 門 一 户を成 

し 可き 奉存 兼々 享く御 配慮 も 被 成 下 候に 付 此段も 鳥渡 御風 聽申上 候 借此品 

餘. - 如何 敷 御座 候 得 14〈 寒中 御 左右 相 伺候 印 迄 拜呈仕 候 御 笑 味 被 成 下 候 は マ 本 

懷之至 御座 候 寒 威も尙 次第 相 募 可 申 候 折角 御 自重 御座. 候 樣奉禱 候 尙後信 可 申 

上匆々 頓首 

十二月 六日  修 S 

書 籣 玉 池 時代 (四 九) 八田嘉 右衛門 宛  一 〇 三 


天 保 十 年 十 

二月. K 日 か 


無 塞の 儀， 


近來 多忙 


書 簡 玉 池 時代 (五 〇) 八 田 嘉助宛 

嘉右 衞門樣 


人田嘉 助に 贈る 


一 〇 四 


代 町 八 田彥次 郞氏藏 


再 白 無 盡之儀 も 御手 數に 

御座 候 

先頃 は 相 願 置 候 長物 之 義竹村 氏 

雨 を 得 候より も 尙 御 惠澤に 浴し 

が 定 て 無 閒違相 達し 候 半 ど 奉存 

成 奉賀 上 候 私 義も幸 無 異義 罷在 

愧入候 得 共 聊か 寒中 御 左右 伺候 

殊之外 多忙に 罷成目 を 廻し 候て 

ベ く 候 寒 威 折角 御 自重 御座 候て 

樣 へ も 宜敷願 上 候頓首 

十二月 六日 


可 有 御 墜侯得 V- も 何分 可 然奉希 候 千 萬々々 所 祈 


迄 御 差 出し 被 成 下 早速 同氏より 相 廻 b  n で 天に 

候て 千 萬 難 有 奉 鳴 謝 候 早速 右御禮 をば 申 上 候 

候 時下 厳寒に 御座 候 得 ども 彌御淸 福 御 摘 可 被 

候 閒乍憚 御 省 念 可 被 成 下 候 然ば此 品 菲薄之 至 

印 迄 呈覽仕 候 御 莞存可 被 成 下 候 私義も 近來は 

のみ 罷在候 得ば もはや 年 內は呈 書 も 仕 か ね 候 

芽出度 御迎陽 御座 候 様所禱 御座 候乍撣 御新造 


嘉助樣 


天 保 十 年 十 

一 一月 十七 日 


牛肉 は 珍品 


無 盡の義 

河 上 會席付 


入田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


本 月 九日 出 之 御 墜簡相 達 難 有 拜見仕 候 如 來敎寒 威 其 敷 御座 候 得 共 尊家 被 成 御 

揃 益 御 萬 祥被爲 入 浣慰之 極 奉 存候扠 又 被爲掛 尊意 遠路 之 所 牛肉 一 棬胡祧 仁 一 

箱 御 送 被 成 下 千 萬 感荷奉 多謝 候 乍 然甚以 恐 入 候義に 御座 候 殊に 牛肉 は 誠に 珍 

品此表 容易 難 得 候 所 何共 難 有 奉存候 近日 有名 大家 相 尋候箬 に 御座 候が 先 早速 

是に差 出し 申 度吳々 も 多感 奉 存候乍 憚 尊大 人へ も 右 之 御 禮宜敷 奉 希 候 先 右 御 

禮而 已匆々 申 上 候 最早 餘 H 無 御座 候 總て來 陽 可 申 上 候頓首 

十二月 十七 日  修理， 

. 嘉助樣 

苒白無 • 之義被 仰 下 難 有 奉存候 何分 乍 此上舉 願 候 河 上 會席付 早速 賀受今 信 

差 上 候 御 入手 可 被 成 下 候 何も 別段 之 趣向 も 無 之 様に 御座 候が 是 にても 面白 

き 事 や 如何 其內 尊意 相 伺 度 候 以上 

書 簡 玉 池 時代 (五一) 八 田 嘉助宛  lo 五 


書 筒 玉 池 時代 (五一 一) 八 田 嘉右衞 門 宛  一 〇 六 

針 i 年  〔五己 入 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

新春 之 御慶 不可 有盡期 御座 候 尊家 被 爲揃彌 御 多祥 被 成 御超歲 連日 御 祝 可 被 成 

芽. 出度 御 事 奉 珍 賀候隨 て 生義. 無異 犬馬 齒を加 へ 候 間 乍 憚 御 降 心 被 成 下 皮候抆 

客 冬 は 御 細 書を以 寒中 御 尋被成 下 萬々 難 有 奉 多謝 候 多忙 罷在右 尊酬も 早速 不 

一 統豐熟 之 ま 上惶恐 不少奉 存候且 一 統 豊熟 之 様子 御領 內 にても 手 踊 等 相 催し 四十 餘歲之 

樣子 御領 内  ， 

I 歡 |1 踊 老 男お 半にば け 候よ し 被 仰 下 誠に 不覺 噴飯 仕 候扠々 世上 は 希代なる ものに 御 

座 候 先年 段々 御苦勞 御座 候 頃 は 中々 容易に 其 痛み 立直し 候 事 無 覺束樣 に被存 

候 所 暫時に 左様 相 (3- し 候 事 誠に 天 幸 畢竟 は 德川家 之 御高 運 ど 乍 恐 奉存候 殊に 

今春 古稀 之 奉伺 候； ば 今春 古稀 之 御齡に 被爲成 候よ しか 、ュる 太平 之 御代に 又如此 御高 壽 

成  ど 申 も是又 畢竟 御陰 德等之 天意に 被爲叶 候の 所 致 奉 贺上候 定て嘉 助 君より 

御賀を も可铍 進奉存 候い つ 頃の 御 合 や 略 前 廣に伺 度 左様 仕 候 得ば 何 か 文 友 共 

に爲認 呈上 可 仕 候 先 は 年頭 御 祝詞. S- 上 度如此 御座 候お 期 永 B 候 恐惶謹 言 

正 a:i 日  . 佐久 修理 


啓 


迪 


： 大保十 一 年 

正月 五：：：" 


八 田嘉右 衞門樣 

人々 御中 

猶々 御 惣容檨 へ 乍 憚 御 祝詞 可然御 

S 一一 一〕 高 田 幾 太に 贈る 

年 之 御慶 不可^  _遵 期 御座 候 貴家 被 

成 御 祝 奉拜賀 候隨て 小生. 義も 何事 

下 候 右 年頭 御 祝 辭申上 度如此 御座 

正月 五日 

. 高 田 幾 太 様 

人々 御中 

猶々 乍 憚 御 母堂 樣御內 政檨へ も宜 


致 意 可 被 成 下 候 

松 代 町 原淳 造氏藏 

爲揃彌 御 萬 祥被成 御超歲 連日 御機嫌 克可 

無 御座 犬 齒を加 へ 候 閒乍憚 御お 念 可 被 

候 恐 惶 謹 ^一  m 

佐久閒 修理 

啓 迪 

敷 御 祝詞 之 御 致 意 奉 希候扠 客歲拜 別之砌 


書 簡 玉 池 時代 (五三) 高 田 幾 太 宛  一 〇 七 


す り又才 十へ 

^原 女 嫂 子 令 

氏 丈に と 如 i 
に 夫し いは 
嫁な て ひ 八 


書 簡 玉 池 時代 (五 四) 藤岡甚 右衛門 宛  一 C  / 

早速 御 墜簡被 成 下 難 有 奉 謝 候 右 之 御 挨拶 も 多忙に 取 紛れ 不申上 誠 不本意 之 

段 幾重に も 御 海 涵奉冀 候每々 玉 詠 竹 村 氏に て 拜吟奉 感歎 候定て 春， 來 も御秀 

調 可 有 御座 奉存候 何分 御 示 及 被 成 下 度 希 上 候 令姉 君 も 定て妙 調 可 有 御座 候 

御 序に 宜敷舉 希 候 餘は期 永日 候頓首 

SS 籐岡 甚右衞 門に 贈る  長 野 市 飯 a 正 一氏 藏 

一 一月 五日 

御内々 御 披見 可 被 成 下 候. 

別 帋申上 候 政 殿御 事 私 方へ 御 出 候以來 何も/,^ 私の 申 候 通よ く 御 出精 有之尤 

も久々 御 解 怠に も 承り 候 故 一旦に 重荷 を 負せ 申 候て は 却て 御 返 屈 も 候半ビ お 

笑に 付 大抵に 程 を 計り 晝は 復讀を 専らに 夜分 は 小學の 講義 を 習 はせ 申す きす 

きに は 楷書の 影寫を させ 申 候 所 皆 怠慢な く 御 勤め 候て 手 習 

々二.^ にても 三枚 にても 勝手次第に 被 成 候 樣申置 候 所 日に 

は £ 六：^ 位 も 御 認め 被 成 候 夫に て は頓て 退屈 致し 候て いや 

閒 少し宛 無 懈怠 御 認め 候へ W 申 候ても 御 進み 候て は 日々 四 


の 方 は 慰 が て ら H 

依よ く 御 出 來候節 

- i  ど あしく 候 

五 枚 は必す 御認被 


成 候 故 先便 御 目に かけられ 候 樣の本 其 後 又 二 册出來 申 候 右 故 か 御手 も 上り 候 

様相 見へ 申 候 小學の 講義 も 次第によ く 御 分り 近頃 は 大抵 一 度 筒 樣ビ申 候 得ば 

夫に てよ く 御吞込 候て 輪講 之 節 急 度 立派に 御 申 取 覺之進 杯が 苦學を 致し 覺ぇ 

候より ははる かに 御 出 來候故 加 藤 生 和合 院 始め 皆 致 感心 候て 此 通に て^らく 

此 表に 御 出 候 は ゾ必ゃ 一廉 御 出來候 はん V- て 深く 望み を掛 居候 先頃 極 密被仰 

越 候 御內含 等の 義は政 殿 は 勿論 其 外へ も 深く 秘し 候て 一切に ほひ もき かせ 不 

申 候 得、 ざ も 舊臘も 加 藤 和合 兩人 にて 私へ 申 聞け 候に は 政 殿 事 は 外々 の 童子ぐ」 

違 ひ 氣質も 正直に て學業 もよ く 被 勤行々 必す 非常の 人に も 被 成 候 はん ざ被存 

1^ 得ば 一 體は來 春 は 被 歸侯樣 子に 候 得 V- も 何分 暫 らく 御 引留 候て は 如何 や 近 

日 政 殿 ひそかに 御 申 候 を 承 候所此 表へ 參り 候ても 先生に は 御 家來も 多く 有 之 

掃除 取次 其 外 雨 卢を引 候 類 も 皆 人が 致し 候て 只 手前に 致し 候 事 は 外出 候節自 

身の 衣類 を 始末 致し 候 位さ 存候所 其 番に當 候 得ば 掃除 も 取次 も 客對も 致し 

候 夫は猶 よろしく 候 得 V- も 其 番の節 雨 In- の 明けた て を 致し 又 先生の 御用に て 

家 來の外 へ 出 候 節 は 外に 人 もな く 候 得ば 又 順番に 食事の 用意 を も 致し 候 事 何 

書 簡 玉 池 時代 (五 四) 藤 岡 甚右衞 門 宛  一 〇 九 


書 簡 玉 池 時代 (五 四) 藤 岡 甚右衞 門 宛  一 一 ◦ 

分 迷 惑 な る もの V」 御 申 候が 段々 承 候 御 話之樣 にて 御 そだち 候て は實に それ 等 

苦 勞に被 候 も尤の 事に 候 得ば 夫ら の 所 私共 兩人 にて 助 候て くるし からす 唯 

々あま. 0 によき 御 生 質故此 儘に て 御 歸り候 は 誠に 惜 むべき 事 其 上 御在所へ 御 

歸り 候て は 中々 此 表に 御 出 候 半分に も 御 出精も^ 之 まじく 左様に て は 折角の 

よき 生 質 も 只 一通， 0 のよ き 人物 申 位に て 御 仕舞 候 事に 候 得ば 私共 は 少し 餘 

計に 身 を勞し 候，、』 てむ 少しも くるしから や 候 問 何分 左様 取 計ら ひ 候て は 如何 

さ 深お に 申出 候大 によく も 申出 候ぐ」 は 存じながら 被 仰 越 候御內 含の 義政 殿御 

耳 、はいり 候て はよ ろしから や 候 故私兩 人の もの へ 挨拶 仕 候に は 夫 は 至極 さ 

る 事ながら まだ 弱年に て 自身の 存念 も かたまらぬ 所に て は 何分 他人の 中に 居 

候 事 はい V- は しき 物に 候ュ、 の 上に 是迄 致し もっけぬ 事共 も 候 得ば 迷惑 も尤に 

1^ その 助 を 致し 遣 はす はよ く 候 得 V- も 夫 を以此 表に 永く 引留 度 ，こ 申 はや はり 

よろしく もお 之 まじく 候但 花の 候 頃 迄 暫の內 にても 此方に 居候へば 其^ら 

1^ 規模の 有 之樣に 致し 遣し 度 心得に 候 問必す /、 政 殿 へ 對 し^て 是 ま.^ 

こ 永く 苦れ VJ は 申 まじく ビ申候 ひし 事 も 御座 候 然る 所 舊臘廿 五日 御酒 被 下に 


て 義川を 同道 致し 御屋敷へ 出掛 候 留守に て 何 を 御 思 ひ 出し 候 か 頻に铜 花 所へ 

歸. 5 度 由 を 御 申 候よ し 暮方私 罷歸候 所 私へ も 今日は 誠に 宅へ 歸. 9 度 候て こま 

り 候.、」 御 申 候 故 今 は 如何 VJ 申 候 所 今少し 前 程 ふ少々 よくな り 候》」 御 申 候 右 故 

夫 は 私 も 留守 碗 川 も 留守に て さびしく 候 故に その 樣に歸 、り 度 も 候 ひつらん，.」 

申 仕舞 候が 其 後 は 冤 角 御歸. 5 あ， 9 度 御 存念 御座 候よ しにて 昨日 加 藤 生 を 以て 

御 申 聞 候に は 先生 段々 厚く 御 引 立 被 下 候 所 を 左様 申 候 は 如何に 候 得 ども 何分 

宅 へ §  .0 侯て 見 度な.，^ 候 故 其 段 を 私 へ 願 ひくれ 候 様に V- 御 申 候よ しに 付加 藤 

も 色々 御 勸め申 初め 花 を 見て 御歸 りの 御つ もり なれば 今暫 らく 御 こ- らひ 候へ 

ぐ」 も 申 候 所 只今に て は 花 も 見た くも 無 之 只 御宅へ さ へ 御 歸り候 得ば よし，.」 御 

申 r^fe- よし 右に 付 昨夜 ひそかに 其 御 存念の 出 候 わけ を も 御 尋ね 申何ぞ 此方に 居 

候て、 ひに か 、4 り 候 事 も 候 か 又 同 塾の 內 にて 何か氣 にす まぬ £ にても 有 之 候 力 

何様の 申 難き 事 にても つ 、ます 御 申 候へ どて しづかに 承.^ 候 所 此方に 何も 是 

ビ申義 もな く 御迷惑の 筋 は 前 條の數 ケ條に 御座 候 所 夫、 さもに 御自身 ふ は 夫 程 

迷 或 も 思 はぬ VJ 御 申 候 得 V- も 何分 その 義も御 苦 勞に御 思 ひ 第一に 是 迄 ゆ 不 

書 簡 玉 池 時代 (五 四 (藤 岡 右 衞門宛  一 一 一 


害 簡 玉 池 時代 (五 四) 藤 岡 K 右 衞門宛  一一 二 

自由な く 大きく 御成 候 所に てに はかに 人の 中へ 御 出 候 故 ビ被存 装 御氣の 毒に 

は 存じ 候 得.、，、」 も 相 成 候 事に 候 は マ 御 生れつき も 御 生れ 付に 候 得ば 何卒 御^ を 

高大に 御 立 させ 申 行々 千 百 人に 勝れ 候 御 人に 致し 候て 御上 之御爲 めに も 御成 

候せ 水 仕度 常々 御 話 を 申 候に も 大きなる はなし を 致し もの か 、J せ 中 候に も强 

くいさ ましき 詞なざ ゑら み 候て は 書せ 申 候 樣仕候 故 昨夜 もた ビ へ 杯 取 候て 申 

候に は 同じ 馬 にても 稀 類樣々 有 之 小 荷駄に 生れつき 候 も あ 乘 -.^w に 生れつき 

候 も あり その 乘 馬の 中に も 勝れて よき は 大名の 召お に 成 中 候 も".」 より^. 海に 

て 小 荷駄よ h- 外 はいか 様乘 たて 候ても いかぬ 馬なら ば 馬の り も 夫に いかう 骨 

を も 折る まじく 又 その 馬 も 生れつきての 小 荷駄なら ば 小 荷駄に 成 候ても 恨 も 

なく  i^f? る を乘馬 の 中 にても 腕 爪よ ろしく かん もよ く 候て 行々 大名の^ 料に 

も 成. 5 百 余- 贰百 金の あた ひに もな， 9 候 はん 馬 を 小 荷駄に 致し 仕舞 候 はおし き 

ものに 候 はす や 馬の 乘 たても 駒よ 致さす 候て はやくに 立 不申人 も 夫 ど同樣 

よく 成る ベ き 人 も 早く その 料 見に て 仕 立す 候て は 思 ふ樣に 參らぬ ものに 候 年 

ザ J 多く 致し i て 自身に て 心 づき 候 頃 はも はや 勤め 等 も あり 候て 修行の 暇な く 


候 得は殘 念 VJ 思 ひ 候の み にて 矢 張 並の 人 

並々 上の 出來ぬ 生れつき ならば 惜 むにた 

ば 大名の 乘料 にも 成る べき 生れに 候 を 駒 

列に 入 候 半 事 甚だ 殘 念に 存候 事に 候 又お 

の を 自身よ， 9 あた ひ を 下し 候 は 惜し v> は 

を 出し 度 候 は  身の 苦勞 を い ご はれ 候て 

首 綱 を 引き 繩问し を乘中 はみ を も かけ 角 

も 出色に 致し 仕 付 候 事に 候 其 節 は 馬の 身 

ん なれ V- も その 苦勞 大儀 を 致さす 候 て は 

に まし 候 苦 勞を不 致 候て は 人に まさり 候 

申 候が 兔角御 子供心に は 御 兩親樣 の 御 側 

事 V- 被 思 候 其 上 政 殿御 申 候に は 歸り度 成 

事に 候 得ば 一 先 づ歸り 候て 又 参り 度 様 御 

は必す 立歸. 5 を も 可 致 候 閒其節 一 同 歸，. ^ 

書 簡 玉 池 時代 (五 四) 藤 岡 甚右衞 門 宛 


ビ肩を 並 ベ 居候み 外 は 無 之 候 夫 も 人 

ら や 宾 得 もお まへ に 於て は M な ら 

よ b 乘た てす 候て ゆく/、 小 荷駄の 

まへ に.？！^、 て も往々 名馬になる ベ きも 

おも はや 候歡 生れ つ きたる 名 Is^ の 才 

はなら す 候 駒 を乘た て 候 を 御覽候 へ 

はみ を も はませ く つ を も 打 乘问し 候 

V>  4^  rl^, は ヾ無 大儀に も iiC 勞 にも 侯 は 

乘 馬 に は 成 ..^ 不 申 候 人 も 夫 ビ 同 様 人 

人に は 成られ 不申 候な V- 、 さ ま ん、 

を 久しく 御 離れ 候が つらく 御 思 ひ 候 

1^ は V- 年 內に也 VJ も歸. 9 候樣 にご 申 

申 被 成 候 私 申 候に は 今暫待 候て 今春 

候て は 如何 や 夫 迄 一 出精 致し もら ひ 

1 ニニ 


書 簡 玉 池 時代 (五 四) 藤 岡 *e 右 衞門宛  _  _ 

度 V」 申 候 得ば 此方に 是非 居れ^ 御座 候 得ば 夫に そむき は 不致候 得 ども 相 成 ベ 

く は 一時 も 早く 歸. - 候て 見た しど 御 申 被 成 候 私に 於ても 政 殿御 事に は 左様 申. 

は 如何に 候 得、、，、」 も かねん.' 申 上 候 義も有 之 頗る ェ夬を 仕.^ 何分 心 面白く 御， M 

テ候 様に V」 希 候 所思 ひ 通に 參， -候 はす 奉 愧入候 乍 去 先頃 之 御 書中 御 氣遣ひ 御 

座 候文 學を苦 勞に御 思 ひ 御 厭 ひ 候に て は 決して 無 之 御^子に 御座 候但 御宅に 

御 出 被 成 度 所より 此方の 諸事 も 御迷惑に 御 忍 ひ 候樣御 察し 申 候餘り 御歸. 'あ 

,.^度御様子に候故左樣ならば私ふも可申上候閒小幡 へ も御出其譯を御^し巾 

被 成 候へ て 今 曰 は晝後 ふ小幡 へ 御 出に 御座 候 定めて 同氏ん j も 可 被 申 上 候- 彌 

御歸 りなれば 又 御 家 來の內 御 迎に御 遣し 被 成 候 様に 政 殿御 申 被 成 候 如 柯，、 」 も 

卸 裁 斷奉希 候 先頃の 御内 狀の趣 は 本な 命 を 蒙， -候義 に 付 政 殿へ は 御沙汰 r< し 

に 仕置 候 乍 去 一 體右之 思 召に 御座 候 は.^ 政 殿 迄 御 申 越 被 成 方 は 無, 座 候 や 夫 

ビて も實に 文學御 嫌に 候 マ」 か 御 骨折られ 候ても 御出來 かね 候ビか 左な く 候，." 

も 御 不快 にても 御座 候？」 かにて 候 得ば 論 もな く 御歸り 候が 御 家內樣 にても 御 

當 V  ： て も 御 安 培の 譯に候 得 ざ も此 度の は 左様に は 無 之 伹其表 を 御 慕 はしく 


御 思 ひ 候の み に 候 得ば 御 申 越され 次第 御 存念の 替.. ^候 事の 有 之 間 敷に も 無 御 

座 候 得ば 奧樣 VJ もよ くく 御 相談 御座 候て 何 か 御 申 越 被 成 候.^ のか 又 一 先 

御 度り 候て 其內 一 御 修行 ありた き 御 存念 御 出 候 所に て 又 候 御 出府 候が 可然歟 

乍 去此度 一 月兩 月の 所 を も 御迷惑に 御 思 ひ 候て 其 C 界に 御歸， り 候 は： i: らく 御 

出少々 御狎れ 候て 御迷惑の 薄らぎ 候 所に て 御 歸.. ^候 ど は 違 ひ 御 懲り 候て 中々 

當分其 御 存念 は 出で 申 まじく  VJ 奉 存候其 表 宮下怀 も 有 之 御兩親 様に て 御世 話 

やかれ 候 は、 此方に 無 之 も 大抵に は 御成 候べ く 候 得 ざ も 其 事 専らに 修行 ヾ」 

て 朝夕 其 內に御 出 候.、」 は大 な る 相違 も 御座 候 事に 御座 候 其 上 承.^ 候 得ば 其农 

に は 卸 同年 左の 人に 志の 御座 候 人 もな く 寄 合 候ても 實の ある 話 等 致し 候 者 

VJ て は 一 问無之 檨承候 左 候 得ば 其內 にても ぬけ 候 人に 成 候 事は餘 程六ケ しく 

被 存 ft 表に て は 自身に て その 事 計りに たづ さは，.^ 候の みなら 中 寄つ き 候 も 

の 皆 義理の 詮議の み を 致し 古今の 人物の 評論 を も 致し 治亂の 事跡 を も 談じ候 

樣の 事に て 候 a? ば 傍に 居候ても 自然 VJ 聞 見 も 廣く成 候 事に 御座 候 得ば 何分 

政 殿御 生れの よきに つけ 候ても 此皮此 表 へ 御 出 候 を 幸に 唐本の 點の なきもの 

書 簡 玉 池 時代 (五四)藤岡^^!右衞門宛  一 一 五 


故と 情 は深此 
惡も 御く 上 
し 離 親 申 私 
く れみ候 ふ 
候 候の て尙 


書 簡 玉 池 時代 (五 四) 藤 岡 甚右衞 門 宛  一 一 ナ 

すら/、  VJ 御讀め 候て 四書の 一 通りよ く 御 分 b 候 程に 早く 御成 候 様 致し 度 政 

殿のお 生，， にて は 夫 位 文 學御カ 御座 候ビ 行々 御 役 等 御勸候 上に 如何程 かの 待 

益 を 被 得 候 事ぐ」 舉存候 其 上 之 所 は 御 存念 次第 如何様に も 御上 達 可 有 御座 候但 

もの、 讀 候て 御 分り 候 迄 は 外 ふ 力 をつ け 候 はやして は 叶 ひ 不申候 御內狀 にも 

御 まかせ を 蒙り 御 進みの つき 候 様に.、」 工夫 を も 仕 候 様 仰 も 被 下 候義に 付如此 

申 上 候此上 私.：， 尙 深く 申 候て は 御 親み の 情 も 離れ 候ビ あしく. 候 故 深く は 巾 さ 

ぬ  >、1 a- に 御座 候 舊臘押 詰に 申 上 候 御 養子 一條に も 他人 を 本の 親ビ は はれす 

怀御申 又 此度も 御 膝 本のみ を 慕 はしく 御 思 ひ 候 様の 所 御 親子の 御閒 勝れて よ 

き 様に 被存候 得ば 又 その 仰せ 進せられ 候 事 を もよ く 御 守 b 候 はん..」 舉^ 候， フ 

頃 も e- せ 被 下 候 通. 0 御 次男に て 候 得ば 必す 外へ 御 出 候べ く 外へ 御 出 候 得ば 御 

苦勞 なる 事 も 無て 叶 はぬ 事 又 養子 は いや 也ビ て 御自身に て 一 家 を 御 興し 候 も 

格別の 御 辛苦 無 御座 候て は 御 存念 も 立ぬ 事に 候 得ば 御 次男に て はわ けても も 

の、，， # 1 了 等に は 勞を せす もて はすまぬ-と？」 申義を 何^よ く 御 失ら せ. 》 ^度忙 

鳥渡 可 申上ビ 存じ っゐ又 長文 言に 罷成候 御覧 も 御 面倒に 可 有 御座 候が 何分 一 


天 保 十 一 年 

一 一月 八 口 


(賢郎 は S 

右衞鬥 の 次 

男 政 之 助 を 

指す 後の 宫 

鳥嘉 織な 

3 


御手 段所禱 御座 候 筒 樣私ふ 委細に 申 上 候 ビ申義 は 却て 政 殿へ もれ 候て はよ ろ 

しく も 有御塑 まじく 候 間 其 段 も 御 合 可 被 成 下 候 以上 


五 


S3 藤 岡 甚右衞 門に 贈る i 


只今に 餘寒去 

行 御座 候閒御 

て も 何 致せ 御 

邪 氣之節 御腹 

の 御 様子に 候 

成 候 等の 義は 

熟 察 仕 候に 少 

よ 一向に % 之 

御 移 b 候氣味 


かね 候 得 V- も 愈 御 揃 御 萬 福奉拜 賀候此 

過 念 被 遊 まじく 奉存候 さて 近日 も 申 上 

歸 b 被 成 度 御 存念 は 御 止 兼 候 御 様子に 

狀を も按察 致し 候 所 衆人に 珍ら しき 程 

得ば よしや 讀書少 々無理に 御 勸め申 候 

決して 有 御座 まじく 是は隨 分 御 受合申 

々御 隣家の 保 之 一子の 様なる 所 御 出 候 

御 様子に 御座 候が 御 隣家 之 事 1^ 日 親し 

も 御座 候 かに 奉存候 冤に 角 文 藝武寧 W 


表 賢 

御座 

に よ 

VJ て 

候 そ 

是 は 

も - > 


書 簡 玉 池 時代 (五 五) 藤 岡 甚右衞 1: 宛 


郞 至極 御 健に て御修 

り 外 稽古 等に 御 出 候 

候 得 共 先頃 少 々御風 

き 御腹 狀に 御座 候 あ 

も 夫に て 御 不快に 相 

の 上段々 の 御 様子 を 

私の 其 表に 罷在候 頃 

つ き 合 候坎に 自然 VJ 

人並 なれば よし 格別 

一 一七 


と始申 表に 少 
奉 終 被に も々 
存之成 御暂御 
候 御 候 差 く 無 
爲方 g 此理 


書 簡 玉 池 時代 (五 五) 藤 岡 甚右衞 門 宛  一 一 / 

身 こ 苦勞を 致し 候 事 は 人並よ b 勝， - 候ても： 1： 分 時に 取. 9 迷惑 VJ 申 候 思 召に 候 

故 幾度 も 幾度 も 其 様の ひくき 了簡に て は 私に 於ても £1- を 失 ひ 第 一 御兩親 様の 

召に も 下 叶 候 事 人の子た る もの は 自身の 存念 をた てす 只々 親 の 心 を 以 て 心 

W 致 候が 當然の 事 御兩親 樣の此 表に 少々 も 長く 御 置き 修行せ させ ゆ 度 被 m„〕 召 

候 を 自身の 苦勞 がいやに 候 ビて其 思 召に 御昆り 候て は 所謂 不順の 子ビ申 もの 

也 どて 申 候 得ば その 道理 は 御 分り 候 得 共 それにても 何分 苦勞之 事 は 迷惑 也 ヾ」 

御 申 候 等の 御ロ氣 少しく 私意 を 御 張..' 候氣味 御座 候て 其 所 保 之丞子 様の 臭氣 

御座 か に 被存候 右に 付て 近日 之 愚意に は 矢 張少々 御 無理に も 暫く 此 表に 御 

差 置 申 被 成 候 方 始終 之 御 爲". 」 奉存候 かねて 奧樣 にもよ く 文武の 事に は 御世 話 

も 皮 爲 屆 t 卸 樣 子 に は fe^- 得 も 御 宅 に て は 何 ざ 申 候 て も 御 我 儘 も 出 候 事 に 候 

得ば 御存じ 被切此 表に 秋 迄.、」 か 來春迄 ゾ-か 是非 夫 迄 は 御 出 候 様に 被 仰 越 候 方 

何れに も 可 然奉存 候 是は少 々見所 御座 候 事に 候 故如此 手強なる 事 申 上 候に 御 

座 候 右 も 御腹 狀等を 見 候て 決して 御 不快 等に は 御成 候 まじく  ^ 中 所 迄 見す き 

故 如 此申上 候に 卸 墜候乍 去 萬 一 見損. ひ 候て 左 樣御申 越され 候 上に て 自然 其 


事 御 屈託に 相 成 御 不快の 御 様子に も 御 

文事の 御世 話 申 候，、」 て も 何も 儒者に 御 

往々 御 役人に でも 御成 候 節 修業お ろ そ 

御自身 人の 下に 御 立 候の みならす 他所 

相 成 候 樣の事 もま、 j は 御座 候 事故 其樣 

早く 御 見え 候 様に 仕度 存念に 御座 候 右 

來又無 點之書 すら ^御 讀め候 位に 

にも 候 得 ざ も 賢 郞は御 才も有 之 又 そ の 

に 御座 候 故 一 年 か 一 年 半に は 御 仕つ け 

所へ 歸り 候ても 必す 人並に は 精 を 出し 

表に 御 出 候て は 何分 右 之 筒條の 事も餘 

意 を も 申 上 候に 御座 候 奧樣钚 に は 右に 

れ ざも藥 めん けんせ ざれば 其 病い えす 

申 候 虎の 穴に 入ら ざれば 虎の 首 は 得ら 

書 簡 玉 池 時代 (五 五) 藤岡甚 右衛門 宛 


成 

力 

仕 


候 は  其 節 は 早速 

候 樣に御 仕 立 申 es- 

に 候て は 何分 本手 

の掛 合に 及び 候て 

事 無 之 事の 上に 於 

に 何分 四書の 講義 

度 もの に 御座 候此 

勸 め 候 事 は よく 御 

半 ど存候 事に 御座 

ビ御申 候が 段々 の 

御六ケ しく 候半ヾ J 

は必す 荒療治の 様 


に 御返し 可 申 候 私 

ど 申に は 無 之 候 只 

の 事 御 出來候 はす 

は 御 國の御 恥辱に 

て惜 かなる 道理の 

は 御 差 支な く 御 出 

事 も 容易なら ぬ 様 

懈 怠 もな き 御 性質 

候 賢 郞此程 も 御 在 

御 様子 を 見 候に 其 

舉存候 右 前文 之 S? ん 

にも 被 思 召 候 半な 


候 

VJ も書經 にも 御座 候 又 書初に も 御 書せ 

れ不申 候 得ば 其 段 は 御 勘辨に 可^ 御座 

一 一九 


天 保 十 一 年 

二月 十 B 


書 簡 玉 池 時代 (五六) 高 野 車 之 助 宛  一二 ◦ 

候義 W 奉存候 今晩 御 近習 之 衆 出立に 付此 狀小幡 君に て 急に 相 認め 差 上申 候 前 

條之義 御 熟慮 之 程 所 祈 御座 候 時候 折角 御 自愛 可 被 成 候 奥様へ も 乍 憚 宜しく 奉 

願 候 以上 

二月 八日  修理 

甚 右衛門 樣 

〔五六〕 高 野 車 之 助に 贈る 

貴 礼 致拜見 候如來 示新歲 之御虔 不可 有盡期 御座 候 彌御. ほ 無 御座 御 超 歲之條 目 

出度 奉賀 候爲 年頭 御 祝詞 預御 面 不淺辱 次第 御座 候 恐惶謹 言 

二月 十日  佐久問 修理 

高 野 車 之助椽 貴 報 

尙々 御 再 書 之 趣に て は 尊大 人 舊臉は 兔角御 不快 勝に 御 出の よし 御 心配 察 入 

候 事に 御座 候 春來は 如何の 御 様子 や 暖氣に 向 ひ少々 宛 は 御 快方に 御座 候 や 

承 度 候 折角 御 衞養專  一 yj 奉存候 


を 世の 人へ 

い 同!^ と 北 
ふ 藤 北 は 山 
山 象の 

郎安 lU 兩 


不立 繁な實 
可 候 多が 學 
然事 杯ら に 
散 御 俗 志 
々申 事し 


一 近年 俗事 繁多に 成 行 終身 何の 成業 もな く 御 果候は 

君 父 等の 爲に致 奔走 所勞に 代り 候事臣 子の 當然此 外 

若 又是を 外に 致し 候 事 有 之 候 得ば 卽此 異端 卽是 邪道 

に 御座 候閒能 御覺悟 御座 候 樣禱候 近來左 樣存候 俗人 

人 俗事 を 成す 皆 是雅事 W 人眞 似に 足下 杯 實學に 志し 

立 候 事 散々 不可 然尊 大人 も 兔角御 不快 勝 也 最早 是ょ 

に も 力 を 被- 1i 候 事 簡要事 VJ 奉 存候陸 象 山 異學に は 候 

夫よ. 0 學問 上， 0 候 趣 も 語錄に 見え 候 得ば 只 是等は 其 

意 を 被 留候樣 所 祈 御座 候 

一 北山 之兩人 段々 御世 話 被 下 千 萬 辱 次第 乍此上 あし 

御 引 立 被 下 候 様 希 候 藤 岡、 小幡兄 弟、 草 間 杯 は 如何の 樣 

候 三澤、 金 井 兄弟 は 如何 やよ く 折々 書 狀遣吳 候 得 共 此 

御座 候 御 序 も 候 は  >  是等宜 敷 希 候 

一 先日 早速 可 申 進 之 所 稲々 取 込 之 筋 も 有 之 致 延引 候 


んか VJ 御 嘆息に 候 得 共 

に 無 學問此 外に 無 事 業 

に 御座 候是は 大切の 事 

雅 事を爲 す皆是 俗事， 雅 

ながら 俗事 繁多 怀御申 

, -內外 之 御 引受 如何様 

得 共 勝手 之 出入 を 蒙 り 

人 之 著 眼に 依 候 事な り 

き 事 は 何分に も 御.^,^ 

子 ゃ少々 宛 は 上達 ビ存 

方より は 誠に 不沙汰に 

別 之 事に も 無 之 其 ^54 政 


書 籣 玉 池 時代 (五六) 高 野 車 之 助 宛  一二 


書 簡 玉 池 時代 (五六) 高 野 車 之 助 宛  一二 二 

府ょり 此表之 竹 村 迄內々 申來り 僕へ 申 通じ 僕より 足下へ 內々 心 付 候 様に ビ 

申 事に 御座 候が 何 か 足下 折々 門人 を 集め 會讀 輪講 之 席 か は 知らす 御お 務の 

批判 を 被 致 候よ し 如何 敷 事に 候 閒以來 右 等 之 事 無 之 様 被愼候 様に ど 申 事に 

御座 候 當今之 利 病 を も 己 >」 研究 致し 候は讀 書家 當然之 事に 候 得 ど も 御 政道 

を 引き 候ての 論 は 決して 有 間 敷 事に 御座 候 殊に 幼年 之 者 钚へ衡 候て は 尤も 

不宜候 問よ く 御 心 付 可 被 成 候 其 邦 之 大夫を 不徘共 申 又 明朝 之學規 にも 第一 

之 禁制に 御座 候 問 返々 も又ミ 無之樣 所望 御座 候 苟子子 道 篇に子 路之伯 一" 大夫 

諫而狀 す 事禮か マ」 伺候 節 孔子 御 答 無 之 子 貢 之 R 諫而狀 する 禮 か".」 伺候に は 

非 禮也ビ 御 答 御座 候 事 御座 候が 誠に 人 之 邦に 居候に はかく 有 度 事"」 お 候 

一 毎度 申 候 事に 御座 候が 書簡 向坏は 世俗 通に 有 之 度お 候 足下 之 才を以 人 .3 

の 事 出來ぬ VJ 申 事 は 決して 無 之 事 但心を 不被用 候 故 之 事に 御座 候餘 播致 

し 候 i に 得 共 切々 II 々不得 不如此 又 前 言 を 申ね 候 右 之 手本に は 白 石 書簡 

怀宜候 乍 去 取捨 無 之 候て は 不叶候 

1 鬼神 論 書 鎌 原 先生 し 被取窗 田へ 参り 居候"、) か 承 候 御 ー覽は 如何 綿 貫 氏 


も 見 度 VJ 申 居候が 此方に は 副本 無 之 候 故 御 廻 申 兼 候 今度 被 歸候竹 村 氏 も 一 

本 被 寫. 申 候 未だ 御覧 無 之 候 は、： -是ょ りなり 共 御 借 寄 御 覽之上 御 論 も 御座 候 

は  被 仰 被 下 度 候 以上 

變ー脾  § 藤 岡 夫人に 贈る 

政 V- の 御 事に 申 上 候 

追々 の ど か に 相 成候彌 御き げん さま VJ 承り 御め で 度 存上候 政 V- の 御 事 もよ く 

い つも 御 健に て 御出で 候閒御 安心に 可 被 思 召 候 さて 此程 小幡 にて 承知 仕 候へ 

ば 政 殿御 外出の 節 私 方に て は 小 遣 ひ 御 あてが ひ不申 候に 付 御 不自由に 候 はん 

VJ て 金子 御 送り 小幡 よ， 0 外へ 御 出 候 節 は 何程 にても 御 懐に 被 成 私 方へ 御歸. 0 

候 時 は 小 幡に御 あ づけ 御 良り 候 檨に被 仰 越 候よ しい かさま 世上 並 方の 人の 母 

親 杯の りゃう けんに も 候 は、； -左樣 の 事 御座 候ても あやしむ にたらぬ 事に 候へ 

V- も 御前 檨御事 は 前年 其 表に 罷在 候閒 折から 罷り出 候て 御 樣子を も 相 伺 ひ 御 

見識の 所 を も 每度承 は，..' 候に 世上な みく の 婦人 方 >J は 格別に 御 違 ひ 候ても 

書 簡 玉 池 時代 (五 七) 藤 岡 夫人 宛  二 一三 


書 籣 玉 池 時代 (五 七) 藤 岡 夫人 宛  一二 P 

の 、道理 を 御 見つけ 候 も 理義を 御 わけ 候に も大 ていの われ は 顔に おじ 候お 3 

も 及び 笑 はぬ 程に 卸 i 候 故 是迄實 に 珍ら しき 御 方 ど^じ 居候 资る 0^ す 文 ひ 街 

次第にて は 乍 恐 世 上^方の 御 ふるま ひど 奉 存候御 平生の 御樣 子に て はか 、， る 

御 まちが ひ は 有 御座 まじき 御箸に 御座 候が いかなる 寧に て 御座 候 や 乍 去 外の 

事に 無 之 是迄御 ひざ もさに のみ 御お き 候 御 愛子 を 一 たん 御手 を は な され 遠方 

へ 御 出し 又 私 方の 樣子を も 御 聞 被 成い か 斗 不自由なる 事に 候らん ビ御 恩愛の 

あま， - にか やうなる 義も思 召つ かれ 候 事 ど 奉存候 昔よ.. も 人の 親の 心の やみ 

,,」 も 申 へば 隨分御 まへ 樣 にも 御尤も ビは存 候へ.、，、」 もし かし 是は 全く 思 召ち 

が ひ ビ奉存 候 政 殿御 身に 御く らうの なく 御 ふじゆうの なき^に ビ被思 召 候 は 

ば 御手 元に さし 置れ 候 共 又 小幡、 樋 口 杯に 御賴 

の 御 修行 許に 無 之 此衮に 御 出 候ても あしき 方 

出來候 はぬ 事 を 御 見込に て暫 にても 私 方へ 铜 

の 左様 きびしく 仕 候 存念 を も 一 應御聞 届け 

も是迄 數年此 表に 罷在此 表の 様子 を も つぶさ 


み 御 置き 申 被 成 候 方 可 然候續 書 

の 御 案 事の なく 御 わが ま、 の 御 

遭 はし 申 被 成 候 事に 候 へ ば 何分 

被 下 度 候 私事 も 不哲に は 候 へ 

に 存じ 申 候諸圃 より & 術の 修行 


ビて 諸方の 師匠 元 へ參， 9 居り 候 年 わかき 人 を もい く 百 人ぐ」 見 候が 兔角 そわ 迄 

そだちの 不自由な く 候て 此 表へ 罷 出金 錢 にさし 支な き 様なる もの は 多分 は修 

行の 事 も 上達 致さす ま 、ュ 放蕩ぶ らい の もの VJ 成 候 事 毎度 親しく 見る 所に 御座 

候 是等も 皆 その 師匠の なほ ざ， - より 起. 5 候 事故 私に 於て は 宅に 居候 人々 をば 

何ビぞ 其樣の 事の なき 樣に暫 らく にても 居候なら ば それ 丈の 甲斐 は 御座 候 様 

に ビ存候 事に 御座 候 幸に 蠛川 にても 林 にても みな 貧家の 子に 御座 候 故 先々 何 

事も士 よく 候 fe '去 それにて だに 中には 餘 りに 不自由に も 候 はん ビ复の 毒に.^ 

候 事 も 御座 候 わけて 政 殿御 事 は是迄 ゆたかに 御お ひたち 世の 不自由な ど 申 こ 

ビ 事 か 御存知 もな く 候 位に 候 を 御 外出の 節に も 小 遣 ひ 御 預け 不申候 事は實 

に 御氣の 毒ビは 存じ 候へ V- も是 にも 見込の 御座 候 事に 御座 候 政 殿 最初 私 方へ 

卸： g のな き 間 大木 才治ビ か 一 同書 晝會 見に 御 出の 節才 治が 御 指南 を 申 候..」 て 

ザ. -ち 中に て 何 か 御 マ」 、 の へ あるきながら 御上り 候^ 蟻 川 へ 御 はなし 候 由 承. 5 

候 此樣の 事よ くま、 J 有 之 事に 御座 候 あしき 友の あしき 方に みちびき 候 はこれ 

計の 事に は 無 御座 候 右 故是迄 塾生に は余圓 をば 預け 不申候 又 政 殿御 事 も獨に 

書 簡 玉 池 時代 (五 七) 藤 岡 夫人 宛  ニー 五 


書 簡 玉 池 時代 (五 七」 藤 岡 夫人 宛  一二 ブ 

て，， 'へ 卸：，^ 候 事 は氣遣 はしく 候 ビ申上 候 ies- は此 わけに 御座 候 右の 所 故に 御^ 

出 候 節 も 余： 錢 をば 御 預け 不申候 事に 御座 候 御屋敷へ 御 出 候 節な.、，、」 も 途中に て 

萬 一 はきもの、/ どきれ 候 は ゾ懷中 紙に て 御た て 候が よろしく 又 雨の ふ b さう 

に 候へば • をば 持せ 申 候へ.、，、」 も 自然 も 急 雨に て 候せ つ はや は. -御 ぬれ 候が よ 

し.、」 奉存 候 御 小 遣 の な き 害 は その 位の 事に 御座 候へ ざ も 其 害の なく 御 不自由 

の なきが よし，、 一 て御懷 中に 金錢 御座 候て は 思 はぬ あしき 事な》」 御 見お ひ 候ぐ」 

是迄卸 生れの よき を も 散々 に 致し 實に取 返しの 出 來ぬ大 害 ビ奉存 候 外よ. -っ 

き 候 あかなら ばた V」 ひうる しの や う に く ろみ 居候 ビ も 一度よ く 湯に 入 候へ-ば 

隨分 きれいに 落 も 致し 候へ》」 も あしき 事の 心に つき 候 は 中々 よういに 洗 ひ 候 

て も 落ちぬ ものに 御座 候 右 等の 事 も 私に は 隨分心 を 用 ひ 候て 仕度 義も御 恩愛 

こ 卸 115" れ 候て 私へ は  一， s 御沙汰な しに 右の 通 被 仰 越 候て は 御 まちが ひに は 無 

御 墜^ や 孟子に も 一 日 あた、 めて 十日 ひやし 候へば 生じ やすき 物 にても 芽 を 

ば ふき かね 候.，」 御座 候 私 方に 御 出 候 節の み 御世 話 を 申 上 候ても 外へ 御 出 候て 

卸氣 姐が 出來 候て は 子の たビ への 如く 何分 御た めになる まじく 候へば？ 安 


天 保 十一 年 

1 一月 甘 七日 


御囑 託の 板 

下 


う 申 候 方に 仕度 候 其 表に て 

も 無 御座 候 へ ざ も此 衮の義 

何分よ く/ \ 御 勘 辨の上 早 

は 其 表へ 御歸 其 御 根の 無 

候問尙 よく 御 內談所 祈に 御 

佐久間 修理 

長 野 市 和 田榮ニ 氏藏 

朶雲薰 誦仕候 如 下 敎可怪 春 雪 右 故 乎 氣候も 不順に 御 旌候所 倍 御 淸超奉 淀 慰 候 

竹 村 氏 昨日 之 著 此程之 雨天に て 途中 差 支 等 は 無 之 や"」 不安心 存 居候が 御 一 席 

之 御 交代 も 昨夕 無 橈に 相濟候 由に 御座 候 得ば 彌 相違 も 有 御座 問 敷候扠 此程铜 

邐託之 板 下 萩原 方へ 遣 候 所此節 遊歷中 留守に て 事相 辨兼 候乍然 右に 似寄 候 板 

書 簡 玉 池 時代 (五八) 山寺 源 大夫宛  - ~T 


、ひの 事 御座 候て 御預 b 申 候よ，.^ は 一 向に 御 そし や 

も 御座 候 は  > -御懷 中に 常に 何 か 御座 候ビも 何も 害 

を その 表，、」 同 樣ビ被 思 召 候て はちが ひ 申 候 此義は 

速 被 仰 下 度候此 表に 御 出 候て 御 益の 無 御座 候よ..^ 

之 方 却て 可然候 先日 甚右衞 門 樣迄申 上 候義も 御座 

座 候 かしく 

二月 二十 三日 

藤 を かおく さま 

山寺 源大 夫に 贈る 


書 簡 玉 池 時代 (五 九) 八 E 嘉助宛  二 マ/ 

下， もの も 御座 候 由に 承 候 故星巖 並に 雕ェ杯 共 相談 之 上 可 申 上，、」^ 今日 迄 

t^J 引 t 居！^ 矢 所 御 催促に て 大に悚 惕仕候 早速  一 二 行も爲 認可 入御 覽候 又获 * ぬに 

て 無 之 i 得ば いっその 事 序文 は 御 自筆 にても 可 然ゃ共 奉存候 晦日に は 藩邸 近 

邊迄 用事 御座 候閒 何れ 其 節 登 堂 得 拜面可 受命候 

一 鎌 先生 ふ 御 到 來之文 稿 御 廻 被 下 奉 謝 候 然る 處此は 先 S 巾 旣に拜 i:- 致し 候義 

こ 付 直に 卸 手 へ 返上 仕 候 校 又 本日 頃 御 寵訪も 可 被 成 下 御 合 之 所 御 病人 様御不 

出 來之由 被 仰 下 尤も 昨日 ふ 今日は 御 快方 ど 承 候 得 共 甚以御 案 事 中 上 候 能々 御 

保護 御座 候 樣奉存 候 都 期 面 陳頓首 

二月 廿 七日 

懼堂 大兄 座 前  啓拜 m 

天保寸 一年  〔五九〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

三月 ナ 日 

追日暖 和の 氣 候に 相 成 候 倍 被 成 御 描 御 淸勝奉 拜贺候 小生 義も^ 輕 健に 罷在候 

間 乍 單卸省 慮 可 被 成 下 候 然ば奪 大人 御壽筵 はいつ 顷に被 爲在候 ゃ此品 如何 敷 


靄 as と申畫 

ェに喬 松 拱 

壽の阖 と 申 

もの 爲相認 


候 得 共 壽 

て も 申 上 

よく 被 用 

上 度處々 

は 文章 致 

る 處引續 

方 近 便 に 

1  一一 一 n 

嘉 


帶之名 も 御 

候 通 此表諸 

申 候) 畫 ェ に 

頼み 置候處 

廢絕候 得 共 

き少々 取 込 

相 附し可 申 

三月 十日 


座 候に 付 聊拜賀 之 印 迄 呈上 仕 候 御 叱 留被成 下 度 候 外に 兼 

名士 之 詩 畫取集 入御 覽度旣 に 先日 靄 崖 ど 申 (此 節 都下に て 

もの 爲相認 其 跡に 諸家の 詩文 を 附け差 

に 付是は 跡より 送 上 可 仕 候 小生 も近來 

之 事に 候閒兩 三日 前 拙文 一 篇相 認候然 

無 之 是も又 今 便の 間に 逢 兼 候 何れ 乍兩 

祝 右 之 延引 申 譯旁匆 々申 上 候 餘は期 後 


喬松拱 壽 の圆^ 申 

今 便の 閒に逢 兼 候 

尊家 之 義は又 格別 

候 義有之 淨寫に 暇 

候 先 は 御 壽筵之 御 


尙々 今 信 は 別段 尊 

然御致 意 被 成 下 度 


大人 へ は 不奉申 上 候 問 乍 憚 宜敷奉 願 候 總て御 家內様 へ 可 

候 以上 


天保寸 一年 

三月 廿 七日 


〔六 0〕 高 野 車 之 助に 贈る 


書 簡 玉 池 時代 (六 0) 高 野 車 之 助 宛 


二 九 


せ 廿友ふ 持 專はハ 
り 九に 象 空 精東專 
リ 日て 山山 寺 福 精 
自 二の！： の寺老 
殺 月 詩い 住 村 住 


書 簡 玉 池 時代 (六 〇) 髙野車 之 助 宛  一 三 ◦ 

本 月 十二 日付 之 貴 答 致 拜見候 尊 翁 之 御 病容兔 角い つも 御 同様の 由找々 不满懸 

念義御 心事 御 察 申 候 先便 密々 申 進 候 政府 內 沙汰 之義 云々 御 細 答 右に て 平素 之 

成 丈 御き i 御用 意 も 一 々可 然甚 安心 且又 不勝歡 喜 候 彌以無 詮事は 成 丈 御晦" 鍋お 之 可然候 

自己 さ へ 完然に 御座 候 得ば 凡そ 世 問之榮 辱 炎 凉は實 以れ風 沛雨之 落 紫 にて 芥 

^！ぽさする に不足事に御座候御細答致拜見誠に致安心候.早速右之段可中遣候 

北山 二 甥 之 一 北山 二 甥之義 段々 辱 安世 事 は 被 仰 下 候 趣に て は又不 一 方 御世 話に 御座 候 右 

義 1!ズ  >  辱  - 

之 浮躁は 從來之 1 おに 御座 候閒 唯々 沈 實に無 之て は 叶 ひ不申 樣懇々 御 申 被 下 童 

穉之 心に も 成程 V」 申 存念 出 候 樣に致 懇禱候 何分 所禱 御座 候 宮下氏 云々 之 話 世 

閒衰颯 之 風 義斯人 迄に 及び 候 事 か？」 致 嘆息 候 乍 去 此方に 右 を 取 候 もの^ 之 や 

こ、 j の 所 反省の 場 ミ存候 姉の 方へ も 御宅へ 懈怠 無 之 様に 申 遣候閒 御宅に て は 

何分 极讀專 一に 希 候 何れ 不遠此 表へ 引取 可 申 候 

一 專精老 住 之 義傳聞 驚 入 候 事 誠に 致 悼惜候 事に 御座 候 何故の 義 ゃ的說 御聞認 

御座 候 は、 > ^何分 被 仰 下 度 舉頼候 

二 和合 院歸山 業 へ も 書 狀相送 候 書 は大に 上. -申候 折節 御 集 會候ゃ 奥山 鳳 


鳴 も 御 同前 致 追悼 候是も 薄命 漢追々 南都に て 志 を 得 か 、1 候 處颜痢 を 受沒し 

候 趣に 御座 候 氣之毒 千 萬に 御座 候 

一白 虹 之 義被仰 下 候が 未だ 草 問 氏 杯へ も 不承 候 乍 去是迄 白虹 之 事 は 見 も 聞 も 

致し 候が 其歲 何の 障 も 無 之 候 左 候 得ば 此 度の も 何も 案じ 候 事に は 有 之 間 敷 ど 

存 ^ 

一 御 約束 之舊文 先日 漸 一 日の 閣を得 認め 申 候 乍 例 不出来に 候 得 共先是 にて 貴 

を 塞 度 候 何も 御 返事 迄匆々 以上 

三月 念 七日  啓  拜パが 

高 野 賢 友 

猶々 此ー 封關ロ 生へ 御 屈 被 下 皮 候 

天 保 t-l 年  〔六 一〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

其 後者 御 左右 も不 奉伺 候漸 長閑 之 氣候相 成 候 益 御 康寧 被 爲入奉 扑賀候 然ば先 

達て 奉伺 候 御 賀筵は 最早 被 爲濟候 御 事、、」 奉存候 兼て 申 上 S 候 諸 友 之 詩篇 取 集 

書 簡 玉 池 時代 (六 一) 八田嘉 右衛門 宛  ニニ 一 


拙文 漸認候 

に 付】 壬 上 仕 

候 


書 簡 玉 池 時代 (六 一) 八 m 嘉右衞 i: 宛  一三 二 

め 是非共 其 御慶 筵に 呈し 度處々 促し 候 得 共 文人 は 誰も 兔角づ るけ 候 ものに て 

存外 大 延引に 罷成候 故 是は押 付 竹 村 氏 も 交代に 相 成 候 得ば 夫に 託し 差 上 可 中 

奉 存候先 私 拙文 漸認 候に 付 呈上 仕 候 御 咬 覽可被 成 下 候 兼て よ." 先 子 之 多年 御 

厚情 を 蒙候義 彼 凶歳に 御 精力 御座 候義ど をば 閣時 記し 置 後代 へ も 傅へ 度存 

居候 所幸此 度御壽 筵に 付 右 之 荒增を 相認遙 に觴を 捧げ 候義に 御座 候此表  一 0 

翁 始め 諸 友 へ も此文 見せ 候 所 いづれ も 皆 御 德誼を 感服 致し 候 事に 御座 候 先 は 

緊要 而已申 上 候 餘期後 信 

三月 廿 七日 

嘉 右衛門 樣  理 

苒白恣 水 園の 御 額 之義も 記憶 仕 候 得 共 恣の字 何 さま 好 字面に 無 御座 候 故タ 

子 之 詩 中に 御座 候 養 井 亭之字 を 以養井 翁 S 奉稱候 事に 御座 候 此段も 鳥渡 H 

上 候 今 便 取 急ぎ 候 故 別段 嘉助君 へ は 不申上 候 問 乍 憚 御 序 可 然御致 聲舉願 候 

又 云 御 近所の 事 也 拙文 をば 立 田 氏 御 招き 爲御讀 被 下 度 私 も此人 へ は 見せ 度 

舉存候 


大保十 一 ハ+ 

春 か 


山寺 源大 夫に 贈る 


讼代町 丸 山 熊 男氏藏 


(錫 命師は 

竹內 八十 五 

郎 なり) 


又 拜此程 之 御 禮乍憚 皆様へ 可 然奉冀 候 

御手 敎難有 薰披仕 候 兔角氣 候 も 不定 候 所 愈 御輕健 垸喜不 過之扠 過日 は 登堂不 

存寄御 款待に 預り 十分 醉飽且 夜に 入御 提灯 迄 御 借 與被下 萬々 難 有 奉 心 成候权 

蒙 命 候 徠翁之 書 一 體 昨日 相 尋可申 含 之 所 無 餘岐來 客 杯に て遂 刻限 通く 相成不 

果其意 今日 もま 2 一前に 相 索し 見 候 半^ 存候所 又々 賤幹終 高 价之參 候 節 迄 出應出 

おかね 候に 付 先高 价 をば 本 鄕迄相 廻し 返りに 立 寄， 5 吳候様 申 置 柳 原 丁寧に 詮 

靈仕候 得せ ハ見 當，. ^不申 候尤其 中間 之 者 之よ しにて 壹圓 三方の 軸物 どホ義 をば 

申 聞 候 もの 御座 候 今日は 此天氣 合 故 か 大分 店 を 開き 不申所 幾 ケ所も 御座 候 得 

ば必其 等の 內 にても 可 有 御座 や 孰れ 一 兩 日之內 又々 相 索し 見 可 申 候 相 分 次第 

自是可 申 上 候 白紙 十 張 生絹 一 幅 高 命 之 趣 奉 畏候御 易き 事に 御座 候 扠又廿 九日 

頃に は天氣 次第 御 來過も 可 被 成 下 哉に 仰 を 蒙り 難 有 御 待 申 上 候 此程錫 命師も 

御 一 同に 被訪候 様に 被 申 候閒御 同伴 なれば 尤も 妙に 御座 候 何分 好天 氣に 致し 

書 簡 玉 池 時代 (六 二) 山寺 源 大夫宛  一三 三  一 


天 保 十 一 年 

(此 *s 簡桐 

山谩 華よ リ 

摘錄 前文 後 

文 は 省略せ 

られて 無し) 


書 簡 玉 池 時代 (六 三) 鎌 原 桐 山 宛  一三 四 

度 ものに 御座 候 先 は此閒 之拜謝 旁匆々 奉 復候都 容面悉 

廿 六日 

苒白垂 庵の 書 御 垂惠難 有 奉 多謝 候 御 提灯 も 兼ての 命に 從ひ 高^に 相 赖返璧 

仕 候御納 させ 可 被 成 下 候 昨日 愼七郞 一 寸 入御 m 嗎候 一 刀遂 先取 入. S- 候少々 

手前 ふ も 品物 差遣し 壹 圓半餘 にて 手に入 候 如何 可 有 御座 ゃ拜 之 節. はや) 相 

伺 度 候 以上 

山寺 仁兄 座 下 

〔六 三〕 縑原桐 山に 贈る 

今春 板 行 之 江 U; 名家 一 覽 V- 申 小冊 

勝 一 咬 風 VJ 出 來仕候 故 三 絶句 を 口 

此小册 儒家 而巳を 集め 候に は 無 御 

故總 計に て は 千 餘名之 人数に 御座 


啓 


拜 復 


到 來仕候 所 其 內旣に 賤名を も 錄し有 之候不 

占 仕 候 御 一 凝に 舉供候 痛く 御 斧正 奉 冀候尤 

座 詩歌 連 俳 書 畫技藝 之 類 迄 到て 廣く 集め 候 

候 詩 中 萬餘指 VJ 申 候 は此義 にて 御座 候 


有， 人。 惠 x「 春 所 = 刷 印， 記-都 下 諸 名家 字 號-册 子 ー；閱. 之 賤 名亦收 在" 其 中： 戲 題" 三 詩- 


天 保 十 一 年 

五月 四日 

(三省 は 姓 

不詳) 


八" 兄の 義御 

鶴 託 


都 門稅駕 未 = 周 歲： 好事 小 書 傅-姓 

一張 淸琴 萬卷 書。 從容 自適 見= 眞 

不. 好，， 功 名- 不 Ji^. 財。 吟 M 弄 號-生 


〔六 四， 


省に 贈る 


曩者 は御墜 簡奪殊 に 被 懸高意 京師 

感不淺 奉 多謝 候 乍 去 御 多事 之 御中 

に 落手 令兄 へ の 御 贈 物 も 卽日御 

乍 例 稲々 紛沓不 得 暇 隙 心外 之簡忽 

遞致乃 致拜見 候先以 夏氣漸 熟に 向 

懇切 令兄 之 義御囑 託 致 承知 候 御 謝 

^糙に 御 預申候 右 之義も 色々 御 心 

渡 得 貴意 候 子細 はもし 御手 之 御 都 

て も 市 情 を 襲 ひ 免 角 申 候 筋に て は 

書 f§ 玉 池 時代 (六 四) 三省 宛 


名： 堪. 咲 撰 人 籠絡 廣。 不， 分 i 石 與= 連 城： 

腴： 假饒流 俗 唤，， 迂 M 不 Js= 人 閒ー 丈夫： 

涯： 卷中 英俊 萬餘 指。 誰 與，， 象 山， 同，， 此 懷： 

長 野 市 近 山與五 郞氏藏 

ふ 之 御土產 して 重 寶之兩 種 御 貺與被 下 珍 

何： H(一!i 入 候 次第に 御座 候 金子 壹圓御 送り 糙 

屆申候 右 之 御禮御 挨拶 早速 得 贵意度 存候所 

悚息不 少候又 佐 竹周藏 出府に 付 同人 ふ 貴簡 

ひ 候 所 法 棘彌御 安和 之條 不堪 欣慰 且縷々 御 

辭も 厚く 被 仰 下是は 却て 猫 入 候 又 壹圓御 送 

配 之 御 様子に 候が 夫に は 及び 不申候 先便 鳥 

<fn に 出來 候なら ば 简樣に 候ビ申 候の み 何に 

毛頭 無 之 候 得ば 決して 決して 御 心配 は 御 無 

1 三 五 


書 簡 玉 池 時代 (六四)三^?:宛  一三 六 

用に 希 候 又 御 取替に 相 成 候 沖 一 も 又聊の 事に 候 得ば 是以御 配慮に は 及び 不申段 

々被 仰 下 候 御歸山 御雜費 等に て 此節も 御 不都合 之よ し 別して 其 御中 免 や 角 御 

心配に 預 候て は 却て 僕の 心事 14 ハ且吾 致し 候 得ば 向後 は 何 も 御 配慮 被 下 敷 

候此度 之壹圓 にて 贰 方の 御預 VJ 相 成 申 候 命に 任せ 春に 成 候ての 始末 柢 „ ^に錄 

し 懸御目 候問是 にて 御 安 培 可 被 下 候 小 費 之乘ビ 申處御 承知 被 下 於 僕も^ 大慶 

此 度の 御 屆物ー 々早速 御 渡し 申 候 其 上に て 右三 朱之義 左様 申 候 所 令兄に も 可 

也 御 悅之樣 子に 御座 候 都ての 事 僕 ふの 申處 にて 萬 端 御當人 にても 御 引 詰の 容 

子に 御座 候 最早 八月 迄 VJ 申 三 四 ヶ月の 事に 候 得ば 無事 其 期に 御歸^ 御座 候 様 

御 贈物 は 向後 は lej- に御斷 候 

所 祈 御座 候扠又 胡桃 肉 澤山御 惠投被 下 何共々 々毎度 痛 入 申 候 高 情 厚く 感謝 乍 

憚 北 堂 前へ も 宜敷御 謝 辭被仰 上 可 被 下 候 先 は 緊要 耳 匁々 及 裁復候 前書 御卽答 

に 不及段 は 仁者 御 寬宥被 下 度 候 惟 望 珍重 

端午 前 一日  啓拜復 

三 劣 仁 友 足下  . 

朵 I 苒白濂 洛關閩 書 朱 文 公 節 要 兩書之 價御問 合に 候が 節 要 之 方 は 如 M か 據洛關 


(塾生 長 谷 

川 慎 七郞) 


天 保 十 一年 

五月 十七 日 


山寺 氏も存 

外の 御役替 

明 十八 日 ffi 

立 


又 白 

^  メ -a 


は 張 

又 其 


伯 行 刊行 之 外 板 本 有 之閒敷  >」存 

外 何 也其此 表の 御用 向 無 御 遠慮 

如何 さま 燦然 W 美事 之 事 每度愼 

御 在京中 國歌も 御 修行 御座 候 


壹是 

被 成 

被 成 

座 候 

然る 

譯拜 


御 無 音 一 


下 

幸 


度 侯 

御懇 

早速 

右 之 


謝 旁 御 一 


候 何れ 書肆に 相 尋ね 後 信 報知 可 致 

可 被 仰 下 候 

七郞坏 

か 其內御 


も 見せ 致 感心 申 候 令兄 之 

示 及 被 下 度 希 候 ■ 


高 田 幾 太に 贈 る 


簡忽之 

佳 勝 可 

挟 春 初 

情 不知 

調味 差 

御請 も 

宥恕可 

左右 相" 


松 代 町 原淳 造氏藏 


書 簡 玉 池 時代 (六 


至 申 上 譯方も 無 御座 舉恐惶 候 追 日 

爲 入，、」 奉 遙祝候 隨而拙 生 義も不 相 

に は樓々 御 細 答 殊に 御 繁劇 之 御中 

所 謝 難 有 奉 存乍然 何せ ハ懼入 候 次第 

出し 候處 何れも 珍しがり 甚饗應 に 

多忙 且懶 放に て大 延引 今日 VJ 罷成 

被 成 下 候 山寺 氏 も 存外 之 御 役替明 

伺候 此品 如何しながら 令 愛 君 之 御 

五) 高 田 幾 太 宛 


暑 色 

替健 

北海 

罷成 

重 ね 

十八 


罷成候 得 共 

在 仕 候閒乍 

產 の 海老 澤 

座 候 折節 年 

吳々 も 難 有 

て悚 仕 候 

H 出立 右に 

拜呈仕 候 御 

一 三 七 


御 擧家御 

憚 御 放 念 

山 御寵貺 

頭 來{ お 御 

奉 多謝 候 

義に 御座 

付 段々 申 

叱 留 是 祈 


書 簡 玉 池 時代 (六 六) 矢 澤監物 宛  一三/ 

追々 炎暑 惟 爲衆千 萬 御 自重 奉 冀候頓 首 

五月 十七 日.  啓拜手 

高 田 盟 臺 座 前 

猶々 乍惯 皆様ね 宜敷御 致 意 奉 希 候 令弟い つも 諸藝御 出精に 御座 候ゃ當 春の 

素讀の 調に も 大分よ く 御出來 のよ し 珍重 之 至に 御瘦 候乍禪 よろしく 希 候 

灭保ナ 一年 〔六 六〕 矢澤監 物に 贈る.  松 代 町 矢澤頼 道氏藏 

力 

以上 蠹戟不 S 迄 罷越風 ご 承り 候義に 付唯呆 果て 候て 嘆息 不堪の 餘 b に 極 密巾上 

候 □□ 近頃 下 谷 御徒 士町邊 に 住居 仕 候 何の 享 fgi 覺ピか 中 試 剪な しの 形劍 

を 指南 仕 候 もの 御座 候所此 もの 氣合を 數字不 叨御信 向 被 爲在嘉 兵 衞淸記 兵 助 

>  I  ^  ？  ^ 一  融 と は 此 字 を 川 .K 存1 マゝ UJ 1^  - - 卸 ん；！^^ 被？ 

右の 融へ被 ： て も 最初 被 遣 候 かにて っゐ 右の 融へ S 候 や 一?  ^ 詳 115^  £  § ^ス P  ^  i  , イネ.、 お. ffl, 

持 一 s-- 入 HJ 

.3  御座 候 由 誠に 膽の 刻れ 候 御事ビ 嘆息 仕 候 愚意に 舉存 候に は 右 之 者 定めて 上ミ 

名人： も 可 有 之 候 如何様の □□□ 昔 之 佐々 木吉岡 杯の 如き ものに も 化れ ーソ 

に 敵し 候 小藝に 御座 候 右 を 只今 諸侯 方 之御內 にても 天下 之 御 人望の 被 爲在候 
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書 簡 玉 池 時代 (六 六) 矢 渾監物 宛 


事 乍 恐 さ， 0 

候 は、： >^ そ れ 

末 藝之小 伎 

は 大道 之 上 

沙汰 も 無 之 

を 被 爲入候 

御 事 ど奉存 

總 ての 御 事 

も 又 一道 共 

事 も 御等閣 

にも いなも 

も 畢 竟 御 側 

ヾ， -乍惯 御 一 

往 W 相 成 候 
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御門 入 
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書 簡 玉 池 時代 (六 七) 鎌 原 桐 山 宛  一 PC 

こよ 相 成 かね 笑第此 上に 右 樣之御 振 まひ 不被在 候 樣の御 計 策 奉 願 度 恐 入 候 得 

ハ極密 申 上 候 事に 御座 候 何分に も 御 國家之 御爲に 御座 候 得ば 幾重に も 御 熟慮 

御座 候て 此後を 御 毖被爲 在候樣 仕度 奉 願 候 緊要 耳 申 上 縮 候 唯 折角 時 氣御厭 被 

遊 候 樣奉祈 上 候 恐 惶頓首 

不 染老臺 閣下  啓頓 首苒拜 

尙申上 候 右 之義北 澤叔藏 方に て 承 候に 付 御 側 向 杯の もの は 何，、」 心得 居候 や 

VJ 存じ ひそかに 一 兩輩を 探， 5 見 候 所皆內 心に は 嘲り 候 様子に 御座 候 左様 致 

し 上へ 向き 候て はふつ yj  口 をつ ぐみ 候 事 被存候 君臣の 閒 も简樣 にて は實 

に恃 まれぬ 事 W 奉存候 何事 も 唯 嘆息の み に 御座 候 以上 

又 丰上候 過 cn 賤母ふ 薪 の 苗 献じ候 節 何み 之 御 品 戴き 候ビて 深く 舞 有が 

り 申 遣 候 此段乍 序 御 禮申上 候 

天 保. H 年  〔六 七〕 縑原桐 山に 贈る 

a 山 1 Ji^i 大阪ふ 勤番に 此 表へ 參， 9 居候 銅 座 野 村 乾 一 郞ビ申 者 Is 鎖 ilil にて 此 


よ リ摘錄 す ，fiwl 々ま 近付に 相 成 時々 往來仕 候此表 至て 古器 物 を 好 候 癖 御座 候て 稀々 

前文 後 文 省 W チ 1 

li) られ 「 之 珍 物 を 藏有仕 候 勤番の 此 表へ も 數種持 參罷在 候 上に 近 比 無類の 名品 を此表 

にて 手に入 申 候 四 五日 已前 態々 參り 一 覽仕候 所是は 誠に 珍品に て 成程 外に 類 

(簡は 略す) も 有 之閒敷 被存候 爵ビ申 古代の 酒杯に 御座 候 其形狀 大略 右の 如き ものに 御座 

候 質 は 銅に て 御座 候 所 其 色靑綠 に變じ て い か に も 光澤 御座 候て 陶器の 様に 相 

見 へ 申 候 時代 を 承 候 所殷の 代の 物の よし 如何にして 三千 年を經 候て 形質 虧 

損 仕らで 吾圃の 今に 傳は， 9 候 やらん 不思議の 事に 御座 候 模様の 様子 萬 端 博 古 

圖に出 候所ビ 少しも 相違 無 御座 中々 贋物 杯の 手の 及び 候 所に 無 之 唯々 感心 仕 

候 外 兩漢の 品 も 有 之 永 平 寺の 開山 道元 禪師宋 より 持歸 りし 端 溪の硯 杯 も 妙 品 

に は 候 得 共 此爵に は 寄付 も 不仕候 

〔六 八〕 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 丸 山 熊 男氏藏 

本 月 十日 之 御 一 函 昨廿 五日 上 邸へ 罷越 北澤 君に て 拜接難 有 薰展仕 候先以 炎暑 

中 彌御淸 穆被成 御 揃 候 御 便 奉伺 欣幸不 過 之 奉 拜賀候 扠拜別 以後 は 方 外 之 御 疎 

書 簡 玉 池 時代 (六 八) 山寺 源 大夫宛  一四 一 


書 簡 玉 池 時代 (六 八) 出 寺 源 大夫宛  一 0 二 

閣断 t 不少候 尤北澤 君に て 時々 御容子 をば 詳悉仕 御歸路 折惡敷 雨天 勝に て旣 

に 御 逗留 數宇 不明が 却て 御 ロロ 御 不得手の 御 ロ樣 方に は 結句 御爲 ロロ 宜しく 

候 ひし 不迄も 承 候 事に 數字 不明 速に 御榮歸 之御悅 をば 申 上度存 數字不 W つ.^ 

彼此.、」 多忙に 取 紛れ 以之外 之 御 無音 申 上 © 召 之 程 も 如何 ご 奉存候 所に 樓々 不 

相 替御懇 口 被 成 下 今に 始めぬ 事數字 不明 之 御 量 深く 嘆 服 仕 候義に 御座 候 北 堂 

； P k 御 安心 之 御樣子 外數字 不明 兔も あれ 角 も あれ 此御 一事の みは 誠に 御数 字 

不明 に不勝 事に て 第一， 尊兄 之 御大 幸 數字 不明 候義に 御座 候 

一家 母，^  K せ 輩 も 健在 之 由 蒙 仰 何 ふ 降 心 之 義千萬 奉 多謝 候 扠又御 歸着之 節 も 品 

々母方へ 御 截惠被 成 下 候よ し 何共 御 □□ 御中に 奉 痛 入 候 御 事 深く 難 有 奉感戴 

实宜 3^ 御 ft.- 辭申上 候 様に マ」 母み も 申 遣 候 事に 御座 候 千 萬 心 謝 

一 母 心棘認 諸事 恐懼 戒愼候 樣御誨 ^多々 奉 謝 候 心 付 候 得ば 心 付 候程是 等の ェ 

ふ U 難く せ 成 に は 困. 0 はて 申 候 心 付 候 は ぬ 以ロは 總身麻 木 之 如き もの □□ 其 

身に 切なる 疾痛舸 癢を數 字 不明な きかの 覺へ も數字 不明 候 所 心 付 候て 繞 かに 

麻 木 を 免 かれ 候 得ば 唯今 迄 存じ もつ かぬ 場所に 堪へ 難き 疾痛之 口口 候 事を覺 


へ 様に 奉 存候免 角 吾輩 之當務 は. 誠意 之 事 ビ被存 候 事に 御座 候 

一 歐陽 □□ 之義 委細 辱 命 難 有 奉存候 口口 も 折角 岡 村へ も 口口 仕候義 に 付 成 候 

義に 御座 候 は > ^何卒 口 便 之 節 北 澤君迄 御 送 被 成 下 度 尤も 寫し 取に 相 成 候 口口 

庫 中 之 蠹を飽 し め 候 程に は 有 御座 まじき 歟 數字 不明 何分 所願 御座 候 . 

一白 井 □?」 か 申 劍客之 事 御^み 被 仰 遣 候が 是 等の 事 私 底 何共 か 共 申 上べき， や 

う も 無 卸 座 候 

一 旭齋御 訪數字 不明 て 云々 被 仰 下 是は隔 地ぐ」 い へ》」 も 御 ロロに 御座 候 子别， "子 

存東陽 諸君 時々 御 往來數 字 不明 座 候 半？」 神 飛に 不堪 候 御名 論 御 韻事 も數字 不明 

處不少 V」 奉存候 御 序 も 候 は  > -御洩 し 聞へ 被 成 下 まじき や 奉 願 候 

一 方 望 溪集涉 獵仕候 所 □□□ の 逸事 一道 見 當申候 定めて 御 承知 之 事共 奉存候 

得 共 n*! 者 拜借も 仕 候 年譜 之 內數字 不明 不申候 故 一 寸 抄出 兼て ふ 御 尸 祝 も御矿 

候數字 不明 呈覽 仕候是 全く 始 にも 申 上 候 誠 口 工夫 成 口 之 所 ど 深く 感服 仕 候 事 

にて お ー關をロロ不仕候ては畢党小ロの歸を免れ難き事^奉存候 

一 近 來陣元 口の 草書 長 幅風ビ 見當. -先づ 手數字 不明 頗奇 品"」 各 評し 候 事に 候 

書 簡 玉 池 時代 (六 八) 山寺 源 大夫宛  一 H 三 


書 簡 玉 池 時代 (六 九〕 綿 貫 新兵 衞宛  一 四 四 

が 口 無奈難 □□□ 耳是 のみ 慽 事に 御座 候 

一 御發ロ 以前 差 上 置 候 武經說 口 大全の 吳子 一 本 糙か御 擲返被 成 下 候事ビ 心得 

罷£ 候 所 近 來矚書 仕 候 節 右の 一 本のみ 見へ 兼 候 自然 も 御藏 書中に 紛れ 御行 李 

中に 入り 其 表へ 參、 り 候 義には 無 御座 候 や 自然 も 左様に 御座 候數字 不明 宜敷候 

が 便 風に 御 附し被 成 下 度 奉 願 候 千 萬 口口に 御座 候 

一 兩三 日 中 便 も 御座 候 やに 承り 明 H は又洒 侯の 方へ 被 招 候て 罷越 候數. ポ不叨 

. 御 返事 申 譯旁匆 々裁 此紙候 尙申上 度 事 も 御座 候 得せ ハ認 もの も少々 有 之 旁巾殘 

し 候 尙待後 信數字 不明 暑 爲衆千 萬 祈 珍 愛 

懼堂盟 臺 座 口 

七月 廿 六日  啓拜ハ 

苒啓乍 憚 皆々 様へ 宜敷御 致 意 可 被 成 下 候 御數字 不明 之 御 詫 言 も 可 然舉願 候 

以上 

天 保 十 5  S 綿 貫 新 \iK 衞に 贈る 

七月 4" 七 H 


候 彼 羽 か 歸純近 
文 翼に し粹年 
に 仕 程 候之來 
御 候 朱て 學程 
座 は を 緣に先 


久々 打絕御 左右 も不 奉伺 簡忽之 罪 難遁存 候乍然 時々 口口 君に て 御容子 承候處 

先 以彌御 淸適被 爲在珍 S 不過之 奉 遙祝候 □□ 君 にても 當年 は大に 御出來 にて 

麟兒御 誕生 盟臺 にも 嘸々 御満悅 ビ 存上候 其 以 前 旣 に 端 午 之 儀 幟 迄 も 御 送り 候 

よし S 前 知 之 程い か にも 感服 仕 候義に 御座 候 校 過 月 初 句 は 御 懇書 其 後 又 何よ 

好物 之 香 煎 御 惠投被 成 下 御 芳情 厚く 難 有 不知 所 謝 候 不打置 賞玩 塾生 輩に も 

配分 仕 候 事に て 家內中 孰れ も 膏澤に 潤 ひ 候 事に 御座 候 乍 憚 右 之 御 禮辭尊 嫂 前 

へ も 可 然奉希 上 候 ロロ轉 役 之 御見當 至極 左樣ビ 奉存候 □□ 子 又々 出府に て そ 

れ 丈の 策略 あ b や 否 御よ めかね 候よ し是又 至極 御 同意に て此 上の 處も 入ら ざ 

る 事ながら 祀國之 憂に 堪 へす 罷在候 鬼神 論 も 鎌 原 先生より 御 借 受御讀 過 被 成 

候よ し 御 過 譽は甚 恐 入 赧顔之 至に 候 得 ざ も 右 は少々 恐 者 之 一 得に て左樣 申^ 

得ば 大 言 之檨 にて 恐 入 候 得 共 近年 來程朱 純 粹之學 に歸し 候て 緩 かに 稃朱 を^ 

翼士  i は疾 文に 御座 候 樣奉存 候易萃 ニ卦 誠に 鬼神 を 論 候斷案 VJ 被 存候此 二 

卦無之 候て は 右 之 論 は 出かね 巾 候 右に 就 候ても 易 こそ は 誠に 神明 不測の 經典 

ビ奉存 候 近 來邵子 之 經世書 全 本 を 得 候て fl 秋スほ 5 は is I 研究 仕 候 所 又 希代 

書 籣 玉 池 時代 (六 九) 綿 貫 新兵 衞宛  一四 ^ 


書 簡 玉 池 時代 (七 〇) 水 野 瀨兵衞 宛  I  E.K 

に 面白き ものに 御座 候 其 外 大學格 致 之訓に 於て 傳に 比すれば 大にカ を 得 候 事 

卸 座 候て 近頃 手に 取， り 候 如く 見出し 候 物理 數 百に 下り 候 はす それ を その 儘 詩 

に 作， 0 候 も 最早 五十 餘篇に 罷成候 冤ても 御 面 話 は 出 來不申 候 得ば 近 便 右 之 詩 

にても 錄し 入御 覽可申 候文 章 も 何 か 呈覽仕 候 様に 蒙 仰 候 得.》」 も 手 錄仕候 隙 無 

御座；^, 間 手隙 御座 候 迄 御 訴訟 申 度 候廣き 都下 格別 之 君子 者お 之 や 御 尋に候 力 

成程 廣き i 勿 听に候 得ば あ b もこ そし 候 は め 是 VJ 中 人 も 承..^ 不 ぶ.^ 從來琴 校 

の 敎も無 之 候 得ば にや いづ 方 も 傑出の もの は拂 底に て 嘆息 此 事に 御座 候 

餘 h- 御 無音 恐 入 候 故 多忙 中ながら 過 月の 御 返報 戴 物の 御禮御 左右 伺 旁 申 上 候 

な 折角 時 氣御厭 可 被 成 候 □□ 達 へ も 乍 可 然御致 意 舉冀候 以上 

東陽盟 臺 梧 右 

七月 廿 七日  • 啓 拜手 

天 保 十一 年  〔g〕 水 野瀨丘 ハ衞に 贈る  東條 W 水 野 mw- 次 郞氏藏 

七月 廿 七日  " 

打絕卸疎澗^！^本怠候今以秋暑退兼候得共尊大人御始め彌御淸穆に御麼候ゃ承 


事存 候い 度 琴 
も じ やかに 取 
な 出ら に は 出 
く さん 御必し 
候ぬ 杯 出ず 候 


度， 琴 事 は 其 後 は 如何に 候 や 定めて 不斷 御玩？ 一存 候 去年 來ヌ々 御 打 立ても 候 

や 何 ぞ御新 得 は 無 之 候 や 御文 通 こそ 致し 候 はね 琴 取 出し 候 度に は必 すいかに 

御 出 候 やらん 杯 存じ 出さぬ 事 もな く 候 何 ぞ 御 考も候 は、. -被仰 下 度 候 扠此頃 風 

VJ 承 候 所此節 宅の 稽古 甚衰廢 にて 贵君 始め 御 出席 も 無 之 候よ し 其 子 刹 はい つ 

の 頃に や 余- 兒氏ど 八 田 氏 ビ何か 申 合 候 事 候て 夫 々互に 相 募 b 余- 兒殿 も遂 出ら 

ぬ 様に 相 成 候 やの よし 定めて 御 承知 之 事，、 一存 候 乍 去 尊大 入の 御 事 は 先 子 ふ 

之 御 古老 二て 候 得ば 稽古 之 義に付 不爲め 之 事 も 候 はゾ御 異見 も 可 被^ ヌ私 へ 

も 仰 も 可 被 下 候の 所 左 も 無 之 候 得ば 全く 唯風說 のみの 事に や 何れに も 氣遣は 

しく 候 故 貴君 迄 御 問合せ 申 候 自然 實に右 等の 事 御座 候 は、.^ 最初み の 始末 を 乍 

御 面 S  仰 下 度 候 夫に より 巾 を 取り 候て 雙方を 和 熟 致させ 只今 迄の 如く 出精 

致させ 度 候 事に 御座 候此段 何分 御 頼 申 候 乍 憚 尊大 人へ も 宜敷被 仰 上 被 下 度 候 

殘3^<?折角御凌可被成候多忙中用事のみ匆々以上 

水 野 賢 友 梧 右 

七月 廿 七日  啓苒拜 

書 簡 玉 池 時代 (七 〇) 水 野 瀨兵衞 宛  一 四 七 


書 簡 玉 池 時代 (七  一 ) 一二 省 宛 

〔七 一〕 三省に 贈 る 


久敷御 安否 も 不承 朝よ ひ 

事 も 無 之 候 處に本 月 八日 

後口 御腹 狀御 失調 のよ し 

承 候 所；^ 角 御 氣分御 塞 ぎ 

御 心 胸 を いかにも くわら 

生 之 梧桐 月 白 懷中照 楊柳 

が 心 を 苦しめ 候 樣の事 は 

候 是は則 第 一 之 學問此 外 

一 乾 杏 肉 澤山御 惠投被 下 

一 令兄 之 御 事に 付縷々 之 

立 致候閒 兼て 約束 之 通， - 

る 八 E? 迄 P- 見合せ 候て は 


に 琴 取 出し 候に もい かに 

の 御 一 函佐竹 氏 ふ 相 達し 

抚々 驚嘆 之 御 事に 御座 候 

候よ し 散々 之 次第 何分に 

b  V- 御 放 開 候て 御 養生 候 

風 來面上 吹 钚の胸 懷を御 

有 之 問 じく  VJ 奉存候 何分 

に 學問は 無 之 小 子 は 相 

千 萬 辱 次第 殊に 嗜 好 之 品 

御懇辭 委細 致 承知 候 私 方 

支度 致し 候 余： 子 借し くれ 

如何 W 申 候 所屮々 御 承引 


一 四 八 

松 代 町 三 井圓ニ 郞氏藏 

御 出 喉 やらん 杯 存じ 出さぬ 

欣然 致 拜展候 然る 處 御；？ i 山 

い か な る 事 に や 候 ^ 佐 竹 に 

も 性 命 は 萬 事 之 根本に 候 

にしく ベ か らす 候邵堯 夫 先 

學び は  何-にても 我ビゎ 

此の所 御 修行 候 様所禱 御座 

心得 候 事に 御座 候 

に て吳々 も 不堪 感謝 候 

へ も 御 出 候て 去月 晦日 頃 出 

候 様に 御 申 被 成 候に 付來 

無 之 達て 御 歸り被 成 度 御 申 


候に け 佐 竹せ ハ內話 仕 候 所 御宅 にても 只今 迄 珍ら しき 御 長 逗留に 付 もはや 铜歸 

.0 候ても よき 隱に御 覺悟候 W 申 候に 付 夫々 金子 も 御 渡し 申 候て 都合 贰兩贰 分 

"t^ 朱に. „ ^成 候て 御 路用 は 御 出立の 節 上げ 可 申 ど 申 候 所 其 後 承， 9 候 得ば 先又暫 

く 御 逗留 御座 候 御 合 之よ し 察し 候所兔 角に 御 小 費 等 を も 筋合 を 申 候て は 御 引 

つ め 申 候 故に 右 等の 御 計 策 も 御座 候 やらん.、， -被察 候 乍 去 精々 贰兩金 之 出入に 

御 座 ll^iuA? ば 聊 の 事 に 御 座 候 夫 に て 又 暫 く 此 表 に て 御 修 行 .、，- 申 せ ば 所 謂 一 失の 

一 得 VJ か 申 もの VJ 奉 存候其 上も尙 御つ，.^ 出し も 被 成 度 御 注文 も 御座 候 ひしが 

佐 竹に 申 合め 其 謀略 をば 打破， -申候 得ば 先夫 は 夫 切に 相 成 申 候 御 取替 之 分 前 

に 申 候 如く 贰兩贰 分 或 朱に 御座 候 此度御 送り 之 壹兩贰 分糙に 落手 尙壹兩 或 朱 

殘， 5 に 相 成 居候 左樣御 承知 被 下 度 候 毎度 御母様 御 伯母 樣ふも 御 懇切に 御傳 言 

被 下 奉 謝 候 尙又宜 敷 御 致 意 被 下 度 候 多忙 中奉復 迄に 如此 御座 候 唯 折角 御 保 重 

所 祈 御座 候 以上 

三 省 賢 友 足下 

七月 廿七 日  啓  拜復 

書 簡 玉 池 時代 (七 一 ) 三省 宛  一 M 九 


-u 然と 心 を 

維持す るの 

妙 御- m 候 


： 大保十 一 年 

八月 廿 四日 

嘉助樣 弊 度 

へ 御 著 


書 簡. 玉 池 時代 (七 二) 八 田 嘉右衞 門 宛 

苒白 本書に 申 進 候 通 何分に も 心 上 之 御 工夫 專 

讀 は 入らざる ものに 御座 候 四書 小 學 近 思 之 類 

候 方 可然候 如此候 得ば 格別 心 思 を 勞し候 事 も 

るの 妙 御座 候 ものに 御座 候 何分 如 此に兩 三日 

せ 被 下 感吟 致し 候 御 草稿 は 其 儘 御 賀申候 御 句 

恨む らく は悽 椀に 過ぎ 候歟 是は舊 作に 候が 鳥 

倦來 拋，， 書帙： 物现靜 此窮。 游魚 自澄 刺。 啼 

庭 陰 吟，， 柳 風； 世 無 =邵 夫子： 玆懷誰 與 同。 

た ビひ御 病中た b 其 如此 襟懐に 御成、 り 候へ か 

以上 

尙々 毎度ながら 御手 筆 はけし からす 美事 之 事 ど 感嘆 不淺候 


一 五 〇 

一 VJ  ：:^ 候 御 i:^ 屮は書 

一 日に 兩三 章 づっ寬 

候 はすして 自然^ 心 

も 御 試 可 被 成 候此度 

調 之 所 別段お 念 も 無 

渡 錄し御 目に 掛候 

鳥 亦 冲融。 欄 角 嘯 =梧 


も 


,/」 


ク 

を 維 

御作 


御 多 

御讀 

持す 

御 見 

お 旦 


月 一 


し V,- 禱 候み 外 他事 も 無 御座 候 一 


〔七 一一〕 入 田 嘉右衞 門に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


十九 日朝 嘉助樣 御 途中 甚御安 勝に て 弊 廬へ御 著先以 目出度 奉 拜贺候 右に 付 


此秋 暑に も 彌御淸 適に 被 爲入候 狀委敷 奉伺 歡喜不 過 之 雀躍 仕 候 將又嘉 助樣御 

出.. ォに付 御 細 書 を以御 懇命 を 蒙." 恐 入 候 乍不及 如何 底に も 不苦筋 は 御 相談 も 

可 申 上 候 扠又能 こそ 御 落 付 被 下 候 事故 乍 手狹其 都合 仕 奥の 書齋 をば 嘉助 様に 

差 上 御 家お の 衆は岗 様々 々 に 屏風に てし き..^ 差 置 可 申 御 道具せ ハは是 に 御收め 

可然 不一 々手箬 仕 成程 始終 は 何豫御 窮屈に も 候べ く 候 得ば 此近邊 遠から ぬ 程 

之听に 借り 座敷 杯 御 借 も 可 然候得 共 先 御 心 長に 是をも 御詮整 候へば いくら 

も御隨 意の 所 可 有 御座 且又 此邊 にて 候へば 時々 の 御 面 話 も 自由なる のみなら 

此度 出訴に す此度 出訴に 御 使 ひ 被 成 候 者せ ハの 宿所に も不遠 八丁 堀 への 御 通路 も 程近く 其 

候 者 共 11 トの 御遊 覽 にも 何れ へ の 都合 も 宜敷候 得ば 御 借 座敷 杯 被 成 候に も いづれ 此近 

邊に御 定め 被 成 候 方 可 然但兩 御屋敷へ 少々 手 遠 之 様に 候 得共是 も只壹 里に す 

ぎぬ に 候 得ば 格別 之 御 差 支 も 有 御座 まじく 且又 餘 に 御屋敷へ 近 過ぎ 候て 

、ら n- に 迄 も 寺々 相 IJS: 候 V- 申より は少々 手 遠ビ申 位の 處 却て 御 都合に も可宜 

はん 杯 申 上 候て 先 今日は 段々 の 御 疲れ も 候 半 すれば 篤 S 御 休息 候て 明 R 南 

部 坂 會所钚 へ は 御 出 候ても 可然又 早速 御 話 も 候 は.^ 御手 紙 にても 可 被 遣ビも 

書 簡 玉 池 時代 (七 二) 八 E 嘉右衞 門 宛  一. 五一 


書 簡 玉 池 時代 (七 二〕 八 田 嘉右衞 門 宛  一 五 二 

申 上 候 所 達て 今日 會 所の 者 ビも面 會不致 候て は 差 支 御座 候，、」 て 十九 日 靈 頃に 

直に 私 方よ.^ 南部 坂 へ 御 出 尤も 今晩い かう： #!  く 相 成 候 得ば 明朝 早く 御！ 1^-..^ に 

可 相 成 御 家來衆 をば 其 夜 も 私 方へ 御返し 可 被 成 樣御申 御 出掛 被 成 候に 付 御 家 

來屍， り 候 は  >  筒檨可 致 杯 用 意 ビ申 程に は 無 之 候 得せ ハ其 都合 仕 si^ 候 所 其 夜  一 ^ 

に 沙汰 も 無 之 翌朝 四ッ時 頃に 相 成 候ても 御 音信 無 御 歷候故 如 被 成 候 事 やぐ. - 

無 覺束存 居候 所 へ 與兵衞 罷越申 聞 候に は 今日 南部 坂會 所の 御 人の 御世 話に て 

赤 坂裏傳 馬丁に 御 借 宅 を 被 成 候て 今晩 其方 へ 御 引 移， りに 相 成 候に 付 御駕^ 幷 

御 道具せ ハ 取りに 參り 候ぐ 一 申 候 故大ぃ に膽を 刻し 候て 與兵衞 へ 挨桜仕 候に は 夫 

はけし からぬ 事に 候 昨 も吳々 申 候 事 も 御座 候に 一 向 御 相談な しに 右 様 模様 

を御替 へ 候 事 全く 會所兩 人の 御勸 めよ， 9 出 候-. - 、^ 被 存候先 第 一 赤坂邊 にて は 

御屋敷 へ の最寄 はよ くも 候 得 共 出入 懸. 9 の 者 共の { 伯 所 へ も甚 御手 遠く あまつ 

さ へ 此度 御內狀 にて 被 仰 遣 候 何 か に 付 見込 を 申 候に も甚 不便に て 其 上に も猶 

申に くき 御 案 事 を 申 候 次第 も 候 得ば 今よ，." 直に 御屋敷 へ 罷 越し 御 面 話 を以內 

存をも 可 申 上 侯 得ば 其方 は 先 被 仰 付 候 通， 9 御 道具 を 爲蓮可 申 V,- て 夫よ 直樣 


所 合 事 手 御郎 樣內 今朝 日 も f) 出な 手 私 


内 く 銅來 御/ if 
に 共 座 候 勝 日 
御此 に亊 手に 
注 御 野な 方此 
文 近 村ら よ 度 


者 

下 

率 

が 

佐 

逢 

jm. 

て 

申 

せ 

被 

今 

竹 

の 

な 

候 

始 

翌 

成 

も 

內 

所 

め 

廿 

候 

は 

傍 

外 

共 

會 

故 

話 

へ 

御 

所 

只 

B 

し 

居 

御 

は 

ち 

は 南部 坂へ 罷越候 御 目に かけ 候て 無人 境に て 御 內話申 度 由 を 

狹故 中々 存意 通りに 參.^ かね 候に 付竹內 八十 五郞 氏の 二階に 

し を 申 度 由 を 申 候 所 昨夜 中 御內々 に て 御門 內 へ 御 入 被 成 候 故 

候 事 は 御迷惑 VJ 申 事に て 實當惑 仕 候 其 內松澤 外 へ 出かけ 候て 

不申候 故 鳥渡 存念 を 申 候 所 右 も 無餘岐 次第にて 家 を も 借.^ 候 

出來 兼候閒 何れ 明日 參り 候て 委細 之 様子 を も はなし 可 申.、」 御 

は 參り候 甲斐 も 無 之 i ぶ 敷 屍り 候 所 翌日 は 雨天に 付 御 出 も不被 

より 御 出 被 下 候に 付 段々 の 存念 を も 委細 申 上 候 所 公事 懸 の 

の 所は甚 不便 V- 申且 十九 日に 御内 話 御座 候大阪 一 條も I が i 

i-i 有 之 大阪逯 迄 脚 出向に 相 成 候 事 も 御座 候 半 か 乍 去 此方に て 都合 出 

被 成 度と 御内 話 も 御座 候に 付 私 申 候に は 夫 は 幸此節 大阪ふ 勤番 之 

と 申者懇 志に て 折々 宅 へ 參り 候閒私 方に 御 休息 之閒 なれば 尙幸 左な 

出 候 得ば 手 安く 御 引合せ も 可 致 候 最初 は 事 もな く 御 出逢 被 成 候て 其 

懸りを 御 捲へ 被 成 候 はぐ 必ず 御 内談の つき 候<# 月 J:-  c;^ 陵 a? ぶ 4 '日 

も 可 有 御座と 申 事 を 御内 話 申 候 事に 御座 候 -R- カオ 

せ もの も 方 付 可 申 候 得ば 其 節 早速 此邊 へ 参り 度 V- 被 仰 候が 御 

會所兩 人の 氣向を 損じ 不申樣 に 御 取 計 ひ 被 成 度 思 召 之 樣被存 

書 簡 玉 池 時代 (七 二) 八田嘉 右衛門 宛  一 五三 


計に て 會所引 

內意を 探り 候 

候是も 至 極 御 


書 簡 玉 池 時代 (七 二) 八 E 嘉 右衛門 宛  -ic 

尤もの 事に 候 得 共 大抵に て 可 然か且 最初 與兵衞 へ 申に くき 御 案 事の 筋 有 之"」 

申 義は會 所 兩人ビ 申 もの 才覺も 人に 勝れ 候 か はり 又 人に すぐれ 由斷の 出來ぬ 

ビ申 內-^ ム 1%  V」 申 者 尤も 怖ろ しき 所 御座 候 得ば 何 かに 付 御 案 事 を 申 筋の み 多く 

候 得ば 餘. -其近 邊に御 出 不被成 方よ ろし かるべく 候 私近邊 にて 候へば，、」 て 私 

の 力量 格別 之 御 爲に相 成 候 事 もお 御座 まじく 候 得 共從來 格別の 御中に 候 得ば 

,丄 6 力に 及 候 丈 は 何に 不寄 御爲を 存じ 候 譯に候 得ば 旁以  一 H も 早く 此近邊 へ 

御 置 申 度 候 重 平 歸り候 節 御 懇書 幷多 助よりの 御 書 添 御挨接 御着 御 悅を中 上 度 

鳥渡 立 寄 候 樣申置 候所廿 二日 御 目に かけ 御 內話不 仕 候 內には 餘り不 詰." 千 萬 

之 事に 候 得ば 申 上様 も 無 御座 且又 重 平義も 急に 廿ー り 候よ し 右 故 御悅び 

等餘り 延引に 罷成候 其 段 は 御 海容 可 被 成 下 候 嘉助樣 只今 迄 御 他行 も 無 之處に 

て 御 案 事 も 被 進 候 事 御 道理に は 候 得せ ハ本 より 御 如 才も無 御座 候 得ば 御 掛念被 

爲過 まじく 候 又 命 を 蒙 .9 候 迄 も 無 御座 候 存付候 事 は 乍不及 如何 底に も 可 巾 上 

議御 同道 1^ 得ぶ 是又御 省 慮 被 成 下 度 候 一 體此度 鐵樣御 同道 之 御 含に 御座 候 ひし 處左樣 

のき 含に 御  {  • ) 

表 ひし 處 無 御 墜是は 大に殘 念に 奉存候 大分 御氣 象の よしに 候 得ば 御 出御 座 候ても，^ の 


Jfii 度 をに のる此 
候 も 致て 滿所後 
の し 其ち をの 
に 置 補 候此か 
御 申 ひ 場 節く 


御氣遣 ひも 有 御座 間 敷 候 處に御 出御 延引 候 事吳々 無 本意 事に 奉 存候扠 此程承 

h^候得ばをば樣久しく御不例にて被爲入候ょし散々之御事に御座候尤も格別 

之 御 義には 無 之よ しに は 候 得 共 大に御 案 事 申 上 候 嘉助樣 御 立 後 M の 御-障...' 候 

御 事 は 無 御座 候 や 奉伺 候 追々 凉氣 にも 相 成 候 少しも 御 早く 御； 牛 善 御座 候檨奉 

祈 候 御前 様い つも 御輕 健に 被爲入 候て 先 何より 重 奰之御 事に 御座 候 何分 萬 端 

〔：5 年 は 作 f 御保嗇 御座 候て 御 返 算を被 重 候 へ かし VJ 奉 禱候外 無 御座 候 扠又當 年 は 作 毛 も 

も収 わき fi 

敷樣子  取 わき 宜敷檨 子に て 祭 禮杯も 賑やかに 仕 候 由 仰 之 通 b 先年 御 骨折 御座 候 時分 

はいつ 其 様の V- かに 相 成 可 申 や 存候所 格別 年 もへ だてす 右 等の 様子 誠に 天 

地 變作之 妙 先 第 -ー 御國 家の 御 爲に奉 恭悅候 事に 御座 候 乍 去 天地の 閒は 缺れば 

満ちみ つれば 又 かくる 者に 候 得ば 此 後の かくる 所を此 節の 満ち 候 場に て 其 補 

ひ を 致し 置 申 度 ものに 御座 候旣に 先達て 中 極 密右之 義に付 御 勝手 方 幷に御 勘 

定 吟味 迄 見込 を 申 候義も 御座 候 所嘉助 樣御內 話に て は少々 右 等の 御み いみ も 御 

座 候 やの よし 乍然 下々 末社の 了簡 も 加り 候 故 やい つもぐ 大作 用に 無 之哲小 

智術 のみに はい ひが ひなく 奉存候 事に 御座 候 乍 去 右 等の 義はゅ 上 候 迄 も 無 御 

書 籣 玉 池 時代 (七 二〕 八 田 嘉右衞 門 宛  一 五 五 


書 簡 王 池 時代 (七三) 鎌 原 桐 山 宛  一 ぎ 

座 御 &言は 御 訴訟 申 上候此 紙面 を も 御覧 後 御 火中 可 被 成 下 候 先 は 御 懇書 之 御 

挨拶 旁匆々 中 上 候 尙又御 耳に 入べき 義も 御座 候 は.. - 後便 可 申 上 候乍惯 御總容 

様へ 可 然御致 意 奉 希 候不馨 

伊勢 町樣  修 理 

八月 廿 四日 認 

.^^s  S 縑原桐 山に 贈る 

c 此寄簡 桐 其 御 地 は 如何に 御座 候 ひしゃらん 此 十日 此表 先年 八朔 大荒 御座 候 ひし 後始て 

娜 II 文 後 の 大風 雨に て 弊 魔の 板屋 大半 吹 破り 五 株の 柳の 內第 一 株の 大枝 を 吹 折 h- 圍ひ 

れて 無し) の 垣 を 吹 倒し 候 所數筒 所有 之 誠に 意外 之 剩費大 に 迷惑 仕 候 其 風雨 最中に は 目 

も 口 も 開き 候 はぬ 位に 候 故 中々 外へ 出て 其 防ぎ を 仕 候 事 も あぶなく 候 故出來 

兼 只 其な， - ゆき 候 ま、 に 致し 置 衣類 調度 書物 等 を ぬらさぬ 様に ビ手當 仕 候 事 

に へ ざ も 中々 盆 を 傾け 候より 甚敷 雨に 候 故吹卷 きし 屋根の 穴より^ 布の 樣 

に 水 落 候 故 大半 疊をも 上げ 取 片付 候 事に て 先 大抵 火事に 逢 候 半分 位の 騒ぎに 


て漸 一 兩日前 所々 修復 も 出來候 申 仕 合 一 鉢 屋根 も 先達 而 風雨 之 節に 少々 破 

られ候 故 其 修復 序に 所々 手 を 入 させ 先 來年迄 は 勞も有 之 閒敷存 居候 所大 なる 

祟 をく ひ 候て 大 迷惑 を 仕 候 乍 去 都下 一 統の 事に 候 へ ば 繰 言 も 不用 之 事に 御座 

候 詩人の 五山 杯 は 又 小生よ. -は甚 敷 風 破の 由 板屋 殘らす 吹 さられ 門 も 吹 倒し 

候 由 都下 一 铳に 右の 次第に 御座 候 故 立 入 候 事に 候 得 共 職人 手 閒钚も 其賃平 R 

に殆ざ 三倍 も 致し 平日 四 匁 五分の もの 十 匁 又は 三 朱 钚ど相 成. - 右に 准 じ 竹 木 

共に 大半 賈は 口し 申 候 其 中 にても 外向 は 大抵に 取 繕 ひ 候 はすして は 不叶候 故 其 

始末 仕り 先漸事 をば 了し 候 得共此 跡の 所 一 苦み 苦み 候べ く ビ奉存 候 

九月 十八 日 

御屋敷 板稱 大方 吹 倒し 南部 坂 御物 見 半潰れ 氷 川 本 多様 御 長屋 吹 潰し 右に 付 

少し 烟立候 得せ ハ 火事に は 相 成， 5 不申谷 町 大水 腰 迄 程の 深 水に 而 半日 程は往 

來止， 5 候 由 

汁 一年  〔七 四〕 宮下主 鈴に 贈る 

書 簡 玉 池 時代 (七 四) 宮下主 鈴 宛  一 五 七 


書 簡 玉 池 時代 (七 四〕 せ： 下 主 鈴 宛  一 3「z 

打絕御 疎濶背 本意 候 近日 冬 冷 相 加 候 得 共 尊家 御 摘 倍 御 淸祥可 被 成 御 興 居舉拜 

贺候扠 先達て は 御 佳 稱 を 被 得 六 禮も御 首尾よく 御 整 候 由 傳聞仕 候 嘸々 厳 慈 二 

大， >  にも 兌 奉 察 竊に遙 祝 仕 候^に 御座 候 多忙 巾 右 之 御悅も 遂に 夫な." 

因循 稽緩宽 ねん. -背 本意 愧悚不 少舉存 候 唯 仁者 宜しく 御 海容 被 下 度 候 將又北 

山 愚 甥も不 斷可裴 御敎授 多々 奉 謝 候 何分 幾重に も 御 督貴之 程 奉 仰 候 兔角提 は 

浮薄の 方に 流れ やすき 资 質に 見 受氣遣 はしく 候 ^ そこ 所 も 御 含 置き 宜敷核 御 

訓導 奉 願 候 然ば東 遊 之 節奉貨 仕置 候韓柳 文近來 塾生に も 勉めて 作文に 心 S 候 

考御^  tl^ に. V 一  過 も 致させ 且校字 も 致し 置 度 候 閒乍御 面倒 荷物 便の 節此 まへ 

御 擲返被 下 度 舉冀候 尤も 脚 錢 は 此方に て 遣し 可 申 候 閒其段 宰領の 者へ 被 仰 な- 

可 被 下 候 千 萬 所 祈 御座 候 其 後 御文 字 は 如何 や 鎌 先生よ." も繁々 の 御文 通に 候 

；—、 4 兄の 御^ は 一 向 無 御座 乍 去定て 折々 御 著作 も 御座 候 半，、」 舉 想像 候 御 近 製 

一 兩首御  に 卸 示 及 被 下 候 は マ 可 爲萬幸 候 維時 倍 冷 折角 以御 自重 御座 候 様 所 

frA;s 御座 es! 乍惲ニ 大人 へ も 宜敷御 致 意 奉 希 候 冗 次 不壶所 欲 言 

初冬 九 R  . 1^1. 拜 


宮下 長兄 斐 几. 

小 白 近日 之 拙作 呈覽仕 候い つちく 無 取 飾 燕 篇 想當發 一笑 耳  、 

郊行 

散步 愛，， 秋晴： 卒郊 窮，， 遐矚： 稻 田已垂 *。 楓場猶 維お。 征雁聯 時分。. 間で ぶ斷 

復績。 觸目理 妙存。 相 羊悟悅 足。  . 

象 山 啓 

天？， S  S 綿 貫 新 兵 衞に 贈る 

十一月 二十 

先達て 九月 十九 日 之 芳翰拜 接 其 後 早速 右 奉 復も申 上 度 舉存候 所に 打續 き种々 

之 賤幹蜩 集 乍存御 無音に 打過悚 息無已 候に 又々 御 棄絕も 不被成 下 本 月 初 六 御 

認めの 御 手帖 御 投下 扠々 難 有 恐 入 候 次第に 御座 候 先 以寒威 相 募 候 得 ざ も贵家 

被 成 御 揃 倍 御 多祥 淀 慰 之 至 奉 扑賀候 小生 義も 幸いつ も 頑健に 罷在候 間 乍惯御 

過 念 被 成 下 まじく 候 偖 此度之 御 手帖 急用 ビ 御題し 被 下 候 故 何かビ いそぎ^.^ 

仕 候 所 御 傳聞被 成 下候淸 人へ 差 贈. 9 候 詩集の 序文 認め 候 こ，、」 にっき 皇 朝の 御 

書 簡 玉 池 時代 (七 五〕 綿 貫 新兵 衞宛  一 五リ 


梁 川 ー巌と 

申 詩人 詩集 

を 只今まで 

數篇致 彫刻 


(S 庵 は 藩 

士佥子 丈 助 

の號 なり 書 

を 能くす) 


書 簡 玉 池 時代 (七 五) 綿 貫 新兵 衞宛  一 六 〇 

威稜の 落ち 候 はぬ 樣心付 候 檨御垂 誨被成 下 今に 初めぬ 義 ながら 御 懇情 之 程 厚 

，有且 御 卓見 之 義歎感 仕候但 尊書に は 何か皇 朝の 詩 を 小生の 取り集め 候 様に 

被 仰 下 候が 左樣之 事に て は 無 御座 候 隣家に て 御座 候 梁川歷 巖？」 申 詩人 ^ま§ 

歉 ， £  I  f  ？  ?s  g  i  f 1 詩集 を ロハ 今まで 數篇致 彫刻 此度五 編に も 及び 候 事 

5  . き J  ,  > き ecc;,- に はよ き 手より 有 之 此節洁 國に顕 祿と中 もの 有 之 頗る 文才の 

ゆ ゑ 人 〈 も iit  .9  , ゆきて 淸嘉錄 、素 堂 叢書 等 致 著述 X 菊の 詩 を 百 首 作" 長 崎 へ 逍し 

雌れ は i§ ほ跌 sii^ss 右に 付ネ文 認め 吳 候へ ビ申賴 にて 認め 候に 御座 候 

乍 不及少 々は 格 致の 功 を も 累ね候 事故 御 不安心に 被 思 召 被 下 候 事 は 先 無 御座 

候 問 御 放念 可 被 成 下 候 旣に書 は 雪 庵 老人に 頼 度 其 拙文 草稿 をば 其老の 手元 へ 

遣し 置 候 閒其內 御 慰に 御電覽 被 成 下 度 候當時 淸國も 一 統に文 華 ひらけ 文 人才 

子 も 多分 有 之 其 詩文 集 も舶來 いたし 毎度 見かけ 候 所文辭 華麗に いかにも 達者 

に 見え 申 候 その 圃へ 遣し 候に 御座 候 故少々 心 を 用 ひ 却て 麗靡 浮華 をば 一 切脫 

落 只 義理 を 以て 勝. 9 候樣 起稿 仕 候 事に 御座 候 得 ども その 心に て 仕 候 ゆ.^" 先 は 

彼 邦 へ 遣し 候ても いかう は 恥 候 は _ ^積に 御座 候 いづれ 草稿 電覽之 上 御 一 笑 可 

被 成 下 候 


申 そ も 公夫 

上の 及 家 を 
候 段び の fli 

は 候 事せ 
不 故にば 


一 近日 御物 好に 御 詩作 御 始め 被 成 候よ しにて 兩篇御 示 及 被 成 下 難 有 拜見仕 候 

殊に 末の 御作 は 小生 之 不逮御 針 1^ 被 成 下 候て 不堪 感激 奉 心 謝 候 右 之 義に付 候 

て は 先便 も 蒙 仰 候 義に候 故 かねてよ. 9 心事 を 吐露 仕 申 上 度 存罷在 候 所に 候 得 

ばお 度の 高 作 御 寄 示 不被成 下 候ても 申 上 候 箸に 御座 候まして 又々 御 誕渝を 蒙 

hvl" 免 上 は 聊も御 隱し申 度 無 御座 候 成程 御 外見 被 成 下 候 所に て は 最早 七十に 近 

き 老母 を 離れ 候て 此 表に 卜居 等 致し 永住の 姿 をな し 候 得ば 御 不審 を 蒙り 候 も 

當然之 事に 御座 候 然る 處 右に は 深き 譯も 有之且 存念 も 御座 候 こ にて 中々 細 

筆の 及び 候 事に は 無 御座 候 只 紙筆の 及び か ね 候の み に 無 之 夫 を 申せば 公家 ひ _ 

事に も 及び 候 故 その 段 は不申 上候伹 老母 ど 致 離 居 孝子の 情 

御 尋ねの み を 申 上 候 高察の 如く もはや 母 も 老年に 候 得ば 此 

宿 外 へ 出 候ても 心に か 、hs 候 事の みに 候 へ ば 歸路は 必らす 

形の 如く 五十里 外 隔居仕 最旱兩 年に も 及び 候 故 朝 暮雨陽 風 

も 慕 はしく 且心 元な くも 存じ 候 へ ば此表 へ 引取 も 致し 度 候 

姪に ひかされ 何分 思 ひ切此 表へ 参り 候 事出來 かね 候 様子に 

書 簡 玉 池 時代 (七 五) 綿 貫 新兵 衞宛 


に 於て 安き か マ」 申 

表に 罷在 候て  一 二 

い そ がれ 候 位の 所 

雲 月 露に つき 候て 

所 北山の 姉 並に 

て 私へ 中 遣し 候に 

二 ハー 


候の 體を孟 
へ辦を 養子 
ば も 養 ふに 

御 ふ と 心 

座と 口 志 


書 0 玉 池 時代 (七 五) 綿 貫 新兵 衞宛  一六 二 

ょ是 W ならば 老て 子に 從ふ 身に 候 へ ば 參，. ^も 可 致 候 得 ども 自然 不快 等の 節 

姉 姪に 逢度存 候ても 叶 ひ 不申又 男子の 身に て は 往來も 易き 事に 候 得ば 若ィ 

快 等の 節 は 申 遣せば 宜しく 候閒 やはり 筒樣 致し 居候が 心 も氣も 安し，、 一中し 候 

此表 へ 引取 候 得ば 琅 細の 事ながら 竈 もニッ に 分れ や 候 故 作 活の爲 にもよ ろし 

く  i は 口 體の養 も 手元 なれば 何 V』 かも 可 仕 候 得ば 夫ら の 所 を 以て 識 b 候 得ば 

彌,^ 方 、呼 寄 候が よき 樣 にも 候へ ども 孟子に 心 志 を 養 ふ V}  口 體を養 ふ VJ の辨 

も 御墜候 へ ば e;3- 令少々 作 活の爲 にあしく 又た ベ させ 候 もの 意に 不任候 ビも只 

今の所に て 心安し 申 を强て 此方へ は 引取 かね 候 次第 又 姉に て 御座 候 もの も 

男子 V- て も 無 之よ く義现 を わき まへ 候 て. 母 の 取扱 も 殘る所 も な き やうに 致し 

く  候 故 そこに 安心 仕 候 場 も 有之且 男子 生れて 桑 弓 蓬 矢 天地 四方 を 射 候 こビ 

は 四方に 志 ある を 示し 候義た  膝下に 居候の みが 孝子に も 有 御座 まじく 衰頹 

の 家名 を も 振ひ不 及ながら 父母の 名の 不朽に 殘り 候樣に 心掛候 は、.^ 不孝の 罪 

をば 免れ 候 はす や V) 奉存候 事に 御座 候 愚意 如此 御座 候猶理 にあたら ざる 所 御 

座 J ^よ  >  御 提海铍 成 下 度 舉願候 扠又御 詩作の 事に て 御座 候が 暖 翁へ 御 贈." 被 


成 候 は 先 御 延引の 方 可 然奉存 候 御 和歌 なれば 至極 妙 ビ奉存 候 被 下 候 御 和 韻 を 

ば 申 上 度 候 所 此度も 急の 便 殊更 發書も 多分に 候 得ば 次便まで 御 日 延相願 候 近 

. 日感 する 所 あり 一詩 を 壁に 題し 候が 不出來 ながら 供 高鳴 候 御 一榮 可 被 成 下 候 

惡， 影 却 趨徒自 苦。 竊 b 掩， 耳更堪 多 方裝钸 爲，， 何事： 識，， 破 余： 餘， 已幾 時。 

扠 先便の 御挨楼 も此度 乍略義 一 同 申 上 候來敎 云當時 一 般の 様子 國を憂 R を 憂 

事 杯ビ申 迂遠の 義は 致拂地 迚も 下 愚の 力に 及び 候 はぬ 事 無餘岐 不忠 ビは存 居 

候 得 ざ も 唯々 隱 遁問靜 而已暮 居候 是は御 同様 浩 歎に 附し 候よ." 外 は 無 f 座 候 

.m にす 候ても 小生 钚は先 づ識を 得 候つ もりに 御座 候 是も圃 恩 ど 時々 難..^ 事に 

奉存候 小生 出 都以來 一 統の文 學相衰 候よ し 被 仰 下 候 得 共是は 左様に は 有 御座 

S  ，藩 まじく 曜堂杯 も 要地 S は 申 もの、 先閣 職に 候 得ば 後輩の 鼓舞 振作 も 出 來可中 

士山寺 原い、  i  、 

夫の 號) 得ば 可 にても 右 樣の事 は 有 御座 まじく 候 唯 何分に も 申 上 候までに は # 御矿 

候へ ざ も 賢 胤 達の 御 懈怠 御座 候 はぬ 様 御 督責專 一 ビ乍憚 奉存候 尙其餘 に^々 

申 上 度 事の みに 候 得.、，、」 も 紙筆に 難 盡先兩 度の 御 答 乍 簡略 一同 申 上 候 次第 塞氣 

も 可烈候 折角 御 0 重 御座 候 樣所祈 御座 候 以上 

書 簡 玉 池 時代 (七 五) 綿 貫 新兵 衞宛  一 六 三 


書 簡 玉 池 時代 (七-: ハ) 山寺 源 大夫宛  一 六 四 

十一月 廿日  啓拜极 

東陽盟 臺 座右 

每度家 母 健在 之 趣 安心 仕 候 被 仰 下 高 意 奉 感謝 候 將乍憚 御 序に 尊 嫂 前 へ も 可 

然御致 意 可 被 成 下 候 

〔七 六〕 山寺 源大 夫に 贈る . 

(前 文 切 れ て な し) - 

同 父の 贊語相 認め 差 上 候 

の 學問は 餘，. ^好まし か ら 

之像贊 今日に 至り 候 迄 數 

愚 眼に は 奉存候 事に 御座 

奉仕 候 所に 施し 候 事 何 か 

^000 生 之 自賛 を 認め 申 候是も 

を 揮毫) 

迄 も 無 御座 候！'々 


檨に V」 仰 を 蒙 b 候 義には 御座 候 得 Vi も 小生 從來同 父 

す 只管 尊 奉仕 候 所は此 先生 之 外 □□ 無 御座 右 故 先生 

多 御座 候 得 V- も 先生 之 自費に 過ぎ 候 は 有 之 まじく ど 

候 其 第 一 等 之 文字 □□□ 口 第二 第三の 言 語 を そ の • お 

意 を 抂げ候 様に も 相 成 如何に 付 命に 背き 候て 態，、」 先 

拘 儒の 常態 VJ 御 破顔 可 被 成 下 筆畫之 拙劣 是は中 上 候 


烏 山老侯 一 烏 山 老俟之 事 御尋に 御座 候が 近日 中 深川邊 にて 御 同席 申 緩々 得 拜話候 事 

に 御座 候 扇 橋 之 邸 へ も 罷出候 様に 命 を も 蒙り 候 得 V- も 遠方 ゆ ゑに 存じ 餘 しつ 

ゐ于今 御 尋ね 不申候 口 書 をば 其 內雪老 へ 送. -候 約束 致し 置 候 事に 御座 候 

一 竹 沙には 其 後 逢 不申候 暑 時に 一 夕 尋ね くれ 候て 人 定頃迄 話し 候 事に 御座 

ひしが 其 後 は 甚契闊 に 御座 候 先頃 林 氏之會 上に て 田 邊新次 郞に面 晤之節 承 

り候處 老人い つもよ く 健の よしに 御座 候 

(津 藩の 家 一 藤 堂 多 門の 事 被 仰 下 候が 只今 迄 承り も 及び 不申候 乍 然不被 成 御 逢 候ビて 

老藤堂 多 門 

の 事) 今に 御 懸念 程 之 事に 候 得ば 定て 豪傑 之士 にても 御座 候べ く 候 其ん により 逢 ひ 

も 仕度 候 御 聞知 之 所 御 序 之 節 御 示 喩被成 下 度 候 

一 對州 御用 之義 一 々仰の 如くに 御座 候 北 澤君迄 被 仰 越 候に は 何 か 小生 旣に 

木 氏の 命 を も 得 候 やの 樣に御 傳聞も 御座 候 ひしょし 是は申 候 もの 、J 誤に 御座 

ifi ト 生に は少々 見解 御座 候に 付假令 頼まれ 候ても 參らぬ 心得に 御座 候 其.^ 

第 も 申 上 度 候 得 ども 執臂 ならでは 申 上に くき 事共に 御座 候 乍 去 不申上 候ても 

日光 遊 記 尊兄 之 御 聰明に て は必御 推察 も 可 被 下 奉存候 近日 も R 光 遊 記 を 權宇公 ふ も 

書 籣 玉 池 時代 (七 六) 山寺 源大 夫^  ーブ f  . 


書 簡 玉 池 時代 (七 六) 山寺 源 大夫宛  ブ， 六 

らひ 候て ー覽 致し 候ても 唯 嘆息の みに 御座 候少々 存念 御座 候に つ き 曖 翁 へ 申 

述度 rl^ 其 後 度 々参り 候が 折 あしく い つも 逢 不申候 世間 靈 骨の 御座 候 もの 幾 希 

に て 眞 珠 V. 一  目 V 一の 辨別も 無 之 樣子是 に は あ や ま り 申候畢 -这 自ら 见る事 暗 く 

候 故人 を 見る も 又 暗き 様に 被 存候其 內右遊 記 を ば 御 廻し 可 巾 候 是 御 一 覽 御座 

候 は  >  この 謎 語の やうに ホ上候 事 もお のづ か- ら相 分り 可 中 候 

朱 曹 園 近日 安積 艮齋朱 學管闘 V  > 申 著述 致し 草稿に て 相談に 遣し 候 ゆ ゑ 夫 を 論じ 遣し 

候 書 も 御座 候是も 御覧に 入 候て 又 御 評論 を も 相 伺 度 候が 此節 外へ 差 出し S 候 

間 右 遊 記 一 同 跡よ， り 差 上 可 申 候 明朝 八 田歸藩 之よ し 暇 乞に 參，. -候 にっき 的 便 

に 任せ 乍 略 義兩度 之奉復 一同に 申 上 候 尙申上 殘し候 事 多々 御座 候が 外に も發 

書 多分 御座 候 故匆々 如此 次第 寒 威 も 募 b 可. a- 候 折角 御 多 愛 所 祈 御座 候 王 母君 

久しぶりにて 信 中 之 嚴寒定 て 御迷惑に 可 被 思 召 候是又 折角 御 保護 專  一 "^- 舉.^ 

候 御 喘息 之 御 氣眛は 如何に 御座 候 や 母の 方 迄 奇方を 得 候て 申 遣 置 候 自然 御な 

やみ 被 成 候 事 も 御座 候 は、 > -御尋 可 被 成 下 候 自ら 試み 候 所 實奇驗 御座 候 藥に御 

座！^ 令 郞樣も 寒 氣には 御 弱り 可 被 成 候 乍 去 g  申よ き 御 慰み もお 之定て 御世 


ひ談っ女^{| 
申 は も を 谷 
候旣 り 聘氏 
に に し の 

調 内 候 長 


話の やけ 候 程に 御 玩びも 候べ く 奉存候 此蒂相 認め 候に も銜 同前き をつ 力ね. = - 

を： K し 候 事坏存 出し 候 得ば もはや 二十 年 外 之 事 恍然如 夢に 御座 候不謹 

懼堂 尊兄 皐比 

十一月 廿日  啓拜 〈：^ 

小 白 杭 儷 之義も 段々 御 心 勞に被 成 下 候が 先頃 中子 孝 錫命兩 氏の 勸め にて^ 

谷 の 長女 を聘し 候つ もりに 內談は 旣に調 ひ 申 候 愚意に て は 願 ひ 通 被 仰 付 

候て 年內に 引取 申 度 舉存候 段々 御 勞念も 被 下候義 にっき 此段尊 聽を瀆 し 候 

事に 御座 候 以上 

天府 十 i 年  r:^s  金 吾に 贈る 

i 一月 力 日  , V 

C 前文 切斷) 奉 萬 謝 候 殊に 風 破 修復の 六圓は 全く 君 相 之 御 恩惠に 御座 候 得.、，、」 も 偏に 先生 御 

周旋 之 御 力に 依 候 事 ど 誠に 不堪 感激 拜 謝に も詞無 御座 候^々 御 庇 蔭 を 以今歲 

も 何^か 凌ぎ 可 申 候 乍 去 段々 御手 段 を も 奉 勞仰を 蒙.^ 候 蠛川等 之 事 も 御座 候 

へ 老 得ば 如何 可 參ゃ氣 遣 は 敷 被 存候併 矢 公 も 御 出之義 いづれ 何，.」 か 越 歲も可 仕 候 

書 簡 玉 池 時代 C 七 七) 竹 村 金 吾 宛  一六 H 


川へ く と 寫去ハ 
政 政 疑 思な 年 去 
治 生 を はら 來月 
郎は 存る ずの 末 
リ蟻 す 屢ゃ誤 は 


書 簡 玉 池 時代 (七 七〕 竹 村 金 吾 宛  一 六 八 

は 安心 仕 居候 事に 御座 候し かし 仰 之 次第にて は， 川 事 誠に 驚嘆 之 至りに 

御座 候 小生 之 方 も 御 熟知の 通 切 詰 候 上の 事に 候 得ば 行々 の處乍 心外 行 きか 

ね 可 申 候 去月 末 著の ま、 J 一  錢之仕 送.^ も 無 之 候 を 日々 の， ひ 紙筆の 費 其 外 調 

度 衣類の 洗 繕に 至る 迄 致し 遣し 候事此 表に て は 中々 存外に 掛り候 事に 御座 候 

政 生 は 夫 等 之 事 も 幼年 故に 不辨 候て は 書廂が ほしく 候の 何が ほしく 候の，、」 申 

候に は 流石の 小生 も 困 果申候 御  一 可 被 成 下 候 御 多務の 御中 山 右 等へ も 御 

咄し被 成 下 候 段 何 やか や 色々 の 御 苦 惱を奉 掛恐入 難 有 奉存候 

一家 母の 方へ も 御 尋ね 被 成 下 且棒米 折 銀 之 義も御 心 添 被 成 下 此段も 大に難 有 

奉 多謝 候 右に て 先安 心 仕 候義に 御座 候 今日 便の よし 昨日 承り 候に つき 草々 此 

^之拜 謝の み 申 上 候乍簡 忽前兩 度の 御 答 も 書 尾に 一 同 申 上 候 先般の 段 は 何分 

御 宥恕可 被 成 下 候 維時 益 寒 伏 冀爲衆 珍 愛 

嘉 九日  啓拜復 

子 習 先生 皐比 

00 奉 入御 覽侯 女訓の 御禮御 丁寧に 仰 を 蒙， - 結句 痛 入 候 御^に 御座 候 尊 嫂 前より 


も 御 懸命 何共 恐 入 候 御 扶持 之義は 來春拜 言 之 節 御 敎解可 被 成 下 どの 御 事 難 有 

相 樂み罷 在 候義に 御座 候 申 上 候 條差當 當今之 急務 VJ 被 思 召 呈書之 儘 矢 公 迄 御 

差 出し 被 成 下 候よ し 不敢當 御 事に 御座 候 乍 去 右に て 何 か 御圃家 之裨補 VJ 相 成 

候 得ば 夫 は 重 疊難有 仕 合に 御座 候 家 母よ.. >  何 か 園 物差 上 候 御 禮是， 又 愧入候 次 

第に 御座 候于 今よ く 近邊に は騷々 敷 義も無 御座 候 是は天 幸 マ〕 奉 存候御 深 情 御 

芳問を 蒙. -千萬 奉 謝 候妮？ ゆ 針 W 棘 i 日 

當年 は大に 健に 相 成 候 段 申 上 候 處御悅 び 被 成 下 細々 蒙 仰 御 深 情 之 程 毎度 不堪 

感謝 奉 存候扠 又 御 下げ 金 最初 五 圓之御 勘 辨ど申 所 宜御序 御座 候て 又々 御 口上 

御 添 被 成 下 候に 付六圓 VJ 相 成 候 段 僅々 の 一 圓聊の 樣には 御座 候 得 共 小生 當今 

之處 にて は 誠に 難 有 奉 萬 謝 候 矢 公へ も 近日 此段申 上 候て 一 暌仕候 事に 御座 候 

婚ほ£ 纏^ 家母卒 安の よし 被 仰 下 難 有 安心 仕 候 婚儀の 義も申 上 候 所 御 懸詞を 康り奉 多謝 

0i0v 候 內談は 早く 調 ひ 候 ひし か V- も 又々 政府の 異議に て 一 體當 年中に 引取 度 心 構 

に 御座 候 ひしが 冤ても 來 春に 相 成 候 半 ビ奉存 候 細 針 

年內は 誠に 日 も 無 之 罷在候 如 高敎來 陽の 拜謁も 程近く 相 成り 是 のみ 奉 待 上 候 

書 筒 玉 池 時代 (七 七) 竹 村 金 吾 宛  一六 九 


天保ャ 一 ト f 

十二月 十 # 


嘉助 君御榮 

0  ： 


書 簡 玉 池 時代 (七 八) 八 田 嘉右衞 門 宛  一 H し 

義に 御座 候 矢 公へ も 近日 拜參 半時 計 得拜話 候が いつも 愉快の 御 人に て 鄙吝を 

消し 險 事に 御座 候 以上 


〔ズ〕 入 田 嘉右衞 門に 贈る 


讼代町 八 田彥次 郞氏藏 


厳寒 之 節 御座 候 得.、，、」 も 貴家 御 揃御淸 勝に 可铍爲 入奉遙 祝候裡 先日 は 嘉助君 も 

御 途中 御 阻 撓も無 御座 御榮歸 御座 候て 重疊 目出度 奉賀 候 其 後 元 之 進 殿御 出に 

て 同 候 得ば 御 叔母 樣御 不快 も 次第に 御 爽快に 被爲入 候よ し 歡喜之 至に 舉存候 

隨て 小生 義甚無 異に 罷在候 閒乍偉 御 省 盧被成 下 度候此 一 品餘り 如何 敷 御座 候 

得せ ハ 寒中 御 左右 伺候 印 迄 奉 拜呈候 折 柄 御 進 杯 之 一 稀 V」 も 相成候 は マ 千 萬榮幸 

之 至に 御座 候 もはや 年 內餘日 も 無 御座 候 總て來 陽 を 以可申 上 候 唯 折角 氣候御 

凌ぎ 被爲在 目出度 御迎陽 御座 候 樣にざ 舉祈候 外 無 御座 候 以上 

十二月 十七 日  脩 理 

嘉右 衞門樣 


天 保 十二 年 

正月 十六 =r 


0? 九〕 加藤彥 五郎に 贈る 


長 野 市 和田榮 ニ氏藏 


合 弟 の 御手 


の 事 


^ 御學政 


改歳 

殊に 

候 所 

省 も 

配の 

ヾ」 相 

,-果 

を 賣 

心 な 

半 ノレ 

可 仕 


之 


吿 候て 


御慶 不可 

寒に 御座 

食 家 御 揃 

竟 不得止 

も 御座 候 

乍 蔭竊に 

候此 度の 

正 を 乞 度 

す 御疏遠 

想像 候此 

相 樂罷在 

、ひ 得させ 


度 


申 


盡期 御座 候 

へば 其 御 地 

御 多祥に 被 

出 候 事 な が 

し 由 內密承 

候 事に 御 

坏も實 御 察 

も 有 之書狀 

打 過 候事慚 

幸 令弟 も 御 

乍 去 此度之 

候 其 義は別 


WIT 


春 は 一 體に氣 候 後れ 候 故 

又 更に 數層 之栗烈 にも 御 

御 履 新 珍重 不過之 奉拜賀 

先々 芽出度 奉存候 早春よ 

所 全く 令弟の 御手 柄に て 

候 誠に 人世 折々 稲々 の 曲 

申 候 事に 御座 候 偖 其 後 も 

も 呈し度 存じ 候 ひし か V- 

不少奉 存候其 後 は 定め て 

省 候 事 御 苒遊之 節 は必す 

歸 省に 付少々 愚意 御座 候 

に 無 之 尊 藩 御 學政之 事に 


書 簡 玉 池 時代 (七 九) 加藤彥 五郎 宛 


歟 都下 も 常 歳よ. り は 

座 候 半 VJ 存じ 料ら れ 

候扠 今般 令弟 之御歸 

り 不意の 事に て 御 心 

其 段 も 一 廉は御 安 猪 

折 御座 候に は 每度弱 

中心に は 彼是 VJ 尊聽 

も 何分 多忙 勝 に 罷在 

御 新 知 も 多々 御座 候 

御 様子 を も委敷 承知 

て 令弟 へ は 精々 致忠 

て 候が 一 體の所 程 朱 

一七 一 


書 簡 玉 池 時代 (七 九) 加 藤. 彦 五郎 宛  一 H 一一 

之學 にて 御 規則 も 立 居候 事ながら 追々 側聞 仕 候へば 大學の 起 手 格 致 を 始め"」 

して 衆論 統 一 も 仕 かね 候よ し是 等の 要處 旣に統 一 不致候 節に は 其 他の 異論 御 

墜 li^ は 怪しむ に 足らぬ 事に 御座 候 さて 學術 道德 をば 一 途に 致し 不申 候て は 叶 

ひ 難き 事ながら 又 其閒に 於て 時ビ勢 ども 御座 候 ものに 候へば 此 節の 御 場合 令 

弟 杯の 口舌 を 以て 爭 はれ 候.、」 て 夫に て 事の 遂げ 候 筋 も 無 之 先年 御 書 贖に も 被 

仰 下 候 通. 0 却て 他 を 激し 意 を 固く し 候 事 も 或は 可 有 之 候へば 此度御 歸省之 W 

はれへ して 誰 人ビも 議論ら しき 事 無 之檨に 致し 申度且 世の 人情、、」 巾 もの 才識の 

高下に 拘 はらす たまさかに 出逢 候 もの ビは先 一 番辯論 にても 致し 見た がり 候 

ものに 候 S7 ば 此方 にても 遂其客 氣に移 b 候が 世の常の 事に 候 得ば 此度は 格別 

に 6 得られ 1^ て 人に 依り 議論 を 好み 候 もの 有 之 候ビも 此方に て は 頓". 」 其 あ ひ 

氣を はづし 候て 辯 じ 申されざる 方 所謂 不戦して 人の 兵 を 屈する にて 全勝の- =^ 

策に ivj 吳々 申 候 事に 候が 令弟に も 頗る 英氣 御座 候故尙 或は 此戒を 保 たれ 難 

き 事 も 候 半 歟杯竊 に 御氣遣 も 致し 候 事に 付 此段極 密申上 候て 尊兄に も 宜敷御 

訓誡 有 御座 度 奉存候 事に 御座 候是 等の 事假 令不费 紙筆 候ミも 本より 其 御 心得 


候の 作序康 

作 賦は節 
に は容先 
御 今 歳 生 
座 春の 集 


も 御座 候 半 なれ V- も 僕に も 生得 中和 を 

只今に 其 病根 を 拔き候 事 不能 時々 慚愧 

少々 病 痛 も 瞵ぎ候 故に や 只今よ 往事 

自己の 病弊 を 推し 候て 令弟 杯の 御 事 も 

照諒將 拙文 御覧に 入 候に は 足ら や 候 へ 

客 歳の 作 賦は今 寿の 作に 御座 候 宜しく 

々學 荷に 關係も 御座 候に 付 態 ビ掛御 目 

尙中上 度 事せ ハ山 々 に 候 へ ノレ も 近 日來甚 

令弟の 御 寓居 へ も 遣し 申 度 ま -總て 申 

御 自玉 所禱 御座 候 恐惶謹 言 

正月 十六 日 

加藤彥 五郞樣 

人々 御中 

書 簡 玉 池 時代 (七 九) 加 藤 彥五郞 宛 


得ぬ 氣賀 にて 往々 事 を 害し 候義も 之 

仕 候 事に 御座 候 乍 去 以前に 比し 候 へ ば 

を 反 顧 仕 候 へ ば赧 汗の 事の み に 御座 候 

甚按思 も 致し 候 事 ゆ 如此 御座 候伏冀 

ざ も 近 文兩首 附呈仕 候康節 先生 集 序 は 

御 指摘 御 削 正 被 下 度 奉 仰 候 序の 方は少 

3^ 尊意 も 御座 候 は 必ャ仰 を 蒙 り 度 候 

取 込の 筋 も 有 之 且此紙 を も 少しも 早く 

殘し候 餘は後 信 可 得 贵意候 惟 春 塞 折角 

佐久 間， M 理 

啓 迪 


一七 ニー 


書 篛 玉 池 時代 (八 〇) 八 田 嘉助宛 


七 四 


天 保 十二 年 

正月 廿九 B 


利休師 年回 

(二百 五十 


芳 

富 


八田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 a 氏藏 

翰 拜見仕 候 如 高 新 正 之 御慶 無 際限 芽出度 申 納候御 家 內樣御 榀彌御 勝 常 被 

御 S 陽 珍重 不過之 舉拜賀 候 早速 爲 年頭 御 祝詞 預御紙 表 萬々 奉 感謝 候 恐惶謹 


佐 久 


修 理 

啓 迪 


正月 廿九日 

八 田 嘉助樣 貴 報 

再 白 尊大 人 ふ も 今般 御手 答 被 成 下 難. 有 舉存候 今 R も 甚取込 候 義に付 別段 不 

申 上 候 閒乍憚 御 序 宜敷被 仰 上 被 下 度 奉 希 候 

一 卸 別封 御 手帖 難 有 拜誦！ ^角 其 表 は 春寒 返 兼 候よ し 御座 候 得 共益 御 淸寧奉 

遙祝 候母義 健在 之 趣 も 被 仰 下 難 有舉謝 候扠又 川上 席 付 年始 之 分 も 實受差 上 

可 申 様 舉畏候 御 安き 事に 御座 候 則 尊意に 從ひ 隣家へ 申 遣 候 所此節 利々.^" 年 

回 之鼸席 御座 候よ し 右 を 認め 遣し 候て 差 上 候 閒御納 可 被 下 候 先 は 貴 蘭耳匆 


郎と甥 はへ 
と 其 北 御 御 
を 弟 山 安安 
指 藤 安町 愚 
す 三世の 甥 


匆 以上  、 

八 田 嘉助樣  佐 久閒脩 箱 

天 保 十二 年  「八 二 高 野 車 之 助に 贈る  神 芦 市 坂 井 幸 二 郞氏藏 

間 正： 《 五日  k  ノ 1 ,J  -  r  HU 1 . - 

貴札： 致 拜見候 如來示 改歲之 御慶 何方も 同様 目出度 申 納候彌 御 淸健铜 力. ^街 g 

候狀 珍重 之 至 奉存候 私事 幸無異 犬馬 齒を加 候閒乍 慮外 御 降 心 可 被 下 候 早春 早 

速 之 御 祝詞 千 萬 辱 次第 御座 候 右 御 報 得 貴意 度如此 御座 候恐惶 謹言 

佐久 間， M 理 

閏 正月 五日  も 、、し 

高 野 車 之助樣 

人々 御中 

又白廿 二日 之 華 墨 も 辱 致 拜見候 益 御淸徤 喜慰此 事に 御座 候 家 母 健在 之 趣 被 

仰 下 毎度 辱 奉 謝 候 段々 御 安 愚 甥 御督責 被下當 春は兩 人.、」 も 御 褒賞 戴き 候よ 

し 偏に 賜 もの VJ 感謝に 詞 なく 候 扠又當 春 御 参宮 之 御 思 ひ 立 目出度 奉賀 候 私 

書 阖 玉 池 時代 (八 一 〕 高 野 車 之 助 宛  一 七ョ 


書 簡 玉 池 時代 (八 一〕 高 野 車 之 助 宛  一七 プ 

坏は賢 友よ. 9 餘程年 も 長 じながら 今に 上國の 風土 をば 一 見 も 不致候 を^も 

なき 閒に兩 度 も 御 西遊 候 事 不堪 健羡候 右に 付 相識の 人々 へ 書簡 にても 遣し 

候 様 御望み に 候が 彼邊 遊び 候 事 も 無 之 候 故頓ビ 相識 ど 申 は 無 之 候 故 御斷， 5 

申贫巨 年少 之 同行に 付 途中 心 を 處し候 術お 之 候 は ゾ. &進候 様 御 申 遣し 是 は 

承知 致し 候 愚意 VJ 申 別段 も 無 御座 平日 御 承知に て 御 修行 候 恭敬 忠之 三 者 に 

しく はなく 候 さ存候 夫子 旣に 夷狄に ゆく ごも 不可 棄 ごも 被 仰 候 得ば 此 度の 

S 遊歷 にも 此意を 御 失 ひ 被 成 まじく 候 左 候はゾ 年少 之 御 同行の 問に 御處し 

候 道 はおの づ から 可 有 之 候 平日 之處 にて 御 驗し可 被 成 候 心に 敬 を 失 ひ 候よ 

り 外體も 自然..」 不恭に 流れ 夫よ 人の 侮 b を も 來し又 人に^ら れ候 所よ，" 

護 言 正論 も 開かれぬ に 至り 申 候 且又 心 敬なら ざるよ，.^ 其 本 明の：^ をも酞 

故に 人の 窝 めに 謀 候 事 も 十分に 無 之 かくすれば よしかく マれば あし 、 

ぐ】 申 事 を 知に し. 0 つ 、其 通. 0 に參. らぬ は 皆 不忠に 候此 度の 御 同行 いづれ も 

皆 賢 友よ. 0 わかき 人々 にて 候 得ば 總て の 事 賢 友より^ら ひ 遣 は されす 候て 

よ 叶 ひ申閒 じく 又 lllH き 旅行の 閒 必中 存じ 寄の 問 違 ひ 候 人 も 出 來可申 夫 等の 


節に 忠 ならぬ 筋 有 之 候て は 平日 之 所學に 負き 候 問 只今よ. 5 其 铜覺悟 la?  一  W 

存 tE- 兔に も忠も 根本 は 敬の 一 字に 候閒程 朱の 正訓 御 失念 被 成 まじく 候 

愚意に は是ふ 外に 申 進 じ 候 事 無 御座 候但 愚意に 此 外な きのみに 無 之 程 朱 先 

生 をして 此行 を 送らせ 候 ，二 も 此 言 をば 替 へ られ まじ^ 存候 事に 御座 候不識 

高 明以爲 如何 

又 白 委細 は 其內御 下向 後に 可 承 候が 客 冬 宫下氏 ふ書牘 到. 來右 にて 致 承知 

候 a7 ば 論語 會業之 席に て 宫下無 之 節 は徂徠 が徵德 夫が 古訓 杯 を 以本註 を 

御 破し 候 V- か又宮 下に 御對し 候ても 聖經は 善 さ 雖も今 世に 補 ひなし 先 子 

史を讀 むにし かや 杯 も 御 申 候よ し 右 等の 言 賢 友 の 口 よ り出候^^2は 無之 ど 

甚 不審 致し 候 事に 御座 候 何か爲 めに する 事 あ.^ ての 事歟夫 にても 其 然る 

. まじき こ VJ に 候 又 左な くば 久しく 講究 を廢 され 候 故に 靈 境に 魔障 を 生じ 

i 事 ビ被察 候 もはや 御上 途も 程近く 萬 端 御 取 込 も 候 はんすれば 其 御中 贵 

酬 をば 望み 不申 いづれ 御 下向 後 問 を 得られ 候 は、 S 右 之 子細 委敷被 仰 下 度 

候又實 に徂徠 等が 說本 註に、 まさ.^ 候 ど御覽 候ての 事に 候 は、 ^ 夫 も 面白く 

書 簡 玉 池 時代 (八 一) 高 野 車 之 助 宛  1H 七 


く 立 所老書 

れ派是 へ を 
ら にも 賴ば 
れ致 よみ © 
し く 候 庵 


書 簡 玉 池 時代 (八 二) 八 田 嘉右衞 門 宛  一.^ -ノ 

候 被 仰 越 次第 申 進 やる 旨 も 可 有 之 候 以上 

天 保 十二 年  〔八 二〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八 a 彥次 郞氏藏 

間_^i^月五日 

當春は 何 簾 稀々 之 幹事に て 遂歲首 之 御 祝 祠も不 申 上 簡忽之 罪 申 譯方も 無 御座 

候 只今に 餘寒嚴 敷 御座 候 得 ざ も 益御淸 健に 可 被 爲在奉 恭壽候 叔母 樣御 不快 は 

如何に 被 爲入候 や 被 成 御 續御平 善 御座 候ゃ舉 伺候 小生 義も 不相替 健に 敎授仕 

染川 i と 罷在 候閒乍 櫸 御 省 念 可 被 成 下 候 然ば雪 庵 老人よ b 定めて 御 承知 可 被 爲在候 梁 

數 人の 序文 も 候へ ざ も 幸便 を 窺ひ淸 朝へ も 送り 見 度 所に "ト1 文 等餘り 見苦しく 

候て は 第一 我圃の 恥に 候閒 ー篇 認め 吳れ 候へ ど 申. 賴 にて 不出來 ながら 去年 中 

相 認め 遣し 候 所 至極 意に 叶 ひ 候 V」 申に 付 書 をば 雪 庵老へ 頼み 候所是 もよ く 立 

派に 致し くれられ 當春板 刻 も出來 候て 到來仕 候に 付 一時の 御 慰に 奉獻候 小生 

義も 從來薄 俸の 貧家に 生長 仕 候て 世の 並 方 なれば 幼年より 內職等 仕 候 はで は 

叶 ひ不申 候^ 柳 右 等の 義も無 御座 候て 乍 未熟 文武の 修業 を も 仕 只今の 如く 人 


員に も 入 候 事 全く 先考の 洪 恩に は 御座 候 得 ども 偏に 御 厚誼 をお て 多年 铜 財力 

被 成 下 候 故の 義ビ 不斷 感銘 仕 罷在 候此度 御覧に 入 候文 字怀も 聊かの 小事に て 

取に もたらぬ 事ながら 又 外國の 人の 目に も 入 耳に も 觸候事 珍ら 敷 事に も 候 得 

ば 先考 存生に て 御座 候 は、 一 時之歡 にも 相 成べ く 候 得 ざ も旣に 地下の 人： な 

られ候 上 は 致し方 も 無 御座 候 故せ めて は 御前 樣の 御覽 にても 入れ 候 は"^ 先考 

に 見せ 申 候 も 同樣か V」 奉存 候に 付如此 御座 候參 りか、 i られ候 事 も 御座 候はゾ 

立 田 氏へ も 御 見せ 被 成 下 度 候 多忙 中 時候 伺 旁匆々 申 上 候 春 塞 折角 御 保護 所禱 

御座 候 以上 

閑 正月 五 R  Am  理 

嘉右 衞門檨 

苒白客 冬 も 御 手帖 被 成下嘉 助樣此 表に 御 逗留 中 之 御 禮詞御 丁寧に 蒙 仰 結句 

却て 恐 入 候繁冗 中遂御 挨拶 も 延引 仕 かさね.^ \ 恐 入候此 度 乍略義 一同 奉復 

仕 候 以上 

書 簡 玉 池 時代 (八 二) 八 E 嘉右衞 門 宛  一七." 


書 簡 玉 池 時代 (八 三) 官下. 王 鈴 宛 


八 〇 


天 保 十二 年 

K 正月 七日 


〔金〕 宫下主 鈴に 贈る 


東京 市 宮下 幹氏藏 


高 野生 異說 

申出 


改歲之 御慶 不可 有盡期 御座 候 贵家御 兩尊檨 舉始愈 御 淸勝御 

賀候 私事 も 幸無異 犬馬 齒を 加へ 候 問 乍 憚 御 省 念 被 成 被 下 度 

倒に 此表 へ 例 之 韓柳築 御擲返 何せ 〈恐 入 申 候 且其節 は縷々 之 

書 牘拜接 仕 多々 舉謝候 早速 裁 報. 可 申 上 之 所 臓 底何廉 紛冗不 

新 鯖 旁 可 得 贵意候 處當春 は 例年に 無 之 稀々 之 賤幹蹈 集仕遂 

練 略 之 罪 謝する に詞 なく 候 幸に 仁者 御 海容 可 被 下 候 偖 高 野 

義 に付詳 悉に 被 仰 下 實驚入 申 候 定めて 實 心より 中 出し 候 事 

候 得 ざ も 何 さま 如何 敷 事に 候 故 此度右 之 所存 申 聞け 候へ ？」 

是も 承り 候 得ば 參宮仕 候 V- て 近々 之發足 に 候よ し 其 以前 は 

も 可 致 候 得ば 何れ 下.： 1： 後に  一 V- 糾し糾 し 可 申 候縷々 被 仰 遣 

之 至り 私に 於ても 甚 有が たく 奉 多謝 候 御手 牘御 草稿 命に 任 

朱書： H 返璧： H 候 宜敷御 取 舍所祈 御座 候 近 _ ^に 付 _w 々高聽 に 


超 歲可有 御座 奉^ 

候^ 又 客 冬 は御而 

御 長 變妓に 漢字 御 

能 其 義又早 寿に も 

又 延引 今日に 及び 

生 異說を ゆ 出し 候 

に は.^ 之 丄6 じく，^ 

.5 '遣 候 事に 御座 候 

何廉 VJ 定 めて^ 込 

1^ 趣吳々 も 御 深切 

せ 管 見 之 御座 候 所 

P し 度義も 御墜院 


孔孟 程 朱 之 

學脈只 在 主 

忠信 三 字 を 

感春娬 一 首 

認め 申 候 


得 ども 今 信 も發書 極めて 多く 候 故 不能 一 々都て 後 昔に 留め 申 候 唯餘寒 折角 街 

自玉 有 御座 度 候 乍渾御 兩尊樣 へ も 新 膪之御 祝詞 可 然被仰 上 可 被 下 候恐惶 謹言 

閏月 七日  佐久閱 修理 

啓 迪 

宫下 主鈴樣 

人々 御中 

再 白 秋 夜 之 高 作 乍 毎度 面白く 拜見仕 候 少壯行 與之御 二 句 杯 は 誠に 漢魏に 迫 

り 申 候 春來も 定めて 翩々 V- 奉 存候便 閒御示 及 奉 冀候私 は 當春は 更に ー篇も 

無 御 墜候ほ 元朝に 孔孟 程 朱 之 學脈只 在 主 忠信 三 字..」 申 十 K 字 を 試筆 仕 候の 

みに 御座 候 其 後 感春賦 を 一 首 認め 申 候 草稿 をば 鎌 先生 迄 上げ 置 候 間い つか 

御 序に 御 電矚可 被 下 候 以上 

又云韓 i 集 御 送り 被 下 候 節 右 之 脚 錢迄御 濟し被 下 何せ (重 疊恐入 奉 謝 候 以上 


天 保 十二 年 

関 正 m 十九 

0 


： 四〕 山寺 源大 夫に 贈る 


書 簡 玉 池 時代 (八 四) 山寺 源 大夫宛 


八 


の 題^ 首に 朱 
^せ感 作て 先 
I 春り 賦生 
る賦申 をの 
も と 候"^ 


書 簡 玉 池 時代 (八 四 3 山寺 源 大夫宛 

客獵 □□□ の 御手 牘を 奉じ 殊に 

所 謝 唯 々 難 有 感銘 仕 候 の 

緩 仕 候て 潜 かに 愧惕 に不 

棄捐 不被成 下 候 段 は 難 有 

尊家 御 一 定に御 多祥 御 加 

健に 罷在候 問 乍 憚 御 放念 

難 有 降 心 仕候臘 底に は 衆寡 戰歌 

拙 生 も 冷 湯に 浴し 候て 散々 風邪 

朱 先生の 題に て賦を 一 首 作. 5 申 

下 候 然る 所 奇妙の 事に て 其賦不 

不付 居候 所 十日に 矢 執政の 凶變 

にて 點檢仕 候 得ば 心征營 以來援 

無 之 や 被存候 事に 御座 候 御 序 

成 下 度 奉 願 候 先 は 近日の 拜酬ま 


一 八 二 

拜戴被 仰 付 多々 の 御 芳情 不知 

に 麈務に 偬控仕 右之拜 酬も遲 

新 臚の華 簡御墜 □ 被 成 下 其 御 

/\ 恐 入 候 御 事に 御座 候先以 

不勝拜 壽奉存 候 小生 義も 幸顽 

家 母 寡婦 sl^ 甥 共 健在 之 趣 蒙 仰 

何分 其 內御示 及 願 上 候 春來は 

を 引出し 大に 迷惑 仕 候 其.：； ^閱 

ら電覽 に 奉 供 候 御 一 笑 可 被 成 

樣出來 仕 候 最初 は 何".」 も氣も 

する 所 を 失 ひ氣カ を 落し 候 跡 

ビ申事 所謂 識 VJ 申 ものに て は 

原 先生 並に 竹 村 君 へ 御 轉じ被 > 


名 

みに 御座 

勝 罷在候 

迄 辱 次第 

齢 被爲在 

下 


兮 

で 


產の薷 粉 一 袋 

候 然る 所 何 か 

內 近日 □  □  □ 

ながら 何 ビ も 

候狀垸 慰の 至 

候 將又乍 毎度 

盛 製 御座 候 段 

感じ 其 上疝痛 

甚不都 束な が 

何 か VJ 哀しき 

逢 ひ 誠に ロ賴 

孰 衷情 之可殫 

御座 候 は 0 

匆 々 申 上 候 


候つ に 矢 仰 御 配 
れて公 候 深 偶 
迷大 御が 切 之 
惑に 物 是に義 
仕 も 故 も 蒙 も 


客 冬 之 奉 復も乍 失敬 一 同紙 尾に 申 上 候 都下 も春來 度々 の 大雪 故 兔角殘 塞 返 力 

ね 迷惑 仕 候 其 御 地 推し 料 □□□□□ 御 保護 所禱 御座 候 乍 憚 皆様へ も 宜敷御 口 

口 奉 願 候頓首 

閏月 十九 日  啓 拜復 

曜堂 長兄 皐比 

御 家 世の 義も御 分明に 相 成. -御 改名 御座 候 段 芽出度 重 愚 之 御事ビ 奉賀 上 候 

文 公 像 贊の義 御 丁寧に 被 仰 下け く 何^も 恐 入 候 次第に 候 配偶 之 義も御 深切 

に 蒙 仰 候が 是も矢 公 御物 故にて 大 にもつれ 迷惑 仕 候 事に 御座 候已上 九日の 

拜復 

藤 堂 多 門の 事大に 難 有 奉 存候當 春 も 竹沙へ 一寸 尋及候 所 折 あしく 老人 留守 

にて 御座 候 又 序 も 御座 候 は、. -相 尋ね 委敷可 承".」 相 樂罷在 候 安中 俟の事 も 奉 

貴人に. 接し 多謝 疾右 にけ 食 人に 接し 候 方略 御 敎示被 成 下 今に 不始千 萬々々 不堪 鳴 謝 候 

示 被 成 下 世に 容れら れぬ事 は 旣に已 にながら 氣習脫 しかね 候に は愧 笑の 至に 御座 候 

(已上 念 一 日の 拜 復)  - 

書 簡 玉 池 時代 (八 四) 山寺 源 大夫宛  一 八 三 


折て て 外 矢 
候 船 大の澤 
心の 洋 l>g 大 
地 舵 中變夫 
をに に 意 


書 筒 玉 池 時代 (八 五) 八 m 嘉助宛  一八 四 

舊臘 呈上 仕候微 物の 御禮 辭御鄭 掌に 蒙 仰 却て 恐 入 候 扠又家 母方 へ も 御 多事 

の 御中 色々 御 惠投被 成 下 候，、， -て難 有が 申 遣し 候 何共 毎度 恐 入 難 有 次第 成 

謝 難 盡存上 候 乍 序 此段も 御 禮申上 候 以上 

一保 fj 一一 年  〔八 五〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

過日 廿 二日 之 御 細 答 難 有 薰披仕 候 先 以餘塞 も 冤 角 返 かね 候 處に被 成 御 揃 益 御 

卒適之 御動靜 奉伺 喜 幸 不過之 奉賀 候 乍 去 早春 之寒氣 故に や 御 疝疾の 御 氣眛被 

爲入 候よ し 併 時候 も 定り候 は  早速に 御 平 善 可 有 御座 程の 御 事の よし 先々 安 

心 仕 候 校 先便 厚顔 奉 願 候 一 義 早速 御 承諾 被 成 下 御 厚誼 今に 始めぬ 御 事ながら 

拜謝仕 候 半に 詞も無 御座 候 唯々 難 有 奉 存候則 別^ 印書 奉 差 上 候 問 何分 宜敷奉 

希 候 當節拾 圓も拜 借 仕 又 盆 後に 五 圓は御 送り 被 成 下 候 樣奉願 候 先々 右の 一義 

御 承諾 を 蒙り 候 故 大安 仕 候 先便 も 申 上 候 通 矢 澤大夫 意外の 凶變 にて 大洋 中に 

て 船の 舵 を 折 候 心地に て 困， 9 果候所 御蔭 を 以氣色 を 引立て 申 候 大に難 有奉存 

候 先便 尊大 人 へ 新 刻の 書物 呈覽仕 候 所 細々 の御傳 言 にて けく 痛 入候尙 宜しく 


天 保 十二 年 

EI 月 五日 


被 仰 上 被 下 度 奉 希 候 其 以前 年頭 之 御 祝詞 を も 被 成 下 殊に 樓 

奉 存候右 之 御 答 も大に 延引 仕 候 此段も 先 宜敷願 上 候 

新 御 勝手 方に て 種 々御調べ 事 有 之 右 故 御世 話しく いらせら 

候 扠岩村 田 一 件 も 先月 卅日迄 先方 日延 のよ し 先便 尊大 人よ 

末 如何 御座 候 ひしゃ 又 この 御中 陰钚 にて 日數も 延び 候 半 事 

に 付 相應の 御用 も 御座 候 は、 無 御 遠慮 蒙 仰 度 候 先 は內事 御 

候 折角 御 保護 所 祈 御座 候 以上 

二月 七 H 

嘉助樣 

尙々 御 總容樣 へ 宜敷奉 希 候 以上 


々の 仰 を 蒙り 難 有 


八 六〕 A 田嘉 助に 贈る  松 代 町 


れ候由 御 

り 奉伺 候 

ヾ J 奉存候 

聞 濟之御 


察し 申 上 

卅 日之始 

右 等の 義 

禮旁申 上 

曰ーム 


八 田彥次 

よしい 力 


其 後 は暫御 左右 も 不承 候 追々 承 候 得ば 過 月 中句 珍 敷 雪 降 候 

なる 事 ど 被 存候右 にても 貴家 被 成 御 揃 益 御 淸榮被 爲入候 哉 奉：^ 候此 

書 簡 玉 池 時代 (八 六) 八 田 嘉助宛  一八 五 


にも 不順 

农 も？^ 角 


も 魔て 役 時へ に 佐 
な 物 長の fi: 佐少竹 
すの く 徒 請 竹々 お J 
レ褂 在士方 は時錢 
を 府に改 當借氏 


書 簡 玉 池 時代 (八 六) 八 E 嘉助宛  丁， ジ 

不同 之氣 候に 御座 候 得 其 小生 幸に 無 異罷在 候 閒乍憚 御 降 心 可 被 成 下 候 さて 先 

頃 は 御手 人此 表へ 御 差 出しの 節 か ねて 奉 願 候 義を御 傳言被 成 下 其 後 早速 尊酬 

も 可 被 成 様に 命 を 蒙. 0 候 故 大悅仕 日々 相 待 罷在候 所 今に 御 書 狀をも 不舉拜 如 

何の 次第 や 不堪 恐懼 奉 存候御 人に 御傳 言 被 成 下 候砌も 手元 ひし ビ差 詰，.^ 候義 

に 付 無 餘議佐 竹周藏 氏に 少々 時 借 等 仕閒を 合せ 候 仕 合に て 今に 其方 へ も無沙 

汰に仕 差 置 候 右 等の 所 何分 幾重に も 御明 察 被 成 下 奉 願 候 品 一 日 も 早く 御 送 被 

成 下 度 千 萬 奉 懇請 候 今夕 同町の 坂 本 才助歸 藩 之 由 承 候に 付 要用の み 取 急ぎ 巾 

上 候 何分に も 奉 希 上 候 以上 

四月 五日  ，s  HV 

嘉助様 

&々 诗？^ 折角 御-欺 被 成 候 様所禱 御座 候 扠發起 無. 1^ 之義も 段々 難 有 奉 感謝 候 

來承侯 得ば 醤臘は 母より 掛艮し 等 不仕候 ひしょし 色々 の 御手 數„ ^天々 も 難 

有 奉存候 近日 宅 へ も 御 尋ね 被 成 下 候よ し 是又奉 多謝 候 北山 へ 造し 候 分 は 近 

日 母 ふ 遣し 侯 樣申遣 候 向後 舊臘の 様なる 義も 御座 候 は  >  何分 私 方 へ 乍 御手 


數仰を 蒙. o 度 候 早速 何 V- か 可 仕 候 此段も 乍 序 御 禮申上 候 以上 


天 保 十二 年 

五月 八日 


(九日 四書 

音訓 相 正 上 

木 御用 被 仰 

付) 


〔 八 七〕 竹 村 金 吾に 贈る 


御手 敎難有 拜接仕 候 如 仰 梅 節 故 

候狀不 勝欣慰 奉拜賀 候然ば 明日 

候に 付 朝 被 遣 候て は 自然 も遲刻 

付 其 都合の 所 委細 御 誨敎被 成 下 

感謝 候 只今 迄 一 向 存付候 はす 罷 

方 之 所 不意に 朝 奉書 等 を 拜し候 

る 所 云々 之御內 意に て 千 萬 難 有 

被 成 下 候 御 事.、」 今不始 候へ ざ も 

に 拜詣萬 縷可奉 申 上 候 先 は 御請 

五月 八日 

竹 村 先生 

書 簡 玉 池 時代 (八 七) 竹 村 金 吾 宛 


か 不勝之 天色に 御座 

四時 御用 之 御 切 紙 可 

に 可 相 成 候 や を以云 

明朝 も 御 長屋 迄罷出 

在 候 ひしが 尊 敎を拜 

て は實に 所 謂 裳 衣 を 

奉 存候畢 竟 是 等之義 

御 篤 愛 之 程 不盡筆 謝 

のみ 匆々 申 上 候 以上 


候 得 共 倍御輕 健に 被爲入 

被 遣 之 所 小生 遠方に 罷在 

々先生 迄 御內意 御座 候に 

候 樣蒙命 萬々 難 有 仕 合 奉 

し 始めて 心 附^ 候 成程 遠 

顛倒す るに 及び 可 申 候 然 

も 全く 先生 御 心附御 周旋 

感銘 仕 候 何れ 明朝 刻限 迄 


啓 


八 七 


拜 


書 筒 玉 池 時代 (八 八) 山寺 源 大夫宛  一 /  一/ 

再 白 小山 田 執政 も 御 母 公 御 看病に て 昨晝後 御發軔 御座 候 ひしょし 驚 入 巾 候 

又 御 家內も 明日に も 御 立 V- 申に て 先生に も 何 廉御繁 冗の 由 御 察 巾 上 候 御 事 

に 卸 座 候 右 之 御中 樓々 の 御手 書吳々 も 不任拜 謝 候 以上 

；大保 十一 一年  〔八 八〕 山寺 源大 夫に 贈る 

五月 十六 曰  广 ノノ」 171 、；<  フーン np ノ 

5ff 切 I て li) 不得書 亦 知 尊 候 萬 福貴眷 康寧 之 狀何慰 如之坟 先頃 は 御 預所御 郡 奉 

行 御 兼 帶被蒙 仰 愛 度 奉 件 賀候被 入御 念爲御 知に 预り奉 謝 候 早速 右 之 拜賀を も 

申 上 度 候處何 やか や 俗 件 折 重り 乍存 延引 不堪 恐 惶奉存 候 乍簡忽 此度寵 賜之拜 

謝 旁 一 同 申 上 候宏量 幸に 御 容恕可 被 成 下 候 北山 甥義も 途中 多分 雨天 勝に て 御 

座 候 ひし 趣に 候が 十三 R 七 時計に 草堂 迄 着 仕久々 にて 對面仕 候 其 表 賤„ ^之 様 

子 始め 委細に 承り 大慶 仕 候 右 甥 發途の 頃 も 結構 之 御 餞別 戴き 候，、， -て 悅び屮 il 

せ 候 千 萬 難 有奉存 上候权 追々 御 詳悉も 御座 候 半大朝 有司 御 黜陟之 次第 誠に 驚 

入 候 事に 御座 候 太 君 は 何れに も 英主に まし/、 候 事^ 被存 市井 之 小 臣迄も 喜 

躍に 不 勝！^ 義に 御座 候 太 君 御 在世に は 何 か餘. ^御 英明の 様に は 一 統 取沙汰 も 


候に 業 しれ 其 候 其 
乏總. 候 候 地人閒 
して 所て 勢 物に 
く 幅の 其に も 生 
存員事 爲っ皆 じ 


候 はす 候が 近 來の御 檨子を 以て 窺 ひ 候に 全く 只今 迄 德輝を 御 輕晦祸 座 候 享^ 

被 I, 子 候 左 候 は、 > -彌以 御 達識の 所 測 b 知られざる 程の 事に て 千 离恐入 候 _ ^に 御 

座 候 此上補 弼に其 人 を被爲 得せ ハに御 協同 御座 候て 大政に 御 心を靈 させられ 候 

は-,, 其 御 施設の 閒必す 可觀事 御座 候 半 VJ 被 存候乍 去 御 補弼の 其. <  ど 申 もの 或 

は 世に 乏し かる べき 歟 小生 毎度の 持論に 御座 候が 本邦の 地勢 東西に のみ 長く 

候に 南北の 幅員 ど 申 もの 至て 狹く候 故に 其 間に 生じ 候 人物 も 皆 其 地勢に つれ 

候て 其爲し 所の 事業 總て 幅員に 乏しく 存候是 は紀綱 政事 典 章 文物 ふ 諸技藝 

の 末に 至. 0 候 迄 皆 此氣^ をまぬ かれす^ 被存候 本邦の 氣習ー 筋に 志 を 立 候て 

事 を 遂げ 候 事 何も 彼方に 下り 候 事 無 之 候が 但 彼方 は 東西南北 總て 優長に 候 故 

に 其 5^ の 人物 自らに 幅員 廣く 候て 總 ての 事業 も 一 ど 際 見ば へ 致し 候 か，、」 被存 

候， UL 去 其 幅員の 廣き 所よ， 5 應雞の 弊 を 生じ その 幅員の 狭き 所より は 偏 陋の弊 

を § し 候 樣存！ 1^ 地勢に 依，. >  候 所 は 本 水 土に 依る の 敎も候 得ば 夫 を 失 ひ 候 は 却 

て 宜しから す 候 得 V も 其閒々 に 就て 其 弊 を 不踐樣 心掛候 は、 ^ 其 身の 居候 所の 

^に 隨ひー am 陋應雞 等の 訕. 9 は 有 之 まじき かに 候 右に 就て 望み 候 事は當 今の 

書 簡 玉 池 時代 (八 八). W 寺 源 大夫宛  一 「ノ九 


天 保 十二 年 

五月 十七 日 


書 簡 玉 池 時代 (八 九) 宮下主 鈴 宛 

君 相 共に 物 ごビ幅 員 の 狭き 

本邦 相 應の幅 員 を 被 付 候 は 

陋習 を 一 變 御座 候 半 事 掌 を 

に 口 を 開く まじき 事ながら 

冀候其 表 も兔角 不定の 氣候 

誨敎を 乞 度 筋 も 御座 候 得 ざ 

數 多く 候 故 不能 一 々匆々 申 

懼堂 長兄 座右 

五月 十六 日 

尙 々 乍 憚 御 家內樣 へ も 近 


一 九 0 

所が 國 之 折 致 ど 申 場に 思 召 被 付 候て 庶績の 上に 


差 當，. ^ 

反す 如く 

聊 か 爲知 

之 由に 承 

も 明朝 北 

縮 候 以上 


小生 輩 從事仕 候文 業 之 上に 於ても 當 今の 

に 御座 候 半ビ奉 存候此 等之義 小生 輩の 叨 

己 一 言 仕 候 御 一 覽後必 す 御 切捨被 下度舉 

候 折角 爲國御 自重 を 祈 上 候 尙尊聽 に 達し 

山 生 送りの 者 歸國仕 候に 付 所々 へ の發書 


啓. 頓^ 

日 之 御^ 可 然御致 意 奉 希 候 


〔八 九〕 宫下主 鈴に 贈る 


東京 市 宫下 幹氏藏 


北山 甥 出府に 付 ：： 籠 蝕 不明 … 

も 痛 入御 芳情 之 程 拜謝候 は 


華 翰 御附し 殊に 何より 重 寶之好 紙 澤山御 惠賜何 ど 

んに詞 も 無 御座 唯 難 有 感銘 仕 候 計に 御座 候 权恐甥 


共義も 段々 御 厚情 を 蒙， -千萬 奉 感謝 候 兔角渠 等 事 母 一 人の 手に 育ち 候 事お 萬 

端 氣儘之 事 勝に 候 はん".」 常々 無心 許存候 事に 御座 候 一人 は此 表へ 引付 候閒先 

C 林 生 は 林 宜 候が 跡の 小童 宜敷御 心 添ら れ被下 度 千 萬 舉冀候 林 生の 義も御 頼 申 置 候 所 厚 

覺之 進) く 御せ 話 を 蒙. 0 是又奉 謝 候 同 生母 氏よりの 御 致 意 も 委細 承知 仕 候 尙又宜 敷 „^ 

序 も 御座 候 は マ 奉賴候 いづれ  一 V」 鍛練 可 仕 候が 一 體 のかな 昧 如何 候 半 や^ 鐵 

a 早 山 は 藩 に 候 や 粗 鐵に候 や 無心 許 被存候 何^ ぞ先 如何 樣 にも 仕 軍 山 翁の 箕裘を 相續致 

六 し候樣 仕らせ 度 ものに 御座 候 明日 安世 送、 りの もの 歸國 に付寵 賜の 拜謝 のみ 如 

.  此 御座 候 兔角其 表 も氣候 不定の よし 承 候 折角 御 自玉 所 祈 御矿^  、お J 

五月 十七 日  啓 拜パ仪 

宮下 長兄 文案 

長. 戶寬 司と ：^々 兩册 友人に て 御座 候 長 井 侯の 儒者に て 長^ 寛 司ビ中 もの" 著述に 锏 

申 もの、 著,  - ： V  -  3  3  I 

述  歷^^が到來仕置候に任せ御慰に入御覽候北越の事なざ大分ょくしら 〈 M 候 

乍 去 唯 誠の 御 慰 物に 御座 候 以上 

書 筒 玉 池 時代 (八 九) 宫下主 鈴 宛  一九 一 


案： 簡 玉 池 時代 (九 〇)宮 本 愼助宛  一九二 

.s^^  〔九 0〕 宫本愼 助に 贈る 

座 候 得 ど も 御 摘彌御 健勝 御 入 候. 耶 

御 降 心 可 被 下 候 さて 毎度 母よ.^ 御 

候 趣 其 時々 母より ま 遣し 私よ， り も 

取 紛れ 御 無音の み 申甚以 汗顔 之 次 

月 九日 四書 訓點相 正し 御藏 板 上 木 

g お 徒 ほお 御用 被 仰 付 右 御用 中 定府被 仰 付 難 有 仕 合 奉存候 右に 付 御 扶持 此表 渡， り 相 成 

り 候に 付 又々 乍 御手 數御 頼み 申度義 御座 候 右 は 別 義に無 御座 候 右 之 趣に 被 仰 

付 候 故 早速 此表御 賄 方へ 御 扶持 渡し くれ 候 様 申 候 所 御 賄 方に て ゆ 候に は 未だ 

御 一し は 無 之 候 へ ざ も 右 之 被 仰 付に て は 此衷渡 に 無 相違 候 へ ば 渡し 候 事 子 

細 も 無 之 候 へ ざ も 私宅に て當 年の 御 扶持 受取 過ぎ にても 相 成 候 あしく 候 

詮義 致し 候樣申 くれ 候に 付 私 申 候に は 自然 受取 過の 節は此 表に て 受取 候 分 其 

表へ K 料を以 上納 致し 五月 九 R よりの 分 は 何卒 不殘此 表に て 受取 中 度 候が 左 


打絕御 無音 不本意 至極 御座 候 時下 酷暑に 御 

毎度 母より 承 度存候 私事 幸い つも 無 異罷在 候 問 乍盧外 

御 厄介の 義 

ども 相 願 厄介の 義 .、，、」 も 相 願 候 所 御 深切に 御世 話 被 下 

御 禮申進 じ 候樣申 越し 候 得 ど も兔角 多忙に 

確！ 5|p 第に 御座 候 幸 御 宥恕被 下 度 候然ば 私事 も 過 


様： g 來院 もの か vj 承り 候 所 程 立ぬ 問に 候へば 隨分 左様 も 出 來候趣 高權申 くれ 

候 右に 付 早速 宅へ 申 遣 候 所 何 か 相 分. 9 兼 候 挨援を 申 越し 候 故 又 申 遣し 候に は 

何分 貴様 を 御 頼み 申 明細に 勘定 を 致し 自然 も 受取 過に も 候 は， ^ 幾 斗 幾 升 幾 合 

勺 右 之に 料 何程 VJ 申 事 申 越し 候 様に 申 遣し 候 故 定めて 唯今 頃 は 旣に御 賴みを 

申 候 はん VJ 存じ 候此段 何分 御 多用の 御中 御迷惑に は 可^ 御座 候へ》」 も 何分 可 

然卸， 頼 申 候 定めて 日々 御 出合 も 可 有 御座 候間此 表の 渡し 方 掛の人へ も 贵樣ょ 

b 宜敷御 頼 被 下 度 奉 希 候 又 私よ b- 頼み 遣 はさす 候て 叶 はぬ 事に 候 は ゾ其段 も 

御；^ 示 被 下 度. 早速 可 申 遣 候 いづれ 何も/、 御 任 かせ 申 候 問 何分 宜樣奉 願 候ず 

日甚御 無音の み 申 用事 御座 候 節の み 申入 候 は 甚恐入 候へ》」 も 御 懇意の • に 付 

如此 御座 候 千 萬 可 然奉賴 候 暑 氣倍熾 折角 御 厭 可 被 成 候 乍 末筆 御 母堂 樣 へ も增 

治 殿へ も 宜敷御 頼 申 候 以上 

六月 岡 日  術理 

愼助樣 

お々 是は 近日の 作に 御座 候 御 慰に 御 目に かけ 候 御 咲^ 可 被 下 候 

書 簡 玉 池 時代 (九， 本 愼助宛  一 九 三 


書 筒 玉 池 時代 (九 一) 八 E 嘉助宛  一九 四 

天 保 十一 一年  〔九 n  A 田 喜 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

.j ハ月七 口  - 

二 白 此品乍 如何 有 合に 任せ 暑中 伺の 印 迄呈覽 仕 候 御^ 留可被 成 下 候：^ 上 

其 麦 は久々 御 練 音 申 上 候て 背 本意 候 先 以甚暑 之 節 御座 候 得 ども 御兩 尊^ 舉始 

總而御 障 も 不被爲 在候耶 定めて 御 多祥 之御義 ，こ 奉存候 御 母堂 様 御 病後 土用 入 

に 及び 候ても 何の 御村 も 不被爲 入 候 ゃ是又 奉伺 候 小弟 義も幸 無 異に 消光 仕 候 

間 乍 御 降 心 可 被 成 下候扠 先達 中 相 願 御 承諾 を 蒙り 候義其 後榮八 出府の 節 御 

專 言 被 成 下 候て 續て 御手 敎をも 被 成 下 候 半御樣 子に て 御座 候 ひしが 其 後打絕 

尊書 を も不舉 拜甚以 不審 仕 候 かねて 申 上 候 次第に 御座 候 故 大に當 惑 も 仕候內 

竹 村 氏 出府に て是 へ先暫 取替 等 頼み 候て 暫時の 凌 をば つけ 候 得 共同 子 も 近々 

歸國 にも 被 及 候 得ば 又 借， 9 替 候て な，.^, i も 返 濟も不 致 候て は 叶 ひ- ィ申 S 以手 

支 候て 迷惑 仕 候 問 何分 右 等の 次第 御 推察 被 成 下 先頃 印書 差 上 候 節 申 上 候 通." 

中元 前 拾 余 も拜借 仕度 奉 希 候 千 萬 所 祈 御座 候 

其 表よ リ林  _ 

ほ II 里參 一 小弟 方へ も 近日 其 表よ， 9 林 北山 兩童參 り 候て 其 外に も 去年 中 貴君 御 尋被矿 


下候頃ょ^^兩人相增し候て都合熟生七人..」罷成御存知之手狭故大混雜仕候右 

雨に 一 人 は 越後の もの 一 人 は 九州 天草の 人に 御座 候 此者當 年 十八 歲の 様子に 

越後の 一人 卸 gs- 處 頗る 才子に て 行々 用 立 可 申 人物に も 可 相 成，、」 被存候 越後の 一 人は從 

は 從來禪 僧 ，1 r 1 - tfp 

にて  來禪 僧に て 御座 候 ひし 所 私 方へ 罷 越し 段々 議論 を 承.^ 發明仕 還俗 仕 候て 入塾 

:H 候 ものに 御座 候此 もの 、J 方は才 は餘. ^無 之 方に 御座 候 得 共 精力 を 出し 候 事 

中々 感心に 御座 候 故 是も必 す 行々 ものに は 相 成 可 申 候 十七 年も坊 生に て 居り 

候 もの 放 博に て 破戒 等 致し 還俗 仕 候は隨 分 ま 、^ 有 之 候 得 ノレ も 左 も 無 之 候て 義 

理に感 發土歸 俗 仕 候は甚 珍しく 又 歸俗爲 仕 候 もの も 珍しく 候"、」 て此節 專ら同 

士ひ中 にても 賞美に 預， r- 候 事に 御座 候閒 一 寸尊聽 に 達し 候義に 御座 候 御」 ほの 節 

尊大 人へ も 御 話 被 成 下 度 奉 希 候此度 別段 大人へ は 暑中 伺 ひも 不奉申 上 候 乍^ 

卸 序に 可 然御致 意 奉 願 候 折角 時候 御 厭 被 爲在候 樣奉存 候 餘は後 音  >、」 匆々 頓赏 

六月 七日  修 理 

嘉助樣 

書 愤 玉 池 時代 (九 一) 八 E 嘉助宛  ーリ五 


書 ffi 玉 池 時代 (九 二) 長 谷川 藤 五郎 宛  一九 六 

天 保 土 一年  〔九 一一〕 長 谷川 藤 五郧に 贈る  長 野 市 小 林 暢氏藏 

七月 寸ァ& 

冤に 角 只今に 殘炎返 かね 候 得 ども 御 家 內樣彌 御 揃御淸 福に 被爲 入奉拜 贺候然 

(令 郞は愼 ば 先達て 中 令郞 御上の 事に 付 稀々 申 上 御 挨按之 程 一 日 々々マ」 相待罷 在 候所久 

しく 御 返事 も不 被： 卜 如何 之 次第に 御座 候 や 千 萬 無心 許 奉 存候私 存念に て は 何 

卒令郞 を 御 屍し 申 候に も いづれ 一 應の御 挨拶 を 相 待 候ての 上に 仕度 存念に 御 

座 候 處少々 私 方に は 故 降 の 筋 も 有 之 無餘岐 次第にて 最初の 御 囑託を も 不顧此 

度 早急に 御 內政様 御 看病の 御屆を 以て 御 歸し中 候 差 當.. ^御 飛脚 等の 都合 も あ 

しく 候 故 宅に 差 置 候 天草.^ 參 b 居候 書生 一 人 差 添 差 上申 候 令 郞御事 私 方に は 

1^ 々之 事共 打 i り 候 事故 外々 の もの へ對し 候ても 御 し不中 候て は 不叶候 事 

にォ 早々 に 御 1 蹄し 申 候 V」 は 申 もの、 a 一林 之處は 一 昨年 前 W は 過分 之 御 相違に 

て 何 VJ 申 候ても 他人 之 中に 勞苦を も 經られ 候 得ば 夫 丈の 功 は 積り 候て 御歸宅 

後 は iSl す 御 孝養 も 相應に 御出來 候べ く 又 何 申 候ても 久々 にて 御對面 御座 候 

御き 合 にても 必々 是迄 の 御 心得 違 等 は 有 御座 まじく 奉存候 得ば 何分 此 度ち ビ 


,1 叱 u 等 無 

御座 穩便 に 

て . 


御 不首尾に て 御艮. >  は 候 得 V- も 夫 是御勘 辨を以 御 叱り 等 無 御座 穏便に て 姑ら 

く 御 様子 を 御 被 下 度奉冀 候此義 のみ は 何分 折 入て 奉 希 候義に 御座 候 今 も 

甚稱ケ の 事に て 取 込 此段匆 々申 上候猶 委細 は 後便 可 申 上 候 乍 憚 御 家 內樣へ も 

總て不 惡奉希 候 以上 

七月 十八 日  脩理 

藤 五郞樣 

尙々 筒檬 早急に 御 屍し 候 事 如何なる 事 かビ御 依み も 被 下 候 半が 此 節の 場合 

一 日 差 置 候 得ば 一 日 丈御當 人の 御 不爲に 相 成 候 事の みさ 罷成候 故 無 餘支如 

此 御座 候 夫 等の 意味 合 も 後便 委しく 可 申 上 候 以上 

&々 もお 度は穩 便に 御 あっか ひ 姑ら く 御 様子 を 御覧 被 成 下 度 候 三年の 御修 

l.!.- 隨分少 々は K 模も 御座 候 半 ど 奉 存候此 段 何分に も 願 上 候 以上 


天 保 十二 年 

八月 六日 

四 書 は 三 魚 

堂 本よ し 


省に 贈る 


氏名 

不詳 


長 野 市 近山與 五郎 氏藏 


躲^ 切 I て お 御 尋ね 之 通 先 三 魚 堂 本よ く 候 困 勉錄を 併せ 候 得ば 更によ し遄 


書 筒 玉 池 時代 (九 三) 三省 宛 


九 七 


書 籣 玉 池 時代 (九 三) 三省 宛  一九 八 

大全 もよ く 候是は 大全 中の 本書に て 校合 致し 候 もの 故 文字の 異同 を 見 候 杯に 

は大に 宜しく 候 乍 去 大義に 與 かり 候 はぬ 事 も 多分に 候呂晚 村の 講義 もよ く 候 

是も其 表 本に 乏し かる ベく 候 得ば 矢 張 三负堂 本に て御覽 候が 可然候 

畜 禪 僧蓄髮 入門の 事 御 賞美 被 仰 下 候が 是は盆 前に 塾 を 逃 去り 申 候 初の 程 は隨分 

に 塾 を 逃 去 精 を も 出し 候 様に 候が 其 內に稍 怠慢の 氣も 御座. 候故嚴 敷督責 致し 候 所 一 ト先 

志 をば 變じ候 得 V- も 只今 迄 俗僧の 中に て碌々 辛苦 を經ぬ もの にて 且 儒家の 業 

ビ申 もの 中々 大 造なる 所に 恐れ 候 故 か 影 を 匿し 申 候 拙者 始め この 所 を も氣遣 

候 故に かの 始 あらざる なしよ く 終 ある 少しの 道理 を 以て 字 を も 終 之ビ迄 命じ 

候が 右 之 次第に 候 乍 去 兔ても 終 を 得 候 事 無 之 候なら ば 早く 方つ き 候 も！^ 明き 

候て 宜しく  存じ 候 事に 御座 候 何 か 塾生の 話 を 承 b 候 得ば 弊 塾 を 去，. >  候 少し 

前に も VJ 同 寮 致し 候 僧 也  て 参り 候て 久しく 何 か 相 話し 歸り 候よ し 是怀が 又 

倡 ひ 返し 候 か 杯，、 J も 申 候 得 共 何に 致せ 一 度 立 候 志 をく ぢ き 候 様の もの は 天下 

. 不用の 人物に 候 故 早く 立 去 b 候 を 快便 VJ も 存じ 候が 乍 去 天 倫 を 全うせん ご 致 

し 候て 又 爽禽の 伍に 入 候 事 か 存じ 候 得ば 亦 不便に も 存じ 惻隱心 も 起， 9 申 候 


也 

畏 谷川 生 1J 々御 承知 も御墜 候 半長 谷川 生 を も 無餘岐 先頃 相 11^ し 申 候 右に 付 候ても 浮議 

(愼七 郎) を 3  .1  . 

岐相 • 、お 々御座 候よ しに 母方 ふ も 申 來り候 右に て は 御 傳聞此 表の 始末 も.^ 何？」 铜氣 

遣 ひも 可 被 下 候 半が 只敎 導に 隨ひ不 申の み 何も 外の 義は無 之 候 委しく 母方へ 

人の 敎導 と は 申 越し 置 候閒御 尋ね 被 下 御 降 心 被 下 度 候扠々 人の 敎導 S 申 もの 難き ものに 

もの 難き  t 

I のに 御座 御座 候 禮の學 記に も 敎然後 知 困 ども 御座 候が 宜 哉ぐ) 存じ 夫に つき 自身の A 咽に 

よ 太に 相 K 候が 彼 生に も扠々 こま .^s- 候 其の 表へ 參り 候ても よく 宮下 高野坏 

に隨ひ 改めてよ く 出精 致し 四書の 一通. -も 分り 候 様 仕らせ 度 ものに 御座 候が 

如何 參. -可申 や 何分 御 出會も 御座 候 は、 ^ 御 勵戒被 下 度 候 

蟻 川 生 事 御 氣遣被 下 候が 是は 先平穩 にて 小 學の賀 問 を 致し 詩 を も R 々作 巾 

候 何分 此の儘に て 善き 方 へ 向き 候 様 所 祈 御座 候 

近日 之 拙 詩 一 首 錄し御 目に かけ 候 御  一 ^可 被 下 候 

三 省 賢 友 梧 右 

八月 六日  啓拜 

書 籣 玉 池 時代 (九 三) 三省 宛  一九 九 


書 ffi 玉 池 時； re へ， 九 四) 宛名 不明 


一 〇〇 


天 保 十二 年 

i 教— 


g:^ 上 木 御 

^蒙 命 


御 旗本 衆に 

池 ほ善吉 


つ 宛名 判然せ、 ざれ 共 或は 高 野 

C 車 之 助 宛の ものな らん か 


豊榮村 小 林 莊右衞 門氏藏 


曩頃は 度 

意之 段 幸 

候 ゃ御尋 

先頃 四書 

書 內 に も 

之 御容子 


々御手 字に 預. 9 辱 奉存候 其の 時々 多忙に 罷 在裁极 にも 及び 不申不 本 

に 御 海 涵被下 度 候 先 以秋凉 之 候 御座 候 得 ざ も 御 起居 愈 御 平康に 御座 

ね 申 候 私事 幸い つも 勁 健に r し □ 致し 候閒乍 慮外 御 放念 可 被 下 候扠又 

上 木 御用 蒙 命 候 義を御 悅被下 御 に預， -千萬 感銘 奉 謝 候 其 節の 御 

有 之 其 後 菅沼生 出府に て 松本邊 へ御療 用に 御出で 御鶴然 候て 御歸山 

委細に 承知 何より 珍重 扑賀此 事に 御座 候 其 口 佐 竹に 遞返 致し 候て 御 

傳 言 を も領し 候が 又 當秋は 彌御東 遊の 思 召 も 御座 候よ し 一 段 延領か つ 席を拂 

ひ 御 待ち 申 候 事に 御座 候 上に も はからす 御 役 被 爲蒙仰 定めて 追々 御 傳聞も 御 

座 候 半口 政 も 御 一 新 御座 候御樣 子に て 誠に 難 有事に 御座 候 右 故に 都卞も 一 統 

文武の 事に は、 い を 用 ひ候樣 にも 見え 申 候此頃 草堂 へ も 聖堂 寄宿の 御統本 衆に 

池 田善吉 杯 申 人相 尋 入門 致し 折々 參. 9 候が 頗 有志 之 士且 精力 も 御座 候 人 W  3- 

え て 四書 に は 蒙 引 □ 證 を ひし マ」 書 入 有 之 候此人 兄弟 御座 候て 兄弟 ビも安 


積艮齋 門人の よし 然る 所 如何 致し 候 事 か 拙者 或 問 語類 等沉潜 致し 純粹 に朱學 

を 奉じ 候 趣聞傳 へ 相從ひ 候て 其 心 髓を窺 ひ 度 W て 見え 候が 感心なる 事に 御座 

候 この 人の 說話坏 にても 聖堂 勤番 之 御 儒者 ビ申 もの 杯 は 誠に 口 薄の よし 衰極 

まり 候 故. 又 興起 も 致し 候 半 杯 申 候 事に 候が 何分 此 節の 機 會に乘 じ 學政を も 維 

0^^^ 新 致 天下の 學術道 德をー に 仕度 ものに 御座 候此 節の 所に て は 大家 ビ 呼れ 候 も 

仕度 

のにても 大學格 致の 義を 本意に 違 はざる 様 說得候 もの 練に て 毎々 議論 を も 致 

し 候が さて/、 學問も 衰薄を 窮め 候事ミ 歎息 致し 候 事に 御座 候 右 之 時節に も 

候 故 正 學に志 あるの 徒に 候 得ば 賢 0  VJ なく 唯 空谷の 足音 VJ 被 存候賢 友に も 何 

M^.^ 分 御發憤 御座 候 檨所祈 御座 候 近日 塾 中に 於て 大業 を 始め 申 候 冤 角 世 問の 人 左 

始 6, 

傳 をば 讀候 得.、，、」 も 第 一 の 春秋 經 にう，.」 く 候 故 此度は 經文を 明かに 致し 候爲に 

左 氏 公 羊 穀梁胡 氏 程 子の 五傳を 合せ 會業を 致し 申 候 夫に 三傳は 注疏 を 本ミ致 

し 候 事故 一 日に 一 年 宛 も 仕 まひ 度存 候が 中々 左 樣參， 9 かね 候が 多分に 御座 候 

尤も 每日 致し 候が 夫 にても 一 日に 一年 宛 VJ つもり 春秋 二； H 四十 二 年に 候 得ば 

半年 餘か り 申 候まして 左 樣不參 候 得ば 必す 一 年 餘も掛 b 候 半 マ」 存候 事に 御 

書 簡 玉 池 時代 (九 四) 宛名 不明  .  二 〇 一 


書 簡 玉 池 代 (九 五) 山寺 源 大夫宛  二 ◦ 二 

座 候 其 表 會業等 は 如何 や 御 聞かせ 被 下 度 候 宮下子 もよ く 詩文 折々 出來 候て 近 

日 も 見せられ 候大に 面白く ー體 上達の 様子に て悅 ばし く存候 折々 御 出合 候 や 

否 卸 辨 御 ，M 候 筋 も 御 座 候 は  是 又 承 度 候 先 は 度々 の贵報 迄如此 御座 候 折 

角 時 氣御厭 可 铍成候 御 草稿 加 朱 完璧 御 落手 御 取 舍可被 成 候お 略頓首 

天 保 十二 年  「九 5  .q 寺 原 大 夫 こ 贈る  長 野 市 和田榮 ニ氏藏 

十二月 六日  k  二 3」 I  -ー  :/  -  -  P 

苒白此 一 封 隣家 ふ被賴 候が 乍 御手 數御預 り 御 役所より 御 遣 被 成 下 度 舉希候 

■ 何も 所 祈 御座 候 

過 月 皆祌道 久 敷闕闊 本意 を 北 e: 候義に 御座 候 過 月 皆 神道 者 出 都に て 直に 弊 塾に 罷在 候に 付 

是 々委細 御 動 靜をも 承 候 事に 御座 候 先達て は暫 らく 御 簿疾御 患 被 成 候よ しォ 

も 此節は 御鶴然 マ」 承 先々 离心仕 候 時下 厳寒 之 候 御座 候 得 ざ も 彌御揃 御^ 祥被 

爲入 候耶御 祖母 様 御 持病 氣は 如何 被 成 御座 候 哉 令 郞方愈 御 快 健に 候 救" w 郞は 

嘸 かし 御 丈 等 も 御 延び 候つ らん 想像 仕 候義に 御座 候 御 讀書も 定めて 御 始め 

候て 御 精 も 御 出 候 半 ど 奉存候 小弟 義も 幸に 異義 も 無 之 授徒罷 在 候 間 乍^ 御 放 


の も 座 難 は此ー 
極 ； 候 有 申御齋 
： 聖 事な 時 翁 
衰堂 にが 節 事 
微等御 ら とも 


念 可 被 成 下 候 然ば此 品 不腆之 至 如何し く 候 得 ざ も 聊か 寒 候 御 動 履 相 伺 ひ 候 印 

迄 呈覽仕 候 御 莞存之 上令郞 方の 御 慰 ども 相 成 候 は  本 懷之義 に 奉 存候偖 も は 

や 御 承知 も 候 半 一 齋翁事 も此御 時節 マ， * は 申ながら 難 有事に 御座 候 聖堂 等も是 

迄 定めて 御 詳悉も 御座 候 半が 衰微 之 極に て 諸 生 寮に 僅か 十七 人位 居 候 様に 

VJ 御座 候 ひしが 是ふは 何 どか 一 振 も 仕 候 半 VJ は存候 事に 御座 候 其 表 之 生徒 は 

如何に 御座 候 や 御 職務 之 御 餘暇御 引 立に 預り 候て 時々 親 炎 も 仕 候 もの 幾人 許 

御座 候 や 其 內往々 拔 群の ものに も 相 成 候べき は 誰々 にて 候 ゃ便閒 幸に 御 聞せ 

si^ss 被 成 下 度 候此表 藩邸 も 六月 以來は 文武 ビも 殊に 窭々 にて 嘆息 之 次第に 御座 候 

々 5 學問 所の 方 は 愚策に 依 .9 童 生 之 方 は 先 何 VJ か 進み もつ き 候 様に 御座 候が 中年 

以下に ては勸 仕に 預り候 もの は 何分 其 場 へ 寄つ き 不申扠 々是 迄の 養 ひ 方に 因 

,9 候 VJ は 申ながら いひ 甲斐な き 始末に 御座 候 何 W かこ 、を 一 轉仕候 御 妙簿は 

御座 候 や 奉伺 度 候尙此 外拜聞 を經度 事の み に 候 得 V- も會 見なら では 申も盡 

しかね 候 事に 御座 候 最早 年內も ニ旬餘 罷成候 小生 義も 近來 殊に 多忙に 罷在 

候 故 大方 は 歲內に 呈書仕 候 義も覺 束な く 被 存候塞 威 折角 御 保護 目出度 御 迎春 

I 書 简 玉 池 時代 (九 五) 山寺 源 大夫宛  III  II  二 〇 三  ， 


天 Si£ 十三 年 

六月 十五 日， 


(镇川 政治 郞) 


書 簡 玉 池 時代 (九 六) 恩 田 賴母宛  二 ◦ 四 

卸」 ill 1^ 樣 衆の 爲に奉 祈 候 乍 惲 皆々 樣 へ も 宜敷様 御 致 意之 程舉願 候頓首 

懼堂 大兄 車 比 

靈 ，六日  啓  拜白 


〔九 六〕 恩田賴 母に 贈 る 

御內々 申 上 候 

再 啓 奉 申 上 候 先達て 御手 充之義 奉 願 候 所 

被 成 下す 當下差 支 難^ 仕 候に 付 小山 田老 

內借仕 又此度 政治 郞歸 藩爲仕 候に 付 書物 

費 mp ど も 合せ 候 て は 此度御 褒賞 之 銀 子 宅 

こ へ も 引 足り 不申 候此 もの も出來 そこな 

てよ ろしく 候 得 V- も 先々 十六 歲 にも 不満 

も 可也 講義 出 來仕候 V」 申せば 本 藩 は 勿論 

之 まじく 候 先 其 位に も 相 成 候 故 心に も嬉 


東京 宫本 仲氏藏 

其 後 fti 久しく 罷成候 得 ざ も 御 下げ 金 

臺 へ 申 上 御 勘定 吟味 手み 先 一て 拾 金 

を も 調べ 遣 し 其 外 土 產其外 旅装 道中 

ふ 去 秋 中少々 遣し 候 分 な V- に て は V- 

ひ 候て 差 良し 候なら ば 其 樣に不 仕 候 

候て 四書 之 內經註 何方 を 引出し 候て 

他の 學政詳 備仕候 諸 藩に も 多く は 有 

しく 是迄 だに 费を も不 厭世 話 を も 致 


し fa 一し 候 事故 今度 之歸 藩に は 晝日之 錦 を も 相應に 飾らせ 申 度 彼是..」 調 物 等 仕 

、小 m 公 は ら せ a? ぶ 又 聶 初 量 3^ 比 候 よ は か さも 登. 9 候て 又 拾 余內借 之義を 小山 公 へ 

小山 m« 岐) 

申 上 御 聞 濟之上 御 勘定 吟味へ 談じ候 所 御金 都合 あしく 候に 付 五分-ならでは 出 

來 かね 候 V- 申 事に て 當惑仕 候 得 V- も 致し方 も 無 御座 先 左 樣仕候 所殆ざ 右 をば 

手 拂に罷 成 候 政治 郞義も 四月 末 ふ 脚 氣之氣 味に 罷在 醫師 へ 相 頼 六 七十 貼之藥 

餌 を も 仕 候 其 謝 義等も 其 表 之 如く 尾籠なる 事 も出來 かね 候 得ば 夫相應 には醫 

家へ も 遣し 候 類 意外 之 入增に 御座 候 先夫 等 は 疣の 上の」 に 御座 候 夫 等 致し 遣 

し 候 事 も 本 ふ 御存知 之 極 難 之 勝手 向に て 候 得ば 本よ. 0 其 惯ひを 求め 候 義に無 

御墜候 唯是は 一 人 にても 人材 を 仕 立 候 事 國恩之 萬 一 奉 謝 心得に は 御座 候 得せ ハ 

本よ， 9 母子 兩人之 衣食に さ へ足りかね候位の藩^^；の私に候得ば御手充之御增 

澤ハ 11) は 矢 を 其 時々 奉 願 候て 其餘を 分ち 侯より 外 は 仕樣 も 無 御座 候 是迄は 矢 公に も 執事 

にも 其 段 御 愍察被 成 下 候て は 御 增金を も 被 成 下 候 故 先畢. 党 は 政治 郎等 も 数年 

學 (^翻 之 修行 を も 仕らせ 候義に 御座 候 去 九月 ふは尙 更の義 にて 今月 迄 殆ど 十 ヶ月 他 

なる) の 一 錢を 待す 候て 一 人の 萬 端 之 始末 仕 候 事 如何様 節 儉相用 候ても 大抵 其 数 は 

睿 簡 玉 池 時代 (九 六) 恩 田 賴母宛  二 〇 五 


書 簡 玉 池 時代 (九 六) 恩 田 賴母宛  二 〇 六 

相 分. 0 申 候 夫 等 も 皆 私の 賜餘を 分ち 候義に 御座 候 右 等 之 所 何分 御 照 察 被 成 下 

早速 御 下，^ 之 義奉願 候 員数 は 贰拾舍 奉 願 度 候 尤も 夬 にて 當年は 苒び御 苦惱を 

r 木工 は賴 ぶかけ 奉らぬ、 い 得に 罷在 院此段 151 に 御 賢慮 奉 仰 候 〇 此度內 々木工 樣 へ も 申 上 

母の 父な り 

秋 Itl お 候が 御學 政之義 誠に 當惑之 次第 此上は 職 を辭し 候て 其官守 をはづ かしめ ぬ 様 

仕 候 ふ 外 無 御座 候 其 段 も 御 序に 可 然樣老 臺，、 】 も 御 商量 被 成 下 候 樣願上 候 古人 

も 申 候 通佳卉 開ん.、」 欲して 霜 威 これに 逼. 9 嘉謀 成ん ご 欲して 問 言 これに 入る 

近來に 至. 0 眞に 仕官 之 難き 義を 存じ 申 候 成る 程 聖賢 之 流 饌塞を も 不厭出 林に 

身 を 終へ 候 事 畢竟 己れ の 蘊菩を 施行 仕 候 程なら では 仕へ 候 詮も無 御座 候^ 決 

定 致され-^ 義 VJ 奉存候 音律に 譬 へ 候 得ば 私の は 何分 □ か -リ 過ぎ 候て 此 節の 御 

調子 合 ビは兔 に 角 合 かね 申 候 何れ 私の は 其 調 松風 石.：： 水に 合し 候て 一 琴 一鶴 を 

携 へ 丘 壑の閒 に 摘 样仕候 事相 當も可 仕 や VJ 奉 存候狂 言 御  一 . ^可 被 成 下 候 然し 

世に 在， 0 候 問 は 世務を 治め 候が 孔孟 之敎に 御座 候 得ば 精力 之 御座 候 丈 は盡し 

申 度 事 本より 所冀に 御座 候 何分 前 條之所 兩様共 早速 御 勘 辨被成 下 候 様 奉 萬 祈 

候 以上 


六月 十五 日  ,M 理 

天 保 十ョ年  〔九 七〕 &谷脩 軒に 贈る  長 野 市 岡 川 五 郞氏藏 

七月 五日  啓. 苒拜 

(本文 を 逸 副 白 永 ts5 娬の首 句 稟ニ氣 之靈秀 v- 申 候て は何歟 如何し き自贊 にても 候 様に 見 

す、 

へ 候へ V- も 周 子の 大極 圖說 にも 惟人 也 得 其 秀而最 靈^ 御座 候 を 取." 候て 只 食 

獸蟲魚 ，、」 な. 0 候 はで 人に 生れ 候 を 申 候 迄に 候 大意 は 本邦の 內に 人".」 生れ 出 で 

i から は 外寇を 防ぎ 候 心 は 貴賤 同樣の 事た る ベ きを. s- 候 

犬 羊 暗に 英吉利 を さし 申 候 

舟楫之 多難 是は 近年 諸國 難破船 多く 相 成 一年の 內 に仙臺 よ，" 下の 關の 問に 

,  千 八 百 餘艘の 難船 有 之 候 ひし 事 も 候 を 嘆き 候 事に て 大意 は洋 製に 傚 ひて 大 

艦 を浩) b 一  ッには 海 寇の守 まに 備へ 一 ッには 海運 之 禍患を 救 ひ 度 意 にて 斯 

は. & 候に 御座 候 

悟 反 否 於泰繫 は 泰の卦 の 上 爻诚復 于隍を 申 候 その 次 は 臨の 彖詞に 至 八月お 

書 簡 玉 池 時代 (九 七) fil 谷 修軒宛  一一 


書 簡 玉 池 時代 (九七)^^谷條軒宛  二 〇 八 

凶 を 申 候 

五州 之 離合 は 12- 細 亞歐羅 巴 亞弗利 加 は 隣合の 國 にて ァ ウス タ ラ リ I 亞遷利 

加 は 離れ 候 邦 故 斯申候 事に 御座 候 

赤 ii 鄒 子の 語に 本 づき 淸國を 申 候 事 勿論 也 

英戎 英吉利 は 西に 御座 候故戎 VJ は 申 候に て 候 

歳 四周 は 亥 子 寅に 御座 候 

壯 者麋爛 これ はホ I ヰッス M 筒の 名 r 力 ラナ，' ダ (彈の 名 一等 の爲 めに 打倒され 

候 を 申 候 

事必有 其所鯀 は 水 軍 火 術 に 疏 く 候 て 戎 狄 也 ビ て 外 國 を 侮 り 自 ら は 中 國 钚 

て 自 恃 の 心 御 座 候 よ .9 遂 彼 を 知 ..^ 己 を 知 る の 事 も な く 己 れ の 短 を 守 て 他 

の 長 を 取..^ 候 ie??- を しらす 候 を 申 候 

伯 多 是は ロシャ のまべ f トルの 事に 御座 候 

ず；； 方 之 元首 造 物 者より 見られ 候て は 勝手次第の 事 を 申 候 もの かな VJ  一  ^ 

せられ ベく 候 へ V- も 地球 圖を 案じ 見 候に 殆 V- 此象 御座 候 事故 かく 申 候 


候 危皇は 代 比 世 
事に 統し 聯類界 
にもの ま 綿 無 萬 
て 係 御し と之國 
リ 安 候お 百に 


夷 生 卽伯 多の 事に 候 

脚 成 西洋に て海舶 V- 申 事 を 此方に て 譯し見 候へば 有 脚の 城ビ申 事に 成.^ 候 

よし 其大 なる ものに 至. 9 候て は 一 隻 に百餘 門の 大砲 を備へ 武衞嚴 重に して 

i 三年 位の 兵糧 は 儲へ 置 候よ し 全く 城堡の 如くに て 意の 儘に 行， り 度 處へ行 

故 有 脚 城の 稱 御座 候 趣譯 書に て 見 候 故に その 字 を 用 ひ 候に て 御座 候 

美 利 VJ は 難破船の 害 を 除き 候 へ ば 求めす して 利 は 獲られ 候 事に 候故此 言 に 

及び 候 

重 明 君臣せ ハに 明なる を 申 候 

何 柳 人 之不從 船 政 之 義は大 朝に て は 至て 重き 御 規定の よし 右 を 御變革 御座 

事 は 神人の きく 從ふ 場に 至. 0 不 申して は 難 叶 候 故 これ を 申 候に て 候 微賤 

の 身 を 以て 邦の 大事 を 兔角申 候 事 恐 多き 事に 候へ ども 初めに も 申 候 通外寇 

の義 は國內 の爭亂 V- も 相違に て 事 勢に 依り 候て は 世界 萬國に 比類 無 之 西 代 

聯綿 VJ おはし まし 候 皇統 之 御 安危に も 係 ，9 候 事に て 獨り德 川 家の 御榮 辱の 

みに 預. 9 候 義に無 御座 候へ ば 船 政之義 いかに 重き 御 規定に 候？」 も 大艦を 製 

書 篛 玉 池 時代 (九 七) ^||谷修軒宛  二 0.^ 


書 简 玉 池. 時代 (九 八) 山寺 源 大夫宛  ニー 〇 

し 候て 沖 中に か 、^.^ 海運の 妨を 成し 候 異船を も 手 易く 追 打 打 拂ひ候 程の 威 

力無 之 候て は 最前 も 申 候 通い か 程 陸地の 守備 は 厳重に 候？」 も 片輪の 車の 如 

くにて 實の 海防に は 無 之ビ申 趣意 相 分り 候 は、 S 天下 安危の 爲に御 規定 を も 

御 改正 御座 候べき 事 勿論の 事に 被 存候乍 去是は 殊の外 六 借き 事の よしに 候 

故 畢竟 この 賦をも 著し 候 事に 御座 候已 上世の 憚 も 御座 候 義に候 問 御  一 ^丙 

丁に 御 附し被 下 度 奉囑候 以上 

00  〔九 八〕 山寺 源大 夫に 贈る 

力 

御 墜簡薰 誦仕候 就審御 動静 御 休 安不勝 慶賀 奉 存候然 ば 此^ 奉 差 上 候 海老 糊卷 

有斐き 記 文 の義 云々 蒙 仰 難 有 今 暫被遊 御 留度旨 奉 畏候御 事に 御座 候 扠又有 斐亭記 文の 義 

クまな .i^ や 

iiwis 如何 や 御沙汰 御座 候 趣 恐 惶之至 奉存候 兼て 承 命の 義に付 敢て放 在 候 筋に て 無 

至  .1 

御座 候へ せ ハ兔角 春 夏の 際 頭痛に 相 苦み 過日 御殿に て拜 晤の翌 R よりも 又 一 層 

の 痛 勢 相增し 日々 迷惑 乍 憚 多分 枕 を 就け 候 體に罷 在 候 故 乍存大 延引 相 成舉懼 

00 入 候 併 又々 御沙汰 をも康 b 候 義に付 不日に 起稿 先 尊兄 迄 呈覽政 を 乞 可 申候此 


覽政 を I 段 何分 宜敷樣 御 執 成 奉 冀候唆 翁 省 縣說出 來尙又 尊意 を も 被 仰 遣 補 入 も 有 之ぎ 

密 如何の 者 や 御 相談 被 仰 下 何 • 共悚息 仕 候 任命 再 四 復誦 仕 見 候 所 成程 餘 簡 

約に て 意に 満たぬ 樣 に被存 候へ せハ 字句の 問な ノー レ は 流石 老陳の 義ズ- 威 心 仕 候 何 

も 可 申 上 異見 も 差當無 御座 候に 付 口 敎の通 直に 返 璧仕候 御 收納可 被 成 下 候 方 

T 學省菴 記 は 格別，、」 申し 高見 至極 御 同意 御座 候 右 は 全く 曾 子の 三^に て 敷 序 

致 候 ど 常 套に落 候 故 別に 新 意 を 生じ 候 所 文士 は 誠に かく 有 度 事に 奉 存候瞹 翁 

杯の 場に て は 矢 張此度 位の 所 大樣體 を 得候樣 にも 奉存候 不識高 明に は 如何 被 

m5 召 候 や 但末行 翌日の 二字 目に 懸.^ 候 樣被存 候 彼の 二十 四氣は 一 年 を 二十 四 

に 割， -候者 故 本節よ， り 後 節 迄の 閒十 五日 强は矢 張 本節 を 認め 候 事に て 翌日 或 

は i 幾日 認め 候 例 は 見え 不申候 尤も 兩 至に は往々 見 掛申候 乍 去 兩至共 致 相 

違 閒此は 除きに 相 成 候 様 御 申 越 被 成 候て は 何 似 風 存付候 故 度々 申 上候將 

御 寵訪も 可 被 成下芳 意の 所 常 田 氏 留守に て 別て 御 多 務の由 御 察 申 上 候 御 暇 

の 節に 候 は  > -御來 過 も 願 度 候へ 共 御 繁多の 折に は必々 御斷 b 申 上 候 尊 嫂兔角 

只今に 御 全快に 無 之よ し 借々 散々 の 御 事に 御座 候 先 折角 御 保護 所禱 御座 候贵 

書 簡 玉 池 時代 (九 八) 山寺 源 大夫宛  ニー  一 


天 保 十三 年 

十月. 日 


皆 祌生も 先 

達て より 久 

々不快に て 


書 簡 玉 池 時代 (九九) 宮下主 鈴 宛 

酬迄匆 々申 縮 候 以上 

十八 日 

曜堂 仁兄 梧 下 


ニニ 一 


, しし， 

, ゴゴ 


宫下主 鈴に 贈 る 


其 後 は打絕 御物 遠に 御座 候 

拜問仕 候 小弟 義は此 程 は 別 

之 御 學說は 如何 や 定めて 御 

快に て 去々 月 半よ..^ 弊 塾 を 

ら調護 致し 候へ、、，、」 も 兔角氣 

て歸鄕 を勸め 候て 此度裝 を 

角 毎 事鎭靜 の氣に 乏しく 立 


^下 寒：^ に 向 ひ 候 へ V- も 愈 

镥 

して 頑健 を覺 へ 候閒 幸に 御 

得處も 多々 VJ 奉 推察 候皆祌 

も暫 返き 候て 醫 家の 近邊 へ 

分 不相勝 其 他 不安心に 存候 

促が し 申 候 此生も 中々 凡 輩 

誠の 修行 不行屆 候て 氣遣は 


も果砍 ゆか や 候 故 未 得 力 も 薄く 候 右 故 乎 自ら 見る 


啓 


拜 m 


東京 市 宮下 幹氏藏 

御 淸健被 成 御 侍 養候耶 

過 念 被 下 まじく 候近來 

生 も 先達てよ， り久々 不 

參. 0 旅 店に 寓居 候て 專 

義もー 二なら す 候 故 達 

に は 無 之 候 へ ビレ も 免に 

しき iss- 多く 候 病 多に て 

听も兔 角 明かなら す 候 一 


是は 常々 戒め；^ 事に 御座 候が 此度 歸鄕も 致し 候 へ ば 又 仁兄 等の 御 切 删を受 候 


よ. o 卞. 瞎之候 申 足 候 迄に は 無 之 候 得せ ハ 何分 右 等の 場合 御 善導 被 成 被 遣 被 下 度 

蟻 W 生 は 其 奉賴^ 將又蠛 W 生 は 其 後 如何 ゃ是も 先達ての 一 件に て 殆ど 暫く 舊業を 糜し候 

^の 事に も i ベく 其 上 病 痛 多き 性質に も 候へ ば 時々 如何 ゃビ 情に 關. 5 申候虿 

問 等に 罷出候 節 は 何分に も 心身 上に 就き 候て 痛く 御 針 砭を御 施し 被 下 候樣奉 

冀候近 來の樣 子 頓>」 承. -不申 御 序に 渠が近 狀委敷 被 仰 下 度 奉 囑候挟 御文 稿 長 

々留置き 懼入 候 此度皆 神 生に 託し 返 璧仕候 加 朱 仕 候 所 は 折角 命 を も 康り候 

故 管 見 をし るし 候 迄に 候 宜敷御 取捨 可 被 下 候 其 後 も 定めて 御 著作 も 可 有 御座 

詩文 は疲絕 候 便 閒卸示 及 被 下 度 候 小弟 義は 頓^ 詩文 は廢絶 同様にて 愧入候 次第に 御座 候 

同樣 にて 塊 

人 候 次第 近日 左の 通 之 事に て 一 首 出 來仕候 錄し御 一笑に 供し 候 

有，， 一 鳥， 下，， 于 南 庭： 羽毛 淺 紫。 長 M 黃 足。 其 大 如-母 鶴ー狀 頗 似謔。 隠 前 有" 白 0 點パ背 

上 成，， 浪 文 一予 生，， 北 地 y 未， 見，， 鷓 鴣： 然 按，， 圖 經 -考， 之。 恐 是 耶。 

北 人 始見南 禽貌。 毛 彩 不群堪 = 品評： 背 上 浪紋雲 錦 魔。 隠前圓 點雪ネ 明。 、.s 

羅廟畔 曾 開， 翅。 孤 竹 祠邊定 喚 ま。 吾志久 知行 不レ 得。 不， 須 苦作斷 藤聲。 

是迄認 候 所 折節 來客 にて 筆 を 擱き候 折角 御 自愛 時 を 以てせられ 候檨所 祈徐座 

書 饍 玉 池 時代 (九九) 宮下主 鈴 宛  一一 ニニ 


書 ffl 玉 池 時代 (一 〇〇) 加 藤 永 谷 宛  ニー 四 

候 

十月 九！："  啓 苒拜 

宮下 仁兄 梧 右 

お 保 Y 一年  〔一 00〕 加 藤 氷 谷に 贈る  長 野 市 和田榮 ニ氏藏 

度々 の 瑤簡其 時々 期の 如く 相 達し 致 拜見候 先 以貴體 御 淸健御 侍 養候狀 欣慰此 

事に 御座 候 殊に 中元に は 被掛御 心頭 方 金 一 方 御 餽被下 奉 謝 候 其 節 早速 拜謝可 

申 之 所秋來 殊の外 多忙に 罷在 心外に 御 無音 愧入候 次第に 御座 候 幸に 御 窗恕可 

被 下 候 偖 又 令兄 之 御 一 件 も 于今御 方 付 候 はぬ よし 扠々 長き 御 引 籠...' 嘸 かし 御 

. 困 n 出 ビ 推察 致し 候 乍 去 古人に は往々 家人 ざい へ V- も 其 面 を 見る 事 を不 得十數 

年 杯 申 もの 御座 候 へ ば 事 長く 候 義に候 は  >-彌愼密に御心を用ひられ^||隙を伺 

ひ 候 小人 をして 施す 所の 術な から しめられ 候樣願 はしき 事に 奉 存候此 段 御」.^ 

Sis 久敷 に御傳 へ 被 下 度 候 令兄 も 久敷御 籠居に て 候 へ ば 必す御 新 得の 義も 不少其 上足 

下 も 春よ. 0 御 同居 候 へ ば 事々 に つ き 御 討 il も 御座 候て 御 力 を. 得られ 候 ベ く 致 


淸國 英吉利 


子 


J 戰 爭の樣 


竟には 本邦 

之 串 5 とも 町 

相 成 事 


健^^^-！^內山生も鬼角不快勝にて暫らく弊塾を返き旅店に下宿致し療養を加へ 

候へ ざ も 果敢々々 しき 事に 無 之 候 故 一 先歸 山よ く 致 調 護 候樣^ 勸め此 度當人 

にても 其 氣に相 成り 匆々 歸裝を 促し 申 候 定めて 御城 下に 一宿 致し 候 都合に 相 

ベく 足下に も 御 目に 掛， 0 可 申 候に 付 中元 之 拜謝其 後の 御 報 旁此紙 を呈し 

時に 淸國 英吉利 ビ戰爭 の 樣子は 近頃 御 傳聞候 や 糙に承 候 ごも 申 かね 候 事に 

疾へざ も 近來の 風聞に て は實に 容易なら ぬ 事に 被 存候事 勢に 依.^ 候て は 唐 虞 

T^fe; 禮樂之 區歐羅 巴 洲の腥 稳に變 じ 申され まじき ども 申 難き 様子に 聞え 扠々 

嘆 はしき 義に有 之 候 萬 一 又 淸圃に 大變革 御座 候 節 は 本邦 ど は 僅かの 海路 を隔 

て 候の み 左 なきだに 東國の 地方に は 年々 英吉利の 海舶 近寄. 9 通." 過ぎ 候 事 其 

也 方より は祕し 候て 公邊 へ の 屈け 等 は 致し 不申 事の 由に 候 へ V- も糙 かなる 證 

據も有 之 事に 候 右の 海 舶は淸 國の廣 東 地方の 阿媽港 ビ申處 より 魚" 西 亜 領の加 

摸沙都 加へ 交易に 往來 致し 又 南洋に て 鯨 を 捕へ 候 獵船も 有 之 由に 候 何れに も 

竟には 本^ 之 患 ども 可 相 成 事 ミ被存 候よ しゃ 彼よ." 我 を 犯し 候 心なく 候 ごも 

兵法に も その 來ら ざる を恃 ます 其 待 ある をた のむ ビも申 候へ ば 國本を 固く し 

書 簡 玉 池 時代 (一 〇〇) 加 藤 氷 谷 宛  一二 五 


心 候 を 防 寡 
被て 命禁君 

致禾 i せの も 
候々 ら掛海 
苦れり 岸 


書 簡 玉 池 時代 (一 〇〇) 加 藤 氷 谷 宛  ニー 六 

海山が 防禦の 事備具 致し 候 様 本邦に 生 を受候 もの は 願 はしき 寧に 有 之 候 然る 所 

近日の 事に 候が 寡 君 も 海岸 防 鎮の掛 り を 命せられ 候て 種々 苦心 被 致 候 事に 御 

麼！^ 右二け 拙者に も 內意有 之 此節專 ら外國 の 地理 人情 を 討究 致し 候 其 義に付 

豆州韭 山の 江川 縣 令に 致出會 はから ゃフ ラ ン ス 法の 火 術の 談に 及び 一 通り 承 

り 候 處是迄 世閒有 來，. ^候 砲術 は 格別の 事 W 被存先 いづれ にも 彼 を 知，.^ 己 を 

知 b 候 を 兵の 本 V」 致し 候 事故 近來 彼に て 專らさ 致し 候 術 を 得 候て 夫に つ きて 

勝 を 制し 候 義をも 考へ申 度 其 門に 入 候て 致 研究 候に 增 す/、 實用有 之 事 ざ も 

にて 當 今の 武備 是に 過ぐ ベ からす ビ存候 故 寡 君 へ も 其 段 申 候て 足 輕の者 を 借 

鳥统も 製作 ，0 受銃陣 等 を 習 はせ 致 進 返 候處彌 面白く 覺ぇ申 候 常の 步卒に 打た せ 候^ 銃 も 

據 £ i にで 製作 異常に て火繩 なしにて 打 申 候 風雨の 節 も 無 差 支 打て 申 候 様 作 候 もの 也 

す ベ て 本邦 之 火 術 は 皆 治世に 至り 候て 開け 彼方 之 火 術 は- く亂 世に 機巧 を ま 

して 組立 候 もの 故 その 相 去る 事 数等の 優劣 を 免 かれす 近世 フ ラ ン ス國に ボナ 

パ ルテ V- 申 希世の 豪傑 御座 候 ひしが 此 度の 火 術 も 全く 此 もの 怀戰爭 閒に 於て 

利 弔 を考へ 造， 9 立 候 事 W 被 察 候 大砲に も 稲々 の 奇術 有 之 候 乍然夫 等の 奇術 も 


御 術て 家談 
座中 本の 兵 
候の よ 一 も 

事 り 端講 
に 儒に 學 


皆 其 人 を 待て 用 をな し 候 事に て 誰 にても 强敵を 拉き候 マ」 申に は參り 力ね 申 候 

しかる 所 又 其 人.、」 申 もの 世に 幾許 も 無 之 ものに て 候へば たま/、 みづか ら も 

存じ 候 旨 も 有 之 又 人よ も 望み を かけられ 候 ものに 在て は 何分 奮發 致し 候て 

我 神州の 武備 を 取 立て 永く 戎狄の 害 患 無之樣 仕度 ものに 御座 候 右に 付 拙者に 

i 哭策 も 海防の 八 策 を 設け 候て 內々 寡 君へ 差 出し 候 事に^ 之 候 足下 も 天資 特逢 にて 

設け 候て  、  ，  j 

00 へ 御 出 候 故窃に 望み を 屬し居 申 候 何卒 御 繰 廻し 近き 內に銜 出府 候 〈 力し け々 # 

話し 申 度 事お 之 候談兵 も講學 家の 一端に て 本より 儒 術中の 事に 御座 候 沖 一 も 入 

て 相 VJ なり 出て 將 V」 な るの 規模 無 之 候て は 正學も 畢竟 無用に 羼 し 申候然 る 處 

此節 形の 如き.^ 術 盛に 行れ 候て は是 迄の 兵家に 唱へ候 城 築 も 陣法も 皆 用立不 

申实此 節淸國 にても 只 この 火 術 を 防ぎ 候 手段 無 之よ しに 相 聞え 候 夫 等の 利害 

足下と 講論 a7 失 何分 ni- 下 ビ講論 致し 申 度 候 閒何ビ か 御 都合 被 成 御 出掛 可 被 成 候 其 上. 爽 狄 

致し 巾 度 候  . ： - - -r  -  A  B 

の 淸状を 書き て 世に 公け ならぬ 書類 をも官 よりも 取 出 じ 候 „ ^又 手 眷 を、."^ -ぁ 

々 の 奇書 取 集め 申 候 他 尋常の 書生 へ は 見せ 難き 事に 候 へ V- も 非常の 銜 才力に 

も 御 出 候 へ ば 足下 へ は 見せ 申 候て 天下の 爲 にも 致し 巾 度 御 出府 を 御 勸め申 候 

書 簡 玉 池 時代 (一〇〇) 加 藤 氷 谷 宛  ニー 七 


書 簡 玉 池 時代 (一〇〇) 加 藤 永 谷 宛  一一 ーノ 

乍 去 御 父兄 も 御座 候 事 能く/ \ 御 謀， -可被 成 候 わ.^ なき 申狀に 候へ-、，、」 ももし 

( 御簋用 等に 御 事 支へ 候 事 も 候 は、 無 御 遠慮 可 被 仰 下 候 夫 等の 義は 如何 ご 

も 手 談可有 之 候 夫 等 は 御念 頭に 掛けられす 只 天下の 爲に心 力 を 可 盖ビ申 大志 

を 立てられ 候樣 祈り 申 候 拙者 も 久しく 家 母 を も 拜し不 申 候故不 遠歸觀 致し 可 

申 y, も I 子 じ 候へ ざ も 此節は 例の 內用向 も 甚だ 世話し く 候 故 都合 次第に 御座 候 

もし 存念 通. 此 中旬に 出立 を も 致し 候 事に 候へば 必中 御城 下 一宿の つも." に 

て可參 候左樣 致し 候 は、.^ 一  夕 拜話を 得 可 申 候 乍 去 此節は 臨時に 用 向出 來 致し 

候 故 一 事 を 了し 候ても 又 一 事 を 生じ 候へ ば存意 通りに は 無 覺束候 向 ふ に少々 

期し 候 事 も 有 之 候 故 廿日 頃 迄に 御城 下 を 通らす 候 は ゾ歸観 をば 延し 候^ 思 召 

可 被 下 候 左様 致し 候 は、 > ^足下 御出都 御座 候ても 最早 差 支 は 無 之 候 早速 御 出縣" 

も 候よ，,， 無々 ばし く存候 はん，、』 存候 事に 御座 候 會見迄 折角 御 自愛 所 祈に 御 

座 候 前文 之 趣 忌 禁之事 も 有 之 候閒御 一 覽後此 紙 は 御 燒棄可 被 下 此段御 頼 申 候 

以上 .  . 

初冬 九日  . 啓再拜 


十大 る はなと 谷へ 
月 保 ベ 加り せ を 前 
1 卜 十 し 藤 恐し/:/ 版 
七 S り 氏ら は 松に 

H 年 なく 誤 氏 氷 


氷 谷 仁 友 梧 右  . 

猶々 尊大 人 令兄 へ 時候 之 御見舞 乍 憚 宜敷御 致 意 希 候頓首 

〔5 一〕 金兒丈 助に 贈る 

. 龍 や は 過 月 念 五 夜の 芳墨 自賢郞 御 屈け 被 成 難 有 拜見仕 候 先 以塞氣 も 次第に 强く相 成 

M^^m 候へ.、，、」 も 倍 御 淸適被 爲入候 狀垸慰 之 至 奉 存候然 ば劍術 一 覽被仰 出 候て 本日 滯 

も 無 之相濟 候よ し 被 仰下是 偏に 御 厚情 を 以ての 御 俄^ 深く 舉 感謝 候 其 節の 順 

次 書付 貳通も 自賢郎 御 廻し 被 下 拜見仕 候 成程 久しぶ の數 人に て 御座 候 何分 

向後 も 引續き 如此有 御座 度 ものに 御座 候 右 書付 返上 仕 候 御 收可被 成 下 候拂郞 

察 流 砲術の 義是に は 段々 存念 御座 候 事に て 相 始め 申 候賢郞 にも 御內 命に てよ 

く 御 出精 御座 候 西洋の 火 術 は總て 本邦の 治 1^ に 及び 候て 後に 追々 開け 候 流 技 

どは大 相違に て從來 機巧に は 長 じ候國 柄の 上 多年 軍爭の 問に 稷々 の 豪傑の 手 

を經 候て 然る 後に 成 b 出 候 事に 候 故 至て 實 用の 事： ハ にて 是に較 し 候 得ば 是迄 

諸 流に て もてはやし 候 遠 丁の 棒 火矢 等 は 兒戯に 類し 申 候 何分に も 御經營 御座 

書 簡 玉 池 時代 二 〇 一 ) 金 兒丈助 宛  ニー 九 


書 簡 玉 池 時代 (一 0 二) 山寺 源 大夫宛  一三 f 

突て 右 之 御 道具 は御備 置きに 相 成候樣 仕度 候此 節の 御 武備に は此上 は"^ 御座 

まじく 候 物 氏の 書之義 委細 心得 罷在候 色々 多忙に て 拜答も 延引 漸冗を 撥して 

筆 を 執 申 候 塞 候 折角 御 保護 奉 禱上候 以上 

十月 念 七  啓 _ 拜 復 

雪 庵 先生 侍史 

天？ 筆 〔一 §〕 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 赤渾 光太 郞氏藏 

十 一 月卅 H  A  c 

曜堂道 兄臺下  啓 1 0 

昨今 少しく 霜 威を覺 候へ 共 小 塞 之 候 珍ら しき 輕 寒に 御座 候 贵家御 摘 益 竊勝常 

被 爲入候 耶然 ば此品 如何 5 へ，、，、」 も 時下 御動靜 奉伺 候 印 管 呈上 仕 候 御 S 

被 成 下 候 は ゾ可難 有 候頓首 

卅 日 

附啓 先頃 拜話申 上 候 深 衣 ひな 形見 出し 候 ま 、^附 上 乞 正 候 尋常の 方 二 つ し づ 

れも朱 子の 考に從 ひ 候 內枉の 少し 狭き 方 は.^ -考を 加 へ 候 ものに 御座 候異製 


き 用空竟 申證淸 

樣は談 は 候 精 儒 
^多 紙へ 密學 

乏く 上 共な f!{j 
し實の 畢ど考 


之 方 は 學海堂 經解中 江 永 所 著 鄕黨圖 考に見 へ 候 を 寫し 候に 御， 座 候 一寸見 候 

て は 何か尤 らしく 候 へ v~ も如此 製し 候て 著し 候 時には 下 齊の兩 旁 地に 垂れ 

下， 0 不都合 千 萬なる ものに 御座 候 淸儒學 問考證 精密な ご 申 候へ 共畢 竟 は 氏 巾 

上 クニみ， 談 多く 實 用は甚 乏しき 檨に 被存候 その 實 用に 乏しき 所より 推論 候 時 

は 近頃 英夾 の爲に 大肷を 致し 全世界の を 胎し候 もい はれな きに あらす ビ 

被存候 尊意 何 似扠又 何人に て候歟 製し 候 深 衣 之 様式 御藏 有 御座 候よ し词ひ 

候 ひき 何分 sr^ 考之品 ど 御 引合せ 其 得失 拜面之 節に 御 誕敎被 下 度 相 願 置候以 

上 

啓 又拜 

00  no 一一 一〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 A 田彥次 郞氏藏 

曰  ，  . 

一 筆 啓上 仕 候 甚寒之 節 御座 候 人 ざ も 愈 御 萬 福 可 被 成 御 揃 奉拜贺 候當冬 は此表 

もお 久能氣 t に 御座 候 其 御 地 も 雪 も少く 候よ しに 承 候 病人 等 も  一 ^練れの 樣子 

に 候よ し 何よりの 御 事に 御座 候 先 は 寒中 御 動 止 相 伺 度如斯 御座 候 恐惶謹 言 

書 簡 玉 池 時代 (一〇 三) 八 田 嘉右衞 門 宛  ニニ 一 


書 簡 玉 池 時代 (一 〇 三) 八 田 嘉右衞 門 宛  ニニ 二 

佐久閒 修理 

十二月 十四 n  啓 迪 

八 田 嘉右衞 門 様 

人々 御中 • 

尙々 其 後 は 殊の外 多忙に 罷在 心外 之 御 無音 申 上 候^ 中 も 被 寄 召 木" 藤 一 囊 

御 惠投被 4^ 下 千 萬 難 有 奉 感銘 候 右 御 禮も其 節 直 樣申上 度 存候所 折節 何歟紛 

西洋 法 之 火 水：！ 之 義有之 夫に 引 續き御 內意を 受け 候て 西洋 法 之 火 術 を 學び候 等に て不得 

寸隙 右 之 御 鱧 も 遂不奉 申 上 誠に 以 不法 至極 之義御 海容 奉 仰 候 ふ 外 無 御座 候 

此 如何し く 御座 候へ ども 寒中 御 左右 奉伺 候 印 迄 呈覽仕 候 御 唤留被 成 下 

候 は V, 本懷之 至に 御座 候 私方總 じて 相 替候義 無 之且御 趣意に て此表 町方 一 

統整肅 仕 候 故 か 當冬は 失.^ 等 も 至て 少く 世上 穩 かに 街 座 候 問 乍^ 御 安心 可 

被 成 下 候 最早 年內餘 H も 無 御座 候 折角 御 自愛 御座 候て 目出度 御 迎春 御座 候 

樣奉祈 候 以上  • 


JS±M  〔10 四〕 入田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥， 次 郎氏藏 

DM 

一 筆 啓上 仕 候 甚寒之 節 御座 候へ V- も 愈 御 多祥 被 成 御 揃 珍重 奉 存候隨 而私方 幸 

無事に 罷在候 間 乍 憚 御 省 念 可 被 成 下 候い つも/^ 多忙に 罷在御 無音の み 申 上 

申 譯も無 御座 幸に 御高 免 奉 仰 候 此品乍 菲薄寒 候 御見舞 申 上 候 印 迄 呈上 仕 候 御 

留可被 成 下 候 月 迫 何廉御 多忙に 可 被 爲在候 折角 御 保 重 芽出度 御迎陽 御座 候 

樣奉祈 候 恐惶謹 言 

佐久， S  ,s 理 

十二月 十四日  啓，.；^ 

八 田 嘉助樣 

人々 御中 

尙々 乍 憚 御 總容樣 へ も 宜敷御 致 意 奉 希 候 以上 

sisj! 瞻年  〔一 0五〕 江川 太 郎左衞 門に 贈る ， 

書 筒 玉 池 時代 (一 〇 四) 八 m 嘉助宛  ニニ 三 


書 簡 玉 池 時代 (一 0 五) 江川 太 郎左衞 門 宛  ニニ 

恐 5?W 頓首申 上 候 殘塞免 角に 去 兼 候へ ざ も 御 動 履 愈々 御 萬 福 被 爲渡舉 恭贺候 偖 

多 日 御手 許へ 罷出萬 端 御 深厚に 蒙 御敎導 未熟の ものに 候へ、、、、」 も 幕 內立入 迄 も 

被 仰 付 重 #: 難 有 仕 合 御 禮申上 難 盡唯肺 嘛に銘 刻 仕 候て 御 渥 惠の程 忘失 仕 問 敷 

VJ 奉存候 迄に 御座 候 小生 義も御 暇 戴き 候 て 道 途 も， 恙なく 如 期 歸宅仕 候 問 乍 恐 

御 降 心 可 被 成 下罷歸 早速 其 御 地に 罷在 候內 格別に 蒙 御 懇篤 候 狀信濃 守へ も 巾 

聞 仕 候 所 千 萬 不堪 感謝 次第に 御座 候 別段 手元よ，" も 御 禮可申 上 候へ ども 辦小 

生よ. 0 も 宜布申 上 候樣申 付ら れ候先 は 段々 の 御高 意御禮 上 度 奉呈 賤紙 候此 

品 如 rs- 敷 卸 座 へ ど も 御 禮 申 上 候 印 迄 進 献 仕 候 御 却 け 不 被 成 下 候 は 、^ 感 幸 の 

奉 存候兔 角 時 氣も不 摘に 有 之民國 のために 折角 御 自愛 被 遊 候 様 舉祈上 候 

恐 惶 頓 首 

三月 二  tn  ■ 啓頓 .In: 拜手 

菲， 山 明府老 先生亳 下 

附啓 昨今 都下の 様子 を 伺候 所 去 冬^ 船 も 入津 仕 候 故 か 有志^ 見へ 候 人 迄も邊 

防 等の 義には 大に心 も 弛み 候 姿に て 益々 嘆息 仕 候 次第に 御座 候 昨 堂の 書 


生に 邂返仕 去冬淸 商より 書 立 申 上 候 一 紙の 和解 書 を 一 覽仕候 所^の 圃厨 にて 

餘程體 を 繕 ひ 品よ く 書な し 候 もの に 候 へ ざ も 明 者よ..^ 見 候 へ ば國 のナ凫 i に 

及び 子 も顯然 にて 且乍 浦邊 よ. 0 本邦 へ 通商に 船 を 出し 候 事の 出 來候ビ は 

申 もの、 >  尙甚憂 念 可 仕 義も數 々御座 候が 小生 輩 明 者の 列に は 及び もな き 事に 

候へ，、，、」 も 右の 書付 一覧の 際 直に 其 處に氣 の 付 候 義も有 之 候 朝廷 當路の 御 方々 

に はいかに 被 思 召 候 やらん 偖々 不堪 祀 憂事に 御座 候 右の 一 紙定て 御手に 入. 9 

も 可 仕 候へ ども 又 如何 か，、」 も 奉 存候故 一 寸寫取 入御 覽候 旁に 點を仕 候 所 則 小 

生の、 い 付の 處に 御座 候 いづれ にも 舟 山 は.. - ギリス の 有，、」 なり 候て 淸へ は 返し 

下 申 *1 ぼ 被；， 子 候 替又金 陵に 倚らん？」 致し 候 事 是又大 變の義 にて 候 ひし 事 マ」 見へ 

申 イギリス にて 倚， - 候へば 被 倚 候 勢 見へ 候 故 其 志 御座 候 ひし ビ被存 候 依 之 

淸人 も是を 恐れ イギリスの 申 通 軍費の 償 を 致し 其 上に 阿媽港の 外に 是迄無 之 

厦門 等の 諸 所に て 交易 を ゆるし 和睦 調 ひ 候 事ぐ」 被 察 候 右の 樣子 にて は 追々 に 

f 山の 害に 相 成 候 事 は 申 迄 も 無 之伹舟 山の 地 突 人の 冇"】 相 成 厦門 等に て 互市 

«|  g  t てよ 誠 こ 本^の 閒 近き 處に候 へ ば 遂に は 必す事 を 引出し 可申是 のみ 心 

書 籣 玉 池 時代 ( 一 〇 五) 江川 太 郎左衞 門 宛  ニニ 3 


書 筒 玉 池 時代 ( 一 〇 五 川 太 郞左衞 門 宛  ニニ 六 

に 係. 0 申 候 何分に も 事の 出 來不仕 候閒に 夫々 眞の御 武備の 御調 候 様 仕度 もの 

に 御座 15^ かく 申 候 事 も 俗 言 に 申 候椽の 下の 力士 どやらん にて 意の 如くに 參り 

候 はぬ 事 も か ねて 承知 も 仕 候 へ V- も兔 に角條 慨の氣 抑ん ビ 欲して 益々 興り 候 

に は 乍 吾 致し方む 無 御座 候 以上 

唐人 書 上 和解 

ィ ギリ ス人海 境 を 犯し 候 義四ケ 年 程 相 募、 り 當夏は 勢 ひ 殊に 烈敷 候に 付 数度 欽 

差 を 差 向 懇に被 相 看當時 最早 兵を收 めて 歸國 致し 猶相殘 未だ 返 去 不化ィ ギリ 

ス船は 只 交易 を 相 望 再度 仇寇 等の 義有之 間 敷 奉 存候依 之 傳承仕 候 次第 左に 巾 

上 候 去 冬ィ. ギリス 船 乍 浦へ 襲來 候へ ざ も頓て 遠く 乘返 候に 付 漸く 安堵の 思 を 

なし 候 所 不計當 夏 四月 八日 ィギ リ ス 船 突然 VJ して 乍 浦の 地 へ 上陸し 役所 民家 

を 燒拂ひ 歳く 灰 儘 V.- なし 城 屋内 外に 屯 集罷在 候處同 十九 日 都 流 伊里 布 官人を 

乍 浦 へ 遣 し 書 簡 を 以 被 譴 候 故 ィ ギ リ ス 人 共 盡く乘 船して 引退 中 候且可 恨事 

は 王 氏 方 船 居 へ繫 置き 候 日新號 全勝 號の兩 船 並に 大形 荷 漕 通 船三艘 機に 乘じ 

て 被 燒捨其 比 通商に 乍 浦へ 歸著仕 候 所の 大平 船は洋 中に て 一 靈夜被 取 圍績を 


切て 乘 放し 源寶船 は^ へ ^i;iE^^ ト^い かや 浦き 。へ * 免歸 上海 縣は江 南 

の 要害に 候 所 イギリス 人 共 帆柱の 頂上に 大筒 を 高く 仕掛 釣瓶 打に 放ち 掛 提督 

陳ヒ成 大筒 を 打て 敵 を 鶴ぎ イギリス 人 數多を 打 幾し 右 提督 終に 忠勇に して 困 

難の 爲 めに 討死し 城屋共 塔 虛に相 成 又々 伊里 布 大人よ，.' 兵 を 返け 候 樣被譴 示 

候 所 イギリス 船又盡 く乘歸 申候尤 イギリス 人 共 伊 宰相の 命に 從ひ 候義は 同人 

ィ、 ギリス 人 を 免して 返 深く 恩義 を 受け 罷在候 故の 義に 御座 候 所 不計も 右ィギ 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  5-  。  .0  ？  :?。  0:5.-  0 

リス 人 共の 亂逆 殊に 甚 しく 京 江に 打 入 鎭江府 を 劫掠し 威に" 魟 りて 余 陵に 盤 b 

"  • 」」o 女 も I」 ^ レ i 故大 H15 英を 欽差ビ して 伊里 布？」 會 合し 自ら イギリス 

船-: 赴き 爽 長の 噴 曝喳等 VJ 倶に藤 敎導を 加へ 香港 厦門 等の 諸 所に て 交 H 勿 を 被 

li ？ ^きに 付 漸く 兵 を 姐て 造々 歸國仕 候 然るに イギリス 人 共 兵法 を 不知して お 

に 火 攻を用 ひ 候義ー ッの 弱みに 御座 候疆圉 不案內 にて 僅に 海路 を識 b 居候 而 

已の義 一 ッの 弱みに 御座 候 火 輪 船 有 之 候へ ざ も 河内 入江 は淺瀨 にて 難 乘入候 

義ー ッの 弱みに 御座 候 依 之 若し 怒て 官兵 を發 する に 至り 候へば 討拂候 義不ま 

候へ ざ も 最早 服從仕 兵を撤 して 圃に歸 候に 付 又 以海內 n 升 の 盛なる 事相 見 候 

書 簡 玉 池 時代 (一 〇 五) 江川 太 郎左衞 £ 宛  ニニ H 


書 簡 玉 池 時代 (」〇 六) 山寺 源 大夫宛 

故 諸 省の 將軍 提鎭も 追々 凱 陣に相 成 申 候 

V, も 承， 0 及候義 大略 同様に 御座 候 此段以 

天 保 十三 年 十二月 

寅 三番 船主 顧子英 同 五 

同  財 副 陳 逸舟 同 

同四番 船主 王 帆 同 六 

沈萍香 


私共 四 艘唐國 よ..^ 前後に 出帆 仕 候へ 

書付 委細 言 上 仕 候 


番， 主 

財  一 S 

番 主，， 


周 蕩 亭 

沉 晉 伯 

楊 西 亭 

楊少堂 


天 保 十四 年 

三月 五 H 


〔一 0 六〕 出 寺源大 夫に 贈る 

今春 は 特に 多忙に 罷在 新膪之 御祝辭 をも不 上 

に 十七 R 之 芳柬御 投下 感悚兼 集 候 次第に 御座 候 

狀 不堪 rt: 賀奉存 候 乍 然客冬 は 北 堂 君 御 勝れ 不被 

卸 事に 御座：^ 又 正月 下旬に は 散々 御村に て 一 旦 


松 代 町 丸 山 熊 氏藏 


候 所に 御棄掎 

先以闔 府御康 

成 御 心配 御座 

ま 御；^ 篤に も 


にて 候 ひし 趣 誠 以驚入 申 候 嘸 かし 御 苦心 之 御 事に て 候 ひけん 


も不被 下： 兀 rn 並 

寧 被 成 御 超歲候 

候 段 御 察し 申 候 

被 爲及候 御 様子 

ビ奉遙 察候然 る 


候 日 在 迄 先 都 正 
夜 候 韮 月下 月 
歸て山 廿發十 
f な 廿に八 足 八 
仕 九 罷日仕 日 


や 行 其 許 あに 大ハ 
り は 時し り 鹿 室 二- 
れ  草た  萍狩村 
し 鹿れ 觀の地 九 
にもば を 催內日 


處追々 御 順 快 九日 之 草 鹿 を も 御 見物に 御 出 被 遊 候，、」 承 先々 安心 奉賀 候當 節"" - 

最早す きビ 御鶴然 御座 候 ベく 存上 候此品 如何し く 候へ ざ も 有 合に 任せ 北 堂 君 

御 平 善 卸 座 候 ひし 御 悅び申 上 候 印に 入御 覽候御 咬 存是祈 

御 扶持 代金 八 兩贰朱 母方み 相 願 候 を 高 田 氏 迄 御 廻し 被 下惜に 落手 仕 候 御手 數 

之 義千萬 辱 仕 合 奉 銘謝候 母方 へ 被 遣 被 下 候 御 切手 乃 返上 仕 候  j 

韮 ラ之, -ー付 御傳聞 も 御座 候よ し 被 仰 下 候 書生 之舊業 を廢し 日子 を 刻し 候 

て是迄 致し もっけぬ 技 翁に 首 を 入 候 も 可^ 之甚に 御座 候 乍 然少々 存 する 旨な 

きにし も あらす 候 此度も 正月 十八 日 都下 發足仕 先月 廿 八日 迄 韮 山に 罷在 候て 

廿し 曰夜歸 候 尤も その 四十 日 之 閒內命 を 受候義 も 御座 候に 付 下 M 石 籠 崎 

ふ 東 濱は熟 海邊迄 一 通. 0 巡覧 仕 候 地勢 之 義に付 候て は大に 心得に 相 成 候 事共 

も 有 之 候 事に 御座 候 

江川 縣令之 事 頗る 好事家？」 御 承 聞 御座 候 由 被 仰 下 候 愚 管に は 惟 好事家の みな 

らす隨 分將才 御座 候 人 V」 昆受申 候 中々 難 得 人材..」 存候 事に 御座 候 諸方 縣令皆 

土 著 相 成 名 は 親 民 之官に 切なれ ざ も 實は左 迄 益 も 有 之 まじく 其よ." は 善 治 之 

書 簡 玉 池 時代 (一 〇 六) 山寺 源 大夫宛  ニニ 九 


候 候 は官龜 
樣水所 |り 
見 際との 

受の申 御 

申立 所 代 


書 簡 玉 池 時代 (一 〇.|ハ) 山寺 源 大夫宛 

諸侯 へ 御 預に相 成 候 方便 利なる 

勢 之 藤 堂 氏 杯の 如き 善 治 も 海内 

成 候ても 矢 張百步 五十 步之 論に 

候 へ ば 誠に 手のひら 程 之 ものに 

にさ へ もやれ/、  V- 存じ 候 事 ノレ 

御 爲に相 成 候 や 否や は 未だ 相辨 

は 江川 殿 之 治內に 御座 候 取締 萬 

所 にても 是は韮 山の 御 代官 所 W 

し 候て 皆 如 彼に 參り候 へ ば是は 

此度 四十 日 之 玩懾之 樣に候 へ V- 

大に可 喜 ふに 御座 候 先月 韮山發 

モ クチ I ル銃を 以打放 仕 候彈の 

恨事 は 豆 州 三 島 郡之內 地形 狭隘 

印に て 放ち 申 候 三 彈共碎 飛 意の 


二き 

ベく 被 思 召 候よ し 一 應御 尤之義 V- 奉 存候但 伊 

幾許 も 有 御座 まじく 候 へ ば 諸侯 方 へ 御 預に相 

可 有 之 候 吾 封 内 厘々 之 十 萬 石 天下 之大に 比し 

候 へ ば 如可樣 にも P- 手の 屈き 候 答に； M 所 管 

も、 j 多く 候へば 高見 之 如くに て 果して 天下 之 

へ かね 候 次第に 御座 候 且此度 遊行 中 感心 仕 候 

端 中々 他の 及ぶ 所に 無 之 候 公私 領入 雑り 候 場 

申 所 は 水際の 立 候 樣見受 申 候 天下に 人材 を 育 

妙 VJ 奉 存候尊 意 如 何 

もボ ン ベ ンガ ラナ- 1 ダ 等の 奇方を 傅へ 候 事 は 

足 迄に 自ら 三彈を 製し 候て 縣令拜 借 之 洋製之 

重さ 十三 貫 七 百 目徑は 六寸七 分に 御座 候伹可 

にて 遠 丁 を 打 候 事 不能 右 故 此度も 八丁 半の H 

如くに 參り申 候 その 彈の碎 子 を 御 H にかけ 度 


候 四五片 御座 候 ひし か.、，、」 も 上 へ も 入御 覽又 人に も 被 乞 候て 只今 手元に 無 之 

候 其 內電矚 に 供し 可 申 候 

天 城 山 熱 海 溫泉之 蕪 詩 外に 春 興 一 首 御^ 草に 呈覽仕 候 

好 綿 一 把 御 垂惠被 成 下 何共 痛 入 候 御 事に 御座 候 母方 へ も 毎度 御貺 賜に 預.. ^候 

V」 て 難 有 がり 申 遣 候 重 疊感佩 之 極 奉 心 謝 候 先 は 兩度之 栽 報 御 惠賜之 拜謝旁 申 

上 候 尙期後 音 頓 首 

懼 堂老盟 臺 文 几 

三月 五日  啓苒拜 

只今 思 ひ 出し 申 候 豆 州に て 仕 候國風 御座 候 御 一 粲に供 申 候 

ビ しの はじめに 伊豆の ひがし 濱を 過り て 

い づ の 海 はるの しるし か 初 島 や 

大 島山に かすみた なびく 

くるみの 浦ビ いふ 所に て  . 

まつ 人の くるみの 浦の 春風に 

書 簡 .玉 池 時代 a 〇 六) 山寺 源 大夫宛  ニー 一二 


書 簡 玉 池 時代 (一 〇 七) 稀嶺 

いそな つむ 子が すそ 吹き か へす 


啓 


天 保 十四 年 

Ui 月 七！ W 


西洋 法の 火 

術に 取掛リ 


御賴 9 詩稿 

隣家 (星 巖) 

に て も 免 角 

多忙に て 致 

嵐促 顿 おし 

出來 ft- 候 

早春に 豆 州 

通 山 迄 大砲 

を 打 候^に 

罷 越し 


0^ る 


氏名 

不詳 


客歲は 度々 之 御手 艰 殊に 胡 祧肉澤 山 御惠被 下不淺 辱存候 定めて 御 聞 及 も 候 は 

ん去秋 以來は 內命も 有 之 候て 西洋 法 之 火 術に 取 掛り朝 慕 無 寸暇 經史の 花 ^ 業 さ 

へ も打棄 諸方 親戚 故 友の 書信 を も 一 切 謝 絕候折 柄 故 其 時々 不及裁 〔伏 候 幸に 御 

亮恕可 被 下 候 御 頼の 詩稿 隣家 にても 兔角 多忙に て 致 催促 漸 直し 出 來巾 候大に 

面目 を 革め 申候是 にて 拙者 別段 之 存念 無 之候但 選者 之 名目に 拙者 を 被 加 候 事 

は 堅く 斷申 候此 様の 類 一 切不致 事に 候 其 子細 をば 董齋へ も 申 遣し 候 問 御 承 失 

可 被 下 候 當年は 早春に 豆 州 韮 山 迄 大砲 を 打 候 爲に罷 越し 漸く この 四 五 H 以前 

に歸府 致し 候 旁 貴 報 も 益 延引に 及び 候 拙 書 之 事 被 仰 越 致 承知 候 認置候 一 兩紙 

U1 不 來相 贈- 1^ 御  一 可 被 下 候 先 は 度々 之 貴酬 迄 如此に 御座 候 時 氣千萬 自玉 


天 保 十四 年 

1 二月 七日 か 


(友 殿は甚 

右衛門の 長 

男. M 幾久に 

て 伊織の 幼 

名) 


能 はやし 等 

は 大抵に 被 

成. 樣 


三 月 七日 

椿 嶺雅丈 


象 


ru 


3 藤 岡 甚右衞 門に 贈る 


仕 候 先 以益御 


に 堪 

嬉敷 


先月 廿 一 日 之 御 手帖 難有拜 

義御 首尾 克御 仕舞 私に 於ても 大喜 

衆人に 拔 出で よく 御 出 來之由 偖々 

行人 並よ， 0 遙に御 秀で 候樣に VJ 所 祈に 

行の よし 是は申 上 候 迄に 無 御座 候其覺 

伏藏 なく 申 上 候 兔角右 樣之慰 事 は 面白 

武の方 は 怠り 候 樣に成 行 候が 人の 通例 

御 出 來候處 を 右 等の 慰に 引され 御 懈怠 

相 成候閒 何卒 能 はやし 等 は 大抵に 被 成 

談 御座 候 様 仕度 候 愚意 は 先 如此に 御座 

書 簡 玉 池 時代 ( 一 〇 八) 藤 岡 甚右衞 門 宛 


淸 福奉扑 賀候廿 

候 殊に？ .9 々承り 候 

に 御座 候 併 此上之 

御座 候 近 nn 承 候 へ ば 

悟 も 可 有 御座 候 へ VJ 

き 物に 候 故 夫に 心 を 

に 御座 候 へ ば 友 殿 杯 

候 VJ 折角 今迄の 御修 

候 様 舉存候 乍 憚此義 

候し かし 又 思 召 も 御 


日 兩令郞 御 

へ ば 友 殿 草 

所尙無 御油 

此忙ナ 分 ffi 

も 存附候 事 

よせ 院ビ QI 

此度 衆人よ 

行且 御世 話 

奥様へ もよ 

座 候 は、：^ 


故 


等 は 

御修 

例 の 

に 文 

よ ( 


も 


く 御 相 

度奉存 


書 簡 玉 池 時代 (一 〇 九〕 山寺 源 大夫宛  二三 四 

候 偖 又 宅よ. 0 品々 御 厄介物 相 願 候 所 明細 帳に 御 仕 立 御 送 被 成 下 何共 恐 入 難お 

奉存 ti^ お 上 之 處大御 面倒に は 御座 ある ベく 候へ V- も 何分 奉 希 候 今 晚高田 氏 出 

立に 付 御 返事 旁匆々 申 上 候 尙時氣 折角 御 厭 被 成 候 樣所禱 に 御座 候奧 校へ も 乍 

撣 宜しく 奉 冀候頓 首 

三月 七日  修理 

藤 岡 君 座 前 

尙 々 先便 は 美事の 海老 御 惠投千 萬 難 有 奉存候 

陋 農せ iS  〔一 山寺 源大 夫に 贈る  西條衬 高 田壽三 郎氏藏 

稍々 夏 色相 催 候へ ざ も 兔角不 赈之氣 候に 御座 候 愈 御 《义勝 被 成 御 舉養候 御 y,、」 

奉 罕祝 候然ば 小弟 義家 母より 是 迄の 持病 ども 違 ひ少々 癩聚之 氣昧有 之 趣牟遣 

昨夕 歸著仕 し 候に 付 老境の 事 氣遣. は 敷 存候故 早速 願 を發し 候て 昨夕 歸著仕 候 然る 所 ゆぎ 

もさしての 事に 無 之 先々 大安 心 仕 候 昨夕 歸觐 之ハ. ^第 一寸 申 上べ きの 處甚取 込 

且. 薛人故 不申上 候 ひき 乍延 鳥渡 审上恢 萬糢拜 型 を 以申上 可罄早 赂頓首 


四月 十四日  啓苒拜 

山寺 仁兄 足下 

不 煩鳳酬 

ま 服？ 脾  ニー 0〕 藤 岡 甚右衞 門に 贈る  松 代 町 長 谷川 五作 氏藏 

兔角 不順 之氣候 御座 候へ.、，、」 も 愈 御 萬 祥被爲 入 奉 贺上候 過日 は 早速 御 訪問 久々 

にて 得 拜晤難 有 大慶 仕 候 又 被 爲寄思 召 品々 御 取 摘 御 芳惠被 成 下 千 萬 難 有舉感 

銘候乍 然每以 何共 恐 入 候 御 事に 御座 候 乍 憚奥檨 へ も 可 然御致 聲奉希 候 御 器》」 

行李 中 有 合 も 返上， 仕 候御收 めさせ 被 下 度候此 品い か  し/、 御座 候へ ざ も 行李 中お  <; 候 ま 

險ま 、令 郞 

. ^へ，. U に 、令 郞 方へ 御 目に かけ 候 御 留是祈 餘は拜 眉 上 可 申 上 候 以上 

力し 众 

四月 廿日 

藤岡樣  修理 

00  〔ニー〕 母，、」 姉に 上る 

書 筒 玉 池 時代 a 一  〇) 藤 岡 甚右衞 門 宛  二三 五 


る はせ-山 安へ 
所自 る 姉 町 御 ま 
な' 七 所のに' おん 
リ の 浦 宅て は 
つ 在 町の 北 御 


書 簡 玉 池 時代 二 一  1) 母と 姉に 上る  二三 メ 

尙々 到來の 白玉粉 も 御用の 分 は 其 表に 御 留め置 相殘， -候 をば 便の 度に 御 送 

り 可 被 下 候 

彌 S きげんよ くいら せられ 候 や 御 左右く はしく 承 度 存上候 私義も 道中 無 滞 十 

二日 夜 四つ 餘程 前に 歸宅仕 候閒御 安心 可 被 成 下候尙 委細 は 福 治よ." 御 聞 き 可 

被 成 下 候 重卒に 頼み 候 荷物 も 皆無 難に て 玉子 も 一 つ も 損じ 無 之 石の 箱 も 満足 

にて 參り 大慶 仕 候 出立 前 も 申 上 候 通り 御母様 は 成り 候 丈 御 安に 御 出 被 遊 御 忌 

日 等に 浦 町へ は 御 こし 被 遊候樣 何分 願 上 候 左様 無 之 候て は 何分 安心 も 仕 かね 

申疾 茶の 閒は 留五郞 借. -度ご 申 候 は マ 是に御 借し 可 被 遊 候 さて 又 先日 淸左衞 

1^  二.^ 付 上 をし めさせ 候 箱 共 刀 箱 ざ も は 總て御 安へ 御賴み 土藏へ 入^ 申度銜 

姉樣 にも 此義 .、，、」 も 何分 御 心得 被 成 御宿の 方へ 御 取 寄せ 被 置 被 下 度 候け してけ 

して 御 欲 5 ふかし V- は 御母様に も 铍思召 まじく 候 一 咬 何分 左様 願 上 候 御母様 朝 

朝 列の 御藥 御用 可 被 遊 候 長々 御用 ひ 被 遊 候へば 急 度き、 j 中 候 小包の 方 御上." 

id 舞 被 成 候 は  > -大 包の 方 を りんだ めの はか. "にて 一分 六 ん御 かけ 被 遊 右 を 

十に 御 わけ 一度に 一 りん 六 毛づっ 御用 ひ 被 遊 候 樣奉希 候 此義は 御 姊様御 心得 


にれ にや も 中き 

て 候て に 有 月 く 
は 所見 も 之の 事 
無懷せ 隣い も 先 
之姙く  《しの 月 


被 成 下 日々 必す 御用 ひ 被 遊 候 檨願上 候 少なく 相 成 候 は  被 仰 度 早速 さし 上 可 

申 候 此表宅 も 留守中 何の 相替. -候事 も 無 之 安世 も甚 達し やにて 御座 候 御 安心 

C 林覺之 進) 可 被 遊 候 乍 去よ ろしく 遊び 候檨 子に 御座 候 林 杯 も 申 付 置候寫 しもの 等 も 三十 

日の 間に 唯 一 枚 半寫し 候の み是 にて 大抵 御 察し 可 被 遊 候 覺之進 もはや 十六に 

相： a ユ 矢て. m 之 i に 卸 座！ こま. 0 はて 候 事に 御座 候 綱目 を兩 人に 讀せ候 所 私の 

留守中 三 册餘讀 候よ し 十日に 一 册 あて はけし からぬ 出精に 御座 候 もはや 在宅 

仕 tl^ 故 其樣の 不精 は 有 之 まじく 又い か檨 にもせ め， 付 可 申 候き く  issi- 先月 屮 月の 

もの も 有 之い しゃに も 隣家に て 見せ くれ 候 所懷帐 にて は 無 之に き はま.^ 招 元 

へ 下げ 遣し 候 當人は 下り 候 迄 も 私 方 へ 良り 度 マ」 隣家に 居候 問 申つ  け 候よ し 

しかる 所懷败 にて 無 之 節 は 返し 可 申ビ申 印書 を 出 候 隣家 にても ぁづ かり 置 候 

ものに て かねて 私 留守中 にても 懷账 にて だに 無 之 候はゾ 下げ 遣し くれ 候 様 中 

置 候 事 其 上 母.、」 申 もの かねても 申 上 候 通の ものに 候 故 早々 つれ 歸り 候よ しに 

御墜 i 隣家 にても 此上 は當人 かけ 出し 參り も不仕 候て は 致し方な き".」 中候當 

人 は 至て ひきつ 、み 候樣の 性賀に 候へば 其 様 の 事 は 致し 申 まじく 存候 へ ばヾ」 

書 簡 玉 池 時代 (一 一 一) 母と 姉に 上る  二三 七 


另の者 力 

へ 可 申 候 


書 簡 玉 池 時代 (二 一 一) 母と 婶に 上る  二三-/ 

て も 下げ 切に 有 之べ く 候 別の 者 か 、 へ 可 申 候 私 は はじめより 僞.. 'のた くみに 

の 合 候樣の ものに 無 之 寧 は 一 年 も 側に てめ し 使 ひ 候 故よ くお じ 居り 候へ 共 

ごん /.> 御うた が ひも 御座 候 ひしが 右 之 次第に 候 問 御 安心 可 被 成 下 候 又 かれ 

が 如き 實女 にて 才の 御座 候 もの は其樣 多く は 有 之 まじく ご殘， "多く # 候^に 

，歷候 道. も 上田に 泊り 候 故 六日に も 可 相 成 ビ 申 所い そぎ 候て 四 n にて 著 致 

し 候 六日 道中 なれば 今 十 ra:  R の 著に 御座 候 左様 存じ 候へば 福 治に も少々 あし 

安め を も 致させ 申 度 今 一 兩 n あそばせ 候て 歸し可 申 候 先 は 歸府之 次第 屮上度 

荒々 如此 御座 候 冤 角 此表も 不順に 御座 候 折角 御用. 心 時候 御 凌ぎ 可 被 遊 候め で 

度 かしこ 

五月 十 g:  ：!：  修 理 

御母樣 


(お リぅ藤 

三 郞は娃 と 

甥〕 


せ.々 藤 三 郞 遠 方 迄 見送 ト， くれ 忝 候 乍悔ぉ b う 藤三郎 へ もよ ろしく 奉 >*F  !b お 

り う： も 度 雪駄 にても 遣し 度 候 所 あしの 大さを 承.^ 不申候 故 相 ひ 力 へ 候 


たび は いく 文 を はき 候 や 御 序に 被 仰 下 度 候 夫に て 丁度の 品 を 遣 はし 可 申^ 

以上 

天保寸§1 年  ニー 一一〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八田彥 f 郞氏藏 

五月 寸五 B  , 

何方も^ 角 不順 之氣 候に 御座 候拜別 以來愈 御機嫌 克被爲 入 候ゃ舉 伺候 偖歸ぉ 

中 は 御見舞 V- して 美事の 佳 魚 御 惠賜被 成 下 又 度々 罷出 候て は 其 時々 御馳走に 

預，， 其 上 稀々 金 誨を領 し 殊に 上 途の節 は 御 餞別，、」 し て 御手 重の 頂戴 もの 仕 重 

もし. 陳謝に 詞 なく 唯 銘心仕 候 計. 9 に 御座 候 私義も 九日に は 上田に 止宿 仕 其 

藩の 面識 門人 ども ビ鶴鳴 迄 及 談話 十日に 碓 井を踰 候て 坂 本に 泊.^ 十 一 日に 熊 

士 一日 夜に ケ谷乞 1 罷 IS 候て 十二 日夜に 入 玉 池の 草堂へ 歸著仕 候 草堂に 於ても 留守中 何の 

I へ ffs 相 替候義 も 無 御座 安心 仕 候 右 之 仕 合 御座 候 閒乍櫸 御 過 念 被 成 下 まじく 願 上 候 

明日 天氣 次第 召 連れ 候家來 返し 遣し 候に 付 段々 之 御 禮申上 度如此 御座 候 不正 

之 時候 折角 御 保 重 被 爲在候 樣奉祈 上 候 頓^ 

五月 十五 日  修 理 

書 簡 玉 池 時代 (一 ニー) 八 田 嘉右衞 門 宛  二三." 


害 閱 玉 池 時代 (一 ニニ) 山寺 源 大夫宛  二 四 〇 

嘉右衞 門 ^ 

,w 々出立 前日 も拜 別に 罷出候 所 拜面御 話 を 伺 ひ 候へば 亡父に 逢 候 も 同様に 

被存 候て 遂長談 に 及び 御酒 等 戴き 難 有 奉 存候其 節 段々 御 心 付 被 成 下 候義無 

造 失-相 守， 0 可 申 候 右に 付 相 願 置 候 義は此 上 V」 も 御 t4 'に 掛.. ^候て 如何 V,- 被 思 

召 被 下 候 義は乍 御 面倒 嘉助樣 へ 被 仰 候て な.. も 御 心 付 被 成 下度舉 願候此 

三 MS 書と 義計 は 何分 所 祈 御座 候 拜面之 節 相 願 ひ 候 父よ b 差 上 候 三 緘の書 V- 巾 候 

申 候 もの 

もの 何分 其 內拜借 仕度 奉存候 宅に も 其 草稿 は 御座 候 i せの 所 私 留守中 反古》」 

も 大分 紛失 仕 候て 其 草稿 も 見え か ね 候に 付 何卒 右 をば 私 方に も 留置 ゆ度此 

段 奉 願 候 何分 御 許容 可 被 成 下 候 以上 

00  〔ニー 一一〕 山寺 源大 夫に 贈る 

確 氷 嶺を踰 候ても 其 表 同様 兔角 不順 之氣 候に 御座 候 拜別以 來愈御 淸穆御 興 居 

御座 候 や 太夫 人 御 容體何 似 奉伺 候 偖 歸觐中 は 度々 御 過 訪を蒙 h- 何よ.^ の 佳品 

ども 被 下 殊に 卸 餞別 V- て 御手 宽之御 贈物に 預又 甥へ も 美 蒂澤山 御 寄 被 成 下 


鳴 人 藩 田 九 

迄 ど 之に 日 
談も相 止に 
論と 識宿は 
仕雞門 仕上 


重奰感 戢筆謝 難盡仕 合に 御座 候 將又發 軔之朝 も 御 枉趾御 見 立 を 蒙 b 千 萬 難 有 

奉 銘謝候 小弟 義も九 n に は 上田に 止宿 仕 藩 之 相識 門人 ども ど 鶴 鳴 迄 談論 仕 十 

日に 碓 嶺を踰 候て 坂 本驛に {5 し 十 一 日 熊 力 谷 迄罷越 候て 十二 日夜 五 ッ半頃 玉 

也 之 草堂に 歸著仕 候 草堂に 於ても 留守中 何も 相 替候義 も 無 之 小弟 も甚 頑健に 

て 途中 之 疲勞も 無 御座 候 閒乍憚 御 過 念 被 成 下 閒敷候 先頃 中拜- ■ 之 節 却て 記し 

起す に 不及申 上 殘し候 事 V- も 拜別之 後に 及び 追々 存じ 出し 殘 念に 存じ 侯 事 多 

々御座 候が 會 面い つ を 期せす 悵恨無 巳 奉存候 明朝 召 連 候 僕 返し 候に 付 段々 之 

拜謝 迄如此 御座 候時氣 折角 御 自玉 御座 候 様 衆の 爲 めに 奉 禱候餘 期 後 信 候頓首 

懼堂 大兄 座 次  啓苒拜 

五 0: 望 

尙々 尊 嫂へ も 段々 之 御 謝 辭乍憚 可 然御致 嗚被下 度 奉冀候 以上 

5^ 爆 种姻 脾  ニー s 高 田 幾 太に 贈る  松 代 町 大 平喜閒 多氏藏 

此 閒は暫 にて 拜芝 大慶 不斜 舉存 候し かし 御 病 閒へ罷 出 候て 長 談恐入 候 其 節 伺 

書 簡. 玉 池 時代 (11.四)高田幾太宛  二 四 一 


御 出立 御 H 

限 は 愈 明 後 


天 保 十四 年 

閏 九月 四日 


書 簡 玉 池 時代 (一 一 五) 八 E 嘉右衞 門 宛 

候 へ ば 段々 御 快 全に て 早速に 御 彈冠も 御座 候べ き 

愈 被 思 召 候 通 御 出勤 御座 候 御 事 や 昨 n 頃 御 來訪を 

申 上 候 ひしが 御 光 臨 も 不被成 下 候 故 御 動 止 又 如何 

細 承 度 候 御 出立 御 日限 は 愈 明後日 救是又 奉伺 候 何 

菲薄愧 入 候へ ざ も聊御 餞別 申 上 候 印 迄 呈覽仕 候 御 

何れ 御 暇 乞に は 参堂 可 仕 候 折角 御 保 重御歸 裝御經 

六月 廿 七日 

尙々 此書狀 三封 乍 御 面倒 御 遞致舉 囑候萬 祈々々 

高 田 盟 臺 

〔二 五〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る 


二 四 二 

御 樣子承 候が 此不顺 にても 

も 蒙り 候半狱 V 一心 待に 御 待 

VJ 無 御 心 許 奉 存候御 容子委 

廉御取 込 可 被 爲在候 此品甚 

納を蒙 候 へ ば 可 爲欣幸 候 

營 御座 候 樣舉禱 候 都留拜 1= 


啓 


苒 拜 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


追 日 冷 氣相募 候へ ざ も 愈 御 萬 福に 御 興 居 被 爲在候 御 樣子先 n 嘉助 様よ.^ 御手 

帖被下 右に て 委細 奉伺 歡喜不 過 之 奉賀. i 候 小生 義 幸いつ も不相 替敎授 仕罷在 


亡父よ リ差 i^ss 乍 隙 御 沐意被 成 下 度 候 校 過 H は 相 願 ひ 候 t 父よ. -差上 候 認め もの 兩卷並 

上 lii^  P め も  " 1 1 

詩 詩文 稿 一 卷御送 示 被 成 下 難 有 奉 多謝 候 早速 開 展誦讀 仕 候 所 今更 其 話 言 を 承 如 

くに 被存千 萬々々 難 有 存上候 詩文 はかね て 存じ 居候 作に 御座 候が 兩卷は 草稿 

もぐ」、；， まらす 候 故此度 始めて 一- 覽仕候 御高 誼の 所 も 益 以顯然 不堪 追 感奉存 候 

いづれ V」 も三卷 ながら 寫し取 候て 返上 致 度 候 权又右 御 送 被 成 下 候 節 は 不相替 

御手 書 铍成下 殊に 又 好物 之 一 品 戴き 候て 重 疊難有 奉 謝 候 早速 右 御 禮をも 巾 上 

度 存候所 彼此，、」 取 込 候 義有之 乍存大 延引に 罷成奉 恐 入 候 其 段 は 何. 分 御 容恕可 

ず 成 下 候 此表も 此節は 殊の外 冷 氣に罷 成 候 其 御 地 さ こそ..」 存上候 折角 御 保護 

被 爲在候 樣舉祈 上 候 先 は 過 R 之御禮 迄如此 御座 候頓首 

閑 月 TO: 日  修理 

嘉右 衞門樣 

〔二 六〕 八田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 3 彥次 郎氏藏 

去月 廿三 R 之 御 手帖 期の 如く 相 達し 拜見仕 候 如 仰 日 增冷氣 罷成候 所 被 成 御，.^ 

書 籣 玉 池 時代 (一 一六) 八 田 嘉助宛  二 四 三 


書 簡 玉 池 時代 (一 一七) 藤 Mft 右 衞門宛  二 S 四 

愈 御 淸勝被 爲入奉 贺上候 然ば令 郞方御 入用 之 書物 五 稲 早速 詮議 仕 候 所 書肆よ 

り 持 參仕候 間 先 その 持参 仕 候 品 を 便に 任せ 差 上申 候 御 落手 可 被 成 下 候 被 仰 下 

候 通 五經改 點鼇頭 大全 は燒 板に 付 ふる 本なら で は 無 御座 候 其 外 三 械 はや は b 

新 本の 方 可然ビ 奉存候 尤も 小 部の ものに 候へば 代價 VJ て も 僅かの 相逮 にて 可 

有 御 坐 候 左 候 へ ば 此方 は 新 本.、」 被 成 候 様 奉 存候鼇 頭 大全に も兩 Si 御座 候て 頭 

書の 少き方 は 貳圓半 位の ものに 御座 候 頭書 多く 候て 新增 大全 申 候 方 は g: 兩 

なに 御座 候 僅かの 相違に て 調法に 相 成 候處は 頭書の 多き 方に 御座 候 間 是は此 

方可然 VJ 奉存候 それら 書肆よ 取 寄せ 彼此 見合せ 候て 宜敷方 を 送 上 仕 候^に 

可 仕 候 先 は拜復 旁如此 御座 候時氣 折角 御 保 嗇所祈 御座 候 以上 

ra: 月 TO:  R  0 

嘉助様 

l|i 腿 讨, 年  〔一一 £ 藤 岡 K 右衛門に 贈る 

其 後 は 打 絕御無 昔 申 上 候 追々 寒冷 相 加り 候へ V- も 彌被成 御 揃 御 萬祥可 被お 入 


r 郡 中 横目 

役と なる) 


天 保 十四 年 

十二月 八日 


奉拜 賀候然 ば私義 今日は からす 御 同役 被 仰 付 難 有 仕 合 舉存候 右に 付て は 追々 

其 表へ 罷歸可 申 候 御 役 筋 は 勿論 何もかも 不案内 之義 何分 可然 御引迥 しの 程 奉 

右 之 義御願 申 上 迄 如此に 御座 候 乍憚奧 樣令郞 方へ も 可 然奉冀 候 

十月 七日  修理 

• 甚右 衞門檨 

お々 お 表に 御用 卸 座 候 は  何なり ビも可 被 仰 下 候 以上 


入田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 S 彥次 郎氏藏 


甚寒之 節 倍 御 淸榮被 成 御 起居 奉 恭賀 候 私義も 風邪 之 所 押て 歸藩仕 候お 

も 咳嗽 之 氣眛甚 しく 漸く 回 勤 仕 候 仕 合 故 今に 參堂も 仕 かね 心外 之 御 事 

候 扠又御 多務の 御中 被 爲寄思 召 何よりの 御 品 御 祝 被， 成 下 千 萬 痛 入 難 有 

將此兩 種 土 產之印 迄に 御覧に 入 候 何歟 尊大 人 へ 御 慰に 献度存 候 所 幸 出 

漢 製の 冬 酒 瓶 見當り 候に 付 持参 仕 候 別段 呈書は 不仕候 問 乍 憚 宜しく 奉 

邪 快方 次第 罷出萬 可 申 上 候 以上 

書 簡 玉 池 時代 (！ 一八) 八 田 嘉助宛  •  一一 M 五 


か 著 日 

に 御座 

存上候 

立 の 前 

願 候 風 


天 保 十四 年 

十二月 十八 


一 口 も 早く 

出府 被 仰 付 

度 


天 保 十四 月 

士 一月 二十 


曰 


机 先の 戴き 

候 場所に 候 


書 簡 玉 池 時代 (一 一 九) (ニー 〇) 竹 村 金 吾 宛 

八 = 

八 田 君 


一 一四 六 


竹 村 金 吾に 贈る 


長 野 市 近 山與五 郎氏藏 


過 刻 

掛帋 

し く 

早 く 


は 御 臨 被 成 下 乍 例 御 

被 成 下 右 通. 0 に 相 認め 

奉 願 上 候 か ねて 期し 候 

出府 被 仰 付 度 尊 誨に舉 

臘月 十八 H 

竹 村 先生 臺下 


提誨之 御 事 V- も 千 萬 難 有 服 腾仕候 御手 數 

差 上候樣 奉敬諾 候別帋 認め 直し 差 上 候^ 

より よ 日.： &も 延び、 い 中 も穩か ならす 候 S 

隨候 乍此上 幾重に も 御 周旋の 程 奉 烦、 候 萬 

啓 苒 


尙又 よろ 

ロハ  一 m も 

祈 


竹 村 金 吾に 贈る 


長 野 市 秋 野太. 郎氏藏 


過 刻 は 於 殿中 拜謁難 有 奉 多謝 候 然ば其 節 御 內話申 上 候 舊知給 所扣兒 出し 候罷 

候 御 事 御墜候 は、 右 之 場所 御 引渡しに 相 成 候 樣奉願 度 候 祖先 之 戴き 候 場所 


へば 土地の に 候へば 土地の 美 惡等は 本よ. - 意に 掛け 候 事に 無 御座 候 何分 一 御 ffi- 孰 被 成 下 

0^ 度 奉 懇請 候 則 右の 扣 一 帳 差 上申 候 御 電覽可 被 成 下候將 十月 迄の 滯の義 も 早速 

.但 渡.， 候樣 仕度 奉 願 候 是又御 周旋の 上 御 鶴 聲奉仰 候 尙拜面 可 奉 願 候へ ざ も 何 

も 早き を 妙 マ」 仕 候 付 如 此申上 候 千 萬 御 照 亮被成 下 度 候頓首 

十二月 廿日  も再拜 

竹 村 先生 侍史 

0^  〔一二 一〕 江川 太 左衞 門に 贈る 

一筆 啓上 仕 候 其 後は暫 書簡 を 奉せ す 御 疎遠の 段 悚揚不 少奉存 候 先 以栗烈 の 候 

御座！^ へ A ハ御動 履 倍 御 萬 福 被 爲渡珍 まの 御 儀 不過之 奉 恐 賀候然 ば 小.^ 義もタ 

比 中 意外に 出 候 事に て 郡 中 横目 マ」 申 吏 職 を 被 申 付 右に 就き 在所 表へ の 用. M も 

>  :c 一  喳. H 去 下旬 初に 出立の 用意 仕 候て 已に發 足 ひ f; 浙！^ 

本 月 一日 都 有 之 本 月 二日 都下 出立 仕 ーま糊^細£.1^^も仕兼此月に人候て漸押て出立仕候仕 

下 us 立 仕 

合に 候 七日に 彼 地に 到 著 仕 候て 諸 用 相 辨じ廿 二日 彼 地 出立 一 昨 =F 六 成 仕 

候 右 等の 紛沓 にて 此表御 邸 第 へ も不 奉伺 御 稽古 も大に 懈怠 仕 候義に 御座 候 借 

書 使 玉 池 時代 (ニー  ご 江川 太 郎左衞 門 宛  二 四 七 


書 籣 玉 池 時代 (ニニ) 江川 太 郞左衞 門 宛  二 ra: 八 

(男子 は 長 在祈丧 へ 罷 し 金 忠兵衞 親 丈 助に 面 會仕是 より 承 候 へ ば 先月 中 は 御 子 様 

子英敏 今の F ミ Z  " ォ ノ 

英武 氏の 兄) 御 誕生 被爲在 候よ し先以 何よ. 9 の恭悅 千々 萬々 芽出度 奉 扑贺候 誠に 2； い 力 計 

りか 御 滿悅に 可 被 思 召 小生 輩に 於ても 是が爲 に 喜で 寐られ ざる 仕 合に 御 座 候 

其 後の 御容 子は不 奉伺 候へ ざ も 定めて 御兩 人様 ど も 御 綺き御 順に 御 肥 立 被 成 

卸 儀.、」 存上候 此上は 申 上 候 迄に は 無 御座 候 へ ざ も 愈々 御仁 德を 積せられ 天 

地 生々 の 意に 叶 はせられ 候て 自然に 天眷を 獲られ 洪 福の 益 御 後嗣に 及び 候 様 

に 思 召 を 蓮ら され 候 樣乍恐 願 上候將 此品菲 薄の 至に 御座 候へ ども 聊御弄 培 の 

御 祝詞 申 上 候 印 迄 呈上 仕 候 御 哂留被 成 下 候 は  > -榮 幸の 至に 可 奉 存候又 例の 通 

不腆の 義には 御座 候 へ ざ も 歳末の 敬 を 修め 候爲め 目錄の 通，.^ 御 肴 代 呈覽仕 候 

是又其 意 を 表し 候 迄にて 御座 候 もはや 年 內餘日 も 無 御座 殘寒 折角に 御 保衞被 

爲在候 樣奉冀 候 餘來陽 愛 度 可 申 上 候 恐惶謹 言 

臘月 廿八 m  佐久問 修理 

江川 太郞左 衞門樣  啓 花押 

御用 人中 樣 _  .  _  _  •  _ 


(金子 忠兵 

翁 片井京 助) 


弘化 元年 正 

月 五日 


尙々 小生 義も此 度 主人より 舊祿百 石高に 被 申 付 候 此段乍 序 御風 聽申 上候以 

上 

又 申 上候忠 兵 

を 仕 候よ し 

知 仕 候へば 又 


衞京 助義も 段々 難 有 仕 合 

在所 表に て は 沙汰 仕 候が 

"すまに 伎 癢を發 し 候 


に 御座 候 忠兵衞 義は先 

其 後 は 如何にて 候 ひし 

事に 御座 候 以上 


頃 中 大分 功名 

や 右 等の 義承 


ニー 三〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る 

新春 之 御慶 不可 有盡期 御座 候 彌御萬 福に 

奉 拜賀候 右 年頭 御 祝詞 申 上 度如此 御座 候 

正月 五日 

八田嘉 右衛門 様 

參人々 御中 

尙々 舊臘立 歸之節 は 段々 難 有 殊に 結構 

書 籣 玉 池 時代 (ニー 二) 八 田嘉右 衞門苑 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


被爲有 御超歲 珍重 之 御 

尙期永 陽 之 時候 恐惶謹 

佐久閒 


事 不過之 愛 度 

^一一 一口 

修 理 

啓 迪 


被 仰 付 候 節 は 御自身 御 尋ね 被 成 下 極 

二 四 九 


書 籣 玉 池 時代 (ニー 三) 竹 村 金 吾 宛  一一,？ 

.fi 御 訓戒 を 蒙， り 且又 何よりの 御 祝 物 頂戴 仕 重 感銘 筆 謝 難 申. 遠 舉布候 出立 

之 節 も嘉助 様より 御手 重 之 御 餞別 御 惠投被 下 是又深 奉 感謝 候 著 府仕候 は、" 

a- 速 ④禮可 中 上 之 所 押つ まり 候ての 著府 故何廉 多事に 罷在其 上 御屋敷 御 近 

火 等に て 彼是 ご 奔走 寸 なく 大に御 無音 申 上 候 私義も 先々 道中 も滯 なく 期 

の 如く 著府仕 爾後 も甚 健に て 加年 仕 候^ 乍 憚 御 過 念 被 成 下 まじく 願 上 候 先 

は 段々 の 御 禮年首 御 祝詞 一 同 申 上 候 尙無程 又 拜謁可 申 上 相 樂罷在 候 以上 

弘化 元年 ョ  〔一一 一一 一一〕 竹村佥 吾に 贈る 

月 力 

ミ _ 去 お^は 斤) 日に 至り 候て は 意 を 決し 候ても し/^ 相應の 相手 も 無 御 座 候 は 

i ば 取 崩し 候て なり 其 外 御用 物 IS 出 來擴ひ 候 はゾ方 付け 候て 歸藩仕 候 はん ビ 

西 滞 通りの 奉存候 然る 處 近頃 御 勝手 方へ も 申 上 候 通. -其御 地に 於て 西洋 通. -の堅 强の坡 

し 出し 璃を 製し 出し 候て 上 は 邦家の 利 をお： し 下 は 細民の 產業 のた よりに も 扣成候 

檨 仕度 此義 はかね て ほ、：， 是迄も 詮議 も 致し 置 候 事に 候へば 其 へ罷 越し 候 上 

こて 其 端 を發し 候ても 苦しから ざる 樣には 候へ，、，、」 も 免に 角徵 なき は 人の 信せ 


ざる 所に も 有 之 又 其 表に て 候へば 一 よ 

甚だ 不例の 事 も 其 事の 十分に 出來 候ぐ」 

重 八重に 邪魔 を も 受け 候 義に付 此方に 

に 致し 候て 其 表へ 罷 越し 度 其 義は旣 に 

いづれ も 其方 可然 V- 申 事に て 事 決し 候 

ェを倩 ひ 候て 吹かせ 候 はん ビ 構へ 候處 

內宮下 氏 等も歸 藩の 期 VJ 相 成 候に 付餘 

之拜謝 旁々 申 上候シ ョ メ I, の 義も段 

き 候 はん ビ 致し 候 數件討 檢仕候 へ ば 明 

堪喜悅 候 折角 右 等の 良書 有 之 候に 尤も 

.0 候 へ 共 大槪を 了し 候 程に 讀み候 力 身 

も 候べ く 候 へ ば 字書に て 引 候て 讀む位 

見候處 近日に 至， 9 少しく 文意 を 解し 候 

も 備へ申 度旁錢 財の 費へ に は 差 困 申 候 

書 簡 玉 池 時代 (ニー 三) 竹 村 金 吾 宛 


.0 十 皆 手 一 つに て 仕 候 は ざれば 事 不屈 

片附候 迄 は 5^ 々可 有 之 左 候 はん に は 七 

て 其方 を 試み 屹度 出來 致し 候 VJ 申 もの 

小 老 臺、 三 村、 宮 下 二子 へ も 相談 仕 候處皆 

故 宅 傍 空間の 地に 窗を 作. 5 一  兩人 玻璃 

御凶變 にて 暫く 遠慮 仕り 日子 を 送 り 候 

り 先生へ も 御無沙汰 にも 相 成 候 間 先頃 

々難 有 奉 存候彌 御^ 上に 仕り 國利 を阅 

細に 埒明候 事に て實に 有用の^ 書 W 不 

人に 讀 せ 其 要 を 摘み 候ても 用は餘 b あ 

自身に 無 之 候て は讀 手に だまされ 候 事 

にも 相 成 居 度 去月 末よ， 9_ の 隙々 に讀 

事 出 來申候 乍 去 又 左 様相 成 候 へ ば 字書 

乍 然其表 へ 罷 越し 候ても 住居 等 も かね 

二 五 一 


書 簡 玉 池 時代 (ニー  三) 竹 村 金 吾 宛  二  3  二 

. て 自身の 力 を 以て 仕 候 はん ビ申御 約束に 候へ ば 素より 借財 をば 仕候覺 悟に 御 

墜候左 候へば 五十 金 百金餘 計の 借財 高に 相 成 候 どても 又 自ら 手段 も 可お 御矿 

候 乍 去 金子 等 才覺仕 候 は 何れ 其 表へ 罷歸. - 候ての 後の 手段に て 候へば 此^に 

へ 高 田 子 は て 勿の 雛 形 を 作り 必用の 書籍 等 取 入候義 にて 差掛 り內談 仕度 等の 事 も 高 田 子 

勘定 吟味 役 

高 S 太) 其 表に て 如何の 命 を 受け ま， 5 候事歟 有司の 常に 御 取扱 候に は 差 困 申 候此ー 隅 

を 以三隅 や」 反し 候へば 行 先の 事 も 存じ 計られ 候 九仞の功の 一 贊を缺 き 候 なれ 

ば まだ しもよく 候へ 共 一 仞 にも 至ら やして 後の 功 を 繼ぎ候 はぬ 様の 事 有 もや 

可 ±  ^憂勞 仕 候 事に 御座 候 商 賈に仕 候ても 本手 無 之 候て は 其 利 を 得 候 事 不能 

ェに ie- て も 其 器械な くして 空手に て は 細工 も 何も 出 來不申 邦家 永世の 禾を 

も 興し 候 はん VJ 申 ものが 百 二百の 金に も 支へ 候 S 申檨 にて 何 一 つ 出來候 はん 

御 熟考 可 被 成 下 候幾那 等の 藥苗を も 調へ 申 度 人参 等 も 生 根に て 朝鮮より まゐ 

b 候 を 稲 候方實 よ. -遙 によろ しく 候 是も手 寄 有 之 候 一 箱 大抵 七 本 入に て 二十 

金 位の ものに 有 之 候 彼是 申 上 度 事の み 候へ ども 筆紙の-遠す 所に 無 御座 候此 r 

講究の 樣 子宮 下 氏よ. - 委細 御 話 可 有 御座 候 間 多分 是に 讓，" 申 候 唯 切 角 衆の 爲 


弘化 元年 六 

月 二十日が 


十三 日み 昨 

日 迄 散々 時 

當り に て 

平臥 

御手 許 望遠 

競 早速 差 上 

候 樣被仰 出 


御 珍 愛 奉 祈 上 候不盡 

竹 村 先生 案下 


啓 


拜 復 


VIS" 


々山寺 兄 へ 御 面 會候次 手 乍. 恐 可 然御致 聲奉願 上 候  . 

〔一一 一四〕 宮下兵 1^ に 贈る  松 代 町 山 口 勇 雄 


其 後 

敬壽 

に も 

御手 

下 .J 

工人 

臺 を 

誰ぞ 


は 暫く 不得拜 芝 候 土 旺之候 W 罷成 候て 

候 小生 義も 十三 日 ふ 昨日 迄 散々 時候 當 

不罷 出御 睞遠申 上 候 然る 所 今日は 無餘 

帖 にて 御手 許 望遠鏡 早速 差 上 候 樣被仰 

の 義奉願 候 次第 は その 臺 の 姿よ く 水 盛 

に 見せ！^ よ，.^ は眞 物に て 申 付 候 方 問 違 

製し 候 爲に拜 借 奉 願 候に て 御座 候 然る 

不案內 の もの 無理の 取扱 ひ を 致し 候 ビ 


書 簡 玉 池 時代 (ニー 四) {P- 下 兵馬 宛 


却て 凌よ く 覺ぇ候 益 御 多祥 

りに て 1^ 臥 仕 罷在候 仕 合 故 

議 次第にて 押て 外出 仕 候 其 

出 候 皆 御. &通 奉畏候 一 體過 

器の 形狀に 似寄. - 居候 故圖 

等 も 無之兩 便に 候に 就き 水 

所 過日 も 申 上 候 通，. >  蒂： の 蓮 

相 見え 上の 運 旋の機 を 堅/、 


氏藏 

之狀奉 

暑中 伺 

留守 へ 

日 右 御 

面に て 

盛 器 の 

轉之所 

.H 1^ 爲 


書 簡 玉 池 時代 (ニー 四 下 兵馬 宛  二 五 四 

小ね ぢの雌 めに 横よ. 0 しめ 付け 有 之 候 小ね なの 雌ね の 方 nn つぶれ 候て 運旋の 機し ま-' 

つ ぶれ 惡 しく 相 4^ り お-: な る もの を 測 i 等 仕 候 はんに は大に 不都合に 相 成 候 故 水、 條器 

を 製し 候 序に 小ね なを 改め 候て 本の 通." 蓮轉 堅く 相 成 候 様 仕 b 遭し 候へ ビエ 

人、 申.^ 候 然る 所 この もの 近 H も參 b 候て 宅に 無餘 泥 雜の事 有 之 候て 細工 

の 方 延引に 及び 候 今 暫く. 猶豫仕 くれ 候 様に 申 候 ひき 工人 は 淺草大 浦ビ. W- 所に 

住罟仕 七圭 師源藏 ものに 御座 候 御 急ぎの 義に付 先 その 服 凝の み を 差 上 

此段 宜しく 奉 願 候 もし 蔡 なくて 叶 はざる 御用に て 御座 候 は マ 外 ふ 是眼爹 に 

よく 合 ひ候秦 を 一 寸借 寄せ 候て 暫差上 可 申 候 其 段 御 伺 被 下 度 候 さて 此 望遠鏡 

希に の 名器に 御座 候 追々 諸方の 品 マ」 比較 仕 見 候 所に 先 差當. 9 この 御 品位の 力 

御 ，-:^^  ま 無 之 疾 1^-1  \ 十へ ぶーに て 手に入り 候 ビ て 祕 藏 之 品 ，、」 申 を /、 ら ベ 見 候 所 

そ の 形 は 是 餘 程 大 き く 候 へ ざ も 遠 物の 大きく 見え 候 はこ の方餘 程す ぐ > - 

申 候 杉 田 成 卿の 說に 御座 候が 蓋の 銘に 御座 候ハ ン ュ ム、 デ ンビ申 は 阿蘭陀に て 

も 名 H のよ しこの 銘 御座 候 は 何 品に 限ら や 皆 名作の よしに 御座 候 其 外 功 者 之 

人々 見疾 ていか 程 廉惯に 致し 候ても 五六 十 金の 品に 可お 之ビ 寧に 御座 候然 


近 顷箕作 省 

吾が 刻し 候 

小 P? 


弘化元 六 

月廿 一 日 


る 所 格別 之廉惯 にて 御手に 入 且又 右 之 如く 有名 之 妙 品に て^ 之 趣 誠に 幸 之 事 

ど 不堪 大京： 奉 存候右 之 如く 容易に 無 之 御 品 之 事に 御座 候 御手 許 にても 素人 

にむ ざ  >、」 御玩 ばせられ す 彼是の 具合 も 永く 全く 候て 御用に 相 成候樣 仕度 義，、 一 

奉存 1^  段 も 壹岐殿 へ 御 序 之 節に 被 仰 上 被 下 度 もの 奉 存候贵 答 旁如此 御座 

候 以上 

六月 廿 H 

.尙 々過日 余： 子 白 井兩氏 へ 送り 候 地球 圖マ」 申 は 例の 近頃 箕作^ 吾が 刻し 候 小 

鬪に 御座 候 過 H 小 林.. 《 御 借用 御座 候 坤輿圖 識は右 之 圖に附 し 候 ものに 御座 

i 也 

宫 下老盟 臺 案下  啓 ^s; (伋 

〔一二 五〕 藤 岡 甚右衞 門に 贈る 

甚暑之 節 愈 御 摘 ひ 御 安康に 被 爲入奉 拜賀候 私義も 不相替 無事に 罷在 候^ 乍惯 

御 放念 可 被 成 下 候 乍 去 免 角 世話し く 候 ま、" 每度御 無 沙汰の み 申 上 候 さて 又，^ 

書 簡 玉 池 時代 (ニー 五) 藤 M 甚 右衛門 宛  *  二 五 3 


書 簡 玉 池 時代 (ニー 五) 藤 岡 其 右衛門 宛  ,  二 五六 

幡 にても 御 暇 御 戴き 近 H 御歸藩 御座 候 趣 御 しらせ 被ド 候に 付 暑 候 御見舞 迄 如 

西洋に てグ ft 御座 候 こ の 印材 近 n 宅に て 製 させ 候 問 御 慰み に 入御 覽候 これ は 西洋に てグ 

ル，. ンガラ 1 ,1 

£2111 レノ— ン ガラス V〕 申 候 一 IMi に 御座 候 御^ 留可被 成 下候此 表土 用に 成 候て 雨少く 

候 故 署 氣 も 强 く 候 其 表 は 如 何 救 折 御 自 愛 御 座 候 様 舉 祈 上 候 乍 憚 奥 様 令 郞 方 

へ もよ ろしく 御 致 聲奉冀 候餘在 後 音 

六月 二十 一 日  修理 

甚右衞 門 様 

黑川 何が し 二 白 此節私 方へ 黑 川. 何 がし VJ 中蘭學 生參， り 居 申 候 これ は 一 體 加州の 産に 御 

と 申 蘭學生 

參り居 候 座 候が 幼年の 節より 長 崎に 遊びて 蘭學致 修業 中々 達者なる 事に 御座 候此節 

此表 にて 第 一 等に 唱 へられ 候 ものに 御座 候 この 人 漢學に は甚不 案內之 も 

候 故に 私に 益 を 求め 候 念 慮 かねて 候 ひし 所に 又 私に 於て は 蘭 學に不 案內に 

互に その K  sit 問 互に その 長听を 交易いた し 候 はん ヾ」 約し 候て 此節 よびよせ 中 候 先 sr 御 

所 を 交易 い 

ひ 机 ほ i ん R ハ 上げに 致し 候 蘭 書 ど も を 讀み候 所 大に益 を 得 申 候私歸 藩の 義 先頃 賴母殿 

へ も 申 上 候て いづれ 尙兩三 ヶ月 手閒 V- れ可申 候へ ば その 問に 出精 致し 候て 


の 至 杯 御 
趣て 御 登 
御衣 城 
立 服の 
派 杯 節 


蘭學 にも 少々 力 を 得候檨 にど 自ら 祈 b 候 事に 御座 候 早々 

弘化 元年 七  〔一一 一六〕 山寺 源大 夫に 贈る  長 野 市 和 H 榮ニ 氏藏 

月 七日 

去月 念 六の 御手 敎兩三 H 前北澤 君よ b 御 屈け 被 下 拜見仕 候先以 酷暑 之 節彌御 

淸健被 成 御 起居 候戕審 之^ 慰 不過之 奉 存候其 表 母 姉 健在の 趣 御 恰被下 小弟 安 

. 否 を も 御 訊問 重 愚 奉 感謝 候 小弟 も 幸に 如 昨 無 恙罷在 候 問 乍 憚 御 放念 可 被 成 下 

III 起 候 さて 濱松侯 苒起之 事 御 驚喜 被 成 候 マ」 の 御 事 御尤に 舉存候 時下の 動靜 委しく 

申 上 候 檨被仰 下 是又敬 諾仕候 然る 所 其 後 は 至ても の穩 にて 何も 是，. 」 申 以聞仕 

候べき 次第 も 無 之 候伹御 登城 之 節 杯 も 御衣 服 杯 至て 御 立派の 趣に 承 及び 候是 

は 定めて 以前の 如くに 厳 敷 は 致されす 候 VJ 申 意 を 人の 知り 候て 先 く 安心 も 

致し 候 樣にビ の 策 にても 候 歟杯申 人 も 御座 候が 如何 歟先 いづれ にも 才力 卓越 

之 卸 人に 候へ ば 天下 之 事に も必す 卓越の 事業 可 有 御座？」 屬望仕 候 事に 御座 候 

S 公淨 m 法 权 顔八ム 举座 法帖の 善 本揆ら ざるに 御手に 入 候よ し 雪 一 魅 子の 所藏 よ.^ は 遙に勝 

si^iis れし趣 珍 Is- 舉存候 是は必 や 拙藏の 品ビ同 刻に 可 有 御座 候 諸家 を 戴め 候 帖は名 

書 簡 玉 池 時代 (二 HC 山寺 源 大夫宛  二 五 七 


孫子 十 家 注 

朱 子 年譜 丼 

考異 字學七 

驗溫 器の 事 


子 樣の事 


書 簡 玉 池 時代 (一一 HC 山寺 源 太夫 宛  二 五 「/ 

家の 選 マ〕 雖も原 刻の 坊 本に 及び 候 はす 候 事 珍しから ざる 檨奉存 候是は 畢竟 原 

帖の 布置 を 改め 候て 自家の 意 を 以て 石に はめ込 候 故に 原帖の 天成の 妙 を 失 ひ 

ュ，. ^^に 被^ 候：^ 度 御手に 入 候帖も 必ゃ戲 ぬ帖钚 より は帖の 丈け 餘程 高く 候 は 

ん ビ お 候 帖 面 の 布 も 必 卞 大 に 相 B し 候 ベ く 候 御 較べ 御 可 被 成 候 さて 又 右 

は旣に 御手に 入 候故此 表に て 御代 市 申 候 事 無用に 仕 孫子 十 家 注 朱 子年 譜幷考 

異字學 七 稲の 三部 相 調 差 上 候 樣被仰 遣 畏候即 取 寄せ 送 上 仕 候 代 價之所 も 御 新 

女 以來少 々改， 0 候 様に は 候へ ざ も 何分 廉ど 申に は 無 御座 候將 又驗溫 器の 事 北 

澤 君よ. 0 も 御 話し 御座 候 隨分御 申 越の 直 ひに て參， 9 申 候 尺 は 如何程の 所 宜し 

き 鞦可被 仰 下 候 竹の 筒へ 欽め 候て 便に 附し候 は Y 無恙相 屈き 可 申 候 先 は拜復 

迄如此 御座 候 殘炎千 萬 御 自玉 所禱 御座 候 以 上 

_ 啓 拜 複 

懼堂道 兄皐比 

お-期 

尙々五經文字九經字樣の事是は七^^之附刻には無之候是は七稲ょ."餘程以 


前 ： 刻に 上 h- 候 もの に 候 御 入用に 候 は -.、 可 被 仰 遣 候 御代 市 可 申 候 顔 角 "^築 

の 事 も 心得 可罷在 候遙か 以前 いづれ の 書肆に て 候 ひし 歟 遣し 見せ 候 事 候 ひ 

き 内に 举 座の 書 も 載.， >  居 申 候 見當. 9 候 は 借受 候て 入御 覽可申 候 

去月 以來 蘭學生 一 人 弊 廬へ致 寓居 候是は 加州の 產 にて 通 稱黑川 良 安 ビ申候 

年赭は 小弟 同 庚 位に 候が 當節此 表 にても 西洋の 文法に 通じ 候て 難讀 の書ビ 

い へ V- も 難 VJ せす 讀 下し 候 もの 此生 を以稱 首.、」 致し 候 高名の 坪 井信 道 伊東 

玄朴 杯遙に 及び 候 はぬ 趣に 御座 候此生 幼年み 觀學に 身 を 入 候て その 學には 

.115 の 如く 力 を 得 候へ ざ も 唐 山の 學に は甚 未熟に 候 間 小弟 ビ彼 是 交易に 致し 

* 又 V」 申 事に て 参. 0 申 候 初めて 口授 を 得 候て 洋 文の 法 を 以て 原書 を讀候 所に 

大 に ^1^^ を 得 申 £^ 此 節 力 ス テ レ ィ ン -申 書の 土 類の 吟味に 係， 9 候 所 を 日々 三 

:K 位 宛讀 候て 受 口授 候 中々 譯書^ は 致 相違 其 問 別に 味 有 之 候 かねてみ 此 黑 

rr 生の 事 をば 要路 へ も 度々 申 候て 人物 もよ/、 候 問 暫 其 表 へ 同道 致し 其 表に 

て 洋舉を 興し 漢 學.、 J 互に 相發 し候樣 致し 候 は 其 益鮮 なかる まじく".」 申 候 

自身に て 入用 を 出し 候 こ V- は 冤 も 角 もに 候 へ ざ も 公 財 は 聊か も 出で 屮ま 

書 簡 玉 池 時代 (ニー 六) 山寺 源 大夫宛  ニ五ヌ 


書 簡 玉 池 時代 (ニー 七) 塚 田 源 吾 宛  二 六 ◦ 

じく ビ申 事に て 不及カ 候 右に 付せ めて は 小弟 此 表に 罷在候 內少々 也.、」 も讀 

法 を 得 候て 力 を 得 申 度 右の 生 を 呼 召せ 候 事に 御座 候近來 洋書 を讀 候に 就. 拙 

詩 御座 候 錄し呈 覽仕候 御 一 咬是祈 

壯 年 貴，， 苦 學 •； 博 涉 宜 kl 常。 旁 執 = 西 洋書： R ：々 課，， 數 章： 太！^ 本 無 JT 至 神 豈 

有， 方。 新 花 I 互 相發。 斯现 生，， 輝 光： 心解眞 決河。 滞 然誰饌 防。 惜無 „ 宋明 賢。 

與 共，， 此 學 S 

漢土 與， - 西洋： 於， 我俱殊 域。 皇國 伊神 德： 取， 善自 補翊。 彼类闽 可. 採。 其 瑕 何 

須」 匿。 王道 無 = 偏黨： f^fe- 歸，， 有 極： 咄哉陋 儒 子。 無 =i 乃 懷=大 惑： 啓 稿 

弘化 一？ 七  〔 一 一一 £ 嫁 田 源 吾に 贈る 

月 二. Il/B:  、 

打 絕音づ れも無 之 候 秋凉之 時節 贵家御 摘 御 多祥に 御 起居 珍 赏之 至に 候 隨て私 

事 何の 陣も無 之 候 問 乍 慮外 御 口 念 被 下 度 候 然ば近 頃 申 兼 候 御 無心に 御座 候 御 

都合に 相 成 候 は 5-  < ^"- 子少々 御 取替 被 下 度 希 候 筒 様の 事 突然ぐ」 申出 候 事 定めて 

卸 不審 も 候 はんが 夫に は 甚だ 次第の 御座 候 事に 候 定て是 迄 御 承知 被 下 候 如く 


^^事昨年迄は極めて小給にて候ひしも此衮に罷在候へ ば少々 は 人に も 被 取 用 

又 上よりも 厚く 御手 充も被 成 下 其 上手 前に は 平日 殊の外 儉 素に 致し 候 事故 手 

元 こ 有 餘有之 ^ビ 申に は 無 之 候 へ ども 何も 差 支 候 事 も 無 之 本より 他人に 取替 

等 願^事 甚好 しからぬ 事に て是迄 借財ぐ」 申 もの は 一 切 致し 不申其 上 昨年 は不 

存寄 舊？！ ^に 御 直し 被 成下是 迄よ は 戴き もの も 相增し 候へば 彌私 一 分の 手許 

に 不如意 ど 申 事 も 無 之 然る 所 此度右 之 御 無心に 及 候 仔細 は 定めて 薄々 御 聞 及 

び も 候 はん 御 內意を も 承 て 其 表 御領 分に 是 迄 我國に 無 之 利益の 事 ビ も 開き 

て 上 は 申に 及ば や 御領 內御 近領 一 統に其 利 を 蒙 候樣 致し 度合に て 旣に是 

迄 色々 の 道具 を 捲へ 試み 候 事 も 有 之 候 所 いづれ も 其 用 を 成 候べ き舉 共に 有 之 

候 夫 等 いづれ も 皆 異國の 書に 出で 總て實 驗の糙 なる 手口に て 候た"」 へ ば筒樣 

に 致し 候へば 水精の 如き 美事の ビ— ド " に 出來候 筒樣に 致し 候へば 广啦萄 酒 出 

來候筒 檨に致 候へば 養蠶に 敗れな し 杯 申 事 一 々精密に 手に 取る 如くお 之 候 先 

先頃 も 試の 頃 も 試の 爲 ギヤ マ ンを 製し 候 所 果して 阿蘭陀 渡りの 通.^ にて 絶て 是迄 此國に 

爲 ギヤマン 

を製 し I 無 之 種の 精 品 出來致 候是は 今春 十六 冊 四十 兩 にて 御 買 上げに 致し 候 蘭 書中 

書 簡 玉 池 時代 (一二 七？ 探 田 源 吾 宛  二 六 一 


書 簡 玉 池 時代 ( 一 二 七) 源 吾 宛 

にて 見出し 候 事に て 候 ひき 此 書中に は尙 

衬余吾 殿 杯も此 書物 御 買 上に 致し 候 事よ 

成 候 右 等の 如く 拙者の 組立 候 事 は 皆 古今 

、ヾ」 唱へ候 者の 一 己の 了簡より 巧み 出し 候 

思 召 度 候 扠又當 節 入用の 蘭 書 も 有 之 其 事 

御上に も御辭 職以來 御屋敷 御 移..^ 替， 9 萬 

に 拜借等 被 仰 付かぬ 候 御 場合に 有 之 又 私 

是の事 私の 此 表に 罷在候 間に 計ら ひ 候 は 

存じ 込み 丈此 表に て 用達 致し 申 度 候て 拜 

無 之甚當 惑の 次第に 候 故 無 據此御 無心に 

御 取替 被 下 度 千 萬 希 候 その 返却の 期 並に 

等 皆 内密の 事 ざ もに て 候 間 證書は 私の 一 

も 被 仰 付 置 候 事よ しゃ 左な く  V,- も 天下の 

の 財 寶を借 受け 不義理 を _籙 し 候 は ん 道 理 


ーェハ 二 

種々 數 へ 難き 程の 有益の ftl 法 有 之 竹 

く 承知し 委しく は 御 逢 之 節 御 申 可 被 

の 書 に^に 出 候 事：^ ハ にて 世に 山師な 

あ て ど も な き 事 VJ は 黑 白 の 相 i^^l ビ 被 

に つき 猶搏 へ 申 度 道具 等 も 有 之 候 所 

端 御 入 增の事 ざ も 多く 候て 願 ひ 候 程 

事 も 頓て其 表へ 相歸， -候心 組の 所 夫 

ね ば 人 殺に て は 參り不 申 候 故 此の節 

借 も 十分 出來 かね 手許に 餘 計の 金子 

及び 申 候 何卒 御 都 合 被 下 當 時 六十 金 

利 会 一等 は 如何 V- も 苦しから や 候但是 

判に 御 頼 申 候 上よ b 輕 からざる 御 役 

人數 にも 数 へられ 候 修理に 於て 他人 

も 無 之 候 へ ば 其 所 篤ざ尙 種々 の 合 も 


-\ ^、ざ も その 仕上げの 場に 至らぬ^ はよ く 人 の 彼 是 マ」 申 もの に 候 夫 是國禾 

本 づく所 は を 開き 候 用意 を も 私獨斷 にて 致し 候 事に 御座 候 乍 去 本 づく所 は 君國の 御爲を 

？^^ の御爲  _  . . 

を 存じ 存じ 御領 內は 勿論 御 近領も 永世 其 利 を 仰ぎ 候檨 致し 度 所存に 御座 候へば 此度 

の 事 御 承知 被 下 候に 於て は 私 一 人に て 致し 候 計. -に無 之 極まる 所御國 益の 階 

梯ビ相 成 候 義に付 何分 御 勘 辨御働 可 被 成 下 候 此義御 承引 被 下 候 は マ-,^" 子 は 藤 

岡 甚右衞 門 殿 か 竹 村 金 吾 殿兩子 _ の內へ いづれ へな り 御 頼 御 送り 可 被 下 候證書 

下 案 も 一 同 御 送， -可被 下 候 金子 御 屈 次第 證書差 出し 可 申 候 右 等の 用 怠 大抵に 

出來 候へば 早速 其 表へ 罷越 諸事に 取掛. ^可 申 候閒御 承知 被 下 候 は"^ 何分 一 日 

も 早く 御 送り 可 被 下 候 千 萬 所 祈に 御座 候 突然に 此舉. ^進 じ 御 怪みも 被 下 候 は 

ん なれ 共 成 丈 世間へ 金子 才覺等 致し 候 事 ふれぬ 樣 致し 度 候に 付 北山 氏の 御緣 

も 御座 候 故 貴君 へ 御 頼み 申 候 乍 御苦勞 何分 所願 御座 候頓首 

七月 廿 八日  佐久 修理 

塚 _ 田 源吾樣 

書 簡 玉 池 時代 (一二 七) 塚 田 源 吾 宛  二  J ニー 一 


書 簡 玉 池 時代 (ニー 八) 藩 老に差 出せる 興 利祛弊 目安 書  二 六 四 

IT 耻 元年 十  〔一一 一八〕 藩 老に差 出せる 興 利；！ a 弊 目安 書 

沓野御 林 見 分 往來存 付 候 見込 

一 小 河原 村 水利 可 興 事 

但尙 土地 水脈 等 委しく 見 定申度 候 彌其利 典 b 候 節 は 多分 之 御 益 可 有 御座 候 

一 沓野村 鐵鑛之 事 

村內 山々 大抵 鐵 山に 有 之 候燒炭 格別に 下 直 之 所に 候へば 鐵山 引合 可 巾 候 

一 綠礬之 事 

明 襟 之義は 是迄燒 出し • 候に 付， 別段 不申上 候 綠礬氣 殊の外 多く 候阅此 所に 於 

て明礬 一 同 製し 出し 申 度 候 

一 綠驚油 之 事  - 

綠籍 殊の外 多く 出で 可. &に付 此油を 製し 江^ 表に 引 をつ け 差 送り 申 度 候 

此村 方に 候 へ ば 炭 薪 下 直に 付 此油を 製し 候に 尤も 其 利 可 有 之 候 

^If ットァス 

一 灰汁 鹽之事 


是迄炭 燒き候 もの 大木 をば 枝の み を 切取り 本木 を 其 儘 切 倒し 差 置候此 分の 

みを以 製し 候ても 多量 製し 出し 可 申まして 材木 出し 場 あしき 處 にて 其 木 を 

切取り 自在に 製し 候 は  其 利廣く 他國に 及び 可 申 候 

一山 田 領山假 入 材木 切 出し ゆ 度 事 

その 借. 0 入 候 引合 をば 湯 田 中 村 六右衞 門に 申 付た く 候 こ の もの 椎谷 家中 事 

を 用 ひ 候 もの VJ 緣者 之よ しにて その 談じ方 早速 11 ひ 可 申 ミ申問 候 

一 十二 澤幷 に沓打 池の 平等の 地勢 宜しき 場所 その 手段 を 以て 新 塾 仕らせ 度 事 

附此所 合せて 家 數廿軒 有 之 度 候 追々 に 尙增し 申 度 候 

附御 領分 他所 奉公 厳禁せられ 其 人 を 以是等 之 場所 開き 申 度 候 

一 卒常原 右に 準すべき 事 

但家數 三十 軒 有 之 度 候 此地不 殘洋藷 を 種 付 はは 雌 S 驚』 ぽ 1 細 粒 事 其 所 食料 

JO 令 f  .2」 此品 人民の 常食と 仕 養 ひに 相 成 候^  *f  ^ に 替る事 無 之 西 ¥  バ S  "  ^ 

之餘 を、 て 是の みに て 生活いた し 候國數 多く 候 其說シ ョ メ 1 ル ポィ ス 等の 書に 

お観 粉に 製し 諸國に 出し 申 度 候 尤も 差 向き 候て は 越後 筋 蒲 鉢 を 裕へ候 場 

所へ 卸し 申 度 候 

書 筒 玉 池 時代 (ニー 八〕 藩 老に差 出せる 興 利； IS 弊 g 安 書  二 六 五 


書 簡 玉 池 時代 (一二 八) 藩 老に差 出せる 興 利 5i 弊 目安 書  ニメ六 

一 澀、 湯 田 中、 角 問 等の 村 湯治 人 入 込 多分 之 節 その， m 尿 を以多 S 之 硝石 作 b 込 中 

度 事 

但是迄 田畑 之 肥に 用 ひ來り 候掛へ 口せ 可^ 之 候 

1 草津 BM, 3^ 場 にても 地面 借 受け 右に 準じ 多分の 砲 石 を 製し 申 度 事 M 出 所 別に 

策 有 

之 候 

右 小屋 場 材等葺 萱尿尿 等 事旣に その 掛 をつ 

凡そ 方略 を 得 候 節 は 御領 分なら ざる 所 も卽ち 

方 各 を 失 ひ 候 節 はた ビひ 御領 內 VJ い へ V- も 其 

候 此義第 一 御 役人に て 心得 罷在度 事 

一 橫 楚、 中 小 星、 落 合、！^ 小屋 邊 一 統 熊笹 之极掘 取り 

に 水 拔を掘 通し 新 墾之場 V」 し 候 VJ も 又は 笹の 

後年 之 利 を 計り 候 ざ も 宜しき に 從ひ可 申 候 事 

一 靑 御影石 之 事  • 

茶臼に 製し 御 近領は 勿論 第一 越後 新 潟へ 引受人 取 極め 出し 申 度 事 


け 候 

御領 分 同様 その 利 御 國に入 候 

利 外に 出 候て 御領 內の 詮無 之 

格別 人力 を 不用 道具 を^.!:?  PK^ 

^^^に 掘 取 方 有 之 候 九 

根 掘 去， 0 候 ま . ^檜 杉の 類 種 込 


石墨 之 事 

西洋 製 石筆の 如く 製し 當所產 物 之 一 に 仕度 候 

附此 品蘭醫 にて は 鎭痙劑 に 用 ひ 候て 尤も 舞踏病 マ」 唱 へ候疾 に奇藥 のよ しに 

御座 候  . 

代赭 石幷紫 土の 事 

品 下 直の ものに 候 へ V- も 書家 必用の ものに 候へ ば 聊か 利な しビ いふ ベ 力 

白 根 山 硫黄 

御城 下 へ 出し 火藥 御用 之餘を 以て 諸方 賣捌 いたし 度 事 

接骨木 作 毛 妨げな き處へ 多く 稲 込 中 度 事 

此幹枝 火藥の 灰に 製し 最上 之 火藥を 製し 申 候 その 花 は 發汗劑 VJ し て 醤 家 必 

要の ものに 御座 候 

草津 荷す あいの 事 

但百 文に 付 二 文 位に て 可 然歟尙 割合 可 有 之 候 年中 草津 荷に て當 所へ 落 候 金 

|£ 玉1# 代 ( 一 ニ八)髒老に差出せる興利；^«弊目安書  二 六 七 I 


書 簡 玉 池 時代 (ニー 八) 藩 老に楚 出せる 與利法 弊 目安 書  ニナ./ 

子 大抵 五 百兩餘 のよ しに 御座 候 

一竹 火 繩の事 

山中へ い 竹 多く 候 この 竹 火繩に 殊に 宜しく 候 

一 石 驢の事 

日 一し S 領分 海 近く 候 へ ば 平常 こ の 品 を 製し 出し 候に 不及 候乍然 非常の 節の 

心 得 迄に 申 上 候 

一 材木 切 出し 之 事 

旦 岩 f  、大 倉 之閒尙 委しく 見 屆け候 上 如何様 VJ も 計 策 可 有 御座 候 越後 筋諸湊 

材木 之 直 段 等 略旣に 及^ 整 候 

一 溫 染幷に 土 染の事 

此品產 物 之 一 稲に 相 成 申 候 

一 角 閒川蠟 石 之 事 

其 質 上 州 四 萬 村の 產に遙 に 優 b 申 候 

J 湯 田 中 村 結 麗土之 事 


瀨 物 之 用に も 相 成 b 藥用 にも 相 成 申 候 

一山 田 山 ゲイ。 フス 之 事 

石 膏 之 類に て藥 用に も 相 成. 9 又瀨 II； 物 之 上 藥に用 ひ 申 候 

1 館 根 應砂之 事 

至て ロ2 もよ ろしく 候 

一 礬石之 事 

掘 取 方 湯 田 中 村 六右衞 門へ 敎へ置 候 

上 興 利 之 事 二十 六條 

一 上 州 入 山村より 年中 金 二分 之 冥加金 を以御 林へ 入 込 諸 材木 多分 切 荒し 候 事 

向後 厳禁 有 御座 度 候 事 

一 中 野 支配 菅川 村よ. -年 中二 雨の 冥加金 差 出し 御 林へ 入 込 候 事 向後 相 停 ゆ 皮 

一 杏 野 村に て 年中 五 兩贰分 之 冥加金 差 上 御 林へ 勝手次第 入 込 候 事是又 別に 處 

置 有 之 度 事 

書 0  池 時代 ( 一 二八) 藩 老に差 出せる 與利 5i 弊 B 安 寄  二 六 九 


書 簡 玉 池 時代 (一二 八) 藩 老に差 出せる 與利砝 弊 目安 害  二 七 〇 

一 氷：： 野 村 他村 V』 も 致 相違 年々 多分 之餘財 土地に 落 候 ひながら 難^ 村 ご 相 成 候 

根源 を 除き 儉約之 風 誼に 致させ 度 事 

一 澀湯村 昨年よ 女 召 抱 候 もの 有 之よ しに 候 速に 令 停止 度 事 

一 安 代、 湯 田 中 VJ も 雨 年 を 限り 其 問に 一 統之 K 女引拂 はせ 度 事 

附沓野 村 等 他村 v> も 致 相違 年々 夥しく 餘計之 金銀 他所よ， -入込 候へ 共 困窮 

の もの 多分 有 之 又 佐 野 村 等 も 土地柄 宜しき に 不相應 手 廻り 宜しから ざる も 

の 多く 候 所以 は總て 近所 喪 女 有 之 故に 歸し申 候 右三 ケ所 厳禁 之 上 中 野 支配 

上條村 r.; 女 之 事 も是又 禁じ 候 計ら ひ 有 之 度 候 事 

一 諸 役 方よ b 出 役の もの 心得 違に て 酒 翁 等 持 出させ 遊興が ましき 事 有 之よ し 

に 候 御 定式 通 飲酒 之義 一 切 厳禁 食事 も當 所^ 合 候 一 汁 一 菜に 限. 9 候 様 向後 

厳しく 有 御座 度 候 事 

一 村 役人 等 も 御用 筋 を 以て 打 寄 候 節酒 相 用 ひ 候 事 一 切 令 厳禁 度 候 事 

以 上 弊 之 事 八 條 

十一月  佐久 閒條现 


弘化 元年 十 

J 月廿. K 日 


九〕 人田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


尊矚の 御、 

す ま 


明 後 朝 出立 


弘化 元年 十 

二月 八日 


三日 七ッ過 

玉 池 草堂 迄 

著 


尊 囑之御 ふすま 今日 可 認奉存 候 然る 所 別紙 御 書付 幅 丈の 所 相 分 かね 且 好き 

粘 も 無 之 候 問 乍 御 面倒 一 寸御 つがせ 被 遣 被 下 度 奉冀候 以上 

廿 六 日 

尙々 私義も 多分 明 後 朝 出立 可 仕 ズ-舉 存候此 段 乍 序 申 上 候 以上 

啓  拜 

伊勢 街 君 


〔一一 一一 ◦〕 山寺 源大 夫に 贈る 

甚塞之 候 愈 御 休 安 被 成 御 揃 珍重 之 至 奉 慶賀 候 偖 其 表 滞留 中 は 一 

誼且御 餞別 ビ して 何よ. 5 の 御 品 被 下 愚 甥へ 迄 被 寄 思 食 猪 生澤山 

重疊 感銘 不堪 筆 謝 奉存候 小弟 義も三 H 七 ッ過玉 池 草堂 迄 著 仕 候 

に 付 gn に 及 御屆候 道中 も甚 頑健に て 歸著仕 候 問 乍 憚 御^ 念 可 

書 簡 玉 池 時代 (ニー 九) 八 田 嘉助宛  二 七 一 


方なら や 荷 高 

御 送り 被 成 下 

時刻 も 遍れ候 

被 成 下 候 さて 


る 利 象 一弘 杏 野領ハ 
山 月 化 野 、高 三 
掛 三十 元 を 湯 井村 
と ケ 三年 謂 田 郡 は 
な 村 日 十 ふ 中佐 藩 


0 簡 玉 池 時代 (一三 〇)w 寺 源 大夫宛  二 七 二 

御代 市の 料 して 發軔之 節 三方 被 遣 候に て 都 合 壹 兩壹 分の 御預 り "、」 相 成候此 

度 取調 有 餘の分 上納 可 仕 之 處著後 殊の外 世話し く 候 ま 、^ 後便 迄 御 猶豫奉 願 候 

明朝 林 生 出立 仕 候に 付 ハサ 座 帖附之 候 御 收納是 禱 

一 先頃 高堂に て 彼 三 村 御 林 引渡しの 事に つ き 道 橋 方より 差 上 候 手紙 賤名無 之 

候て は 如何の 義巾上 候 所 御 勝手 方へ 申 上候樣 御座 候に 付 其 湖 早速 中 上 候 ひき 

右の 義猶又 m， 考仕 候に 老兄ビ 竹 村 君の 事に 候へ ば 右 等に て 何も 差 支 等の 起り 

候 はん 筋 は 無 之 候へ ざ も 土 田 は 御收納 方に 嵐し 人 1.^ は 公事 方に し 其 他の 山 

木な 木 藥石金 礦の類 は 利用 掛に屬 し 候 事可爲 勿論 然る を 事の 始めに 於て 道 橋 

方より 卸 木 を 引渡し 候に 其 本 掛.^ を洛き 候て 掛り 同樣 心得 候へ ざ 被 仰 渡 候 御 

兩所 をのみ 生 ごすべ き 謂れ 無 之 候 是は老 兄 鼓 仰 候 通 最初 道 橋 方 へ の 被 仰 渡 方 

間違 候 故の 事 V」 被存候 被 仰 渡 方 問 違 候へ ば 御 心得の 所 も 問 途候歟 ど氣 遣し く 

存 候に 付 此度尙 又 御 勝手 方へ も 申 上候但 山林 を 利用 掛へ 引渡し 候へ，、」 御座 候 

へ ぶ 無 子細 i 此節私 不在に 候へ ば兩 君に て掛り 同様の 所 を 以て 御 受取 澄 被 下 

候 趣 なれば 宜しき 樣奉存 候 小弟 其 地に 罷在 候に 夫 を 外にし 候檨 にて は 義理 濟 


かね 申 候 尙又竹 村 君 マ」 も 宜しく 御 申 魏可被 下 候膚情 之義に 付ても， 招 聞に 入 度 

事 多く 承 .5 候へ ざ も 今 信發書 多く 殊の外 鬧 しく 候 閒後信 可 中 上 其 上 秘密 之義 

老臺 正誼老 直まで 申 贈， -候問 老臺ふ 御 密話も 可 有 御座 候 御 聞 被 成 下 度 候^ 寒爲國 

は藩老 SE  J  . 

賴母を 謂 ふ) 千 萬 珍重 

十二月 八日  啓拜書 

懼堂 長兄 梧 下 

尙々 上 途當朝 態 々 尊 來を蒙 奉 感謝 候 其 節 は 御掛り 違 の 義 を 突然 申 上 恐 入 申 

(金磁 は 4-  礎 1^ 子 へ 御 申 被 降 候 はん ビ被仰 候 ひしが 如何 や 尤も 私 も兩所 へ 

子 丈 助、 機  { 

相 I め is  彼等の 辜璃 事に は 候 へ V- も 下 ビ して 上 を 慢じ候 次第に 候 故！！： 分厳肅 にお 之 

奉行)  度 候 畢竟 下の 上 を 慢じ候 も 上の 敎 へぬ 故に 候筒樣 やかましく 中 候 も 畢 .^ は 

下を敎 へ！^、 ひ 得に 卸 座 候 尊意 如何 ゃ此度 道中 にても 大に やかましく 中 候 事 

御墜 候け 村 君 迄 申 送り 候 閒御思 出し 被 下 候 は、 S 御 面 唔之節 御 承知 可 被 下 候 

以上 

書 簡 玉 池 時代 (一三 〇) 山寺. 照 大夫宛  二 七三 


書 簡 玉 池 時代 (一一 一二) 八 m 嘉右衞 門 宛  二 七 四 

〔一一 一二〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

厳寒 益 御 健 安 奉 恭賀 候 滯留中 は 乍 例 重 蒙 御 厚誼 其 上上 途之節 も 何 寄 之 御 餞 

別 頂戴 仕 千 萬 感銘 言 謝不盡 奉存候 道中 も 阻 橈 無 之 期の 如く 著 府仕候 問 乍^ 御 

休意 可 被 成 下 候 此品組 薄 恐 入 候へ ども 聊寒候 奉伺 候 印 迄 呈 覽仕候 御^ 留可被 

成 下 候 多忙 中 不能 多 書 唯 塞 威 折角 御 保 宽專ー ど 奉 存候餘 在 後 音頓首 

十二月 十五 n  ,M 理 

嘉右 衞門樣 

尙々 前便 嘉助檨 より 御 囑託之 藥品送 上 仕 候 跡に て 尙又承 候へば 大抵の 酸味 

なれば 至て 緩 かにて 直，^ 候よ し 一 升に 二 匁に ては^ 過分 量 之よ し 尤も 此品 

に 限り 多く 加へ 候 さても 一 向 酒 味に 替り候 事 無 之 候 其 所 尋常の 灰 を 用 ひ 候 

VJ は 格別 之よ しに 御座 候 其藥品 加へ 方 は 過日 も 申 上 候 通.^ 五合 也 一 升 也の 

所へ 一分 二分 づっ 加へ 候て はかき 廻し 其 酸の 脫し候 所 を 度？」 して 其 餘を例 

し 陵事隔 要さ 被 存候爲 念 申 上 候 扠又此 程 は 早速 著 後 之 義御尋 被 成 下 殊に 好 


物 之 佳品 御 垂惠被 成 下 感刻之 至 奉 存候乍 序 御 禮申上 候 上 

弘化 一一 年 正  〔一き 一〕 A 田 嘉右衞 門同嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

月 パ 曰 力  - 

新春 之御怡 不可 有盡期 御座 候 彌御揃 被 成 御 健勝に 御 超 歲可有 御座 珍 一 报之至 愛 

度 奉拜賀 候隨て 小生 無異 加年 仕 候 問 乍 憚 御 過 念 被 成 下問 敷 候 先 は 年頭 御 祝詞 

申 上 度如此 御座 候尙期 永日 之 時候 恐惶謹 言 

佐久問 修理 

正月 八 nc  啓迪 

八 田嘉右 衞門樣 

八 田 嘉助樣 

人々 御中 

尙々 春 塞 折角 御 保 宽所祈 御座 候 さて 葡臘 は藥 品代惜 ざして 五 圆御送 b 糙に 

落手 仕 候 一 片餘 分に 御座 候 所 駄賃，、」 して 七總餘 相拂ひ 候に 付 誠に 殘. 5 聊か 

の 事に 付 別段 返上 も 不仕候 左様 御 承知 可 被 成 下候此 表何ぞ 御用 御座 候 は、. - 

書 簡 玉 池 時代 (二三 一) 八 田 嘉右衞 1： 同 嘉助宛  二 七 五 


す はすな 返に ハ 
返り 書與赏 

とのへ 日 
^ 本 推 附た高 
ら文定 書る 田 


書 籣 玉 池 時代 (一三 三) 高 E 幾 太 宛  二 七 六 

i§ 何. a  V」 も 可 被 仰 遣 候 湧，：： 水亭御 屏風 之 事 も 旣に相 頼 置 候 其 內出采 寄 候 は、 ^ 送 

風 事 

上 可 仕 候 以上 

弘化 一一 年 正  〔一一 一一 一一 一〕 高 田 幾 太に 贈る  長 野 市 大日 方 美 代理 氏藏 

3J  ョ  、 

4.0 銅 ど 申 新 銅 VJ 申 純粹之 銅に て だに 候 へ ば 本よ. 9 其 差別 無 之 候 却て 古 銅 之 方 

火に 度々 合 候 故 目つ み 候て 鑄 物に 仕 候て 丈夫に □□□ 新 銅 之 方 は 却て 左様に 

は 相 成 不申候 左様に 致し 候に は必す 度々 吹流し 多分 之 炭 力 を 借り 候 はねば 練 

れ 方よ ろしから や 候 御在所 赤 柴山之 薪 銅に て 御 鑄 立 之 御 筒 もろく 破れ 候 は 其 

余-の  <" せ 方法の 如く 参らざる 所 も 候へ、.，、」 も 一 ッ に は 新 銅 に て よ く  ^ft れ ぬ 故 も 

御座 候 畢竟 伸 方に ならぬ さ 申 も 煉れの 未し き證に 御座 候 伸べ 候て 瓦に 相 成 候 

性 なれば 是は 外の 錫 錯針丹 等 まじらぬ 精 品に 疑な く 候 右 故に 古 銅 座 方の は 開 

き 口に 餅ビ やらん 申 鄙 言 之 如く 誠に 口よ き機會 にて 御 筒 御 鑄 立の 節 も 格外に 

炭 も减じ 候て 彼是 餘 程の 御 益ぐ」 存 居候 事に 御座 候 然る 所 昨 R 新 銅 之御咄 御座 

に： J.- 新 銅 にても 山に 依..^ いくら も 他物 を 挾み 候 品 も 候に 付， 股 S 試み 候 上な 


ら では 精雜之 沙汰 も 出來か ね 候 上に 假令精 品 にても 新 銅に 候て は 最初む たに 

兩 三度 吹流し 候 

正月 九日 

普通に 古 銅 V, 申せば 唐金 も 5 ま 織 铅眞鍮 も 1 ま S 丹 サハリ も 離 S 何 

も かも 一 ッに 致し 候 總稱に 御座 候 銅に 钍丹也 也雜， 9 候 時には 火に 燒き 熟し 

候 所 を 錐に て 打 候へば 碎け 候て 一 切 延び 不申 候钍 丹の み 割合 を 以割候 品 は 火 

に燒き 少し さめ 候 所 を 細工 致し 申 候眞鍮 細工 則 左様に 御座 候 錫 雜り候 節は殊 

に 生 合 堅 相 成 申 候 銃に 吹き 候に も 其 質 を 堅く せん 爲に 入れ 申 候是も 多く ス候 

ビ 矢 張 生 <f 口 もろく 相 成 申 候 其 割 方 色々 やかましく 候 只 銅 は 薄く 延び だに 仕 候 

き  〔一一 一一 四〕 小山 田 壹岐に 贈る 

昨日 被 仰 聞 候 御在所 表 御 勝手 方よ. 9 の 御 內書之 趣 尤も 失望に 不堪 舉存候 御 在 

所 表に 於て 第 一 に 御 國之御 柱石 W 奉 頼 且は舊 冬 御內用 筋に て罷 越し 候 節嵇々 

書 M 玉 池 時代 (一三 四) 小山 田 壹岐宛  二 七 七 


書 0 玉 池 時代 (一三 四) 小山 田 查岐宛  二 七 八 

當 今の 天下 之 形勢 外國之 事情 等 反 複申上 候に 付 初の 程 御 納得 無 之 候 ひし 大銃 

之義御 家中 文武 御手 充幷に 御 足 輕鐵砲 稽古 御手 充御元 等の 義ゃ がて 御請 を も 

被 仰 上 候 事に 御座 候旣 に如此 御開 悟 御座 候 上 は 何事 も 機に 後れざる 核に 仕度 

御 圃之利 を 興し 候に も 此期を 失 ひ 候て は 苒び難 得 候に 付お 用 之 西洋 書 御 K 上 

幷 に世務 軍務に 於て 格別 有益 之 品 又沓野 山中 開き 候に 用 ひ 候 器械 其 外 山 方 功 

者 之 山師 等 召 呼談じ を遂候 等の 御 入 料 差 支 無 之 樣被成 下 度 段 御 勝手 方へ 申 上 

此義 fti ェ之ま づ 其 器 を 利く する の 譬 にて 是 等の 事 申 上 候 通に 御 聞 濟被下 かね 

候義 にて は 何分 往々 の實功を收め候事能はす候問何分其趣江^^^^御勝手方 へ 

も 被 仰 越 置 被 下 度 且又 幾 太に 於て は 殊に 綿密 持 重 之 性質に て 是 迄 度 々 隨 參 仕 

候義も 御座 候に 付 何卒 彼 表に 於て 差 支 無 之 樣被成 下 度.、， -申上 候 所 いづれ ごも 

差 支に 相 成 候 樣之事 は 無 之 様 御 勘 辨可被 下 ビ被仰 下 候に 付 私に 於て は 時勢 を 

も旣に 御開 悟 御座 候 上に 如 此被仰 下 候に 付 彌御勘 辨被下 尊君 へ も 其 趣 仰 も 被 

越 被 下候義 V- 奉存候 然る 所 御在所 表 々昨年 以來， M 理 中立 候に 就て 御 買 上に 相 

分旣に 少なから す ビ御申 越 铍成候 趣 誠に 存の 外の 義ビ 舉存候 昨年 來私申 


立, 買 上に 仕 候 品 何等の 品々 に 候 ゃ只シ ョ メ ー ル 十六 册代料 四十 金 ボイス 寸 

册 V 價十 五雨 力 ス テ レ ィ ン 三 册代惯 三 兩飜譯 書 四 五部 代 料 五兩程 書物 は 右 之 

通に 過す 其 外に 測量器 是迄出 來寄候 分 代 料 七 兩餘而 して 舊臘御 買 上に 仕 候 三 

針 付 船 土 圭代價 拾ニ兩 二分 是 のみに 御座 候總高 K2 金に も 満ち 不申候 私 義は兼 

てより 御 ロロ をば 晕迄 の 通に て 一 合半錢 を 增 されす 是迄 人之棄 S 候 所に て 策 

略 を 以て 其 利 を 興し 二 萬 石 之 半 地 程 は 其 利 年々 御藏に 收 ま.. - 且又 御領 分 は 勿 

論の 事 御 近 領迄も 其 餘利を 蒙り 候樣 可仕ビ 見込 候 策 有 之 其 義は賴 母 殿へ も數 

萑き 御內用 々申 上 尊君へ も 申 上 候義に 御座 候 先頃 旣に 御覧に も 奉 入 候 通 舊冬御 內用筋 を 

筋 を 以御在  . 

ほ m 以御在所表へ罷越し候節も沓野山見分往來十五日之問に0轚する所に就て^^ 

を 興し i 策 二十 五條 弊 を 除き 候 策 八 條を存 付 又其餘 日に 於て 郡 村 火 石 を 取 出 

し 寺尾衬 大理石 を 見出し 候類尙 細々 之 義は數 多く 候 寺尾衬 大理石 一 つ にても 

細工に 致し 候 事 は 姑く 差 置き 只 石灰 VJ して 燒 出し 候ても 金 吾 一 同 算用 仕 見 候 

に 諸 雜費を 勘定 仕 其 有餘內 端に 積り 候ても 年々 二百 五十 兩程は 御藏に 收り候 

一 一萬石 牛 地 都合に 御座 候是 等の 事 を 以て も 兼て 策定 仕 候 二 萬 石 半 地 丈の 國利を 典し 候 は 

書 簡 玉 池 時代 (一三 四) 小山 田 毫岐宛  ニ七プ 


候れ 存は 成を厪 

念 迚候御 か 
ま はも 樣吝の 
じ 行 私に み 本 
く はの て 被 手 


書 簡 玉 池 時代 (一三 四) 小山 m 査-岐 宛  二八 0 

丈 の國 利 を ん.、 J , &候 事. S 言 にあらざる 事 は 略 御 合 點も參 り 候箬に 御座 候 右 等 之 大務を 成 

B0^. し 候 はん ミ申 時に 於て 一 箱 二 箱 之 金 を 即座に 使 ひ 切 候へば..」 て 私の 心に は敢 

rl:-f. と は てチ： an さ 1^ ビ よ 存じ 不申 まして 百 金 二  K= 金 何に 候 はん 監物 殿御 申 被 成 候 様 

？人犟 ！" 、プ  , 

-I  i.t 之 事に 候へ ざ も 吹ば 舞 散り 候稃の ものに 御 座 候 然 る を ぼ 金 に も 滿 ち 候 はぬ 惯 

にて 右の 大务 に緊 要 之 品 御 E 只 上に 仕 候 を もはや 少 からざる 義 等の 御 口お 御 ，ra^ 

候樣 にて は 冤ても 何事 も 出 來不申 候 百姓に て 耕作 を 仕 候 だに 大作 を 仕 候に は 

夫に 應じ候 奴婢 を も 抱へ 篇具を も 多分に 備へ不 中 候て は 大作 は 出 來兼申 候 町 

-i- 商 を ±  1^. にも 大商 を 仕 候 は ん.、 〕 に は 人 を も 多く 入れ 夫 丈の 仕スを 力け 申 候 

世に 士入 なくして 大利を も 取， 0 候 は 只 博 爽，. >  V」 たんにても 可 有之歟 夫す らも 

大博亦 大 V- たん 相 成 候て はや は..^ 本手な しに は 參り不 申 候況ゃ 正しく 國^ 

の 爲に大 利 を 典し 上下 自他 共 其 利 を 受け 候 計略に 逼 かの 本手 を 御 吝み被 成 候 

馕 にて は 沖 一 も 私の 存念 は 行 はれ 申 まじく 候 私事 古の 智 t?w 機略 之士に 比し 矿 へ 

ば.^ よ. 5 下 鈍に て 見る 隆も なく 候べ せハ又 自ら 存じ 候に 當 今の 尋常の 者に. も 無 

之 候 右 故に 世の 尋常の 事 は 成し 候 はん マ」 も 存じ 候 はす 又 仕 候ても ■ 常の 事 は 


候 座 日へ 人て 略 除 を 家 を 天 
候 之ば に はに き 興の 察 下 
樣長自 比是至 候し 爲 知の 
被 はらし を リ如 弊に し 形 
存御ー 候 常 候き を 利國勢 


甚 不得手に て やはり 尋常の 人に も 及び 不申候 只 天下 之 形勢 を 察知し 國 家の 爲 

に 利 を g (し 弊 を佘き 1^ 如き 略に 至， 9 候て は是を 常人に 比し 候へば 自ら 一 日 之 

長 は 御座 候 檨被存 候 右 故に 職 外 之 義には 候 へ 共 何も 忠義 マ」 存 候て 舊冬之 事件 

を も 奮て 申 上 候 事に 御座 候 然る 所 其 片端 をのみ 御用 被 成 候て 其 全體を 御^し 

不被下 候て は實に 片輪 車の 樣 にて 一 向に 廻.^ 不申候 文武 之 義に付 候ても 今に 

御 博の 明き 申さぬ 所に て 其證は 明か に 御座 候 冤ても 此有樣 にて は 何事 も出來 

寄 申問墩 W 存候 へ ば 大抵 見切 候 はん VJ も存候 へ 共 少し にても 動き 出し 候 御 機 

會 VJ も存候 へ ば此 儘に て 棄て候 も惜む ベ き 事の 限.^  W 奉存 候に 付 今 一 應 尊君 

迄 申 上 候， 凡そ 人の 存じ も 付 候 はぬ 國利を 興し 候に は 西洋 學を 兼用 ひざれば 屆 

かざる 所有 之 西洋 學を 盛に 興し 候に は § き g " ざれ 其 書 多分に 無 之 候て は 其 

事 能 はす 書物 有 之 候ても 其 學筋功 者の 者 誨導仕 候 は ざれば 其 用 を 成し 不申候 

西洋 兵法 等の 書に 至り 候て は 其 要 尤も 多く 候へ 共 第一 書物 少き 故に 惯も 高く 

又 其 文 體も六 ケ敷候 故に 功 者之讀 手なら では 其 意 分. 9 兼 候 所 多く 候に 付當今 

の 急務の 爲には 先 蘭 學者を 御手に 附られ 蘭 書 を も 有用の 分 は 價を惜 ます 御 買 

書 隨 玉 池 時代 (ニニ 四) 小山 田 壹岐宛  二 「ノー 


書 簡 玉 池 時代 (一三 四) 小山 E 壹岐宛  ニス 二 

上に. S 成 樣 仕度 W 申 義申上 候 事に 御座 候 蘭 書 は 兵書に 限らす 何の 書 も 唐 

V」 は 違 ひ 書肆の 手に 無 之 其 社中に て爭て 取引 致し 候に 付 急に 出で 又 急に なく 

なり.：！： '矣 に ォ出候 節 猶豫仕 居候 へ ば い つ も 手に は 入 不申候 能々 年數 久しく 

相 成 有用 少き 者に 無 之 候て はけして 資物 にて 久しく は 有り 不申候 別して 此節 

は 鍋 島 侯 英雄 之資を 以て 深く 西洋の 長所 を 知られ 三 都 有名 之 蘭學者 多く 抱 へ 

御 則 向 之 衆 g: 十 人 を 擇み其 學を學 ばせられ 書物 も 何に 寄らす 有用の 者 は 何 

にても 入れられ 候に 付 蘭 書 之 價も是 迄よ b 引 上，.^ 又 殊の外 拂 底に 候 故に 

1 ひ gs- て 出 候 節 直に 取 込 候 はね ば^も 手に入 不申候 其 節に 御在所 表 へ御掛 

合杯ビ 御座 候 節 はいつ もく 手 後に 相 成 候 右に 付 申 上 候 事共 御明 解 御座 候て 

爾 西羊學 御開 _ ^遊 候 はん，.」 ならば 何百 金 迄 は 書物 御 買 上に 可 相成ビ 申, 豫カ 

じめ 卸 心得 置 被 成 下候樣 仕度 奉 存候扠 又 器械の 類 も 世に 有 觸れ候 分 は 御 H 上 

にて よろしく 候へ V- も是迄 本邦に て發明 仕らざる 品に 至り 候て は 新たに 造り 

立 申 度浩) b 立 候に も此 地なら では 力に 及び かね 候 品 多く 候 ^-き g り 候 車の 類 

其 上に 又 蘭 書 を讀み 昨日 迄 一 向 存じ もつ き 候 はぬ もの を はからす 見當 b 尤も 


要 品に て 用 ひ 候て 大益 御座 候べ く 見極め 候 もの は 造，^ 立 申 度 候に 付 何分 是分 

も 何程 迄 は 御 聞 濟可被 下 W 申義を 承知 仕 罷在度 候 此檨何 歟取留 候 事 無 之 御 様 

子 S 存候は  御在所 表 御 勝手 方 ふ 信 牌 を 戴き 候て 歸府仕 候へば 宜しく 候 ひし 

に 大分 化 度 はよ く 申 上 候 事 V- も 御用 も 被 下 候に 付い かな 事 差 支 等 は 致させ ま 

じ ビ御申 被 下 候 義は鐵 券の 如し ビ 存じ 候 ひしが 大に 誤に て 御座 候 何分に も 私 

義を 御用 ひ 被 下 申 上 候 所の 御國 家の 大利を 御 興し 可 被 成 マ」 思 召され 候 は、 ^ 先 

差當. 0  二百 三百 之 金子 をば 御 引 詰 不被下 私の 所 置に 御 任せ 被 下候樣 仕度 奉存 

院 もし 又此 一 事 思召餘 され 候樣の 事に て は 謂 は ゆる 肘 を 細き 候の 譬 にて 何の 

大事 も 出來申 まじく 事の 變に 臨み 候て 其 機に 應じ候 等の 事 別して 思 ひも 寄ら 

す 候 左様 之 御 様子に も 候 は 私義も 存じ 込 候 念盧を もや め 候て 三ケ村 等の 

御用 筋 も 御 訴訟 可. &上候 この 向 又々 大山 を 引受 候檨の 時節に 候へ ば 手の 屈き 

候 丈 手 を 廻し 早く 金子の 御 借 入 有 御座 度 ど 申義も 精々 申 上 候 所是も 御在所 御 

掛合 にて 唯々； « 々に 相 成 申 候 夫 是總體 の 御 有 樣を奉 見 候に 事の 變 御座 候 節 は 

十に 八 九まで も 無 之 十に 十 御 狼狽 御座 候 はん こ^は 見へ 透き 候 樣舉存 候扠々 

書 簡 玉， 池 時代 (ニニ 四) 小山 田 壹岐宛  二八 三 


書 簡 玉 池 時代 (ニー 一四) 小山 田 壹岐宛 •  二八 四 

卸 上に も 卸 非常 之 御 方 様に 被爲入 候に 殘 念なる 事に 御座 候 御 勘定 吟味 杯も大 

之 卸 武器に 相 成 御 家中 士卒 之 命脈に 係ト ノ候大 銃御濤 立の 銅 を 買 上げ 候に 其 

代 料の 聊の 高下に 付て は 態々 罷越 相諫も 致し 候 ひ 乍ら 其 性 合 之 精 雞美惡 等に 

至， 5 候て は 置て 是れを 問 はす 奸商之 申 口に 任せ 一向に 相 魏等も 無 之 只今 S 只 候 

節に 壹匁下 直なる も 吹 立 候節數 十目の 費に 相 成 候 所に 目 をつ け不申 誠に 素人 

VJ は 申ながら 餘， -に 甲斐な き 事に 御座 候 御 勘定 吟味の 義は 目下に 小利 を 見 候 

て 後 來之大 费を辨 へす 又國家 之爲に 書物 器械 を 作り 立 買 上 も 仕 候 を 御 m み 被 

成 候 方は當 時の 小 費 を 厭て 後日の 大 利に 御 目の つき 候 はぬ に 御座 候 彼是 事 は 

樊 S.I 相反し 候へ ざも歸 する 所 一 轍 之 樣奉存 候 何分に も 遠大の 御料 見 を 奉 願 候前條 

見を 霞 候 之 所 何卒 御在所 亵御 勝手 方 思 召 之 所 御 承知 置 被 成 下 度 奉冀候 以上 

正月 九日  修 

小 壹岐檬 

御 直披 可 被 下 候 


弘化 一一 年 正  〔一一 一一 五〕 高 田 幾 太に 贈る  松 代 町 大卒 喜閒 多氏藏 

御手 敎拜 仕 候 如 仰 冬に も 勝， -候舂 寒 御 同然 迷惑 仕 候 然しながら 先 以御健 安 

被爲入 w よ， -の御 事》」 奉拜慶 候然ば 銅の 義今以 御 極り に 相 成らす 右に 付 云々 

內掛 合の 義仕候 樣奉畏 候 室 上の 方 勿論 早速 相 尋ね 見 可 申 其 上に 近日 傳聞仕 候 

へ ば濱 tl に て も大銃 多分 鑄 立に 相 成 候 様の 沙汰に 御座 候是杯 尤も 巧者 之 MM 方 

にて 然る まじき もの 等 は 取 入られ まじき 檨 にも 存 候へ.，，、」 も此節 西洋 流 砲術 指 

南 致し 候 秋 元 何が しな.、，、」 は 西洋 原書 は 勿論よ め 不申候 故 銅の 新 古の 窮理 も不 

屆 に 付 或は 荒 銅の 方 余-合せに 糙 かに 候 杯 申 未だしき 論 を 致し 居る まじき に 

も. 银之 へ ばか 、る 廉物有 之 候が 入用 は 無 之 か VJ 申義を 問合せ 見 可 申 候 又 高 

田 侯 御 下屋敷 にても 諸家よりの 御 頼の 简鎮立 申 候 是杯も 價の廉 なる にめ で 取 

入 まじき にも 無 之 候 雨天に て は 迷惑 仕 候へ V- も晴候 は、. -馬 にても 拜借仕 一 日 

. 懸 あるき 見 可 申 候 いづれ 其 間にて 何 S か 方 付 候 はん ビ被存 候 其 外に は 別段 是 

申 料 見 もつ き 不申候 先奉復 迄に 此段申 上 候 以上 

書 簡 玉 池 時代 (ニニ 五) 高 田 幾 太 宛  二八 _i 


書 簡 玉 池 時代 (ニニ 五) 高 田 幾 太 宛  二八 六 

正月 十四日 

尙々 此程は 不存寄 緩々 難 有 奉 感刻候 さて 今日 御 尋ね を 蒙る べきの 所 あやに 

くの 雨天 高駕を 妨げ 殘 念の 至奉存 候天氣 次第 何分 御 來過之 程 奉 仰 候 

扠又 本文 申 上 候 所々 懸合之 事 御 案 內之通 あちこち 飛散 居候 所に 候へば".^ に 

て も 無 之 候て は 二日 三日 も 手間 を 刻し 候 義に付 何分 一 匹拜借 仕度 候 此段乍 

(中 村 先生 恐 御捧手 方へ 御 申立 被 成 下 御 承知に 御座 候 は、 中 村 先生よ.^ 穩 なる 一匹 を 

は 馬 奉行 中 

g 兀尾を さ 出し 給 b 候 檨に御 一 聲奉賴 度 奉存候 尤も 此前も 御內用 筋に て 罷出候 節 は 口 

つき 兩人御 普請 方よ. 0 受取 申 候 此段も 何分 御 合 被 成 下 度 奉冀候 いづれ にも 

天氣上 b 候 上に 家僕 差 出し 可 申 候 閒其節 右の 義 早速 相 辨じ候 樣奉萬 祈 候 

又 申 上 候 先頃 其內好 時節に 相 成 候 は マ 御 一 同 珂を雙 ベ 候て W 申 義をも 被 仰 

候 ひし 奉 存候銅 座 坏は御 出御 逢 被 成 置 候ても 又 何 かの 節の 御用に も 相 立 

可 申 候 問 私 出 懸候節 御 一 同 馬 御 借 出し 被 成 候て は 如何 猶 寒く は 候へ，、，、」 も 天 

，一，. ：  氣だ によく 候 は、 少しく 興 も 可 有 之 候 高 意 如何 歟乍序 奉訂候 以上 

, 啓拜復 


候 分術當 明み 兩ボシ 
樣 御の り きに 部ィ ョ 

仕手 書兵不 ての スメ 
度に 等 書 申 は 書 等 I 

入 何 火 差 培の ール 


秋水 盟 臺 机下 

弘化 一一 年 正  〔一一 一一 六〕 ® 田賴 W に 贈る  東京 市 宫本 仲氏藏 

月 十六 日  . 厂 

す T.^ を 逸 別 氏 巾 申 上 候 かねて 被 仰 付 置 候 測量に 相 用 ひ 候 三 針土圭 一基 舊臘御 買 上に 仕 候 

代 價は拾 贰兩贰 分に 御座 候 諸方 功 者の 人ー齋 先生 始め 見せ 候所隨 分廉慣 のよ 

しに 御座 候 さて 又 客 冬 拜謁之 折に 申 上 候 國利を 開き 候に も 世 變に應 じ 候に も 

當時 W 相 成 候 所に て は 西洋 を かね 用す 候て は欠缺 多く 候に 付 西洋 學御 I し 被 

成 度 て は ショメ ー レノ、 ボイス 等ー兩 部の 書の みに て は 博 明き 不申 差當り 兵書 

火 術の 書 等 何分 御手に 入候樣 仕度 又 其 書を讀 候に は 夫々 辭書 i  も 御座 候 は 

ねば 差 支 も 御座 候に 付 是も備 へ 申 度 又 窮理書 分析 術 等の 書 水利 等の 書 も醫書 

も 何も 無 之 候て は 其學を 盛に 興し 候に 不足 候に 付其內 尤も 有用 有益の もの を 

擇み御 買 上に 仕度 又沓野 山中 熊笹の 根 堀 取 候 車 等も此 表なら では 出來 かね 候 

に 付 夫 を も 作.， 立度歸 府之砌 よ，， 右 之 御 入 料 等 其 時々 拜借 仕度 趣壹岐 殿へ 申 

立 置 候へ ざ も 其 表 ふ 御 申 送り も 無 之に 付 一向に 事辨 じかね 候此 恐るべき 時節 

書 籣 玉 池 時代 (ニー 一六) 恩 田 賴母宛  二 「/ィ 


書 簡 玉 池 時代 (ニー 一六) 恩 田 賴母宛  二 パパ 

に fe- へ ば T ^分！^ 常 之 思 召に て は 參り申 まじき 事 は 旣に客 冬 著 府之砌 も 申 上 候 

ひき 何分に も 格別に 御根荐 堅く 候 はねば 世 變に應 じ 候 事 無 覺束候 右に は 第一 

に 御 八 に 御座 候是 はかね て 祕策を 進め 候 通り 此御 時節 御手 之 屈 かれ 候 丈 御 借 

ん可然 奉存候 事後れ 候て は是等 皆人氣 をつ き 可 申 左 候 節 は 同じながら 其 功 i 

く 候 又 彌其思 召に 御 決し 被 遊 候 御 事に 候 は、 S 五 千 や 壹萬之 義は卽 座に 相辨じ 

候 樣可仕 候 此義は 一向 聲色を 動かさす して 出來寄 可 申 候 第二に 西洋 兵書 火 

術 書 等に 候是も かねて 祕策を 獻じ候 通 金子 だに 御 借し 被 成 下 候 は、 ^ 他人の 金 

櫃 中に 御座 候 を も隨分 屹，. -取 出し 可 申 候濱松 侯に て 近來譯 書に 相 成 候 ものに 

殊の外 有用の もの 有 之 候 其 原書 を も 近日 其 藩 人の 手に 御座 候 を 一寸 披き見 申 

候 然る 所 火器に も 海邊ビ 山國は 製造 之 方 同じから や 皆 その 長短 も 目方 も 其 度 

定り有 之 候 是義は 差 當り御 鑄 立の 御 筒 も 出來候 はん ビ中候 時節に 候へば 殊に 

入用 之義 W 存じ その 原書の ま、 4  一  二 枚 寫し取 候義を 無心 致し 候へ. さも の秘 

書の 由 を以. 許し 不申 候此ー 部の 書 何分 入用 之義 多く 騎戰 步戰其 外陣法 守鑕之 

略に 至， 9  迄 翁く 有 之 先 一 家の 全書 之樣 子に て 阿蘭陀 國 にても 此節武 學敎授 


に 用 ひ 候 書の よし 何分 聊の 金に 替 へられ 不申 候に 付 利 を 以倡ひ 候て 右 之 一 苟 

の 書 をば 何分 手に入 申 度 又 其 外に 出 雲 侯の 藩に 莊司郡 兵 衞ビ申 もの 西洋の 學 

書物 を も 手 を耆 候て 兵書 を も 數部藏 し 居候 然る 所此 もの 客 冬 致 物故 候て 其 跡の もの 書物 

離し 候 はん  P  .1 - ノ- 

5! 色 有 之よ を も 手 離し 候 はん 氣色有 之よ しに 候 書名 は へ ルド ディ ン ス トァ クチ , レ リ— 

へ レ トン 云々 右三 部 卷數は 四 冊の よし 右に て 原 價三拾 金の よし 尤も 近 來之書 

W 申 事に 候是等 何卒 御 買 上に 仕度 奉存候 始めの 書^ 一同 六 拾 余-も 御 下げ 被 成 

下 1^ は  >  卸 手に入 候て 格別 之 御用に 相 立 可 申 候 此度大 銃 御 吹 立に も 餘程之 御 

物 入に 御座 候 其 上の 五十六 十の 金 は 誠に 聊の御 張 込に 御座 候 右に て 其 御 武器 

も 法度に 叶 ひ 便利よ き 御 品出來 仕候譯 合に 候へば 何分 御 勘 辨之程 奉 願 候旣に 

壹皮 殿よ hs お 義卸內 慮 を も 御 伺 被 成 候よ しの 所 今日 別帋之 如く 申 來，. ^候 上に 

は 1^) 頃 諸事 御 危く被 思 召 候 所よ，. -何ぞ 御 心 障の 義も被 爲入候 御 義歟難 計 候 へ 

ども いかにも 隱 密に祕 計の 行 ひ 方 も 幾 通，.' も 御座 候閒 けして 外へ 拽れ候 様の 

事 ま 有 御座 まじく 尤も ざこ 迄 も 私の 計ら ひ VJ 申 ものに 候へば 何も 子細 無之ヌ 

先方の 臣僕 にて 先方の 書 を 外へ 鬵ぎ候 義其罪 彼に 有 之 候て 夫 を 購ひ候 ものに 

書 籣 玉 池 時代 (ニー 一 六) 恩 田 賴母宛  一一-/ プ 


書 簡 玉 池 時代 (ニニ 六) 恩 田 賴母宛  二 九 〇 

は 何の 子細 も 無之義 ご奉存 候先暫 上に て 思 召 いらせられ や 候 は ゾ此義 をば 執 

事へ 御 勸め申 上 度 奉 存候私 へ 六十 余- 拜借被 仰 付 候 は  事 成就 仕べ く 候 此義本 

より 御 國家之 御爲に 御座 候 閒御英 斷を以 早速 御 許容 被 成 下候樣 仕度 奉 存候第 

麵 II れ^ 三 第 四 其 事件 事 長く 候に 付 先 差懸. -候義 を 申 上 候 私 存念に は 何卒 西圃 にて は 

^i^itef 鍋 島 侯東國 にて は 松代樣 ぐ」 申樣に 天下の 士の心 を 歸し候 程に 御 家政 を も御武 

備をも 美しく 仕度 候に 付 筒 樣申上 候 平素 天下 之士心 を屬し 候樣に 參らす 候て 

は 世變に 臨み 候て は 何事 も 成り 申 まじ/、 候 此義は 何分 深く 御 心 を 留め させら 

れ被下 候 檨奉冀 候 さて 又 前 條申上 候 書物 器械 等の 義御入 料 も 際限 もな き 率の 

檨に可 被 思 召 候 へ V- も 左 樣には 無 御座 候 本より 私 義をも 乍 不 $ "御用に も 御 立 

被 成 下 候 思 召に て 御 使 も 被 成 下 候 事に 候へ ば 私 にても いかにも 努力 仕 一 度の 

義を仕 候 はん 心得に 御座 候 左 候へば 御 H 鏡 次第に 右 萬 端の 御 入 料 御 切 積. 9  二 

百 余-也 三百 金 也 夫 丈け の 所 御 許容 V」 申 ものに 被 成 下 度 奉 願 候 客歲其 表に て 段 

々繩 張. -を仕 候 所 にても 餘程之 事 出 來仕候 積." に 御座 候へば 彌其手 を 廣げ候 

て寳に 格別 之御圃 に： H 度 候に 付 如 此申上 候 事に 御座 候 幸に 御 心 諒可被 成 下 候 


兵書 一 條尤 

も 喫緊 之 事 


弘化ニ 年 正 

月 十七 日 


(京 助 は 藩 

の鐵 砲師片 

井 京 助に ズ 

弘化ニ 年 二 

月より 藩 地 

に 於て 床几 

廼！！ 処に 中島 

流星 山 流の 

砲術 師範 を 

なせり) 


此紙中 兵書 一 條 尤も 喫緊 之 事に 御座 候 右に 付 候て は 又 私の 存念 を 決し 候義も 

御座 候に 付 御 進 止 之 所 早速 奉伺 度 奉存候 以上 

正月 十六 日  啓  頓首拜 

正 誼老臺 執事 


高 田 幾 太に 贈る 


松^ 町 大 平喜閒 多氏藏 


御手 敎拜見 仕 候 如 仰 雪 故に 殊 

昨日 申 上 候義、 ざ も 御 申し 立 被 

何 歟無覺 束 義に奉 存候被 仰 下 

彼是 申 上 候は實 いらぬ 事に 候 

御座 候 はねば 一 應申上 候 尤も 

ま， -有之 事に 付 申 上 候よ く 御 

は 只 職人に て 道具の 細工 を 仕 

夫 V- て も 本邦に て 誰も 致し 候 

書 簡 玉 池. 時代 ( 一 一一. 一七) 高 田 幾 太 宛 


に峭塞 御座 候 彌御淸 健 被 爲入候 狀奉珍 慶候然 ば 

成 下 候 所 逸々 尤之義 にも 被 仰 聞 候 由 乍 去 眞に如 

候 通の 御 次第に 候て は旣往 咎めざる の 謂れに て 

へ V- も 乍 去 存候旨 を 取つ 、み 可 申 御中ら ひに も 

此 度の 事に は 不用に 御座 候 へ V- も 此檨の 事よ く 

考へ御 覽可被 成 候 かの 京 助 何 を 辨へ候 はん 彼れ 

候 事 は 其 習 ひも 候 得ば 本よ 出 來候箬 の 事に 候 

有觸候 細工に 候 西洋の 物理の 學 等に 至 b 候て は 

二 九  一  I 


事と て 越 方 居 韮 
も 申 益し へ 候 山 
御 候 を 候 一よ に 
座 ひ 得が 朝 り 二 
候し 候 却 罷私年 


書 簡 玉 池 時代 (ニニ 七) 高 E 幾 太 宛  二 力 二 

毫も 心得 候て は 居. 9 不申惟 僅か 之 問 韮 山 表 へ 修業に 參 居候へ ども 第 一 江川 殿 

にも 西洋 之學に はう，、」 き 人に て 是も唯 僅か 四郞大 夫が 傳 へ 候 砲術 を辨 へ られ 

候の み 其鐵砲 等張 立ら れ亦は 鑄 立ら れ候事 も唯自 筒の 器用なる 所より 工夫め 

され 候 事に て敢て 西洋 書に 於て 糙か に 獲られ 候 申に 決して 無 之 候 四 郞大夫 

傳書 三卷之 中卷に 籍 筒 会-合せの 事 聊か 有 之 候 へ 、、ミ も中々物理を^1-し候事には 

無 之 只 砲術 を 學び候 もの 、J 聊かの 心得に 迄 記し 置き 候 位の 寧に 御座 候 江川 殿 

御 心得 候 は 先 その 位 之 事に て 夫に 此國之 有 觸候禱 物 師の方 を 加味 致され 候 計 

りに 候 然る 所 京 助 へ は尙其 心得られ 候義を だに 未だ 盡 くに は 敎授無 之 _ ^客 冬 

御在所 出立 前 京 助に 面會 致し 其 事 を も 承知 仕 候に 付 實は氣 の 毒に も 存じ 又 第 

一 に 御 國家之 御爲に V」 存じ 候て 兼て 近來 西洋に てお もに 用 ひ 候 鑄 简に四 通り 

の 八ぶ 一 合 御座 候 事 を 洋書 中に て 見出し 置 候に 付 夫 を 書拔き 候て 京 助 へ 遣し 申 候 

同人に も 大に悅 び 候て 韮 山に 二 年 居候より 私 方へ 一朝 罷 越し 候が 却て 益 を 得 

I^VJ 申 候 ひし 事 も 御座 候 又 物質 之窮理 等の 事 はなし 聞せ 候ても 本よ..^ 學問も 

何も. 照 之 男に 候へば 一 向に 通じ 不申唯 細工から く. 9 等の 事の みが 存 込め 候ヾ」 


申 位の ものに 候 然る を 夫 等の 事 も 無 御 承知 人 を 知る の 明 無 之 所に て は 修现も 

京坊も 同格 VJ 御覽 候より して 問合せ 坏申御 見の つき 候 義^ 被 存候京 助 義申上 

候 通 實に 物質 之 事 坏は不 案 內に付 古 銅 マ」 申せば 唐金 もサ ハ リも 何も 混じ 候 

もの ど 心得 又は その 新 銅 ビ申を も 新銅ビ だに 申せば いつにても 雜物無 之 精 純 

の もの W 心得 候 所よ， - 自然 新 銅 之 方 可 然マ」 申 上 候 は、 ^ 其 節 は 如何 御 取 計ら ひ 

被 4^  i 御 積 や 元來御 定見 もな く 修理 も 京 助 も 同様にて 却て 京 助の 方 常の 職業 

こて 扱 ひつけ 候 ものに 候 へ ば 金 類の 事 坏は其 見 まさり も 候 はん 杯 申 御料 見に 

雄 I き fl て は 所謂 矮人の 場 を 見 候譬の 如くに て 或は その 申 次第に 成り もや 仕 候 はん ビ 

皮存 H おお 度の 義は よしや 左 樣相極 h, 精 古 銅 を 以て 新雜銅 Vi 御 引替 被 成 候ても 

高の 知れ 候 吹流しの 炭 手 閒の御 損の みに て 多く 候，、」 も 百 金に は 及び 申 まじく 

候 左 候へ ば 大事の 上の 小事 見舍に 致し 候ても 先よ ろしく も 候 はん なれ ざ も 力 

、る 明白に て 掌 上の 黑白を 別ち 候 様なる 義も埒 明き 候 はす 剩さ へ 其 論の 精き 

を 不用 其 下なる ものに 被 從候樣 の 事 矢 張 大事の 上に 可 有 之 V」 深く 恐懼 仕 候 平 

常の 世に て はよ しゃ 少しの 不明が 大事の 上に 御座 候ても 夫な りに 濟も仕 候へ 

書 簡 玉 池 時代 (一 111 七) 髙田幾 太 宛  ニ大三 


書 筒 玉 池 時代 (ニー  一 七) 高 E 幾 太 宛  二 九 四 


ども もし 事の 變 にても 御座 候 節に 右 等 之 御 次第 

候 誠に 恐れ 候ても 餘 有る 事に 候 故 何分 此御時 

を 用 ひられ 實に 非常 之 御 心得に て 萬 端 御 處 置 も 

に 候 へ 共 本 々其 人に 無 之 候て は 人の 申 候 事 も 用 

いらち 候 事に 御座 候 何卒 此 時に 身を以 圃に狗 へ 

之 人 を 得 申 度 候 中庸に も 誠 之 道 だに 立 候 得ば 柔- 

明か VJ も 候へ ばよ く 入 言 を 御用 ひ 候て 夫 を 以て 

用 ひられ 候 は ゾ誰人 にても 其 人 丈之剛 明に はな 

此表御 勝手 方 御 柔弱に 過ら れ候 所み 遂に 御 不明 

人 を も 物 を も 御 容れ被 成 候 所 古の 名臣 にも 御愧 

V- も 惜しむ べし 其 御 質の 餘り弱 はすぎ 候が 白玉 

道理 剛 をば 柔を 以て 救 ひ柔 をば 剛を以 扶けゃ 候 

此所 を以御 勝手 方 御 羽翼 候に は 何分 剛 明の 字 を 

遂申度 事 ざ も を 申ち らし 嘸 御覧 じ 被 成に く、 御 


にて は 是が爲 に 天地 所 を替申 

節に は 格別に 上下 ビ もに 御 心 

有 御座 度 V- 申 事 精々 申 上 候 事 

達ち 申さぬ にも 候 歟扠々 心の 

候樣の 綱紀 正しく 候て 且剛明 

-VJ い へ V- も 剛に恐 W い へ V- も 

直 樣學問 V」 し 其 所に 實に心 を 

ら れ可申 候 畢覚此 度 之 義等も 

の 樣に歸 し 候に て 御座 候 誠に 

ぢ候 はぬ 所 御座 候 御 人に 候 へ 

の微瑕 VJ も 可 申 候 凡そ 天下の 

て は 吻は成 b 不申 候老 兄に も 

御 失念 在らせられぬ 様 奉 望 候 

座 候 はん 此段は 御免 可 被 成 下 


候 唯 其 閒樞要 之 所 御 心 を 御 留被下 度候餘 在面晤 

十七 日  啓 拜覆 

高 田 盟 臺 梧 右 

尙々 御上に て は 兔角新 銅の 方 錫 等の 別 合 も 明白に て 可 然様に も 被 思 召 候 由 

曰 |4 ま 定めて 挺 銅 VJ 申 思 召 W 竊に奉 察 候 御上に は ひたすら 古 銅？」 申せば 古金 

買の 籠の 內に 御座 候樣 のこ ま/^ 致し 候 もの ビ被思 召 挺 銅 V」 申せば 新 銅に 

限， 9 候義 VJ 被 思 召 候 様に 被 奉 察 候 左 候へば 何卒 先日 か 九日 ビ覺へ 候 御 返 

事に 書 添 候て 差 上 候 銅の 性 合 を 辨じ候 一 紙の 趣 を 以て 御 勝手 方 也老兄 也よ 

く 御 申 上 卸 座 候はゾ いかにも 明に 御 分り 被 遊 候 はん ビ舉存 候 去々 年 御 n 上 

に S 成 候 挺 銅 V- て も 巣して 山より (以下 切れて なし) 

ニー 一一 八〕 高 田 幾 太に 贈る  松 代 町 大^ 喜 間 多氏藏 

尙々 左に 申 上 候 西洋 書 有用の ものに 付  一 ^赠赠^^き 私有 餘 だに 御座 候へば 

私 囁に も 仕度 候 所 先頃 外に 窮理書 を も 調 へ 旁 手許 も 不都合に 候 問 御 買 上 之 

書 簡 玉 池 時代 (ニー 一 八) 高 田 幾 太 宛  一一 九." 


(翁 は濱松 

を 意味す) 


Si 計 を以香 

餌 を かけ 置 

燒に付 必ず 

釣 出し 候 は 

ん 


紙 相 

取 込 

雨中 

き ？ 


書 籣 玉 池 時代 ( 一 三 八) 高 田 幾 太 宛 

義を奉 願 候 • 以上 

能 快晴 仕 候 然ば昨 B 別 

もの 有 之 勝手の 方大に 

守に て不得 面談 乍去祕 

じめ 存候所 果して 昨 n 

策 を 施し 申 候大に 宜し 

可 申 VJ 竊に 喜び 候義に 

成 下 候 さて 其 序に 銅の 

ヰ ツユ レノ 等の 大銃 十數 

候へ V- も 十七 匁 五分の 價 

の 話の 序に 承り 候 所 か 

久しく 屍し 得 かね 候よ 

ひき 先 昨日の 荒 增之様 

田 老臺へ 被 仰 立 被 下 御 


認め 家僕に 差 

候 故 延引 仕 候 

以香餌 を かけ 

駕籠に て 態 々 

合 に て 是 に て 

候先此 分に て 

方も埒 明き 申 

立に 成 候よ し 

候 は、 相談 も 

兵 衞近來 手許 

御座 候 右に 付 

子 申 上 候 外に 差掛 

閡濟有 御座 候 は、 


取換 

挺 鑄 


の 甚 

し こ 


上 候 はん V」 dd 候 

別紙に 申 上 候 通 

置 候に 付 必す釣 

參， 9 申 候 右に 付 

は 存じ 候より 孫ぬ 

はけして 仕损じ 

候 此度彼 侯の 固 

右に 付 荒 銅に て 

可 致 VJ 申し 候に 

甚 不都合に て 二 

候ても 臘底前 余： 

候 事 御座 候 紙 尾 

余 子 早速 御 廻し 


二 九 六 

所へ 1^ 邸よ 罷越候 

り 一 昨 曰罷越 候所留 

出し 候 はん VJ あら か 

又 更に 其 機に 隨て簿 

.0 も减じ 候て 事 調 ひ 

は 無 之 候 御 安心 可 被 

元にて 早速に ホ I ク 

は 餘.. ^好ましから す 

付 此段も 申 上 置 候 そ 

三十 全 • の 借財 だに も 

の 一 義 危 き ^f!?- に て 候 

に 別に 書付 候閒 小山 

可 被 成 下 候 以上 


正月 廿 二日 

(別紙) 

紅毛 通 事 品 天文 臺へ 勤番の 紅毛 通 事 品 川 梅治郞 手許に 此節ホ ルクス、 ナチ ュ I ルキ ュ ン、 デ 

m 梅 治郞手 

許に  ど 申 窮理書 f 鋼 似 有 之 代 料三圓 VJ 申 事に 御座 候甚 新ら しきもの にて. 有用の 書 

に 御座 候ホ ル ク、. ス VJ 申 は 農民の 事に て此 書專ら 農家の 事に 付 候ての 窮理を 誌 

し 候て 山 澤土田 等に 大に 心得に 成 候 事 御座 候よ しに 御座 候 水利の 事の 载否は 

未詳に 候へ ざ も 必す可 有 之 ビ被存 候黑川 生に 承 候 所 兼て 一 讀致候 書の よしに 

て 入用の 品 VJ 申 聞 候 兼て 申 上 候 通 蘭 書 は 猶豫仕 居. 候 VJ 手に入 不申候 問 何分 速 

に 御 買 上 之 義奉願 度 候 以上 

啓 苒拜 

高 田 君 侍史 

IfjIJ 年 一一  〔一一 一一 九〕 高 田 幾 太に 贈る  松 代 町 大平喜 問 多氏藏 

御手 敎薰展 仕 候 如 仰 此閒は 存外 之 大雪に て 御座 候 ひき 夫に 準じ 餘恶も 相增候 

書 簡 玉 池 時代 (ニニ 九) 高 田 幾 太 宛  二 九 七 


書 簡 玉 池 時代 (一三 九) 高 田 幾 太 宛  二 九 八 

所 愈 御 淸健被 爲入候 狀歡喜 之 至 奉 存候然 ば 紛之義 奉畏候 いつにても 御 人 被 遣 

下 度 候 伹明晝 後より は 不在に 候閒相 成べ く は 在宅 之 折に 被 成 下 度 候 

稗之義  一^ 之義 先頃 中 早速 右 等 之 事 委しき もの へ^ 義の事 命じ 置 候 私義も 先顷廿 一二 

日よ， -散々 外感 にて 一 昨日 迄 結 髮も不 仕 勿論 外出 も 仕 かね 候 故 其 後 稗 一 條も 

等 問に 仕置 候 早速 相場 合 萬 端 之 所 相尋是 よ. 9 可 申 上 候 

御獻 金 i 一  御 献金 云々 の 次第 逐一 仰せ を 蒙， -難有 奉 感謝 候 毎度 御 深 誼 銘泐之 次第に 御 

へ) 云々  „  ？ 5 

の 次第 座 候 いづれ 夫 是も拜 訪御面 藤 を 可 相 願 候へ.、，、」 も 先 差 當り考 候 所に て は 私義は 

此表御 詰 合の 振に も 不相當 いづれ にも 御在所 同役 ど 申 談じ可 仕 もの ビ被存 候 

尙兩 三日 中 参 邸 萬 可 申 上 候拜復 迄如此 御座 候 以上 

一 一 日 

御在所 表よ， - の書狀 二通 御 遞致被 成 下 難^ 奉 多謝 候 以上 

啓  苒拜 

秋水 君 臺下  、 


弘 I 二 年 二  〔一四 0〕 高 田 幾 太に 贈る  松 代町大 一, 午喜閒 多氏藏 

過 刻 は 相 願 候 人馬 早速 御 廻し 被 成 下 千 萬 奉 多謝 候 則 御 內話も 仕度 且は 愛宕 下 

道筋に も 御座 候に 付 一 寸相 伺候 所折惡 しく 御 外出 不獲拜 眉 殘念奉 存候靑 山 之 

方 は 多分 跡の 祭に 相 成 可 申 且又 刻限 も晚く 候へ ば 此方へ 向 ひ 候て は 本 所 銅 座 

の 方今 日中に は 廻り かね 候 はん V」 存じ 青山の 方 をば 見合せ 直に 本 所 へ の 心得 

にて 先 下 曾 根 殿へ 罷 越し 候 所是は あやにく 寵土 伊達 侯 へ 出られ 候 どて 留守に 

て 候 ひき 安中 侯の 藩士に 此節下 曾 根 へ內 弟子に 參. 9 居候 一 人 御座 候て 兼て 銃 

砲 吹 立の 掛，. ^を も 被 申 付 居候 趣 も 承知 仕 候に 付 廉價新 銅 入用 は 無 之 歟ど承 見 

候 所 百 五十 貫目 計 入用 之 趣 申 聞 候へ ざ も 右 位の 少 分量に て は 何分 追 付 不申候 

に 付 直に 銅 座へ 罷 越し 候 幸に 室 上 隼 太 在 宿に て 段々 懸合見 候 所 外 國へ被 遣 候 

銅 は 吹 方 も 致 相違 且直段 之 所甚下 簾の ものに て 中々 その 口 へ 引取 候 事 は出來 

かね 候 趣 申 聞 候 其 上 承 候へば 新 銅ビて もけ して 打 延べ に 成らぬ W 申 ものに は 

無 之 旣に大 坂 表 杯に 於て は 古 銅少く 候に 付 皆 新 銅 を 延べ に 致し 候よ し 其 延べ 

書 簡 Ml 池 時代 ( 一 四〇) 高 E 幾 太 宛  二 九九 


書 簡 玉 池 時代 (一四 〇) 高 田 幾 太 宛  三 〇〇 

に 相 4^ らぬ 申 は 吹 候に 手を拔 き候歟 又は 新 銅 ざ 唱へ禱 物に 相 成 候 を 見込に 

て 正 i 方に 用達ち かね 候 惡品を 混入 致し 候 歟此ニ つに 極， 9 候べ く いづれ にも 新 

銅 さ 御 好みに 付 其 心得に て 吹 立 候 故 外資 品に 相 成 兼 候 申 ^s- は 銅 取扱 ひ 候 仲 

に は 通らぬ 申條也 V- 申 聞け 候 右に 付 引替 を 平たく 相 頼み 候 所 何れ VJ も 取 計 

らひ方 可 有 之候閒 甚兵衞 方よ. >  其義 申出 候 様に 致し 度 V- 申し 候 左様 致し 候 VJ 

銅 座 之 方に て は 吹 改めさせ 候て 受取 候よ し 一 體銅 方の 作法 は 性合惡 しき をば 

幾度 にても 取替へ 候が その 向きの 習 ひの よし 右に 付 先頃 中島 屋 より 差 出し 候 

內 にも 延び あしき 品 有 之 趣 申 聞 候 所 幾度 にても 御 遠慮なく 御 引替 被 成 候 様に 

ぐ」 申 事に 御座 候 右 彼是の 次第に 付 稲々 の 話頭 御座 候へ.、，、」 も 筆紙に ては辨 じか 

ね i いづれ 少々 は 御 損 も 可 有 之 候へ ざ も 又 其談じ 方に 依り 候て は 格別の 事 も 

有 御座 まじく 候私罷 出御 話 申 上 度 候へ ざ も 何分 今日 も 申 上 候 通の 次第に 候 問 

可 相 成 は 甚兵衞 手先 を 勤め 候 もの 御 召 連れ 明朝に も 御 乘出被 成 下 まじき 赦左 

m 水御墜 1^ ビ 一朝に 何 VJ か 博 あき 可 申 候 先 荒 增の所 早々 申 上候餘 在面悉 

初 八 n  ,  ■  i  f 


御 緣家原 氏 

より 兩 三年 

來六ケ しの 

00 


弘化ニ 年 二 

月廿 日 


尙々 稗の 事 ロハ 今申來 b 候 果して 察し 候 如 

分 三 石 八 九 斗 之 所 無 之 趣に て 術計な し V- 

前 之 品 先 御 取 入 被 成 候 方 可 然奉存 候 只今 

はい つ にても 田 稗よ-.^ 少々 直 段 上り 候 も 

,os5J にけ 申 上 候 以上 

尙申 上候此 程の 便に 御 緣家原 氏より 兩三 

被 差送處 置之義 頼み 被 越 候い まだ 一覧 

にても 相 分り 申 候此義 にも 緩々 御 內話も 

秋水 君 梧 下 

〔一四 一〕 飯 島 楠左衞 門に 贈る 


く 相場の 所所々 當. 9 見 候 へ V- も H 

申 聞 候 左 候 へ ば不揃 にても 矢張以 

申 來り候 は 尤も C£ 稗の よし <ES の 方 

の よしに 御座 候 此段も 丁度 中米 

年 來六ケ しの 書類 數十通 番付 致し 

しかね 候へ ざ も 大略 之 所 は 書狀巾 

仕度 候 此段も 乍 序 申 上 候 以上 

啓 再拜 

i 郡 豊榮村 小 林 莊右衞 門氏藏 


御手 简拜見 如 仰 1^ 日 之 暴風 殊に 例なら ざる 暖氣之 所 御上 益 御機嫌 克被遊 御座 

恐悅 至極 奉 存候然 ば 長 崎 表 御 訛 物 被 遊 度 被 思 召 候に 付 阿蘭陀 通詞 交代 之義詮 

書 籣 玉 池 時代 (一四 一) 釵島械 左 衞門宛  一二 〇一. 


書 筒 玉 池 時代 (一四 一) 釵島柿 左 衞門宛  一一 一 〇 二 

靈奉申 上 候 様 奉 畏候此 節 勤番 仕 居候 品 川 梅 次 郎義は 殊に 懇 志に 仕 候 故 時々 往 

來も仕 候て 旣に 一 昨々 日 も 右 之 もの 私宅へ 罷 越し 候て 彼是 相 話し 候 此者ー 昨 

年 交代の 期に て 候 ひし 所 ほ Jill ほ 1^1 事 滯府被 仰 付 候て 昨年 春 歸國仕 候 趣 

に 御墜候 el 當月出 庥に相 成 候 は 献上 物に 付添 候て 罷 越し 候通詞 に 御座 候是は 

例年 正月 十五 日長 崎 表出 立 仕 候て 大抵 常に 此月 廿日 過に 著き 仕 候 趣に 御座 候 

然るに 當 年は聢 V- も不仕 候へ ども 海路 故-障 にても 御座 候 ひし か 多分 來月 上：？ 

に 可 相 成 VJ 右 梅次郞 話に 御座 候 そのもの は 森 山 何が し 申 候て 梅次郞 妻の 父 

のよ しに 御座 候 著 府も仕 候 は  梅 次郞致 同道 私宅へ も 尋ね 可 申？. -申 事に 御座 

候 献上 物 だに 相濟 候へ ば やがて 歸國仕 候 趣に 候へ ば 御 訛 物 等 御座 候 は、 > -此も 

の へ 可 然可被 仰 付 もの 歐 VJ 奉 存候此 段 御 尋に付 奉 申 上 候 可 然被仰 上 可 被 下 候 

右 御 答 迄如此 御座 候 以上 

二月 廿日 

川 は 幕 尙々 先頃 溢 巾六藏 殿よ..' 被 申 上^ 違 御座 候 ひき 西洋 兵書 ゼ ー ァ ル ティ \ レ 

肘 の 御 書；^ 

S  リ 1 一 部 尋ね 當 b 手に入 か/', 0 申 候 尤も 板 本に て は 無 御座 候寫 本に 御座 候 


乍 去 飜譯書 ど 違 ひ 原書に て 候 へ ば 事 も 詳密 且糙 にて 宜しく 御座 候 入手 仕 候 

は  早速 奉 入 P -覽 ベく 候 且又 セ ッ セ レ ル ヒ ュ ー ルク H ルク VJ 申 火 術 書是は 

寫本 にて は 無 之 原本に て 多分 手に入 可申樣 子に 御座 候 此段も 乍 序 申 上 候 御 

折 も 宜しく 侯 は > 御 申 上 可 被 下 候 以上 


弘化ニ 年 三 

月廿 tw  , 


c 嫡孫 幸敎 

婚姻 許可に 

付 恐 ^ 一 言上 

のた め) 


楠 左 衞門樣 

〔一四 一一〕 高 田 幾 太に 贈る 


松 代 町 大； 牛 喜 問 多氏藏 


其 後 は 彼是 取 込罷在 乍存御 無音 申 上 候 貴 恙は其 儘 御鶴然 可被爲 在，、」 は 奉存候 

へ V- も 冤角不 揃之氣 候に も 候へ ばいか ゾ いらせられ 候 や VJ 竊に御 迫 ひ 申 上 

さて S 上に も 恐悅に 奉存候 右に つき 今日 御 歡申上 候た め 登 殿 仕 候 様！： 達 御 

座 候 所 昨今 來少々 氣 候に 當 b 候 V- 相 見え 頭痛 氣に罷 在 候 尤も 強き 事に は 無 御 

墜 候へ V- も 步行仕 候へば 何 申 候ても 響け 候て 迷惑 仕 候 問 恐 入 候へ ざ も 何分 

名代 之義 宜しく 奉 頼 候 萬 一 尙御引 籠， 9 の 御樣子 にても 候 は、 白 井 兄 にても 御 

書 簡 玉 池 時代 (一四 二〕 高 田 幾 太 宛  三 〇 三 


例の 踏 子 も 

近日 煉立候 

を 序 有 之 御 

勝手 方へ も 

入御 覽候 


書 簡 玉 池 時代 

囑し被 成 下 度 奉 

廿 R 

尙々 賤恙も 一 

の 砲 子 も 近日 

劣， 0 1^ はす VJ 

せ 見 候 所此表 

剛に 御座 候 故 

ェに相 成 申 候 

品物 を も 多分 

一 ビ 窯 位に て 

第 罷出可 申 上 

高 田 盟 _ 


( 一 四 二) 高 田 幾 太 宛 

冀 候 右 相 願 院 迄 


=1〇 四 


匆々 申 上院 頓首 


兩 R 中には 必す快 然可仕 候 左 候 は  > -罷出 候て 萬 縷可申 上 候 例 

煉立候 を 序 有 之 御 勝手 方 へ も 入御 覽候其 節旣に 西洋に あま， 5 

自負 仕 申 上 候 事に て 候 ひき 職人 も 参り 候に つき 細工に か 、ら 

にて 一 通.. >  ギヤ マ ン杯稱 し 候 もの ビは 格別の 相違に て 其 質 堅 

に 細工に も 至て 義剛 にて 仕に く. -ど申 事に 御座 候 乍 去 隨分細 

細工の 様 御 勝手 方 尊兄 並に 三 村 氏へ は 早速 入御 覽度奉 存候所 

に 描 へ 置 候て 御 招き 申 上 度 日々 仕らせ 候 所 色々 出 來仕候 乍 去 

は 何程 も 無 之 候 閒ニ窯 三 窯に 及び 候 節に 可 申 上 候夫是 快方 次 

候 以上 

啓 拜手 

0 座右， - 


弘化ニ 年 三 

月廿 f  〔5 一一〕 山寺 源大 夫に 贈る 

去月 念 一 本 月 望 之蒂墨 陸續相 達し 辱 拜見仕 候先以 時下 御 萬 福 欣慰不 過 之舉存 

』.E ギは伯 院扠？ 春 は 殊に- 御 竦 濶申上 愧入且 恐 入 申 候 白 平等 歸藩 にて 定て御 承知 も 

井 平 左 衞 

",(^|:學生は 可 被 下 候が 弊 熟に や ビひ置 候 洋學生 も 二月 中旬 迄に は 是非 一 先歸省 致し 度よ 

黑川良 安) 

しにて かねて 其 期 を 違 へ 候 はぬ 檨に ビ兩 親よ. 9 も 度々. &艰， 9 候 趣 故 其 歸期迄 

に讀 みか -候 文法書 兩卷 をば 是非に 卒業 仕度 晝 夜分 陰 を惜 みて 勉勵 仕候尤 

も此 文法書 ど 申 もの 平常 志 あ， 9 て 洋學に 入 少しく 讀書之 才も有 之 ものに て大 

抵 一 年 之 業 VJ 申 事に 候 然る を 小弟に は舊臘 歸府後 九日よ， 9 初めて 取掛， 9 候て 

二月 中旬 迄に 濟し候 ひ 度 心掛候 故に 實に餘 事 を 仕る に 暇な く 筆 研 も 一 切相廢 

し 候 程の 義に 付盟臺 へ も 心外の 御 疎音 を 申 上 候 乍 去 期し 候 如く 去月 中旬 迄に 

g 錄 SS 右 兩卷共 致 卒業 夫に て 一 旦にカ を獲窮 理物產 兵法 等の 書に 掛り 候ても 辭書右 

I 旦にカ を に 控へ候 V- 一通りの 事 は 大抵 讀得申 候 是は歸 藩 後の 御み やげ ビ存候 事に 御座 

士 (|§ 加 i 候扠又 北山 姊 よりの 送金 段々 御手 數の義 千 萬 奉 多謝 候 左 京 出府に て 無 恙相達 

書 簡 玉 池 時代 ( 一 H 三) 山寺 源 大夫宛  三 〇 五 


書 簡 玉 池 時代 (一四 三) 山寺 源 大夫宛  三 CH ハ 

^.^.%.^< し 候 別紙の 通 返 璧仕候 御 落手 可 被 成 下候將 御先 書に て 近来^ 片 始末 御 一 讀御 

村 上 誠 之 矛 

なり- 座候樣 承知 仕 候 いかにも 遲く 入御 覽候事 ビ奉存 候 其 地 執政 衆 等に も先づ 第一 

に 是 等 を ば 盟 真^- 等 へ は 移され 候て 其 所見 を も 御 尋ね 候べ き 琳に候 所 左様に 參 

らす 毎度 如此事 不可 奈何 候 夫 等に 引替 候て 西洋の 方 は 何もかも 整 ひ 候 事に て 

チ 1 ルケと 見聞 及び 候 * と 致 驚歡侯 事の み に候此 節もチ J ル ケ 申 書 手に入 讀 始め 申 候是 

申 書 手に入 

讀 始め 申 候 はチ— だケ 申 人の 著す 所に て 御座 候 此人は ドイツ ラ ンド 〔ソ i  - 一  の 有名の 

兵家に て 西洋 諸國 にも 聞え 候 人の よし フラ ンス の、 ポナプ 、ノ ルテ騷 亂の頃 七 年 

の實 驗を以 書に 著す VJ 申 事に 候が 成程 精妙 を 極め 申候盟 古： や： に はかね て 兵法 御 

.穀 練に て 本邦 漢土  VJ の 事 は旣に 御手に 入 候 事に 候へば 此上 之に 兼る に 西洋 

の 精 を 以てせられ 候 は、 所謂 虎 翼 VJ 申 ものに 候へば 天下 是を 奈何 V- もす ベ か 

らす VJ 奉 存候是 は 何分 御 勸め申 度 事に 御座 候 此節洋 兵書 甚拂 底に 候が 其 外に 

もよ きもの 少々 は 手に入 申候歸 藩の 節を以 入御 覽可 申候歸 期の 事 毎々 御芳問 

チ 村. 被 下 感戢候 兼て 命 を 蒙り 罷在候 義ほ付 いづれ も 急ぎ 候て 存候所 彼 三 村 深山 

野 田 中 

II の三ケ 等 は 今 に l^ie も 深 く 候 樣 に 承 候 故 そ の 雲 開 け を 期 し 申 候 且 又 居 所 も 六 ケ し く 其 


所 を も 極め 不申 候て は 旗 を も 反しが たく 候 松 山 町 邊の事 意の 無き 様に 被识下 

候が 夫 は 誰 ぞ申上 候 事 や 小弟に は 敢て左 樣申候 事 は 無 之 伹竹村 君 へ 可 然ど申 

事の み を 申 越し 候の みに 候 尙又御 相談 も 候 は  宜しく 奉 冀候偖 玉 海 御用の 事 

御 易き 事に 候 藤 岡 氏へ 頼^ 候 閒是へ 御 申 遣し 可 被 成 候惜か 昨冬 拜 話の 折御涉 

獵有 御座 候 VJ 申 事 を 伺候 故盟臺 より 御 申 遣し 候 は  差 上 被吳候 様に S 申 置 候 

ひし^ 奉 存候將 又 〇 杜氏 通 典 之 事 被 仰 遣 候是は 不思議なる 事に て此 程-入用 候 

て 書肆へ 申 付 置 候 所 丁度 華 墨 到來の 日に 書肆よ b 持參 致し 候 代 價は別 氏" 之 通 

に 御座 候隨 分廉價 VJ 存候其 上に 氏 巾 板い か にも 鮮明 官 本の 比に あらす 私 は 先 さ 

して 入用 もな く 候 閒是を 御 廻し 申 候て は 如何 や 命 を 蒙り 候 tn に 丁度 持參 致し 

候も奇 事故 是は 盟臺の 御手に 歸 すべ きもの ビ奉存 候 御用に 御座 候 は、 S 尙又可 

被 仰 下 候 〇 驗溫 器の 事 も 被 仰 下 候 法の 如く 雪 消の 水？」 沸 湯 ど を 以て 百度に 御 

積り 被 成 候 事 やい か、 や 左様 無 之 候て は 御 一 家の みの 度に 相 成， 5 天下 並" 通の 

度に 違 ひ 申 候 其 段 無 覺束候 ま 5 申 上 候 乍 去 水銀 をに に 充て 被 置 候 得ば 度 を 盛 

り 候 事 は 手 易く 出 來申候 分析 家怀 にて は マン ン へ ー トの衮 i 申 候て 二百 十 

. 書 簡 玉 池 時代 (一四 三) 山寺 源 大夫宛  三 〇 七 


し 功一 朝奸 をに の 小鳥 ハ 
ホ m  a 廷邪 與 旣 tJ? 弟 井 鳥 
度 を 上 を を しに 在に 耀井 
ものも^ 候此職 は藏氏 
顯御 致け て 獄中 上 ^ は 


候 尾 筋 八 衞芦濱 
入 有 日 守 頭 松 
に 之に こ 取 (き 
相揚吟 の 中の 

成 り ！ * 十川納 


書 簡 玉 池 時代 (一四 三) 山寺 源 大夫宛 

二度 を 用 ひ 申 候 此表を 左側 か 右側 へ 

矢 張 沸 湯ぐ」 键 水に 御座 候 〇 鳥 井氏獄 

御 在職 中に 旣に 此獄を 興し 候て 奸邪 

し 申 度 彼是 手掛 b を も 港 へ 候 所に て 

穴ェ しく 相 成 候 ひし-か 此 度如此 にて 偷 

譯には 無 之 候 高 島 は 全く 寃罪 の 趣に 

候 乍 去 近日 浦 賀湊ァ メリ 力 船 V」 號し 

に 候 ひし 趣に 候 乍 去 土 岐丹波 殿處置 

の船ァ メ リ 力 VJ 申 事に 甚ぃ はれ ある 

何に 致せ 其 問 面白から ぬ 事 御座 候濱 

味 筋 有 之 揚り屋 入に 相 成 候 其 後の 事 

人々 申 居候 此段 も異 事に 付 一 寸. &上 

書兩 度の 拜復 迄如此 御座 候 惟 爲衆千 

三月 廿 五日 


三 〇 八 

御 添 被 成 候 W 尤もよ く 候 夫 も その 兩極は 

御 傳聞御 驚 御尤もに 奉存候 小弟に は 上の 

を 返け 朝廷 を も 致 一 洗 上の 御 功績 をも顯 

御存知の 仕 合に て 其 地 勝手 等 被 仰 付 其 事 

快に 存候 事に 御座 候け して 高 島 延引 杯の 

致 風聞 候 〇 西方の 息 は 先 今日 迄 は 無 之 

漂流 人 を 送 來候事 有 之 彼 地方 爲之 大騷動 

よろしく 速に 出帆 致し 跡 穩に相 成 中候此 

ベ き 事に 候 へ V- も 嫌 諱も有 之 候 故不. S '候 

松 侯の 納 II； 頭取 中 川衞守 この 十八 日に 吟 

は不 r^I^ が 彼 Ij^ にも 穩に は濟 むま じく  VJ 

候 尙申上 度 事 多く 候 へ ざ も 多忙 中 不能 多 

萬 御 保 重 御座 候 様 所 祈 御座 候 以上 

啓 le 拜 


(土 岐丹波 

守 は 當時浦 

贺秦 行) 


懼堂盟 臺 梧 下 

尙々 久々 御風 邪に 御 惱被成 候よ し 散々 の 御 事に 奉 存候畢 • 党 御多務 にて 御 押 

被 成 候 故 御 苒感等 も 有之歟 にて 候 君民の 爲に 候へば 御 不快の 節 は 御 無理 無 

之 候 樣御勸 め 申 上 候 

北 堂 君 近來は 如何の 御 様子に 被 爲入候 や 御動靜 奉伺 上 候 ニ賢郞 ます. （>  御 

輕健 何よ b 珍重の 御 事^ 奉存候 以上 

弘化 一一 年 四  〔一 ss わ. =5 田 壹岐に 贈る  長 野 市 小 林 暢氏藏 

月 十六 日  ノ  V 

鬱陶しき 天氣 合に 御座 候 得 共 倍 御 萬 祥被爲 渡 舉恭慶 候然ば 先頃 御 聞 濟を以 取 

掛らせ 候 車 諸 金物 は 目方 も 多分に つき 候 故に 御在所 表に て 描へ 候 精." に 御座 

候 fe- 然 調べ をば 此 表に てつけ 置 申 度 奉存候 右に 付ホ ク井ッ ス ル 車臺韭 山に て 

鐵 をば 幾 拾 貫目 使 ひ 候 やの 所 承知 仕度 奉 存候此 程 略 其 職の ものに 精ら せ 候 所 

大抵 九十 貫目 もつ き 候 はん 杯 申 候が 夫 程 迄に はなく 候 ひし ビ存 候へ ざ も覺へ 

す 候に 付聢 VJ 仕 候義を 奉伺 度 奉 存候鐡 金物の 所 も 手談を 以て 格別の 廉惯 にて 

書 筒 玉 池 時代 (一四 四) 小山 田 壹岐宛  三 〇ブ 


書 簡 玉 池 時代 ( 一 四 四) 小山 田 « 岐宛  一二  - 〇 

形の 如く 出來可 仕事 存付 候閒 右目 方 聢ど仕 候 所 早速 承知 仕度 候 此程も 拜見仕 

候へば 韭山 にて は 木 品格 別 擇み無 之 候 ひし 事ビ相 見へ 大分 狂 ひ 出で 切く はせ 

等に すき 見へ 申 候 此度は 木 品等 殊に 吟味 仕 右 等の 義無 之^に 仕らせ 候 心得に 

御墜 候韭 山に て は 右 製作 手 問 代ズ- して 何程 戴き 候 事 や 是又承 居 置 申 度 奉存候 

糙か彼 御 品 御 出 來の節 は 木 品 も 鐵も此 御 方よ 被 遣 愈 山に て は 只 細工 手 代 

のみ か VJ 覺へ罷 在 候が 是 又う ろ覺へ に 付 此段も 奉伺 候 其 諸 書付 御座 候 は、.^ 何 

分 早速 御 下げ 被 成 下 度 奉 願 候 

一 此閒 入御 覽候 浦賀の 書付 御寫 させ 相 濟候は マ 賤价に 御 下げ 被 成 下べ く 候 

雨 松明の 義 一 雨 松明の 義 先頃 御 尋ねに 御座 候 穿 整 仕 候 所 彼方に て は樟腦 をば 用 ひ不申 

多分?？ サ 1 チャン 腦 テレメ ン油ス ペイ キ 油 等の 幾年 貯 へ 候 て も 差 支 無 之 も の を 

相 用 ひ 候 勿論 樟腦 も卽 時に 用 ひ 候 事 は隨分 御座 候 乍 去 本邦の 雨 松明^ 申鐵籠 

にて 燒き候 等の 出掛け は 素人の 業に 有 之 候 御 陣中 平常 はか 、：^..^ にて よろしく 

又！^ 常の； 仪 分の 出陣に は 松明の 用， ひ 方 も 有 之候但 風雨の 夜 右の 品 入用に 候 へ 

V- も 事 御座 候 節に はモ. クチ I ル等 にて 月の 如き 光り 玉を續 いて 打 出し 道 を 照 


し 候 方 行軍の 閒火藥 等に 火の 用心 も 宜しく 煩し くも 無 之 かつ 簡便に 御座 候但 

此大 平の 時の 御 道中 又は 御 野懸先 等に て 風雨 はげしく 御 提灯の 問に 合 候 はぬ 

節さす がに 光玉 を 打 候 事 も 出來候 はねば 是 等の 折に は 雨 松明 御 入用に 御座 候 

乍 然鐵籠 多分 御 捲へ 被 遊 候 は 無益の 御 費に 御座 候是は 古法の 如く 竹筒に こめ 

i て 大略 尋常 花火の 様に 仕 候 方 極めて 便利 ビ奉存 候 法 は 何方に もよ く 御座 候 

ものに 候へば 定めて 御手 許に も 可 有 御座 候 又 上の 御手 許に も 可 有 御座 候 もし 

又 御用に 御座 候 は マ 法 書 差 上 可 申 候 先 は 此段乍 序 申 上 候 以上 

四月 十六 日  佐久閒 修理 

小 壹 岐 様 

弘ま年 四  〔一 s〕 小山 田 壹岐に 贈る 

月 一 一 十日  /  、 

靈異 船始 好天 氣に 御座 候 益 御 健 安 被爲渡 奉拜賀 候然ば 先頃 入御 覽候浦 賀異船 始末書 付 

御 下げの 義此程 乍 兩度奉 願 候 所 毎度 御 下げ も 不被成 下 候 御用 筋 御 取 込 被 遊 候 

お 中 こ て は 御 尤の御 事に は 候 へ ざ も 筒 樣の品 は 急ぎ 寫し 取，.^ 其 次 を 取 出し 候 

書 簡 玉 池 時代 (一四 五) 小山 田 « 岐宛  三 一 一- 


玉 池 時代 (一 四 五) 小山 E 壹岐宛  三 ニー 


書 簡 

樣不： H 疾-て は 耳に 入る ベ き 事せ ハも入 

皆 珍重 仕 候 故 又 外の； 1 物ビ 取替 候 様 

に 御座 候此程 中よ b 度々 受 催促 候義 

候 右 は 先日 手に入 候 や 否 取 あ へ卞上 

其 儘 御手に 差 上 候に 御座 候 定めて 御 

しに 不相成 居候 義に 御座 候 は  一 通 

下 候 御在所 表 御 勝手 方よ b も異 事の 

b 候義に 付是へ も 差 上申 度 又 手許に 

御寫し 相濟候 は、：^ 乍恐此 箱に 御 納め 

尊名 を 認め 候 一 紙 御 はぎ 被 成 下 御用 

.9 は 其 場所 遠方に 御座 候に 付 此方 へ 

も 御座 候 義故如 此奉願 候 もし 又寫し 

迄 家來御 待たせ 置 被 成 下 候て 苦し か 

一 此程申上候大砲^9|-蕞御入料何か程 


らぬ樣 罷成候 其 上 最初 事の 

の 事 もよ く 御座 候 事に て 日 

に 付 先方 へ 差艮し 外の VJ 引 

の 御 にも 奉 入 度 奉 存候故 

寫し 取に 相 成候義 y- 奉存候 

御物 書に 也 ども 被 仰 付御寫 

分 は 委しく 申 上 候 様に ビ命 

も 入用 も 候 問 一 通 は 何分 御 

賤 僕に 御 渡させ 被 成 下 度 奉 

達候樣 先方 名 當付置 候義に 

持 らせ又 遣し 候ビ 申せば 

出 來不仕 居候 義に 御座 候 は 

らゃ候 此段御 都合よ ろしく 

W 申 事 何分 早く 奉伺 度奉存 


新しき U 人 

を 爭ひ候 もの 

替へ s- 度奉存 

^；！し取も不仕 

もし 萬 一 御お 

し 置せ 可 被 成 

を も かねて 康 

し 置 舉願候 

願 候 箱の 表 も 

御座 候 私 方よ 

無人 之 所 差 支 

し 出來候 

奉 冀 候 

候简樣 一寸 仕 


私^^藩の所 

も彌 延引 仕 

候 樣罷成 候 


弘化ニ 年 五 

月 四日 


玻璃に 相 成 

候 石 之 事 


候 事に も 多くの 

の 所も彌 延引 仕 

候 様 被 仰 渡 可 被 

間に 御座 候 もの 

種 申 談じ方 も 御 

四月 廿 

尙 々 右 鍛冶 早 

歲寒老 


日 を 費し 候樣 にて は 

候 様 罷成候 閒其段 御 

下 候 御 本丸 御臺 所に 

候よ し 右 を此度 御用 

座 候 間 何分 早く 右 之 


曰 


無 之 候 Vi 大 坂へ 發 

執. 事 


何事 も 果敢 ゆき 不申 手後れ 

憐察被 成 下 御 勘定 吟味よ.. - 

て候鳅 火蓋 ビ申 もの 鐡の骨 

にて 描へ 候 大物 功 者の 鍛冶 

義 承知 仕度 奉存候 以上 

啓 

ni^ 仕院 閒如此 いそぎ 候に て 


四 六〕 高 田 幾 太に 贈る 


に 相 成 私歸藩 

速に 穿 整 申 上 

にて 四閒に 三 

御座 候 是へ種 

拜 覆 

御座 候 


松 代 町 大 平喜閒 多氏藏 


如 仰徽雨 鬱陶敷 

乍 去 此不揃 之 時 

被 仰 下 委細 奉領 

堅剛 にて 鋼鐵に 

書 簡 玉 池 時代 


奉 存候愈 御 萬 祥奉恐 

候 千 萬 御 珍 愛に しく 


鶴然ど 奉存候 

候 石 之 事 云々 


賀候此 程 之 御 氣分も 追 日 御 

ベ からす 候 さて 玻璃に 相 成 

其 意 候 凡そ 火打石 之 類に て 少しく 透き通り 候 氣眛合 有 之其賀 

て 打合せ 候へば 火光 閃 發致候 石 は 地方 地味 風土に 拘 はらす 灰 

( 一 四 六) 高 E 幾 太 宛  一 一」 一 三 


書 筒 玉 池 時代 ( 一 四 六) 高 ra 幾 太 宛  三 一 四 

汁 鹽消石 蓬 酸 曹達 等 之 藥物を 加へ 法の 如く 烈火に 燒き 候へば 皆 通 明 之 玻璃 ど 

相！ K 候 事 水 を 火に わかし 候て 湯 VJ なり 泥 を 堅め 燒き候 へ ば 1^ ビ なり 候が 如き 

C 家老 恩 田 當然 明白 之 事に 候 へ V- も賴母 殿御 初め 皆 御 不案內 之 事に 候 故 畢竟 御 疑念 も 御 

座候義 VJ 奉 存候乍 去 被 仰 下 候 通 b 於 私 別段 之 入費 御座 候 事に も 無 之 候へば い 

か にも 仰に 任せ 御在所 表 之 石 を 試み 可 申 候 右 石 之 目方 之 所 は 色々 に 製し わけ 

候て 色 合 ひの 佳 否 を も 御覧に 入 可 申 かつ は燒き 候て 粉末に 致し 候せ っ少々 は 

飛散 も 仕 又 目方 も 餘程减 じ候閒 少し 多く 御 取 寄 可 被 成 候 尤も 拾 貫目 も 有 之 候 

は  いか 程 目方 减じ 候ても 試に は 餘り可 有 之 候前條 にも 申 上 候 通. 9 火打石の 

頃 だに 候 へ ば 色 合 等 は 白黑靑 赤の 差別な く 火に 燒き 水に 淬ぎ候 へ ば 皆 白く 相 

成 候 もの に候閒 別段 是ょ. ^形 石 差遣し 候に 不及候 只飽迄 堅剛の 方よ き 玻璃に 

相 成 申 候 御在所 表 卑賤の ものせ ハ よく 水 畔ょ. ^拾 ひ來り 候て 朝 暮火を 打 出し 候 

に 供し 候 一 通の 石 至極よ ろし かる ベ く 奉 存候石 を 拾 ひ 候に も 澤山有 之 候て 

瞎維 作に 得られ 候が よく 候 閒其思 召に て 可 然被仰 遣 候 樣奉存 候 多忙 中 御 答 迄 

匆 々 申 上 候頓首  . . . 


四日  佐久閒 修理 

高 田 幾 太 樣 _ 

玻璃 器 一具 添 

尙々 此 程高覽 にも 入れ 候ス ラ ン ガ W 申 製 藥の器 尤も 試みの 爲め 小なる 窯に 

て 煉立候 故 火力 弱く 候て 泡 は ぬけ 切り 不申候 へ ざ も 其 質の 美に 至り 候て は 

西洋 にても 最上 之 品に て 且又 本邦に て は 西洋の 極 堅剛の 玻璃 は 決して 出來 

不申 yj 是迄 人々 申 居候 此表ビ イド & 店 を 開き 罷在候 もの 、內 にも 事を好み 

候 もの は 蘭 家の 醫師に 便， 9 候て 每度 試み 候 事 候よ しに 候 所 遂に 出 來候事 無 

之 VJ 申 事 も かねて 承 居候 故 近日の 品 如何 申候歟 V」 存じ 昨日 右の ス ランガ 家 

僕に 持せ 候て 鹽町橫 山 町邊の 大店 を 張，.^ 居 候 所 へ 遣し 此樣之 品 入用 之 趣 

申させ 候 所 皆々 いづ 方 にても 不審が， 9 候て 此品 は此 表に は 製し 候 もの 無 之 

此種は 阿蘭陀に 相違な く 候が 細工の 所に 日本ら しき 所見へ 候へば 是は 多分 

大坂 にて 出 來候品 にても 候 か 乍 去大坂 にても 是の出 來候事 は 不承 ビて塑 町 

の 一 軒に て 申 候よ し 其 外にて は 皆是は 阿蘭陀 渡..^ に 無 相違 ビ申 候よ し简樣 

書 ，簡 玉 池 時代 (一四 六) 高 田 幾 太 宛 ！！  .  1 1  I  三 一 五 


書 簡 玉 池 時代 ( 一 四 七) 竹 村 金 吾 宛  三 一 プ 

申-^ て も尙御 疑念 は晴か ね 可 申候閒 御自身に 也ビ も誰ぞ しか ビ仕候 もの に 

御 命じ 右 の 品江卢 市中の ギヤ マ ン屋へ 御 見せ 私の 尋ねさせ 候 如く 御 尋ね 御 

覽被成 候 は、. - 0 言 の妄誕 ならざる 所 もよ く 相 分 b 可 申 候 竹 村 氏よりも 右 之 

一 条 にっき 申來り 候 事 御座 候 ま. -近 製之內 一 本 を 差 上申 候 御 同人 V」 も 御 相 

談之上 可 然御取 計 可 被 成 下 候 但竹村 氏より 御 役人よ 此表 商人せ (へ 引受 方 

等の 事相 尋ね 云々 の 事 申來り 候が 是等 自ら 愚計 御座 候 事に てな まじ ゐ 下手 

なる 御 役人 處置を 誤り 候ビ 智者 あり S 雖も其 後 を 善くす る _ ^不能 候此 一 ぎ 

よよく/、 御 相談 申 度 候 唯先此 品は此 表に てあつら ひ 候 は、 直談^ 如何程 

にて 出來 可申歟 サルぺ ー トル シュ ー レノを 製し 候 用に 充. 9 候 もの 候歟 ビ御尋 

a  4:.^ 成^ へ よ？ £ の 頗る 苦心 仕 候 所 も 相 分-り 可 申 候必す /\ 早まり 候て 引 受 

方 等 之事發 言の なき 樣に 仕度 候 竹 村 氏 へ も 別段 及復書 候へ、、，、」 も爲 念に 此段 

も 申 上 置 候 餘は拜 面 之 節 VJ 筆 を 閣き候 以上 

〔一四 七〕 竹 村 金 吾に 贈る 


其 後 は 暫御動 靜も不 奉伺 候 此梅濕 之 時節^ 罷成 候ても 貴家 被 成 御 揃 愈 铜淸勝 

被 爲入候 御 事 や 御 安否 奉 拜候候 小生 義 はいつ も/ \ 頑健に て楚夜 洋書に 寢食 

仕 候 事に 御座 候 乍 憚 御 放念 可 被 成 下 候扠御 周旋 も 被 成 下 候 其 表 住所 之義 如何 

成 下 候 御 事 や ロハ 今迄 之 所 御存知 之體に 候、 ば 沖」 も 歸住仕 候 事 不能 候 何 ごか 

御 計ら ひ 被 成 下方 は 有 御座 まじき 歟先 頃み 勿論 私の 爲には 無 之 公 家 之 御裨益 

三十日 程 之 に S 成 候 様に 畫籌仕 小生に 三十日 程 之立歸 御用 被 仰 付 度 左 候へば 當今此 表の 

仰 付 度  形 勞も洋 喪 唐 山に 於て 跋扈 之 様子 杯 も 委細に 御 分 御 兵制 等 も 速に 御 整頓 無 

之 候て は 御 叶 ひ 不被成 ど 申 思 召に 被 成 候べ く 又此節 小生 之 苦 學仕候 所の 洋書 

の 義等も 御 發明被 成 候べ く 又 昨年 A ハに蒙 仰 候三ケ 村の 事 等 も 夫々 御 相談 仕. 5 

虔理を つけ 侯て 差 置き 候 へ ば 兩君も 本よ. 9 御 出 成され 候 事 小生 暫其 表に 無 之 

侯 共？ 之 差 支 も 有 之 まじく 候 伹此衮 にて 手 を 下し かけ 候洋學 之義ミ 有用 兵書 

手に入 侯手談 等に 至 b 候て は 外に 托し 候べき もの 一 人 も 無 之候ハ ば 所 SS 中流 

の 一 壺價 千金の 場に も 候 閒其段 御 勘 辨御進 止 被 下 度 ど 申 義を恩 田 老嘉迄 申 上 

候 事に 御座 候 然る 所 最早 餘程之 日子 を 過ぎ 候へ ども 何 之 御沙汰 も 無 之 は 如何 

書 簡 玉 池 時代 ( 一 四 七) 竹 村 金 吾 宛  H 1 七 


書 簡 玉 池 時代 ( 一 四 七) 竹 村 金 吾 宛  三 一 八 

の 御 様子に 候 やらん 御 序に 先生よ. -御伺 被 成 下 如何 ビも被 仰 下 候 樣奉願 候 人 

に 先ち 候 V」 人に 後れ 候 は 事に 臨み 候て 其の 利害 甚だ 遠く 候 故に 御 兵制 を も-お 

VJ 御 建 被 置 度 右に 付 候て は藩內 子弟の 敎導步 卒洗汰 之 事 等 かねん \ 申 上 候へ 

ども 今に 御 博 あき 不申右 之 御 始末に 候 故に 此程 中も此 表に て 一 役 一 人 月番に 

て 御 呼出し 被 仰 渡 候 御 次第 云々 之 事 一 々不得 其 意義に 付 實に又 公儀へ も 御 書 

上に 相 成 居候 等 之 事に て 容易なら ぬ御義 にも 候 旁 不審 之 筋 六ケ條 „f  i  I  ^ 

の 内々 の義 lA-  ：  «J 、、一き- 1 一  条是は 用意いた し候樣 にと 蠡 け て 弓昏 まで 相 司 侯 然る 

に 付 てな り 夕 {si 、ん 一  化 被 仰 渡 候義に 付て なり llpf お i  p\aa  ^ 才s1.1.t5^'ク 

所 兩公ビ も 一 々尤の 次第 敢て 間然す る 事な し？」 は 御 申 被 下 候へ 共于今 何の 御 

指 圖も無 之 候 何分 公家 永世 之 御 基に 候閒御 兵制 之義 はわ けても-お V」 仕度 もの 

に 御座 候 沖 一 も 本邦に て 太平 無事の 際に 及で 素人が 寄 合 ひ 候て 彼是 を (投打 致し 

組立 候て 世に 兵家 者 流 VJ 唱 へ 候 もの は 西洋に て實 地に 鍛練 致し 法 を 設け 候 V」 

は 啻庭逕 のみなら す 被 存候是 小生 之此節 日夜 刻苦 仕 候 所以に 御座 候 幸に 御 

照 亮可被 成 下 候 近日 御存知 之 梁 川 星 巖江戶 を 引拂ひ 候て 歸鄕 いたし 候^ 申に 

II， 篇 つき 送 序 を 一 篇 認め 候是も 平生 慷慨 之餘 りに 筒 樣の事 申出し 候 事に て 尤も 時 


(竹 山 町 は 

其 町に 住む 

山寺 源大夫 

を 指す) 


(牛 诺の老 

先生 は 鎌 原 

桐 山 を 指す) 


諱： ょ觸 el 候 はぬ 檨に心 を 用 ひ 候へ V- も 乍 去 事柄 非常に 候 故に 萬 一 是 等の 義 

に付官 家よ， -罪 蒙， 9 候 樣の事 御座 候て は甚 不都合 之 事に も 候に つき 一 齋 先生 

、見せ 申 疾て如 E: 候 はん VJ 尋ね を 申 候 所 苦しく も ある まじく ぐ」 御 申 被 下 候 乍 

去 事 は 用、. クの 上に も 用心 仕 候が 宜しく  S 存じ 此節林 家へ 差 出し 伺 置. 候 是ょ， 5 

證據を 取 置 候へば 尤も 心安く 候 故 左 樣仕候 事に 御座 候 諸 生に i.- させ 候 草稿 供 

卸 覽疾ゾ r 山 町 にても 遂 不幸 氣の 毒の 事 そこ 所に も 有 御座 まじく 候 乍 去 折 も 御 

墜候は 、> -御轉 じ 御 示し 可 被 成 下 候 恩老蔡 へ は必 す御覽 に 御 入 被 成 下 度 候 稍 小 

生年 生 之 議論 之證 にも 相 成候閒 左様 願 ひ 候 御 事 多の 御中に 色々 ど 申 上 候 事 恐 

れ入. 0 候へ ども 牛 港の 老 先生へ も 御覧に 御 入 可 被 成 下 候 先生へ も 例の 洋學に 

寸隙 無 之 、い〕 外に 御 無音 申 上 候 御 序 も 候 は 、>- 乍 恐 宜しく 御 致 意 願 上 候此文 見せ 

申し 宾節も 一 齋 先生 稱し被 下 候に 文體高 古に て 法に 熟し 候 こ ミ當今 卷下第 一 

. こる べし ビ申 事に 候甚 過賞 を 獲 候て 惭愧に 不堪 候 如 此事申 上 候 事 甚恥ケ まし 

き 事に 候へ ざ も是に 付て 一 ッ申上 度 事 御座 候 ま.^ 如此 御座 候 小生 事 不肖に は 

候へ ざ も 公家 之 御 洪恩を 荷 ひ 矢 恩 二 老臺之 眷遇を 獲 か つ 又 先生 等 之 御 周 貧 を 
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は し 物 も寢此 

無 候 好 敢食節 
之 事に て仕洋 
候に て 私候學 

て iS: の 事に 


書 簡 玉 池 時代 (一四 七) 竹 村 金 吾 宛  一二  二 〇 

以 多年 之 修業 を 重ね 天下 之 人に 指 を も 屈せられ 文字 杯 は旣に 彼の 老 先生 之 許 

可 を も 獲 候 程に 罷成 候へば この 舊學を 修め 候の みに て  一 口に 申 候へば 公家 之 

御 洪恩を も.！： ターし く不 仕老臺 衆の 眷遇を も 辱 かしめ す 先生 等の 御 周旋 を も枉げ 

昨年来 再び 

ほ 子 輩と 罷 奉らざる 事 ビ奉存 候 然るに 昨年 來 再び 量子 輩、 ヒ罷成 洋學に 取掛， 0 此節 宅に 差 

成 

置 候 黑川生 も 歸省之 事に 候へば 折々 深 川 邊迄も 雜町邊 迄 も 風塵 暑 雨 を 避けす 

通 ひ 候て 不分明 之 所 を 搜し候 様に 仕 夜分 も 九つ を 承らす に 臥せ.. >  候 VJ 申 事 は 

無 之 候 如 此餘計 之 苦 勞をも 仕 候 事 逸 樂を願 ひ 候が 人 之 常 情に 候へ ば 小生^て 

も 其 勞苦を 悅び候 事に て は 無 之 候 へ共此 時に 當，. >  是 にて はすまぬ 事 ビ 心 付 候 

事 も 天 之 靈寵に 頼ての 事に 候 へ ば是を 小に して は 御國の 御爲め 是を大 にして 

は 皇圃の 干城に も 相 成候爲 めに 斯仕 候て 天寵 にも 答へ 候 様 仕 候に て 御座 候此 

節 洋學に 寢食仕 候 事 も敢て 私の 物 好に て 致し 候 事に て は 無 之 候此意 幸に 御 了 

得 被 成 下 候 は  恩老臺 へ も 可 然御申 可 被 成 下 候 申 上 度事猶 多々 御座 候 得共忙 

劇中 權 要の み如此 御座 候 餘期後 音 候 惟爲衆 時候 御 厭 被 爲在候 様所禱 御座 候 

五月 十八 日  ， 啓頓首 


申 も 候私聊 
度の て 財 か 
は 有 をに 
集 用盡て 
めの し も 


竹 村 先生 帳 下 

(源 吾 は 塚 尙々 先 乍 御 返書 申 上院 小 市 村 源 吾 用達 金 跡 之 所 如何に 御座 候 哉 其 表 へ も 

田 1^  1^ 口  Que 

ふ)  洋學を 開き 申 度 候に は 洋書 も 多分 無 之 候て は 不叶其 上此節 天下 有識 之 諸侯 

方に も 一 統に被 用 候 時節に 候 故 左 なきだに 洋書 は慣も 食き ものに 候 所 右に 

少々 の價を  て 殊の外 拂底 にて 難 獲 候 其 1^ にて 手に入 候 はん ビに は少々 の 價を惜 み 候て 

惜み 候て は 

參らず 候 所 は 参らす 候 所此程 小山 田老臺 よ. 9 承知 仕 候へ ば 三 村 利用 道具 測量 器械 書物 

V- も 合せて 百 余-切， 0  V」 申 事 其 表よ 申參 b 候 趣に て 用 ある 品 申立 候ても 一 

向 御 取上げ 無 之 候 漢書 之內實 用の 少 きものす らも 大金に て 御 H 上げに 相 成 

侯 事 も 下少候 然る に 賓用之 器械 を 作， 0 候其餘 にて 高慣之 洋書 を 調 へ 候 事 百 

余： 計りに て 何に 相 成 候 半 依 之 聊か にても 私財 を盡し 候て 有用の もの は 集め 

申 度 候 閒源吾 方の も 何分 御 鶴 聲を以 跡 を 繼ぎ候 樣被成 下 度 千 萬 所冀候 

一 大理石 屛 風に 作り 利 を 得 候 等に 無 之 近 來見當 .9 候 洋書の 內に 殊に 實用を 

成し候事御座候是等立歸，.^にても被仰付候は、s其表にて製し此表へ出し可 

申 fe- 火 術 家 必用の 器械に 相 成 申 候餘程 希代 之 事に 候 是等も 小生 親しく 指圖 

書 籣 玉 池 時代 (一四 七) 竹 村 金吾苑  三 一二 


書 簡 玉 池 時代 (一四 八) 飯 ft 楠 左 衞門宛  三 ニニ 

仕 候 はねば 參. 9 不申候 先此事 も 乍 序 申 上 置 候 以上 

弘ほ 一一 年 五  〔一四 八〕 飯 島 楠左衞 門に 贈る  北佐久 郡南大 井村 田中國 雄氏藏 

漸 時候 相 應罷成 候 御上 益 御機嫌うる はしく 被爲 入恐悅 至極 奉 存候然 ば 先頃 中 

奉 入御 覽候 藥劑書 末卷寫 し 出來仕 候に 付 差 上 候 可然奉 赖候是 は此卷 にて 全備 

の ものに 御座 候 其 段 も 被 仰 上 可 被 下 候 外に 圖 もの 二 幅 是はボ ム ベ ン、 ガ ラナ— 

ト 等の 砲丸 を 鑄 立 候 所謂 ひき 形に 御座 候 舶來の 品 を 正-おしに 仕 候 ものに て是 

にて 眞 物い か樣 にも 出來可 仕候此 模範 だに 御座 候へば 一向の 素人 にても 舶來 

之 通りの ボ ムガ ラナ I トを 製し 候 事 容易 ビ 申 事に 御座 候 

御手 許に は旣に 此圖も 御座 候べ くビ も奉存 候へ ども 自然 もビ 存じ 手に入 候に 

付 奉 入 內覽候 是又可 然奉頼 候 一 體は 昨日 此品ざ も 御屋敷 迄 持き 仕 候所荐 外に 

刻限 遲く相 成 候 故 食 君 を も 御 尋ね 不申候 ひき 扠風 マ」 昨日 御屋敷に て 人の 申 を 

w 洋 P 砲 g 承 b 候に 私事 西洋 流 砲術 江川 殿 之 門人に お 之ながら ま た 下曾禰 殿へ 参り 稽古 

lb ハ有 之な 致し 此皮も 下曾禰 殿に て德丸 原に 於て 大 調練 有 之 候 內へも 加り 罷 出度 等の 事 


江 u 殿へ 對し 如何 杯 申 もの も 御座 候よ しに 候 然る 所是 には糙 かなる 來 由の 御 

座 候 事に て 聊か 江川 殿へ 對し 不義理 等の 事 は 無 御座 候 其の 子細 は 一 昨々 年中 

私の 尤も 致 出精 江川 殿御 稽古場 へ 罷出候 節 同所に て 下 曾 禰殿を 招待せられ 候 

折 私に も參 b 候樣に マ」 申 事に て罷 越し 候 所 下曾禰 殿へ 被 引合 韮 山へ 參、 り 候 

留守 之 節 等 は必ゃ 門人 共 之 事 頼み 候 ど 御 申 又 私共へ も 又 愛宕 下へ も 折々 參. 9 

候て 物 を 承.^ 候へ VJ 申 事に て 私事 は 其 節 ふ 下 曾禰殿 VJ は御懇 志に 相 成 其 湖よ 

り 度 々愛宕 下 へ も參..^來，.^候事にてょく江川殿にも御存じの事に御座候其上 

此 度の 德丸 調練に は 江川 殿御 弟子 之內私 一 人 V- 申に は 無 之 伊賀 もの 、J 組 杯ち 

I つ h 是は總 て その 頭た る 御 留守居よ^ 江川 殿へ g^35tlas- よし- -£s^ その 義は 下^ 

殘ら すきみ はて 組の もの 残らず 江川 殿御 門弟な り ，ほ.^  <  {,1 ミリ #,1「1 

禰殿も 勿論 龍 山の 方 へ 被 申 越 候箬に 御座 候 又 本より 私せ (ふ も 江川 先生 之 方 へ 

其義 をば 申 候 心得に 御座 候 其 上に 私事 は 中頃 御 內用ビ 申に て 韮 山へ 暫 らく 罷 

趙 稽古 は 仕 候へ V- も 最初 入門 仕 候 は 敢て公 命 を以仕 候に は 無 之 其 以前.^ 面識 

の 人に て 度々 川路 羽 倉 等の 御 方に て 致 接 話 候 事に て 候 ひき 又 其 御宅へ 參 b 候 

事 も 候て 西洋 流 指南 御 屆無之 以前 ふ 御 屈け 濟み候 は  御 敎授を 受け 度 ざ 申 居 
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稽古 被 初 候 

節 も 私 第 一 

に 長 帳に も 

名 を署し 


中 顷ょリ 風 

と 致 L 候 事 

に て 意 を 失 


是は その 法 

を 餘り に 秘 

し 被 申 候 事 

を 諫め 候て 


書 簡 

候 事故 稽 

fe< に 私 は 

存念 は 無 

知る の 便 

き 旁 願 

も 被 下 

因て に 

意 を 失 

以前の 

めされ 

を 諫め 

是を 翻 

候 yj 申 

火 術 書 


玉 池 時代 ( 一 四 八) 飯 島 楠 左 衞門宛 

古 被 初 候 節 も 私 第 一 に 

志し 候 所 も 多く 候 故に 

之 兵法に も 彼れ を 知り 

..^ に も 致 し 度 又 其 要 領 

候 閒其思 召に て 御 指南 

事に 御座 候 依 之、 ボ ム ガ 

無 之 人物 を 以傳授 有 之 

其 以前 は是ふ 文通 仕 候 

く  二 季の附 屈け 等も不 

候へ ざ も 返書 等 は 一向 

て 西洋に て は 印刻に 致 

し 夫 を以帳 中之祕 にし 

は 抑 J その 意 を 得ぬ 事 

開 板 被 成 その 敎授 せら 


長 

ヾ」 

し 


れ 

外 

て 


にも 名 を 署し候 事に 候 

に 多分の 

を. 知る を 


へ 

候 様 

1 ト 

申 被 

す 直 

不申 

こ の 


へ ば 

に ，二 

等 の 

下 1^ 

書 に 

へ ざ 

^ 是 

も 公 

天下 

て 此 


な 

れ候所 は 其 藝 術 を 以てせ 


歳月 を 潰 

以 て 先 き 

人 を 用 ひ 

頼み を 申 

打 方傳授 

然る 所 中 

て 返書 も 

も 幾度 贈 

は その 法 

然 遣 し 

を 一家 ビ 

國に益 を 


る 

其 


置 

頃 

参 4 

物 等 i 

を 徵 り： 


候 法 を 

し 候 

し 院 

ら 


=  一二  TO: 

ひき 乍 去 か ねて 申 

に. £■ 砲術 家に 成 度 

候へば その 彼れ を 

ベ にも 相 成る ベ 

事 尤も V,- て 承知 

敢て 砲術 锻 練に 

VJ 致し 候 ^is- にて 

所 其以來 是 ふ は 

じ rl^ て も 1:4 し も 

に 祕し被 申 候 事 

本邦に て 僅かに 

候 本邦の 人に 隱し 

候 思 召に て 飜譯の 

れ其 方法の 如き は 


この 諫め を 

申 候 趣意 川 

路君 にも 至 

極の 御 同意 

にて 


簡樣の 大道 

理に關 り 候 

義を申 候て 


是を 天下に 公け にして 人々 しらざる ものな き 様に 被 成 候 は >眞 に 豪傑の 舉た 

る ベく  VJ 申 事 を 申 候 所甚不 1^ にて 其以 來は彌 何もかも 御 包み 候て 常の 贈答 だ 

にも 無 之 候 こ の 諫め を 申 候 趣意 川路 君に も 至極の 御 同意に て 川路 君 ふ も其義 

を 御勸め 候よ し 然る 所 是も甚 不平に て 其 以前 は 在府之 節に は 時々 飯 田 町 へ も 

被參 候て 談話 も 有 之 又 歸陣之 節に は 必す暇 乞に 被參ぃ つも/ \> ゆるぐ 被 話 

矣 所 其以來 は 參府 候ても 遂 参られす 歸陣の 節 も 遂にな き 事玄關 にて 申 置きに 

て， ら^ 是ふは 直 書 之 文通 御座 候 所是も 遂にな き 事 用人 ふ 早々 の 返書 參 又 

路之御 老母 樣ふ韮 山の 御 小兒へ どて 御手 製 之 品 御 贈，.^ 其 節 も 亦 試みに 直 書 

之 懇書 被 遣 候 由の 所 最早 七十 日程に 相 成 候へ ども 有無 之 挨扱も 無 之 どて 川路 

殿に もち VJ 御 あきれの よしに て 此程も その 御 話しに 御座 候私坏 も何ぞ 外に 不 

^法 之窃 にても 候て 罪 を 獲 候 事に 候 は マ 本より 師弟の 事 如何様に も 機嫌 を 取 

謹 ひ 可 申 候へ V- も 筒 樣の大 道理に 關り候 義を申 候て 夫に て 意 を 失し 候 所に 候 

へ ば 私に 改め 方 は 無 御座 候 但私ふ は 是迄も 指南 を 受け 候 事故 彼方に て は 免 も 

も是 迄の 通に 事へ 候て 彼 御 人の 悔悟 を 待ち 候 心得に 御座 候され ば ビて此 御 

書 籣 玉 池 時代 (一四 八) 飯 島 楠 左 衞門宛  さ 二お 


此 度の 德丸 

之 期 をはづ 

し；^ て は 


書 簡 玉 池 時代 (一四 八) 釵島楠 左 衞門宛  ョニ六 

時節柄 武藝の 鍛練 も 不仕株 を 守 b 候 如くに 人の 悔 を 待ち 居候て 其？^ 修業 を 

怠. 5 候 事 は此程 月番 被 仰 達 候 御 趣意に も 外れ 且又 被 仰 渡 候 等 は 無 之 候 ども 御 

時節柄 自己 之 心に 於て 安く 無 之 又 此度之 德丸之 期 を はづし 候て は 無 程 御在所 

表 へ も罷 越し 候 事 先輩 之 口授 を實 物に 掛け 候て 受け 候 寧 不能 候に 付 先頃 之 内 

願 を も 申 上 候 事に 御座 候 昨日 風 VJ 承 候 様の 浮 說萬ー 御上 之 御 耳に 入江 川 殿へ 

不義 现等仕 候 やの 様子 御 懸念 を 蒙り 候て 自然 も 御差留 にても 相 成 候 ど 是上種 

々苦心 相 儲へ 候 事 ざ も 暫く 試み 候 事 能 はや 甚殘念 之 次第に も 御座 候^ 始め 江 

川 先生の 引合せに て 下曾禰 殿へ 參. 0 來， 0 候來由 VJ 事 を 申 候に 因て 江川 殿の 意 

を 失し 文通 等に て 益 を 求め 候 事 不能 無餘儀 下曾禰 殿へ 便. 9 候 子細 を 贵君迄 申 

上 候. 筒 様の 事 御 直に なれば 格別 他に 向き 候て は甚 不都合 之 _ ^ながら *K 君 は 御 

性質 愼默 にて 格別に 御 恩顧 も 御座 候 御 様子 故此 等の 事 書付 候て 申 上 候 何も 御 

圃家御 武備 之 一 ッ にも 候 閒此事 一通り 御 序 を 以被仰 上 被 f 浮說 等に 依て つま 

らね 事出來 仕らざる 樣可然 御 執 成 奉 賴候千 萬 所冀に 御座 候 以上 

, ■ . . 五月 十九 日 11.  I  '  rr  ,  f  ！ 


事 度 術 原 閑 有 候 表 近 
等 調 迄 暇 之 身へ々 
ぃ練參 敷な 分罷御 

ら致 9 德 がに 歸在 
ぬ し 火 丸ら て り 所 


尙々 私義 御在所 表 之 御 役 被 仰 付 置 又 近々 御在所 表 へ罷歸 候 身分に て 有 之 

ながら 閑暇 敷 德丸原 迄參， 9 火 術 調練 致し 度 等 いらぬ 事に 候 見當違 ひに 候 杯 

申 議論 ある まじき に 無 之 候 然る 所 是は此 程 中 月番 ふ 被 仰 渡 候 異國船 近海へ 

渡 來も候 は  > -警固 防 儎之爲 公儀，^ 被 仰 達 次第 其 器に 應じ御 人選 を 以て 臨時 

出 役 仰 も 被 付べ しど 申 事 且又 出陣 用意 之義等 夫々 被 仰 渡 候義に 候へば 私義 

に 於て は 乍 不肖 如何 樣之 御用 被 仰 付 候 VJ も 其 節 人に 後れ 候 義は仕 まじく ぐ」 

存じ 本よ. 9 申 迄 もな く 火 術 之 事 は異船 等の 防禦 警固 之最 第一 に 候へば 是迄 

法 をば 學び 候へ せハ是 を實驗 仕らざる 分 をば 一 々相 試み 萬 一 臨時 御用 等 被 仰 

付 候 節 不覺を 取.^ 不申樣 にどの 存念に て此 度の 願 ひ を も 仕 候 事に 御座 候此 

養 も rs- 分 御  > じ 得 被 置 何も 御國家 之御爲 めに 候閒 宜しく 御前の 御 執 成 を舉賴 

候 以上 

脩 理 

楠 左 衞門樣 

書 筒 玉 池 時代 (一四 八) 飯 島 楠 左 衞門宛  三 二 七 


書 簡 玉 池 時代 (一四 九) 藤 Ms 右 衞門宛  三 二八 

五  〔ー四九〕 藤 岡 甚右衞 門に 贈る 

去月 初 匈の 御 細 答 期の 如く 相 達し 即拜見 仕 候 先 以御典 居 御 萬祥奉 拜贺候 さて 

其 以前 相 願 候 御 厄介の 御 事 ども 早速 御 承知 被 成 下 難 有 奉 多謝 候但 まつ _ ^色々 

御 穿 靈も被 成 下 候 所 種子 無 御座 候に 付此 表よ. 9 差 上 候 樣被仰 下 何歟ど 御手 數 

之 義に奉 存候此 表 J|i 物 屋をも 早速 尋ねさせ 候 所 あやにく 切れ 候？」 て 無 之 候 右 

故 近在 出入 候 ぼ 姓 之 方へ 頼 遣 置 候參り 次第 差 上 可 申 候 間 何分 乍 御烦勞 宜敷舉 

御内 用 筋 を 希 笑将近 H 定めて 卸 傳聞も 被 下 候 半 御內用 筋を以 阿蘭陀 方の ギヤ マ ンを 製し 

^1 け 申 候 蘭 書中 數十 其方 御座 候 その 尤もよ き 法 を數品 製し 申 候 いづ れ も.； 4- じ 候 

ま、 J に 出 來仕候 砲 石 精 綠礬： g の 類を貯 へ 候に は 至て 堅剛の 質に 無 之 候て は そ 

の納れ 候砌何 ども 無之樣 にても やがて ひゾ われ 損じ 申 候 蘭 製の は 幾年 貯 へ 置 

候ても 聊か 損じ 不申 候即 その 方に 御座 候 又^ 石 精 等 を 取り 候ス ラ ン ガに 致し 

て 試み 候に 何 ビも無 之 候 常て いの 品に て は 忽ち 破れ 候て ぼろ/、 に 成，.^ 申 

： . . 候. E 製の： H 法の 內 にて 堅き 仕掛に 致し 候ても 夫に て は 持ち 不申 候是も 試み 申 


候但 その 蘭 法の は 至て 堅く 候 故に 細工 人 殊の外 迷惑 仕 候 事 御座 候 是迄柔 か 成 

る 品の み を手掛 候て 急に 堅剛 のに 掛. 9 候 故 丁度 錫 細工 を 致し 居候て 鐡の 細工 

に掛， 9 候 位 歟もそ v) も 違 ひ 可. S- 歟 y> 存申候 乍 去 宅 へ 倩 ひ 候 細工 人 は 至て 好 人 

物に て 細工 も隨 分よ ろしく 候 私の ゆ 付 候 は 皆 一 通りの 品に て は 無 之 大抵 渡 品 

を 形に 致し 申 付 候 故 最初 兩 三日 之 間 手 狎れ候 はぬ 節に は大に 困. 9 候 様子に 御 

0  色 

I 一？" f  g 座 候 乍去兩 三日 之 後に は必 すその 通に 出來 致し 申 候 近 n も 蘭名グ \  f ン、 ガ ラ 

申 候 "3 し スを 製し 申 候 幸便の 節 差 上 可 申 候此度 もよ き 便に 候 故 差 上 度 候 所 近 H 製し 候 

分 を 上 へ も 差 上 其 外 無餘儀 處 へ 被 望 候 て 只今 手元に 無 之 候 跡よ. 9 差 上 可 申 

候賴母 殿へ も 渡 品の 形に て 製し 候 を 一 昨 昨日 か 相 送り 申 候 定めて 其 表へ 持參 

可 有 之 候 御 出 被 成 候 節 は 御望み 御 覽可被 成 下 候 一 體蘭製 之 如き 砲 石 精 等に 破 

れ ざる ビ I ド コ ズ~ 申 も の 是 迄 本 邦 に て は 決 し て 出 來 ぬ 事 ^ 致 し 居 候 sflf- に て た 

また まに 好事の 人蘭學 致し 候 もの 杯 幾度 幾人 ビ なく 擦 候 は ん VJ 掛り見 候ても 

此廣き 都下に て つ に 出來候 はや 皆 辟易し 候て 手 を 引 居候 事に 御座 候 右 故に 

^洋 人と て 强藥 精を貯 へ 候に は必す 舶來を 求め 候 事に 候 私の 存 候に 西洋人 て も 三面 六 

書 籣 玉 池 時代 (一四 九) 藤 Ms 右 衞門宛  ！ ニニ 九 


誉 0  HI 池 時代 (一四 九) 藤 M 甚右 衞鬥宛  三 三 〇 

も 一一 一面 六 SII も 之 矢 張 同じ 人に て 本邦 人な.^  V- て 片端 ものに も 無 之 候へば よく その 書 

も 無 之 矢 張 

同じ 人に て を 讀 み考へ をつ け 候 はゾ必 同じ様に 出來候 はん？」 存じ 取 掛り候 所^して 何の 

苦 も 候 は や 出來丰 候 只 私の 借地 等に て は 大 仕掛に 致し 候て 火力 を强く 致し 候 

事 能 はす 候 故 泡 を 取り 候に 手^ 掛 申 候 其 御 地に て 西洋 之 通 大 鬼 一にて 烛 立 M 

は、. -煉 上げ 候 時 數等も 大抵 西洋 之 通に 可參候 西洋に て は 堅 剛の品 にても 十二 

時に て 大抵 煉， 9 上. 9 候 趣に 候 所 私 钚の此 節の 所に て は 十八 時掛. 5 候ても^ 少 

少 泡の 氣.^ 有 之 候是は 全く 仕掛の 小なる 故に 御座 候 乍 去 描 上げ 候 品 を 家來に 

寺せ 候て 此表本 町 通の 大店の ビ— ド や へ 遣し 此 桂の 品 ほしき 由 申させ 候 所 

、 づ 丄も是 は 1 りに て 表の 品に て は 無 之 VJ 申候但 一 筒 所に て 是 は 稀 は い か 

にも 阿蘭陀に 候 が 細 ェ は 日本 之 様に 見え 候 へ ば 是 は大 阪出來 にても L おはん 飲 

All 去此極 は大阪 にても 出 來ぬ箬 に 候ビ申 候よ し 又 御 勘定 吟味の 手に て 刺，， J 即 

の ギヤ マ ン屋へ 遣し 見せ 候 所 是は長 崎 にても 候 はん 鞦此 表に て は 此種は 無 之 

ヾ J 申 候よ し 又 その グ ル，' ン.. カラス 杯 も 何方へ 遣し 候ても 皆舶 來ヾ， -申 候先づ 一 

寸 致し 候 事ながら 此圃 にて いまだ 出來候 はぬ 一 事 を ii き 候 事 大慶に 御座 候 其 


の ト には黑 
スてラ き 
と ク テ火 
中 ワン 打 
も ル語石 


上 御內用 向に て 始め 候譯は その 表 河 

ヮ ルト ス V- 申 ものに て 最上 堅 剛のギ 

候故此 表に 限らす 何方 にても 本邦に 

て 諾國へ 差 出し 御國の 利益 を 開き 申 

製し 强き藥 を 貯 へ 候， に 困らざる 樣致 

,0 候檨 御座 候に 付取掛 b 申 候 是が爲 

如く 此の 國に 始ら ざる 事 を 興し 詰る 

ぶし 候ても にくから ぬ義 VJ ひそかに 

譯合 存じ 候 はぬ 人々 に は 自己の 小利 

杯よ. 0 申 越し 候大 にた わけ 候 事に 御 

候 品 御望 可 被 遣 候 明朝 竹 村 氏 出立に 

候 其 表 同様の 事 承 候 折角 御 自愛 所 祈 

上 

五月 廿 八日 

書 筒 玉 池 時代 ( 一 四九)藤岡*^:右衞門宛 


原に 御座 候黑き 火打石 は ラ テ ン 語 にて ク 

ャ マ ンに相 成 候 VJ 申 事 蘭 書中に て 見出し 

て は 未だ 開けざる 堅 剛の品 を 製し 出し 候 

度 か つ は 天下に 舶來を 待す して 強き 藥を 

し 申 度 所存に て 其 ま 内々 巾 出候處 に掛 

に大に 手間 を も 潰し 候が 又 前に も 申 上 候 

所 天下の 利に も 候へ ば 三月 五月 手？^ をつ 

存じ 候 事に 御座 候 乍 去 其 表に て それらの 

を營 み候樣 にも 申 沙汰し 候 か の 様子 母 姉 

座 候 大抵の 品 は 岀來候 問 何ん ぞ思召 御座 

付 時候 伺 旁 申 上 候 冤 角に よく 降つ ダ き 申 

御座 候 乍 憚 皆様 へ 宜し/、 御 致 意 奉 仰候以 

修  理 


書 簡 玉 池 時代 (一 五 〇) 恩 E 賴母宛  三 一二 二 

藤岡檨 

尙々 御 慰に ギヤ マ ン碎片 四 種 御覧に 入 候 いづれ も 御 燒き御 試 可 被 下 候 火に 

當. 0 候 所 早く 丸る まり 候 は 其 質の 柔 なる 證に 御座 候 以上 

弘 一一 年 六  〔一 s〕 恩田賴 に 贈る  東京 市宮本 仲氏藏 

、は贿 去月 四日 御 認め 置きの 御 細 答 昨 五日 宮兵之 許よ. 9 相 達し 難 _ め拜見 仕 候 先以爾 

び 恥 「 來益御 健 事に 被 爲入候 御 義喜慰 之 至 舉存候 权其御 地 雨少く 耕作 差 支 之 趣 御 心 

痛 奉 察 上 候 是は東 國而已 に 限らす 中國筋 な ビ も 同様 之よ しに 傳聞仕 候 近日 川 

へ 川路 漢) 路 君に 御 目に 掛. 9 候て 承り 候へ ば 都下 へ 上水に 相 成 候 玉 川の 本流 减水 にて ゆ 

く/、 大 なる 差 支に 相 成 候 はねば 宜敷 候が 支配 下の 內 にも 老人に て 四十 餘年 

來勸め 候 もの 有 之よ しの 所 其 問 遂に 當 年の 如き 事 を 覺ぇ候 はす VJ 中 候よ し： 1： 

分 心に か 、1 .9 候 年に 御座 候 右に 付 候ても 澤山御 圓穀も 御座 候 はん 御 合 何-^ 御 

妙策^ 存上 候尙其 御貯の 場所 その 處を 得候樣 仕度 もの ぐ」 舉存候 將其御 地に 御 

> レ 備に も. S  =K ベ き考も f 邱 墜院は  申 上 樣に蒙 仰 候 夫 は い くら も /、 有 之 候 


家當 壹藩ハ 
老時 岐老歲 
な 江 を 小 塞 
リ戶さ 山 公 
^詰す 田 は 


デャガ タラ 先 差 當，^ 沓野 山中 其 外 薄地に て 五穀 生じ かね 候 場所へ デ ャガ タラ 芋 を 多く 种 

芋 を 多く  JMI 

(の $」 糾碰 I へ 込せ 度 もの VJ 奉 存候是 もの 、- みは 年の 豐 凶に 拘 はらす よく 蕃殖いた し 候て 

か つ これの み を 食し よく 人 を 養 ひ 病 を 生じ 候 等の 患 無 之す でに 西洋 諸 國に於 

てこの もの 、J み を 1^ 生 之 食餌に 仕 候國數 多く 有 之 候趣シ ョ メ— ルの內 にも 見 

へ 申候甚 救荒の 助けに 相 成 候 ものに 御座 候 閒 是は宜 敷 御世 話 有 御座 度 舉存候 

一 浦 賀之事 先便- S- 上 候 愚 察 之 通 近日に 至り 候て は 彌ィギ リ ス舶に 相違 無 之 

趣 其的證 御座 候 趣に 御座 候如此 事に 至り 候て は 愚見 大抵 は づれ不 候 御感狀 

に 奉 預度候 

一 西洋 學 字書 之 事 歲寒公 迄 被 仰 遣 被 下 候よ し 然る 處 測量器 其 外の 器械 等 一 

切 合し 候て 百 金の 御 積- 9 のよ し 右 位の 少分 にて は 何分 事足.^ 不申其 上 いづ れ 

も 檨總て 御 不案內 之 事に 候 故. £■ 立 候ても 埒の 明き 候 は少く 迷惑の み 仕 候 執事 

以前 共ャ 家に いらせられ 候 故 基の 譬 を 以て 可 申 上 候 共 A の 如 き 小：^ ビぃ へ / も 其 

筋 を 稽古 仕らざる ものに は その 趣 も わからす やその 間の 利害得失 數十 年の 

末に 卸 座 候 等に 至， 0 候て は識得 仕る ベ き 様 無 御座 候 當今之 務め 天下の 形勢 を 

書 懷 玉 池 時代 (一 五 〇) 恩 E 賴母宛  三 三 一二 


書 簡 玉 池 時代 (一 五 〇) 恩 E 賴母宛  三 一一 一四 

審か にし 世界 萬國之 情實を 熟知し 彼我 を 比較し 候て 施 爲の方 を 定め 候 類 も 其 

事に" おひ 無 之 候 て は猶 共クピ 知らぬ 人の 共 A の 論 を 聞き 候 如 

優， - 孰れの 手が 劣り 候歟御 判斷之 出來 かね 候 も 御 無理 VJ 

鍋 島 侯な ざ. 申樣 なる 圃 手に 對し 候ても 拙き 食け を ば 取り 

愚 考之處 にて は 校々 肝の 煎れ 候 事に 御座 候 乍 然是は 御 家 

のみ 天下に 多き 趣に て 不堪 塞 心 奉存候 何卒 執事 御 發憤被 

度 國手之 共 クど見 候 て 忽 ち 其 妙 を 悟 夫よ，^ して^に そ の 

ひ 候樣の 御手 談所祈 御座 候 

一 小生 西洋 原書に 取掛 り候以 來猶朞 年に は 満ち 不申候 

迄 數年專 門に 仕 候 徒 を も 追々 壓倒仕 る ベ き 様子 V」 て各畏 

書 怀讀み 候 節に はま. - 西洋人の 說を 看破し 此理 は筒樣 無 

毎々 中 出 候 處尤之 筋 多く 候 故に 其 事洋學 社中 申傳 一， 候て 

に 仕 ら ざる もの は 疑 ひ 候て 夫は必 sfMr  n: 本人に て は 有 之 まじ 必ら す イギリス 

の 廻し もの にても 候 はん 杯 論 をつ け 候 もの もお 之よ し 一 睽の m- に 御座 候 御 一 


くにて いづれ の 手が 

は 存じ 不. E '候 へ ノレ も 

候 はぬ 様に 仕度 坏巾 

のみに 限らす この類 

遊 唐の 一行 法師が 一 

國手を 敵手に 勝 を (？^ 

處近來 大分 讀 出し 是 

れ候 趣に 御座 候窮理 

之 て は 叶 はす 坏. S- 事 

小生の 鄕贯 詳らか 


粲可被 成 下 候 

一 其 表 三 ケ衬の 事 早く 取掛. 9 候 へ ば 便利 勿論の 義 ながら 其 表 之義の 時勢に 

拘り候 事 ど 比較 仕 候 へ ば R を ハ于 ひ 候 程の 事に 無 之 依 て 彼 れ ど是れ 、、」 の掛 合せ 

前後 緩急 之 次第 奉伺 候 へ ざ も 其 表に て は 如何 ども 御 辨じ被 遊 かね 候. に 付 其 段 

はま 塞 公へ 伺 ひ 可申樣 蒙 仰 舉畏候 へ ノー レ も是も 同じく 其 A の 善に て 致し方 もお 御 

鹿 まじく 候 乍 去 仰 を も 蒙り 候義に つ き 試に 伺 見 可 申 候 

- 立 li.- 之 事 一 統動 意に も拘 り且 注文 計， 9 にて 又 歸府杯 人望 も 失 ひ 疑 ひも 

生じ 云々 執事の 穎悟 聰敏を 以てす ビぃ へ ざ も 猶如此 に 候へば 實に不 及 是非 候 

時 も 非常 事 時 も 非常 事 も 非常 人 も 非常に 候へば 本より 常例 を以 例し 難き 事に 候へ ごも 猶 

も 非常 

常例 を 以御覽 被 遊 候義. ヒ舉存 候 自分 用 は 別段，、」 被 仰 下 候へ ざ も是 等の 事に^ 

卿 か 私に 出で I^x, 事 は 無 御座 候 誠に 已 むに 容れ ざるの 公事 ビ舉ぉ 候 小生 拜謁 を 

「へ 中 上 候へば  一 二次に して 右 之 前後 の 緩急 御 辨じ被 遊 かね 候 等の 義も 所謂 燭 

照算 計の 如く 御 了解 可 被 遊 候 執事 は 當今御 國の稱 柱に てい ら せられ 候 へ ば そ 

. の御不 分， 0 の處 御座 候爲に 計， り 小生 を 御 呼 寄せ 被 遊 候 ざ も 誰か 是を 然る まじ 

#  0 玉 池 時代 (一 五 〇) 恩 E 賴母宛  三 三 r 


書 簡 玉 池 時代 (一 五 〇)恩£賴$ 宛  三 一一 一六 

ビ. &候 はん 況ゃ其 农へ罷 越し 候へば 夫 丈け の 著る しき 作用 も 可；^ 之 候へば 一 

統 の氣， M にも 拘 b 人望 を も 失 ひ 候 はん 様 は 無 之 ビ奉存 候 且又 一 統彼 是 ビ 異 論 

も 御座 候歟も 計られす 候 へ ざ も 思 意 を 以 て算し 候へ ば 右 等の isfl- に 彼是 V」 中 候 

もの は 上 へ もっかす 下 へ もっかす 中 に 漂 ひ 候 凡夫の 論に 御座 候 かねても 巾 

上 候 通 非常の 際に 御座 候 問 奉 望 候 所 は 英雄 豪傑の 擧 にて 凡 民の 可 否 等は敢 て 

齒牙 にかくる に 足らす ご奉存 候不識 尊意 以爲何 如 

一 尊書に も 其 表に は 其 表 之 同列 衆 有之此 表に は 某 等 有 之 其 元 此 

是 を 被 論 候 は 悉皆 奥底 迄 尋 何れ V,- も 可 由-候 へ V- も 其 表に 被 居候 

急務 是非 得失 は此 表に て は 情 を 得 か ね 候 云 々先便 も 此度も 申 上 候 

座 候 所 こそ 此表 其 御 地 VJ 隔 ,9 候 へ ざ も 本 御 一 家 の 事 に て 況 や 此 

ざ も 其 表が 御 根源に て 御座 候 又？^ や 執事 は 其 御 根源 の御冢 宰 に て 

ば 此 ^ 之 急 務 是 非 得失 等 本 より 其 底 蘊を御 甕し 被 遊 候 で は 一 ョ も 

ざ る 義 VJ 奉 存 候 卒 常 事 な き 時 す ら も 此 に て は 其 御 地 の 急 務 を 御 

御 地に ては此 之 急務 を 御存じ な く 候 節 は 所謂 手足 不仁の 國 W 申 


地に 被 居 彼 

上 は 其 表の 

は此 事に 御 

の マ」 い へ 

被 爲入候 へ 

叶 はせ ら れ 

存じな く 其 

ものに て 悲 


禱も 略小不 

f<i£ 知得 其 生 背 
候 候 '火 利の な 
も を 番 如が 
の も を きら 


むべき 義 VJ 舉存 候まして この 萬 事 心に か ..^ 候 寧の み 多き 時節に 於て 此 表の 

緩急 得失 其 御 地に て 情 を 得 かねられ 候，、」 て 其 儘に 差 置れ 候 道理 は 乍 憚 有 御座 

まじき 義マ」 奉 存候夫 も 其 任に 勝へ 候 はぬ 人の みに 御座 候はゾ 是非に 及ば ざ る 

事に 候へ ざも不 竹ながら 小生の 如き 略 其 利害 を も 得失 を も 辨知候 も. の 御 瘦 候 

を 御 使 ひも 不被遊 只 其 情 を 得させられ かね 候ビ のみ 被 仰 候 は Y 乍 恐 執事の 御 

爲に 取らざる 所に 御座 候 執事に 於て 此 表の 情 を 得 させられ や ビ被仰 候 如く  、枘 

夫 よ り も 此 表 之 御 同 列 檨 は か の 三 ケ 村 の 事 坏 は 其 情 を 得 ら れ す 且 又 其 に て 

施し 候 はん 杯 申 您策は 例の 園 基の 譬 にて 御不 わかりの 事の みに 候へば 本よ..^ 

彼 W 是 W の 御 かけ 合 はせ は六ケ しく 候 故 小生 獨り 每度窮 困の み 仕 候 御 照亮可 

被 成 下 候 

^llf 竹 一 實に 平常 閑暇 之 時に て は 無 御座 候 先頃 梁 川 星 厳の 西 歸 を 送.^ 候文 へ. - 吾 方 

迄 相 贈. 9 執事へ も 入御 覽 くれ 候 様に VJ 申 遣 候 定めて 御咬覽 被 遊 被 下候義 VJ 舉 

存候右 も 事柄 非常に 候 故 後 來の爲 に 林 家 へ 差 出し 世 へ 出し 苦し か る まじき や 

否 伺 ひ候處 苦しく 無 之 趣に 極り 候 故 wi 一  巖の方 へ も 差遣し 候 彼れ は隱 者に て 候 

書 简 玉 池 時代 (一 五 〇) 恩 E 賴母宛  一三 二 七 


賤妾義 去. 《 

廿日に 分娩 

女子 出生 仕 

候 


来" 籣 池 時代 (一 

へ ざ も當 時の 怖る 

國 を 保 ち 候 も の 却 

座 候 是 等 に 就き 候 

き 義山々 御座 候 へ 

愛 被 遊 御 健剛に て 

六 月 六 n 

正誼老 臺 

尙々 暑中 伺 も 乍 

迄 呈 覽仕候 御 叱 

一 先 別 幅に 

せられす ビの御 

女子 出生 仕 候 母 

じく 願 上 候 妾 腹 

事に は 格別 御懇 


五 〇) 恩 E 賴母宛 

ベ き 事 を ば 眞 に 怖れ 

て 其 下に aw で 候 は 恥 

て も 何分 御 發憤被 遊 

ざ も 先拜酬 迄 此 御 

諸 移の 御 總括被 遊 候 


候て その 去就 如此 

づ ベ き 事 VJ 奉存候 

總て 非常の 御處置 

座 候 追々^ 暑に も 

様 舉祈上 候 餘在後 

啓 


三 三 八 

に 御座 候 家 を n も ち 

是 右の 文の 趣意に 御 

所 冀 御座 候猜 .s- 上 ベ 

相，2ひ候義折^^御<111 

信 不 謹 

顿 首 拜 言 


争 事 

赂義 一同 ゆ 上 候此品 如何し く 御座 候 へ ざ も 御 勸靜率 伺候 印 

留可被 成 下 候 

申 上 候歸藩 延引 仕 候 

事 先々 難 有 安心 仕 候 

子せ ハ甚 健かにて 肥 立 

に はお 之 且無 益 ■ の も 

命 を も 舉 藥 候 故 乍 序 


さ 


付 云々 の 義 執 事 

て 乍 序 申 上候賤 

天 幸 之 事に 御 座 候 

の 故 いづ 方へ も 知 

此段申 上 候 以上 


に は  一. M 御 氣 もっか 

妾義 去月：；" n に 分 娩 

乍 恐 御 過 念 被 成 下 ま 

ら き 等 も 仕ら や 候 5^ 


附啓 本書 之 大意 先頃 歲 寒老臺 へ も 申 候 所 御 不承知に 御座 候 ひき 彻 在所^に 

て はかね て ふ 歸藩之 期 相 成 候 は マ 又 立 歸の義 を 申立 候 はん VJ  居候 所に 

て 候 へ に 如何 樣尤の 筋 有 之 候 ビも夫 見 候 へ VJ 申樣に 相成甚 然る まじく  V,- 御 

申 被 成 候 右に 付 其 利害 失 得 之顯然 たる 事 を 以て 申 上 候 所事實 は尤. の 寧に 候 

へ ども 只々 御在所 之 思 はく 如何 ビ のみ 御 申 被 成 候 故 夫に て やみ 候 ひき 其 後 

薄々 承， 0 候へ ば 修理 又歸藩 之義を 彼是 ビ いなみ 候が 召使 ひ 等の 差 口にても 

候 やらん W 御 申 候よ し 近 H 承 之 覺ぇゃ 噴飯 仕 候 其 事 は 旣に或 人の 處置之 節 

にもん ： お にある まじき うし ろ 暗 き ふ る ま ひ 也^ 爪 は ぢ きを も 致し 候 事に 銜 

座 候 然 る を 某 不 肖 ^ い へ ビ も 其 眞 似 を 仕 候 はんや ビ竊に を かしく も 存候事 

に 御座 候 右 等の 御 見識の 所に て は 利害 も 得失 も 實は御 分り 不被成 候 事^ 舉 

存候其 表に も もしくは 右 等 之 拙 論 を 發 し 候て 執事 之 高 明 を 掩ひ候 等の 義も 

難 計 候に 付 此段乍 止 申 上 候婦妾 等の 事 は 本より 申 候 迄 も 無 之 自由に 成 候 

ものに 御座 候 下に 立ち 候 もの、 自由に 成 候 はぬ は 己れ の柔" 賠の 致す 所ぐ」 

見え 候歟 小生 此 節の 婢 S- 付 次第 is! 本 を 仕 候て  一 H に 廿枚位 認候大 に 手助け 

有 簡 玉 池 時代 (一五0)恩£賴母宛   Him, 三 三 九 


候 付の 之と 差 
等 內居申 常 

に fiV 所 は リ 

御 取 此其差 
座 片表表 支 


書 0 

を 仕 重 

御座 候 

但差當 

し 候 VJ 

係す る 


玉 池 代 (一 五一) 山寺 源 大夫宛 

寶に候 故 其 表へ 大歸の 節 は 召 れ候 精に て當人 

故 何も 右 樣の處 は 聊か にても 差 支 候 事 は 無 御座 

所此 表の 内 借 取 片付 等に 

ベく どお 候へば 矢 張 差 支 

歸し申 候 以上 


-り差 支 ビ 申 は 其 表 之 居 

申 候. 節 は 何 VJ か 被 成 下 

所 は 獨，. ^前 條の利 害 に 


三 四 0 

は 勿 論 親 共 も 承 知 


P-  1^ 是も 

V」 も 不奉存 


趾 を 起 

r、 ヒ、 aw 

5 ュ\  ^ 


弘化ニ 年 六 

月廿 七日 


西洋 兵 寄 を 

喪 夜 研 精 仕 

り 候 


其 後は忙 

座 候 はん 

內樣總 じ 

在 かね て 

ば 稍 力 を 

明 き し 


山寺 源大 夫に 贈る 


柄の 立ち 候に 隨ひ尙 又 

り 被 成 候 御 事 も 無 御 座 

. ^度 奉 存候 恐弟義 幸に 

候 近 來 は 讀 候 事 も に 

や、 難解の 所 ごいへ ざ 

候 右に て 追々 戰 の掛り 口火 器の 用 ひ方且 その 利 W 騎 兵 之 


劇に お紛れ 拜候 も不ゅ 

奉 遠 察 候 御 出勤 后 こ 

て 御替 も な く 候 哉 御 

巾 上！！^ ひし 西洋 兵 書 を 


上院 ひき 御 日 

の 毒 熟に 御碍 

近 況 委 しく 承 

晝夜研 精 仕， - 


得 善 き詞 書に 便り 熟考 だに 仕 候 へ ば 


追悼 御 

や 御 家 


し 候へ 

多く 埒 

仕掛 口 等 


も 


是 迄 和漢の 兵 書に 無 之 事 ども を 見出し 大麼不 候 其 事 皆 彼 實踐の 上に てし る 

し 候 もの 故に 其閒 人を姊 動いた し 候 事 も 不少甚 面白く 彌手 を釋き 難く 存じ 候 

事に 御座 候 西洋 にても 火 術 者 流 は ロハ その 火 術の みを勵 しく 用 ひ 候 へ ば 事濟み 

候樣に 心得 候 もの^ 之 由に 候 處戰爭 の 場 ビ折ビ に 依り 候て 却て 火统を 軋し く 

打 掛け 候に て 敵の 心 を 固く し 味方の 害に 相 成 候 事 ま. -有 之よ しにて 斯る 節に 

火 術 書 もよ ま 大統， をよ 筒樣に 向け！^ ものな り 杯- & その 變化も 種々 有 之 候 火 術 書 もよ きも 

きもの-近 曰  > 

手に ス申 r の 近日 手に入 申 候 皮 方の 原書 を 索め 候て 見 候 へ ば 高 島 何が しょ...' 江川 氏の 傳 

高 1? 何が し 

ま へ 候な ざ は 百 分の 一 にも 足. 5 不申候 哀しき 哉 この 邦の 人 志 あ.^ 候 もの".」 い へ 

どよ 百、 刀の 

一に も 足り ざ も その 精力 薄く 一  勞を憚 候て 原書に 取 掛らす ロハた ま 不學 人の 飜し候 

小. =r 飲 

もの 等 を 得 候て 夫 を 帳 中の 秘マ」 し 却て 西洋に て は 印行して 外 あ 迄 も 送，.^ 候 も 

の を 此方の 同胞に 隱祕し 候 事扠々 博 もな き 料晃の ものが 多く 候ゾ -愤激 いたし 

近 ui^ 候 力 iSfJ 事 も-. fe- ひし 故 hd  W  ii- 迄 も 申 越し 院事も 候 ひき^ 怠に は 近日 獲 候 力 ダ テ ン の 

ル テンの 火  1 1= /1  - - 

衛書  火 術 書 等の もの 譯し 候て 教 印行た きもの ビ存候 事に 御座 候 左様 致し 人々 彼方 

の： を存， 知 Dft  .9 候 様に 相 成 候 VJ 彼 を 以て 彼 を 防ぎ 候 事 は 優に 爲 すべ く 且又 刀 

書 簡 玉 池 時代 (一 五一 ) 山寺 源 大夫宛  三 四 一 


書 簡 玉 池 時代 (一 五 二) 八 E 嘉右衞 門. W  三 w  二 

鎗之 術に 至り 候て は 自ら 彼れ に 勝り 候 事 萬々 可 有 之 候 へ ば 勝算 も r ム々 に 得ら 

れ可申 候 愚弟 義も歸 藩 之 伺 を 近日 出 申 候但居 宅に 差 支 中 こ ビ も 申 置き 候 何 

れ VJ も 御差圖 次第 用意 仕歸藩 W 志し 候 事に 御座 候但久 敷此： に罷在 候へ ば収 

方 付 萬 端混雜 仕べ く  VJ 煩し く 存じ 候 事に 御 歷候其 上 未だ 御知らせ も 不中上 候 

が 去月 廿日 妾腹 女子 を 得 申 候 幸に 母 兒共甚 健 か にて 乳 も 多く 順に 肥 立 候 御 

省 念 可 被 成 下 候但歸 藩に 付 候ても 此 無用 物 一 層の 厄介 を 長 じ候義 V- 存候御 照 

亮可被 成 下 候 將此品 如何ながら 暑中 拜候之 印 迄 呈上 仕 候 御 疾留是 禱暫御 ft 遠 

申 上 候 申譯旁 如斯に 御座 候 炎 威 折角 御 保護 所冀 御座 候 以上 

六月 廿 七日  啓拜覆 

懼堂老 兄 {3+ 比  • 

き 六  〔5 一〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

打 絕御疎 濶に相 過ぎ 惭悚 不少 奉存， 候 時下 毒 熱の 候に 御座 候 へ. さも 被 成 御 摘 愈 

御淸健 被爲入 珍重 之 至 奉 恭慶候 小生 義幸 にいつ も /、- 相替. 9 候 事 無 御座 候^ 


月年罷 に冬讀 西廿咋 
もに 越て 中 f? 洋ー ¥ 
不は ； 其 御 ひ 原 日の 
足 二 ； 表內候 書よ 六 
ケ 一^^ > 用 所 を り 月 


fe-  S, 早 卸：^ 念 可 玻成下 候 但御內 用 筋 も 多/、 ビ申內 専らに 取掛. 9 候 西洋 學手 廣 ろ 

の ものに 候 故 出精 仕らす 候て は 果敢 ど.^ も不致 且又 是迄  一， M 心掛け 候 はぬ 事 

にて 所謂 晚學に 候 故 別して 苦學 仕らす 候て は 屆き不 ゆ 候に 付 晝夜を 限ら ゃ勉 

强仕 夜分 も 冬 夏に 拘らゃ 九 ッ八ッ に 及び 候 乍 去 右 之 苦學の 甲斐 御座 候て 世 

に 才子 VJ 申 程の 人の 一 年の 業 VJ 申 を 六十 日計の rn 数に て 事 を 了し 候 一 體は W 

年の 六月 廿ー 日より 西洋 原書 を 讀習ひ 候 所 冬 中 御 內 用に て其亵 へ 罷 越 し 六 十 

日 餘廢業 仕 候に 付 全く  H を 数へ 候へば 今日に 至 候 迄も猶 一 年に は 二 ヶ月 も 

下 に 御墜候 然る^ 近來は 世に 六ケ しき 書ビぃ へ ざ も 靜に考 へ讀み 候へば 大 

抵埒 明き 申 候 依 之 自身の 益 は 勿論 御國 家の 御爲 にも 莫大 相 成 候^ 是は 大慶 仕 

i 事に 御座 候 西洋 火 術な ざ も 先達て 江川 殿へ 便り 候て その 極 意 ビ 致 し 候， ポ ム 

ベ ン 等の 專授を も 得 候 へ ども 西洋 火 術 W 申 もの 中々 手 廣の事 にて 其 原書 を讀 

み 發明仕 候へば 江川 殿 心得られ 候 位の 義は 僅か 高 島 何 かしの 傳へ 候の みの 略 

々の 法に て 西洋 軍爭實 地に 掛り候 術の 百 分の 一 にも 足り 不申 候に 付 致 發愤麾 

下 曾 禰金三 下の 士 にて は 下 曾 禰金三 郞殿幷 に 田 原 藩 村 上 負 平等に 深く 交り 〈I を 乞 ひ 候 事 

書 籣 玉 池 時代 CI 五 二) 八 E 嘉右衞 門 宛  三 ra: 三 


少ひ交 平原 郞 
候 リ 等 藩 殿 
事 益に 村 井 
も を 深 上に 

不 乞 く 貞 EU 


書 簡 玉 池 時代 (一 五一 一) 八 ra 嘉右衞 門 宛  三 四 四 

>  n>  / この 貞 平と 申 人 は 格別 火 術 執心 之 人に て 長 峰 表へ も 度 々罷 越し 久しく 致逗 S3 

もォ.^>高{1;5何がしの鬥人にて勿論その高弟にてしかも阿蘭陀人に^^に：：校を受け候 

15^  ば 候へ ども 尙 1^ 書に 付 候て 致； 議 候へば この 褒 にて 開け 候は猶 僅かの ^s- 

に 候 西洋に て 近來發 明いた し 候 軍法 を 始め， として 研究 仕 一 旦外 寇之變 御座 候 

，、) も 彼れ の 方 を以彼 を 防ぎ 候 様 仕度 右 之 如く 苦 學も仕 候 事に 御座 候 是 は 外に 

讓， 0 申す ベ き 人 も 無 御座 候 へ ば 自の任 VJ 心得 劬勞仕 候 事に 御座 候 乍 去 右に て 

大 分 西 洋 に て の 戰 ハ中 の 掛 り 口 も 火 器 の 用 ひ 方 幷 に そ の 利 害 等 も 相 分 り 候 多 

く 有 之 則 大慶 巾 上 候は此 事に 御座 候此 表に て兵學 VJ 稱し候 もの は 皆大： 牛に 

及び 候 後に 多分 は 素人 考 にて 組立 候 もの 故に 小 荷駄 人足の 扱 ひよりして tei に 

實 地に 施し 候 はん V,- 存じ 候 へ ば もはや 博 明き 不申候 又 砲術 者 流 VJ 申 もの 同じ 

く大平 後に 漸く？^ け 候て 其 徒 多分 は 不學無 術の もの に 候 故玲も な き 珙 ノレ も を 

傳授 にて 候 の 極 意 にて 候の 杯唱 へ 戰爭之 際い かなる 閒合が 打 場に 候 哉い か 成 

所が 簡 要の 機に 候 や 杯 申 事 は 露 相 わき ま へ や 或は 三十 匁 或は 五十： H 或は 百 H 

を 打候钚 誠た わ ひもな き事氣 の 毒 午 萬なる 事に 御座 候是に 反し 候て 西洋に て 

は 尙當時 も 戰爭不 斷卸墜 候 故に 兵法 も 次第に 精し く 相 成，..^ 又 火 術 も 便利 を 極 


出 田 之 候 も 近 
し大 伺に 大頃 
置 夫 を 付 牛 御 
候 迄 小 歸方用 
申 山 藩 付 筋 


め且 奇妙 を 

候 事 又 原書 

書 も 色々 ヾ J 

其 表 

付 

候， 

よ 


半 方 

歸藩 

只今 

生 仕 

其 表 

さ る 

ね 候 


於て 


ベ 


も 


ま 


候 其 段 


幸 

ね 

ま 


幸 


究め 申 候 夫 は學び 候て 此方に 行 はれ 候 もの v- 比較し 始めて 致 感心 

を讀み 彼方の 事 を 精し く 致し 更に 我を折 候 事 V- もに 御座 候 右原 

出精 仕 十 數部相 集め 申 候 御 買 上に 仕 候 書 も 大分^ 之候是 にて は 先 

も 追々 開け 候べ く  W 存候 事に 御座 候將又 小生 義も 近頃 御用 筋も大 

付 歸藩之 伺 を 小山 田 大夫迄 申出し 置 候 その 御 差圖有 之.^ 第 用意 仕 

VJ 奉 存候伹 久しく 此 表に 罷在候 故 何 か VJ 大混 維に 候 はん VJ 是には 

易 仕 居候 其 上 未だ 御知らせ も 不申上 候 ひしが 去月 廿日 妾腹 女子 出 

母兒ビ も 至て 健に て 追々 順に 肥 立 候 閒乍憚 御 放念 可 被 成 下 候是又 

參， り 候 事大 厄介 ものに 御座 候 御 照 亮可被 成 下 候 先 は 餘り是 迄 久し 

上 候申譯 旁如此 御座 候 西洋 兵法の 原書 V- 申 もの 至て 讀得 やすから 

て是迄 久しく 蘭學 致し 原書 を 扱 ひなれ 候 もの にても 容易に 讀 みか 

座 候 右 を晚學 にて 直 樣讀得 候 はん W 仕 候 故 格別に 功力 を 専らに 仕 

屈き 不申 候に 付 其 表 之 書 通 等 も 一 切 相 廢し候 故 心外 之 御 無音 申 上 

に 御 海容 可 被 成 下 候 然ば此 品 如何ながら 暑中 御見舞 申 上 候 印迄呈 


書 簡 玉 池 時代 (一 五 二) 八田嘉 右衛門 宛  三 四 五 


書 簡 玉 池 時代 (一 五三) 山寺 源 大夫宛  三四ナ 

上 仕 候 御^ 眛可被 成 下 候 無事故 歸藩^ 相 成 候へば 遠から すして 獲 拜眉可 申 候 

萬 其 節 V- 申 縮 候 暑威專 一 に 御 厭 可 被 爲在候 以上 

六月 廿 七日  I  f 

嘉右 衞門樣 

嘉助樣 

御 左右 

尙々 乍 憚 御 家 內檨へ 可 然御致 聲奉希 候 以上 

附啓春 中 は 珍品 兩稲御 惠送被 成 下 折 柄來賓 にも 饗應仕 興 を 添へ 候 事に て 千 

萬 奉 多謝 候 右 之 御禮も 本書 之 仕 合 故 延引 是又御 海容 を 仰ぐ の 外 無 御座 候 乍 

遲延序 を 以拜謝 申 上 候  條 ま 

弘 f 一一-年 七  〔 一 璧〕 山寺 源大 夫に 贈る 

月 十 k=i 日  - 

芳墨 拜見仕 候先以 炎熱 之 候に 御座 候 得せ (御 興 居 倍 御 佳 適 大慶 之 至舉存 候然ば 

無 物 出生： H 候御悅 V- して 被 寄 思 食 御 肴 代 百 疋御惠 送 被 下 御 懇篤 之 段 不勝成 


；! 之 至拜謝 申盡し 難く 奉 存候但 御 事 多 之 御中 何せ ハ痫入 候義に 御座 候 乍 憚 御 家 

内檨 へ も 宜布御 致 聲奉仰 候 先 は 右 御 禮可得 貴意 如此 御座 候恐惶 謹言 

佐久 間條理 

七月 十五 日  啓迪 

山寺 源 大夫樣 

貴 報 

猶々 御 懇切 之 御 端 書重疊 感銘 仕 候 小 女の 名 何^ 命じ 候 やの 御 尋ね 是又奉 謝 

候 五月の 出生に 付 時 をし るし 候爲 蒲の 字 を 以て あや め V」 命じ 候 半 VJ 申 候 所 

その 母に て 候 もの 異風に 聞え 候て 好まし からす VJ 達て 申 候に 付 蒲の 字は國 

あやと 呼び 音 文女镜 女に 通 ひ 候に 付 女の 字 を 去，.^ 候て あや ビ 呼び 申 候 御 記し き 被 下 

申 候 

宾は  ，有疾 以上 

g 伐 一、 f  〔一 m〕 竹 村 金 吾に 贈る 

(前文 切斷) 將又其 御 地 も 去月 下旬に は 一 夕の 雨に て 諸所大 荒に 候よ し異事 ど奉存 候其砌 

書 簡 玉 池 時代 ( 一 五 四) 竹 村 金 吾 宛  ！ー 一四 七 


書 簡 玉 池 時代 (一 五 四) 竹 村 金 吾 宛  三四ダ 

傳聞 仕り 少しく 胸に こたへ 候義 御座 候に 付 愚意 認め 取， 5 候て 御手 許へ 差 上 候 

御 熟覧 被 遊 候 御上に て 尙御逢 も 被 仰 付 候 はん ど 申 御 事に て 候が すでに 十五 六 

日に も 相 成 候へ. ざ も 其 後の 御沙汰 は 無 御座 候 只 何もかも 近來は 御調 子 合の 延 

び院が 上下 v> もに の 御なら はせ V- 相 成 候 哉 W 乍懼奉 嘆息 候孔 夫子 も敏 なれば 

W ち 功 あり ビ被 仰候ビ 存じ 候 事 をな し 事 を 興し 候に 猶豫 躊躇 候樣 にて は W 事 

も 出 來不申 候 承り 候 所 肥 前 侯 さすがに 豪傑に て 候是迄 他圃の 人を國 中に r 留め 

i 事制禁 のよ しにて 候 所 近頃 其禁を ゆる めら れ 城下 其 外 所々 學 校出來 參.. ^候 

其學 校へ 來， 0 候 もの は いづ 方の もの にても 其 業の 巧拙 上下 を 論せ す先づ 一人 

扶持 を 賜， - 一 錢の貯 へな きもの V」 い へ-ざ も 修行 出 來候樣 に 被 成其內 上達の も 

の は 夫々 扶助 を も 被 增候趣 故 和漢 西洋 文武の 學 殊の外 盛の よしに 聞え 中 候 又 

醫學 修業 は 皆 蘭學を かね 候て 啓 術 三分 蘭學七 分に 身 を 入 修業 仕れ ビの 命令の 

小生 杯 も 諸 I 趣-二し 手充等 もよ く 行 屈き 候よ しに 御座 候 筒 樣の事 承り 候へば 小生 杯 も 諸侯 

侯の 家に 生き  . cr 

8,^ の 家に 生れ 候 はぬ が殘 念に 御座 候 小 家 にても 諸侯に だに 候へば 夫 迄の 借財 等 

候  候 ビ も 夫 等の 手談 は何ビ もつ き 可 申 夫 丈の 本手に 御座 候へば 餘费を 省き 候 は 


ば 志 を 満足し 候 程に は 至らす も 少し は 出群の 事 も 可 有 之 候 へ ば 獨り肥 侯の 

み 豪傑^ は稱 させ 申 まじく  VJ 慷慨 不少候 右 等の 場に て 本 藩の 世間 御 並 方に 01 

循 たる 御 様子 を 見 候て は 時 V. して は實に 憤怒 を 生じ 申 候 乍然小 丈夫の 態 深く- 

愧入申 候 先生 坏 何事に も 更に 御 貪 著な く 推して 動かす 萬 石の 船の 如し V- も 可 一 

申 上長 者の 御 器量 此に 至て 小弟 輩の 企て 及ぶ ベから ざる 所 V,- 瞻仰不 啻奉存 候 一 

先 しかし 此 時に 御座 候 周の 文武 も 一 怒 はせられ 候 事 も 申 傅へ 候が 先生に も 何分 

分 御 一 怒 有 

. 節 御 一 怒 有 御座 度 時節 奉 存候ー 日 も 早く かの 御 兵制 御 整頓の 義御 家中 文武の 

御手 充御足 輕洗汰 火砲 御 鑄 立の 事 御成 就 御座 候 樣御赘 成 所 祈 御座 候 虎 豹の 疑 _ 

遲は蚊 虻の 銳： 吠に しか やの 譬も 候へ ば 御 長 評定 は 誠に 詮なき 事 奉存候 前文 一 

奉 顦候義 御 許 允 も 被 成 候 は  無 程 歸藩拜 眉 を 以て 萬々 可 申 上 候 へ ざ も 斯様に 

存じ 候 義を不 申 上 候て は 所謂 腹 ふくれ 候 わざ 故に 彼是 取 ませ 申ち らし 候 乍 去！ 

極 要の 義は此 內ふ御 采擇被 成 下 正誼大 夫へ も 御 傳致可 被 成 下 候 先 差 向き 候 所 一 

は 金子 一條に 御座 候 此義は 乍 御苦惱 萬々 奉 願 上 候 以上  一 

十六 日  修理 拜 k 

害 筒 玉 池 時代 ( 一 五 四) 竹 村 八 * 吾 宛  三 四 九 


書 筒 玉 池 時代 (一 五 五) 竹 村 金 吾 宛  三 五 ◦ 

竹 村 先生 梧 右 

弘は 一一-年 七  〔一 s〕 竹 村 金 吾に 贈る 

月廿 五日  „  ■/ 

本 月 十三 日の 芳簡 一昨 二十 三日 相 達し 拜見仕 候 追 n 冷凉の 候に 候 所 益 御 萬 福 

御 使者 餘 の は 舉大贺 侯然ば 御在所 寓 所の 事 この 前の 振 合 も 候へば 御 使者 屋拜借 は 如何 

はんか i はんか 御在所の 方 尋見候 はん？」 御 申 被 下候處 近日 其 表 にても 差し 支 無 之 趣 

申來 候よ しにて 彌歸裝 取 整へ 候 様に..」 申 御 差 園に 御座 候 先 居所の 義 左様 も 被 

成 下 1^ へ ば 一 安心に 御座 候 徂此已 前 も 度々 申 上 候 通 b 千里の 道 は 九 百 里 を 半 

ビ せよ V」 も. &に此 表へ 開業 致し 候 五 年-.」 申に はから や 御在所 勝手 被 仰 付 尤も 

§ 仰 付" 舊祿に 御 復し被 成 下 候 段 は 難 有 仕 合に 奉存 候へ せハ 夫れ 迄 は 小 給 にても 定府の 

i  以て 引けな しに 被 下 置 又御定 b 戴き 候 十圓の 外に 差 支 候へば 申 上 候て そ 

の 倍 數も尙 その 餘も 戴き 候て 臨時 風 破 等に 出逢 候 節 も 無 差 支 相 凌ぎ 詭遇 街賀 

等の 鄙劣の 事 一 切 無 之 候へ ざ も 追々 人 も 信 從し候 はん 際に 及んで 御在所 勝手 

--a. 成 も 亵引拂 ひ 候 模様に 相 成 候へば 夫 迄の 門人 を も 一先 づ斷. -候 次第 彼是 


に 三 西へ そ 高 
滿十洋 傳の鳥 
ち 分 原へ 外が 
不の法 候の 江 
申一 の は 衆 川 


の 御用 筋 等に て殆 ざまた 一 ケ年居 延び ど 相 成 候べ V- も是又 本の 仕組が 仕 翻に 

て 候 故に 公事に 從事仕 候 ひながら 私事に て 稽留仕 候 様に 表 向 は 相 成 居候に 付 

被 下 もの 等 は 其 表に 罷在 候同檨 にて 其 上 三年 前 迄の 如く 御手 充 VJ 申す もの も 

無 之 又 門 入 等 も斷. ^候 へばつ き 候 は ん樣も 無 御座 諸侯 方より 御 頼 も. 有 度內頼 

等 候ても あすく 其 表 へ 引 移. 5 候べ き 次第に 候 へ ば 頼に 應じ惧 事 も出來 かね 

候へ ば 業 は 益 行 はれ 不申其 上 昨年 以來は 公家の 御用に も 達て 候 はん 爲に 蘭學 

生 を 引 寄せ 世話 仕 其 外よ. -も洋 學者流 を 廣く延 き 候て 益 を 求め 候 類 皆 塔 -手に 

て 参らざる 事 其 上 蘭 書 等 も 要用の もの ビ 存じ 申立 候ても 見合せ 候樣 にど 御座 

候へば 致 方 も 無 之 候に 付 私藏の 心得に て 調へ 置 候 5f ^ 膽 はき 

其 上 西洋 流 火 術 も 高 島 何が しが 此表 逗留の 閒 縫の 程に 江川 殿へ 致 傳授候 位の 

事に て は 何分 事足. -不申 候 小弟 稲々 計 策 を 蓮し 候て 西洋 兵法 並に 火 術 等の 涼 

書 を 數種得 候て 吟味 仕 候に 小銃の 扱 ひ 卒伍の 引 廻し 方 も 高 島が 江川 その外の 

衆へ 傅へ 候 は 西洋 原 法の 三十 分の 一 に 満ち 不申其 他の 事 も 亦 之に 準じ 申 候 依 

之 如 此事も 何分 研 明 致し 度 乍 去 一 人の 力に て は參. 9 不申候 故 衆人 ビ 謀り 且又 

書 簡 玉 池 時代 ( 一 五 五) 竹 村 金 吾 宛  三 五 一 


書 籣 玉 池 時代 (一 五六). E 寺 源 大夫宛  三 五 二 

高 島 杯の 用 ひ 候 はぬ 器械 等 も 備へ候 丈 は 取調 申 度 彼是 於此表 懇意の 衆よ， 9 借 

受候 余： 子も^ 之又此 衷引拂 道中 仕 候 入 料 も 一向 出 所 無 御座 候 色々 積り 見 候 所 

差當. 9 三 拾四圓 計. -無之 候て は歸 藩出來 かね 申 候 右に 付 御 苦 惱の段 は 恐 入 候 

へど も 右 丈の 所： 6 姓證 にな， -何也 被 成 下 的 使 御 送. -被成 下 候 樣舉願 候 右樣借 

財 を 仕 候 も 段々 緣 故の 御座 候 事に て 他人に 相 分らざる 事に 御座 候 御用 多の 御 

中 御 煩 瀆の段 は吳々 奉 恐 入 候へ ども 偏に 奉冀候 一 向に 借財 を 仕らぬ 積に 申 上 

候 ひし かど も大に 了簡 違 ひ 申 候 乍 去 其 表に て 典 利の 策 思 ふ 檨に參 候 節 は 聊か 

の 借財 何も 念 ごする に 足ら や VJ 奉存候 以上 

七月 二十 五 R  佐久閒 修理 

竹 村 子 習 先生 臺下 

ggfe 八  〔一芸〕 山寺 源大 夫に 贈る 

冤角不 揃之氣 候に 御座 候へ V- も 倍 御 休 安に 御 興 居 被 爲在奉 恭鹿候 先頃 中 も 度 

々卸 細 書 被 成 下每々 難 有 拜見仕 候 早速 拜復可 申 上 之 所歸藩 前諸務 一 時に 蜩集 


晝 夜 寸隙 も 御座な く 乍 存御疎 絕申上 深く 慚懼仕 候 幸に 御 宥恕可 被 成 下候馭 

管の 玉 作 感吟 仕 候 偖 右 之義に つき 候て は 貴賤 尊卑 を 限ら や 生を此 邦に 得 候 も 

近來之 形勢 の 憂慮 を 免 かれざる 事に て 候 听近來 之 形勢に 至， り 候て は その 患 近に あ リ？」 

に 至り 候て 

申 樣に被 存扠々 氣遣 しき 事に 御座 候 長 崎 入津の 英舶 一 條も 最初に 傳聞 候て 互 

樣 に被存 

市 ビ 申出す 測量 VJ 願 出 候 事 意表に 出 候 事 ど 存じさす が 彼 邦人 物 も 有 之 略に 

も 富み 候 申出 方 マ」 乍敵國 感心 も仕且 恐懼 を も 增し候 義に付 其 頃 竹 村 君まで 事 

の 序 も 有 之 其 事 申 越し 候 所 追々 數 日なら すして 事な く 薪 油 牛 鷄等を 乞 受け 出 

津 致し 候 趣 傳聞致 候 故 彼是の 所考 合せ 候 へ ば 何 さま 英吉利の 本國 船に は 無 之 

多分 はァ ラカ ン邊の賊船の此節本邦にて英^^を憚り候樣子を伺ひ薪油鷄豚等 

を 利し 候爲 にならぬ を 知， 0 つ 、ユ 

律し 候 もの ./J 見え 候 趣 又 竹 村 君 

に 承， xrs 候 へ ば， となく 出帆 VJ 申 は 

の もよ. 0 の 島 へ 登. 9 候て 此方に 

し 候よ し 其 場所 へ 參，. >  手 を 動か 

書 簡 玉 池 時代： (一 五六〕 山寺 源 大夫宛 


測量の 事 申出し その 與 ふる 所 を 獲て 直ちに 出 

まで 申 越し 候 ひき 然る 所 最後 鍋 島 藩の 說を惜 

長 崎 鎭 辜： ビ大朝 ビ のみの 表 向の 事に て 實はそ 

ての 制し を も 聞 入す 測量器 を 取 出し 測量いた 

し 相なら ざる 手 まね を 致し 候ても 一向 耳 聞か 

三 五三 


申 申 擊に本 鍋 
送 事 候 も 邦 島 
ら鎭は 候のに 
れ 臺ん閒 恥て 
へと 追 辱 は 


書 筒 玉 池 時代 ( 一 五六). H 寺 源 大夫宛 

ざる もの 、姿 を爲し 候て 頓 VJ 取合 不申趣 

撃 候 はん ミー 申事鎭 臺 へ 申 送られ 候 所 井澤 

故 其 事 やみ 候 申-とに 候 又 近日に 及び 追 

詞穎川 本 三郞外 一 人 は 西 丸の 何に 屬し候 

し此雨人彼測！^虽を制しに罷越し候處英_^ 

帆 致し 候 趣に 御座 候 此事は 長 崎 鎭臺は 勿 

所 その 同心 ビ申 もの 、4 宅此 表に 御座 候 所 

趣に 御座 候 何 V> もけ しからぬ 義に 御座 候 

事 を 起し 候て 己れ の 威 を 逞しく せん 爲 ビ 

さめぬ 御樣 子に て 夫々 揆を 同じく して 本 

事な ざ も 今日に 至. 9 候て は尙 はしん、 御 

浩歎之 次第に 御座 候 小弟 等 彼是 申 候ても 

申さす 候盟臺 には是 までの 御 人 望 も 御座 

是 迄の 苟且 之 弊 を 御 維新 有 御座 度舉存 


三 五 四 

故 鍋 島に て は 本邦の 恥辱に も 候 間め ぬ 

作 州先穩 便の 方可然 達て 申され 候 

々風聞 候に 硫黄 島 測量 致し 候 節废通 

か 三十 俵に 贰人 扶持 取， -候 同心の よ 

逼て 本船へ 送り 入 いづれ の 地へ か 出 

論大朝 にても 極て 隱密の 事の よしの 

是 へ 知らせ 有 之 夫よ. 9 追々 露 顯し候 

全く 本邦に E 艦 大砲の 無 之 を 見知り 

被 察 候 然る に大 朝に て も 今に 御 夢 も 

藩 にても かねて 御調 へ も 候 御 兵制 之 

方 付 候 はぬ 御樣子 如何 仕 候 もの 歟只 

い つも/、 所謂 牀 下の 力士に て參. 9 

候 事 何分に も 御 發憤鼎 力 を 御 出し 被 

I ^免に 角 兵法 も 彼 を 知， 5 己 を 知る が 


先務に 候 故 此節專 ら其事 を 務め 申 候 彼 邦に て步兵 騎兵 砲兵 之 を 三 兵 s ^ し 申 

その 書 無 之 院是迄 步泡ニ 兵 は 略 其 書 も 候 へ V- も 騎兵に 至. 9 その 書 無 之 候 ひし 近日 

00 議 に三卷 手に入 略 其 權柄を 得 申 候 委細 は其內 遠から や 可 狻拜眉 候へ ば 其 節 可 

申 上 候是は 度々 の 奉 復迄乍 延引 申 上 候 折角 時 を 以御保 重 被 爲在候 樣所禱 に 御 

座 候 以上 

八月 廿 九日 藩邸に て認  啓 再拜 

懼堂盟 臺 案下 

弘化 一二 s  〔一  M 七〕 飯 島 楠左衞 門に 贈る 

月 九日 

g 球 闥の義 彌々 御 安泰 奉賀 候 然ば風 を 入れ ふくらみ 候 地球 圖の義 一 昨日 も御納 月よ.".^ 

. 一 - よ 姓名 难 にや 其 段 申 上 候 様に 御沙汰に 候 所 舊臘仰 を 蒙..^ 候以來 散々 不ぉ 

鈴 木 春 山 方 に罷 在漸々 一 昨日 出勤 仕 候 次第 故 右 之 詮議 も 延引 仕 罷在候 右に 付 昨日 鈴 木 春 

へ罷越 山 方へ 罷越此 段 相尋候 所是も 暫くに 相 成 候 事故 其 姓名 失念 仕 候 趣に て 糙か安 

蔡飛 矣 にても 候 ひし か 尤も 其 節 同じく 紀 藩の 儒者 遠 藤 勝 助の 手より 差 出し 

書 簡 玉 池 時代 ( 一 五七)鈑島摘左衞門^^  三 五- J 


書 w 玉 池 時代 ( 一 五 七) 飯 鳥 楠 左 衞門宛  三 五六 

候 閒是へ 承り 候 は、 ^ 分 可 申 V,- 申 候に 付是へ も 知人に も 候 故 相 尋ね 候 所折惡 

敷 昨日 は 留守に て 候 ひき 春 山 へ も 右 は取艮 しに 相 成べ き や 否や を 申 談じ見 候 

所 ば s^sl? 油 春 山 申 候に も 先方 食 人の 事に も 候へば 其 願 ひの ものに て 何 

隨^ 嫁 ぞ-替 にても 無 之 候て は 如何の もの や，、』 申 聞 候 爰に曆 算家內 田 彌太郞 の 手に 

彌太 ST の 手 

t  や は b 紅毛 製に て 臺に乘 り 居候 天球 ビ 地球 揃 ひ 候 品 御座 候 矢 張 是も拂 ひも 

の 、趣に 承 候に 付 もしくは 始めの 品の 代りに も 相 成べ きか 又は 此方 御用 物に 

相 成 可 然もの 歟 一 見 仕る ベく さ 存じ 昨日 直に 參. 5 見 候 所 其 製 頗る 精巧に て ra: 

本 足の臺 に は I 上に 眞 鑄の 度 表 も 有 之 星宿 を 望み 候に も 州嶋を 求め 候に も 其 

度に 隨て 見出され 候 様の ものに て 全く 航海 家の 道具 被 察 候 乍 去兩方 共全徑 

壹尺余 b の もの 故 委しき 事 は 風袋の 地球 圖の 半分に も 及び 不申候 乍 去 隨分面 

白き ものに 御座 候 但少々 摺 れいた み 有 之 候 尤も 格別 苦に は 相 成 申 閒敷候 筒樣. 

の 品に 御座 候が 御 覽被遊 候 思 召 いらせられ 候 はゾ取 寄せ 可 奉 入御 覽歟御 様子 

御 伺 不明 此 品に は 千 八 百 二 年の 銘有之 候 先達の 品 は 千 八 百 三十 二 年に 候 ひき 

年 數も除 程 違 申 候 價も此 度の は 天地 球 二 ッ にて 十五 圓 W 申 候 事に 御座 候是等 


思 被 上 大！^ 此 
召 仰へ 事 御 表 
上 御の 國へ 
度 E 義家御 
被に 御 御 出 


3 紙 「跋泰 御へ rn み 御 申 上 可 被 下候將 近日 仕 候 西洋 陸戦の 圖に 題し 候 拙文 桐 上 御 好み 被 遊 

西陸戰 pf」  /f  ノ I  /ザ  ヌ- 

f?i か 「は 又&」 疾 筋の 義に付 御 慰みに 入御 覽候御 序に 被 差 上 被 下 度 候 右 得 贵意度 如 斯御瘦 候 

稿と 重複に 

赠，) して 載 以上 

正月 九日  倏 1 

楠 左 衞門樣 

弘化 三年 正  二 IfKj 姉に 贈る 

月 三十日  广  一 3\」 J.^  I 

□ 日 づけの 御文 難 有 拜見申 上 候 春に 相 成 候て いよ，^ 御き げんよ き 御 便 承 御 

目出度 御 うれしく 存上 候い さ、 かの 品 差 上 候 御禮迄 御て いねいに 被 仰 下け く 

i 入 參らせ 候 左様に 候へば 急用 マ」 申 御上 書に 付 何事に て 候 やどい そぎ 拜見仕 

候 所 去 冬 以来の 御 別紙 御數通 御し めし 御 存念の 次第 委細に 被 仰 下 其 御 地に て 

よ^ 願 i 劢も思 召 通 b 相 W ほらす 候に 付此表 へ 御 出府 御圃家 御大 事の 義 御上 へ 

御 直に 被 仰 上 度 被 思 召 候に 付 御關所 御手 判 相 願 ひ 受取 候て 御 廻し 申 候 様に，、」 

の S- 事 承知 仕 一 たん は 驚き 候へ ざ も 又 大慶に 奉存候 一 たん 驚き 候 マ」 申譯は 

書 簡 玉 池 時代 (一 五八) 姉 宛  三 五 七 


私事 旣に御 

存じ の 通り 

勝 心 容氣っ 


天下の 人に 

指 を も 折ら 

れ候樣 に 相 

戎候 へ „H 


書 簡 玉 池 時代 ( 一 五八) 姉 宛 

事旣に 御存じの 通 勝 心客氣 つよく 申出 

共 V」 ほし 候 半 VJ 申性賀 故人の 手に も 合 ひ 

座 候し かる 所 書 を 讀み候 事 も 次第に 廣く 

えの つき 候 事 も 候て 近來に 至り 候て は 世 

も 致 承知 其閒 に紆餘 曲折の 方便 を 以て 行 

功 を も 立て 候 様に 仕 候 故 追々 に は 人の あ 

}^ に 御前 樣御 事き は めて はげしき 御 ふ る 

候 火 も 再び もえ 候て 修理が 姉 故に 右 様 

-.^ ものに て 候 V」 ロハ ひたすらに そし リ あざ 

も 仕 候 半 所 迄 も 方々 よ.^ 打消し 候 様相 成 

一 たん 打 驚き 候 事に 御座 候 乍然又 大慶 仕 

に 候 へ V- も 段々 御 承知 も 被 成 下 候 通り 日 

を も 折られ 候樣 


院ビ 申せば 己れ 

不申 衆人の そし 

心 を 練 候 事 も 

の 中の 事 意の 如 

ひ 得難き 所 を も 

ざけ， 0 も 薄く 成 

まひ 等 御座 候 時 

の 過激の を も 

け， 9 候て その 所 

候 は  > -甚不 づ ま 

候 ビ 申譯は 私事 

本のせ まき 天下 


之 まじ 


矣是等 空 

^及び 候 


相 成 候 へ ば 又 漢土 西洋 を 合せ 候 ズ-も 其 

言 に 無 御座 天地 萬 物の 窮理 など 和漢 西洋 數 

はぬ 事 を發明 致し 候て 動き 候 はぬ 事 も 大分 


三 五八 

の 顚覆を 顧みす 是非 

り を も 受け 候 事に 御 

不及 乍ら 少々 宛は覺 

くに 参らぬ 勝の 事 を 

行 ひ 得 立て 難き 所の 

.0 もや 仕 候 はん VJ 申 

に ましば らく 悄ぇ I© 

致し 候扠々 世の こ. ま 

よ 御 願 筋 等 の 通り 

^なる 者 VJ 申 所に て 

も S きす は 多き 生れ 

ながら 天下の 人に 指 

樣に ざら に 多く は^ 

百年の 閒數千 萬 人の 見 

多く 候に て かくは 中 恢 


らこ 减願規 家/ 

る と祿出 定督醫 
^にせで 改减師 
改ざ九 正祿幼 
める 月 方の 少 


也. m にォ 候て は 御前 樣御事 も 御 男子に 御 出 被 成 候 は  共々 に 講究 も 仕るべく 

御 互にす り 磨き 候 は 、> -其德 行 は 古人に 及ばす？， -も 術ビ學 どの 事 は 古今 未發の 

說を 成し 候て この 國 のみなら や 海外へ も 傅へ 候 はんに 惜む べし 御前 樣御 婦人 

にて 學術 等の 事 はさて 置き 當 時差 向き 候御圃 家の 事な V- 本よ.^ 御 心に かけら 

れ まじき こビに 候へば 御 相談 等 も 出 來不申 夫が le- 日殘念 にて 其 表に 居候 問 は 

御母様 ビは每 度 其 事 を 申出し 又 此方に て は 同志の 三 村 晴山子 杯？」 は その 事に 

及び 候て 姉が 男子に 候 は マ 相談 相手 も 有 之 萬 事に 力 を も 得 可 申の 所 惜しき 事 

^申 合 ひ 候 事に 御座 候 然る 所 去 冬 以來の 御 直 願の 事 始は御 一家 切の 事に て 候 

所 追々 御 政事の 御 様子 を も 御 承知に て 御身 命 をす てられ 候ても 御國 家の 御爲 

に 相 成 候義を 御上 言 被 成 度 W 被 思 召 候 事 所謂 女丈夫 ビ申上 ベく いか 様 御 非常 

の 事 安世 所持の 楊椒山 文集に も 有 之候椒 山の 妻 張 氏な ざの 所爲も その 場に 御 

あたり 被 成 候 は  > -必ゃ 容易に 御 出 來被成 候べ く 夫に て は 是迄御 相談 等 も出來 

かね 候 はん VJ 存候事 も 追々 其 表へ 罷歸 候て 御 相談 も 申 上べ く是ー つの 大慶 也 

又 御前 樣は 尿の 樣に御 こなし 被 仰 候へ ざ も 御 月番よ b 安世 親類 共へ の內 意の 

書 簡 玉 池 時代 (一五<:)姉 M  三 五 九 


書 簡 玉 池 時代 ( 一 五八) 姉 宛  三 六 〇 

書付 は 感心に よく 出來 致し 義理 も穩當 にて 且 その 文 言 中 御前 様 御 .e; 操 並に 御 

子供 御 敎育も 宜敷且 は 御 女工 も 格別に 御 勝れ 候 旨 相 聞え 一段 VJ 御座 候 讀で此 

所に 至. 9 覺ぇす 落淚 大慶い ふ ベから す 候 格別 御 家中 も 御大 家 VJ 申す に は 無 之 

候故廣 くも 無 之 候へ ざ も 二 千 五 百 人の 御 軍役 も 出で 候 程の 御 人數に 候へ ビも 

貞操 を以 聞え 候 人 幾人 も 無 御座 子女の 敎 育の 屈き 候，、」 申 は 是迄其 御沙汰 ある 

をき かす 又 女工 格別に すぐれ 候 VJ 申 事 も 其 沙汰 ある を 聞か や 候 所 御前 様 御 事 

は 其 三 事 を 合せて かく 政府 も 其 沙汰 候 事 はいかに も 難 有名 譽の御 事 W 奉存候 

其餘の所も親類共へ御念の入候事ざも厚き事に候へば私始めぃか様にも山.^- 

竹 村雨 氏 VJ も 相談よ き 計ら ひも 有 御座べ く 候 乍 去 御前 樣御 事如此 丈夫 まさ. 0 

にいら せられ 候て 修理が 姉に て 御 出 候 ビ申事 天下の 人に も 知らせ 申 度 ものに 

候へ ば 花々 しく 御手 判 願 ひ 其方 へ 御 廻し ゆ 御 出府 も 候 様 致し 申 度 事に 候へ ざ 

f 社 if  I も 夫に て は 御前 樣 御名 は 高く 御成 可 被 成 候へ ざ も 御上の 御名の 所 はいか  候 

候 はんや 

はんや 御 留守 之閒 一 婦女の あっか ひ出來 や江 11^ 迄 願 出で 候ビ申 時には 矢 張 御 

國の恥 を あら はし 候檨の 事に て 何分し かる まじく 候 其 上 御前 樣の 御名 を あら 


はし 度 yj 申 は 姉弟の 私情に て 御前 樣御 本心よ. o 申 候 節 は 御名 を 求められ 候爲 

に は 無 之 ざこ 迄 も 君 國の御 爲を被 思 召 御仁 政の かたよらす 平等に 有 御座 度 ご 

申す が 御 十分 且は其 表 御 重役 はじめ 思 召 通りに 御玲も あかぬ V- 申 所 を 被 仰 上 

御上に も 其 所 御心づ かせられ 又 格別に 御 政事 上に 御 勵精も 被 遊 候 様に 御 願 被 

度 申 御 場合に 候 へ ば 御上の 御 面目 を かき 內 しょうの あくた もく た 迄 御 あ 

ら はし 候檨の 御所 置に て は 面白から す 候 本より 夫 程 迄に 思 召し 込れ 候 所に 候 

へ ばけして 御 直 言 上 を 御 留め は 不仕候 乍 去 前 條の譯 合 も 候へ ば 今 四 ヶ月 御 待 

ち 可 被 成 候當年 御歸城 年に て 多分 五月 中にはお そく も御歸 城に 可 相 成 其 節 御 

思 召の 御 筋合 上達 致さす 私 始め 上 通の 計ら ひも 無 之 夫 迄 怠り 罷在候 は ゾ御歸 

城の 節に 御訟 へ 被 成 候 方可然 候左樣 なれば 御內 切..^ の 事に て 御上の 御 耳に 入 

るの みに て 御 家中の 事 天下の 評判に も 不相成 候へば 何分 左様 有 御座 度 候 免に 

角 此表御 出訴 も 候 はん ど 申す はしば らく 御 留り可 被 遊 其 上 御手 判の 願 は 外 願 

書 同様 內聞も 入， 9 內覽も 有 之 候 事に 候 へ ば 申出し 候 ビも聞 濟みも 有 之 まじく 

麵献 その 聞濟 のな きを 知りつ . ^申出し 候 も 不智の 至- 9 に 御座 候 旁 御 直 言 上 有 御座 

書 簡 玉 池 時代 (一 五八) 姉 宛  三 六 一 


書 簡 玉 池 時代 (一 五八) 姉 宛  三 六 一一 

歸城を 御 待 度よ 御 歸城を 御 待ち 被遊院 にしく ベ から や 候 其 上 夫 迄 御 待 被 遊 候 間に は 御 家 

ち 被 遊 候に £  i  t  f  x> 

れ^べ 力ら 中 御領 分の 內 にも 御 目に か 、 .9 候 事 も 多分に 相 成る ベく 候へ ば 夫れ を 御た く 

は へ 被 置 人の 難 じて 申 上 かね 候 事 を 御 言 上 候 は、 S 是又 一 ッの御 忠節た る ベく 

にの 妻 VJ なりて は 後室 >、J 御成..^ 候て 負 操の 聞え あ， 9 人の 母 VJ して は 子女の 

敎育 宜しく 人の K  VJ して は義を 正し 政 を 補 ふの 言 あ.^ 是に加 ふるに 女工 衆に 

. 4^ れ rl^ ど 申せば 實に 世に 珍しき 御 事 W 存上候 唯此上 はお..^ う を 相應の 所へ 御 

方 づけ 安世 藤 三 郎の學 に 進みて 人々 に數 へられ 候樣に 成， 9 候 を 御覧 じ 候て 藤 

三 都に は 一 家 を 御 起こさせ 安世に は 桂 婦を御 えらみ 御迎 へ させ 候て 英傑 一 門 

に 集り 候 VJ 巾 様に 御 申され 總て優 遊和暢 して 德 門の 太夫 人 S 御 仰がれ 候 事 を 

贺. c 候よ. 0 外 無 他事 候但 得意の 所に 必ゃ 失意の 事 有 之 もの 故 かの 親類 共へ の 

內意 書に て 多少の 御き ぼ を 得させられ 候 故 この 所に て 御動靜 すべて 御き す 無 

之 様 仕度 ものに 御座 候 もの ご W 剛柔 緩急 相す くひ 候 はねば 參らゃ 候 是迄剛 ま 

急 W にて 御 出 被 成 候 故 こ の 所に て は 緩 •、」 柔に被 成 候 方 妙 ビ奉存 候 基盤に 向 

ひ院ものょh^は傍觀のものはぉか目八目，..-ゃらんにてそのぅまみも見ぇ矿閒 


府ダ ； れし近 
に大ト 候ぎ 火 
て通ヲ へに に 
事ラ どのて 
出ン もが ふ 


申 上 候 修理よ， 0 押つ け 罷歸り 相談 可 申 

待つ VJ 御 申 被 成 候 ビも又 手 判の 事 修理 

待ち 候檨申 越し 候ビ なり ビも御 申い づ 

御出で 彼是 御 取合 坏は御 見合せ 可 被 下 

譯に候 只 此上は 御 願 ひの 所 通る ど 通ら 

んが御 不幸の 砌. -精々 書取 を 以て 義理 

き 事に て 候 故 私心に 於ても 甚だ 不満な 

ベ く 候 私 も 近 便 申 上 候 通， 9 近火に て ふ 

取 込 を 仕 其 上長 崎 表より ヲ ラ ン ダ大通 

遂月內 に は 出 來不申 候 ひき 乍 去 來月中 

日漸御 5只 上の 蘭 書 V- も 御屋敷に て 取調 

候 其內に は拜面 萬々 可 申 上 候 只 乍憚此 

所に 御座 候め で 度 かしく 

正月 三十日 

書 簡 W 池 時代 (一 五八) 姉 宛 


候 閒夫迄 見合せ 候 樣申來 b 候 閒是を 相 

へ 申 遣し 候が 近日 歸藩 致し 候 間夫 迄 相 

れ にも 私歸藩 迄つ まらぬ 方 杯へ 押して 

候 右の 內意 書に て 御前 樣 十分の 御 勝の 

ぬ VJ の 一 條に候 減 祿の事 御 覺ぇも 候 は 

を も 情 を も 申 置き 候 事に て 候 を 形の 如 

る 事に 御座 候へ ばいか 樣 V- も 力 を盡す 

しぎに のがれ 候へ ども 右 故に 五六 日大 

事 出府に て 其方に 御 內用も 候て 出立 も 

旬 迄に は 是非 W も ビ存候 事に 御座 候 今 

ベ 御手 許へ 差 出し 先 一 方 付 方 をつ け 申 

節 靜の字 御守り 可 被 遊 候是は 偏に 願 ふ 

修 理 

111六一ニ 


書 筒 玉 池 時代 (一 五 九) S 寺 源 大夫宛  三 六 匹 

御 姉上 様 

尙々 御 書付 ざ も は寫し 候て 御返し 可 申 上 候 親類 共への 內 沙汰 書付 は 同志の 

\ 感 意 の もの へ も 見せ 候て 御^ を も 申 度候閒 後便 迄 一 同 留置き 候 左様 御 承 

知 可 被 下 候 以上 

二 五ち 山寺 源大 夫に 贈る 

月 十七 日 力 

, . 久しく 御 練 遠に 打 過 悚息無 已奉存 候 微雨 中 溫冷不 常 候へ 其 愈 御 健 安 可 被 成 御 

興 居 奉 拜慶候 北 堂 前 御 容體何 似 時候の 替め杯 被 遊 御 * 隙 候 御 事 は 無 御座 歟御左 

故 宅 取方附 右 奉伺 度 侯 さて 先頃 は 御墜簡 小弟 歸 藩に 付て は 故 宅 取方附 演武 場に 假 住居 之 

武？ 1 に假  ー.^  *1 -I  ： 

住居 之義 義も拙 姉よ b 御 相談 申 上 候に 就き 御 親切に 被 仰 下 千 萬 奉 感謝 候 此義も 早速^ 

存候所 公私に 付 稀々 の 配慮 を 引出し 其上此 表の 寓粞も 俄に は 方 づき かね 候樣 

子方々 先夫な りに 因循 仕 候義に 御座 候 幸此度 恩國老 並に 子 習 兄 も 御 出 都に 候 

へば 何 W か 相 謀. - 候て 所 置 可 仕，、」 奉存 候何歟 にっき 又 御 煩 はし 申 上 候 義も可 

有 御座 候 千 萬よ ろしく 奉 願 候 


顏公爭 座 法帖 並に 干祿 字書 代 市の 義御 やすき 事に 御座 候 代 銀 二方 全齋 兄よ b 

落手 仕置 候 字書の 方 は 早速に 有 之 候へ 共 法 書 は 于今見 當り不 申 書肆へ も 無 油 

斷申聞 置 候 いづれ も 折 惡く不 持 合 VJ 申し 候 乍 去 其 內には 見出し 可 申さ 存 候て 

何 y, も 御 返事 も 不申上 延引 定めて 御 怪を可 蒙 VJ 恐 入 申 候 今夕 頃 大木 才治 出立 

仕 候 趣 承. 9 候 ま. -先 字書の 方の み 差 上申 候 顏帖は 見當. 9 次第 跡より 送 上 可 仕 

候 先 要 事の み 草々 申 縮 候 惟 千 萬爲衆 珍重 

五月 十七 日  啓拜覆 

懼堂 大兄 几下 


弘化 三月 五 

月廿 三日 


(宛名 損じ 

て 知れず) 


豕 持せ 度に 

付 


〔一六 ◦〕  D  (此 。書簡 恐らく は 望月 主 水 宛なる べし) 

拜見仕 候 昨日 は 殊の外 之 大雨に て 候 ひし 所 先よ く霽 色に 相 成 候貴恙 もさして 

の御樣 子に も 無 御座 候故兩 三日に て 御 爽快に 被 爲趣候 はん，、」 奉 存候所 御 (伯疾 

の 御 氣味合 も 候て 今に 御 1^ 善 無 御座 候よ し 散々 の 御 事 奉存候 時候 も 不宜候 問 

啣 綿密に 御保嗇 御座 候に しく ベ からす W 奉 存候然 ば 此度歸 藩の 節豕 持せ 度に 

書 簡 玉 池 時代 ( 一 六 〇)〇  三 六 五 


書 簡 玉 池 時代 二 六 〇)〇  三 六 六 

付 御 借人の 義內々 此閒御 勝手 方へ 申 上 候 義に付 云々 之 御 問合せ 承知 仕 候 一 體 

右 之 目論見 は史記 貨殖 傅な，，、」 にも 見え 候 通り その 畜養を 得 候 時には 其 利甚廣 

近年 以來天 きもの に 侯 所 本邦に 於て は 未だ 開け 不申候 然る 所 近年 以來 天下 一 統 肉食 流行 

下 一 統 肉食 

流行 レ たし いたし 候 は 是又氣 運の しからし むる 所？」 奉 存候左 候 得ば 此氣 運に つれ 候て 人 

に 先て 其 利 を 收め候 方 御 國の御 利 方 も 多 かる ベ き譯 且又 例の 三ケ 村に 於て は 

場所に 依. 9 野草の 棄.^ に 相 成 候 も 多分に 付 その 棄物を 以て 大 利用の 物 を畜立 

候 は  是 又 尤も 便利た る べきに 付此 手段 を も 仕 候 事に 御座 候 然る 所 御在所 表 

は 此表杯 ビ も 致 相異烈 寒の 地に 候へば その 畜方等 は 西洋 寒地の 方法に 仕らす 

自ら 畜立候 てよ 冬 分 死 u 多 かる ベく 是等は 自ら 畜立 候て 何もく 致 經驗候 上なら では 

て 何も./ 1^ 

人に 差圖 も出來 かね 候 事 且又 かの 三ケ村 等に 牧所を 開き 候に はせ めて； な 頭に 

•  も孳 息いた し 候 上に 無 之 候て は 不便の 事に 付 その 百 厨 位に 數の ふえ 候 迄 は 私 

の 方に て 畜立申 度 心得に 御座 候 其 上 私 杯の 申 候 所 は い づ れも 様の 御給つ け不 

被 成 候 事故 その 滋味の 樣を も御辨 じかね 候が 多く 候へば 萬々 の大利 御座 候 事 

にも 劣 か の 御物 入 を 被吝候 事是迄 目撃 少なから や 候 右に 付是 等の 策 も 最初に 


申立 御金 出 等 願 ひ 候ても 通らぬ 事 ビ奉存 候 故賴母 殿へ も 不申上 此表御 勝手 方 

へ も 不申上 候 ひき 左様 致し 私の 物 して 只今の 入 料 は 皆 私財 を 用 ひ 候て 化る 

に 御座 候 右に 付 此程迄 も 御 借人 等 は不願 存念に 御座 候 ひき 讀 1-5^ 隐 i 

に 在所 表 家来の 弟に は の f 府せ s^s^ 鄉 然る 听此 問豕の 貫目 を 引き 見候爲 

仕度と 申に 付 召 連れ 候 心得に て 只今 宅に 居候 ^  G'.JI- ジノ 

に 捕へ させ 長 持樣の ものに 入 候 所 中々 餘 人の 始末に て は參. 9 不申 le- 生 取扱 附 

ナ候 もの にても 一 人の 力に ては頓 VJ 六ケ しく 候に 付 萬 一 途中に 於て 取 放し 等 

± 候 節に は 誠に 詮なき 事に 候 故 一 體は 三ケ村 利用の 策に 仕度 心得に て 如此御 

墜候听 狎れ宾 人に 無 之 候て は 道中 あっか ひ六ケ しく 候 閒是迄 御 借人に 致し 置 

き 候 もの 一人 今一 人 は 昨年 暫く 拜借 致し 豕の 始末 仕つ け 候 もの 御座 候 ^ 此兩 

人別 格 之 義を以 拜借被 仰 付 度^ 內願仕 候義に 御座 候 生 意 は三ケ 村に て 利 を 開 

き 候 事 目當に 候へ ざ も 初めに も 申 上 候 通 大略 土臺を 捲へ 候 迄 は 私物に 御座 候 

故拜 借人 等 仕 候ても 勿論 日 割を以 借用 之 償 をば 仕る 心得に 御座 候伹 昨年 以來 

多 导の勿 入 を 仕 候て 畜 置き 候 もの を 途中に 逸し させ 或は 此度 持せ 候 事の 出來 

i はぬ i の 事に て は甚殘 念に も 有之且 目論見 候 利竇を 塞ぎ 候 次第に 候 間拜借 

書 籣 玉 池 時代 ( 一 六 0)〇  ヨ六 J' 


弘化 一一 一年 閎 

五月 四日 


出立 前日な 

しと 2 申 も 

の X 


人 

曰 


書 筒 .1 

の 名目 

は い づー 

候 以上。 


玉 池 時代. 

は 可 VJ 一 

れ後ま 


( 一 六 一) 高 田 幾 太 宛 

でも 御 附被下 候て 內願之 通 

參第可 仕 候 問 其 節拜面 萬々 


三 六 八 

聞 濟に相 成 候 様 御 周旋 舉願候 今 

內話可 申 上 候 先 は 拜復迄 如此御 


五月 

尙々 過日 呈 


せ 


三 日 

仕 候 微物之 御 謝辭御 丁寧 蔡仰 けく 恐 惶 


高 田 幾 太に 贈る 

速に 暑 色に 相 成 候 倍 御 萬 福 いらせられ 奉恭 

申 候 段々 御 厚情 千 萬 奉 多謝 候先是 にて 一 方 

義何如 や 右 御 見合せ の 爲ビて 差 上 置 候 佐 倉 

し 申 度 候 閒御擲 返 奉 希 候 出立 前日な し VJ は 

注文 之 御 印 兩顆も 出立 迄に 出 來可仕 候 乍 御 

関 月 四日 


ま 

手 


候 御 長 持 

方 付 可 申 

な.^ 印 1^ 座 

もの、 今 

數御伺 可 


仕 候義に 御座 候 以上 

佐久閒 修理 

松 代 町 原淳 造氏藏 

も 昨日 余： 井 氏 ふ 相 廻り 

候 然ば例 之 御藏 書 印 之 

候 一 卷借. 0 受候 方へ 返 

日頃 御沙汰 御座 候 へ ば 

被 成 下 候 以上 

條 理 


紛私調 仕に へ此 
失 留 ベ 御 付 出度 
仕 守 置 書 返 立 御 
候 之 候 物 上 仕 在 
節 所 取 可 候 所 


高 田 樣 

〔一六 一一〕 納戸 役に 贈る  長 野 市 小 宮山信 人氏藏 

覺 

一 淸律  二 帙之 內上帙 

ー餘 冬序錄  二三 四 七 之 外不殘 

右 拜借御 書物 之 內此度 御在所 へ 出立 仕 候に 付 返上 可 仕 御 書物 取調べ 置 候 所 私 

留守 之 節 紛失 仕 候 尤も 私 藏之書 も 四 五 品 見へ 不申候 全紙 滑 買 等の 所爲 ど被存 

候兩 三日 手 寄. 5 を以 諸方 穿 整 仕 候へ 共 手 掛りも 無 御座 候 右に 付 n 調へ 類本 を 

以 返上の 義奉願 度 詮議 仕 候へ V- も 是又此 節 あやにく いづれ の 書肆 も 持 合せ 不 

申 候 依 之 小 林 重 介へ 相 頼み 置き 良 本 有 之 次第 買 調へ 上納 仕度 奉 存候夫 迄 之 所 

何分 可然樣 御所 置 被 下 度 奉 賴候右 御 賴旁爲 念如此 御座 候 以上 

午 閏月 十一 日  佐久問 修理 @ 

書 簡 玉 池 時代 (一六 二) 納戸 役 宛  三 六 九 


にの 一な も 推此へ 
載 時 括る 年 定の以 
す 代し を 月す 時下 
いのて 以不れ 代 四 
末 此て明 どと 通 


書 筒 玉 池 時代 (一六 三) 小 宮山又 七 宛 (一六 四) 伊木 三 郞右衞 門 同 億 右衛門 宛 三 七 〇 

小 宮山又 七に 贈る 


昨日 は 御 光 來被下 奉 多謝 候 其 節 被 仰 下 候 義に付 云々 之 御 紙 表 承知 仕候ィ ギリ 

ス詞書 二 本 賢 之助拜 借に 付 申 通じ 返上 仕らせ 候 外 二部 之義 御手 許 迄 奉 嘆願 候 

心得に 御座 候 閒左樣 御 承知 被 下 度 候 此段拜 答 迄如此 御座 候 以上 

十六 日  修 理 

小 宫山樣 

〔一六 四〕 伊木 三 5^ 右 衞門同 億右衞 門に 贈る 

貴 墨 拜見如 來示新 正 之 御慶 無限 芽出度 申 納候彌 御 揃 御 淸勝被 成 御 越年 珍重 不 

過 之 奉賀 候 私事 も 何事 無 御座 致 加年 候閒乍 慮外 御 省 念 被 下 度 候 早速 爲 年頭 御 

祝詞 預御 紙面 殊に 名 產之黑 作 一 惓御惠 投被下 不淺辱 次第 奉 謝 候 乍 然甚痛 入 候 

義に 御座 候 右 御禮旁 如此に 御座 候 尙期後 音 候 以上 

正月 廿 九日  修理 


三郎 右衛門 樣 

億 右 衞門檨 

守 信 之 小幅 ケ 御 家內讓 へ も 乍 憚 宜敷希 候 去 冬 風 V」 守 信 之 小幅 見 付 申 候 带中竪 壹尺計 

見 付 申 候  / 

橫壹尺 五寸計 尤も 絹に て畫は 山水に 御座 候 右 之 方 低き 山 あ，^ 山の 左に 林木 

あ b 林 閒樓閣 有， 0 其 上の 方に 白煙 一 抹有. -煙之 上に 遠山 あ， - 遠山 は 右高く 

左 低く 其 山の 際 少し は づれ帆 舟 一 艘有之 其 舟の 上纔に 月の 升り 候處其 結構 

手談 成程 凡 筆に 無 之 鑒定家 も 大分 評判 宜敷 御座 候 是は御 目に 懸度 ものに 御 

座 候 何 か 珍品 は 御手に 入 候 や 彼 一 件に て そこ 所に も 有 御座 問 敷 マ」 御 察 申 候 

事に 御座 候 

天？ 年秋  〔一六 五〕 籐岡甚 右衛門 夫人に 贈る 松 代 町 赤澤 光太 郞氏藏 

£文を 失 返々 先日 申 上 候 御挨援 御念 入られ 甚右衞 門 様より 被 仰 下 難 有 存上候 當年其 御 

すし 

地の 月見 は 如何 や 定て御 興 も 可 有 御座 候 此表は 第一 の 十五夜 はく も." 候て 月 

も 不見候 所 十四 十六 至て よく 晴れ 庭の 氣色 もよ ろしく 候 故 端近く むしろ.^ し 

書 篛 玉 池 時代 (一六 五) 藤岡甚 右衛門 夫人 宛  三 七 一 


書 簡 


風 字 端碟近 

日 大厄 に 富 

り 候 事 御座 

候て  


かせ 候 

す 面白 

竹 村 氏 

被 下 候 

旅 ま 

こ の 

お 


竹 

再 白 近 

に 入 候 


て 


玉 池 時代 ( 一 六 六) 竹 村 金 吾 宛  三 七 二 

ながめ 候 所 折節 桂の 花の 盛， 9 にて 風に か を. 0 候 風情 誠 

覺 へ ま ゐらせ 候 乍 去 此夜は 詩 

遣し 申 候 御 慰に 懸卸目 侯 御 


ゆ 


も 


のみに て 歌 は 無 之 七夕に 

被 下 度 候 高 野 坏罷出 候 


星 合の 暮っ方 萩の 枝に つけて 

らい つ は あらね ざ け ふ VJ い へ 

ふ ベ 露し げから む 故 さ ビの獨 

、さま 

竹 村 金 吾に 贈る 


五月 十六 日 

村 先生 梧 右 

日 不用に 心 を 煩し 候 事 御座 候 別 

風 字端极 近日 大厄に 當 b 候 事 御 


竹 むら 安 鹰のも VJ に 遣 し 

ば ふる 里人の 猶ゃこ ひし 

したてる 萩が 花づま 


ま 

は ダ 

け る 

き 


出來 

御兑 


候 故 

せ 可 


修 理 

長 野 市 近 山與五 郞氏藏 

修  理拜 

之義 にも 無 御座 候が 去年 御 厚情 を以手 

座 候て 變 なる 御談 しに 御座 候 兼て 御存 


糟谷 體梯と じ- -も ゃ會津 藩の 書家 糟谷 盤梯 VJ 申 老人 御座 候 所 近日 弊 屋へ相 尋ね 候 其 日 

白. AV 

晝前 町家に 罷在候 門人 罷 越し 拙 書 を 望み 候に 付 墨 を 例の 視 にて すらせ 候 所す 

り掛 候て 手 を 離し 書生 話 を 致し 居候 內 右の 墨 視に ひし VJ 吸 付 一 向に 動き 不申 

只今まで 其 類 を 度々 む リに取 はなし 視 面に 班 を 付 候 事 自身のに も 人のに も懲 

候て 罷在 i 故 そ ビ水を 以て 墨の 四方に そ、 ぎ 爛らかし 候て は少々 宛竹篦 子に 

て 削り/、 夕方 迄に 三分の 二 を 離 候 所へ 右の 盤梯相 尋ね 閒談之 際 右 之 視を見 

ォ 候て 何 さま 美質 VJ 見 受候故 一 覽 いたし 度 ど 申 事故 晝 前よ， 9 の 次第 を 一 應相 

^し！^、 て 見せ 候 所 最早 これ 位に 相 成 候 へ ば 客 易に 離れ 候 半^ 申 乍ら 右 之 墨に 

手 を 懸け 候 故 私 手 を 以てさ、 J へながら 申 候に は 先夫 は 其 儘に て 差 置 度 只今 迄 

も 懲候事 有 之 VJ 申 閒も無 之 旣に右 之 墨 を 取 放し 自慢ら しく 容易に 離れ 候 S 申 

候 故 夫 は 散々 の 事 致し くれ 候必す 面に 疵出來 候 半ミ申 紙に て 墨 瀋を拭 ひ 見 候 

听 果して 長さ 九分 許 幅 二分 餘の閒 石 はげ 候て 大疵を 生じ 申 候 其 場に 到." 右の 

老.^ も大に 面目なげ に 詫 候 故 私 も 遺恨に は存候 得せ ハ 誠に 致 方 も 無 之 又 世の 巾 

g^ltl を 大観 仕 候 得ば 人 も 物 も 同樣其 厄に 當り候 節 は 何 如 共し 難き 事 有 之 候 矢 張 夫 

書 簡 玉 池 時代 (ニハ 六) 竹 村 金 吾 宛  三 七三 


書 簡 玉 池 時代 (一六 六) 竹 村 金 吾 宛  三 七 四 

り 候 e は 何 ぐ. - 同じく 今日 此疵を 蒙. 9 候が 此 硬の 命數に 御墜候 へ ば こそ 晝 前より 稲々 に 保 

如 共し 稀-き  , , 

事 有 之 候 護 致し 候 得 共 遂に 免る 事 不能 候へ VJ て 致 冷笑 其 場 は已候 事に 御座 候 得 共兔に 

IT 其 ま 管 物に 仕 候が 惜しく 候て 砥石に て 自身に 其疵を 磨きう め 候所奇 代の 事 

に 御座 候餘 b 見惡 くも 相 成不申 却て 從來の ふろく も 平らに 相 成 b 夫 故 か少々 

面新しき様には相成候得共墨を潑し候^！？？-！^日に殆ど倍候樣に罷成^^^美硬を新 

たに 拾 ひで も 致し 候 樣に覺 へ 大慶 仕 候 右に て 彼 塞 翁の 馬 W 申 事 も ひし ミ 存じ 

當り 利害 禍福の 相 因り 候 事 も實に 成程？」 存じ 候 得ば 最初の 心 を 勞し候 も 只今 

の 悅び候 も 亦  一 ^に附し候次第に奉存候右の极には御緣も御座候^！-に付乍序 

申 上 御  一 を 取. 5 候の み 


書簡 御 使者 屋 時代 

自弘化 三年 閏 五月 

至 嘉永四 年 四 月 


弘化 三年 六 

月 


〔一六 七〕 竹 村 金 吾に 贈る 


長 野 市 小 林 暢氏藏 


4< 銃 の區別 

を 三 酒リに 

立て. g- 候 


ベ レ ー ゲリ 

ン グ ゲ シ キ 

ュ ッ ト 

フェス チン 

グ ゲ シキュ 


こも 區 

い 座 候て 

各 制作 を異 

にし. S-J^ 


近來 西洋に て大 銃の 區別を 三 通りに 

も 其實は 二通り 也 其 一 をフ \ ド ゲ 

御座 候 行軍 野戦に は輕 便の 器に 非 ざ 

り 申 候ロ徑 十六 ドィム の ホウ ヰッ ス 

ンドの カノン 55 針.^  K 短き 六ポン 

ン -  以上 四 品 卽ちフ H  \ ド ゲ 


ン グ ゲ シキュ ッ 


si^ 堡 を-取 圍む 

銃と 申す 義 也 


申 1^ 弔 ふる 暴に 隨て名 は替. 9 候 へ V- 


n 徑 十五 ド 十八 ポンドの カノン ロ徑 


七 也 


4/- 一し. 11^  S し 船中 用 ふる 所 を 除て 陛 L 

.3 て. zr 候 地に 用 ふ る 所の み を 申 候 也 A^-? ゝ」 

シ キ ュ ッ ト ヾ J 申 候 行軍 野戦の 銃？」 申 事に 

れば其 利 少く候 故に 其 心し て 銃 砲 を も 造 

Z 一  ドィム は 本邦 曲尺 三分 二  iSi  . ひき 卜-:,^ 

ノ八毛 九^  二 四 八に あたる 也 3.- , ： 

ドの カノン ^5;^;.^ 短き 三 ボンドの カノ 

シ キ ュ ッ ト に 御座 候 其 二 其 三 を ベ レ I ゲ 

エス チン グ ゲ シ キュッ 

も 其實は 一 に 御座 候廿 ra: 。ホ ンドの カノ ン 

け E ド 長き 十二。 ホ ンドの カノ ン 21 じ 


城 堡&统 ぐ J  \ 

の義也 、レ p>  ノ 


ム七四 


き 


ポンドの カノン 及び 五十。 ホン ドのモ 

別 御座 候て 各 制作 を 異にし 申 候 大別 

申 候 行軍 銃架》」 申義に 御座 候 其 二 を 

書 簡 御 使者 屋 時 代 ( 一 六 七) 竹 村 金 吾 宛 


ル チイ ル等 これに， si し 候 又 其 銃 W5f- にも 區 

五 通りに 御座 候 其 一 をへ ル ドア ホイ トビ 

ベ レ— ゲ リング ァ ホイト ヾ>  巾 候 城 保 を M 

一一 一 七 五 


行洋に 夫-高 
は 銃て 以 ft 
れ技 逍 來四 
候 盛々 本郞 
様に 西 邦 太 


書 簡 御 使者 屋 時代 ( 一 六 七) 竹 村 金 吾 宛  三 七 六 

圍む 銃架 ど 申義に 御座 候 其 三をフ ュ スチ ングァ ホイ トビ 申 候^^ 銃 力水の ぎに 

御墜 SJ^ 其 四をキ ュ ス トァ ホイト VJ 申候キ ュ ス トは海濱の^！に御座候其五をシ 

キ ッ 。フ ス ァ ホ イト 申候シ キ ッ プは船 VJ 申 事に 御座 候 同じ 車臺 にても その 用 

ふる 所の 場に 依て 便利の 制作 有 之 候 其 制に 從は ざれば 必ゃ 不便 利なる 故に 洋 

人に 於て は 各 其 尺度 重量 を 定めて 諸國 普通に 是を用 ひ 候 事に 御座 候總 て^ 實 

事に 施し 候て 其 便利なる，.」 不便なる ど を經驗 いたし 候 故に 如此 普通の 法ビは 

な たるに て 候 然る を 何の 經歷 もな く 唯 一 己の -Ig 見 等に て 定法に 串 由せ す苟 

且 の所爲 にて は 他の 事》」 も 致 相違 御 武備の 最 第一 に 候へば 甚以濟 兼 候^,.」 舉 

存 又 同じ ヘス チン グ 堆疆 の 爲に備 ふる 銃器 にても 其 土地の 廣狹 山川の 

形勢に 隨て廿 四。 ホ ンドの カノ ン ？  ？ 叫 1? ト 十八， ホ ンドの カノ ン ィ" ゼ配ト を 

多く 備 ふる 事 も 有 之 又 十二。 ホ ンド 以下 を 多く 備 へて 却て 十八 ポ ンド 以上 を 用 

ひざる 場 も 有 之 候是等 は兵學 家に 嵐し 候 議論に て 銃 技 家の 預か る 所に 無 之 候 

高 島 四郞大 夫以來 本邦に て 追々 西洋 统技 盛に 行 はれ 候 様相 成 候へ ざ も 多分 は 

西洋 原書 を讀み 得ざる 人々 厘の 飜譯書 を 以て 傳授 致し 候 事故 固陋 寡聞に て や 


ひのに lrii 私 
候 一て じと 
の 斑聊 く て 
み を か 固 も 
窺 そ陋； 


虎 豹と 犬 羊 

の 別 は 有 之 


荻， ト流 砲術 

を^. g 


鶴 の 如き も 

の 


や 

ま 


も すれ 一 

來の畫 

て 其 正. 

ェ 1, K 

訛 h- を 

を 熟，^ 

羊 學にー 

のに 候 

高 島 M 

に 通 週 


ば 兵 學 

も 乏し 

法 ある 

の 扱 ひ 

正し 候 

し 運用 

專ら 志 

耶カそ 

故 そ の 

犬 羊の 
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等の 說 


力 

大统を ば 打 候 故 
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W 统技 

く 候 上 

を 知 ら 

は閒違 
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に 精し 

し 候 事 

窺 ひ 候 

別 は 有 一 
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話 を 

に 當 今一 

の に て： 
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る もの 
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もの は 
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を 以 て 
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祖 致し 

り 其 間に 
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し き 書 を 

天下 皆是 

も 不足に 

1 にも 

本邦に 

義に て 

のみの 
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候 然る 

夫 迄 自 
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此人原 

に 覺 へ 

西洋に 
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書 簡 御 使者 尾 時代 ( 一 六 七〕 竹 村 金 吾 宛 


て も 開け 候 以來ぉ B も 淺く 

人 も 少く誰 傳を其 懦に傳 へ 

步卒の 用 ひ 候小简 ハンド ゲ 

1^ 書の 法 を 以 て 補 入し 且そ 

候但大 銃の 方 は 此節迄 も 其 正 

に 一 人 も.; 之 まじく 候 私 VJ て 

ビ て も 幾許 も 讀み不 中 同じく 

候乍然 その 讀み候 書 0 か な る 

比較して 見渡し 候 へ ば 旣に已 

な れば當 時 西洋 銃 技 を 傅へ 候 

書 を 讀候事 能 は ざる 人に て 僅 

たる 荻 野 流 砲術 を 加味し 候て 

て も 無 之 又 本邦に て も あ ら す 

見 候て は 殊の外に：^ しきもの 

三 七 七 


jr お ざ 正 不書畢 
候る 法 申を竟 
故 を 统もは 
に 知 家讀廣 
御ら のみ く 


書 簡 御 使者 屋 時代 ( 一 六 七) 竹 村 金 吾 宛  三 七 八 

に 御座 候 其 上に 尙 怪しみ 候 事 は ボムべ ン g  I；  $  、、 力 ラナ— ト g きおの 類 を 打 放 

し 候 事 VJ いへ ..€ も 其 丸 を 筒に 裝ひ藥 積り をいた し 候 て 矢 位 を 定め ロハ 打に 打 候 

類の 事 は 洋名タ ー フ ル W 唱へ 候て 一 枚 權 の 書 付 有 之 候 其 內 に 矢 位 打 著 藥 ,り 

等の 事殘ら すしる し 有 之候此 一 紙 有 之 候 時には 素人 にても 容易に 出來中 候^ 

傳授 の！ S 訣 檨の 書付 を 殊の外に 大事に 心得 傳授の 祕訣の ノー  稱 し 候て 相 傅へ 候 事に 御 麼 候 

のと 稱し  - 

然る 所 此類は 西洋 諸國 にて 板 行いた し 外國へ も 出し 候 品に て 銃 技の 祕訣 は 此 

樣の 事に て は 無 之 候彼國 にて 贵び候 事 は 目方 重き 大疑を 土地に 隨ひ 敵の 變に 

應じ 候て 運用 を 自在に 致し 塞 暑 燥 濕の度 迄 をも詳 にし 候て 照準す る 所の 坪 を 

違 へ ぬ樣に 致し 候 を勉め VJ し 候の み 外に 更に 祕事等 は 無 之 事に 御座 候 然る を 

是に 反し 候て 此邦 にて は 彼 れ の 食 び 候て 務め，、， - 致し 候 事 を ば 心 得 や 候て 素人 

にても 出 來候事 を 祕し藏 し 候 は ふ べき 事に 御座 候 右の 如く 博 もな き を 化 只 

び 候 W 申 も 畢竟 は 廣く書 を も 讀み不 申 銃 家の 正 法 を 知 ら ざ る 故 に 御座 候 右の 

通， 5 一  通りの 打 方 を だに も 知らぬ 程の 事に 候へ ば大統 並に 銃 臺の區 別 ある を 

も辨 へす 土地の 廣 狭に 隨て 同じ 城に 備る VJ て も 其 差別 候 事 を 不心得に て 取調 


の も 御 勤 

御 被 Mi 王 
川 遊, の 
候に ほ 
を 節て に 


ベ 伺候 義を上 にても 深く 御 詮議 も 無 御座 被 仰 出 候 義歟此 御城 下にて 五十。 ホ ン 

デ ン の モ レノチ ィ ル御鍵 立 御座 候 はん W の 御 様子 扠々 難 心得 義 VJ 奉お 候 御城 御 

備 の爲ビ 御座 候 時には 乍恐此 御城の 御 制 か 、^ る 大銃を 御 © き 可 被 遊 御城に 無 

之 又 行軍に 御備可 被 遊 御 註文に 候 ビ も か、 る 大銃は 行軍に 用 ふ ベ きものに 無 

之 又 越後 邊海寇 にても 御座 候 節 御 人 數をも 公 俄の 御沙汰 次第 被 差 出 候 はん 時 

に 御用 ひ 被 遊 候 はん，、. - 御座 候ても 斯る 大砲 は 本より 其 場 に^き 付けの ものに 

て 遠く 隔 b  i 場所よ、 り 持 運び 候べ きものに 無 御座 候 ® ^く 持 運ぶ ベ きもの に 無 

之 候 VJ も 人馬の 力 を 以て 持 運び 候 はんに 差 支 も ある まじく.、】 巾 議論に 從ひ候 

ビも左 なきだに 事 御座 候て 御人數 遠方 迄 差 出され 候 時には 人^も 餘 計に 相 成 

候 はん を 其 外に 多分の 人瑪 を费 され 候 はん 事 御 不便の 極 計 策の 得ざる 義ざ舉 

存候其 上 聖人の 敎 にも 先務 を 急に する ビ 見へ 候 鰍に て 候".^： に 舉存候 に は 此 

節 御 武備 を 張らせられ 候 はん マ」 に は 御 自國- の 御城 靡に 被備候 等の 御 武器 は 後 

に 御 廻し 被 遊 勤王の 爲に御 出馬 にても 被 遊 候 節の 御用 意を專 ぐ」 せ させられ 其 

方 十分に 行 屈 かせられ 候 上に て 尙御餘 財 も 多分に 御座 候 は マ 其 節 御城の 御備 

書 簡 御 使者 時代 ( 一 六 七) 竹村佥 吾 宛  三 七 力 


書 簡 御 使者 Si 時代 (ー六七)竹村佥_^^^  一一 一八 〇 

專 とせ させ も 何も 被 遊 候樣有 御座 度 義ど奉 存候御 出馬 或は 御 人 數等被 差 出 候 節の 御用 怠 

さ 力- 

V  一.^ は 行^ 銃の 外に 有 御座 まじく 候 行軍 銃ビは 初に も 認め 候 通， りロ徑 十六 ド 

ィムの ホウ ヰッス だ 短き 十二。 ホ ンド 六。 ホ ンド 三。 ホ ンドの カノ ン 以上 g: 品 を 申 

候 近 來實驗 の 便利 を 以て 行軍に は此 e: 品の 外用 ひざる 趣 西洋 千 八 百 一一 一十 六 年 

に 致 印行 候 I；  m  Ml ぺクセ ダビ 申 人の 著書に 見え 申 候 西洋 法 御 取 用 無 御座 候 

は  >  夫 迄の 事に て 申 ベ き 様 も 無 之 候 旣に其 利 方 を 以て 御 取 用 ひに 相 成 候義に 

御座 候 は ゾ 彼の 邦に て は 久しく 戰爭に 經展し 候て 便利なる 上に も 便利に 工夫 

仕 候 器械 並に 業に 候へば 其 間に 私智を 加へ や 御 取 用 ひに 相 成 候 ss^ 仕度 義 ぐ」 奉 

存 候 是 を 酒 に 善 へ 候 はんに 薄き 酒 にても 單純 にて 用 ひ 候 へ ば 其方よ く 候 t£ 酒 

にても 或は 水 を 加へ 又は 新造の 糟氣 御座 候な ざ 加.^ し 候 はん は 尤も 風味 を 失 

ひ 候べき 義ご 奉存候 御下問 も 候 義に付 愚意 一 寸 認め 候て 入御 覽候尙 御 不審 も 

御座 候 は  被 仰 下 度 候 以上 

(文 中 「短 き 十二 ポンドの カノン 」 の 下邊に 貼付せ る 符 ま) 

同じ 十二. ホ ンドの カノ ン にても 長短の 別 ありて 筒 長け れ ば 简 せ： ビ も cr 方 重 


れぁ紙 7? のた 宛へ 
リ る とへ 裏れ 名此 
りに 書 修面ど をの 
て付理 にも 缺手 
知け 手金 其き 簡 


くなる 故に 長き 方 は 行軍に は 用 ひす 短き 方の み を 用 ふる 1 也 

長き 十二。 ホン ドの カノン 總丈 三ュル 二十 三 ドィム 七 五 

短き 十二， ホ ンドの 力 ノ ン總丈 二 ュ ル 十二 ドィム 八 二 

長き 六 ホン ド總丈 二  M  , 七十 六 ドィム 九 二 

短 き 六。 ホン ド總丈  一 M ル七 十九 ドィム 零 五 

同 三。 ホン ド總丈  一 M ル^ 十八 ドィム 五 

弘化 一章 六  〔一六 八〕 八田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 m 彥次 郞氏藏 

嘉助様  ー 

雨後 は 些凉を 覺ぇ申 候 倍 御 揃 被 成 御 萬 福 舉拜慶 候 さて 此問は 色々 難"^ 言"^ 不 

i も 退き . 譃舉存 候 先 異舶も 返き 候 趣に て 炎天の 旅 ハれを 免 かれ 幸甚 此^に 御座 候 然ば此 

g グ〕 f を i の 書付.、，、」 も 手に入 候閒 入御 覽候 離れ 候 贰枚は 江^.^ 懇意の 人 舶 見物に、.. 

賀迄參 同所 勤番の 通 詞に內 々にて 借 受寫し 候 もの 、^ よしに て 遣し 候 物に 铜 

墜候 御寫留 にも 相 成 候 は マ 直に 御返し 被 下 候樣舉 冀候尙 外に 一冊 有 之 候是は 

書 簡 御 使者 時代 (ニハ 八) 八 E 嘉助宛  三 ノー 


弘化 三ギ六 

月 か 


御 川 地外则 

雨戸 之 事 


書 簡 御 使者 „si 時代 (一六 九) 幾 太 宛  三 八 二 

只今 寫 させ 居候 濟 次第 可 入御 候 以上 

十八 n 

只今 も 又 色々 頂戴. 千 萬 難 有 奉 多謝 候 乍然每 度之義 何共 舉恐入 候 御 事に 御座 

候 總て拜 面 御 禮可申 上 VJ 匆々 布 謝 


〔一六 九〕 高 田 幾 太に 贈る 

昨 H は 於 殿 屮拜面 大慶 舉存 候然ば 御用 

無 之 御 大工 之 方 にても 迷惑 仕 候 哉の 趣 

都合 之 由 但右之 一 事に て 差 支 候 趣に 候 

願 候 薄々 御 大工よ.^ 承 候 所に て は 禱 VJ 

多く 懸， 9 出來 上. 0 候 上 にても 見 分惡し 

の 様に €• 候 其 上 年來之 古物に て 候 故 繕 

m 壞 可 致 然 る 時には 始終の 處御 费の譯 


松 代 町 大平 点： ^ 多氏藏 


地 外側 雨 11^ 之 事 新 说か構 

に 仄. 聞 仕 候が 外向 は 盆 前 

{ ば 何 V」 か 御果決 御座 候 

相 成 候 時 は 却て 新 に 造 h- 

く 候 人 通 も 多き 51 所 し 

に此度 多分の 御物 入被掛 

に 候 へ ば此節 御用 地 之 方 


是 迄 の 品 は 御藏 內之 役所 向 杯に 繕 ひ 候て 用 ひられ 候 様 の もの 


か 更に 御 取 極 

に 大 半 片付 候 

^於 小 子も舉 

候より 工夫 も 

て つまらぬ 事 

候ても 又 顿 て 

は 新規に 相 成 

は 其方へ 廻し 


弘化三 ハ牛七 

月廿  一 n か 


候檨 致し 候へば 御 不用 

しく も 被 成 候 物故 是等 

候 次第に 御座 候が 愚意 

目下の 事の み を 計 る 時 

府に は此弊 多く 候 別し 

故 此段も 併せて 忠告 仕 

に 蠖屈仕 折 柄 之 毒 暑に 

ま 默し候 事 不能 申 上 候 

て 差 支 も 多く 候に 付 前 

(以下 切れて 無し) 

幾 太 內用 


に も 不相成 又其邊 にも 古き もの 無 之 

の 場所 へ 御用に 相 成 候 へ ば兩方 都合 

に は尤の 事ゾ) 存 候が 何 如か 冤 角 他 H 

は 却て 通計の 上に て费 多き もの . -檨 

て 御 役方此 弊に 御 坐し 被 成 候 所 御座 

候 幸に 御 采納可 被 成 下 候 此節拜 借 之 

困窮 仕 候 故 一 日 も 速に VJ 落成 を 祈 候 

期し 候 所 は 繕 也 新規 也 御 果決之 所 を 

條之 次第 內密舉 願 候 乍 然矢張 公事に 


〔一き〕 藩老に 贈る  松 代 町 


： "お /  V6 やよ. 0 贺ら 

も可然 V.- 内々 申 聞 

の 事 を 口口 考 へや 

奉存候 和漢 共に 官 

候 哉に 竊に舉 ^候 

場所 修^ にて 一方 

所 外 1:1' 之 義承候 ま 

願 皮 候 修復 候 

就て 御 便利 之 事ぐ」 

修 理 


羽 raii^ 之 進氏藏 


書 籣 御 使者 時代 (一七 〇) 藩老宛  一一-八 三 


書 簡 御 使者 尾 時代 (一七 一) 八 E 嘉助. W  三 八 S 

佐 野 沓野田 中 三 筒 村 利用 掛被仰 付 置 御 役 方 之 外 別段 之 御用 筋 御座 候に 付附人 

に 於ても 早出 ：4tl 引に 相 成 同役 之 方へ 罷出候 者 ビ勞逸 之 相違 甚敷 御座 候に 就き 

是迄御 役 方附人 三人 之 外 別段 利用 掛之廉 を以兩 人增五 人に て 相 勒め候 様 御 普 

請 方 へ 被 仰 渡 被 下 度 奉 存候此 段 御 勘 辨可被 成 下 候已上 

七 nrrh 一日  佐久 E^, ほ^ 

r" 化 三年 七  〔一七 一〕 ん田 WW 助に 贈る  松 代 町 t 八 田彥次 a 氏藏 

卸 手帖 拜見仕 候 如仰此 一 兩 g 殊に 熾 熟に 御座 候 處愈御 萬 福 舉恭壽 候 然ば此 程 

御內用 筋に て 別 所 湯お 邊罷 越し 候に て附不 叨 乍 暫時 宅の 義も 無人に 付 御 心 添 

等 舉願度 一 寸參堂 仕 候 所 丹 波島邊 御遊 行に て 不得拜 芝 懷然に 舉存候 御 留守 之 

處种々 御馳走に 罷成千 萬 奉 多謝 候 將次郞 君 を も 安世 も 同 遊 仕 候に 付 御 誘引 申 

候 所少々 御中 暑 之 御氣昧 のよ し扠々 散々 の義に 御座 候 安世 も 大に殘 念が り 申 

安樂 寺 候 上田 藩み も 知 面 之 人相 尋ね 又此 近き 山 問に 安樂 寺".」 申佛宇 御座 候 所定て 御 

案內も 御座 候 はんが 頼る 古刹に て 八 角 層 之 塔な ざ は實に 古色 蘭然 たる もの 


i 一葉 揮毫 


…… 六 


にて 珍しく.；！^ じ 申 候 寺の 住持 も 小弟の 名 を も かねて ふ 聞 知られ 候. こてお 內に 

迎 へ 入られ 候て 稀々 もてなしに 預.^ 書 杯 望まれ 候に 付 辭し候 も 興な く 候 故 一 

二葉 認め 遣し 坏 致し 中々 寂 霧なら す存 候き 徂次郞 君 御 出な く 候が 殘 念に 御座 

今 n 杯 も 殘 炎 き び し く 候 折 角 御 加 養 所 禱 御 座 候 扠 又 被 思 召 寄 名 品 數 ^1- 蒙 御 

惠投 感銘 不已舉 鳴 謝 候乍然 遠方 態々 之 御 使 惠吳々 も 奉 赌入候 も 

も 大略 相 方 付 候に 付 明日 晝頃此 地 發軔六 ケ鄕邊 一 見 明後日 は 早 

存候萬 其 節 拜面拜 謝 可 申 上. 藍，、」 舉復 迄匆々 頓首 

八 m 雅君尊 前 

七 RT 廿五 H  ^ 

小！：々 尊大 人 へ も 乍 憚 宜しく 御 致 意 奉 願 候 以上 


はや 御 內用筋 

く歸宅 仕度 舉 


拜 


弘化 三年 八 


ト兒 お參に 

て^ 力お 祝 

ひ^ 


〔一七 一一〕 人田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


にて 聊か 相 祝 


續て殘 暑 も甚布 御座 候 所 愈 御 安寧 奉 恭祝候 然ば明 十日 小 兒宮參 

ひ 候 夕刻 何の 風情 も 無 御座 候へ ざ も 一 杯 差 上 度 奉 存候御 繰 廻し 御 早く 御光來 

書 篛 御 使者 1  お 時代 (一七 一一) 八 E 嘉助宛  三/五 


0 筒 御 使者 時代 (一七 三) 山寺 源 大夫宛 (一七 四) 某 執政 宛  三 八 六 

御 祝 被 成 下 度 奉 冀候千 萬 所 祈 御 庵 候 以上 

九 n 

嘉助様  ,M  ^ 

ニ七ーー 一〕 山寺 源大 夫に 贈る 

/-r- 力 E 力 

其 後 は 暫不舉 顔色 候 追 R 凉冷相 成 候へ ども 益 御 健 安 被 成 御座 奉 恭慶候 借又此 

赚 III ぼ 閒は專 使 を 以て 豚 兒の病 狀御垂 問 被 成 下 感刻奉 多謝 候 先續て 快き 方に 向 ひ 候 

下  閒乍憚 御 省 念 可 被 成 下 候將過 n 御 示 及の 尊 稿久々 留置き 恐 入 候 御 容赦 を 蒙.： > 

聊 用地 へ 引 管 見 を 書付 候て 返 璧仕候 宜しく 御 取 舍奉冀 候 今 n は 御用 地 へ 引 移. 9 候に て殊 

の 外 取 込 候 要 事の み匆々 申 上 候 以上 

サ九 m 

山寺 盟 案下  啓再拜 

弘化 一章 九. 〔一七 四〕 某 執政に 贈る- 


弘化三^^-九 

月 十七 日 


叨： 》 持參途 

中に 於て 拜 


余- 兒 忠兵衞 ホウ クヰッ ルの義 に 付 申立 候 別紙 見込 御 尋に付 巾 上 

佐久間 修理 

六 貫目 ホウ ゥ斗ッ ルの義 に 付 余- 兒 忠兵衞 申立 候 趣尤の 義舉^ 候但古 製の 方 V ば 

鑄 被 仰 付 候 V- も 新 製の 方 別段 鑄 立 被 仰 付 候.^ 一  も 御 賢慮 次第，、」 御座 候 へ ふ」 も 此 

義は 愚意 奉存 候に は假令 別段 新式に 從ひ鑄 立 被 仰 付 候 共 古 製の 方 其 儘に 被 差 

置 候て は 御 不便 利の 義に可 有 御座 候閒 此方 先 改鑄被 仰 付 可然義 歟、、 」 奉 布 候 別 

紙 御 下げ 見込 御 尋に付 此段申 上 候 以上 

九月 十日 


广 


人田嘉 助に 贈る 


代 町 八 田彥次 郞氏藏 


拜謝  修 

午前 は 御來訪 多々 得 拜話奉 感喜候 然ば被 寄 思 召 何よ. 9 御 一 品 御 贈 下 河 其 W 入 

奉 謝 候 明日 持參 途中に 於て 拜眛可 仕 VJ 千 萬 難 有 謝 感不已 候 いづれ 歸宅之 上 御 

禮可申 上 候 以上 

書 簡 御 使者虽 時代 (一七 五) 八 E 嘉助宛  一一 一/七 


書 簡 御 使者 g 時代 (一七 六) 山寺 源 大夫宛  三 八 八 

L 十七 日  • 

ほ 一 IB 九  〔一七 六〕 山寺 源大 夫に 贈る  東京 市 山寺 源 太 郎氏藏 

過 刻 被 下 候 御書敎 只今 罷歸拜 見 仕 候 御 眼疾 も 先頃 差 上 候 管 御用 ひ 御， ぼ 候 所 

御 卽效も 候よ し 然る を 如何 被 遊 候 や 又 御苒發 之よ し 散々 の 御 事に 舉存候 夫 は 

いかにも 又 御 施し 被 成 候に しくべ からす VJ 舉存候 先 折角 御 保護 所 祈 御座 候 

一  え n 野 山 絡 圖之事 云々 被 仰 下 候 是は老 兄より 拜借仕 候 義は無 御座 候 一 昨年 御 

勝手 方より 数 種 御 借し 被 下 候 を 兩砘歟 手-お 仕 一 葉 は關田 慶左衞 門に i: おさせ 候 

00^. も 御座 候 所 江 戶农に 於て 當春 近火 之 節 外 品 一 同行 李に 入 候て 門人 , もの 乎に 

て 持 出し 遂 如何 成 b 行き 候 や 紛失 見 へ 不申候 右 之 仕 合 故 近 n: も雑ビ 致し 候圖 

を 作. 0 申 度 ど 存じ 罷在候 所に 御座 候 折角 被 仰 下 候 處に其 詮も無 御座 無 本意 舉 

存候先 は 拜復迄 草 略 如此尙 不日 拜趨可 舉候問 候已上 

念 九日 

此間差 上 候 箱 御 擲返拜 收仕候 以上 


山寺 老盟^ 尊 前  啓拜復 

二 七 七〕 - 白 井 平左衞 門に 贈る  長 野 市 小 林 暢氏藏 

先頃 中 は 度々 御 手帖 奉 多謝 候 其 時々 御 卽答も 不仕簡 忽の段 幸 御 海容 奉. 仰 候 時 

下 盛 寒の 候に 御座 候 へ ざ も 彌御健 寧に 御 渡，.^ 被 成 候ゃ舉 伺候 扠御 取替 を 願 ひ 

候 ひし 贰拾 五圓も 近日 的 使に 返上 可 仕手 順に 仕置 候 問け して 歳末の 御 差 障."' 

に 不相成 候 閒御安 慮 奉 希 候 小銃 も 大半 相方づ き 申 候 乍 去 和 銃 二 挺 稿. -の 如く 

參り不 申 竹 村 氏 二 挺に て 是非 ビ も 壹 圓壹 方に て 引受 度よ しにて 引取られ 申 候 

是れも 其 樣に廉 に 致し 候 心得 は 無 之 候 ひし か，、，、」 も 先年 御 買 上げに 相 成 候小統 

な V- の 振 合 を 以て 是も 致し方な く 右の通りに 御座 候舶來 極小 銑 も 本 私に は 三 

分 五 匁， と 申 積の 所 御 書付に は 壹圓壹 方 ビ有之 候が 三分 五 匁に て も 右 は か ら く 

りの はぢき 弱..^ 居候 故 火を發 せす 旁 只今に 引 受 手 無 之 候 乍然ぃ づ れ ごも 御手 

支 をば 仕らぬ 心得に 御座 候 間 是又御 省 盧舉仰 候 拆又御 書付に 

一 壹兩餘  高 田 

書 簡 御 使者 厘 時代 ( 一 七七)白井平左衞門^§  三 八 九 


書 簡 御 使者 asi 時代 

一 同斷 

€ 御 座 候 が 高 田 氏 

の 品 御 取 被 成候樣 

御 鐵砲師 松屋 鐵五 

M 當 人へ 遣し 候 て 

期し 候 所 は 本 藩に 

遣し 不中私 手に入 

次 郞 な ど 、も 及 相 

勸め度 も 無 之 相 成 

く 定め 其替， 9 洋銃 


( 一 七 七) A 井！ f 左 衞門宛  S 九 〇 

白 井 

丑 圓壹方 半に て 極廉の 品に 御座 候 贵君も 右 同様 

成 候所此 度に 相 成 御 留被成 候 は總雕 にて 旣に 公邊 

て三圓 ならば 引取 度 ビ申候 ひし 品に 御座 候 右 は 其 

ひし 所 私 沖 一 も 最初.^ 利の 爲に取 出し 候 品に も 無 之 

有用の 品の 相 增し候 を 心.、 一致し 候 事故 其方へ も 

の 償 ひ 候へ ば 夫に てよ き 心得に て總 ての 價を も 勵 

候 事に て 但其內 不本意の 事ながら 和 銃 は 本 藩へ は 

ゾ其 表に て 方 付 申 度 心 得 候 て 是 を ば 少し 惯 を よ 

れも 下廉に 致し 置き 候 所 にても 御 留被置 候 一 挺 は 

,J  I  ： ： ( 1( m  7  { 中々 壹圓餘 位に て は 其 外の 勘定に 困り果て 候 右 

御 留被成 候なら ば 右の 惯被差 出 候 様 仕度 候け して 右に て 高 憤の 品に は 無 御座 

候 もし 又 廉を御 好 被 成 候なら ば 高 田 氏 同様の を 御 取 可 被 成 候 是は此 表に て 北 

山 甥 ほし yj 申院 へ ども 御 引替 V,- 申なら ば 引替 進上 可 申. 候 和 銃 二 挺 も 不思議に 


の は 本よ 

に 御 申 被 

郞杯見 候 

もよ く  SJ!- 

一 具 も 多 

候 程の も 

談相 定め 

候 事に 候 

を ば い づ 


圓 三方の 價に 御座 候 右 は 


廉に竹 村 氏 へ 遣し 候 V.- 御 不審 も 可 有 御座 候 へ ざ も 右 は 前 條も申 候 通り 本 藩 へ 

遣し 不申 心得に て斯く 原價に 定め 候 所 竹 村 氏 引取られ 候 ビ中候 へ ば 外洋^ 並 

方 簾に 致し 不申 候て は 不義理に も 有 之 又 勘定 合の 品 も 其 様の 爲に 少し^ 餘も 

候閒 す. 0 拂ひ にだに 參 b 候 へ ばよ く 候 旁 如此に 致し 遣し 候 事に 御座 候. 右 を 左 

樣 致し 候 時には 彌 貴君 御 取 被 成 候 品 右 御 申 遣し の に て は さし 支 申 候 是は 

何分 御 勘 辨を仰 候 私より 堀田樣 御家來 へ 拂ひ候 は 廿五圓 に 候 へ V- も 1- き 又は 

金物 落 候 所 を 直させ 候 旁 細かに 致 算用 候 は 5- 廿 六圓餘 程に 相當 b 可 申 其 上 彼 

是 VJ 世話 も 御座 候義 私よ.^ 外様の 助 を 仕 候 様の 事 は 力に 及ばす 候 何分に も 

可 然御勘 辨所冀 に 御座 候 扠又ド ン ド コ 打 小 統^ 惯 一 圆半 にて 御 譲り 被 成 俊 VJ 

御 申 越し 被 成 候 所是も 最初 出 來ビて 私の 所持の よ， 0 劣， 0 中 候 故 か 皆 人 見 競べ 

候て 壹圓壹 分なら ば 相 當の價 にも 可 有之歟 W 中候宮 下 氏 も 壹方を 减じ又 私 も 

壹方减 じ 候て 初めの は 人に 遣し 申 候 贵君も 右 H.^ 召に て 壹方御 减じ被 成 候 は、 S 

門人の 內に ほし ど 申 もの も 御座 候 思 召 被 仰 下 度 候 惯御减 じ 被 成 候より は 御所 

持 有 御座 度 ど 申 思 召に 候 は  便の 節 相 送 候 ごも 又 御 歸藩迄 私 方に 御预 巾 候 i 

書 簡 御 使者 S 時代 (一七 七) 白 井 平左衞 門， 2g  一二 九 一 


書 篛 御 使者 屋 時代 (一七 七) 白 井-平 左 衞門宛  三 力 二 

も 可 仕 候 偖飜譯 書の 事 も 被 仰 下 候 所是は 書物の 體 裁よ." 始めて 不 殘閲覽 致し 

候 ものに 無 之 候て は 目 錄引礼 同様の 書付の みに て は 上 へ の 御 勸めは 勿論 *w 君 

へ の 卸勸め も出來 かね 申 候 御 爲にビ て 手に入 候 小識な ざすら 私に 於て は 兼て 

も 申 上 候通懇 志の 間にて 僅かの 價 にて 手に入 候 故よ く 候へ ざ も 右も此 度の 書 

付 候 一. 5 の價は 出來か ね 候 樣に存 候 旁 何分 外 書 も 見 候 後なら ねば 何？」 も H 力 

たく ュ决& に ォ其段 原 八 へ も 心得させ. 先方 へ 書物 遣し 見せ 候 様 申 越し 候 義に御 

座 候 海上 攻守 說是は 取 込 中 問 違 ひ 申 候 ひき 私の 方に も 重複 候"、」 存候間 其 御 方 

よ.^ 重複の を 被 遣 候.、」 も 又 私よ. 9 取調べ 差 上 候 マ」 も 可 仕 候 將此品 御..^ 〔^ に 入 候 

も 如 M しく 候 へ V- も 寒 候 御 動靜相 伺候 印 迄に 送 上 仕 候 蒙 御 笑 存候は -.、 可 難お 

1^ 色々 及 話 度 候 事 有 之 候 へ ども 近日 も 相 替らす 取 込 候 ま 、た 要用の み 如此， 従 

座 候 惟 千 萬 御 珍 愛 所 祈 御座 候 餘在後 音頓首 

啓 苒拜 

白 井 盟老文 几  . 

十一月 廿八 H 認 


尙 々 度 々 小 兒 不 快 の 義 も 御 芳 問 千 萬 舉 戴 謝 候 是 も 遂 不 幸 に て 殘 念 の に 御 

座 候 乍然命 數の然 らしむ る 所不及 是非 候 反 之 i 家に て は 至極 御徤 安の 御樣 

子 何よりの 御 事 VJ 舉祝候 

又 啓 今 便 も 諸方 寒中 見舞の 品 差 出し 度 候 所 便 差 <：! あしく 跡へ 相 II し 候 あ 

ら かじめ 願 置 候が 遠方の 所 も 有 之 候^ 是は  一 R にても 二  n にても 人 を 御 

倚 ひ御屆 けさせ 被 下 度 舉願候 御 役 光 も 御座 候義 諸人 畏れ 候て 間 逮等も あ 

る まじく  巾 所よ.^ 舉 願に 御座 候 何分 御 4" 置き 可然舉 希候以 h. 

〔一七 八〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 A 田彥次 郞氏藏 

嘉助樣  脩 m 

此問は 御 來訪難 有 奉 多謝 候 其 節 御内 話 之 一 條 早速 相 はなし 澄 候い まだい か > 

>/」 も-;^  W 仕 候 義は申 上 かね 候 相 分り 次第 可 中 上 候 三 四 s 來大塞 之 候に 御 候 

故 か 朝々 霜 威 も きびしく 候 處彌御 挂勝被 爲入候 や 尊大 人 何の 御 替被遊 候 も 

無 御 座 候 や 奉 伺 候 然 ば 兼 て 御 苦 腦 に 罷 成 候 無 ^1 の 義 は 小；^ 幾 间 位 御 座 候 義 や 私 

書 籣 御 使者 房 時代 (一七 八) 八 E 嘉助宛  三 九 三 


弘化 三年 


蒙 御 惠借候 


弘化 三年 


書 筒 御 使者 屋 時代 (一七 九) (一八 〇) 八 田 嘉助宛  三 九 四 

歸藩も 仕 候 義に付 一 年 も 早く 方 付 申 度 奉 存候乍 御手 數 例の 關 W 老人に 御 取調 

させ 被 成 下 候 帳面 一 寸御 示し 被 成 下 度 奉 希 候 萬 祈 

獵月 九日 


入田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


只今 蒙 御 惠借候 子 瓶 至極 難 有 候 へ V- も少々 小ぶ.^ に て 候 故 今少し 大 振の 所 

を 奉 願 候 一 昨年 立歸 りの 節 か 拜見仕 候 大瓶 を 可 相 成 は 御 借 與奉願 候 尤も 御 仕 

舞 込 にても 相 成 居候 義に候 は、 マ-只今に 無 之よ ろしく 候 先 一 隻の方 は 返 璧代候 

御 查入可 被 成 下 候 以上 

十六 日  修 理 

八田樣 

〔一八 0〕  A 田嘉 助に 贈る  松 代 町 As 彥次 郞氏藏 

一 昨お は寵召 緩々 蒙 御 厚 待 萬々 難 有 奉 多謝 候 昨日 も 又 御 尋ね 被 成 下 是亦舉 謝 


舶來瓶 一 一本 1^ 然ば § 日 ¥ 借 被 仰 付 候 節 少しち い さ 過ぎ 候 ビ て 返上 候 ひし 舶來瓶 二 本 御手 

許に 有 之 格別 御六ケ しく 無 之 候 は ，s 一寸 拜借舉 願 候 何分 所 祈 御麼候 一昨 晚之 

御禮乍 禪.、 7」 なた 様へ もよ ろしく 御致聲 奉 仰 候 以上 

廿三 R 

嘉助樣  修 0 

弘化 一一 一年 か  〔一八 一〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 S 彥次 郞氏藏 

. ^"御 安 健舉拜 慶候然 ば松嘉 よ，？ 望 遠 鏡 之 鑑定 を 頼み 遣し 候"』 叻 ^ 悌 よしの ァ上 E 

町人 何が しょり 獻上 4^? る听玉 ビ笥 ま； S '，陀 ものら しく 見 へ 候 得 V- も 所々 此方に 

も 仕度と 申 品な リ ヌ F ョ ，  rTTP 

て 手 を 入 候 品に て 見へ も 所持の テレ ス コ— ブ などより は遙に 劣り 申 候 乍然差 

上 © 候 遠 鏡 W はいかが 歟見 競べ 申 度 候閒ー 寸御返 し 被 成 下 度舉願 候今晚 月に 

て も 見 可 申 VJ 存候御 慰に 御 出御 覽 御座 候て は 如何 や 乍 序 申 上 候 以上 

十四日 

此閒は 尊大 人 御 尋被成 下 千 萬 難 有 奉 多謝 候 

書 簡 御 使者 厘 時代 (一八 一) 八 E 嘉助宛  三 九 y 


書 m 御 使者 時代 (一八 二) 出 寺 源 大夫宛 


三 九 六 


弘化四 年 三 

月 十三 E 


一  校 之 

事 


嘉助様 御 口答 


山寺 源大夫 に 贈る 


長 野 市 和田榮 ニ氏藏 


御手 扇 拜見如 仰-お 4 色に は 候 へ ノ： も 

大 分 感 EE 病 等 も 御座 候よ しの お I 彌 

下 難 有 候 幸 1^ 健に 候 閒御省 念 奉 仰 

候に 就き 例 之 三 ケ村出 役 も 今 n 之 

附ピ村 方 y> の 接 際に：：： を 付け させ 

御 庵 候 將松本 一件 も 明朝 迄に 不殘 

候 御 心地の 由 御 尤に奉 存候擎 肘 等 

事 VJ もせ させられ まじく 候 所定め 

察 候 C 天草 一 揆之事 御下問に 候が 

事に も 有 之且英 夷の 有 VJ 成. 0 候 舟 


氣候 いかにも 不定なる 事に 御座 

御 淸健被 成 御座 奉 珍壽候 小弟 近 

候 然ば僞 尊 逮捕 之 御手 附も 昨夜 

内に 被 差 出度 ビ の 御沙汰 承知 仕 

候爲 のみ 敢て其 取 計 向に 差 加 b 

出 都に 相 成 候由是 にて 少しく 御 

の 事 無 之 候 は le- 生 之 御 才力 彼れ 

て餘 勢の 事に 御 骨 を 折られ 候義 

詳悉之 事 は 不及承 候 仰の 通 彼 地 

山 等 へ も 程 P から や £^ へ ば應援 


依 之 世上 

御 f?- 被 成 

取に 相 成 

如 仰 御手 

義には 無 

擔を被 卸 

きの 事 何 

竊に奉 推 

は 邊海之 

の 事 は 無 


一！： メ. 州の 近海 

見え 候 由 


^戰铳 之 事 

此節 導ら 模 

範を 作リ巾 

候 


高 m も 昨夜 

歸 * &と. m- 率 


之 候 ゃ實に 無心 許 次第に 御座 候 一 昨日 承 候に 此節： は 州 之 近海に が 船 rai^A 見え 

笑 由 江お にて は 定めて ま獵 船なる べし W 申 風聞の よしに 御座 候 定めて 被 及 御 

B 候！^」 ^^ぉ 存 -1^ い か に も 穩 な ら ざ る 世 界 ，.」 成 候 様 被 布 候 野 戰 銃 之 ^ 此 節 專 ら 

模範 を 作. 9 申 候 不日に 成就 可 仕. 候 銃架 は此 地に ては鐵 は^く 其 上^ ェ. も お 大 

り 口 S 造り 慣れ 不申 候故兩 様に て はけし から ゃ價も 上.^ 候 事故 鐵 にて 包み 候 場 

を へらし na- て 追々 に 御 取つ け 候 樣可仕 か ビも存 候 いづれ 夫是 ゆる." ぐ」 御 話 

しも 仕度 候 先 右 之 所 御 合 置 可 被 成 下 候 拜復迄 勿々 以上 

十三 R  . 

尙々 高 田 も 昨夜 歸藩ビ 申 事 承 候へ、、，、」 も 何も 異閒は 無 御座 候 

修 现 

源 大夫樣 


弘化 不四 

月 六日 

(お 兵 は 勘 

お 吟味 役お 

下お H^) 


藤 岡 甚右衞 門に 贈る 

先お 者罷出 緩々 獲 拜話且 色々 奇 品拜眛 難有舉 多謝 候 其 節 蒙 仰 候 鐵挺銘 早速 ま 


書 簡 御 使者 M 時代 ( 一 八 三) 藤 岡 右衞 i: 宛 


三 九 七 


書 筒 御 使者； Si 時代 (一八 四) 山寺 Sg 太夫 宛 


十二せ の銘 

を作リ^！！^上 


弘化四 ハ牛四 

月 六 n 

少々 穩に 成 

樣こは 候 


差 上 ベ きの 所宮 兵立歸 等に て大 

扶 顚 複 はもの 、倒れ 候 はん ビ す 

すけ 起す 意 味 を も かね 申 候 Ig; 一  屯 

まぬ か れ出 難き 所 をす くひ 出し 

のき、 j 候 所へ 遣 ひ 候 事 一 當百 は 

に 入 候歟尊 意 に 叶 ひ 不申候 は ... 

可 然 存 候 思 召 次第 幾 度 も 可 認 

其 叨き候 場所 へ 五 字 を 害し 丁 未 

も 不 言 の內 にわか， 9 可 申 候 以上 

i! 月 六日 

甚右衞 門 核 


拜見仕 


〔一八 5  .5 寺源大 4K 

候 如 仰少々 穏に成 候 様 


に 取 込 延引 恐 入 候 則 

る をた すけ 倒れし め 

{； 乙 よもの 、- * 下に な り 

候 事 也 蓮 有 方 VJ はこ 

一 人の 力 素手の KM 人 

無 御 遠慮 可 被 仰 下 候 

候 一 方に 銘を 認め 候 

の 夏 ご 御座 候へば 此 


> 曾 る 

は 候へ V- も尙 折々 震 


三 九 八 

十二 字 

ぬ 事 ^ 倒 れ 

又 は 問に 挾 

の 遣 ひ 方に 

に 向 ひ 候 意 

認め 候 場所 

ヾ J 一  方 明 き 

大享に 付 て 


# を 


ま 

、じ 


候 て 

の 御 


んムに び s.. 

動 困窮 仕 候 事に 


り 差 上 候 

もの をた 

獨 して は 

用 ひて 力 

座 候 思 召 

の あたり 

考 VJ 申 事 

男氏藏 

御 if 候賤 


へ ど も WW 

々f& 動 闲窮 

仕 候 


畑 忠右衞 

e: 子 孝 之 助 

力 •： 光寺に て 

雁 死 致し 候 

所 


疾御尋 被 成 下 奉 謝 候 

に 至 b かね 差 困り 候 

ば 昨日 著 之 飛脚 途中 

は 心得 可申歟 尋ね 候 

存候 成程 少々 出方 

VJ 申 は 信用 致し か 

候所此 もの 草津の 

よし 風聞に 御座 候 

候 もの 共の 義に付 

に て も 其 妄 說 を 破 

候へば 其內 諸々 の 

澀 湯の 方に ては溫 

太， -候趣 出 役 

に は .ffi^ 之 哉 


ま 


お 


爲 

ビ 


せ 

も 


熟氣 大半 

乍然追 々 

に 於て 傳 

5- 早速 

じ候樣 

事： P- 

し の 子 

果して 

様に も 

に 足 b 

はお 之 

數字不 W 

附 の も 


き 


力 


消し 候 へ \レ も^  根に 黄 i 亡お 之 右 故 

に は 快き 方に 御座 候 問 乍 憚 御 省 □ 可 

聞 候 へ ば 草 津溫. 出不申 哉の よし 三 

知れ 可 申 哉 之 御沙汰に 候が 是は 多分 

の 事 は 有 之歟も 計られす 候 へ も 一 

座 候 津畑忠 右 衞門子 孝 之 助 善 光寺に 

ヾ J 同伴 候て せハに 死. u 候に 付 彼方より 

被 仰 下 候變其 地に 有 之 候 は、 夫 を 生 

嘆き 相 話し 可 申 を 其 沙汰 一向 無 之 候 

候 か VJ 舉存候 乍然草 津も溫 C 水の 個所 

候 ひつらん V,- 被 存候旣 に 三 ケ衬の 

减じ 候が 有 之 又 角 閒之湯 は 出方 是迄 

の 申 聞け 13^ 右 之 類 草渾 にも 候 ひし を 


力 

r トリ 

ケ あ 

向 に 

て 應 

も 人 

産 に 

へ ば 

數 T 

に て 


の もの 

說 V- 被 

出不中 

死 致し 

ま 5, 候 

致し 居 

此 一 事 

ケ 所に 

1 こに も 

大分に 

間 候 


の 

0 意に は 舉存候 乍 然^ も心掛 尋ね 見 可 中 候 先 は拜復 迄 勿 々 

. 書- 0,  iw 吡.' (J 八 四) 山寺. 源 大夫宛  II ヌ tl: 


0  0 御 使者 時代 ( 一 八 五) め 寺 源 大夫宛  四 〇〇 

申 上 候 以上 

g: 月 六 n 

a: 々先刻 八嘉 老人 相 尋ね くれ 此節田 町 下屋敷に 假 住居いた し 候，、」 申 事故 名 

水 は 如： E ゃズ 一問 ひ候听 水脈 變じ候 ビ 見 へ出方^少く常は地上ロ^|2出候もの 

が 此節は 柄杓 を □□ れ 候て 汲候 程に 成 候ぐ-申 話に て 候 ひき 同じ 類の 事に 付 

愛に 附記 仕 候 以上 

懼堂 先生 梧 下  啓 拜 

弘化 SI 年 四  〔一八 五〕 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 丸め 熊 s^k 藏 

月 八日 

震動ら 大に閒 遠に 相 成 候 彌御安 健に 御 奔走 御座 候義ミ 舉慶候 小弟 義も 大分 快 

き 方に 罷成 候へ. さも 冤 角 只今に 乍微々 潮 熟 之 氣眛有 之き 苔 も 猶黃色 を 帶び居 

候 乍 去 頭痛 も 消し 食氣も 大分 生じ 候 義に付 追々 に 快 かる ベく 候 閒乍禪 御洛念 

犀 水の 樣子 可 被 成 下 候扠犀 水の 樣子は 如何 や 家來ざ も 杯 色々 の 浮說を 承り 來.. ^今夕ば (關 

所 を 水乘， olM て 流れ出 可 申な ざ 申 候が 眞實之 容子は 如何 や 乍 病臥 中心に 掛." 


存に地 穀き之 川と 大リ れ水 
候 有 に を 村 恐 中 被?! ^ 四 來始 

之 移 高々 あ A も: の n リ め 
候し 燥の る 水 候 時 B 候て 
と 候の 米べ 應 節 頃よ 流 


弘化四 ハ牛四 

月 九 n 


候 ま 

存候 

の 地 

今 に 

を 忽 

何分 


其 


^ 一  寸相 

B 意 に は 

に 移し esj 

. 少汰も 

し 1^ て 

之 至 重 

八 日 

寺 


山 


夜前 

を 成 

を 崩 


伺候 恐 意に は 水 始めて 流れ 來 b 候よ， C  g;  n 目 13- 大事 之 時節 i 被 

免に 角 當今之 急務 は 川 中島 水 患 之 恐 あ る ベ き 村々 

に 有 之 候 VJ 存候此 問 も 苦に 竹 村 礎 田兩氏 へ も 中 候 

なき 歟に 候が 一 御勘辨 御座 候て は 如何 ゃ畏る ベ き 

萬 一 一時に 盪 之禍を 受け 候 は II- 臍 之 侮 及ぶ ま 

たる 民 食 之 義に付 深く 御 思慮 御座 候様舉 祈候不 お 


の 米穀 を 高 燥 

ひし かざ も 只 一 

を 畏 れ す 急務 

じく ビ被存 候 一 


樣 

御親拆 


修 


〔一八 六〕 山寺 源大 夫に 贈る 

申 上 候 義に付 細々 御 誨答被 成 下 感戢不 過 之奉存 

候半歟 恐怖 仕 候 所に 先 歇-候 て 大鹿此 事に 御座 

にボ ム ..1 ンを打 掛可然 VJ 申說 如何 や 其 震動に て 


書 筒 御 使者 晨 時代 (一八 六) 山寺 源 大夫宛 


候^ 來の 

候扠 御^ 

近 山 を 崩 

一 


雨 も 一 層 之 祟 

答 之 末に 砂 石 

し 候^の 事 は. 


書 籣 御 使者 尾 時代 (一八 六) 出 寺 源 火夫 宛  四 〇 二 

之 もの 歟の 御尋に 御座 候此 様の 所に 用 ひ 巾 候に は 打 掛け は 致し 不巾候 矢 張 

^  .[ ン 地!^ 火の h- ：嚼 I  を ，地底に 掘 埋め 候て 道 火より 火 を點じ 申候是 

に 率  ， 

は ボム. ペンの 丸 を 費し 候 迄 に 無 之 展 を 0 し 候 □  □  ™  f  I ー也ー 又も そ ビ 略し 候 

へ ば手享 の^ 桶 を 用 ひ 候ても よろしく 候 乍 去 西洋 ミ此 圃.^ -火藥 の 代惯賤 货 隔 

絕に候 故 彼 邦に て總て 石灰 礦を掘 候 様の 事に も 皆 火 藥を用 ひ 候て 人夫 を 掛け 

候よ .0 は 失費 少く 候此邦 にて は 確 石 不足に 候 故に^  I は g  f  ^1 S れ S " お费 用の 

割合 を 論じ 候 時には 品に 依て 面白から ぬ 事に 御座 候 歟に存 候乍然 迅速に 埒を 

n- 候 等の 目的に て 功 を 成し 候 半 V> に は火藥 を 用 候 方 勿論 可 然場も 可お 之 候 

其缓 動に て 外 山 を 崩し 候 等の 恐れ は 一向 無 之 事に 御拖候 も".」 メイン ごゆ 候 も 

の は城壘 防御 W の 一 術に て 御座 候 □ 所の 飛^に て 他所 迄 崩れ 候 様の 事に て は 城 

壘に用 ひ 候 事 は出來 かね 中 候 其 上 洋人は 每事實 驗を尙 び 候 故に メイ ンも幾 斤 

の火藥 なれば 幾 尺の 深さ 幾 尺 之 幅 を 吹 上げ 候 ど 申 定法お 之 其 定法 之 外 は聊カ 

e ケ 0 に 成り 不申 JJt に 御座 候 火 藥の發 し 候 も 自然 之 規矩 有.^ 其 矩內に 係り 候 所 

は 石に て も沙 にても 土 にても 發 掘いた し 其^ 外 はけして 码 りに 成り 不申 候此 


メ 


ィ ンの法 をば 拙譯 一 卷有 之候此 地震 騷ぎ にて 書類 大に 泥雜 致し 早速 は晃 へ 

く 候が 御 懇望に 候 は ，3 見出し 候て 奉 貸 可 仕 候 御 尋ねの 義に付 荒々 書付 巾 上 

餘 在面賦 

九日 

山寺 君 臺下  "お  再 拜 


弘化四 年 七 

廿ー 一日 か 


賤妾 我 も… 

…… 火霍亂 

にて 


山寺 源大 夫に 贈る 


松 代 町 丸. E 熊 刃氏藏 


拜見仕 候 如 尊 敎打續 き 降 勝 之 天 氣田方 も 出穂の 時分 必す. 陬 にも 可 相 成 ビ氣遣 

しき 事に 奉 存候先 以尊體 御-牛 和 何よりの 御 事 ビ奉欣 慰 候 賤疾も 御尋被 成下舉 

謝 候 もはや 爽快 仕候閒 幸に 御 放念 可 被 成 下 候 將又不 次 sf- 之 ie?- 被 仰 下- 沪： 入. S- 

候 一 向に 知らせ 等 も 無 之 候 故 存じ 不申候 所扠々 意外 之 氣の毒 至極に^ 候賤 

妾 義も丁 不明 候 か 大霍！ ^にて 絶 脈目睛 も上資 いたし 旣に 危篤に 候 ひし 所 投じ 

候藥劑 にて 效を得 幸に 引返 申 候 引返し 候へば 急 症 は 又 常に ハ仪し 候 も 速に て 不 

大分に 快く 相 成 候 彼是の 混雜 にて 彥修之 書 も 未だ 墳楷 候に 及ばす 延 W 恐 入 

書 簡 御 使者 屋 時代 ( 一 八 七) 山寺 源 大夫宛  四 〇 三 


書 籣 御 使者 屋 時代 ( 一 八 八) 山寺 源 太夫 宛  ROM 

候 幸に 御亮貸 奉 仰 候將又 銃架 之 事 委細 蒙不 TO- 仕 候 早速 □□ 可 申 付 候 鑄 物師も 

十八 日に は 盆 を 仕舞 候て 出， W き 候 箬の處 今日 迄 參不申 候に 付 今夕 方 迄 見合せ 

彌 出向 不申候 は.. - 明朝 不^- 人 差遣 不明 御 發駕前 打 試に 相 成 候 樣仕可 申 候 銅 錫 

等の 義も仰 之 趣 相 心得 候 先 は 拜復迄 早々 申 上 候 以上 

念 二日 

尙々 唐詩 解 御擲返 落手 仕 候 墨 子 御用 之 趣 御 易き 事に 御座 候 乃 尊价に 相附し 

候 緩々 御 留置 かれよ ろしく 候 雪山 墨 妙の 事不 W 安心 仕 候 以上 

使 無 堂 君 几下  啓拜復 

弘化 g. 八  〔一八 八〕 山寺 源大 夫に 贈る  東京 市 山寺 源 太 郞氏藏 

御手 蘇 拜見仕 候 如 仰 御機嫌 克御發 驚に て 恐 悅之義 に 御座 候 乍 然相成 候 事に 候 

は ダ 來， 迄 も 御 在 圃被遊 候 様に ，/,- 祈 居候 所に て は 御 殘.. ^多き 御 事に 舉 # 候 猪 

又賤疾 御芳問 難お 奉 多謝 候 御用 先 之 事に て 無 餘議押 張 候 所 全 害に 相 成 候?'、、」 

，相 相 見へ 三 四日 大に相 戴み 申 候 乍 去 昨日み 大分 輕" 組に は 相 成 候へ V- も 傷 冷 毒 ご 


相 見 右 膝下に 寸餘之 場所 腫 起いた し 屈伸 並 著 座に 相 齦み 候に 付 今 曉もか ねて 

は 是非 i も 登城 仕度 志 之 所 乍 心外 不參仕 候 仕 合に 御座 候 併 右 之 腫 起 之 所 も 過 

刻 大汗を 得 候よ， り 急に 痛みの 減じ 候 事を覺 へ. S- 候先此 分に て は 遠から す彈冠 

も 可 仕 候 閒乍憚 御 放念 可 被 成 下 候 令郞御 容體も 委細に 被 仰 下 追々 御 快. 方之狀 

詳悉仕 降 心 仕 候 其御樣 子に て は 御 全快 可 程近 候 乍 然凉冷 之 氣候千 萬 御 保護に 

しく ベ からす 候扠 又盟臺 並に 尊 嫂に も少々 御 傳染之 よし 驚 入 舉；： ^候 乍 去 先 格 

別 之 御 事に も 無 之御容 子せ めての 義ご 舉存候 何分に も 御 加養 所 祈 御座 候御ド 

利 之 皮 數等增 し 候 樣に候 は、 ^ 過日 も 申 上候ィ へ 力 コ 御用 可 被 成 候 勢 を 殺ぎ 

候て 衰弱に 至らし めざる 事 妙に 御座 候よ く 昨 n 御 出勤 之よ し 奉賀 候乍然 先々 

御 無理 之な き 樣舉禱 候 將又被 寄 思 召 佳 巢兩翁 御 惠賜被 成 下 萬 々難お 舉謝成 候 

il 幾多の 口味 を 助け 可 中ぐ， -吳々 奉 欣謝候 此品有 合 候 ま 、4 聊御移 之 印 迄に 舉 

呈候 令 郞御食 問 之 御 慰に も 相 成 候 へ ば大 俊に 御座 候 先 は拜復 迄匆々 巾 卜： 候以 

上 

書 0 御 使者 展 時代 ( 一 八 八) 山寺 源 大夫宛 


弘化四 年 九 

月  <  日 か. 


もの 有 之 


硫黄の 事に 

も 取 掛らせ 


0 簡 御 使者 屋 時代 (一八 九) 八田嘉 助- M 

使 無 堂 君 臺下 


啓 拜 ゃ议 


入田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


昨日 は 罷出拜 面 大慶 仕 候 然ば榮 八 事 御 不都合に も 可^ 御座 候へ ども 何分 今 n 

出立に 被 仰 付 被 下 度 奉 希 候 斯申上 候 も關川 (一? に 又右衞 門，、」 串 もの 有 之 此者は 

饿 邊 にて 人 もよ く 服し 候 もの 、 よしに 付此度 硫黄の 事に も 取： 《^ら せ 候 2^ 果 

して 能， 辨別 致し 候 ものに 御座 候 此者を 失 ひ 候て は 此度榮 八等罷 越し 候ても 談 

し 合の 所 都合 あしき 事 も 可 有 之 候 然る 所 此者此 月 十日 過に 候へば 外 手へ 出向 

1 おはねば 叶 はぬ 事 有 之 候 ま、 j 此 月に 入 候 は、 S 早速に 榮八 等差 遣し 吳候 様に ビ 

申 事に て 小 子 其 事吞込 居候 事に 候閒 今日 頃 之 出立 にても 餘程延 R に 相 成 又 右 

衞門等 不審が り 可 申 程の 事に 御座 候閒御 不都合 之 所 何？」 か 御 繰 廻し 御 都合 被 

下.^ r 日 御 暇 被 下候樣 仕度 此義は 押て 舉冀候 小 子方 用意 も總 て相椾 候^ 何分 ぷ印 

條之處 御 許諾 蒙 度 奉 存候萬 祈 

九月 八 H 


嘉助樣 當緊用 


理 


弘化四 年 十 

月 卄ニロ 


九 0〕 川路 聖謨に 贈る 


信 州 (信 濃 

.CP 幸 貫) よ 

リ被 願候煉 

鞍 之 義に付 


七月 中浣之 尊簡 八月 

之 條慰浣 之 極 奉存候 

上昆吾 二方 御 惠賜被 

難 有 V.- 申 計り を 肺肝 

右御受 早速 可 申 上 之 

圖面. N 事 も 蒙 仰 候に 

可 及 沙汰 VJ 申 事に て 

存じ 罷在 候內 格別に 

迄 革 にて 仕 立 度 趣 申 

に 御 命 可 被 成 下 こ の 

候て 倭 刀な V- 打 當 て 

書 籣 御 使者 屋 時代 ( ： 


中旬 拜接難 有 

然者弊 邑の地 

成 下 乍 毎度 深 

に^じ t"fc< 迄 に 

0 lis 州より 被 

付 信 州へ 委細 

右 之義江 In- よ 

延引 仕 深く 奉 

來候 右に 付 代 

圖道禪 の 作 W 

易く 不便ら し 

九 〇) 川路 聖謨宛 


敬 披仕候 先 以御動 履 益 御 

變 に も賤家！^^-全之次第御 

厚之 御友 誼拜 謝の 申 上べ 


申 


中 

も 

-alT 


休 安 


き や 


鞍 之 義に付 註文 書 

所 發駕前 之 義に付 

,0 中來 候 は ゾ其義 一同 

漸近 日 別紙 圆面差 

手許 迄此 よ. -差上 

候 得 共 打 見 候處に 

きもの に 御座 候が 其不 使 


き 

遣 

よ 


し 


ま 


爲有 御鏡撫 

御 懇 蒙 仰 其 

は ^陣 


し 被 成 下 其 外 

づれ參 府之上 

受申上 ベ く ビ 

此 n を 以居木 

問 乍 恐 可 然^ 

前輪 餘.^  ^過 

は 又 組 打な V- 


四〇 七 


• 戈 

纂 
跋 


書 簡 御 使者 尾 時代 (一九 〇) 川路 設宛  ^c/ 

の 節 夫々 優. - たる 便利 にても 御座 候 義歟御 試 被 遊 候 義も候 は-.^ 內々 御 敎示可 

被 成 下 候 偖 其 以前 申 上 候 義に付 逐一 御 譚答被 成 下 奉 謝 上 候 止 戈 類纂 跋之 事于 

今豐藤 殿よ ，9 何 も 申 來らす 信 州へ 對し甚 不都合 之 事に 御座 候 いづれ 草稿 を 

这し候 様 可 申 遣 VJ 存じ 罷在候 御 地 御 聽訟之 外 は 御^ 暇に て 四書 近思錄 孫子 等 

繰返し 被 遊 御覧 1^ チ 1 る i し 晩年 定論の 非 を 御 看破 被 遊 候よ し 於 是近來 の 御 得 力 を 

も 想像 仕 不勝欽 歡奉存 候 如 仰 四書 集註 或 問 は 朱 子 之 定論に て文藥 語類.、 二」 も 

殘らす 人に 依て 敎を變 せられ 候說 のみ ご 申に は 無 之 中庸 等の 說に 到りて は"^ 

子 自ら 前 說の非 を 語られ 候て 其 淡 兄せられ 候 所以 迄 を も 手記して 後に 傅へ ら 

れ候 寧に 御座 候へ ば是を ー槪に 定論な しビ 論じ 候 は 如何 可 有 御座 や 惟 篁壞陽 

明 輩 定論 を ハサ ひ 候 所 は 格 致の 事に て 朱 子 之 意 は 程 子 之 說に從 はれ 凡 天下の も 

のに 卽て 其理を 窮めて 智識の 量 を^す ビ申を 夫に て は 外馳之 弊お 之 候 問 f 心 

は 卽ち理 にて 天下 之 萬 物盡く 我に 備 はり 候へば 吾心の 理を だに 窮め 候へば 夫 

にて 事 濟ど申 事に 成 候是其 異同 之 所に 有 之 候 西洋の 窮理の 科な ビ もや はり ^ 

朱 之 意- - 符合し 侯へば 實に程 朱 二 先生 之 格 致 之 說は之 を 東海 西 海 北海に 於て 


候ぬ はのと 候 吾 沖 
事何學 思て 目 行 
と 分流 ひ 停 を く 
奉參に 候め 塞 舟 
存 らて樣 候ぎ を 


はの て 屮迄西 程 
無 も 本 之 も 洋ひ朱 
御の よ 一 皆の 候の 
座に リ 端 吾 學へ意 
て 外に 學術 ばに 


皆 準 す るの 至說 V- 

學中之 一 端に て 本 

候 時 は 判 然 さ 其 道 

>, 夫 VJ 道 を 異にし 

うせす 候て は濟ぬ 

性 も 五行の 道理 

へ ば 程 朱も漢 儒の 

西 人說迄 をも廣 く 

沖 行く 舟 を 吾 目 を 

存候 尊意に は 如何 

を 闕き其 餘を用 ひ 

義奉存 候 尙又瞽 股 

仰 下 候瞽股 殺人 之 

乍 去 是は佘 隱之辨 

0 簡 御 使者 屋 時代 


存候義 に 御座 

よ， 9 外の もの 

を 異にし 候 も 

き 事ナ ひ-事 {- 

事^ 奉 存候集 

申 事 な V- は 西 

窠腐を 免れ や 

用ひ斯 理を講 

塞ぎ 候て 停め 

被 思 召 候 や 御 

候て 受用餘 り 

人 を 殺す の 論 

條は司 馬 公な 

並に 文 公の 說 

( 一 九 〇) 川路 犁謨宛 


候 程 朱 之 意に 從ひ候 へ ば 

に て は 無 御座 若 陸生な V- 

のに 相 成 申 候 西洋の 窮理 

候へ ざ も 其 窮理本 よ b. 是 

註 或 問に もお 之 候 五行よ 

說 明かに 相 成， り 五行 之 事 

して 此- 謬見 を 成され 候 へ 

明し 候 時 程 朱 之 誤 迄 を 辨 

候 V- 思 ひ 候 様の 學流 にて 

高見 も 御座 候 は 、> -舉： i 度 

あり  >ヒ 申 義申上 候 所 御 采 

社稷 を變 置す るの 說等御 

V」 も 不承知に て旣 に疑孟 

にて 孟子 之 言 の 其 理に當 


西洋の 學術迄 も 皆 吾 

に 倾 き 候 料 見よ 見 

果して 非に W 之 候 は 

に し て 是 ビ 其. 歸を 同 

b 人 を も 生じ 人 之 五 

精し く 分り 候て 兒候 

》J も 朱の 學に隨 ひ 

じ」 攸に 到， り屮候 

は 何分 參らぬ VJ 舉 

候 子 之義に 就き M 

納被成 下 候 段 幸 W 之 

會得被 遊 か ね 候. S 被 

中 に も 其 ：^观 見 へ 巾 tfc^ 

り 候^よ く 分， 0 候 か 

Mo 九 


書 籣 御 使者 厘 時代 ( 一 九 0) 川路 聖謨宛  M 1 0 

VJ 奉 存候朱 子 文集 も 御手 元に 可 有 御座^ は奉存 候へ、、，、」 も其條 抄出 仕らせ 入御 

覽侯 1^ 論 も 御座 候 は  奉伺 度 候 社稷 變置 之說は 古禮に 因て 民の 重 事 を發せ 

戯 f 如き 事 られ候 迄にて 深き 意 は 之な き 事 ど奉存 候古禮 にも 兒戯の 如き 事往々 有 之 候 年 

の 水旱を 以て 其咎を 土神 穀 神に 歸し候 事 も 其 一 事に 御座 候 是等は 皆 古俗 之 仕 

來候事 を 其 儘に 放置 致し 被 置 候 事 ど 見へ 申 候 日蝕 を鈹を 鳴して 救 ひ 候の 人の 

死 候 45 めに 屋宇 へ 上， 5 候て 魂 を 呼び 艮し 候の な ざ 中 類 皆 其た ぐ ひの 事に 御 

墜 1^  ふの 時に 尸 VJ 申 もの を 立 候て 其 尸 ど 成り 候 人に 飮食 を勸め 候 て 其 人の 醉 

飽し候 を； の 醉飽し 候に 取. 9 成し 其 旁に て 神の 快く 供物 を きこしめし 候 なれ 

• ば  一？. S を與 へられ 候 半の 祿を 授けられ 候 はんの i 申 歌 を 歌 ひ樂を 致し 候 類 も 怖 

しげなる 事に いたし 論じ 候へば 異様の 事に 相違 も 無 之 様に 被存候 都て 如 此の 

頷 皆 谷の 習 はし VJ 見へ 申 候 社稷 を 初めに 此 所に 築き 候ても 又 水旱の 折に は 彼 

听に 移し 候 事 其 習 はせ に 候 は  夫 にても 濟可申 候 但水旱 の 由て 來る 所の 理は 

其 比 西洋 之 說も無 之 別に 明め 方 も 無 之 候へ ば 其處を 社稷に 坂し 候 様の 事お 之 

^に 御座！^ 孟子 は 惟 其 事の あるに 就て 己の 見を發 せられ 候 計りに て ヌに趣 


意の 御座 候 事に 無 御座 候へ ば 御 會得被 遊 兼 候 程の 義は有 御座 まじき 事の 様 率 

存候夫 yj も何ぞ 深き 御考も いらせられ 候 は：^ 御 垂示 可 被 成 下 候 西洋 砲術 書飜 

譯 もの 一 部 是迄御 覽被遊 候に 付 所 藏仕候 は マ 舉货仕 候 樣蒙命 舉敬承 候 然 處 小 

生義は 原書に て 事濟候 故譯本 をば 取 集め も不仕 少しく 集め 候 分 は 信 州. 手許 へ 

雨 左 京と も 差 出し 又 門人 輩 へ 盡く遣 はし 申 候 當時幸 門人に て 候 雨宮左 京，.」 申 もの 江 【尸 

中 も の 

, 表 へ罷出 居候 此 もの 少々 は譯本 所持 仕 候間此 ものより 世子 迄 舉贷中 上 候 様 巾 

遣 はすべく 候 左 樣仕候 は、 世子に も 不 叨  又は 御寫し 被 成 候 御 暇 も 無 

御座 候 は ダ 其 儘 其 御 地 へ 御 差 送りに 相 成 其 御 地に て 御 寫 さ せ 御返し 被 遊 候 や 

いづれ にても 可然候 近き 內 書物 御用達 可 申 候 問 其義御 序に 世子 迄 被 仰 進 被 置 

度 奉 存候此 左 京 マ」 申 もの 至て 一, 午 易の 人に 御座 候 阅其段 は 御 安心 可 被 成 下 候 三 

村晴 山な V- も 至て 懇意に 仕 候 者に 御座 候 さて 先達て 中 上 候 西洋 軍陣 人 割の 事 

算法 御 分.^ かね 候よ し是は 西洋の 語脈な.、，、」 に 一 向に 御 慣れ 遊ばされす 候 故に 

御座 候數の 積り な V- 西洋に て は 多分 如 彼に 認め 巾候步 兵の 五分 一 を 騎兵 どし 

八、 分 一 を 砲 隊ビし w 十分 一 を 陣屋 掛ビ 成す VJ. &候 時は步 兵の 內ょ. 9 後の 三隊 

書 筒 御 使者 晨 時代 ( 一 九 〇) 川路 犁謨宛  四 一 1 


書 簡 御 使者 Q£ 時代 (一九 〇) 川路 犁. 謨宛  四 一二 

を 分ら 候 様 聞え 候に 付 再び 左に は あらや 後の 三條は 全く 歩兵の 外にて 候，.」 申 

事 を 斷り候 爲に步 兵 千 人 なれば 骑兵 二百 人 砲隊百 二十 五 人 陣屋 掛云々 ヒ 巾 す 

にて 御室 候戎 馬の 車. 中 上 候 所 色々 御 敎示難 有 舉存候 場所に 依り 候て は 常の 乘 

馬より 小 荷駄 宜敷趣 申 上 候所乘 手に 寄 可 申 歟さ思 召に 候へ、、，、」 もい かに 乘手宜 

しく  i% て も- it の は せ宜敷 無 之 候て は 忽ちに 其 用 を 成し 候 義には 至." かね 候 

様 奉 存候當 今；^ 觸の乘 馬 を 以て 比較 仕 候へば 山 石の ロ确 たる 徑路 なざ乘 登." 

乘下 h- 候て 溝 試み 候に 小 荷駄の 方 免に 宜しく 御座 候 小 荷駄の 內 にても^ 馬 

の ±i  . & 善き は 殊に 足の 運び 器用に て 石高の 路 な ビ」 乘 よき 様に 舉存 候 驗豕之 事 

易に 見へ 候へば 斷 勢の 事 聖人 も 御存知 之 所 何故 馬に 用 ひられす 候 や 御 不審の . 

犬 被 下 i 是は古 者 車に 服し 候 は盡く 牝馬 を 用 ひ 候 故の 事に 御座 候 四^ 五 馬 

六 til' を 服し 候て 嘴 蹄 等の 事 無 之 和 順に 御に 從ひ 候は牝 ".^^ に 候 事".」 兑へ申 

候 只今 田.^ にて 數 M! の- it を 一人で 扱 ひ 数 里の 道 を 往返 仕 候 も 皆 叱-おに 御座 候 

ヒ馬こ 無 之 i て は 二 匹 以上に て は 必 す 穩 ならぬ 事ビ 承り 候 古代 も 牝瑪を 用 ひ 

事 一 皮の 風^に て 何の 差 支 もな く 候 故：^ 馬の 勢を斷 割し 候て 牝^ どせ ハに用 


J おも 商に 滞 

候の 寶付獄 
よ 數替て 無 
し 人 仕 宿 之 
御 候 共 候 


ひ疾 はん VJ 申 考無之 候 ひし 事 VJ 見 へ 申 候 世の 開け 候に 隨ひ人 之！？  P も 增り候 

て 古聖 人 之 御存知 も 無 之 ビ被存 候 偖 其 御 地 も 御 取 計に 依りて 盗賊な ざの 訴も 

無 之 宇內之 W 數も 以前の 三ケニ を减じ 候よ し抚々 恐 入 候 御^に 舉存候 其 御 施 

設之問 嘸 可 伺 義可有 御座 候 所 山河 悠 遠 其 條 理 を 極め 候 事 不能 深く 造 慽之義 に 

奉 存候滯 獄無之 候に 付て 衍；^ ハ商賣 替仕候 もの 數人 御座 候よ しいか にも 倫 快 之 

義舉敬 嘆 候學問 御世 話 之 義も甚 切 實之御 事に て舉 感謝 候寧樂 市中 之孝經 皆う 

れ 切京攝 よ，.^ 買 入 候 程に 行 はれ 候て 畢党 君子 之德 風の 道理 も 可 有 御座 候 へ ビ 

も 其 敎導を 掌， 5 候 所 之 師儒 も必す さるもの V- 被 察 候 姓名 等 は 何 ど 巾 人に 御座 

1 おや 學 術の 様子 も 如何 や 御 序に 伺 ひ 置き 申 度 候 技 又 先達て 申 上 候 山間の 路な 

ざも輕 便に 駄 lia- 一  匹に 負 はせ て 運送し 候樣近 來拂郞 察に て 發明仕 候 所の ホウ 

S| 近日 鑄 立 ゥ ヰ ッ V  V」 申 の 銃 を 地 水 震 彼 是 漸近 R 涛立候 所 果して 輕便弊 邑怀の 出 多き 

所：. て は大に 都合よ ろしき 器 ビ被存 候 先便 申 上 候 義に付 其 眞圖を 製し 今 信 入 

御覧 候 外に 三。 ホ ンド (本邦の 七 百 目に 略 相 通) の カノ ン是も 近 H 鑄 立 候 もの 故 其 

圖呈覽 士^ 初の ホク クヰッ ルは 四十 貫 H 餘に 過ぎす 候 所 カノ ンは 彈の徑 ほに 

0 簡 御 使者 Si 時代 ( 一 九 〇) 川路 架漠宛  四 一 三 


書 簡 御 使者 尾 時代 (一九 〇) 川路 謨宛 


(別紙 は 逸 

してな し) 


如此 にても 砲 

も 重大に 到り 

に 過ぎ 候 へ ば 

出 候て 御歸國 

せ 候 故對州 

i?- ねて 互市 

別穏 なる 歳 

御座 候へ ど 

講究の 出來 

は ざ れ ば 參 

別紙の 尾に 錄 

下 蒼生 之爲に 

十月 


身の 目方 は 七十 貫餘に 御座 候彈の 力の 

申 候 夫 故に 軍陣 中 大砲の 數少 きに 過 候 

兵 之 進 返；^ 鈍に 成 其害甚 しきょし に 御 

之由是 は拂郞 察より ニ隻の 軍艦 朝鮮 地 

心許なき 沙 rf^ 御座 候に 依ての 事 VJ 聞え 

乞 ひ 候 樣に申 居候 趣 和 蘭人 內々 申立 候 

存候處 やはり 追々 事 を 生じ 申 候 只今 VJ 

七 年の 痫 三年の 艾の 譬 も 候へば 只今よ 

丈 之 事 は 講究 仕 候 樣致申 度 もの に 御座 

ぬ 事 ご 奉存候 過日 兵家 者 流の 爲に 扇に 

し 汚 電 嶇候 想に 御 點頭可 被 成 下 V.- 奉存 

事 長く 相 成 候故此 度は是 にて 申 上 留め 

折角 御 珍 愛 被 遊 候 樣奉祈 上 候 餘在後 信 

廿ニ  R 


強大に 成 候 程 砲身 並 架 V- 

へ ば 兵力 弱 候 又砲數 多き 

座 候 近 來對州 侯に も 御 暇 

方 へ 差 向け 測量な ざ 致さ 

申 候 英 .fH 黎も來 年は舶 を 

樣 にも 仄聞 仕 候 當年は 格 

相 成 候て は 諸事 手 後に は 

り 中 候 V」 も 志 御座 候 人 は 

候兔角 兵事 は 彼 を 知. 5 候 

書 候て 遣し 候 一 語 御座 候 

候尙^|:々申上度義も御座 

候 追々 寒 威 も 相 加 可 申 天 


な復役 "家 トリ 武公十 ハ一弘 

せび 儀 歸な傳 X 藝藩八 前 月 化 
リ 指 わ 藩 る 流 象 御 M-  \\ 't: 三 Pij 
リ 南 傍 後 に 師山 覽 に 感 八 口 年 
をら はよ 範は あて 應月 十 


.  佐久 1^ 頓首拜 

川路 明 公 閣下 

〔一九 一〕 目 付 役 里 見 治 右 衞門矢 野 茂に 贈る 

御手 紙 致拜見 候彌御 無 御座 珍重 奉 存候然 ば 去年 中武 藝御覽 之 節 M 衣 著用褪 

出 候 所 右 肩 衣 之義は 先年 業に 掛. 9 候 節 は 不及肩 衣 旨 被 仰 出御 座 候 閒右之 通 相 

心得 候 樣被仰 下 候 乍 然不及 申義は 不可 用 用 申 まじくな *w 申，、， - も輕 重の 差別 

もビ よ..^ 異なる 義 V,- も 存じ 候 へ ば 流 法 等に より 用 ひ候義 尤以苫 しかる まじき 

義 VJ 奉存 候雖然 向後 業に 依て 著 用 候 節 は 其 時々 御 役 方 迄 及 御 懸合候 様に.、」 被 

仰 下 委細 致 承知 候 右 御 報 得 貴意 度如此 御座 候 以上 

十一月 三 n  佐久 ,s  if 

里 見 治 右 衞門樣 

矢 野茂樣 

書 籣 掏 使者 屋 時代 (一九  一 )n 付 役 見 治 右衛門 矢 野 茂 宛  四 一 五 


• 書 簡 御 使者 3i 時代 (一九二) 八 E 嘉右 衞門苑 (一九 三〕 八 E 嘉助宛  四 了， 

弘化 s 年 十  〔一九 一一〕 A 田嘉 右衞 門に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

i 月， Kr! 力  -.， 

小 S に 敷 比來 例なら す 暖氣に 卸 座 候 益 御 萬 祥被成 御座 舉慶 候然ば 先-ぬ ぶれ 候小豕 物に 

かし 候て 1  - な 

匹お ち 申 候 敷かれ 候て 一 匹 落ち 申 候是は 病死 之 者 ビ扣違 仕 候に 付かね て 御 約束 も銜 候 

に 付. UL 少々^ 上申 候 御 味 可 被 成 下 候 立 田 氏 其 外に も 約束^ 之 分ち 候 故甚些 

少之所 は 御 海容 舉仰候 以上 

十一月 六 R 

嘉右衞 門 様 一品 添  脩理 

弘化 m; 年 十  〔一な 一〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 3 彥次 郎氏藏 

二月 二日 

益 御 安 泰 拜 賀 候 扠 此 程 は 令 郞 御 婚 俄 御 調 之 條 蒙 爲 御 知 幾 久 芽 度 舉 珍 壽 候 彼 

蟹の 紋の鞍 是 多に 早速 御恰 にも 不罷出 候て 愧入奉 存候然 ば御拂 にも 相 成 候 様に 相 伺候 蟹 

巧 十 *， 

. 1 の紋の LA 又 卸 手へ 相！ 1^.- 候よ しに 傳聞仕 候不苦 候はゾ 一 兩日拜 借 仕度 冀候今 

日御用ニてI^^^rにて出掛候に付乘試み申度此段舉願候宜しく御進业可被下候以 


〔一九 四〕 藤 岡 甚右衞 門に 贈る 

拜見仕 候 如 仰 昨今 は大に 嚴烈に 御座 候 所 

拜訪 緩々 得 淸話大 鹿 仕 候 然ば寒 候御尋 ぐ， - 

難 有 奉 多謝 候晚來 調味  一 を 下す ベ く 

如此 御座 候 以上 

十六 日 

尙々 眞蜜 一 捲 御惠被 成下是 又 難 有 製藥に 重寶之 品に て 萬々 零 謝 候找又 葡萄 

酒の 事よ くこ そ 被 仰 遣 候 乍 然此程 も 申 上 候 通 御器餘 b 少 さく 御座 候 今朝 外 

より 幸に 一 瓶 返. 0 候 ま、 1 兩 器に 入 候て 差 上申 候 小 2 澤山 所持 仕 候 無 御 遠慮 

なくなり 候 節 は 被 仰 下 度 候 何も 拜 面，、 >  匆 々以上 

書 簡 御 使者 尾 時代 ( 一 九 四) 藤 岡 ^右衛門 宛  m 一  七 


松 代 町 赤澤 光太 郞氏藏 

彌 御 萬 福 被 成 御座 舉恭 壽候衩 此^ は 

し て 御 遠來の 珍品 御 惠投被 成 下 千 萬 

相 樂み候 萬 拜而御 #1 可 中 上 ご御受 迄 


0  0 御 使者 房 時代 ( 一 九 五) 竹 村 金 吾 宛  四  一 

此 節瓶拂 底に 付 可 相 成は兩 三日 中に 此差上 候 瓶 御 挪返被 下 度 舉希候 以上 

其 右 衞門檨  倏现 

奉復 

弘化 I か  〔一九 五」 竹 村 金 吾に 贈る 


大銃鑄 立の 

御 場所 へ 見 

廻り 候 所 


F 高 井 郡 平穏 村 小 野 博氏藏 


餘 素 人 の 寄 合 ぁ き れ 候 ま 、.- 別 紙 を も 一 

一 昨 H は 參堂拜 謁難有 奉 多謝 候 其 節少々 御 

て 候 ひしが 此 不順の 冷氣杯 にても 御氣 分い 

候 然ば昨 R か ねて 御 勝手 方に て參り 見 候 

の 御 場所へ 見廻り 候 所 成る 程モ クチ— ルは 

か 中 事に て 一 挺 鑄 立 御座 候 筒に は あきれ 果 

て も 用 ひ 候 もの も 候 へ V- も 近頃 は 用 ひ不申 

是 迄の 日本製 同様 心 金 を 突 透に 致 候 銃尾珠 

御 1*1 候 か 又は 跡に て 鑄た し 候 手段 か 筒樣の 


寸 認め 候 間 舉入铜 

頭痛の 氣 にいら せら 

か ダ や 無 御 心 許舉存 

様に 御沙汰 も 御座 候 

よく 出來候 様に 被お 

申 候 三百 目 位の 筒 は 

是も 不便の 45^ よ 3^ 

^義 ぁリ， て ！  >sy- 

を螺栓 にて 跡に て は 

製に て はま、 過ち も 


13^ 以 上 

候 御 様子に 

問 御 左右 奉 

付 大统籍 立 

徂 三百 目 VJ 

前 は 彼 邦に 

角 も 鑄 立方 

込 候 手段 に 

墜候 故に 近 


かれ V のに ら座方 望 も 金 
ら 候に 致 至 其 候 御に 丈 合 
ぬ 事 任し リ 鑄 ひ 川て 夫せ 
事け せ 候 俗 立な ひ 西 を も 
しらま ェ 方が 御 洋御何 


來彼國 にて は 心 金な しに 柱の 如く 鑄 立 筒 中 をば 錐 にても み 開け 候 寧に 御座 候 

夫 はいか 樣 粗末なる 制作 にても 始めの 程 五十 發百發 打 候，、〕 て 多分 害 も あ る ま 

じく 候 へ V- も 事 御座 候 節 は ニ千發 三千 發も 忽ちに 打 切. 9 候 もの に 候 へ ば 其 節 

法の 如くに 参らぬ は 夫 丈の 害 を 受け 候べき 事 VJ 被存候 萬に ： つも 害 御座 候 節 

は 御身 方の 御 損に 相 成 可 申 候 余 合せ も 何も 丈夫 を 御望に て 西洋 方 御用 ひ 御座 

候 ひながら 其 鑄 立方に 至， り 俗ェの 致し 候 ま/^ に 任せられ 候 事け しからぬ is? 'に 

奉存 候御掛 b の 義に付 此段申 上 候 私よ， 9 も 御 勝手 方 へ 可 .3 "上 候 へ ざ も 先先 生 

よ， 0 も 何も 御國 家の 御爲 めに 候 閒被仰 上 可 被 下候餘 在面賦 

四日  啓苒拜 

竹 村 先生 案下 

弘化章 か  〔一九 六〕 山寺 源大 夫に 贈る 

御 細 酬拜見 仕 候 溢 湯 組 湯女 は 引 拂御申 渡し 被 置 候ビ申 事是迄 ： 向 不心得の 義 

に 付. &上候 所 天 保 卯年 御 取調の 書類 御 示 及 則 一 覽仕 候て 始めて 其顚末 を詳悉 

書 簡 御 使者 屋 時代 (一九 六) 山寺 源 大夫苑  w 一九 


書 簡 御 使者 屋 時代 (一九-: C 山寺 源 大夫宛  四 二 〇 

仕 候義に 御座 候此 年の 義な V- は 全く 上の 御 役 中 故に 爲 めに する 處 有之此 沙汰 

御領 内の 風 

離， 厳贿 II にも 被 及 候 事 V」 51^ 察 仕 候 31- して 蔡污を 洗 湯せられ 候て 御領 内の 風俗 を 御 維新 

,  御座 候御實 心より 御 役 方な》」 にても 御 取； 御座 候 事に 候 得ば 此 様な る 埒 な し 

の 筋 は 無 之 こ ゾ】. -舉； 4- 候 役場に て 御中 渡の 事 も 村 方より 差 上 候 請 書 も 唯 ： 時 

の 文飾の み にて 內實は 舊穢を 其 儘に 致し 置 候 事 をせられ 候？」 ゆ もの に 候 へ ば 

本より 本手の 事に 無 御座 候 劣 弟な どきつ く 不得其 意 事 W 存じ 申 候 形の-如き 等 

^なる 御 始末に て 事出來 候へば 以前 是々 の 義も有 之 候.、， 二し 其 唯一 時の 文飾に 

せられ 候 筋 を 以て 御 取締 御座 候是に て は 所謂 慢令致 期 民を賊 する VJ 中 もの に 

も 可 有 之 歟斯く 一  の 位 立ち 不申 候ての 事に 候へば 劣 弟に 於て は^じ 候 ま、 更 

張を經 ざる 以前に は實 手の 下し 候 所 をお じ 不申候 一 方 をば 厳しく 致 - 方 をば 

緩 致 し 候 ，、」 中 に て は 駁 ま だ ら な る も の に て 御 政 道 の 上 に ぁ る ま じ き 事 ご 舉 

存候政 は 所以 齊之 にて いづれ の 分寸を 何れに あて 候ても 引合 候 W 巾に 無 之 候 

て は眞の 政事 マ」 申 ものに 有 御座 §1 布 候 是等元 ふ 老兄御 熟知の にて 其 通參ら 

す 候 故に. &上候 14 御座 候 何 ど か 一番 御 工夫 御座 候て 役場 所 舊稳を 御 洗滌 も 被 


下 候 は 5^ 後來 長く 御 德澤を 荷 ひ候譯 奉 存候御 同僚 も 多く 铜座候 得ば 老兄锁 

一 人 を 奉 責候は 恐惶の 至に 御座 候 得 共古來 より 責は 賢者に 歸し候 歟に候 へ ば 

如此 御座 候 何分に も拔本 塞源の 御 長 策 所望に 御. M 候 書類 先づ返 S 仕 候 是 は 近 

日の 內 一本 寫 留め置き 度 候 閒其節 又 拜借可 舉願候 以上 

廿 九日  啓拜^ 

使 無 堂 君 臺下 

弘化？ か  〔一九 七〕 高 田 幾 太に 贈る  松 代 町 •  说淳 造氏藏 

數字 不明 中 上 候 所の 日記 一 卷御擲 返糙に 落手 仕 候 右 御 海 答 中に て^ 候 得ば <^ 

^Efe  .郎 只今 犬に 御嚙れ 候よ しいかなる 犬に 御座 候 や 病 犬に て は 無 之 候 や ロハ じゃれ 

よし 

候て 險付候 なれば 格別の 御 事 もお 御座 まじく 候 へ ごも^ 怒て かみ 付 候 時 はお 

.Iw: 之 犬 にても やはり 猢犬ビ 同 毒の 趣醫 書に 見へ 申候猢 犬に て 候 時 は 其^ を ¥ 

その 手充法 く 愈さぬ 樣 に手充 いたし 院 事に 御座 候 その 手充 法に 當り不 申 時 は 跡に て収返 

に 常" 不 

ws^^ しになら ぬ 事 も 世に ま、 >  御座 候 事に 付 御 女才も 有 御座 まじく 候へ ビ も 爲 念 に 

0 簡 御 使者 屋 時代 (一九 七) 高 E 幾 太 宛  四 ニー 


らぬ事 も 世 

に ま >• 御座 

候 


弘化 四^ か 


差 掛リ入 川 

の藥品 


嘉永 元年 正 

月 十：：！ 


書 簡 御 使者 屋 時代 (一九 八) 八 田 嘉助宛 (一九 九) 八 E 愼 藏，^ 

心得 候 義を申 上 候 御 醫者は 誰に て 候 歟甚氣 遣 はし 

以上 

A 匕 1 亥 

尙々 創 を 早く 愈さぬ 樣には 其 場所へ 完黄 膏 を 塗 

輕く用 ひ 其 毒を驅 除し 候が 常 法に 御座 候 此段も 


人田嘉 助に 贈る 

今朝 は拜面 大慶 奉 存候然 ば 此書狀 は 差掛， 9 入用の 

乍 御手 數 十八 屋迄御 頼 被 遣 右藥品 藥種屋 より 出し 

遣し 候 様に 奉 願 度 候 御 事 多の 御中 恐 入 候 へ ども W 

十九 日 

嘉助様 

〔一九 九〕 人田愼 蔵に 贈る 


四 ニニ 

舉存 候に 付 如此！ 


御 座 候 


り內 服に は 茛訾又 

御考 合せの 爲申上 


は 汞劑を 

候 以上 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


藥 品 を 取に 遣し 度 

候 次第 便の 節に 御 

分 奉 萬 祈 候 以上 


候が 何卒 

店 迄 送 り 


修 理 

松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


過 

今日 も乂 一 t 

首 を 得 S. 候 及 

之 


日は拜 年に 罷出不 存寄御 篤 待 を 荷 ひ 謝 成不巳 奉存候 

御 話 候 VJ 存候 今日 も 又 一 首 を 得 中 候錄し 候て 入贵覽 

御醴ニ 大人 へ 宜しく 奉 頼 候 以上 

十 日 

慎藏樣 

不 煩 貴 答 

践顔 魯公爭 座位帖 

古人 用 筆。 初 無 定 法。 或 謂 廻 腕。 或 謂 當使指 運 而腕不 知。 然 

指 運。 然 亦 不易 見。 惟 細 心 善 學 者。 乃 能 知 之 也。 戊 申 人 

東 坡 云。 書 初 無 意 于 佳。 乃 桂 耳 嘗 ， 評 此 帖。 1^ 注 賢 於 黄 金。 雖 

若 無 意 也。 然 無 意 之 妙。 豈 可 遽 至。 唯 心 能 蓮 腕。 腕 能 運 筆。 一 

於 心 手相 忘 耳。 下 學 上達。 雖小 技亦莫 不然。 同 曰 又 書 

書 細 技 也。 其 巧拙 固 不足 爲 人品 高下。 然字 畫 甚 無法 度。 乖 

亦 爲可羞 矣。 顔 公一 代 之 名 臣。 忠 義貫 n 月。 而此 帖又是 公 


其 節 顔 帖之跌 之 it?- 惜か 

候 御 一 唤可被 下 候此程 


若 此 帖。 則 決是迥 腕非是 

曰 書 

公、 枘未 免。 蓋 亦 謂 ^ 总 不 

點ー 甞ー 不 i:? 者。 可 以驯致 

緣刺人 IT 而 不自ぉ 覺。 其 

1 生 妙, 學士大 夫" 宜 -M 


害 簡 御 使者 展 時代 (一九 九) 八 E 愼藏宛  四 二 一 二 


書 籣 御 使者 屋 時代 (二 〇〇) 孝 右 衞門宛  四 二 四 

之 几 案。 時 々 幕 臨。 以 想 見 其 人。 庶有以 助 其 精彩。 而筆 札之規 矩 * 將 於 是 乎 得 焉。 

正月 八日 題 

米老 云。 一 日不 書 便 覺 m,〕 溢。 予生 不知 書。 故 久不 省其爲 何等 語。 自 適 狻此帖 。日 必 書 

数百 字。 後半 歲。 始服此 老之知 言。 正月 十日 重 書 

r 一一 ◦◦〕 孝右衞 門に 與ふ  下 高 井 郡 平穩村 中 村 五 郞右衞 門氏藏 

お々 本 鄕の方 專左衞 門 當年も 手 習の 世話いた し 候はゾ 矢張此 様の ものお は 

せ 候 樣可被 申 通 候 

新年 芽出度 候 老人 丈夫に て 加齢 悅存 候然 ばかね て 申 聞 置 候 童子 輩 之 手本い ろ 

は 上りの もの へ 此樣の 事 習 はせ 候 方 可然候 手本 一 本 上げ 候 へ ば 一 本 だけの 用 

有 之候樣 致し 度 ものに 候 是を皆 上げ 候樣 出精 候 もの へ は 其 分量に 從ひ續 き 候 

もの 又は 名 頭の 字な V- 習 はせ 候 も 可 然候其 衬方辨 別の. もの 少く 候^ 何，、" ぞ 老 

人の 骨折 を以 わかき もの ども 少 しづら も 字 を 知. 9 候樣 致し 度 候 乍 大儀 世話の 

:@ き 候 讓有度 候 以上 


佐久 修理 


^永 元年 二 

月 十四日 


ほほ 1^  一  J 


正月 十 H 

湯 衬手習 師匠 

孝右衞 門》」 の 

〔一一 01〕 塚 田 五左衞 門に 贈る 


重 兵衞ー 昨年 江 B- 表より 持参の 德利殘 b 有 之よ し 此方に て 藥を燒 き 候に 入用 

候 閒有切 遣し 可 給 候 代 料； 0 疋 遣し 候 問 相當に 受取 可 給 候 去年 中 か 承 候に は 

尙十 三本 計り も 有 之 候よ しに 候 差掛候 入用に 付 態々 人 遣し 候 以上 

二月 十四 R  佐久問 修理 

塚 田 五左衛門 殿 

〔一一 0 一一〕 山寺 源大 夫に 贈る 

今朝な V- も 春 霜雪の 如くに 御座 候 ひき 夫 故 か兔角 冷々 敷 候 彌御萬 覦被成 御座 

候 や 奉伺 候然ば 江^ 友人 の 許より 荷 蘭 風說書 1 本 i^l し 差 送候旣 に御覽 も 御 I 座 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二 〇 一) 探 田 五左衛門 宛 (二 〇 二) 山寺 源 大夫宛 


四 二 五 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二 〇 三) 羽田 忠左衞 門 宛  四 二 六 

s;^ 歟 ども 奉存 へ 共 今日 御 近 邊迄人 之 序 御座 候 ま 、i 供- 堪腦候 高論 其內 拜而可 

相 司 候 二 五八の 日に 演武 子弟 参り 候 所 暫く 令 郞御 見え 不被成 御 不例 にても 候 

歟 VJ 無心 許奉存 候に 付 乍 序 拜問仕 候 今日 も 其 日に 就き 必中 五六 輩 參じ可 申 候 

御 事故 も 無 之 候 は  御 出御 座 候 樣奉存 候 偖 過日 御 面 話 仕 候合藥 道具の 舉其後 

一 向 不得命 候 如何の 御樣 子に 御座 候 や 御 伺 中 上 候 近日 原書の 眞形を 以て ホク 

キ ク ル モル チ T ルを鑄 立 申 候 大分よ く 出 來中候 彈をも 引 續き爲 造 候て カノ ン 

S 1 同に 打 試 申 度 候 右に は 火 藥も餘 程 費え 申 候 へ ば 早 く 中 附 候 方 <p 宜 し く 

VJ 奉 存候御 樣子相 分り 候 は、 >^ 一  寸御批 答 奉 仰 候 以上 

二月 二十 二日 

山寺 様 

i 元年 五  〔一一 2〕 羽田 忠左衞 門に 與 へし 領收證  m 野 市 橋 本 正 次氏藏 

一 金 拾 八兩貳 分貳朱 


右 佐 野 村 御 林 御 拂木八 百 或 拾 三本 代 料 六 拾 八 兩壹分 贰朱壹 匁 五分 之 內三抬 雨 

當時被 受取 其 內拾兩 忠右衞 門 助 次 郎へ確 石 製 入用 分？」 して 被下ケ 赍 兩 惣右衞 

門へ 將石製 入用 眞木代 VJ して 被 下ケ壹 分贰朱 同じ 代ビ して 專次郞 へ 被下ケ 候 

殘 < ^"糙 に 相收， W- 候 以上 

申 五月 十四日  佐 久問修 现@ 

羽田 忠左衞 門 殿 

嘉永 元き  〔一一 s〕  ft  ft: 金 吾に 贈る  下 高 井 郡 平穏：；？ 小 野 博氏藏 

月 五 曰か  - 

先夜 は拜訪 奉獲晤 言 大慶 奉 存候然 ば 其 節 蒙 仰 候 舟 材之義 早速 佐 野 御 林の 方 穿 

鑿の 爲御林 見 召 出し 候觸差 出し 候處 如何 致し 候 か 今に 不罷出 候 舟 材は御 急の 

. 事の 様に 伺候に 付 羽田 忠左衞 門 呼 寄せ i れ械嶽 滅麵肺 1-1 ばば 归ケに 謝 虹 • 

之 節 も 申 5K 候て 召 連れ 心 當の林  一 n>  .b 畐 -せ お Ha  5?  fa しの 阪： 4^ る く き lig の 15- 

！!^ に 御 林 を も 略 二見 爲仕 候敌也 一 尸 3T-r4^ し罝： nE;!^! しび も—  . tS さ- 一八 *• びズ 

無 相 尋ね 候 所拾壹 間にて 末 口 壹尺五 寸ビ申 候て は 本 口 三尺 以上な ら では 用 立 

兼 可 申 佐 野 御 林に は 太き 所に て 五 尺 廻， 9 餘の 所に 限 b 候 様 申 聞け 候 御 林觅も 

書 簡 御 使者 厨 時代 (二 〇 四) 竹 村 金 吾 宛.  四 二 七 


書 簡 御 使者， fe: 時代 (二 〇 五) 竹 村 金 HAM  四 二八 

いづ e に 致し 候ても 今日は 罷出可 申 候 閒尙又 相 尋ね 候て 可 申 上 候 乍 去 多分 右 

之 所に 相違 も 有 御座 まじく 候 乍然猶 念之爲 心得 候 もの 遣し 候て 親しく 弃整仕 

らせ候 もの 歟其段 も 伺 度如此 御座 候 將舟材 三 雙分積 b 書 一 同 御 示 及 被 成 下 候 

マ」 申 御 約束に て 候 ひしが 御 事 多 故 か 今に 不被下 候 心得 之爲 一 寸其 書付 拜見仕 

度候此 使に 御 下げ 可 被 成 下 候 以上 

五月 廿 五日  啓拜 

竹 村 先生 臺下 


嘉永元 ハホ六 

月 十五 n 


(金 吾の 妻 

は 五月 十三 

R 死去す) 


竹 村 金 吾に 贈る 

は 口 御 安 健に 被 爲入候 や 追 日 御 淋しく 御座 候 はん ど 察 上 候 令 愛 君に は 御 順 快ぐ」 

奉 想像 候然ば 小弟 義は此 度い か にもよ く 雨 師に被 祟 候て 出立の R より 殆ざ降 

續 かれ 申 候 十  一 ttt に 始めて 好天 氣に付 長霖の 跡に は 有之是 よ. 9 は續て I 齊 色に 

可 有 之 r- 存じ 十二 日に 草 律迄罷 越し 夫よ b 入 山の 方 を 過ぎて 御 林に 入 秋 山の 

方へ 下. 9 候 半 4：： にて 朝 五つ 時に！！ 湯 組 出立 仕 候 所砥川 小屋 前にて fl，w 雨 降 


出始め は 雷鳴な、、，、」 も 有 之 故 通. 9 雨 にても 可 有 之 存じ 候 所 夫よ. 9 次第に 强く降 

候て 橫手 山の 小屋 ミ 申に 至. 5 候 頃 は 風 も 烈しく 中々 草、 律 迄難罷 越" 吹 ビ案內 の 

もの も 申 候に 付 其 夜 は 其 小屋に 止宿 夜中 も 雨 は 格別に も 無 之 所 いかにも 暴風 

f^s^s  ： て 折々 小證を も ゆすり！^. 程に 御座 候 ひき 疾風 日 を 終へ やな ざ. &候故 翌朝に 

候 故  > 

止み 候 事 V- 期し 候 所存 外に やみ 不申 候て 晝 過の 頃 少しく 靜に成 b 候に 付 出" 

け 所 又々 途中 始終 雨に て路の 泥濘い はん 方な く 候 ひき 乍 去 急ぎ 候 故 _ ^い^ へ 

は 早く 著 仕 候 翌日 晴候 は、 ^ 入 山の 方へ 向 ひ 候 半 マ」 存じ 候 所 十三 n も 十 ra:n も 

降 續き申 候 山 入の 仕度 故に 書物な、、，、」 も 持 參不仕 又 草 津溫， おは 御存知 も 御座 候 

歟 殊の外の 酸烈 にて 平常 健康の 人の 浴し 候べき ものに 無 之 候 故 入浴 も 出來か 

ね 談話の 敵 V- 申 も 無 之 候へ ば 僅か 兩 三日の 事に 候へ ども 身に 困り 中 候 御 一 吹 

可 被 成 ^ '候 今 十五 日 前少々 降 候 ひし かざ も 纏 て 露 候て 其 后 は 日 色 も 魔 し く 

候へば 明日 も 多分 好天 氣に有 之べ く 候仍て 明日 は 是非 マ」 も 山に 入 可 申，、」 おじ 

罷」 h  tla- 乍 去 明日 彌晴 日に て 山に 入 候ても 雨天に て 五六 日^しく 仕 候 故 夫 丈 は 

:F 終 後れ 3 赞も 延び 可 申 候 御 序 も 御座 候 は、 S 其 段 御 勝手 方 へ 御 話し ™w 被 成 下 

0 簡 御 使者 M 時代 (二 0 五) 竹 村 金 吾 宛  P ニブ 


書 愤 御 使者 屋 時代 (二 〇 五) 竹 村 金 吾 宛  四 三 〇 

度 奉 希候尤 今度 は 數年之 企に て 候 故 存分に 山中 を も 相 探 h- 可 申 s?^ お 通 金 類に 

て も 見出し 候 へ ば少々 吹 試みな ども 仕 候て 罷歸， 9 度 V」 申す 事 兼て 申立 置候義 

に 御座 候 將此度 山 入の 初日に 说 川の 南に 一 溪 御座 候 所 水中に 溫 泉の 氣有之 候 

湯花 石に つき 候よ し 案內の もの 其近邊 へ參， 5 候 頃 申 聞 候に 付 道 法 を 尋ね 候 へ 

ば 三 四 丁 斗 も 可 有 之 V- 申 候に 付 一 寸立寄 見 候 所 果して 水中に 幾ケ所 もぬ るみ 

候 湯の 出 候 所有 之 候 其邊こ 、ユ彼 こ 見廻，.^ 候 內溫， 3^ の 本源 ビ覺 しき 所 御座 候に 

付 急に 案 內の者 並 家來， 共に 申 付 其 下 を 掘り 溪流を 急に し 其 所に 满候 水の はけ 

■  issb 候 様 致し 青草 を 刈 候て 彌水 VJ 隔て 見 候 所 殊の外 熟き 溫. ：！^ に 相 成 水 を 加 へ 候 は 

外！^ーき？！泉 

に 相 成  では 入洛 出來 かね 候 程の もの VJ 成り 申 候 溢 湯の 大湯 VJ 號し候 もの 餘程 熟く 覺 

え 候 所 寒暖計に て 測 b 候に 百 二十 三度に 有 之 候 角 問の 湯 は 百 十七 八 度 別 所の 

湯な V- は ぬ る き VJ は 申ながら 百 四 度に 御座 候 ひき 此度 見出し 候 は；.. S 廿六 度に 

御座 候 湯の 性 を 察し 候に 味 酸く して 殆 V- 草 律のに 類し 申 候 湯の花の 石に 付 候 

事 三 五分に 至 b 申 候 其 様子 も 草 律に 類し 申 候 三ケ村 中に 御座 候溫^ ビは顿 V」 

別種に 御座 候 其 源 東南 ふ 出で 候 へ ば やはり 草津 V. 一  其 源 を 同じく 候 事 VJ 被 察 候 


推 日 竹 ¥ さたお のに し 出 キ'] "Ei  111 八 
知 附村に れ 略に 在 お 手 宛 分 寺 本 
せ な 宛 よどせ てりけ 簡と 宛 常 書 
りる リ もら 文し る をのと 山簡 
U を 五て 内れ 末 も 中寫象 竹が は 


¥ 水 元年 六 

十九 H 


十六 口 晴天 

に 付 革津出 

立 


原 も 其 近き 


場所 も草津 道の 側に て 道 を 始終 

是迄 茶屋 を も 掛置候 程の 場所 故 

s< へば 此所 にて 

候て 利 を 收め候 は -ゾ 

候 もの 一朝に して 珍 

相 成 て 召 速れ 候 も 

候までに は 11: か 可 


に て 

ヾ」 の 

助成 

づ れ 


も 付 

み 存じ 

にも 可 

罷歸. 5, 


有 


此所 へ 

他の 處： 

湯 小屋 ■ 

1 。し 

らし， 

の 共 ® 

之 候 一 


廻し 候ても 格別 道 法に も 障. 0 不申 丁度 

マ」 も 致 相違 始終 賑ひ可 申又視 川！^ 堂の 

の 世話 仕 其 隙に 地勢よ ろしき 所へ 藥草 

事に 可 有 之 候 村 方の もの 

溫， 3^ に 成. 9 候事不 議 に 

合 申 候 先手 始の H よ. 0 简 


も 是 で 冷 0 

も^ 之 又 始終 

様に 候 へ ばい- 


1^  ： 上る 


更級邵 中 律 村 飯 島 卯 三 郞氏藏 


々 私事 

至極 達 

日認之 

候然ば 書中 

はと 州の 內 


も 

十五， 


も 殊の外 丈夫に て 足 も 格別く たびれ 不中大 仕 合に 候 鶴 作 五 左衞門 

しゃ に 御座 候 

書狀 さだめて 御 

に も 申 上 候 通 十六 

に 御墜候 以前 は 御 頭分に て 


可 

曰 


被 下 

晴天 

分 に， 


書 簡 御 使者 Si 時代 (二 〇 六) 母に 上る 


奉 存候彌 御き げん 様よ く 

付草津 出立 其 夜 は 入 山？」 

沼田 樣御 つぶれの 時より 

四 三 一 


御め で 度お 上 

申 所に 止 是 

公領に 成.^ 候 


書 簡 御 使者 ESi 時代 a 一 〇 六) 母に 上る  四 三 二 

よしに 卸 座 候 十七 日 も 晴天に て 候 故 その 入 山よ..^ 山に か 、 h- 水：：： 野 御 林 上手よ 

り はい .9 御 さか ひよ b 三 里 下せん 澤の 小屋 VJ 申 岩魚 取の 小屋に 其 夜 を 明し 昨 

兼て 志-ざし 十八 日 夫よ. 0 又 谷 を わた..^ 山 を こし 候て 魚 野 川 VJ 申に 下 b 候此 所に て 兼て 志 

II 見リ "し ざし 候 会-山の つる を 見出し 申 候 夫よ.^ して 見 候に 其 上下の 遍不殘 余-山に て尤 

も 多分 銅 VJ 被 存候是 迄 千 百年 誰 あ. 9 てこ 、J に 余： 山 あ..^  VJ 申 事 存じ 候 もの もな 

く うづ もれ 居候 所 一 たん 私に より 開け 候 マ」 申 も 不思議なる 事に 御座 候 此邊は 

よき 木 V. も 有 之 候 得 ざ も # 野 へ も 十 里に 餘り候 故 伐 出し 候 事 も 出來不 申立 枯 

にの み 成 b 又は 上 州の 上よ.^ ぬすみ 伐に 致し 候 も 有 之 候所此 場所へ. - 山に 成 候 

時 は是迄 不用 之 木 皆 其 用に 相 成 申候猶 委しく 見廻り 見出し 可 申 もの は 見出し 

可 申 ご 奉存候 昨日 今日 も 晴天に て先此 分に て は 續て天 氣に可 有 之 候 先 今日 水门 

野 村へ 歸り候 人足^ 之 候 ま . 一 寸是 迄の 様子 申 上 候 彼是 少々 手 まざれ 可 申 候 

得^-も必御案^^^-被成下まじく候草々 め で 度 かしく 

六月 十九 日  修理 

銜母様 


ま朿に は. へ 
る 條位松 加 か 
ソ 村し 代 賀が 
に 今 城井& 
合 は 東 村 


乍 憚 蝶 菊 へ もよ ろしく 奉 願 候 以上 

SS 竹 村 金 吾に 贈る 

過 刻 は 御 困 屈 奉恭察 候每々 小弟の 故 を 以て 餘 計の 御 苦 勞を奉 掛恐惶 の 至舉存 

候 然者此 程 も 御 內話申 上 候 通，.^ 加 賀井衬 の もの 利 を 貪.^ 候 所よ.^ 不當の 事 申 

出 候に 付 一 向 其 場所 御用 地 V」 申 ものに 相 成候樣 仕度 y) 申 事 何分 早速 左様 相 願 

度 候 窯 築 立 候に も 十日 許り は 掛り可 申 候 其 所に て 中元 前少々 は燒 揚げ 巾. M 候 

其 所 も 御 含 被 成 下 速に 御所 置 奉 願 候 過 刻の 拜謝旁 取 急ぎ 申 上 候 以上 

大盡  .  啓苒拜 

今 かや 生  . 

嘉永 元年 七  〔一一 0 八〕 藩老 小山 田 壹岐に 贈る  西條村 高 田壽三 郞氏藏 

月 4=! 一  日 

^野 御 林 金山 之 義に付 申 上 

佐久 修 

書 籣御 使者 SI 時代 (二 〇 七) 竹 村 金 吾 宛 (ニ0 八) 藩老 小^ E 志 A 岐宛  四 三 三 


'き 大之右 町 松へ に 銅 落 榮今ハ 

も 凡閒試 名代 锻か存 山 と 村 城？/ ま 
相 八 諸-五 な 町 冶ち す のす の 科柴 し 
ffi 九掛十 リ の 町 リ名赤 一郡 はば 
リ 拾り H し一 は 今 柴部豊 現 


書 籣 御 使者 屋 時代 (二 〇 八) 藩老 小山 田 «岐 宛  四 三 四 

先頃-お 野 御 林に 於て 見出し 候 礦石 諸國之 産".」 見 くら ベ 候 所 丹 州 生 野 銀山 之 石 

に . ぬ IM 十 能く 似寄 申 候 西洋に 礦を酸 精に 溶し 試 候 方 御座 候に 付則 其 法を以 

て 右 生 野の 銀 石 VJ 同じく 試 候 所 いづれ も 銀の 徵惜に 相 現れ 候徂生 野の 石よ， り 

は 銀 分 少く相 見え 候 乍 去 生 野 は 年久く 地底へ 堀 込 候 所の^ 石に て此 度 見出し 

候 方 は淺く 地面に 浮み 居候 處の もの に 候 へ ば 固よ トノ 優劣 も 可 有 御座 義、、 -被^ 

候， UL 然銀分 御座 候に 相違 も 無 之 又 過日 燒試 候節據 中に 差込 候 銅 眞鍮の 色に 變 

候 所 を以見 候へ ば^ 鉛 を も 含 居候 ビ被存 候 右見 出し 候 場所に 木 殊の外 澤山御 

座 候に ォ 炭に 燒 かせ 候 所 を 荒々 積り 見 候に 八 貫目 入 壹俵銀 五六 分に 上り 可 申 

候 左 候 へ ば 始の間 出方 少く 候ても 隨分其 利潤 可 有 之 奉 存候此 節赤柴 銅. W にて 

稼 ef; 戰人 一 人 暇取 候 を 冶 町 万 吉 よ 御用 御座 候 は  被 仰 付 度 申 立 候 幸 之 事 

にも 御座 候 問 今 一 人 も 詮整仕 五十 H の 問 右 場所に 於て 堀 取 並 吹：！ 分 付 仕 巾 上 

ei る i,:- き 分 付と 申 は 石 何程の 目方よ リ正眞 のかね 何程の 目方 w.^.^ の. i4 爾卸 M へ： i 

度 奉存候 申 を 節 ひ.^ jj; 閒 諸^と 合せて 算定 仕 候 事に 御座 候 ！^^ィ ひュす fn^v.^ 

に 相 成 候 筋に 御座 候 は、. -猶其 趣 法 取調 可 申 上 候 右 試 五十 H 之 問諸掛 b 大凡 八 

九 拾 11^ も 可 申 V」 被存候 得ば 此分御 下 余-被 成 下 候 様 仕度 奉^ 候 此段御 勘 


I、 巾と 被存 辨可被 成 下 候 以上 

七月 廿 一日 

猶以申 上 候 右 金子 之 義は佐 野 村 御 林 殘木御 拂代料 八 抬贰兩 追々 上納 可 仕 候 

へば 姑く 是を以 吹 試 可 被 仰付歟 但し 今春 三 筒 衬の內 所々 種 人參薛 試. 候 所い 

づれも 生 方宜敷 候に 付 村 方の もの へ も 多分す お 付 させ. S '度 候 所 外 品ビ途 ひ 極 

子 代 高 金に 候へ ば 難 溢 村の 義カ 及ばざる もの 勝に 御座 候に 付^ 子拜^ に 被 

成 下 根 堀 取 之 節 相 當之利 分 差 加へ 其 品 を 以て 也 さ も 金子に て 也 w も 返上 仕 

らせ申 度 段 伺 之 通 被 仰 渡 候に 付 會津迄 人 差遣し 此程中 種子 四 斗 取 寄 申 候 I 

j^Ml^M 侧，^ 此代料 余： 五拾兩 程に 御座 候て 旣に此 代 料 は 佐 野 W 御 林 御拂の 

金子の 內を 以て 拜借 仕度 心得に 罷在候 左 候 へ ば 金山の 方 彌手始 仕 候 核 御開 

濟被成 下 候 は  御 林 御拂代 料の 外に 五 拾 兩餘の 御 下金 逆 じめ 御聞濟 被 成 

下 度 奉存候 以上 

〔一一 0 九〕 竹 村 金 吾 宛證書 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 〇 九) 竹 村 金 吾 宛  四 三 五 


害 簡 御 使者 EM 時代 (ニー 〇) 八 田 嘉助宛  四 三 六 

覺 

一 金 拾兩也 

右ゲゥ ュ ー ル五拾 挺 代 料贰百 兩之內 糙に致 落手 候爲後 證如此 御座 候 以上 

申 七月 廿 六日  佐 久^ 修理 ⑩ 

竹 村 金 吾 殿 


嘉 永 元年 八 

月 五 H 力 


鞘お H 記 


例 之 百 金榮 

八 過 刻^ 手 


A 田 嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 田彥. 次 郞氏藏 


昨日 は 登 館 不存寄 御馳走 罷成 感銘 不已奉 存候然 ば 鞘 野 日記 御用 相 濟候は > 御 

投返奉 願 候尤猶 御用に 候 は  今日なら すして 宜しく 候 昨夕 之拜謝 旁如此 御座 

候 以上 

五 日 

例 之 百 金 榮八過 刻 落手 之 趣 申 聞 候 先安 心 ビ舉存 候 以上 

嘉助樣  倐理 


g. ほ は ゆ. <  〔ニニ〕 菅 沼小彌 太に 贈る 

昨夜 は 深更 迄 大御苦 勞に奉 存候經 宿 益 御 萬 福 に 御座 候 歟然ば 昨夜の^ い か に 

も 不出來 に 御座 候 彼 職人 銀座に 勤め 候 ものに て 頗る 功 者ビ申 寧に て 總兵衞 召 

速れ 候よ しの 所 私な ざ 西洋 書中に 於て 相 心得 候 所に 比較 仕 候て は 並ぶ ベく も 

無 之旣に 昨日 紛を 加へ 候て 減じ 候 ビ增し 候ビの 如き ものに 御座 候 今朝 據底を 

.5 ほ，？ き^ 撿査； H 候に 銀 氣餘程 有 之 候 近日 赤柴 銅山に て 日々 灰 吹に 致し 候 銀 を 一見 仕 候 

に 致し 候 銀 

I 一  兑仕候 所 一 日の 間にて 晝前は 必す五 兩位晝 後 は 拾 兩餘に 及 候い つも 害 一 前 は ま = 一 後 の 半 

分 位に 御座 候 ひき 是を 以て 存じ 合せ 候 へ ば 火 候 等 も 未だ 手に入 不申候 故 或は 

吹 散し 灰 中に 沈ませ 候 様の 事 有 之 不同 を 生じ 候 事 マ. - 存じ 申 候 一 體 昨日の 試驗 

少 分量に 付 灰 吹の 火 度 は 今少し 減じ 候 はねば ふ つ， 5 合の 事 V」 存じ 御：：^ 知の 通 

.9 度々 心付け 遣し 候 何分 職人 共 は 自分 仕覺候 通よ..^ 外 は 仕らぬ もの に て當惑 

の ものに 御座 候 今朝 尙又 改め 候て 銀 も 最初の は 三 厘に 御座 候 後の は 五 厘に て 

兩度 共に や は，.^ 爐 底の 灰 中には 銀 分 有 之 候 右に 付聢 仕 候 試に は 無 御 歷候腚 

書 簡 御 使者 接 時代 (一二 一) 普 沼 小彌太 宛.  Mi 二 七 


書 簡 御 使者 虽 時代 (ニニ 一) 雨 宮左京 宛 .  四三パ 

炸法 1?ヒ よ ざ 仕 候！^ は 近日 出よ 石 取 寄 候て 洋法通 一 よ b 十 私 手 を 下し 可 申 其 節 乍 御 苦 

り 十 私 手 を 

下し？ 勞今 一 度 御 在 檢奉願 度 候 右の 次第 御 勝手 方 へ も 可 然奉冀 候 以上 

八月 六日  啓拜极 

元年 八  〔ニー 二〕 雨宫左 京に 贈る  西條村 小 出 知 春氏藏 

尙々 嚯野星 の 方よ. 5 はテ レ メ ンの瓶 御 あけさせ 瓶 は 幸便に 御 送，^ 返し 可 被 

下 候 

藥品は 松 代表に て 駄賃 受取 候 へ V- て 御 出し 可 被 下 又 瓶 は 良 便 を えらび 御 送 

可 被 下 候 

杉 田 等へ 遣し 候 位の 瓶 五ッ六 ッ廉價 にて 差 送，.^ 可 申 旨植野 厘へ 申 遣し 差 出 

し 候ば 此 度の 箱に 御つ め 被 遣 可 被 下 候 何分 希 候 以上 

久布 御物 遠に 候 當年は 殊の外の 炎 熟に て幾歲 にも 覺へ候 はぬ 事に 御座 候 其 表 

の 樣子を も傳聞 候に や は b 爰 許に 替らす 毒 暑の よし 大分 病疾も 行れ 候 様 矛 候 

彌卸健 寧に 卸 渡.^ 候歟御 近況 委しく 承 度 候 こ 、J も S 北 堂 前 至極 御 安裕の 御 様 


'ま 何 ィテ  承リ一 中 田 其  候をメ 中此 

可 程ナレ  度 其 瓶 候な 表  見 ンに閒 

申 に は メ  候 說宛翔 ど幷  出テて 沓 

やて一 ン  に を 差 試 何 井  しィテ 野 

引斤テ  付 も 送に と 杉  申 ナレ山 


子 何よ. 5 の 御 事 W 珍重 致し 候 賤家何 以替る 事 無. 之 候 閒乍盧 外 可 御 心安 候洋學 

益 御上 達 候 か 此節坪 井杉 田な ざ へ も 御 往來候 事 VJ 相 察し 候 此節何 を 御 讀み候 

歟承度 候 然ば此 間 灰 曰 野 山中に てテ レ メ ン ティナ を 見出し 申 候是は 宇田川 棒齋 

が 名物 考な Vj にも 和漢 產詳 かなら す しるし 候 ものに 御座 候 所 御領 分 中 ふ 出 

候 事 ふしぎなる 事に 御座 候采 hs 候に は甚 手の 掛. 0 候 事ながら 隨分 木の 數 多く 

候 へ ば 其 表 藥 種 屋 な V- に て 引 受 候 價 次 第 采 出 さ せ 可 然 ^ も お 候 迂 拙 考 に は 其 

品 頗る 上品？」 存じ 申-候 乍 去 其 表 坪 井杉 田な V- 何 VJ 申候歟 試に 一 瓶 宛 差 送. り 其 

說をも 承 度 候に 付此度 足下へ 御賴申 候甚御 面倒に は 可 有 御座 候へ V- も 箱屮に 

收め 置候廣 口の 瓶の 中 一 ッ宛兩 處へ御 遣し 可 被 下 候 坪 井への 封 物 は 例の 海 砲 

全書に 有 之 候 御 口上 にても 宜布御 禮御申 被 下 度 候 但少々 大 封に て氣の 毒に^ 

じ 申 候 偖 又 細 口の 瓶に 入 候 をば 別封 一 通 V」 土 尘 二 箱 御 序に 伊勢 河 迄 御 持參 

被 下 土圭は 御返し 別 帋之藥 種 御調へ 便の 節 御 送り 可 被 下候テ レ メ ン ティナ は 

一 斤 何程に て 引受 可 申 や 御 尋被下 何 斤 位 入用 ざ 申 事 御調 させ  一 御 取 被 遣 可 

被 下 候 種々 御 面倒 之 事 恐 入 候へ V- も 御屋敷の 人々 にて 屈かぬ 事 も 有 之 候 問 賢 

書 簡 御 使者 屋 時代 (ニニ 一) 雨 宫左京 宛  四 三 九 


書 簡 御 使者 屋 時代 (ニー  三) 山寺 源 大夫宛  四 四 0 

友 を 相 煩 はし 候 何分 宜敷御 周旋 可 被 下 候 然ば此 品甚菲 薄に 候へ"、，、」 も 時候の 御 

見舞 申 陳候印 迄に 致 呈上 候 御 咬 留可被 下 候 未だ 相 應之御 相談 等 も 無 之 候 や 近 

日劍 術つ かひ 候 孔平其 衰へ罷 出 候閒此 もの も 御統本 御家人な ざ 近付 も 多く 候 

故是へ も 足下 之 事 心得させ 遣し 申候隨 分御懇 志に 被 成 候ても 損の なきもの に 

御座 候 明日 又 在 出 致し 候な ど に て 多忙に 付用舉 の み匆々 如此 

雨 宫賢友 足下 

n>  H: 七 啓苒拜 

尙々 土圭 VJ 瓶の 箱 VJ は 損じ ものに 付 常 田 氏 へ 相 頼 申 候 外 封 物 は 宰領 へ 出し 

候 何 VJ ぞー ッに被 成 御，.， け 可 被 下 候 萬 祈 

旦し土 圭のー ッは 上の 玻璃 破れ 居 申候爲 念 得 貴 意 置 候 

脇お 一 マ S 八  0 ニー 一一〕 山寺 源大 夫に 贈る 

(II) 其 御 役 方に て 夫々 御手 配 御座 候 上 は 彼是 申す に 及ばざる 事な が ら 意 に は 御 

城下へ 多勢 罷在 候ても 不宜に 相違 も 無 之 候へ 共沓野 村. ふ 御城 下 迄 九 里 計." も 


御代せ へ 訴 

出 候なら ば 

訴 させ 候て 


有 之 候へ ば 其 途中 御料 所 並に 他領 も 御座 候處を 過ぎ 參. 9 候 事に 候へば 御城 下 

のみ 御 厭 ひ 候 所 如何の もの や 其 上 頭取 候 者 この 一 時には 相 分かね 可 申 少しく 

智術 御座 候 もの は： 川 取 候ても 跡へ 廻 b  f 1^  5 鎖 §  J  i 雌 義又跺 m の もの は  一 m 取 

ならで も 先へ 出 候 様の 事に て はしん \ 取 分 中 ま じ く 简 様 の 事途 中 に.て 彼 是 

ヾ J 致し 候よ. 0 は 御 代官 へ 訴出 候なら ば  一，^ させ 候て 其 次第に 依 b 夫々 御處 g:^ お 

之 可 然様 舉存候 乍 去旣に 御手 配 御座 候 事に 候へ ば如此^^-不用に候ざも爲念御 

尋に付 如此に 御座 候 以上 

八月 十一 H  修 现 

源 大夫樣 


嘉永 元： 牛 八 

月 十四 H 


(錯野 騒動 

のき 


〔ニー  S1 山寺 源大 夫に 贈る 

昨 n は 雨に て 稍 涼 意 を 生じ 申 候 彌御健 寧 被 成 御 勤 珍重 舉：； ^候然 

立 候 一 件 も 今日 御手 附共 骨折に て 張本人 之 糸口 を 得 候 趣に て 明 

表へ 引取 可申檨 先刻 申立 候 委細 は 御手 附 より 可 中 上 候へば 相赂 

書 籣 御 使者 虽 時 代 (ニー  四) 山寺 源 大夫宛  四 四 一 


ば 鞘 野 本鄉騷 

し 中 候 5! 利 左 


天氣 次第 明 

日 山に 入 る 

ベ く 手配 仕 

候 


嘉永 元年 八 

月 

r 葡萄 採 K 

人足に つき) 


書 簡 御 使者 屋 時代 (ニー  五 ) 〇  四 四 二  - 

衞門元 兵 衞榮八 事 いかにも 不分明に 存候此 者 共 申立 候 通 組に て 總代を 立て 候 一 

へ 左様いた し 候 は 、^ 取次 願 立 可 遣 W 申 候 趣に 候 へ ば尤の 事に 相 聞え 候 夬を組 一 

總代を 立ん VJ も不致 形の 如き 騒ぎに 仕 候 事 いかにも 首尾つ き 不合候 此等は 御 

手に て 一 御 吟味 無 之 候て は 相 分， 5 申 まじく 候 本 鄕には 從來心 術 宜しから ぬ も 一 

の 有 之每々 養 愚の 者を騷 がし 立て 樂の樣 心得 候よ し 右 故に 又も/、 他村に 無 一 

之穩 かならぬ 事せ ハ 御座 候 趣に 相 聞え 候此度 様の 事 有 之 候に 付 候て はせ めて は 一 

後來の 爲に此 會に乘 じて 邪 惡を剪 鋤し 舊染之 行 俗 を 一 洗 御座 候樣 仕度 奉 存候ー 

私 も天氣 次第 明日 山に 入る ベく 手配 仕 候に 付何廉 多忙に 付 緊要の み 取つ まみ 

如此 御座 候殘炎 折角 御 保護 奉 祈 候 以上  一 

八月 十四日  修  理 

源 大夫様 


0  、郡 奉行 に^へ 


たる もの か )  松 代 町 羽田 桂 之 進氏藏 

葡萄 酉に 製し 候 葡萄 は 多分 家來 W 山 見 唯 吉に爲 取 候 唯 吉義は 骨折 候 故 其 節酒 


へ 

馬 

の 

事 


^等 遣し 候 ひき 人足 は 都 

し 寘 候 左 候へば 村 方に 於 

は 如何の 趣意 か 尋ね 度 事 

馬 ひきは 致し 候 か  >、」 申 事 

し 上に て 杏 野 村み 一 里少 

切 候 ie^- な ノレ は その 道す が 

灰窗の 世話 致し 築き 建て 

一 里 計りの 路を 休み/、 

息 相 汗 相の 事 を も相辨 へ 

は 私の 乘樣略 承知 もせら 

際に は 必す用 あ る 事 VJ 存 

み 又 去歲地 IB お 後山 中 筋へ 

を 越 候て 竹 房 村 ま で 罷 越 

且險 阻の 路 のみ に 有 之 候 

書 簡 御 使者 屎 時代 (ニー 五) 


合 五 人 使 ひ 

て は 申 分 無 

いかなる 事 

し 餘も可 有 

ら 三十 分の 

其 間 馬 を ば 

往返 候に 何 

候 へ ば 無 理 

れ候 事さ存 

候 問 是 迄 山 

も 町方の 駄 

し 直 様 其 日 

ひし 力 _yj も 

〇 


申 候 人 數ゎづ かに は 

之 事 V 一存 候 然る を此 

にや 覺ぇ不 申 候 瀧の 

之歟其 間の 道 石高く 

一 も 出 來不申 候 其 上 

休 め 置 候 事に 候い か 

程 疲れ 候 半 私事 駄馬 

なる 乘方は 致し 不申 

じ 申 候 偖 駄馬に 鞍 を 

中 筋 御用に て 巡視 候 

馬 を や ，ーン ひ 候て 田の 

艮.. ^候が 大略 十 鬼に 

其馬聊 もいた み 不屮 


候へ ども 其 分 手充致 

度 答 書に 此事 認 め 候 

上 ぐ」 中 は 琵琶. 池の 少 

且出 坂. に て 候へば 乘 

に 其 場所へ 參. - 終日 

に 山 方の 弱 ti:T にても 

の 術 拙く こそ 候へ 稍 

y 一  相 心得 候 余 吾 殿に 

置 候て 乘候 非常の 

節 も 山 坂. 數&ー  を乘試 

口よ， 9 六ケ しき 山 坂 

も 及ぶ ベ き 道 法に て 

候 ひき 水：： 野衬 余： 兵衞 

四 四 三 


書 筒 御 使者 屋 時代 (ニー  五) 〇  ww^ 

が 馬の みゎづ かの 道に ていたみ 候 事 不審の 事に 候 僅が の 路を乘 候て 果してお 

に-陴，.^候か不障歟疑の晴れ候樣にぃ つ にても 乘 試み 見せ 可 申 候 

C 灰燒 人き 灰燒 かせ 候 人足 は 前後 二 拾 七 人に 牛 一匹に 候 然る 處 末に 遣し 候 入足兩 人中 を 

曳き 候て 越 候 者 共 は 愚昧に て か ねて 申 付 置 候 事 を 致 忘却 火 を 早く^し 候？」 

て燒 溜め 候 灰 へ 水 を かけ 候 故 灰汁 消散 候て 折角 数日 骨折いた し 费をも かけ 候 

を^：なしく致し候故右費辨納致させ候ても可然之所厚く致勘辨無其義乍去右之 

.稱 ^法 も 有 之 候に 付 手充之 沙汰に は 及び 不申候 其 以前の 二十 五 人 マ」 葡萄 采人 

足 五 人 分 合せて 三 拾 人 一 人に 就て 鳥 CH  二百 づ 、j 手充に 取らせ 候へば 村 方に 於 

て は 申 分 無 之 事 £ 存 候 然る を 答 書に 斯く認 候 義は尙 不足 を懷き 候に や 跃足候 

に は 如 巧 様 なれば 宜しき，、 一 申 事 尋ね 見 度 もの に 候 

. r 人足 S 事) 人足 之 事囂々 敷 敷へ 立 候 得 共 文化 十三 子年 な ざ に は 石 倉 氏 を 野 衬へ出 役 候 て 

兩 度の 山 入に 二百 人の 人足 を 被 使 申 候 私事 は 利用 掛被仰 付 候以來 昨年 迄 三年 

の 閒出役 候 節の 人足 を 合せて 丙 八十 人 其 內三拾 人 二百 文づ 、1 の手充 差 出し 置 

候へば K ひ 捨りは 五 拾 人 也勘辨 あるべき 事に 候 


5m 

入木 


村 方の もの 申 候 所 を 以て 如此也 手附其 時に 取調 候處 にて は 小：^ 其數 減じ 候 也 

鐵砲辜 ： 木 引下し 人足 五 拾 人 是も百 五 拾 人の 內に候 へ ど も 是は右 ^ 木 松 代表 迄 

致 著 候 上 伺候て 手充候 様に V」 も 存じ 候 ひしが 村 方の もの 餘 h, に不所 亦に 付是 

は 使捨の 方に 可 伺 ご存候 

佐 野 村 分地 湯 田 中 村 六 右 衞門開 發場見 分の 事此 時節 佐 野 村^ 平 H あ 野 御 林 き 

に屹 VJ 破物 可. 有 之證 據見當 候に 付兩 ttt 續 きに 笠の 腰 ざ. £■ 邊 迄 參 り さ が し ：： ル 候 

此時兩 日せ ハ馬 出させ 候 乍 去 後 R は 佐 野 村 ふ 差 出させ 候 様存候 先日 杯 も 安 南 平 

致 見 分候沓 野に 出 役 は 致し 居候へ.、，、」 も 佐 野 村 分地の 見 分に 付 佐野衬 ふ^ 出さ 

せ 申 候 初日に は天氣 都合に て 急に 存立 候 事故 佐 野 迄 申 遣し 候て は閒合 かね 候 

に付沓 野 村の 馬に 乘申候 出 役 先き 臨時の 事無餘 議事に 候 

湯 田 中 村 分地 云々 是は 午年の 事に て 未年に は 無 之 又 其 外 所々 へ 御 出の 度 ご，、， - 

ヾ J 有 之 候が い づ れを申 候 ゃ左樣 所々 見 分の 事 無 之 候 筒樣の そら 言 审 候 寧、 W の 

外の 事，、， -存候 

當 四月 中 人參稲 云々 羽田 忠左衞 門 並に 手 附定右 衞門罷 越 候 節の 事也是 等は當 

書 簡 御 使者 時代 (一二 五) 〇 1 1  i  W 四 五 t 


0 簡 御 使者 尾 時代 (ニー  五 ) 〇  四 四 六 


(御 杯 管理 

に つ 3 


(入 山探檢 

に つ き) 


(床下 土 取 

に つ きン 


慕に夫々差引可有之事に候且^g^人參械村方拜借 

心得 可罷在 _ ^に候 

御 林へ 入 候て 致. E 稼 候 もの 稼 高 十分 一 の內 三分 

被 下 三分 一 を 奉り 候 様 可 致 左 候へば 是迄差 出し 

但 植 込 之 勞 ば か を 出 精 候 へ V.- 申 候 事 過日 日記 

ぐ」.2-事誰が申候事ゃ如此知れたる^=^-にも上を欺 

や §i 入 山 通に て 奥手 御 林 を 巡，.^ 候に 三 四日に て 

最初 ふわ か たる 事に 候 又 雨天 等に て はからす 

ぬ MJ ビ お 候 

砲石製職人床下掃除 の ^fs-^f 一  桶 代 銀壹匁 五分 

床下 屋 宇の 障.^ に 成候樣 深く 堀 候 事 は 決して 無 

み 收め候 事に て 深く 砲 分な き 土 を 取 候て は 割合 

土 を収候 時に 放し 候 板な V- は 職人 の 方 にて 本の 

§ るみ 候 所 は 手 を 入 置き 候 事に て總て 人の 住居 


に 可 取 計 V- 申 事 村 方の もの も 

二 を 伐 荒 場所 苗木 植込之 料に 

來り候 冥 加 余 之 上 多く 上 ら す 

を 以及御 廻談候 通に 候 五分 一 

き 候 申立 不埒 至極 之 事 也 

歸られ 候 事 や 歸られ ぬ  > とや は 

日 數の延 候 事 は 申立に もなら 

り 事， 即 城下 v> て も 同じ 1™ 貝 に £^ 

之 事に 候 上 に 吹 居候 猎分 を の 

に 第一 叶 はぬ ものに て 御 庵 候 

通. 0  丁寧 打 付 床下の 塚 木な ど 

に A ま は 有 之；^ て 害 は なく 候旣 


に 鈴 木 藤 太な V. その 樣子を 見 候て 村 方に 於て は 難 有事 V,- 申 聞 候 程の 事に 候此 

義なざ 彼是 申 候 は 沓野村 之內必 わる 者に 有 之 候 半 御 心 付かれ 可然候 

文 S 事 手 附鹤作 七日に 觸面持 參之所 夜分 五ッ 頃 澀湯組 著に て 遂其觸 差 出 候 を 忘れ 翌 

にっき \J 

八日 晝頃存 付 差 出し 候よ しに 候 九日 朝に て は 無 之よ し 鶴 作 申立 候 

「 杳野村 K  久 1 樣御 人足 佐 久閒樣 御 人足 v> 申 事每々 申立に 相 見え 候是 は， M 理が 自用 ビ 

の 心理に つ 

さ  存じ 斯申候 事 や 私 は 利用 掛被仰 付 置 候に 付 夫々 御用 筋 を 以て 人足 を 使 ひ 候 事 

に 候 然る を 日歸. 5 人足なら では 不罷 出な ど 申 御用 筋 差 拒候條 不屈 至極に お 候 

是等相 當之御 咎筋可 有 之 事に 候 去れ.、，、」 も かねても 御內 話に も 申 候 通 閑散に て 

箇樣 の掛， 0 を 持 候，、」 申 事 法外 之 事に 付 箇樣の 馬鹿なる ふ 有 之 候 も 一向に 淵源 

なし V- いふ ベから す學 校のう ちに だに 扑用敎 刑の 事 御座 候まして 頑 同の 人民 

を极ひ 候に 一向に 刑罰 之 權無之 候て 參 る ベ き 箬は無 之候是 等の 事. 最 初よ..^ タハ 

らぬ に はなく 候 へ ざ も 先 御 役 を も 辭し舉 り 候 位の 所 へ 本式の 事 申出 候 はんも 

を こに 付默し 居候 事に て 候 ひき 此 意味 相 は 此度之 一 件 御 取扱 候に 始終 御  被 

置 候 様 乍 憚 奉存候 

書 簡 御 使者 厘 時代 (ニー  五) 0  四 四 七 


書 簡 御 使者 Si 時代 (一二 六) 八 E 嘉助宛 (ニー 七) 山寺 源 火夫 宛  四 四 八 

(以下 切れ て 無 し) 

琴 水 九  〔ニー 六 1 A 田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

月 八日 

昨夜 灰：： 野 村より 御用 熊 到 來其肉 手に入 候 問 乍少々 呈上 仕 候 御 ゆ、^ 可 被 下候以 

上 

九月 八 R  修现 

八 田 様 

一品 附上 

^3  § 山寺 源大 夫に 贈る 

杏 1 一條 拜見 快晴 益 御 萬 祥舉拜 賀候然 ば 水 "野 村 一 條以來 之 所 嚴敷御 申^ 位に て 可然共 

被 思 食 乍 去 内 濟御聞 濟は御 聞濟不 行. 跡之廉 を 以て 過怠 人足 十日 宛 も 御中 付 御 

* 座 候 半 V も 被 思 召 候よ し 3?^ 意 に は 後條 尤も 可 然舉存 候 存念 申 上 候 様 蒙 仰 候に 

付 如此に 御座 候 御 示し 書類 ど も 返還 仕 候 以 上 


十八 日 

此程は 泥途之 御供 御 i お 勞舉察 候 何の 御恙も 無 御座 奉 拜慶候 いかにも 大荒 にて 

御座 候 ひき 令 郎兔角 御 平 快 無 御座 候よ し 是は實 に 御 服藥御 精出 候よ 外お 御 

座 まじく 候 尤も 此問 中み 差 上 候藥劑 法の 如く 御用 被 成 候ても 瘦』 0^ 御 差 かね 候 

rtr は ® 宣 に 可 有 之 候 早く 根治 を 務めす 候 は  >  ハ！； ！ 々大害 を 成し 可 中 候 尙御容 子 

委しく 承 度 候 以上  _ 

山寺 様  倐现 

〔ニー 八〕 人 田 愼葳に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

過 n は 得 寵召參 堂 之 所 緩々 荷 御 款待 感銘 之 至舉存 候然ば 只今 茶 ^ 之 事に 付點 

檢 仕度 候 問 陸生 之茶經 一 寸御惠 借 被 下 度 舉冀候 萬所懇 御座 候 以上 

十月 十二 日 

愼藏様  ， 俯  M 

書 簡 御使者：15^時代 (ニー  八」 AE 愼葳宛  四 m 九 


嘉永： 兀年十 

月 十一 一日 か 


陸生 之茶經 


書 簡 御 使者 m 時代 (一二 九) 小山 EI 一 i 岐宛 


M 五 〇 


嘉永 元；.^ 十 

月 十 £n: 


九〕 小山 田 壹岐に 贈る 


お 多 

石 膏 

石墨 

代赭 


下手 三 筒 村 

土 


-石 

石 


石 1^ 


0 


に 於 

中 


て 見出し 候 

口  W 


々 


J  .1 


•ep や. 

金 星 


並底那 

ネ 


上 品 


一 紫斑 蠟石 

右 鞘 野 村 

一 白堊 

右 湯 田 中 村 

一 酒 葡萄 

一 蠟石 

右 佐 野 村 

一 硫酸 重 土 

右 同前 

一 石灰 

右 寺 尾 衬梅木 村 

但し 梅 木 村の 方 地震 後の 樣子 未詳 候 

一 石炭 

書 簡 御 使者 屋 時代 (ニー  九) 小山 E 壹岐宛 


四 

五 


嘉永 元年 十 

月 十四日 か 


本顋寺 使！ Is 

之 事に 付兩 

便の 御考 


書 御 使者 屋 時代 (ニニ 0) 羽田 忠左衞 門 宛 (ニニ 一) 小 林 梁 助 宛 

右 鬼 無 里 村 水 內村三 水 村 

右 書記 入御 覽候檨 御座 候に 付 此段申 上 候 以上 

十月 十三 日 

〔一三 0〕 羽田 忠左衞 門に 贈 る 

寒冷 之氣 候に 候 へ ども 彌御無 恙 珍重 此 事に 過ぎす 

兩便 之御考 態々 御 出 被 下 母 迄 預御內 話 第 一 私 方に 

萬 辱 早速 御用 番迄內 々中立 候 然る 所 是も大 に可然 

はん W 申 事に 御座 候 いづれ 左様 なれ ば 其，： w より 昌 

御禮 旁如此 御座 候 以上 

十月 十四日  ， 

■ 忠 左 衞門樣 


m: 五 二 


佐久 閒脩理 

長 野 市 橋 本 正 次氏藏 

候然ば本願寺使僧之^！-に付 

て も大に 都合よ ろしき 事 千 

事ビて 早速 其 向々 へ 被 達 候 

i 寺 へ 通達 可 有 御座 候此段 


1 


嘉永 元年 十 

月 十五 日 

问 三十日 


小林柔 助に 贈る 


長 野 市 近山與 五郎 氏藏 


製 之琴此 

度 御 取お  x 

度 


法 

又 


日 寒冷 相 加 候 得 共彌御 安裕 被 成 御 典 居 奉 慶候然 ば 先達 中 相 願 候 手製 之琴此 

御取\13-^:^使に附し御送被下千萬感銘不知所謝奉存候此琴手製にて格別宜し 

も 無 之 候 得 共 先年 筑摩 河原に て 敗 舟の 材を獲 かの 輕 野の 事な ざお じ An せ 古 

に 依. otl^ て 製作 候 ものに 付 俗間に 沈 淪候も 可惜 事に 存じ 御お 惱をも 相 願 候 

偏に 御 厚情に て 此器本 まに 歸. 9 大慶 不過之 候 遠方 市 廛に有 之 候 を 御 取 炭し 

此表迄 損 缺無之 樣に御 送 被 下 候 事い か 計 之 御手 數  >」 返々 不勝烕 荷 候 將此品 

微之 至に 候へ ざ も 聊 か 謝 悃 を 布 き 候 迄 呈 覽 仕 候 御 被 下 候 は ，、可 爲； 本 懷 

先 は右拜 謝まで 如此 御座 候 時 氣千萬 御 珍 嗇所祈 御座 候 以上 ， 

畏堂道 兄 文 几 

十月 望  啓苒拜 

猶々 右 琴 御 送 被 下 候 節 封 内に 御手 敎御入 置 被 下 候 様 御題し 被 遣 候に 付 其 心 

得に て 發封之 所敎^ 様の もの 一向 無 御座 候 さらば 御褒 題に は斯く 候ても 御 

手敎 別に 御 出し 被 下 候 事 もや，、」 前文 相 認め 今日 迄 相 待 居候 所 いづ 方 ふも不 

相 達 候 右に 付餘， - 延引 候 も 如何に 付如此 御座 候 御 送 被 下 候 脚 錢等は 如 W 取 

書 筒 御 使者 屋 時代 (ニニ 一) 小 林 助 宛  M 五三 


書 籣 御 使者 屋 時代 (ニニ 二) 竹 村 金 吾 宛  四 五 四 

計 可然ゃ 行間 蒙 仰 度 候 

一 琴 第一 に. 银 難に 相 屈き 欣感此 事に 御座 候但 i 七 本手 製 之 品，.」 問逮候 本の 趁 

ょ黑檀 にて t-^ 角に 有 之 候 所此度 白き 新ら しき 木に て麥粒 形に 取替 居候ち ビ 

随 を 得て 蜀 を 望 む VJ 被 思 召 可 被 下 候へ .，€ も是又 大切なる 翰に 御座 候 問：^」 も 

の 高誼に 右 も 御 穿鑿 被 下 候 樣奉懇 候 御用 多 之 御 事 を も 存じ 居候て 又々 如此 

餘勢之 事せ ハ相願 候 は 實恐入 候へ ざ も 前文 申 布 候 通 甚心を 用 ひ 手製 候 品に 付 

甚惜候 ま 、j 押て 奉冀候 何分 御 合 御 序に 御 尋ね 被 下 候 樣奉頼 候 是も代 料惯候 

て り 事に 候 は、 ^ 甚 易き 事に 候 閒夫も 是も宜 布 御 合 可 被 下 候 

1 御 專聞も 被 下 候 歟當夏 御用に て沓 野の 深山 を 窮め 候 折 柄 芝草 を 得 候 事 有 之 

1?^、 芝 欽ー篇 頗る 奇 絶に 候 其 節采芝 歌ー篇 作. -候 ひき 此度爱 に 附錄掛 御 目 候 御 一 咬 可 被 

作リ候 ひき 

下 候  十月 大盡 啓又拜 

嘉永 元年 十  〔一三 一一〕 竹 村 金 吾に 贈る  東京 市 久保來 復氏藏 

月廿 三日 か 

饕 の義 蒙 昨日 は 尊簡 御 投下 被 成 下 候 所 折 柄 不在に て 早速 御 受も不 仕 恐 入 候硫苦 (の 義蒙 


仰  仰 奉 敬 諾候乃 當年堀 出し 候 內を擇 ばせ 上中下 三 品 vj 仕 入御 is 候 然る 所 下の 品 

はや はり 中 品ぐ) 同 物に て 惟 其 閒少々 宛黑 色のお 物 を 被り 候の み 是 は 刀 を 以 て 

けづ. 0 去り 候へ ば 同じ もの VJ 相 成. s- 候 其 上此中 下の 品 は 今 一 皮 桶 中に て 水に 

浸し 土 沙幷に 酸 氣を洗 淨し申 度 事に 御座 候 上品の 方 は 丁 皮 洗 ひ 候 もの 外 二 品 

は 山よ.^ 堀 取 候 計の もの， VJ 見 へ 中 候 以上 

一月 廿三 R  ^  0 

竹 村 先生 臺下 

脑 十  〔一三 三〕 人 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八 次 郎氏藏 

寒冷 相 增候所 益 御 多祥 被 成 御座 候段舉 慶祝 候然 ば^ 桃 酒 新 酸出來 候に 付 御 慰 

迄 に 入御 覽 候 御 莞存可 被 成 下 候 以上 

修 理 

嘉右 衞門檨 

書簡 御 使者 屋 時代 (ニニ 111) 八田嘉 右衛門 宛  1： 五 五 


書 籣 御 使者 屋 時代 (ニニ 四) 藩老宛  P3> 

嘉永| 十 . 〔一三 S 藩老に 贈る  馗科郡 西條衬 中， -藤 四. 郞氏藏 

月 一 一十 力 ox 

鑄 物 師職新 助 御 當所引 拂候樣 被 仰 渡 度 段 申 上書 取 

.  佐久 問脩理 

私大 砲 鑄 立 之 用 向 申 付 候 長兵衞 手に 附け 召使 ひ 候 職人 新 助" 一 申者此 節ゲゥ ェ 

J レノ五 拾 挺 之 請負 仕 候 莊三郞 方 之ゲク ュ ] レノ の眞鍮 金具 五十 組 壹組鑄 放し 貳ハ 

朱 宛に て 請負 莊三郞 方へ 罷越 候て 港 掛け 候 所 右 仕事 半 塗に 仕置 候て 片井京 助 

長屋に 罷在候 鑄 物師惣 五郞方 へ 参り 其 手に 付 候よ し 右に 付 莊三郞 ゆ 立 候し に 

初め ゲク H 1 ルの 金具 惣 五郎の 方に て は 京 助 方に て 出來に 御成 候 品 之 請负を 

壹 組に 付 拾 貳匁ッ 、 に 相 極め 致 細工 候 由に 付 眞^ 目方 並に 鑄 手 問等掛 合せ 勘 

定仕 候所贰 朱に て は隨分 出來寄 可申存 候に 付 其 段 を 以右新 助に 申談候 所い 力 

にも 細工 可 仕 ざ 申 候 故 手始め 仕らせ 候 所 半 塗に 致し 惣五郞 方 へ罷 越し 再び 反 

不申 候に 付 莊三郞 ふ 惣五郞 方へ 及 掛合候 所 惣五郞 申 條には 私 手に て 右 職人 

達て 入用 も 無 之 候 へ ども 右 職人より 使 ひ 吳候様 頼み 候. 義に付 以前よ. -懇怠 之 


廉を 以て 召 抱 候 事に 候 様 申 候よ し 右に 付 莊三郞 ふ 又々 掛合 候に は假令 以前 之 

懇意に も 致せ 此方に て 請負 仕 寧 始め 掛け 餘分之 物 入 も掛. 0 候 所に て 其 義を半 

塗に 致し 出奔 同様に 無 斷出懸 候 者 を 其 儘 其 手に 於て 被 使 候て は 外々 手に 付け 

候 職人 之締り も不宜 第一 此 度 手 始 致 し 候 損 分 も お 之 候 ^ 其 所 何 ご か 渡...^ を つ 

け 候 様に，、」 申候處 鍛冶 職 禱物挪 職 違 ひ 之 事に 付 其 渡り をつ け 候に 不及. ヒ巾張 

居候 趣に 付 私 ふ 手 附之者 差遣し 何れに も目ビ ns"s の 問の 事に て 候 へ ば假令 此方 

之 手 を 離れ 候 職人 之 趣に 申參り 候ても 外に 證人無 之 分 は 一 患 此方へ 掛合可 巾 

事に 候 又 其方 之 職人 此方 へ罷 越し 其方 之 手 を 離れ 候 問 此方に て 使ひ吳 候^ 巾 

候へば V」 て 其 一 人 之 口上 を 以 て 其方 へ 無 斷には 用， S 不申付 候 事禮義 に；^ 之 候 

新 助 義は莊 三 郞方之 請負仕事 有 之 候に 付 一 先 莊三郞 方へ 差 11^ し： F.^ 又 其方 

に 於て 入用 も 候 は マ 莊三郞 へ 渡 を つけ 候て 召使 候樣. 遣し 候 所 職 f^;^ の もの 

へ は 渡， 9 を 付け 不申 候が 職 法に 候ビ申 候て 我意 申 張 候 様 手附の もの 罷ひ I  .0 巾 

間 候 職 違 之 者 云々 申 候 義に候 は、 何故に 最初 其 請負 を 致し 候義 にや 一 度 其 請 

を 致し 候て 外に 便利の 事 有 之 候へば ごて 其 手始め 仕 候 義を半 塗に 致し 外不へ 

書 簡 御 使者 屋 時代 (ニニ 四) 藩老宛  M 五 七 


書 簡 御 使者 屋 時代 (ニニ 四) 藩老宛 (ニニ 五) 〇 

罷戊 一し 候樣の もの 有 之 候て は 莊三郞 申立 候 通 請負 仕 候 所の 始終 之 代 料に 差 

右 新 助義は 候 義に付 右 新 助 義は當 所 引 拂候樣 京 助 へ 也.、』 も 被 仰 渡 被 下度舉 存候您 五-ゆ 

樣  義も右 之 如く 理不盡 を 申 張 候 義に付 申 分 も 有 之 候へ ぐ」 も 是は外 御内 用 向 も".^ 

座 候 義に付 無其義 畢竟 は 新 助 義不博 之 筋 ふ 起， -候 事に 御座 候問此 者た る御當 

に 安住 仕 候 は ざれば 夫に て雙方 穏便に 相 濟候義 に 付 右 引 拂之所 御 勘 辨被成 

下 度 奉 願 候 以上 

十月 廿 九日 

靈年十 〔霊〕 0(1 宛 か)  松 代 町 丸 SS 藏 

ロイテル 傳 昨日 は 宽辅へ 被 仰 付 置 候" ィテレ ノ傳翻 譯之事 古文に て難讀 右に 付 御 訴訟.^ 丄 

疾義は 尤に被 思 召 候へ ざ も 御 借 受被遊 候 も 御所 柄の 義に付 御 返上 之 節 も 和解 

出 來寄候 所 御 添 被 進度 御 合に も 被爲在 候所餘 程の 月數 にて 徒に 御 返上 も铜殘 

念の 御 事 且又 御 向 様へ 被爲對 候ても. 御氣の 毒に 被 思 召 候に 就て は 何-.」 か.^ 0 考 

は. 藤 之 やの 旨 被 仰 出 候 趣 委細 被 仰 下 承知 仕 候 篤..」 考見候 所 私 江 芦 表に 居 合 候 


へ ば 入魂 仕 候 杉 田 成 卿 始め 西洋 學 達者 も 有 之 旁 兼て 御 目 通 之 節 申 上 も 仕 候 ひ 

し抄譯 等の 義は いか 樣 にも 計ら ひ 方 可 有 御座 候へ ざ も 何分 こ、 J ごかし こ ぐ』 隔 

候 所に て は 書中 の 懸 合 無覺束 奉存候 然 る 所 道 富 ハ \ マ 訂正の 上 御藏 板の 御 

合 も 御座 候て 旣に 公邊 へ 御 伺に も 相 成 候 やに 承 候 へ に 定めて 御 伺 J ^一り の御沙 

汰に可 有 御座 ビ奉存 候 然る 時には 訂正の 義等は 私へ 被 仰 付べき やに 舉存候 左 

候 節 は 出府 も 被 仰 付べ く 候閒其 上に て 取 計ら ひ 候へば 容易に 右 抄譯の 所 参. 0 

可申歟 VJ 奉 存候但 右 之 書久々 御 借 受被遊 被 置 候 を 御 懸念 可 被 爲在候 へ ざ も 翻 

•  5 化. も. 以 譯ざ申 もの 其樣 速に 參ら ざる 義は水 藩に も 以前より 洋學者 御 召 抱 も 御座 候 事 

老公に も 御 

Mgli 可 被 に 候 へ ば 老公に も 御 承知に 可 被 爲在又 彼 書の 義寬輔 讀掛， 0 候て 古文 故に 難解 

段 を 申 上 候 へ ば 是又弱 力の もの 申 候 VJ も 違ひ讀 にくき 文章に 押出して 相途も 

有 御座 まじく 候へ ば 年代 も 久しく 候に 就き 文章に 疑 難 多く 候 旁 抄譯も 果敢 取 

かね 候 趣い っぞ御 序に 御 向 樣迄被 仰 越 被 爲置候 はんも 可 然御儘 か VJ 奉 存候當 

今の 文章に て 御座 候 へ ば 私譯し 候て 奉 差 上 候 事 も 難から す 候 へ V- も 古文に て 

寬輔の 力に 及び かね 候 程の 艱 溢の 書に 候て は尙更 私に は 屈き かね 可 中 いづれ 

書 簡 御 使者 時代 (ニニ 五) 〇  四 五 九 


書 簡 御 使者 尾 時代 (ニニ 五) 〇  E  ZC 

逢し やの もの へ 被 仰 付 候 はやして は參， -申 まじく 候 其 達者".」 申 候て は 成 卿 又 

は 品：^. 次 郞に可 有 之 候へ も い づ れも 天文 臺 御用 を も相勸 め繁務 にて 候へ 

ば 右 等 難漩の 書た やすく は 領掌仕 申 まじく 文通 杯に て は 中々 肯がひ 申さ ゾる 

事ぐ」 奉存 候故ハ , マ 御藏 板 御伺濟 にて 校正 板 下雕刻 等の 手配 之爲 出府 にても 

被 仰 付 候 節 面談に て 成 卿 か 梅次郎 へ 是非"、」 も 押 付け 可 申，、」 存候 迄に 御座 候 過 

兵 衞 殿 迄 も 申 進 候 通 岡 部 様 御 啓 師 高 松 讓 歴 輩に て は 恐らく 推察の 譯に 

て 戯作 同然の ものに 相 成 可 申 候へば 御 勸め申 上 かね 候 夫，、」 もに 書中に て 申 越 

し 1 お 位に て は 承知 仕 問 敷ビは 存じ 候へ ども 試に 成 卿 梅 次郞兩 人へ 私よ b 寬輔 

ひるみ 候 義を以 頼み 見 可 申歟成 卿に 於て は 自身 にても 都下に 雙び候 ものな き 

を CI 負いた し 居候 故 その 難讀 の 書 V.- 申 所に て 却て 氣乘り 有 之 萬 一容 易に 受引 

i よ しも P ぬ ものに 候へば 御 內盧舉 伺候て 的 便.^ 遣 候べき 歟前 條の義 得 ビ 

相 考中上 候 様 被 仰 下 候に 付如此 御座 候 尙御伺 被 下 候 迄 被 仰 出 候 御 儀 も 御座 候 

は  >, 被 仰 下 度 舉存候 貴 答 迄如此 御座 候 以上 

十一月 八 n 


可 三す のて 一 

に もの 寫の 

及 拾に 多 
び 二て 分に 


f き S 叶  〔ニー 一六〕 竹 村 余： 吾に 贈る 

過 刻 は 於 殿中 拜面 大慶 奉 存候其 節 申 上 候 書物 代 惯の事 御 不信用の 様に も 被：：^ 

候に 就き 此 一 冊 入御 覽候是 は 三 田 樣御醫 師箕作 何が しの 藏 板に 候が 當 人よ b 

私 杯へ 遣し 候に 十四 匁 宛 書肆に ては壹 方に 御座 候ハ \ マ な Vj 大部の もの は そ 

の 例に も 不参 候 へ 共 三千 枚餘 の丁數 にて 候 へ ば 拾圓位 迄 に ひさ ぎ 可然 V- 巾せ 

ば可然 事に も 候 所を佥 一 枚位ビ 定め 可 申 事 先 下廉の 極ビぉ 候 然る を 五簡 な V- 

屮候事 一向 もの 、J 掛 合せ を も 辨へ候 はぬ 迂濶 書生の 了簡に 可お 之 候 一 通の 本 

にて 誤寫 多分の もの にて すら も 拾 二三 圆に 及び 可 申 少し 念 入に 寫 させ 候 へ ば 

十八 圓も掛 .0 申 候 然る 所 を 訂正 を 加へ 是 迄 に 無 之 新 發 明の 漢譯 な ノレ 增 補し 候 

もの 七圓 そこらに て 手に入 候 へ ば 世の 人の 彼 を や めて 此を 求め 候 はん 事 申 迄 

も 無 之候是 迄の 十七 八 圓も掛 ，5 候 品 にても 年々 坪 井の 塾な ど に て 頼 み をう け 

, だし K 數部 出來候 趣に 承 候へば 其 品是迄 W 拔群の 相違に て 金 壹枚位 V」 時には 天下 

¥ 小， つし." の 洋學者 舉て競 ひ 求 可 申 候 へ ば 三百 部 五百部 はけ 候 はん 事 は 暫時の §1 なる ベ 

書 簡 御使者2^時代 (ニニ 六) 竹 村 金 吾 宛  四 六 一 


書 簡 御 使者 屋 時代 (ニー 一 六) 竹 村佥吾 宛  四 六 二 

く 被存候 畢竟 あしき 御流義 にて 寶を 路傍に 作る の 弊 を 御 踏 被 成 候 故に 色々 マ」 

御 顧慮 を 被 生に 御座 候爱は 何分 御 英斷を 以先利 を 御 收被成 候 所 をし ばらく 後 

天ド の後學 へ 卸 廻し 天下の 後 學を嘉 惠し候 思 食に て 速に 御 取掛， - 御座 候樣 仕度 奉 存候借 

を 嘉惠し 候  ： 

甲ズ从 にて 御 周 i^. を 蒙 候 石灰 を も 先頃 御 普請 方へ 遺し 候 所 試に 塗らせ 候 W て 今日 此板 

を 見せられ 候 色 は 形の 如く う る み 候 へ も 堅 實のカ は 何 以替候 事 無 之 趣に 被 

申 候 其 上 外よ，. >  參 .5 候 價をも 承候處 御作 事へ は 上田よ， 5 鼠 宿 村 納めに て 参. 9 

よし 其價上 はふう 迄 十五 貫目 一 懐 十 一 匁 二分 五 厘に 候 マ」 か 申 事に 候 然るに 

此方の は 正味 三十 二 貫目に て拾武 匁 そこらに 上へ は 差 出され 可 * 候 左 候へば 

"半の 相羞に 御座 候少々 色の あしき 位 は 右の 場に て 勘忍 も 出來可 申歟濕 徵 を 

防ぎ 候實 用に 於て 替る事 無 之 候へ ば 粟穀等 御貯の 御藏 等 御 塗 立に は 御 都合 宜 

しかる ベく 且又 上に て 御用に 相 成 候 v,-i- せば 下にても 下 廉の所 旁 一 般に用 ひ 

可 申 左樣相 時 は此業 働き 候 もの 、J 都合に も 相 成候義 にて 一 物の 利此 所に 

起り 候 事に 候閒 何分に も 御 勘 辨被成 下 御 勝手 方へ も 被 仰 上 被 下 度 奉 萬 祈候尙 

拜顔可 申 上 候 匆略頓 首 


十 一 月 望  啓 拜手 

竹 村 先生 秦下 

〔一三 七〕 恩田賴 母に 贈る  埴科郡 西條衬 中島 藤 四 郎氏藏 

力 

御手 敎難有 拜見仕 候 昨 R よ b 少々 御外感 之御氣 味に て 今 H IS 、ノ御 惡塞之 御 様子 

も 御座 候よ し 此雪寒 祟 b を 成し 候 事 ビ被存 候 千 萬 御 溫複御 攝卷に 被 爲過間 布 

，さ 奉 存候右 之 御 様子に 付 今夕 之參館 見合 候樣 態々 蒙 仰 何共 御 不例 之 御中 被爲 

.  入御 念 候 御 事 舉恐入 候 右 御請 申 上 度迄匆 々如此 

十一月 廿 一日 

正 誼老蔓 臺下  啓 拜複 

一 IS 兀ハ St  〔一三 八〕 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 丸 山 熊 力 氏藏， 

先 夕 は拜訪 不相替 御情該 御投轄 を蒙遂 長座？ I- 々御 饗應を 荷 ひ 多々 異聞 をも弘 

fg 砲 技 御 め 候て 感刻之 至 不知 所 謝舉存 候扠又 西洋 砲 技. 御 懇望 之 義に付 御 丁寧の 御 手帖 

書 簡 御 使者 尾 時代 (ニニ 七) 恩 E 頼 母.；^  (ニニ 八〕. E 寺 源 大夫宛  — 四 六 三 


し 程へ い 

不の も づ 

申 事存れ 
候 は じの 
祕候人 


書 簡 御 使者 時代 (ニニ 八) 出 寺 源 大夫宛  四 六 M 

震 之義 に 殊に良^佳魚御取揃拜戴被仰付何共^^却の次.第感悚かね集候義に御座候從來 

付 御 丁寧の 

御 手帖  御懇 志の 間 かく 御 心 を 被爲置 候て は甚 迷惑の 事に 奉存候 西洋に て は 本より 秘 

し 藏 し 候 等 の 事 無 之 此 邦 な れ ば 神 祕 ^ も 可 中 樣 の 事 迄 も 盡 く 致 印 行 旣 に 此 邦 

へ も 持來， 9 候 s« の義 にて 此方の 武錄- 者な ざの 見識 さは 殊に 致 相違 候 事に 御座 

候 小弟な V- も 其 書を讀 其風義 をよ き 事に 存じ 候 故 いづれ の 人 へ も 存じ 候 程の 

事 は 秘し不 申 候まして 盟 0 等に 其方 法御懇 御座 候に 於て は い か に も /、- 其 

衷を 傾て 御 話 可. S- 候 今晩 御 來訪之 事 被 仰 下 候が 昨夜 來 風邪 致 再感今 n はつむ 

り 重く 過刻拜 書の 節 も 發汗仕 候 爲め溫 覆 仕 罷在候 所 故 御 即答 も 中 上 かね 候 仕 

合に 御座 候尤 只今 は 發汗仕 大分 爽快ら しく 候 へ ざ も 尙少々 中分 御座 候 間 今 n 

は 終 R 小 衾 にても 引かけ 候て 保養 可 仕 候 問 可 相 成 は 明 夕の 光 來に可 被 成 下 候 

萬 其 節 拜芝可 究所懷 候 前 夕 之拜謝 旁如此 御座 候 以上 

六 R 

尙々 洋銃 價三圓 二方 御 遣し 糙に奉 拜納候 明人嚴 嵩の 事 御 分.^ 被 成 候よ し 彼 

方の 奸邪は 文筆 を 以て 自ら 飾 候 故 其 毒 本邦に 比し 候へ ば 深き 様に 被お 候 


深 衣の 式 

砲 架の 材近 

村に. 可 有 之 


思 召に て は 如何 や 深 衣の 式 御所 藏 

折衷 奉 願候此 ^ 遺 忘の 粗 扇 御 持せ 

よし 其 妙也槻 にても よろし/、 候 幅 

位に てよ く 候 銅の fi は 五 六 十 貫入 

座 候 工手 の 所 は 銅 一 貫 H に 付 銀 

貫 三百 目 も 致し 可 申 歟右之 次第に 

大略 申 渡し 候 五六 日 內又參 .9 候て 

く 候へ ば 早春に 鑄 込せ 度 候 左 候 は 

及 候 架の 方 も 材有之 次. 第指圖 荒木 


の 品 御 見出し 被 成 候 は 何分 御 引合せ 御 

被 下 却て 慚怵仕 候 砲 架の 材近衬 に 可 有 之 

壹尺ー ニ寸 長さ 六尺 五 寸太さ 長さ は 右 

.9 申 候 錫 は その 十分 一 贿默 I き 1.^ に 御 

十五 匁 內に有 之 候 古銅此 節の 通 惯兩に 三 

付 格別 は掛 b 不申候 鑄 ェをも 召 寄せ 候て 

模範 を 作， 0 候 はん V- 申 候 年内 は餘 n もな 

ダ 正月 末 か 二月 初 3- に は 銃身 は 卒業に 可 

仅 にても 致させ 申 度 候 以上 

啓 再拜 


懼 堂 盟 


侍史 


嘉永； 兀年十 

ヒ 月，： H ハ n 


豚 兒ぉ參 祝 


〔一三 九〕 宮下主 鈴に 贈る 

雪 後 冽 寒 尊體何 似然ば 今夕 餘り 急に 

書 筒 御 使者 展 時代 (ニニ 九) 宮下、 王 鈴 宛 


東京 市 お 下 幹氏藏 

が  一 を 奉 勸度舉 ^候 豚兒 お 參 祝 

四 六 五 


永 元年 十 

一 一月 廿 六日 


定右 衞門義 

 甘草 買 

集め 之 事 手 

先き 致 度よ 

し 

私 內借之 百 

金 は 


書 簡 御 使者 尾 時代 (二三 〇) 八 E 嘉助宛 

付 如此に 御座 候 御 臨御 祝 被 下 候 は-. ^榮幸 無限 候敬訂 

十六 日 


四 六 六 


.HI ぎ 


昨 


も 


內 


嘉 一 

n 之 亂 j 

門 義私ー 

申 談じー 


入田嘉 助に 贈る 


樣 


雪 故 か 今 n は 一 しほ 烈 寒に 御 一 

附 人に 御座 候 所 甘草 買 集め 之 一 

大分 買 集め 候 所此節 金子 差 支 一 

借 之 ：3 金 は 旣に榮 八 へ 相 渡し 手 元 に 一 

桐よ. 0 御 落手 之 分少々 も 御座 候て 御 


座 候彌御 

事 手先 き 

候 段 相 か 

は 聊 も 可 

都合に 相 


御 渡し 被 下候檨 仕度 奉 存候此 押 詰， 9 候 所に て 


松 代 町 八田彥 次^ 氏 


淸穆 舉贺候 

致 度よ しに 

まけ 下 余 之 

相 渡 もの 無 

成 候 事に 御 

少々 にても 


しに 御座 候 當時當 人 取 集め 置 候 貫 數も御 定被下 度？. -申聞 候 

奉冀候 以上 


然ば此 IJi^ 喧 

て旣に 當 人 

事 申出 候然 

御座 候 贵 君 

座 候 は ダ 聊 

餘程之 働 を 

何分 宜しく 


町 


る 


定右 

斤 1_ 

手 に 

て も 

1! お よ 

手 読 


十二月 廿 六日 


#永 元年 十 

一 ー月^：；九日 

力 


定右衞 1: 罷 


田嘉 助に 贈る 


代 町 八 田彥次 郞氏藏 


過 刻は罷 出時 分 柄 を も 顧みす 長 坐 御馳走に 罷成恐 入 難有舉 多謝 候然ば 只今 定 

右 衞門罷 出金 子 御 下の 事 奉 願 候 所 私の 手紙 にても 持 參仕候 様 御座 候 ビ巾御 事 

のよ し 依 之 此\;_£ 相 認め 持せ 差 上 候 可 然舉願 候 余； 子 は贰拾 七兩願 度ビ申 事に 御 

座 候 品 も の は 貳 fo 拾 七 貫 五 百 五 拾 HI 洗 ひ 上 差 置 候 よ し 是 は 榮 八 也 V」 も 誰 也 ぐ」 

も 改 め を 受 申 度 W 申 聞 候 總 て 宜 布 奉 希 候 過 刻 之 拜 謝 如 此 御 座 候 以 上 

廿九 日夜 


嘉永元 ハ牛十 

一 一月 か 


入田嘉 助に 贈る 


^代 町 八 田彥次 郞氏藏 


拜見如 仰 雪 故 か 寒 威 一 しほ 相 增候所 倍 御 緩和 之 條舉^ 慰 候 今朝 榮八ふ 承 候へ 

ば 今日は 大に愛 度奉存 候偖此 御内 話 之 1§1 渡お 5si 観 廿草^ 取 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二三 一) (二三 二) 八 田 嘉助宛  W 六 七 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二三 三) 八 E 嘉助宛  四 六 八 

に 付ての 內借 一 條昨 夕方 頃 は 押ても 竹 村 迄罷越 可及內 話？」 存 居候 所へ 幸に 昨 

晝頃 同氏 來訪に 付 委細 相 話し 置き 申 候 同氏 至極 可 然様に 被 申 候 尤も 同氏 一 己 

之 取 計ら ひに も 參り不 申 總て御 勝手 方 を經候 事に 御座 候 私 も 今 H いま 少し 氣 

分 も 宜しく 候 へ ば 自身 罷出候 處此雪 寒 を も 惯.. ^候に 付 過 剣 御 勝手 方 之 方 を も 

竹 村へ 頼み 遣し 申 候猶其 返事 は 只今に 不中來 候 右 返事 核子 次第 是々. 可 申 上 候 

先 は贵報 迄匆々 以上 

即刻  修理 

嘉助様 

〔ニ璧 〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八田彥 次郞. 氏藏 

地爲 4r 朝な V- も强く ゆ.^ 候 ひきけ しからぬ 事に 御座 候 然ば小 望遠鏡 之 事 被 仰 

下 御 月 力き 事に 御座 候 此程頼 母 殿御 用に て 差 出し 置 候 故 只今 手許に 無 御座 候 も 

し テレス コ，' プの 方に て 宜しく 候 は、；， 差 上 可 申 候 此段御 様子 伺 迄 草 々巾 上 候 


蒸 永 元年 か 


に 注解 有 之 

候 本 


嘉 


昨日 は 一 

ロハ 今 二 


十九 日 


一一 一四〕 人田愼 蔵に 贈る 


寸拜借 

六 日 


被 下 辱 奉 謝候然 ばつれ A\ 草 

仕度 冀候此 者に 御 附與被 下 候 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

に 注解 有 之 候 本 御所 持 御座 候 は -., 

は，； -是大 也 


嘉永 元年 か  〔一一 爱〕 人 田 愼葳に 贈る 

g| 車致完 過 刻 御 惠借被 下 候 徒然 草 致 完趙候 御 查入可 

所 其說を 忘れ 候 故 一 寸注本 拜借を 乞 ひ候義 

si 鹿 仕 候尙拜 面御禮 可申述 候將大 慧語錄 御所 

Q ゆ 福 寺 は 借 舉希候 若 御藏 本に 無 之 候 ども 淨福 寺な ざ 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二三 四 X 二 三 五) 八 E 愼藏宛 


被 下 候 はう めんの 事 外よ 被 問 候 

に 御座 候 御藤に て 早速に 相 分り 大- 

持 御座 候ゃ不 ：！ 御座 候 は 、>- 暫時 御 許 

に は 可 有 之 候 差當. ^見 A" せ 度 御 

四 六 九 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二三 六) 八 田 慎藏宛 (二三 七) 八 田 嘉助宛  四 七 U 

r<E 家の 菩 墜 乍 御 面 到 御 問 合 御 借 寄 被 下 度 奉 賴候萬 所禱に 御座 候 以上 

提 寺に て曹 /If  /' 

洞宗)  n  ^  脩 

愼藏樣 

嘉永 元年 か  〔一一 一一 一六〕 人 田 愼葳に 贈る 

三 魚 堂 大全 上 置 候 三 魚 堂 大全 見合せ 度 所 數條有 之 候 間 御六ケ しながら 御 擲返被 下 度 候 用 

向濟 次第 御 入用に 候 は  >  又 々上げ 可 申 候 以上 

廿 六日 

00 又 白 ー齋 先生 之 朱 評 有 之 候 拙作 之 望岳賦 草稿 糙か 上げ？^ 候 かビ相 心得 候是 

33 作 之 

^草稿- も 御座 候 は，.. 御 序 御返し 可 被 下 候 先生 之 評語お 之 候 故 失 ひ 度 無 之 候 問如此 

御座 候 也 

眞 檨  脩理 

嘉永 元年 か  〔ニー 一一  S  A 田嘉 助に 贈る I  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


此程は 

斤 


も 


昨 日 

候尙 

よ b. 


御來訪 

舉願候 

ヅ 、 も 

十五 


難 有 奉 多謝 候 

糙か拾 八 匁 位 

願 度 趣に 申 候 

B 當 賀 


嘉 助 


3 


上候藥 

尋ね 被 

到來の 

禮可申 上 候 

十六 

猶々 此 噴水 


然ば 先年 江 III 表 ふ 御 取 入に 相 成 

に て 御座 候 ひし か ，、」 覺 へ 候が 如 

き 先 私 へ 一 斤 奉 願 候 以上 


候マグ 子シャ 一斤 

何 や 英俊 左 高 な ノー レ 


ひ 


入田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 E 彥次郞 氏 直 

言 


品 之 事 色々 御 

下院 はん.、」 の 

鹽辛 一 器 蒙 御 

聊是に 布 謝 仕 

曰 

球嬉 さま 方へ 


索 被 下 候へ ども IW- へ かね 候よ 

御 事 何分 奉 願 候乍然 御手 數之義 

分 惠乍例 御 芳情 萬々 難 有 不知 所 

候 以上 

御 目に かけ 候 御 移 之 印 迄に 御座 


し無據 次第に 御座 

恐 入候將 昨夜 北 1: 

謝舉^ 候 總て拜 面 


候 以上 


書 簡 御 使者， 4 時代 (二三 八) 八 田 嘉助宛  w 七 


嘉永 元年が 

箱 書 何分 心 


嘉永 元年 か 


今- * 君 御 墓 

表の 事 に 


書 御 使者 屋 時代 (二三 九) 八 田 愼藏宛 (二 四 〇) 綿 貫 新兵 衞宛 


m 七 二 


1 


嘉助樣 


人 田 膜 蔵に 贈る 


代 町 八 田彥次 郞氏藏 


今朝 差 上 

座 候 若 其 

らせ 候て 


候 箱 

儘 被 

被 遣 

廿三 


書 何分 心掛に 御座 候 貴兄 御代 書 被 下 候 事に 候へ ば 勿論 大慶に 御 

差 置 候御樣 子に 候 は、 御手 數之段 は 恐 入 候 得せ ハー 寸表之 方御删 

可 被 下候認 直し 差 上 度 候 以上 

曰 

君  啓拜 


綿 貫 新兵 衞 に 贈 る 一 


長 野 市 近 山與五 郞氏藏 


御手 敎拜見 仕候兩 三日 少々 御 不例 之 由 散 々奉せ 候 全く 此 不順 之 氣候祟 を 成し 

^事ビ 被；， 子 候 千 萬 御保愼 にしく ベ からす 候然ば 過日 芝 町に て 被 仰 聞 候 令弟 君 

御 墓表 之 事 又々 被 仰 下 候 是は拜 話 之 次 申 上 候 通 一 牛 素 御. 懇意に も 仕 候 御 事に 付 


唯 御 墓表の 面の みに て 其 側面に 御卒 

義に 御座 候但 銘文 様の-とに 至り 候て 

御座 候 時 は 諛墓ど 申 譏.^ も 御座 候義 

候へ 共 亦 名 賢 を 學び候 ものに 付諫 墓 

め 候 事 は 迷惑 仕 候 依 之  一 口に 申 候へ 

第 認め 可 差 上 候へ"、，、」 も 他の 御 好み は 

他人 へ 御囑し 御座 候 樣奉存 候 今日 手 

相 待せ 恐 入 候 馀留拜 面 

廿三 日 

新兵 衞樣 

〔一一 ！！ー〕 高 田 幾 太に 贈る 

昨日 は拜面 大慶 奉 存候其 上 御 出が け 

靖 樣へ献 備の大 太刀 是迄 自力 を 以て 


日 をし るし 候 類の 事 はいか 

は實に 認め 様 も 無 之 當 惑 仕 

に 付 古 來名賢 是を愼 れ候小 

の 事 は 仕 かね 候 又 御 辞世の 

ば御袞 の 面ば か， 0 は 御 下書 

固く 御斷 上 候 若々 他の 御 

を 離しが た き 製 煉に奴 掛，. > 


にも 承知 仕 候 

候 墓 文に 虛飾 

弟名贤 に 無 之 

一 條も 何分 認 

寸法 被 下 次 

好 御座 候 は > - 

居 御 使 久しく 


代 町 大平喜 多氏藏 


色 々御 面倒 之 義相願 恐 入 候 

dd 候听 御在所 表 にても 外に 


然ば此 もの 武 

細工 も 無 御座 


書 籣 御 使者 屋 時代 (二 四 一) 高 田 幾 太 宛  g: 七三 


仆候所 


(舞 鶴 山 は 

藩祖 武端大 

明 神 を 奉祀 

せる 山 名 ) 


嘉永元 华- 


此 文は眞 淵 

の 家の 集に 

も 見え 候 も 

のにて 


書 簡 御 使者 厘 時代 (二 四 二) 八 田 嘉助宛  PJ' 四 

M に 付お 上 之 所 力 及び かね 候？」 て 相 歎き 候が 外 之 筋に も 無 之 義に付 何，、」 力 御 

勘考の 被 下方 は 有 御座 まじき か 旣に池 田 殿へ は 參，. ^候て 內話を も 仕 候 趣に 御 

座 候お もの 從來 佥兒之 方に 居候 もの 、ュ義 に：^ 忠兵衞 子な V- 何ビか 助力せられ 


候ても 可 然事之 樣存候 御聲掛 L 

度 VJ 申 事 奇特 之 事に 付 相 成 候 i 

人口 上 可 申 上 候 以上 

十 三 H 

高 田 幾 太樣御 直披 

〔一一 S 一一〕 人田嘉 助に 

嘉 助 檨 兩品添 上 

此程は 登 館 乍 毎度 種々 厚 給 を 

拂 物の よし 代價は 貳圓 VJ 申 事 


な V- に て は 參 り 候 まじき か 何様 舞 鶴 山 へ 差 上 

に 候 は  >  何 V,- か 御 工夫 之程舉 仰候尙 委細 は 當 

佐久 修现 


15 る 


松 代 町 八 田 彥次 郞氏藏 


り 感戢不 已奉存 候 然ば此 一 軸 if 田 富 之 助持參 

御座 候此 文は眞 淵の 家の 集に も 見え 候 もの に 

て 草稿- -よ /  V- も 又 VJ ある まじき 珍品に 付 入御 覽候. 思 召 次第 徇 調 S 御 座 候 


關の 手筋 を 

0 へ 候 者と 

は 被存候 


嘉永 元年- 


佥 出入 火 

略取 調書 


て は 如何 や 

此 拜借之 長刀 熟玩候 所隨分 美事なる ものに 御座 候當國 いづ 方 之 人 か M 分 分 

か ね 候 得 共關の 手筋 を傳 へ 候 者 は 被^ 候唯兩 刃に て 候 故 珍 敷 は 候 へ ざ も 

流義な ざに て はり をき かせ 候に 如何 可 有 之ゃビ 存じ 申 候乍然 面白き 御 ■ 品に 御 

座 候 則 返 璧仕候 御 查入奉 冀候餘 在面賦 

廿 二日 


Isg 人田嘉 助に 贈る 


^代 町 八 田 彥次郞 氏 r 


昨日 は 參堂拜 面 大慶 奉 存候然 ば 新 町村 年中 金貨 出入 大略 取調 書 御用 之 趣に て 

御 箱 被 遣 被 置 候 所 手許に 無 御座 候て 大に 延引 仕 候 漸取寄 候 ま、 j 差 上 巾 候 御用 

相濟候 は、：^ 御 擲返奉 希 候 以上 

六日 

嘉助樣  修理 

差 上 置 

書 筒 御 使者 時代 (二 四 三) 八 E 嘉助宛  . 四 七 五 


0 簡 御 使者 屎 時代 (二 四 四) 八 E 嘉助宛 (二 四 五) 羽田 忠左衞 門 宛 


s: 七 六 


嘉永 元年 か 

御蔵 拜借之 


嘉永 元年 か 


大瀧 舟三艘 


昨 今 度 々 

n 持 運び 

寸 御藏 番 

上 候 以上 

嘉 


人田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


御手 

差 支 

廿 n 

助 


帖奉 多謝 候然 

無 御座 候. 其 段 

御座 候隱に ぐ) 


御藏 番 

事に 


拜借之 事 磯田 氏 

へ 心得させ 有 之 

御座 候 左様 御 承 


ヾ」 


D 


様 


S る 


申談じ 早速 相 辨じ申 候 明 

趣に 候閒 明日 積 込 之 節 一 

被 置 被 下 度 候此段 勿々 申 


〔一一 望〕 羽田 忠左衞 門 

冤 角 欝陶敷 天氣に 御座 候し かしょき 雨に て 御座 候 

歟然ば 過日 御 話 申 候砲臺 材木の 事 如何 御談 じに 相 

老人 度々 被 參大瀧 舟 三艘拂 ひもの に 出 候に 付 右 を 

總て通 船の 類殘ら す皆此 御城 下の 進 返に 相 成 候に 


松 代 町 丸 山 熊 男氏藏 

ひき 彌 何の 御 障 も 無 御座 候 

成 候 や 承 度 候 借 は 近日 竹內 

御城 下にて E 只 置き 候 へ ば 

付 永. 世 御領 內 の 郡 合に も 相 


成且 上の p- 爲 にも 宜しく 候 へ ば 何ビぞ 手に入 度 候 所 金子 差 支旣に 貴君 へ 御 匈" 

保 科よ" 御 、い 申 保 科よ. 0 御 都合 被 下候樣 致し 度 其 事 御 直話 も 致し 候へ》」 も猶又 私よ. - W 

都合 被下慨 

樣  分 も 御 力 を 被 入 被 下 候 様 御 頼 申吳候 様に 申賴に 御座 候い かさま 長 沼. 布施 

邊 にて 其餘 分の 利お 之 候 船 持 たれ 候て は 面， H から 卞ビ申 所 もよ く 分..^ 候 iE„ ？-又 

船 も三搜 な：；， ら 昨年 はぎ 立て 候よ しに 候 問此節 g::- 置き 候 へ ば 金子の 割合に 致 

し 候ても 隨 分利 方の もの 、J 樣 被 箱 候 夫 等 は 申まで も 無 之 貴君 御考も 可お 御座 

候 皮 事に 候 は 、y. 老人 達ての 賴に 御座 候 閒可然 御 周旋 可 被 下 候 右 御賴劳 早々 

如此 御座 候 以上 

五日  ，^  J 

忠左衞 門 様 

嘉永 一一 年 y  〔一一 四 六〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

お 日 は 御 初 今日は 御 初 忌：！： 別して 御 追悼 奉 推察 候 此品乍 組 末 呈上 仕 候御靈 前へ 御 備可被 

ー々ー g  g リ 散 下 候 小弟 も 二日よ. -散々 風邪 氣 にて 引 籠居 心外 御 睞遠申 上 候 幸に 御照亮 被 下 

書 简 御 使者 sis: 時代 (二 四 六) 八 m 嘉助宛  四 七 七 


書 闇 御 使者， M 時代 (二 四 七 ：- 雨 左 京 宛 


四 七 八 


t 候 以上 


嘉永ニ 年 正 

月 十八 日 


御. s 願の 筋 

M,^ こ は大 

分 諸方に k 

口  应 候よ 


嘉 


新藉之 

b 申&. < 

慮外 御 

可申罄 


ソ 

ひ 


木 


御 屈 一 

ぺ ^ 

候よ し 

座 候よ 一 


九日  . 

助 樣 

〔一一 s〕 雨宫左 京に 贈る 

御 手帖 早々 ミ拜接 □ 然 薰 披先以 愈 御 萬 

北 堂 君に も 御 安康に 御加齒 奉賀 候賤家 

過 念 被 下問 布 候 校 又 舊臘は 不相替 品々 

樣も無 之 唯感刻 耳に 御座 候 小 妾 共 も 何 

宜しく 御 請 ゆ 上 度 Y 一  拙者 迄 申出 候吳々 

け 物 拜！. ば 候 所 一 々早速に 御 遞致被 下 千 

移 候，、. -か 屋鋪の 都合 にても 以前よ， 9 宜 

にや 其 後 御 出 候 事 は 無 御座 候 や 御內願 

しに 御 申 被 遣 候が 春に 及 び 彌 ノー  申 所に 


淸野村 西 山 三 治氏藏 


祥被 成御迎 

も 老少 相 替 

被掛贵 意 御 

よりの 御 品 

も 癌 入 候 御 

萬 辱 奉 多謝 

しく！^ ての 

之 筋臘底 に 

て も 御 定め 


春候條 

候 事 無 

投惠被 

を 銘 < ？ 

事に 御 

候 下 曾 

事カゲ 

は 大分 

候 御 事 


慶賀 此事 

之 相 祝 候 

下 乍 例 御 

戴き s< 

座 候扠諸 

-® 殿： よ 

術 門下 益 

諸方に 其 

や 伺 度 候 


禮之 

所 へ 

六本 

繁昌 

口 御 

其 表 


候み 際ど ni 文遂 
たがが 鹿 二 防 
る策說 素首 策 
に を は 水 の 
て 盗 山な 跋 


に て 差 當り世 g§ 之箏 委しく 心得 候 もの に 御 相談 相手 も 一之し き 事に 候 へ ば 諸事 

三 村 氏 V- 御 談合 可 然候申 迄 も 無 之 候 へ V- も 近き 小利に 御 H を 掛られ や 遠く 御 

思慮 を 運ら され 始終 を 御 計 可 被 成 候 此方に 於ても 家内 一 同御吉 左右 今 や 今 

やど 相 待 居候 事に 御座 候 先 は贵答 旁如此 御座 候 餘期永 n 候 以上 

雨 宮賢友 足下 

正月 十八 H  1^  拜极 

猶々 此地も 立春 後 雨 を 得 候て 稍 春めき 申 候 其 御 地 猶更の 事 VJ 存られ 候 乍 去 

千 萬 御 保護 可 被 成 候 乍 每度此 一 封 相 願 候 何分 御 屈け 被 下 度 候 

一 當春賴 山陽が 通 議中邊 防 策の 跋文 二 首 認め 申 候 後便. おし 可掛 御：：： 候 定め 

て 通 議は御 一 讀 御座 候 事 VJ 存じ • 申 候 山 鹿 素 水な ざが 說は 山陽が 策 を 盗みた 

るに て 候 御 心 付 御 覧 候 ベ く 候 以上 

MB  〔g 八〕 山寺 源大 夫に 贈る 

御 使 書拜接 欣然 莊誦仕 候 所 闕府此 節數. ポ不 M に御感 被 成盟： ：：1- にも 近 n は 御 平 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 四 八) 山寺 源 大夫宛  四 七 九 


明：：： 之發會 

押しても 御 

枉她被 下 候 

中との 御 事 


書 筒 御 使者：^ 時代 a 一四 九) 竹 內某宛 

臥 之 上 又々 御 齒痛御 惱被遊 候よ 

明 tn 之發會 押しても 御 枉趾被 下 

しく 候 問 御 自重 專  一 v」；：^ 上候將 

て 雨 痕石研 一 枚 御 寵貺被 成 下 何 

候 も 却て □□ 候閒 命に 任せ 難 有 

も 絶妙 マ』 舉存候 永く 珍藏 候て 是 

此 御座 候 以上 

廿 TO:  n 

附白 過日 豚 犬 祝 之 品 呈上 候 御 

古 始の事 御 尋被下 候が 是は浦 

內可仕 舉存候 明 R は 砲術ば か 

懼 堂 盟 臺 几下 


四 八 〇  , 

し 散々 の 御 事に 舉^ 候 然る 所 昨今 御輕 快に て 

候 半 の 御 事 幸甚 之 至 奉存候 何分 餘塞も はげ 

三 岳 先生 碑文 搨本依 命 呈上 仕 候 所 其 御答禮 ぐ」 

VJ も 悚感之 次第 奉；：^ 候乍然 折角 之 尊意 奉返完 

拜受仕 候 扠て而 A き 形 狀池前 之兀碎 たる 所尤 1 

-、 一 共に 高誼 を 欽し候 半 W 舉存候 先 は 拜 謝 迄 如 i 


謝辞な ど 御 丁寧 被 仰 下け く 奉 痛 入候將 劍槍稽 

町 稽古 所 近日 少し/、 手 を 入 候て かしこ にて 其 

,9 の 事に 御座 候 以上 • 

啓 拜復 


嘉永ニ 年 二 

月 十七 日 か 


〔一ヨ 九〕 竹內某 せに 贈る 


松 代 町 赤澤 光太 郞氏藏 


追々 春暖に 相 成 候彌御 安泰 奉拜賀 候然ば 安世 義 ra: 書 正解 論語 之 部拜惜 仕度 候 

に 付 私 々其 段 相 願 吳候様 申 聞 候 問如此 御座 候 乍 御大 切此節 差しての 御 差 支 も 

無 御座 候 は  >1 御 許容 被 下 度 舉冀候 千 萬 所 祈 御座 候 以上 

二月 十七 日 

竹內樣  修理 


〔一一き〕 A 田 嘉 助に 贈る 

今朝 は 御 來談奉 多謝 候晝頃 ■ 榮八罷 越 炭 孫 

に 付則 別紙に 相認 入御 覽候 宜しく 御 取捨 

々入 坂 候べ く 候 へ ば 先 荷 賣狒の 事 も 申 遣 

自身 上 坂 之 手 組に 候 へ ば 此事は 不用に 可 

では 積 出し も出來 かね 候 事に 候へ ば 旁 唯 

申 候 夫 も 近々 出向き 候 VJ 申 iiHj; の 事に 付淺 

尙御勘 辨可被 下 候 以上 

書 筒 御 使者 展 時代 (二 五 〇) 八 E 嘉助宛 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

への 一 書 下 案 之 事 御 口上 を以. 開 候 

可 被 下 候 榮八申 候に は 甘草 跡 荷 も 追 

し 度 VJ 申 候 へ ノレ も 意に は 追々 榮八 

有 之 又 能 州 ふ も 海路 開け 候 時節なら 

先手の 分 賣拂の 事の み 有 之 方 存じ 

々しく 申 5：5； 候 方 宜し かる ベく  V」 存候 

四 八 一 


書 簡 御 使者 展 時代 (二 五 〇) 八 E 嘉助苑  四 八 二 

廿ニ  n 

嘉助樣  倐理 

(別紙 文案) 

菱德 一條 、 、然ば 過 n 的 便 御座 候に 任せ 一 書 呈上 仕菱德 一 條追々 御 傳聞も 御座 候て 御 

疑惑 も 可 有 御座 V- 奉存 候に 付 極密其 様子 柄 申 上 候 事に 御座 候 定て御 內覽御 承 

知 被 成 下 候 半 VJ 舉存候 乍 去 其 節 も 申 上 候 通 極 御內々 の 事に 御座 候 問 其 段 は 厚 

く 御 合 可 被 成 下候將 兼て ふ 下 拙 義も此 月頃 上 坂 之 心得に て 罷在候 所 主家に て 

, 1:5^ 翻 I も 去る 二日 先主 人 遺 願 通 家督 無 相違 被 仰 付 候 等に て 彼此 ビ難去 用 向 共有 之來 

赚 In.; 月 上旬なら では 出立 之義覺 束な く 奉 存候此 度 は鹽太 藤^も 一 同 罷越候 半ビか 

ねて 約諾 仕置 候 所鹽太 も無餘 議事に 引掛. "居 此節宅 を 明け かね 候 マ」 申 事に て 

此度は 藤 II； のみ 先 上 坂 仕 候 事に 御座 候 下 拙 義も其 內には 用 向 相 方付罷 出度 舉 

け S 薩 お 候 先 宜しく 御 引 立 之 程 舉仰候 甘草 之義此 節の 直 段 向き 如何 や 大抵に 御座 候 

き 如何 や は ゾ御拂 被 成 下 度 奉 希候猶 委細 は 近-々 拜眉之 上 可 申 上 候、 、 


嘉永ニ 年 二 

月廿 八お か 


藤 岡 甚右衞 門に 贈る 


松 代 町 羽田 桂 之 進氏藏 


水 を 盛り 水 

と 見候樣 

の 玉 は六ケ 


嘉永ニ 年 三 

月 二日 力 


(金 忠は藩 


此閒は 登 舘乍例 御馳走 罷成難 有 奉 多謝 候 然ば差 上 置 候 膂管御 不用に て 御擲返 

落手 仕候將 過日 御 話 御座 候 品 御 註文 委細 敬 諾仕候 の 方は此 度の 職人 にても 

隨分出 來可申 候 へ V- も Q〕 の 形に て 水 を 盛. -水品 ビ見候 様の 玉 は六ケ しくお 御 

座べ く 候 是は旣 に 港へ 置 候が 上鄕に 御座 候^ 夫 を 大小 六 ッ計差 上 候 様 可让候 

先 此段御 返事 迄匆々 申 上 候 以上 

二月 廿 八日 

尙々 御 風呂敷 返上 仕 候 以上 

藤 岡 御 隱居樣  條理 


山寺 源大 夫に 贈る 


松 代 町 丸 山 熊 5^ 氏藏 


拜見如 仰 快晴に は 候へ V- も 冷氣に 御座 候 處彌御 輕安奉 拜麼候 賤體を も 御芳問 

奉 感謝 候 昨日より 旣に 1^ 常に 復し候 閒乍憚 御 休意 可 被 成 下 候然ば 昨年 余 * 忠之 

書 筒 御 使者 屋 時代 (二 五一) 藤岡甚 右衛門 宛 (二 五 二〕 山寺 源. K 夫苑  W 八 三 


士金 兒忠兵 

衞を謂 ふ) 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二 五 二) 山寺 源 大夫宛 .  M 八 四 

手 - - ^ 一」 鑄告 一笑 火 微砲は 十六 封 度 申 候て もよ き 様に 候 へ V- も 二十 ドィム VJ 

稱し 候が 普通 之 名に 御座 候 兵 學小識 第三 圖之 比例に 候 や 申 上 候 様に，、」 て小識 

一 本 被 遣候樣 御れ S 面 之 處御取 落し 候 相 見え 御 箱 中に 兒 へ不 申小識 中に も廿 

ド ィ ム VJ 有 之 候 は ..>  點檢仕 候 迄 も 無 之 昨年 鑄 造 之 度に 合し 可 申 候 乍 去 彼 砲 鑄 

造 之 始め 其圖形 をば 小弟 改正 仕 候て 圖に 於て は 已に遣 恨 無 之 候 ひし かど も禱 

上げ 候 上に 於て 尙 意に 不滿之 所有 之 候是は 全く 鐘ェ之 模範 を 製し 候 節 花み 不 

相改候 故の 事 S 被存候 洋說之 如く 分厘 毛髮を 論じ 候に 至り 候て は 頗る 六つ 借 

きものに 御座 候舊 宅に 有 之 候 火 微砲は 十二 獨音 申 度に 御座 候此 形の もの は 

和 蘭に て は 用ひ不 申事ビ 見へ 候て 射 擲の法 を 論じ 候 書に 載せ 無 之 候是は 愚考 

和 蘭 之地瀕 海に て 陸地 ビ雖も 平 衍之野 多く 本邦 を 以て 申さば 關東之 地に 

方 弗た る 故に 陸 用 之 大砲 も 運用 之 輕利を あながちに 求めす 力の 大 なる を 便利 

VJ し 候 もの V」 被存候 拂郞察 等の 國は 地勢 和 蘭に 比し 候 へ ば 山 多く 谷 深く 傾 側 

之 所 も 多分に 付火微 砲な ども 十二 獨音の もの を 作 候て 山地に 用 ひ 候 様子、 デ 

ッ ケ \  VJ 申 書中に；；" 之！^ を 見出し 候て 夫に 就て 存じ 合. せ 候 へ ば 當 國 な ノー レ は 山. 


地に て關 東な ざ の 平 博なる 地勢 は 

輕 便の 方 其 利 多 かる ベく ビ申 所より 

に 御座 候是 にも 甚心を 用 ひ 候 事に 御 

品 を 1^ 均し 幾 門 程に て 通例 事足.^ 可 

VJ 奉 存候此 事に 付 候て は 一 切 口 を 鉗 

かね 候義に 御座 候 大銃を 用 ひ 候に は 

て は 其算數 立ち 不申候 左な くして 銘 

の 事舍て . -是を 高閣に 束ね 候 様の 場 

候 はん 假令此 場 に て定 め 候 ご て も 所 

其 上に 古人 之 兵制 沖 1 も其將 たる 人 之 

,5 或は 損益し 候て 兵 制 をば 立て 候 事 

自ら 將權を 執.^ 候 は -.、 筒樣 致し 度 も 

外 候べき 事に 無 之 候 故 胸 _臆 に 藏雜仕 

之 御 事 且本藩 兵制 之 事 も 其 調 かねて 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 五 二) 山寺 源 大夫宛 


相違 候べ ば 火器 も大 なる に 過ぎ 候より は 

方 を 以て 尺 度 を 約し 彼 砲 を 造.^ 出し 候 事 

座 候 惟 智者 察 之 本 藩 役 制 之 上に て 大銃三 

や 存寄申 上 候 檨被仰 下 候 是は甚 之 難 

み 罷在候 事に て 別して 書中な ど に は 認 め 

步兵 銃も騎 兵 銃 も 統合し 候 て 後 に 無 之 候 

々思 ひ/、 に 火繩銃 な ,ー レ を 用ひ骑 兵 な V- 

にて は 何に 由. 5 候て 火器の 數な ビレ も 定 め 

謂 畫餅之 供に て 饑に充 つるに 足る まじく 

使 ひよ き 様に 必 しも 古法に 從 はす 或は 因 
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齊 簡 御 使者 屋 時代 (二 五六) 山寺 源 大夫宛  四 九 四 

懼 堂 盟 臺舉皮  啓拜 "化 

ssfe 四  〔一 裏〕 山寺 源大 夫に 贈る  東京 市 山寺 源 太 郎氏藏 

續て 雨天に 御座 候 處倍御 淸適舉 拜慶候 然ば御 珍 藏之呂 東莱集 詩仙 堂サ .1 i= 時 御 

許 借 被 成 下 度 奉懇候 萬所禱 御座 候 

一 大銑試 放 私 方い つ にても 宜しく 御座 候但 諸君 演習 不密 候に 差 困り 申 候 近日 

(S 深 は 長 長， も 十-む 御座！^ て 始め 中 候乍然 運用の 手 續き進 返 之 作法 人 數之减 じ 方な， ざ も 

ハ 美 を 

指す)  一 々不、 得 候て は餘， 0 素人 之 所作に 御座 候 間 試 放 前 何 ごか 五 七 人手の 报候様 

仕度 候 上に も 銃砲の 事 常々 御世 話 も 被 爲在候 御 事に 付 演習 可也に 出來候 所に 

て火藥 をば 装せ や 口火 計. -位 にて 進 返 運用 之 業 入御 覽度も の".」 も 奉^ 候 乍 去 

(お 奉行 出 ii?  JsiJ- ト 弟より は 申出 度 無 之盟臺 に は 砲 銃 之 事 御 職務 も 候へ ば盟 亳 ふ ：^权 ダ 立 候 

+:— 鐵砲 奉行 --a-  / タ  ，.5 

兼ねた 様 仕度 舉：： ^候 一 番御勒 辨所冀 に 御座 候 也頓首 

初夏 sl^- 


〔二 五 ど 雨宮左 京に 贈る  更級郡 上 山 s:;? 小 出 保 雄氏藏 

小 S 々蝶兒 親 共の 事 も 御 親切に 被 仰 下 辱 候 いづれ も 破家 让-ハ 差 困.^ 候 率に 御 

座 候 以上 

三月 大義 之 贵墨來 達 忙手致 拜展候 如 仰 冤 《 ^不順 勝之氣 候に 御座 候 所 益 御淸健 

沃慰此事に限..^候扠御内願筋も餘..^長々 に 相 成，.^ 候 故 諸方の 勸め に 御 隨ひ銜 

相談に 御 取 掛之處 も 御座 候 所思 はしく 無 之 様子 故 御 決心 御斷 御座 候よ し 御 取 

極め 之 上 は 又變改 も出來 かね 候へば 隨分 御念 入れられ 御 相談 御座 候 様 乍隆祈 

I 油 |g£  中 候少々 御手 問 取れ 候 所は據 なき 事 さ 可 被 思 召候將 又菊兒 {i? 元 之義大 御手 

數千萬 奉 多謝 候 彼方 之 様子 柄 委曲 被 仰 下 候 所扠々 不都合 之 次第にお 之 候 彼方 

よ b 當月 五日 出に 菊兒へ 書狀參 b 候 所 鶴き 霞， いかなる 巾 來り候 

やらん 忽ち 燒捨 候て 其 次第 相尋 候ても 一 向 不申聞 唯 泣 伏し 居候 其 以來は 食事 

な V- も 村に て 人の 居. 9 候 はぬ 所に て は 多分 泣 居候 色々 だまし 慰め 候へ ざも兔 

1W:  日の 様に 無 之 大に氣 遣 ひ 申 候 其方より いかなる 事 申來. 5 候 や は 當人决 》^ 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 五 七) 雨 宮左京 宛  四 九 r 


書 籣 御 使者 展 時代 (二 五 七) 雨 宮左京 宛  四 九 六 

て 不申候 故 不相分 候へ.、，、」 も 推察 候 所 其 地 へ 呼 庚し の 所强々 申 参り 候-こご 被^ 

- ^然る 所當 人へ は 甲 州 叔母の 方 ふ 身の 落 付 所 を 摘へ 候 様にな ど 申來. ^候^も 

有 之 昨年 中 林 藏參り 候 節 も 某 江^ 住居に て 候 へ ばい つ 迄 差 置 候ても よろしき . 

な ざ 申 候 ひし 事 も 有 之 其 上 小 2}- 出生 候て 並 方み は 眉目 も淸秀 にて 且 H に增し 

肥大に 相成彌 愛らしく も 候 故 何分 見捨か ね 其 身 をば 某 方に 定め 給 分 を以 母の 

方へ 遣し 乍聊其 助け し暫 らく 左樣 致し 多分 程なく 某 ハ \ マ 開 板の 御用 等に 

て在府 候へ ば 又 其 節 如何 樣 VJ も 申 談じ方 可 有 之 V,- 申 當人之 存念に 御座 候 所 只 

女 やの 胸暄 管歸 候^に 被 申 又 母 不快な V- ざ 申來. 5 候 故 女子 之 胸 隠に 餘 候て 塞ぎ 候 事 

P 候 事と ，、」 被存 校々 氣の 毒に # じ 申 候 某 方に 於て は 來世繼 を 求め 候 爲に差 置 候て W で 

の 如く 男兒を も 獲 候へ ば 養育 候に は 乳母 を 以て M の 差 支 も な し 申せば 申 も 

の、 J  4^ もの は甚 見所 もお 之 候 もの 故 以前，^ 意に も 叶 ひ 且又 小兒， こても 實の母 

の 手に て へば 育て方 も 行 屆き候 事に 付 成 候 に 候 得ば 尙長く 差 置き 度 ご 申 

當人 只蒈小 存念： 御座 侯 上に 當人 只お s 小 兒を見 捨候を 悲み候 故 別して 相 艱み申 候 依て 其 

兒を 見捨候 ィ 

を悲 み 候 故 上の 所 は 又 其 上の 相談 先當 年の 所 今一 年 枉て借 置 吳候樣 乍 御苦腦 彼方へ 御 出 


も ひえ もく 事 遠 
の 候 も 見 もお 方 
事事し も戀 遣の 
は 度し し は 子 
尤思 見く しの 


で 某み f て 中 入 候 様 御 傅へ 可 被 下 候 氣遣ひ 候 所 は 菊兒も 一途なる 生 質に 付 無 

理 - - 此 VJ 面^なる も 候 は  意外の 事な. ざ 有 之 まじき ぐ. -も I ビ申 極め 難く 

又 人に は 若き もの にても 生死の 事 は 難 計 候 へ ば 母方 にても 餘.. ^すげ なく 巾 候 

て 萬々 一子 を 見離し 候 を 深く 歎き 其方へ 歸り候 上に て大， 炳に でも 相 成 候 は..' 

是又詮 もな き 事 ご 弃じ中 候 此方に 差 置 候 へ ば 朝夕の 用に は^の 爲に 成.^ 不巾 

ビ 申 ものに 候へ ビレ も a-  vj て も 未だ 老境に も 無 之 候へば 少々 不快 にても 元 ふ さ 

しての 事に もお 之 まじく 候 乍 去 不快，/, せば た VJ ひ少々 にても 遠方の 子の 事 

気遣 はしく も戀 しく も 見 もし 見え もし 度 思 ひ 候 事 は 尤もの に # じ 候 問 W 今 

一 年差 © 候 事 を 前條之 意味 合 御 理解 被 下 納得 候 は、 S 給 分 は 給 分 其 外に 當時藥 

用 之 料 VJ して 壹 M 差 遣 し 申 度 候此處 を以何 VJ か 御 說喩し 被 下 度 舉頼候 此度も 

書狀差 出し 候 様に VJ 申 聞 候 へ ども 例の 泣 出し 候 故 深く 資も 致し 不巾 候. 某 ふ も 

皮 方 へ は 別段 不中遣 候 問 乍憚此 巾の 次第 を以 宜しく 相 願 候 御内 願 筋に て何廉 

御多務 にも 御座 候 半 を 如此事 に 度々 相 煩 はし 候：」 本 せ- な ら す 候へ 共 かねても 

得 贵意候 通 餘人之 力に 及び 不中候 事故 無 摅如此 に 御座 候 千 萬所懇 御座 候 以上 

書 饋 御 使者 時代 (二 五 七) 雨宮左 京 宛  四 力 H 


書 簡 御 使者， お 時代 (二 五八) m 寺 源 大夫宛  四 九 八 

月 十九 n  啓再拜 

雨 宮 賢 友 下 

尙々 時氣 折角 御 多 愛所禱 御座 候 愛 元 北 堂 君い つも 御 健 安珍 宽々々 毎度 母の 

方へ も 御 尋被下 多謝々々 

必携 之 御 謝辞け く 痛 入 申 候 以上 

水に 年姻  〔一 ま， 八1 山寺 源大 夫に 贈る 

月サ 七日 力  パ < 

昨日の 快赛に 引替へ 陰 雨に 御座 候 三郞君 昨夜 頃の 御 様子 何 似 や 委しく 相お は 

候 技 昨 n は 御 丁寧に 御 復書千 萬 奉 謝 候 御用 多に て 遂御出 無 御座 小弟 申 迄 も 無 

之 諸子 一統 殘念 がり 中 候 昨日 は 大 によく 出來候 て 此 程の 不出來 を 取 返し 候樣 

C 發砲 演習) ： て^々 ： ，5! 悅び 賓習之 後 尙日も 高く 候 ひし 故 實彈を も 五 發相試 候 所 筒の 

的尺餘 

様子 も 至て 宜しく 尤も 三十 閒計 にて 閒も 近く 候へ ざ も いづれ もよ く 中り 申矿 

西洋に て近來 ひ候ケ ル ン リ ン グ V」 申 もの を 昨日 は 用 ひ 候 所观も 至て 容易に 

て是迄 》f ^邦の 火 技 を も心掛 居候 もの に は 別して 致感 心. 申 候 ひき 法 通りの 裝藥 


にて 其 彈五寸 角 二 枚 を 通し 土中へ 三尺 餘宛打 入 候 其 力 又 可 驚 候 w 致せ 御 出席 

. 脏； 御座 遺 慽不少 候 昨日 之 様子に て は 中 打 稽古 も 他所 を 尋ね 候に は 及ばす 彼 所 

にて 辨じ 且彈丸 紛失 無 之大に 都合 宜しく. >」 存じ 候義に 御座 候 委細 拜面可 巾 上 

險扠又 明日 は 牛^ 先生 御 出御 座 候に 就き 陪宴之 事 蒙 命 欣謝之 至奉存 候幸閣 n 

にも 候 閒參館 之 上 尙鳴謝 可 申 上候將 昨日 長 美 生 ふ 秘書 御手に 入 候よ し 口口 相 

？ ms 成 ま  >.:1^ 々琴 見： H 度 舉懇候 又々 豆 州 下田 1 崎の 邊に蕃 船 打 寄 婦女 を 追 廻し 

邊に^ 人 狼  / 

&  其 邊の麥 を 刈 取， -候 ごか 申 事 様 承 申 候 聢 V」 致し 候 事 御開 及ばれ 候-とも 無 御座 

候 や 腸 ti ^綱 終の ロ已 に 後れ 候て 早 や 陰 雨に 及び 候 様に 被お 休 嘆に 不堪 候 先 は 

右拜 借物 相 願 度 迄 如此に 御座 候餘 容面罄 以上 

廿 七日 

山寺 老盟 臺文儿  啓 © 首 

隨； lyj 間  SB 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 丸 山 熊 男氏藏 

只今 は 御手 敎拜 接忙 劇中 乍 失敬 書 入 拜復仕 候 所 苒忠仕 候へば 衬方ふ 最初 ほに 

書 簡 御 使者 尾 時代 (二 五 九) 山寺 源 大夫宛  四 九九 


書 簡 御 使者 a- 時代 (二 五 九」 山寺 源 大夫宛  五 〇〇 

及び夫 々 公裁を 仰ぎ 候て 可然 の 所出役の 見分 の ビ 申 に て 物入 も相掛.9 候^?' に 

付 畢竟 は 内 濟に仕 候て 事 を 省き 候 義？」 被 察 候 右に 付 其 段 内々. 立 候 へ ざ も 夜 

屮 人に" 此を付 候 様の もの 村 方に 有 之 候て は濟 かね 候-と 別して 場所柄に て 人 も 

多分 入 込 候 事に 候へ ば 其 人に 疵付候 もの をば 假 令內濟 にて 事果 て 候 ビ も 御 召 

出し 夫々 御 叱. 0 は 被 下 候 もの VJ 申 義を此 程 得 食 意 候義に 御座 候 然る 所 內濟に 

仕 候 ど 中 だけの 屆は無 之 候て は 宜しから す 候 問 其 段 內聲仕 候 様に？」 被 仰 下 候 

故 左様 心 付 遣し 候 所 其 內濟之 屆御取 上 御座 候て 又々 疵 所見 分ビ， 中に て は 首尾 

相當 致さ  る 事の 樣存申 候又疵 所見 分に 御手 附被差 出 候 袭に候 は、 ^ 內 濟之屆 

御 取 揚には 及ばざる 事の 様 奉存侯 思に は旣に 內濟之 W 御 取 上 御座 候 事に 候 

へ ば 疵受候 もの 無變故 快復 候 へ ば 見 分に は 及び 不申又 自然 左程の 疵に無 之 候 

て も 中頃 變症 にても 差 起り 死 C 候 節 は 勿論 見 分 もの ビ奉存 候 檨に付 何分 此度 

御手 附出役 被 仰 渡 候 ^は 不十分の 樣被存 候 乍然ー 寸 にても 人に 疵付又 疵を受 

候 樣の事 は 一 切見分を受け候はざれば內濟には相成かね候^申御規定にても 

候 歟夫等 は 御 役 方に 預り候 事に て 不案内 之義に 御座 候. 故 右 等の 義も三 ケ村掛 


被 仰 付 候阅は 承知 罷在^ 旁 如此に 御座 候 度々 乍 御 面 使 贵答希 中 候 

関 四月 六日 

副 啓此氏 e 認候 所へ 又々 御 投書 □□□ 出 役の 事 は 定右衞 門出 張 居候に 付ネ附 

ども ふ. S- 送らせ 候ても 可然ゃ W 御敎示 右に て 成 5^ 宜し かるべく 候伹 本文 之 

義何似 可 有 御座 や 尙蒙御 _t 答 度 候 手附當 番罷出 次第 御 返 • 戴きに は 差 出し 

可. S- 候 以上 

源 大夫様  條 理 

|ョ|  〔一一 六 0〕 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 丸 山 熊 氏藏 

©  了. ぉ體書 拜見仕 候 先 以彌御 安 健 奉 拜慶候 然ば溫 寺 弟子 頓了容 體書御 示 及 最早 十 R 餘 

にも 相 成 候 所 云々 之 次第 實に 風邪 か 無心 許 被 思 召 候よ し 御尤に 奉存候 然る 所 

內密承 候へ ば 此節寺 も 江湖に て大取 込の よし 頓了舉 も 疵所も は 

の內 世話 にても 仕 居候 歟に 承候尤 昨今 風邪 かも 不存 候へ ざ も 先 

一 同 御 召 出しに 相 成 候 半 を 恐れ 候て 斯く 申か^ 奉 • お 候 夫 等 御手 

書 簡 御 使者！ M 時代 (二 六 〇) 山寺 源 大夫宛  五 〇 一 


や 致 平癒 賄 方 

は 村 方の 惡少 

、レ ： て 宜しく 


嘉永ー u ゃ閏 

四月 十一 一 日 


公 氏 二 本 

扶氏 痘瘡 療 

方 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二 六 一) 杉 田 成 卿 宛 

御 极被下 候 様 奉 存候右 之 次第に 付 態々 の 見 分 

書 返 還 迄 貴 報 旁如此 御座 候 

十 一 日 

三郞君 昨夜 又々 御 戰栗之 御氣味 御座 候 ひし 

候 水 藥黴出 候ても 聊か 不苦 候閒 御用 可 被 遊 

山村 御 巡覧 之 御供 之 御 様子 嘸々 御 多忙^ 奉 

奉復 

〔二 六 一〕 杉 田 成 卿に 贈る 

先便 拜懇仕 候 醫方之 書 人命に 預り候 事..」 て 速 

借 與被下 其 他 相 願 候扶氏 痘瘡 療方も 荷 御惠賜 

一 讀仕候 所 いかにも 驚嘆 之 事共に 御座 候 御前 

依て 御 取扱 御座！^ は、 百 中 一 失 ある ま じく 實 


五 〇 二 

は 及び 申 まじく  奉存 候容體 


よし 全く 服 藥御懈 怠 之 故，、 -被察 

候 猶絕候 は  製し 差 上 可 中 候將 

推 察 候 以 上 


に 往年 呈上 仕 候 公 氏 二 本 ズーも 御 

銘感之 劇に 奉存候 早速 扶 氏の 書 

書中 此 事に 被 及 初 起より 此方に 

に 醒目之 至 被 仰 下 候に 付 元よ 


格^ 之 事 ビは奉 存^へ ども 此度ー 讀仕候 迄は猶 或は. 御 過 獎に出 候義か ビ も 


奉 存候處 閲覽仕 候て 明君 之 御 品評 至 確 

方に 依て 始 よ，.^ 取扱 候 は、 誤 治 有 之 問 

肥 太り 候て 殊の外 大きく 満 六月に 候 所 

候 眉な ど 少し 蹙め候 節 乳を與 へ 候へ ば 

睡候も 至て 穩に 御座 候 畢竟 健康なる 故 

事 ど 老母 始め 心配 罷在 候處 にて 此 度の 

にて 實に拜 謝 申罄す ベ き 様 も 無 御座 萬 

被れ 候此. U 方 を 以 て 無難に 相 凌ぎ 候 得 

餘. 9 粗末なる ものに 候へ V- も當 地に て 

呈覽仕 候 御 疾留を も 蒙 b 候 へ ば 榮幸之 

の義に 御座 候が 其 流 魔 飛 動 墨 乙 斯御自 

も 有 御座 まじく 去. 0 ふ」 て 如 此名書 他に 

も 御座 候 か 何に 致せ 別して 感激 之 次第 

候 を 直に 長 拜借等 仕 候て は甚 心なら す 

書 簡 御 使者 屋 時代 a  H ハー) 杉 田 成 卿 宛 


至 當.. J 是又不 勝 敬 嘆 奉存候 いかにも 此 

布ビ 被^ 候 兒子義 も 至極 健に て 體！； も 

小 振なる 三歲 計. 5 の兒の 如くに 見へ 申 

幾日に も叫啼 いたし 候. こ ビ無之 夜中の 

，ヒ被 存候所 唯疫瘡 ばか， り は 手の 離れ 候 

良書 を 拜戴仕 所謂 斷 港に 航を得 候 心地 

々難 有 奉 泐謝候 僻： 巴 此節少 々宛 i?- 瘡も 

ば 偏に 賜 もの VJ 奉存候 事に 御座 候此品 

多く 織 出し 候 品に 付 御禮の 印ば か. 9 に 

義ビ 奉存候 さて 伺 度 候は扶 氏の 書お 手 

筆の 様に も 被 存候所 御繁務 中に 其 御 隙 

可 有 御 座 VJ も 被 存 不 ^5- 或 は 玄 端 君 に て 

に 奉 存候但 公 氏 之義に 御座 候が 呈上 仕 

候 總て御 任せ 申 上 置 候 治疲に 有益 之 

五 〇 三 


書 ffi 御 使者 屋 時代 (一一 六 二) 山寺 源 大夫宛  ョ ctl 

書 何 也 其 內御見 當被下 候 は.^ 御 送.^ 被 下 候 様相 願 候 其 節 は 直^ 右 害 は 返 辟" 巾 

上 度 候 先は此 度の 拜謝迄 如此に 御座 候 時 氣千萬 御 保 愼舉祈 候頓首 

梅 里 先生 三 席  啓 拜複 

関 月 十二  H 

15 五  〔一き 一〕 山寺 源大 夫に 贈る  東京 市 山寺 源 太 郞氏藏 

月 四日  厂 ニノ  L  、 

お 問 ま 御 苒敎拜 見 仕 候 申 上 候 事共 一 々尤に 御 聽用被 成 下 候 段 欣幸之 仕 合奉存 

候 ポ取落 之 小 識被遣 一 覽仕候 是は圖 も 西洋 書中の 眞圖に 無 之 近年 舶來 之"^ W を 

長 崎より 浦賀へ 廻し 候閒に 素人 書きに 認め 候 もの ご 見へ 申 候 尺度 も 素人 测に 

有 之 候 故 精密に 無 之 其 上 簡要之 部 を 漏し 候 所有 之 候に 付是等 に て圖を 製し 模 

範を作 候 事 は 能 はす 候 目方 も 我 邦 之 百 貫 匁な ざ 有 之 候へ ざ も 左に は 無 之な 

五 拾 七 貫 七 百 戒拾目 有 之 候飜譯 書之寫 本，、」 申 もの 毎々 如 此事有 之 候て 如何，、) 

もな すべから す 候 但筒樣 之 書 其 大略 を 記載し 候の みのもの"." 御 心得 可 然奉存 

L ああ 砲 彌御出 來に相 成 候 方可然 存じ 候 や 否 之 御 尊に 御. 座 候が 是は 昨年 旣に佥 


忠 手に 於て 鑄 造 有 之 候 鑄 立 候 合に て 未 鑄 造 無 之..」 申 は 十五 ド ィ ム の に 御座 候 

是は いづれ にも 11 造 御座 候 方 可然奉 存候 私 手に 於ても 一 門 鑄 立 之 事 昨年 御 勝 

手 方 御 聞濟に 御座 候 私 方 にても 今以 手始め も 不仕候 事 は 昨年 鑄 込 候 例 之野戰 

銃 もロ徑 萬端眞 度に 合し 候 様 致し 度 殊の外 手問掛 b 候 故大に 手後れに 相 成 候 

事に 御座 候 此程も 申 上 候 通 他 之 部分に 少々 之 長短 廣狭 御座 候 は 容し候 事 も 出 

He に 異同 來候 へ v> も ロ徑に 異同 有 之 候て は 其 筒 切の 彈子 を 貯 置き 候 は ざれば 用 立 不 申 

有 之 候て は 

i …用 立不 又 其 筒 切 之 丸 を 其 筒々 に 製し 置き 用 ひ 候 事に 相 成 候 は、 事に 臨み 候て 大に混 

亂を 生じ 可 申 候 是其禱 造 容易な ら ざ る 所以に 御座 候 彼方に て は 是が爲 に公廠 

を 開き 置 候て 其 事に 鍛練した る 明 眼 之士を 棟梁に 定め 萬 i5s- 其 指， 伸に 從ひ候 事 

に 御座 候 夫 故に 材料 も 精 純に 形範も 度に 合し 候事ビ 被^ 候 然る を 本 = ^な》」 に 

て は是に 反し 候て 室 を 塗に 造る が 如き 次第に 候 故事 も 果敢 ゆき 候 はす 違 候 

事の み 多き か W 奉 存候是 は 大鱿鑄 造 之 一 事の みならす ビぉ候 義に御 候^ 意 

に は 如何 铍思召 候 や 

(iji 庸は鐵 一 六 匁 銃 之 事佐庸 御文 通 申 候 次第に は 無 之 候爐之 都合 惡 しく 候 故 少しく 御猶 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 六 二) 山寺 源 大夫宛  五 〇 五 


^^行 佐久 

間 庸左衞 門) 


S 洋 度量 考 


*k で 水 二； 牛 五 

=5 十三 =1 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二 六 三) 川路 犁謨宛  五 〇プ 

豫 V」 申 事に て 御座 候 竹 村 氏よりも 一 挺 錐 入 直し 候统預 き. W- 候御兩 君な ど は 

格別 之 義に付 少しも 早く マ」 急がせ 可 申 候 

一 西^ 度量 考 昨年 金忠 へ も 借し 遣し 爲寫候 ひき 左 京 へ 借し 候 所 返し 候》」 申 事 

に 候 所 其 後 私 方に 見へ かね 申 候 此程も 入用 候て 色 々マ-索し 候へ 

候 僅かの 一 卷に 御座 候が 隨分用 立 候 ものに 御座 候 御 入用に 候 は 

置 候 を 御 借 寄 可 被 成 候尤本 語は洋 字に て 認め 有 之 候 間 假名 御つ 

侯て は 早速 御用 立 ゆ まじく 候 先 は拜復 迄匆々 如此 御座 候小識 一 

收納奉 仰 候 以上 

五月 四 n 認 

躍 堂 君 臺下  啓 


.€ も 見へ 不中 

> 先金忠 寫 し 

けさせ 不被成 

本 完趙仕 候 御 


苒 拜 


川路 聖謨に 贈る 


東京 市 宮本 仲氏藏 


二月 下浣之 御手 書 四月 巾 旬 拜接奉 薰披候 先 以闺府 益 御 萬 福被爲 渡候條 偏に 士  y 

人 天祐 V- 不勝扑 慶奉存 候江府 北堂大 夫人に も 彌御輕 安に ましく 候 御 事 ど 奉 


舉 之義奉 

祁聞候 所 


恭祝候 然ば范 £ 

御投贈 殊に 御 

迄 御 高 蓮 の 御 

も 無 御座 唯々 


年 


申 

檨 

及 


な 


より は 至極 

候 所 落淚仕 

笏又々 御寵 

ふ 別段 之義 

にて 華 製に 

に は 中々 至 

御 聞 候よ し 

の衬 方へ 暫 

ゾーレ 大 坂へ 向 


拜領 

來歷 

永く 

貺被 

に て 

傚 ひ 

不 

の 所 

の 一 

く 出 

け 嗜 J 


書 之 節 擧男之 義奉報 聞 候 所 御 恰被思 食 御 祝 之 品 V- も 被 成 下 

御 服 之 御 綿 ど 申 御 事に て 尊意 も 被爲在 候，、」 て 御 添 被 成下是 

を も 備に 蒙 仰 萬々 難^ 仕 合に て 感激 之 極 御請の 可 申 上 やう 

五 內に銘 じ 候 耳に 舉存候 母 義も當 年 七十 五 歲に罷 成. 候お に 

罷在 候是へ も 早速 御 惠賜之 御 品拜見 仕らせ 被 仰 下 候趣爲 巾 

が.^ 乍 恐可然 御請 申 上 吳候様 申出 候義に 御座 候 將新製 之 墨 

成 下 舉感戲 候 早速 相 試 候に 此 度の 御 品 は 成程 此 以前 拜倾， 仕 

始 V- 華 製 V ニーな く 別して 難 有 奉 謝 上 候 先年 名古屋 大學 堂ぐ」 

候 墨 製し 出し 隨分略 まが ひ 候 も 有 之 候 ひしが 此度被 下 置 候 

申 候 ひき 信 州 口 之 商人 三十 余-計  一 口に 求め 候よ しも 被爲 

此邊于 今 其 等の 話 無 御座 候是は 好き 事に 御世 話 被爲在 錄ー苑 

統 賜物 を 荷 ひ候義 奉存候 以上 之 御請 も 早速 可 上 之所掛 

張罷 在候義 も^ 之 其上當 地に て は是迄 海運 を 以て 國產之 品 

し 候 事 無 之た ま/、 差 出し 候に も必牛 nil を 以松本 u よ...' 出 


書 筒 御 使者 屋 時代 (二 六 三) 川路 s^sl 宛  五 〇 七 


候 者^して nl;it 五大 
て 共 をて 海 年-し 郎坂 
も 赏利 運來候 力— >ぉ 
存地ぁ 之 始所迄 g 
じの る果め き £彥 


0 簡 御 使者：； g. 時代 ニー 六 三) 川路 お 宛  五 〇/ 

し候義 に御墜 候 所 S=M) に は かねて 海運に しくな し V) 存じ 罷在候 故 一 昨年 か 其 

阈 の は 草 事 建議 候 所 場所柄 故人の 料見狹 小に て 皆危み 候て 取 用 ひす 折節 國產の 甘草 價 

おむ  殊の外 下落 仕 余： 錢の 通用 も 宜しから や 難 義仕候 もの も 御座 候 趣に 聞え 候に 付 

八お 余： 餘才覺 仕 買 取 ら せ 候て 手前 物.、」 仕 尤も 懇 意 に 仕 候當地 豪 商の 名前に て 

大坂炭 屋彥五 郞方迄 、細 IS ^出 差遣し 候 所大に 都合よ ろしき 様子に て 

^：糖啦？ £ぉ£魏贿^きはま駄^娜齢餘し 昨年來始めて海運之.-して利ぁ る義を 

當 地の 者 共 も；：^ じ 候て 大分に 其 事に 取掛， り內々 は 君 家の 金 を も 昨年 は 出し 候 

て 廿草を も 買 取 候 様子に 御座 候 绩糊綠 トぼ餘 ^^雖 Si 触赌ぉ iri  ノ i-li れ下 f 候 

昨年 ふ 當春迄 諸手に て H ハ取候 甘草 大凡 七 萬 斤 計に 御座 候 一 廉之產 物 ご 小國に 

は；^ 候， 義に 御座 候 夫 等の 義に付 御手 書 戴き 候 砌大奴 迄 出向かせ 候 もの 御座 候 

に 付 御請 之書狀 をば 江 P 冋しふ 手近かに 是へ附 し 候 半？， 一^ じ 罷在候 所 是も様 

々の 事に て 遂此節 迄 延引 化 却て 早く 江府 へ 差 立 候へ ば 宜しく 候 ひし ビ慚愧 化 

候 義に御 墜候其 者 も彌明 n 上 途仕候 V,- 申に 付 御請 迄 草々 申 上 候 稽緩之 罪 は 幸 

に 御 寬宥可 被 成 下 候 蒙 仰 候 義共逐 條此已 下に 御請 申 上 候 御 視至被 成 下 候はゾ 


御 问敎被 成 下 難 有. 奉 謝 感候御 趣意 乍 憚 ，s 

跛 丁度 御 同意の 樣 記し 罷枉候 只今 書物 手 

被 成 下 候よ し 大慶 不過之 奉お 候 5- 文 公 南 

致し 候 方よ ろしく 云々 ビ 被 申た る を 以 て 

亦 文 公の 取られ 候 事 かご 被 思 召 候よ し是 

にて は 第 一 著 を 御 失し 被 遊候義 乍 恐 奉存候 徂徠の 論語 徵學庸 解の 如き 私意 

を 加へ ぬ もの 被 思 召 候 や 文 公之 集註 文義 を推衍 して 屋上に 屋を 架し 候 もの 

ビ被思 食 候 や 兼ても 申 上 候 通り 惯. -入 候義に 御座 候へ ども 心 法 華に 隨て轉 せ 

ざる 樣被遊 度 奉 望 上 候 畢党文 公 南 軒に 渐答 へられ 候は爲 にす る 所 あ.^ ての ぎ 

に 御座 候 張 氏の 語 孟說御 見合 可 被 遊 候 

舜典受 終. 3 一  舜典受 終の 字の 事 思 召 も 去る 事に 御座 候へ、、，、」 も攝 位の こど な く 堯の在 化 中 

の 事 

直. に 帝 立 を 受けられ 候 VJ 致し 候 時 は 後 文の 帝乃殂 落に 至り 首尾 不相應 候 "せ も 

I    «  ^ 御 使者 厨 時代 (二 六 三) 川路 犁謨宛   , 1 1  11 五 〇 九 — 


小 補 公鏃^ 

之 扉の 事 


, 机 徕經說 之 


-ー： 

1 小 楠 公 鏃蹟之 扉の iet- 奉伺 候 所 細々 

尤奉存 上候趙 子. 函が仲 尼 比 干 墓 題 之 

元 に 無 御座 候 間 後便 寫 候て 可 入御 覽 

一 徂徠經 說之義 申 上 候 所 尤に御 聞 取 

軒に 答ら れ候 書に 經文 は漢 儒の 如く 

徂徠の 如く 古書に より 私意 を 不加も 


御の 不歎 f お (こ 鄧攝頼 
歎 ffl 劣 問 K 

候れ と と 息 成の 文以 
ぬ爵 候 風士來 
に祿は 趣 習 輩 京 


書 簡 御 使者 尾 時代 (二 六 三) 川路 犁.謨 宛  五 10 

帝舜も 帝に て は 孟子の 所謂 二 天子に て濟. W- まじく 奉， 存候受 終，、」 申 は 始終 其 讓 

り を 受られ 候 半 ご 申 契約の 御座 候 ひし 寧に て 父子 相繼の 世に 御座 候て は 太子 

肝 立の やう な る も の ビ 0 意 に は 存じ 候義に 御座 候尙 尊慮 伺 申 度 候 

一 賴 襄以來 京攝閒 文士 輩 鄙劣の 風お に 相 成 候 趣 御 歎息 被 遊 李 端 叔が山 谷 千 字 

文 之跋の 事に 被 爲及彼 時代 旣に 儒生 文士ぐ-方 正直 言 の 分れ 候 を 御發見 御座 候 

よし いかにも/、、 去る 事 ざ 奉存候 小生 愛に^ 一  歎息 御座 候 其 歎 息 ビ 申 は 不 小 = 

ぐ」 爵祿の 分れぬ に 御座 候不 宵，、 -爵祿 の 分れざる が 根源 ビ成 候て 武人 俗史も 文 

人 學文 ビ 分れ 方正 直 言 も 文士 儒生 V,- 分れ 候，、」 舉存候 此論想 ふ；.： 御 一 咬 VJ 奉存 

lp.ii^ 一  萬 葉 中 石 井の てこ の 事 申 上 候 所 其 頃の 遊女 .、>  申 も の 當今 の ，二 は 更に 別段の 

r  よし 歌學 者の 說 御座 候よ しいかなる 相違に 御座 候 やらん 御 序に 御開 被 爲及候 

所 御 歸示可 被 成 下 候 西洋な V- にも 遊女 御座 候 所 此邦當 今の もの ノノ は 成程 相違 

の樣被 存候宋 の官妓 な ど は 異樣の もの V- 殊に 被 存候義 に 御座 候 

土地 古今 If  一  土地 古今 不同 之 事 申 上 候 所 士！： 野の 奥に 人 烟を絶 候 事 三 里 計ト. 'の 所に 神武 帝 


I^. に 事 ft. 上 の 御 古跡 御座 候て 偶 參り見 候 人 御座 候 所 盛 綿 衣 を 用 ひ 候 程の 氣 候の よし 其 

邊 にも 一 旦 はいらせられ 候 事 御座 候 かにて 石造の 寶庫 様の もの^ 之 古 記に 

しるし 候 所 VJ 符合 候よ し 誠に 一 異聞 を弘め 候て 難 有 舉存候 弊 1- 巴な》」 にも 往々 

千年 外 之 古冢、 、」 見へ 候 もの 多く 山上に 有 之 候 其 頃 は 只今の-中 地に は 水^ 之 多 

分 山に 住居 候 もの V」 被；：^ 候 其冢^ ふま 、J 夠 玉 管 玉の 頻出 候 所 全く 此. 邦の もの 

W は 不被存 候 舶來の 品に 相違 無 御座 候 其 頃 之國の 模様い かなる もの にて 候 ひ 

しゃ 何分に も 文献 徵す るに 足らす 殘 念なる 義に 御座 候  . 

伊に- 一  舉 入御 覽候 詩文の 大略に て 近況 を も 御明 察 被 成 下 殊に 其 以前 寡 君 へ も 被 仰 

I お ( もお 

^^Ms 下 候 御 儀 も 御座 候よ し 今に 始， まらざる 御 事に 御座 候 へ ども 御 雅愛之 至 不勝威 

激奉存 候 近來に 至.^ 俗 史之處 置 倍 惟し む ベ き 事共 有 之ち，、」 見聞に 忍び 不中候 

乍 去旣に 言 ^fK あ.^ てす ら 其 言 を 得 や 其 職 を 辭し候 程の 事に 候 へ ば 又 申 候ビて 

間 かれ 候 半 様 も 無 之潘申 候て 聞れ ぬ 時に 致し方に 差 困り 候 故 言 職 を "かし 候以 

來は 一 切 口 を箝み 候て 何事 をも不 中候伹 何事 御座 候 時の 爲ビ おじ 子弟 を 集め 

大 銃の 打 方 候て 大 銃の 打 方な V- 敎授罷 在候學 政の 事 も 一 向中 義を用 ひや 素人 流に 仕 2^ 候 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 六 三) 川路 ー該宛  五一 一 


書 簡 御 使者 時代 (二 六 三) 川路 9? 誇 宛  五 ニー 

など 敎 i に 付 學問所 頭取^ 申 もの を 先年 辞し 候 以來は 生徒 を 受け 不申候 何 を 中 も 家老 

に 其 人な く 慨歎の みに 御座 候 此條は 尤も 御 切 捨被成 下 度 奉 願 候 

.-^^1 一  去年 中 公， 数千 卷贰拾 三 口の 內 4^- 子 調達 中日 延 願の 分 六 口お 之其餘 は不殘 

リ.^ 決 卬ぉ 

候よ し  御 *f 夫御墜 候よ し 兼々 御手に 入 候 御 事ビは 申ながら いかさま 氣味 よき f  ヾ」 

御 聰明 之 程 舉敬嘆 候 歲慕之 高 篇御示 及 被 成 下 難 有 拜吟仕 候 富に 御 胸中 別に 鬧 

n 月 卸 座 L あ.？ 1 保に て 心. R 寛 VJ 申 御 句 其 御實境 V 一諷詠 數冋仕 候義に 御座 候 五哭奉 

行 云 々 不覺 噴飯 仕 候 

f な $1 ず ^ 一  寧府 永世 窮民 之 御 救 方 思 食 被 爲立踅 時に 其 御 元手 御 出來の よし 御兩 作に て 

I) 競 |§ 大方 其 御 事 實了得 仕扠々 後代 迄の 御 美事 V」 赞嘆不 巳 奉存候 上へ 被爲對 候て 御 

私 惠，. 」 相 成 候 はぬ 樣御計 被 遊 候所尤 妙-、 -乍恐 奉存候 

一 萬 野 深山に て 令- 礦 見出 候 次第 も 拙文 等に て 委細 御 聞 取 被 成 下 候よ し 然る 所 

此義な ざ も 入 料 八 拾 金 切 可 差 出 候 間夫に て 盛 山に 相 成候樣 致し 候へ な.、 ミ申事 

にて 論に も か 、^ り 不 申！^ 1 いかに 僻邑に 小 家に 事へ 候ば ビて八 拾 金 百个" - ^程の 

もの V-  s.^ ひ 候 やらん 假 にも 此 大地 を 相手 ビ 致し 候 金坑. 等の 事に 如此 はし 錢に 


被 は 了- 
成々 ん をに 
下 御 と 開 象 
慫 fl ゆ II 


5^$し候金坑 て 出 來；^ 譯の もの に 無 御座 候 所 ii 了、) 事 を 解し 不申差 困 申 候 如 仰. W を 飛び 候 は 

等の 率に 

ねば 劍 術の 上手に 無 之、、」 存じ 候 V」 同様にて 素人 ビ申 ものに は扠々 差 困- 9 候 も 

の に 御座 候 近 H に 至. 0 益 左様お 候 大本の 沙汰に 及ば やして 功利 を談じ 候は妄 

飮過 房の 人の 攝生 を. 勤めす して ロハ 補藥を 服し 其 身を榮 かし 候 を 0 み 候 ■ ビ 同様 

にて 却て 其 生， 根に 於て. 3^: を 受け 候 様 存候義 に 御 鹿 候 近 來は依 之 一 切 功利 之 事 

な V-  口 に 出 し 候 義 無 之 候 所 々 の 事共 を * 莽 滅裂に もくろみ 候 もの^ 之ち ビ 

小^": ルが J| 小生 是が俑 を 作. c- 候 様に て 恥 入 候義に 御座 候 

き!^ 稱れ雜 一 雪 國苦之 事 蒙 仰 奉 謝 上 候是は テ— ス ランド モスに は 無 之 H イス テン ド モス 

に 御座 候い か にも 勞瘵 によき 藥に 御座 候 兼て 隨分 マ」 心 掛候所 似寄 候 もの は澤 

山お 之 候へ ざ も 眞 品 は 於 今 見 當.^ か ね 候 是は何 ビ か 其 内見 出し 皮 も の ビ #  0 

^候  . 

一. 佐 野に 象 山 書院 を 開き 候 はん i 中 事 段々 御您通 被 成 下 御 盛 意 深く 舉感戴 候 

兼ても 申 上 候 通 頗传勝 之 地に 御座 候 故 甚其望 も 御座 候 へ V- も 差，； 1： き 財に 乏し 

く 候 故 別に 先 一 越 向 仕 候 後なら では 取掛 かね 候義に 御座 候 近 R 西洋 詞寄ゾ 

書 簡 御 使者 21 時代 (二 六 三) 川路 謨宛  五一 三 


て w と 1 西 

印 許 申 フ洋 

行！： も ハ!: 
仕 得の ル書 
度 候； マヅ 


書 簡 御 使者 厨 時代 (二 六 三) 川路 設宛  五一 四 

I フ ハ ダ マ ご 申 もの 紙数 大凡 g: 千 頁 計に 御座 候が 當今 彼れ を 知る の 一 助に も 

ォ相成 存じ 官許 を 得 候て 印行 仕度 其 用意 仕 罷在候 寡 君 も 別 心 無 之 ざ 申 事に 候 

へば 官許 を 得 次第 佐 野の 別業に 小 樓を構 へ^く 夫に 引 込 候て 其堦補 校訂に 取 

.6-  h '可 申 ビ奉存 候 是は隨 分 天下 後世の 爲 にも 稍 可 相 成 候 其 官許 を 乞 ひ 候爲に 

は 近日 江 府迄ー 寸 出向 候 はん ビ おじ 罷在候 

别 Q 引贫 一 御 寵暘之 御請 迄に 手 刻 之 引 首 印 奉献 候 所 御 丁 寧 に 仰 を 荷 ひ 却て 悚惕 を m. ね 

印 奉 獻候所 -..IB' 

i 義に 御座 候 御園 內 にて 御酒 宴 御， 饨 毫 な ど 被 遊 候 御 様子 又 夜分 铜^ 雜 な，、」 も 

おろそか にて 盜患等 も 一 切 無 御座 候 V- の 御 土地柄 故に も 御座 候 かいかに も 

ゆたかなる 御風 調に て 今時 な V- 又 あ る ベ き 風 誼 も不 被；^ 候 三絕三 慶之兩 高 

篇難有 拜吟仕 候 御實境 H 覩仕 候が 如/、 にて 不能 釋手舉 布 候 

m 豆. 遂 is 一  や 日 江 芦 ^1:^ 々 の li- に て 去 月 中 南 ；：T』 邊 ， の 樣 子 委細 悉 之 候定 て 委 し /、 御 聞 及 

ばせられ 候 はん いかにも/、 此方に て は 御手 薄の 義 夫に 引替 戎 慮驚慢 無禮畢 

党 は 此方の 御手 簿を も- く 承知 致し 候ての 事 マ」 被存 候が 扠々 不勝 憤激 奉存候 

乍 去 先 此度も 事故な く 返 帆 幸の 事に て 御座 候 ひき 


杉 E 成 卿が 

濟 ±ー11 方 


一 此杉田 成 卿が 濟生 三方 客 冬 中 成 書の 砌坪 井信 道 物故 之 後 都下 

み 候 はん， と 存じ 候 人 無 之 候に 付 賴み候 VJ て 令 四 言 四 句の 題辞 

而已に 無 之 追々 此ヒュ ヘランド； 5 の醫 書飜譯 致し 候 其 初に 被 置 

fe< 樣申噹 一し 候に 付 其 意に 任せ 拙筆 仕 遣し 候 所 近 n 雕刻 出來 より 

に 一 部 差 送， 0 申 候 小生 義は 原書に て 事 濟候故 譯書は 不用に 付是 

呈仕候 御 一 過 被 遊 候 は  >  隨 分 御 心得に 相 成 候 義可有 御座 ビ 舉.^ 

にて は江府 西洋 家 第 一 人 V- 被存候 小生 僻境に 引 入 候以來 は醫者 

無 之 皆-牛々 の 漢方 醫 にて 何分 老母 並に 自身の 上に も 心細く 候に 

理は稍 心得 罷在 候故洋 方に 據 候て 醫事を も 心掛候 所家國 天下 之 

力 及ばす 候 所 醫事は 一 人の 身上に のみ 係り 候 事故に 其 弊 を 救 ひ 

心 君 をして 醒悟 せしめ 候 程の 事 も 手に 應 じて 效を立 候 導 も 御座 

節 な ノレ やうに 不得意に 罷在候 もの 、爲に は大に 心の 行き 候 事に 

救 ひ 候 義に付 少し 手閒 をば 刻し 候 へ ざ も藥な V- 施し 遣 候 義に御 

三し るし 候て 成 卿 へ も 見せ 遣し 候 所稱し 候て 遣し 申 候 御 慰 迄に 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 六 三) 川路 聖謨宛  五一 五 


： も "，な ，、,、」 ^ 

に て も此  一二 方 

候 様に 認 め：^ 

候 V」 て 其 謝 禮 

は 御 慰 迄に 轉 

候此成 卿此節 

に 功 者の もの 

付 兼て 人身 究 

義 は 思 ひ 候 様 

其 efi! を 被 き 其 

候て 小生の 此 

匸且ば 人 を も 

座 候 經驗之 二 

成 卿の 浮簽の 


簡 御 使者 屋 時代 (二 六 四) 屮误 一： 牛 宛  T ープ 

にても よろしく 候 が 其 内 御 擲還可 被 成 下 候 先 は 段 

相 向 候 千 萬 蒼生の 爲御保 愼被遊 候 様 鄙懷之 所望に 

啓 顿.^ 拜 覆 

こ f る  松 代 町中 俣 兼 雄氏藏 

向暑 之 節 御供 御 道中 御 阻燒無 御座 御 著 府愛度 奉 存候偖 御 發篤前 贵君を 以窣願 

候 大銃打 前號令 之：^ 御上 之 思 召を以 本邦 語に 御 改被成 下 度 ビ申義 いづれ にも 

取調 申 上 候 様 被 仰 出 候に 付 何卒 御發駕 前に 取調 申 度 取掛候 處畢. な 夫が 爲に乍 

恐 御上 へ 舉願上 候 次第に 付 取調 候 大凡 も M 分 落 付か ね 候 所 多く 遂 延引 仕 候 ひ 

き 昨年 中/せ 忠を 以 入御 覽 候煩礮 用法な V- の卷 末に 附錄仕 候 譯語等 も 事 は 分り 

へせ ハ いかにも 手 弱に 聞へ 候て 陣頭 之號 令な ざに は 不都合に 奉^ 候 右に 付存 

當り候 は 先年 白 井 1^ 左 衞門內 献上 之 西洋 書 幷譯本 等 私 取 計ら ひ 御手 許 へ 差 上 


ま 、1 汚 電 陋 候 是 は 尤もい つ 

々之 御 請 旁 申 上 候 追々 暑に 

御座 候已上 

五月 十 三 日 

川 明 公 問 下 

ほ 五  〔一一 六 S 中 俣 一平 


候 內大魷 打 方 M キ 

候て 今 一 調 仕 其 上 

下 御 聞 濟も被 成 下 

開 善 寺 馬場に 於 て 

に 御覧に 御 入 被 下 度 奉 賴候御 案 內之通 大鼓に 至. 9 候て は郝. i..^..^  4 り U  , クし 

き现合 御座 候 得 共 今少し 能 中り 不申 候て は 不相濟 候 畢竟 いづれ も 未だ 不 鍛練 

に 御座 候 故之義 にて 斯不 出來ど 奉存候 事に 御座 候 勿論 四 尺 之 的 之 外 も 高 六尺 

橫 一 丈內に 玉皆留 申 候 御存知 之 通 彼 馬場の 上に は眞 中に 大石 御座 候 最初 は 

取 除き 候 注文 之 所 色々 六 ケし有 之 早速 取 除に も 相 成 かね 候に 付夬 を掩 ひ候爲 

に 材木 を 廣く積 置き それ 玉の 用心 を も 仕置 候 所 さすが に 夫 へ 打 當候程 之 外れ 

よ. 驟卸座 f ひき 是等之 義も御 字に 御 申 上 被 下 度舉賴 候此度 中り ^候 樣參. ^不 

申 所に 銘々 不 練の みならす 今 一 ッ闕事 御座 候 ひき 最. 初 之 注文に はス ビ！ ゲ 

ル をば 善 光寺の 挽物師 へ 申 付 丁寧に 描 へ させ 候 心得の 所 ifi-  n 之 雨天に て 多分 

之 出水 有 之 船 留候故 無餘議 門人 輩 手細工に 仕 候て 分 合な、、.、」 法の 如く 參ら ぬが 

書 簡 御 使者 尾 時代 (二 六 四) 中 侯 一平 宛  五一 七 


セ \ シチ— ビ申譯 書 一 册 御座 候 様舉^ 候 右 を ： 寸拜 借舉願 

にて 取調 書 差 上 度舉存 候閒右 一 本拜 借之義 御」.； t を 以御願 被 

候 は  便 之 節 御 送 被 下 候樣乍 御手 數舉 頼候將 一 昨廿六 H 

百閒 水平 之 打 試 例 之 野戦 銃に て 仕 候 中 附差上 候 問 是又御 序 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二 六 四) 中 俣 一" 平 宛  I  丁/ 

多く 候 ひき 初 發之ー ッは出 來候內 之玉臺 にて 尤も 分 合に 叶 ひ 候 を 撰び 候て 用 

ひ 申 是は 幸に 中. 9 候 ひき 其 所 を 以て 存 候に ス ピ I ゲ , は 殊に 分 合 を 誤り 候 

て は 大に損 御座 候 事の 樣被存 候 何卒 今兩 三度 糙 かなる 打 試 仕度 もの ミ舉存 候 

先 は 御手 許 之 飜譯書 拜借奉 願 度 旁如此 御座 候 總て宜 布 舉願候 時候 折角 御 厭 御 

座 候 樣奉存 候 以上 

五月 廿 八日  佐久閒 修理 

中 俣  一 1^ 樣 

(別紙)  覺 

三 斤 野戦 銃 四 尺 的 百 間 水平 打 試中附  . 

佐久問 修理 門弟 

11  一，. I  一  n_  - 佐久？ S 修理 

|_ 一— 一  白 井 平 左衞門 

_|  .  水 野 瀨兵衞 


山寺 源大夫 

北山 安世 

if 川 賢 之 助 

增田 助之丞 

高 野 車 之 助 

金 井彌惣 左衞門 

5 石 下 富 馬 

藤 忠之進 


書 tz 御 使者 屋 時代 (二 六 四) 中 侯 ーギ宛 


五 一 九 


書 簡 御 使者 尾 t- 代 (二 六 五) 八 田 嘉助宛 


い 产ク水 二へ 牛 五 

月 か 


S  (松 本 

慕 十 


右 之 通 御座 候 以上 


五月 廿 六日 


五 二 0 

和 出 新左衞 門 作 

和 田 森 之 助 

御先 手 g. 小頭 r 

大 野 健 左衞門 


.長 井庄 三 郞 

行 司 

a 井 ； 牛 左衛門 

代 町 八 田彥次 郞氏藏 


人田嘉 助に 賵る 

御手 敎拜見 如 仰 今朝な、，、」 殊の外 冷氣に 御座 候少々 近日 御 持. 炳氣 之由此 

の 事 W 被 存候千 萬 御 保護に すぐべ からす 候 賤疾を も 御 芳問難 有 舉謝候 

霍. 然 仕 候 閒乍憚 御 放念 被 下 度 候 偖 松 嘉上版 之 事に 付 云々 被 仰 下 承知 仕 

、- づれ 話なら では 盡 しかね 候閒 後刻 相 伺候て 可 申 上 候 此段匆 々舉復 


不順 故 

も は や 

候 是 は 


卽時 

嘉 助 樣舉復  0 理 

六  〔一一 六 六〕 A 田 愼葳に 贈る  松 代 町 八 3 彥次 郎氏藏 

連日 It 熱に 候へ》」 も 倍 御 休 安珍 重 之 至然ば 一 寸 御手 費 相 願 ひ 度 事 御座 候 別 

靡 MIS 可. 紙 は 山 鹿 素 水 V- 中 もの 、> 著 はした る 西洋 兵制 可否 を 見 候て sslr どし るし 候 も 

否 

のに 御座 候 所 此度江 II； 表の 友人へ 遣し 度 候へ V- も 副本 無 之 候 ま、， 一寸 此 紙へ 

御 寫し取 被 下 度 奉 頼 候 千 萬所冀 御座 候 以上 

額 法に て 御  ，TJ ョ 乍 自由 何へ 刀 額 法に て 

認め  ナ日御 認め 被 下 度 候 

m 理 

愼藏樣 

S に r ハ  0 一六 七〕 人 田 愼葳に 贈る  松 代 町 八 S 彥次 郞氏藏 

ii き，， — 過 刻 御賴申 候御認 もの 早速 御 卒業 被ド 多感 舉^ 候 殊に 颜法 美事に 御 揮 被 下 候 

書 節 御 使者 屋 時代 (二 六 六) (二 六 七) 八 田 愼藏. W  丑 ニー 


V お 永 二  六 

月廿 B—  _ 


明朝 八 A 山 迄 

出 役 


^永 二：^ 七 

月 五： W 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二 六 八) 八 田 嘉助宛 (二 六 九) 宮下主 鈴 宛 

て 別して 大慶 仕 候 猶拜眉 御禮可 申罄候 以上 

愼藏君 

〔一一 六 八〕 人田嘉 助に 贈る 


五 ニニ 


7 お 


拜 復 


代 町 八 田彥次 郞氏藏 


快 雨に 御座 候是 にて 暑 毒 を も 一洗いた し 可 申 被 存候然 ば 此程中 申 上 候 通義三 

郞殿ふ 被 相 願 候 法事 等差 向き 候 入 料 私 ふ 其 入 料 丈 時々 に 相 渡し 候 方少分 t て 

相濟 可申兩 便の 義ビ 奉^ 有 合 候沓野 金山 御用へ.^ の內を 以て 兩 度に 四 圓差 越し 

申 私 も 明 朝 金 山 迄 出 役 仕 候 閒 右 四 圓 私 方 へ 御 附 與 被 下 度 奉 冀 候 初 め は 五 七 

兩もビ 申 事に 御座 候 所存 外少 分に て 相 濟申候 用事の み 草々 頓首 

廿 曰 

嘉助檨  倏 g 


〔二 六 九〕 宫下主 鈴に 贈る 


東京 市 宮下 幹氏藏 


先 顷御密 話 

之 一 事 


兩 三日 來殘炎 再び 熾に 相 成 候 處御琴 書 倍 御 1^ 康 に候歟 奉伺 候 然ば靖 節 集惜か 

御所 藏 御座 候 ひし，、」 舉存 候少々 見合せ 中 度 事 有 之 候 ま 、"全部 I：： 時 御 惠借被 下 

度 舉懇候 萬 所 冀 御座 候 以上 

五 nn 

宮下盟 蹇 文 几  啓苒拜 

附白 小弟 も三衬 よ. 0 昨夜 中 引取 候 先頃 御 密話之 一 事 は 如何 思 食 を 被 决候ゃ 

奈何 


卞 is. 水 二 年 七 

H:i=.K 日 力 


本邦 舆地 便 

覽 


眞 田 志 摩に 贈る 


伯爵 眞田幸 正氏藏 


附啓近 詩 一 

快 雨 些 凉 を 生 

もの 御座 候よ 

至 禱々々 

七月 廿 六日 


首 入御 覽候御 一 暌， 可 被 成 下 候 以上 

じ 候 益 御淸安 被爲入 候耶舉 伺候 然ば 御藏 書中 本邦 與地便 覽ビ巾 

し 一 寸拜借 奉 願候此 者に 御 附し被 成 下 候 は マ 尤も 感銘 可 奉存候 


啓 


拜 手 


書 簡 御 使者 M 時代 (二 七 〇)！GE 志 摩 宛 


五 二三 


書 簡 御 使者 尾 時代 (二 七 一) 藩老に 2 壬す  五-一 P 

依 古 

駕言 將，， 遠征： 戒心 命，： 從者： 遠征 知 M 方 一 ^久 慢， 我^ 將， 馳，， 驄大 塊； 英拂豈 

足， 舍。 瀛海奔 ，，鯢 鲵： 風浪 常飜 簸。 願 一 成-吾 志： 歎 無-, 木與 忠義. 已許 

何 嘗 失 惰：  ， 

i 一一 年 七  〔一一 七 一〕 藩 老に呈 す  松 代 町 小 出 S 太 郞氏藏 

月 

^野 御 林奥紛 山の 義に付 中 上  佐ク SS,MK 

去月 廿  一 H 轿野御 沐奥祥 草 山 金坑 試 堀 見 屈の 爲^ 野 衬迄罷 越 候 所 翌朝よ b 雨 

天に て 二  R  一  留仕廿 四 R I 折 色".」 相 成 候に 付^ 野 村 出立 其 夜 上 州 入 山. に ー矿 

廿音募 時 g.,-  i:  Vfi 日 I 時祥草 山に 著仕廿 六 R 早朝よ， -數ケ 所 之 坑穴實 檢仕候 所 昨.？ T 開 き 

祥草 山に 1^  -  」 

初め 候祥 草の？^ 深さ h: 間 五 尺 二 寸堀込 追々 校 様 宜しく 相 成 候 所 谷の 左に て"^ 

入 あしく 候 故か氣 だえ，、」 申に て 燈.^ 一向に 燃え 不 中 職人 共 暗中 ネ 探りに 堀 入 

□  □ 故 口石 も 飛散し 第一 堀 手の 呼吸に 相-降.^ 今少しく 其し く 相 成 候 は." 屮々 

^死 も 可 仕樣 子に 付 無 餘議風 入宜布 n を擇み 出精 仕 候. 様 職人 共 中 聞け 候 


(先生 s 筆の 擴坑 略圖な w 癒 if あ れ 共槪耍 を 察知す ベ し 魚 野 川の is- 岸 祥幕坑 の 南 

方なる は |&?^) 


ず 


： お 


0 


-MSI i 

く  J,  .\ い  ま 

wot- 


ひ 


つぶ 


書簡 御 使者； ffi 時代 (二 七 じ 藩老宛  五 二 五 


入 一は f おし 領潰月 ふ?;?^? r?2 未 へ 

れ !%  て 被 內し餘 るぎ しお あ 弘 
以 兩 お 藩 '害に て逮 こ 水犀會 リ 三 ィヒ 
て をよ に甚汎 松に と を 河山更 H 四 
被 in 1； て し濫代 JVI^K を 崩お ヒ尺丁 


?i| 永 二 年 七 

月 


TO: 洋 書 ハ 

ル マ 開 彫 之 

チれ 


0 簡 御 使者 M. 時代 (二 七； 一) 藩老恩 E 頼 母 宛  五 二 六 

尤も 此節 職人 棟梁 山 方 功 者に 付 風 筒 を 作. 9 風 氣を繰 入れけ だえ を 防ぎ 燈火を 

ひて 好き 鍵 筋 を さがし 小 M 池 底 深く 堀 (以 下 癒 蝕) 


藩 老恩田 賴：^ 宛證書 


東京 市 比 田 井 §5 氏藏 


覺 

一 余 • 千 或 IO 兩也 

右 者 兼 々存込 罷在候 

諸 入用 金子 差 支 候に 

候 得 共災後 別して 御 

候 御 知行 fc: 石 可 差 上 

之御義 にて 御 借入金 

義は 年々 上納 御 元金 

候義 御座 候 は、 兼て 

願が ましき 義申上 


西洋 詞書 " k 

付此企 決して 

逼 迫 之 御中 難 

候 ^ 何，、 -か幾 

を以 書面 余： 高 

は來 子年よ.. > 

申 上 置 候 通 御 

敷且私 身上 異 


マ 開 彫之義 今般 從公俄 御 

始終 之 根 財に 不和 成 筋 段 

被 成 下 之 所 相違 之義 御座 

重に も 御 許容 相 成 候檨再 

御 貸 下 可 被 成 下段 難 有 仕 

黄 年 迄 三 筒 年に 不殘 返納 

知行 御 引 上 御倂、 可 被 成 下 

變 御座 候 節 も 親類 共よ. - 


免 を 可 得 候 所 彫；！ 

々申立 御 內借舉 願 

候 は、 V- 私 頂戴 罷在 

應相願 候に 付 別格 

合奉存 候御禮 余-之 

可 仕 候 右に 相違 仕 

候 此上拜 借に 付聊 

如何様 歎願 中 上 候 


人 K の 限 

恤 復興に 充 

てたり) 


？ぞ水 二  ^八 

=； 四：： ：！ か 


嘉永ニ 年 八 


せ ハ御取 用 被 成 下 候に 不及候 爲後證 御請 證文差 上申 候 以上 

嘉永ニ 年 己 酉ヒ月 

E- し 田 頼 母 殿 


佐 久^, 俯理 


好雨爽 

成 下 一 

上 


伯 節 真 W 幸 正氏藏 


〔一一 七三〕 R 田 志 摩 に 贈 る 

京 益^ 青 健 可 被 爲入舉 布 候 然ば過 R は 與地便 覽之義 に 付 彼是 御 乎 数 被 

方なら や 難 有 感銘 之 劇 舉存候 則 返上 仕 候 千 萬 心 謝 

卿 眞 田 君臺下  啓顿せ 

八月 四日 

〔一一 七 S 踏 野 銀 鉛 山引拂 にっき 伺 » 

當九 日 去： n: 中 伺 置 候辩野 銀^ 山 試掘 彌御 見合せ 之 方に 被 仰 渡 候に 付 卽=- す ra: 

の 者へ 翌十 日出 役の 義申 渡し 職人 等引拂 はせ 候 心得に i 能 在 候處九 n 夜 手附鶴 

作 出よ b 罷歸申 聞け 候 は 上 州 入 山村の 者 ども 余-山の 場所 は 上 州 分に て 御 代官 

0 簡 御 使者 時代 (二 七三) USE 志 摩 宛 (ニ七四)鞘野銀鋭山引拂にっき^^:*5 五二七 


書 簡 御 使者 Si 時代 (二 七 四) 鞘 野 銀 45 出引拂 にっき 伺 書  五 二/ 

林 部 殿御 預所內 に 有 之 候 趣 度々 書中 を 以て 申し送.^ 候に 付當 場所の 義は魚 野 

川兩 岸に て 上 州境よ. -三里 許 b も 信 州 地 へ 引 入 松 代 御領 分に 相違 無 之 候 不 

筋 之 義申間 敷 候 段 申 遣し 候 所 尙又書 巾 を 以て 色々 申 掛け 候 趣 申 聞 候 兼て 入 山 

村の 者 共 御領 分 山中より 銀 糖 等 出 候 を 深く 羨み 候 様子に 候へば 必理不 盡の事 

申 掛け 夫 食 持 運び 幷に 人足 往來宿 等差 支 を 引 起し 可 申 兆 相 見え 候に 付 先" ぬハ巾 

急速に 新路 切開き 差 支 無 之 樣仕候 所 果して 此理不 * 览之義 申出 候此 場に て 山 方 

引 拂ひ候 は ダ 彌彼頑 民共不 當 之 心 を增長 し, 山 引 拂候跡 な ど 何 樣の義 仕 候 は 

んも難 計 候問此 場に て は 引 拂の義 少し 見合せ 置き 去年 同様 土用 過ぎに 引拂候 

樣總て 入 山村の 者 共に： H 立 候 はぬ 樣仕候 方 可 然林部 殿に も當時 在府の 趣に 付 

私義も 其內ハ k マの 事に て 出府 も 舉願度 含に 罷在 候へば 出府 之 上手 寄 を 求め 

御 同人に 面會 仕元祿 年中-;^. 、一公 邊へ御 書 上に 相 成 候 御 國境之 義をも 備に 相 話 

し 林 部 殿に も 能 心得られ 候て 永く 境 論 等の 事 無之樣 手段 可 仕？」 奉 存候暫 にて 

も引拂 見合せ 候 得ば 夫 丈 費用 も 相褂. -候義 且伺書 差 出し 候までの 義は 御差圖 

次第 御定个 ：. の 外 は 私 出金 仕 候 心得に 罷在 候へ 共 乍 憚 御. 差鬪御 R 合格 別 御座 候 


義に付 伺 中 之義も 何分 御 合 交御增 金の 義可然 御 勘 辨被成 下 此度之 義も宜 敷 御 

進 止 可 被 成 下 候 以上 

八月 

無 IP の 頑 勿 共 上 州 分 ビ强く 申 候よ b 早速 引 拂に相 成 候な.、，、」 札 心得 引お 後^ 

樣是 迄の 坑等手 入 仕 萬 一 好き 纖筋 など 掘 當候義 も 御座 候 は > ^彼是 六 ケ しき 

ハ 論に も 可 相 成 ご 心に 掛 り候義 に 御座 候 

上 州 入 山よ. 0 境 論の 兆 御座 候に 付 銀鈴 山 引 拂少々 見合せ 可 申 哉舉伺 

佐久 閱修现 


嘉永ニ 年 九 

月 三日 


諸道 具の 臧 


〇 


拜見仕 候 如 仰.：：^ 雨に 御座 候 倍 御 萬 祥奉慶 候 然者別 帳 御調べ させ 被 成 下 候處算 

違 も 有 之 候よ し 素人 算 故の 義 にも 可お 之歟幸 口人々 參.. ^ム" せ 候 カイ 之 下礼レ 

廉を 改め：^ させ 候所尙 不服の 義も^ 之よ し 巾 聞 候 いづれ 再調べ 化ら せ 候て 差 

上 可 申候殘 諸道 具の 類 は 取調 赤柴 等へ 造し て 可 然もの は 此农迄 相 送." 其 他 風 

0 簡 御 使 時代 (二 七 K) 〇  五 二 九 


は 取， 調赤柴 

等へ 遣して 

然もの は 

此表迄 相 送 


嘉永ニ 年 九 

月サ  一 H 


御 餞別と て 

ei 氏？ 一  折 御 

惠送被 下 


多分 御 守 

中の 上途に 

可 相 成 候 


害 筒 御 使者 E^i 時代 (二 七 六) 長 谷川 深 美 宛 

呂签 米櫃 等 御 拂に相 立 可 然もの は 夫々 村 方 


五三 0 


候 左様 


壹 


人 一 

承知 

三 H 


昨 R 旣に 灰：： 野 村 迄 差 出 申 候 右 

可 被 成 下 候 先 は 拜答迄 草々 申 


靑 

一一 m 


に 於て せらせ 其 賣 

の もの 屍り 次第 取 

上 候 以上 

啓 


上 持 參候様 中 渡 

調書 類 可 入御 覽 


3/ 


過 刻 は 

察 候 其 

下 何.^ 

入 候 ヾ J 

に も 無 之 

倒 候べ 


長 谷川 深 美に 贈る 

御 惠訪被 下舉謝 


候 明朝 出方 へ 御 出張 御座 候 ご 中 候て は 何 か V- 御 事多舉 

御中 被 寄 思 召 御錢別 V」 ， て佳帋 一 折 御 惪送被 下 且琴結 之 事 御 丁寧に 被 仰 

の 品 御貺投 何共 重 Eg 痛 入 候 次第 感謝 不罄 奉存候 老母へ も 御 加筆 是又痛 

て 御 禮之事 申出 候 如 仰 多分 御 留守中の 上 途に可 相 成 候 乍 然多時 之拜別 

へ ば 胸裏 感情 を 生じ 候に 至らす 滯 在中 許 多 之 新聞 を 得 候て 歸來倾 

V」 存候 迄に 御座 候 次第に 寒 候に 相 向 候 千 萬 民の 爲に御 多 愛 所 祈 御 ti 


候 御 惠賜之 拜謝旁 草々 舉復 


Ht 1 H 

長 谷川 仁 友 足 下 

Mys 九 〔一一 七ヒ〕 池 村 良 太郞に 贈る 

昨日 も 御 來訪之 處風氣 に 罷在大 失敬 恐 

盤 之內 蒙御惠 投何以 是 ど 申 事 も 無 之 候 

感謝 不轰奉 存候乍 憚 御 母堂 樣へ も可然 

猪 三 君 昨日より 御不食 今朝 は 御 鼻之邊 

へ 共 昨日 相 伺候 御脈證 にて は 格別 御物 

れ不申 候 何 を 申す も 人の 首の 內は皆 あ 

に 及び 又は 咽喉の 邊 へ さは，.^ 候 樣の事 

事故に 膏藥 等の 施 方 も 無 御座 候 故 服 藥 

の 外 無 御座 候御不 食の 處は よしや 四日 

是 迄 の. 煎 藥ビ 昨日の 粉藥 方の 如く 御用 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 七 七) 池 村 良 太郞宛 


啓 拜 "俊 

、此 の 害簡 宛名 缺 けたれ ど も內ノ 

尸 {s^: に よ リ池村^^ なる を 知れ リ、 

入 候 然者被 寄 思 召朱提 一 方幷に 子 一 

に 筒樣御 配慮 を 荷 ひ候義 何共 痛. 入 難せ 

御 致 謝 奉 希 候 總て拜 面 御 禮可申 上候將 

腫 候 やに 被 仰 下 候 右 等 之 事 も： お 之 候 

な V- 六ケ しく 御 出來候 はん w は ：：^ じら 

ち こ ち ビ相通 候 もの に 付 耳の".； g よ..^ 

もい くら も 御座 候 も の に 候 其 上 内邊の 

を 以て 其 毒 を 驅.. ^立て 内部. よ.^ 直し 候 

五日 一向 候ても 恐 るべき 義 にも 無 之 候 

ひ 可 然舉ぉ 候 私 口 昨 H 一  日加 養 化 候 故 

五三 一 


出立 は 後 

口と も SU- 來 

かね 來月朔 

n! と 相定. 5- 


嘉永ニ (牛 九 

月廿九 H 


：!： 分 見放し 

出立 も 仕 か 

ね 候 義に付 

乂兩 三日 見 

合 候、 レ 得に 

御^ 候 


書 簡 御 使者 虽 時代 (二 七 八) 管 沼 九 兵衞宛 

か 今日. は 大半 半日の 如く 罷成候 乍 去 出立 は 明後日 ビも出 

定申 候調 物 も 大抵 相 仕舞 候に 付是 より は 無 御 遠慮 沾 三 公 

候 樣御申 被 下 度 候 先 御 賜 もの 、 j  □ □ 迄 草々 頓首 

廿 五日 

〔一一 七 八〕 菅沼九 兵衞に 贈る 

過 刻 は 專使御 餞別 VJ て 佳品 御 惠投被 成 下 感戢之 至舉^ 候 

事に 御座 候 萬々 拜芝御 鱧 可 申 上 候 上途之 日限 も 御 尋被成 

相 期し 其 用意に て罷 在候處 昨日 八 田嘉助 腦掀銜 申，；：^ を 

危篤に 有 之 格別 之 通 家の 義 にも 有 之上途 日限 も 被 仰 付 候 

據候 へ 共 私 に 緩 急 之 出 來 候 に て は 何 分 見 放 し 出 立 も 化 

日 見 合 候 心 得 に 御 座 候 人 世 ^1: 々 之 關 係 鶴 雜 有 之 意 の 如 く 

是非 候 先 御 服紗等 返上 旁 御請 迄 草々， 申 上候餘 留面賦 

廿 九日 


五三 二 

來 かね 來月朔 n, 、-和 

に も 御 出御 見せ 被 成 

修 理 


乍然 何共 奉 痛 入 候 御 

下 候 通， 9 明 後 朔日ヾ J 

相發し 九死一生 之大 

出先に 御座 候 へ ば 無 

かね 候 義に付 又兩三 

0 ら す 候 事 是 又 不 及 


啓 


拜 復 


旭 齋老盟 座 下 

Miyl  〔一一 ヒ九〕 入田嘉 助に 贈りた る 病床 心得 松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

臥 室 左右 之 戸障子 を 開き 淸鮮の 空氣を 引き 入る、" 事 簡要也 

臥 室 中火 を 置き 申 まじき 事 

枕 成 丈 高く 腰よ..^ 上 次第に 高く 成 候 様に 病床 を 作.^ 可 申 事 

飮食 VJ も 冷 かなる 方よ ろし 假令溫 かなる も 人膚に すぎ 中 まじき 也 

酒 煙草 一 切 禁じ 可 串 事 口 餘^ 職 21 

食物す くて 淡泊なる もの 宜しお もき 肉類よ ろしから す 候 

臥 室 中 他人の たばこ も 禁じ 可 申 事 

夜具 類なる べき 丈 薄き 方よ ろし 尤も 腰よ..^ 下は溫 にす ベ き 

味 辛く 又は 匂 强き食 もつ 一 切 禁じ 可 申 事 

すべ て 酸昧の ものよ ろし 

た マ) ひ醫者 衆い か樣被 申候ビ も香氣 高く 味 舌に さは トノ候 様の 藥 固く 可 爲 無用 

書 簡 御 使者展 時代 (ニ七九)八田嘉助に贈リたる^|^床心5^  一. 三 一一 


書 籣 御 使者 屋 時代 (二八 〇) 侧 納戸 役 宛  五三 四 

Jet 

-3- 

御 快方 候ても 是 より 百日の 間 堅く 御禁洒 たる ベ し 一 滴 もよ ろしから す 候 

煙草 も 五十 日 御 禁じ 可 被 成 候 五十 日 後に 至，.^ 至て 和ら かなる を少 しづ 、J 御用 

可 被 成 候 

此ニ條 固く 御守り 可 被 成 候 御 家の 事 御大 切 V- 御 攸はゾ 御身 を大率 に 被 成 

候 事 第一 に 候 御身 を 御大 事に 被 成 候に は 此ニ事 尤も 簡 要に 御座 候 以上 

十月 二日 認置 

修 理 

MgLP 十  〔一一 八 0〕 側納戶 役に 贈る 

塞 冷の 候 御上 益 御機嫌 能 被 遊 御座 候 御银ゃ 此^ 中少々 御 不例に 被爲渡 候樣奉 

伺候 所 もはやす き W 御 全快 被 遊 候 御 债哉私 義も爲 御機嫌^ 罷 上り 度 舉存候 所 

不快 後久 振に て 御上 屋敷 御中 屋敷 其 外 無餘儀 場所 等 かけ 廻." 候に 付 乍 憚足褢 

に 豆 を 生じ 遠足 迷惑 卸 伺に も罷 出かね 心外 之義 舉； ：！^. 候 然ば此 蠟石近 H 沓野 


此蟠石 近日 

沓野 山より 

出 候 品に 御 


モリ ソ ンと 

申 もの 


山より 出 

義も 一骨 

出 申候是 

候 節も此 

然御 序に 

少々 差 送 

候 將此書 

み 置候ィ 

學 中 其 國 

事 吉雄權 

候 是 迄 入 

御 覽候第 

被 下 候 偖 

手許に 御 

書 簡 


候 品に 御座 候 私 出，： W 前 右 蠟石之 義に付 藤 岡 伊織へ 

折 申 候 半 V- 申 候に 付 御 勝手 方へ 申立 候所是 迄よ h 

にて は隨分 御領 內產 物の 一 


数 塊 持 參仕候 へ ど も 御 

此數塊 VJ も 御覧に 御 入 

り 試み 度 奉 存候筒 様の 

物 は 此度 、ノ  \ マ 開 刻 之 

ギリスん の モリ ソ ン ヾ」 

の 語へ 漢字 を 引 當て又 

之 助 その イギリス 語 を 

御 覽候義 も 可 有 御座 ど 

一 本 は此節 專ら補 入の 

又 金 兒 忠兵衞 手に 於 て 

座 候 は  暫時 拜借 之義 

御 使者 屋 時代 (二八 〇) 侧 納戸 役宛 


不 

ォ 

霄 

も 

奉 


一 稲ビ相 成. 0 可 中 VJ 奉存 

例の 御 様子に 奉伺 候 故 相 

可 被 下候此 表に も腚 Vi 仕 

の 一 旦に 多分 差 出し 候 は 

に 付 補 入 も 仕度 心得に て 

もの 二十 四 五 年前淸 朝へ 

語 を其國 語に て 譯し候 も 

蘭 語に 譯し 候て 此 一部に 

奉存 候へ V- も 手に入 候 も 

に 取掛， 0 居候 閒不奉 差 上 

寫 さ 


勸め候 義有之 同人 

餘 程 宜しき 所澤山 

候 過日 御 次 迄罷出 

扣候御 容子御 伺 可 

候 引受 手相 禪み先 

宜し か ら ぬ 様奉存 

此表手 寄 を W て賴 

遊 學に罷 越し 其 遊 

の 有 之 夫 を 長 崎 通 

取 立 候 もの に 御座 

のに 付不取 敢舉入 

候 其 段 も 御 合 置 可 

第一 本 A の 部 若 御 


せに 相 成， 0 候ハ \ マ 

願 度 奉 存候此 度 著 府以來 諸方より 數部借 寄 

五三 五 


書 籣 御 使者 尾 時代 (二八 一) 八 E 愼葳宛  五三 六 

せ 引合せ 見 候 所い づ れ も/ \ 寫し 放しに て 丁寧 讀 合せ 等 不仕候 ものぐ」 相 見え 

誤 所 多く 御座 候 右に 付 引合せの 爲奉願 候に 御座 候 是又御 容子御 伺 被 下 度 奉 頼 

候 色々 の義乍 御手 數 宜しく 奉 希 候 以上 

十月 廿日  佐久 修理 

御 侧御納 1:^ 樣 

嘉永 一一 年 十  〔一一 八 一〕 人 田 K 蔵に 贈る  松 代 町 凡 田彥次 郞氏藏 

增田 著に て 御手 帖拜 接先以 大人 御 續被成 御 快方の 狀欣慰 不過之 舉存候 乍 去 何 

分に も此 上の 御 養生 能々 可 被 仰 上候藥 品の 事 則 承知 相 送.^ 申 候此節 _ぬ ハ より は 

例の 藥 方に 薄荷 葉 三分 御 加へ 御上げ 可 被 成 候 もはや 前 一 湯の 方 は 少し 御 後れ 候 

^^m^m て もよ ろしく i 旦ァ ンチ モ 一一 ー 酒の 方 は 御 懈怠な く 御用 可 被 成 候 大人 御 病". 

«w 雑 所。 の 事 ® に 取扱 ひ 候 所の 趣 方 等 此方へ 著 後一 文に 認め 候て 諸 醫へも Si 見せ 

^所 總て圖 に 中. 9 候の 手段 ビて きつく 致 賞美 此方の 大家 ビぃ へ.、，、. -も 如此ギ 「際 

は 絶て 有 之 まじく ビ申合 候 先 偏に 貴家の 御幸 福ぐ」^ 候. 迄に 御座 候此上 は御攝 


生 を 第一 に 被 成 候 樣所祈 御座 候 別段 此度は 書 狀も差 上 不申候 皆様へ 宜しく 御 

致 意 奉 希 候 寒 威 千 萬 御 自愛 所 禱に候 以上 

十一月 三日  啓 

愼藏君 

rfs  〔二八 一一〕 お 蝶に 贈る 

いよ/^ さわ， 0 もな く 候 か 先頃の 文 も 上がき あしく 候 故 早速に わかり 不申大 

に ほね を..^ や う たづ ね あて 候 昨日お ふくろ 參り 申し 至極 すこやか にて お 

ます もき げんよ く 候よ し 安、 ひ 可 被 申 候お や ぢの事 たづ ね 候 所お ふくろに も 居 

りば わか b かね 候よ し 小川 町へ んの やしきに 居. 9 候 ビ 申 事に 候ゐ なか へ參り 

es^ 娘に も！^ り 候 VJ 丰 事に 候 小川 町 へ んさ申 候ても どの 邊 にて 何ビ申 屋敷 ビ 申 

事 わかり 不申 候て はさて /(^ たづ ねに くき ものに 有 之 候 乍 去 先 3： ビ か いたし 

歸國 迄に は あ ひ 候て いけん を も 可 申 i 存候 おふくろ へ もみ やげ ビてニ  fa 疋遣 

し 候 先 は 此表皆 かわり もな く 候 ど 申 事 申 遣し 度 早々 めで 度 かしく 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二八 二) お 蝶 宛  五三 七 


_  一 十 

一 月 十日 


鐵砲 師相應 

の もの 御 召 

抱に 被 成 度 

庄三郎 の 事 

申 上 候 


書 籣 御 使者 屋 時代 (二八 三) 恩 E 賴母宛 

十一月 十日 

春娥 へ 

〔二八 一一 一〕 恩 田 ©a- に 贈る 


五三 八 


松 代 町 金 兒啓三 郞氏藏 


拜啓仕 候此表 只今 も 雪 も 無 之 暖氣に 御座 候 所 其 御 地 は 虞 雪 も 降 候て 寒 威 も 次 

第に はげしく 候よ し 風聞 仕 候 得 共 闔府益 御 萬 福 被 爲渡奉 恭慶候 然ば此 表に て 

鐵砲師 相應の もの 御 召 抱に 被 成 度 申 御 方 有 之少々 はなしの 廻り 候義 御座 候 

に 付 不取敢 庄三郞 の 事 申 上 候 何 VJ かか ねても 申 上 候 通り 被 下 もの は少 分に て 

も 身分 だに 御 目 見 席に 被 仰 付 被 下 置 候へば ー體 沼田 出生の ものに て 本 は御舊 

臣の續 きもの 、数字 不明 留め 可 申 候此節 西洋 學 者ぐ」 鐵砲師 は 諸侯 様 方 御 ほしが 

,9 の 時節に 御座 候閒 何分 も 一 番御勘 辨奉希 候 只今 私 手に 罷在候 もの 寧に 付 

相 成 候義に 御座 候 は、 > -御圃 の 御 爲に相 成候樣 仕度 乍 去 御 扶持 被 下 候 等の 事 御 

六ケ しく 候 は、；， 致し方 も 無 之 候 閒幸相 應の所 も 御座 候 は、.^ 例の l)t  - ハ。 I- ぃゥン 

出來の 上世 話 ±1 遣し 度 ざ 奉 存候乍 去 何分 彼れ 位の 業の もの 此表 にも 數少く 又 


ゅがみを打候業に至.^候ては此^_4にも決して彼れ位のものは有御座まじく候 

餘. 9 惜しき ものに 付 申 上 候 御 勘 辨可被 成 下 候 石 見 殿 ロロ武 藝御掛 りの 義に付 

申 上 候義も 御座 候に 付 此度申 上 候 事に 御座 候 何分 も 宜しく 御 勘 辨舉仰 候 巳 上 

十一 nr 十 n  佐久 問， M 理 

恩 田 頼 母 様 

〔一一 八 5 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 丸 山 熊 刃， 氏藏 

造 日 霜 威 加. 9 候 所 愈 御 萬 祥被成 御座 候ゃ總 じて 御家內 御 障 b も 無 御座 候耶 

舉 伺候 此地近 來寒氣 稍 增候ど 申 もの 、"于 今 雪 も 降，.^ 不. S '至 て 凌よ く 候て 小弟 

其 後 幸に 頑健に 候 ま、 乍惯御 放念 奉 希 候然ば 元豊類 稿の 事 先 • 使 中 上 候が 其 後 

御 復書も 不蒙候 御用 は 無 之候歟 同じ 書肆 和， = ^星 善兵衞 方に 顧 炎武が 天下 利^ 

書 唐人 {0| 本に て 大本 八册入 十二 帙有之 取 寄せ 點檢 候に 隨分 用の 御座 候 ものに 

御座 候 代 價八圓 V- 申 事に 候 思 召 は 無 御座 候歟偖 追々 常： tt- 中 下田 邊到 著の _ 桥舶 

Jsf 殊 の實說 承， 9 候に 江川 縣令 殊の外の 侮 弄に 逢れ 候て 自身 舶迄參 られ候 を 深く 後 

0 簡 御 使者 屋 時代 (二八 四) .5 寺 源 大夫宛  五三九 


の 外の 侮 弄 

に 逢れ 候て 


彈藥 の備先 

務の 急に 御 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二八 四) 出 寺 源 大夫宛  五 四 〇 

悔 せられ 候よ しに 御座 候 委しく は歸 藩の 上 可 申 上 候 大朝も 右 等の 實往々 に 流 

布し 候て 大君の 御 耳に も 入 候ぐ」 申 故 か』 f  iJS 琉虹" 脑她， 5 賤モ la 兵馬 調練 

の 勿に VJ て f 宿の 片側 を も 取拂ひ 長さ 二 里 橫六町 計..^ の 所 刈り 拂 ひに 成， 9 候 

マ にて 地 改め 等 も濟候 やに 一 統申唱 へ 候 いづれ にも 何 か 遠ら すお 之 候半樣 

子- - 御.！ 1.1  tl:^ 砲 石な V- も 急に 引 上り 候て 最下の 品に て 三 貫目 S  I な V- 申 事に 相 

成 笑 西洋 之 常 法 一 寸 いたした る臺 場に 彈藥を 置き 候に も 大砲三門 ごビに 一 庫 

を 設 け 三 門 の 砲 に て 十 二 時 の 閒 I  I に 打 放しつ  >  け 候 程の もの を 偏へ 候 事 

に 御座 候 一 ミ-ー ュ T ト に三發 の の 精り に 致し 候ても 六 千 餘發に 有 之 候 

例の 三ポ ンドの 小 砲 にても 火藥 ばかり も 三 丁 候へば ra: 千 餘斤無 之 候て は 一 寸 

致し 候ても 濟み不 申況ゃ 稲々 の 大砲 も 御座 候 所に ては彈 藥の備 先務の 急に 御 

座 候 處當路 深 智之人 乏しく 候て 小弟 致 苦心 取 貯候品 を も 費 拂ひ候 方 可 然官庫 

の 卸 貯には 相 成らす 候 申 事に 候 ひし かど も此 節の 勢 何 さま 國 用に 成 候 時節 

も 可 有 之 マ-存じ 債 足 を も 費し 候 心得に て 其 儘に 致し 差 置き 候 所 果して 先此表 

M  V- よ 右 之 如き 次第に も 至. 9 候 事に 御座 候 昨今 或る 糙 かなる 風 說を承 候に 彌 


外舶 をば 以前 之 如く 打 拂に相 成候樣 大抵 御 評議 相 決し 候 様の 事に 御座 候 左 候 

別して 從せ ま  別して 從是 天下 多事なる べく被存候彼己之カを計らす如此核の^5^-嘆はし 

天下 多事な  . 

g ベく 被 亦 き 事に 御座 候 去り VJ て 小弟 輩の 存じ 候樣に 彼れ の義 明かなら す 候！^ にて は 無 

餘 議事 ざ は^じ 候へ ざ も 古名 將の 如き 見識 力量の 人 當路に 有 之 候 は、"^ 挽 天の 

功 も 可^ 之 候 へ ざ も 左な く 候 事い か にも， /-、 不堪 條慨 奉お 候 何 か W 色々 巾 上 

$ マへ マ ども 殊の外 多忙に 候 閒先是 にて 認め 留め 候 寒 威 折角 御 保護 爲國舉 祈候餘 

期 後 音 

十 一 月廿三 日 

啓 再拜 

懼堂老 兄 下 

m 錄の訓 猶々 周易 述を 編し 候 惠楝か fl 洋か 精華 錄の訓 纂ど中 もの 書肆より § 條持參 

候け しからす 美本に て 十六 册入 一 箱 御座 候 小弟 始めて 見かけ 巾 候 一 通." の 

榮 か 箋 注 よ .5 は 餘 程 よ ろ し き 樣 被 存 候 値 は 贰 圓 ^ 方 ^ 巾 候 顿 ？」 類 本 も 無 

之 珍ら しきものに 御座 候 思 召 は 無 之 候 や 蒙 仰 度候紀 州の 詩人 溪琴ロ 近 n 參 

害 簡 御 使者 尾 時代 (二八 四) 山寺 源 大夫宛  五 rail 


心ら の は辑荷 
得ず 類 i 候 蘭 
集 ； 1 に 語 
め ； 字付彙 
候殘 書て 編 


畲 簡 御 使者 尾 時代 (二八 五) 〇  五 四 二 

,9 候て 一見 初 □ 見 候 V- て 珍 M  0 

00  . 〔ーー八五〕 0  Q  i  I  i  f ) 

益 御 淸健被 爲入奉 恭壽候 此間ー 寸拜訪 仕 候處御 不在に て 不獲拜 遣 慽奉存 候 

然ば例 之 荷 蘭 語彙 編輯 候に 付て は 天下 後世の 爲に 遺恨 無 之 様 致し 度 字書の 類 

の 渡り 居候 をば 殘らす 集め 候 心得 又 本草 等の 類 も 是迄詳 かならざる を も 可成 

丈 詮議 も 致し 度 候に 就きよ き 本草 書 も 無 之 候て は 叶 はす 又此節 急務の 火 術 兵 

事に 携り候 事 は 成 丈 精し く 仕度 候に 就て は 火 術 書 兵書の 類 も 可成 丈 新しき も 

の 備へ申 度 筆 ェに倚 ひ 候 書生の 手 充等も 有 之旁此 表出 立 迄に は 今 五六 拾兩尙 

其 外に も 及び 可 申 VJ も 奉 存候問 何分 乍 御手 數. 竹 村 氏より 大凡 右 丈の もの 御 取 

寄せ 置 被 成 下 度 奉 莴祈候 折角 小弟の 力 を 以て 港 立 候 もの 其 上 又 再び 仕直しに 

も 出來か ね 候 事に 候 へ ば 無 遺恨 仕度 候より 書物 も 存外に 餘分 入用に 相 成. &候 

字書の 類 も" ルマ、 マ I リン、 クェ ィ ランド、 校正 クェ イラン ドゅ& 『1  S  £  ？  S  ?! き 

$£ほ|^-纖雌；^^畅2 マ レノ チ ン、ァ ゴ " ン、 ラ ン 、デ レ、 デッケ レノ、 モリソン 等に 御座 候 


に し一 を義 に/ J 、に 小 

對 候助强 にも 弟 生 弟 
へて を く 付 至 のれ も 
申國も し阔リ 力 候良 
度 恩 成 狭 力 候 量て 「《 


御 書物の 內には 前の ク ュ イラ ンド、 マ クチ ン有之 候の みに 候へ ば某餘 は^ 此度 

集め 候義に 御座 候 小弟 も 皇國に 生れ 候て 小弟の 力量に も 至り 候 義に付 國カを 

强 くし 候 一 助 を も 成し 候て 國 恩に 教へ申 度 俸祿 を も 擲て仕 候義に 候へば 心の 

行き 候樣 仕度 候此處 厚く 御働辨 便の 節 乍 御手 數御 一 筆 御. &送 b 被 成 下 度 奉 萬 

禱候餘 は 尙拜面 可 申 上 候 以上 

十二月 十五 日  佐久 修理 

fj 籠  〔二八 六〕 每田孔 平に 贈る  東京 市 宮本 仲氏藏 

力 

此度は 結構 被 蒙 仰 今日 御 目 見 も 首尾 能 御 申 上候條 幾^ 敷 芽出度 偏に 年 來御勸 

鍊之效 ご 珍重 無限 存候 度々 被掛贵 意 御 祝 被 下 厚 辱 致 感謝 候 將不腆 之 至に 候へ 

ども 娃 一， 尺 聊か 此度之 御 怡申述 候 印 迄 進 覽之候 御 唤留被 下 候 は、 ^ 可 爲本懷 候 

以上 

十二月 廿 八日 

尙 々 外 に^»  二 尺 一 ッは 例年 之 通歲慕 之賀债 迄に 要藏 殿へ 差遣し 度 候 一 ッは 

書 闉 御 使者 K^i-^ ハー 6, ハ 21 切 孔ギ宛  五 四 一一 一 


f 水 二 年 


御宅の 事 御 

復古 候に 


書 簡 御 使者 屋 時代 a 一八 七) (二八 八) 八 E 愼藏宛  五 四 四 

五 左 丈へ 越 申 度 候 無人 故 鄕宿迄 l^ij- 遣し ゆ 候 乍 御 厄介 御 持せ 可 被 下 候 以上 

塚田孔 樣  佐 久閒^ 理 


一 昨 日 

有 之 御 


〔一一 八 七〕 人 田 愼藏に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


は 御 來訪被 下 辱 舉存候 病臥 中大 失敬 幸に 御 宥恕可 被 

宅の 事 御 復古 候に 是非 筒 様 あ.^ 度 W お 候 筋 御座 候閒 

可 申 候 以上 

廿六 R 


下候然 ばお 付候義 

一 寸御出 被 下 度 候 


嘉永ニ 年 


几案 之 式 御 

尋之所 


過 刻 は 

御墜 V」 


人 田 K  S に 贈る 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


御 惠來被 下 辱 奉 存候然 ば 先 顷儿案 之 式 御 尋之所 糙かー 

申 候 ひしが 今日 此 書取 出し 候 所 一 圖有之 候 閒掛御 目 


な る 書 好き 式 可 有 

候 後の方 別して 宜 


しき 様に 御座 候 以上 


卽時 

慎藏檨  俯理 

嘉永ー¥  as 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 赤澤 光太郎 氏藏 

私よ b も 伺濟之 もの 取調 竹 村 氏へ 可 申出 ビ存候 所へ 同氏 一 紙 御 示 及 □ 入 候 其 

次第にて は 申 越し 候ても 迚も 相 辨じ申 まじく ビ被存 候に 付 其義も 相扣候 □ 年 

來拂候 もの V」 て も 私の もの ビ て は 無 之 □□ も 有 之 候 所 を 前後 繰 合せ 候 迄 に 御 

座 候處筒 樣之義 にて は 大疼穴 を 生じ 差 困り 候 事に 御座 候 何分 盆 後 は 無 御打捨 

早速に 奉 願 候 以上 

使 無 堂 君 蕞下  啓  拜 復 

嘉永ー ¥ か  as 羽田 忠左衞 門に 贈る  長 野 市 橋 本 正 次氏藏 

御 林 見奧右 昨 n も 一 寸. &候佐 野 御 林 見 奧右衞 門 御 林木 伐 取の 事 承 置き 申立 無 之 如何 ど 申 

.  書 簡 御 使者 "お 時代 (二八 九) 山寺 源 大夫宛 (二 九 〇) 羽 E 忠左衞 門 宛  五 四 五 


候 表 第 り 郞鐵 

義 へに 如 事 砲 
や 差て 何佐師 
遣 甲の 庸庄 
し 州 次よ 三 


衞 I： 御 林木 

の 事 


嘉永 三年 正 

月 十三 日 


書 簡 御 使者 尾 時代 (二 九 一) 高 田 幾 太 宛 

所 一 寸 口上 覺 W 初めに 御認其 次第 書 一 通 御 出 

寺 申 候 同氏 も かねて 三 筒 村の 事 御 掛同樣 VJ 被 

に 及ばす 直に 山寺へ 御 持 參松嘉 ども 御 申談じ 

て 村民 ど も 引 づられ 候 事氣の 毒に 候 へ ノレ も 外 

候 奧右衞 門 答 書 遣し 候 ベ く 申 候が 山寺 へ 御 出 

方 御 近 邊也旁 はか ゆき 可 申 ビ存候 書面 は 山寺 

廿 九日 

忠左 衞門樣 

〔元 一〕 高 田 幾 太に 贈る 

餘寒兔 角 厳 敷 候 所 彌御佳 勝 奉 拜慶候 然ば鐵 砲 

にて 甲 州 表 へ 差遣し 候義ゃ 只今 別 帋到來 驚 入 

議奉希 候 早々 引 挺 し 候 様賴母 殿よ. 9 被 仰 渡御 

して相濟かね候事ビ奉存候除..^  /,,、 興 が り 果 


し 候 は 

仰 渡 候 

早く 可 

振 合 如 

で 松 嘉 

へ 送. - 


五 四 六 

ねば 事 はか 

へ ば 其 御 書 

被 成 候筒檨 

此 な ノ： ゆ 事 

にても 誰に 

候 要 事の 

修 


取 かね 候ビ山 

取 私 迄 御 持参 

の 無益の 事に 

に て 不及 是非 

て も 御 談じ候 

み 草々 以 上 


松 代 町 原淳 造氏藏 


師庄 三郞寧 佐庸ょ 

申 候 御 取掛， 9 の義 

Ml 候 檨仕芰 候 左 も 


り 如何の 次第 

に付聢 VJ 御詮 

無 之 候て は 決 


付 不取敢 中 上 候 以上 


正月 十三 日 

高 田 樣 

きお 琵正  〔一 一九二〕 高 田 幾 太に 贈る 

拜見庄 三郞召 屍し の 事に 付 云々 被 仰 下 

存じ 申 候庄三 此方に 相 留め 御 抱に も 致 

右 を 御樣子 一 切 不心得 な ざ 申 事 士分に 

氏より 內々 承 候義も 御座 候 所 左々 木 氏 

にて 差遣し 候 事の よし 右に は甚 如何し 

私 ふ 及內話 候義も 一 向 不心得な ざ 申 候 

第 有 之 や も 難 計 候 依て 御 下 案の 趣に て 

被 察 候 右樣の 次第の 所へ 私 ふ 如何 樣に 

申 候 私に 於て は 庸左子 私の 留守中に 左 

共 其 手に 於て 差遣し 候義 に付き 頼 母 殿 

書 簡 御 使者 屋 時代 (； 一九二) 高 E 幾 太 宛 


や  i 

-松代 町 原淳 造氏藏 

候 佐 庸子申 候 所 最初よ b 不筋 耳の 事 ど 

し 度 申 事 は 私 ふ 旣 に 内 談 も 致 し 候 

不 似合 心 を 欺き 候. &狀 V」 存 候 北 〈上 G 井 

の 方に て 抱に も 可 相 成ビ. S '事 内々 承知 

き 非 義の筋 も 御座 候 救の よしに 候旣に 

樣詐僞 有 之 候 上 は內， W の處 如何様の 次 

は 申 遣 か ね 候 な ざ 、中 寧 も 御座 候 歟 ビ 

も 申 越 候 様な ゾーレ 途 方 な しの 申條ビ おじ 

々木 氏の 方へ 其閒 如何様の 子細 有 之 候 

被 仰 渡 通.^ 申 遣し 是非 ビも呼 11^ し 可 中 

五 四 七 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二 九 三) 八 田 嘉助宛  五 四 八 

義 存候 飛脚 人物 辨不辨 の義は 聊か 私み 言 を 添 へ 可 申 事？， "存じ 不申候 如何 共 

致し 當人引 11^ し 候 所 一 日 も 早く 無 之 候て は 難 相 濟事ビ 申 迄に 御座 候 附礼等 も 

第 一 番の 右に 付 委細 相尋候 へ ばな V- 申 事 も 本より 承知の 事に て 今更 相 尋候義 

yj は 存じられ 不申候 第二 早速 御 暇 被 下 云々 の 文 言 除き 申 度 等 は以の 外の 心得 

違 VJ 存じ 申 候此文 言 無 之 候て は うわのそらの 事に 相 聞え 申 候 第三 私立 腹 候に 

相違 も. 之 候 又 當人を 手放し 候に 相違 も 無く 候 何故に 除き 度 VJ 申に 候 や 第 四 

一 先の 字 決して 濟 かね 候 事.、. -存候 第五 庸 左が 不取計 を 致し 何 か其閒 曖昧の 事 

も 候 を 私 々何の 爲に 委細 可 申 遣 ゃ此樣 なる た わ 言 を 申 候 はす 早速 被 仰 渡 通 相 

認め 一 日 も 早く 當人引 屍し 申 候 樣嚴敷 御 喩し可 被 下 候文 盲に 候 ビても 餘り義 

理を辨 へ ざる 事 V」 呆れ 申 候 多忙 中 拜復迄 草々 以上 

十五 日 

高田樣  條理 

正  〔一一な 一〕 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


太 坂へ 川 J 先 宵 は 光 來難有 奉 存候然 ば 過 刻 榮八罷 越 申 聞 候 は 新 右衛門 出立に 付大 坂へ 川 

よし 鮭 にても 被 遣 度よ し 右 之 書 狀下案 之 事 敬 諾仕候 考 候に は 

然ば此 川 鮭不珍 候へ V- も此度 幸便 御座 候に 任せ 呈上 仕 候此品 かねて は 年頭 

御 祝詞 申 上 候 節 其 印 迄に 差 上 度 心得 之 處ま家 忌中に も 有 之 尤も 私義は 正月 

四日 例年 之 通 御 禮被仰 付 候に 付 忌 御免被 仰 渡 候 へ ざ も 何 か 心 濟も不 仕 候 故 

先頃 拜年之 書 狀は差 上 候へ ざ も不及 此義候 ひき 漸 生家に も 忌 明に 相 成 候に 

付 態 V- 入御 覽候御 哂存も 被 成 下 候 は、 大慶 之義可 奉存候 

如此 にて 前後 を 是の振 合に 御認 させ 候 は、. -可然 かど 奉 存候今 n も 色々 の人參 

り 大取込 要 事の み 草々 申 上 候 

廿 八日  修理 

嘉助樣 

當 要用 

き 一  〔一一 九 S 村 役人に 贈る 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 九 四) 村 役人 宛  五 四 九 


油斷 致し 申 

閒敷 


,i で 水 三年 二 

月 十四日 


書 簡 御 使者 屋 時代 (二 九 五) 〇 

自分 印鑑 也ビ も手附 印鑑 也 VJ 

！ 1^  V- も 言 用 致し 申 問 敷 候 印鑑 

-> -油斷 致し 申^ 敷 其 品に 依.^ 

•  佐 ^理 

二月 六日 

湯 田 中 村 沓野村 

猶々 右之條 屋 渡世 之 者へ 心得 申 通じ 可 置 事 


五 五 0 

も 持参 無. 之 者 は 如何様の 人體 如何様の 口上 有 之 

無 之 候て 此方 之 事 申立に いたし 候 もの^ 之 候 は 

早速 可 申出 者 也 


役人 


〇 


佐 久閒庸 左 

衞鬥宛 か 


以 手紙 致 啓上 候 久しく 私 手 

も 相應に 出來候 者に 付 御 時 

の V」 及 御內話 候義も 御座 候 

の 節 貴樣御 一 人頻て 其議を 


通 科 郡 西條衬 中島 藤 四 郞氏藏 

に 差 置き 洋銃張 直 御用 申 付 置 候 銃 ェ庄三 郞義職 象 

節 柄 京 助 も 致 老衰 候 旁 御 召 抱に 相 成 候 様 致し 度 も 

所 至極 御 同意の 趣に 御 挨拶 も 候 ひし 所 其 後 御 評議 

御 差 拒み 剩 へ 去 十月 私 出府 留守中 一 應の御 掛合も 


無 之 甲 州 石 和 御 代官 佐々 木 道太郞 殿よ..^ 由藏 W 申 小 者.. i  ,5 候 を 貴様 方 に 數 日 


御 留置き 庄三郞 に は 夜分 竊に 荷物 等 相 運ばせ 其 者 一 同道 太郞 殿方 迄 被 差 越 抱 

に 任せられ 候條 誠に 以て 不得其 意 事 ご存候 兼々 庄三郞 細工 所 へ は 私 張 礼 を も 

致し 置き 御用 中 私へ 斷. 0 なく 庄三 へ 直談 致し 細工 等 相 賴候義 は 一 切 不相成 趣 

貴様に も 御 承知に 付 御手 筒 御 張 立 被 成 度 申 節 も 私 へ 被 仰 談又其 後 十 n 計 角 

場 へ 御 頼 被 成 候 VJ 申 節 も 私 へ 御 申談じ 御座 候ての 寧に 御座 候 御用 御 1:^ 未だ 出 

來に相 成らざる 義も 能々 御 承知の 事に 候 へ ば假令 道太郞 殿よ，.^ 如何様 御 頼 被 

申 候 VJ も 私へ 一 應の御 掛合も 無 之 職人へ 右 等の 義は被 仰 聞 まじき 筋 ビ^ 候然 

る を 私 留守 を 御 見 掠御內 御用 申 付 置 候 職人の 出奔 を媒被 成候義 公義 を 〔峦 し士 

道に 外れ 奇怪 至極 言 語 同 斷の事 存候依 之 向後 私の 御附 合致し 兼 候 は 申 迄 も 無 

之假令 御用の 筋 VJ 雖も贵 樣 VJ 及 申 談候義 は 一 切 致し かね 候 其 段 御 lisi 役 衆へ も 

申達し 候義に 御座 候 就て は 何方に 於て 御 出會候 W も 御 會釋に は 不及候 問 左様 

御 承知 可 被 下 候 此段得 御 怠 候 以上 

二月 十四日 

書 簡 御 使者 屋 時代 (二 九 五) 〇  五 五一， 


書 簡 御 使者， fel 時代 (二 九 六) (二 九 七) 藤 岡 伢綠宛 


五 五 二 


嘉永 三年 一 一 

月 十五 日 


yd 三 郞義に 

付 御 用談 


藤 岡 伊織に 贈る 


長 野 市 近山與 五郎 氏藏 


庄三郞 義に付 御 用談 御座 候て 高 田 氏 一 同 北山 安世 方に 只今 ふ 寄 合 候 御引掛 

も 御座 候 義に付 乍 御 苦勞御 出張 被 下 度 奉 存候其 段賴母 殿へ も 中 達し 置候義 

御座 候 以上 

二月 十五 日 

御用 筋 

尹 織樣.  修  理 


嘉永 三年 一 一 

H^.f^ 日 力 


：  卜」 拙 や〕 中 平 

此 表へ 著 

以來も 至て 


藤 岡 伊織に 贈 る 

其 表の 時氣も 追々 暖 和に 向 ひ 可 巾 候 倍 御 平 靡 被 成 御 興 居候 歟尊 大人 彌御 全快 

に 御座 候 や 其 後の 御 左右 委しく 承 度 奉 存候偖 出立 前 は 御 餞別"、」 て 何よりの 品 

御 惠投又 當日も 廓 外 迄 御 見送 被 下 か さねん、 感謝 不壶奉 存候迂 拙 途中 * 平安 此 

表へ 著 以來も 至て 頑 建に 御座 候 閒乍憚 御 放念 被 下 度 候然ば 先年 相 願 ひ 置き 候 


和本の 本草 

綱目 


印材 も 五 組 

なり 十 親な 


お 严で水 三年 三 

月朔 


先達て 中 迄 


和本の 本艸 綱目 四 五册闕 本に 相 

取合せ 補 ひ 置き 度 候 閒乍御 面倒 

の册數 にか はらす 卷內 の卷數 

十卷迄 欠け 居候 VJ 申 事 御 記し 御 

五 組な. 9 十 組な. 9 出 來候は  > -大 

にて 但 人の 慰に 成， 0 候 位に て は 

程の 入 方に 相 成り 候 VJ 申に 無 之 

此 地に 滯在候 間し かビ 致し 候 引 

し 可 被 下 候 多忙 中 要用 耳 如此御 

二月 廿九 H 

桂林 賢 友 足下 


成 居候 此節彼 本 通に て 零 本の 拂 ひものお 之 候 

其方の 本 御 取 出し 彼 本 は 合 卷に成 居候 合卷 

を 御 しら ベ！ S 卷 よ..^ 何卷迄 不足 何十 卷 

送 被 下 度 奉 希 候 何分 早速に 相 願 度候將 

小に 不拘先 試に 御 送.^ 相 成候樣 致し 度 

一 向 面白から す いづれ 此表 へ 出し 候て 

候て は 良品 屮 ：1 候詮も 無 之樣の ものに 候 

受人を 港 へ 申 度 候 問 石 倉 並に 大木 等 を 

座 候 餘在後 音 

啓 再拜 


よ b  T3* 

印材 も 

候此表 

年分： n 


〔一一 九 八〕 中 俣 一平に 贈る 


春暖 彌御 安泰 被 成 御 勤 珍重 奉 慶候然 ば 先達て 中 迄 拜借罷 在候ゥ 二 イラ ン ド御 

書 葡 御 使者 屋時 (二 九 八) 中 侯 一 平 宛  1^ 五 111 


燈誠 ドウ 
火にば ュ 
喑かィ 

夜 リラ 

のはン 


書 簡 御 使者 尾 時代 (二 九九) 望月 主 水 宛  五 五 四 

拜借罷 お 候 用-; 付 奉 返上 候 樣被仰 出 候 節 段々 奉 嘆願 候 通右詞 書 之義は 外に 類本 も 無 之 朝 

ド  暮手を 放ち かね 候 程の 義 にて 其 上 御 家中 並 他 藩より 修業に 罷出 居候 者の 爲に 

も甚 事を缺 き候義 に付猶 暫く 拜借仕 罷在度 申 上候處 全く 一  時の 御用に 付顿て 

又 ¥ 借に 可 相 成 候に 付 一 先 返上 仕候樣 VJ の 御 事に 付 奉 返上 候處 もはや 七 八十 

日に も 及び 候 義に付 何卒 拜借 仕度 奉 願 候 此段御 序 を以可 然様 御手 許御氣 色， 胡 

伺 被 下 度 奉 願候ケ レ イデ ン グの義 是又御 伺 被 下 度 奉 希候詞 書の 義 先達て 返上 

之 分外に も 御座 候へ ざ も 外々 は 其 儘 にても 格別 差 支 も 無 御座 唯ク ュ イラ ンド 

ばかり は 誠に 暗夜の 燈 火に 御座 候閒 何分 も 御^ 察 被 成 下 度 候先顷 中より 鍋 島 

様よりも 海岸 臺 場の 義に付 取調べの 事 御 頼 も 御座 候 所 右 詞書無 之 差 困.^ 居候 

何分 も 夫 是御差 合み 可 然様 御 執 成 之 程 奉 仰 候 以上 

三月 朔日  -條 S 

中俣樣 

M  、一  1 一』 年 四 . 〔一一 九九〕 望月 主 水に 贈る-  長 野 市 小 林 暢氏藏 


追々 薄 暑 を 催し 候 所 倍 御 萬 福 被爲渡 奉恭壽 候然ば 今朝 內々 天文 臺出 役の もの 

荷 蘭 語暴彌 よ，. >  知らせ 候 荷 蘭 語彙 彌板行 不相成 趣に て 山路 殿 手 迄 下. 9 候よ し 彼 策に て 御 

板 行 不相成 

趣  苦惱を 段々 蒙 候 所 其 詮も無 之 候 ひし 事》」 被存候 全く 此 度の 寧 は 御 儒者 衆よ 

序文の 左 行 b 字 文の 左 行 を 以て 邪魔 入 候 ざ. & 事に 御座 候此義 VJ て も 討論に 相 成 候 事に 御 

を以 て 邪魔 

人 候と ^a- 墜候 へ ば 朱 文 公に も畫 像の 費に 右に 向 ひ 候 像 は 右よ. 0 書初め 左に 向き 候 をば 

左よ. 0 認め 候 VJ 申 事 被 申 候 事 も 候 へ ば 夫 を 例ビし 候て 西洋の 書 左の 方 を始ヾ J 

し 候 もの を 其 儘譯し 候て 序 を認候 なれば 之に て 可 然事畫 像の 贊も 書物の 序 も 

同じ 種類の 物なる ベく  申に て譯の わか，.^ 候 事に 候へ ざ も 陰に て 致され 候 事 

故に 議論に も 成り 不申. 依て かねて 右 等の 邊 にて 昨^ 取 立 候 稿本 六ケ しく 候 は 

ば淸 朝の 乾隆 欽定の 満洲 蒙古 漢字 三 合切 音淸文 鑑幷に 同じ 欽定の 同文 韻統の 

皇國 同文 IS 例に 依， 9 別紙 一 寸其體 裁 を 著 はし 候 通り 皇國 同文 鑑ビ號 し 候て 其 內には 満洲 

字 も 天竺 字 も 拂朗察 字 も 荷 蘭 字 も 魚 r 西 亞字も 何も 收め候 姿に 致し 先 其 荷 蘭の 

部 を 印行 仕度 由 を 以て 今 一度 伺 ひ 申 度 義ど奉 存候此 段 何分 も 御 勘 辨可被 成 下 

天卞 の御爲 候： 兀來 近日の 認取 にも 相 認め 候 通 天下の 御爲 を舉存 候て 企て 候 事に 候假令 邪 

書 簡 御 使者 尾 時代 (二 九九) 望月 主.^ 苑  五 五 五 


書 簡 御 使者 展 時代 (二 九九) 望月、 水 宛  五 五六 

を奉存 候て 魔 を 成し 笑 もの 候ても 其 邪魔の いらぬ 所より 何.、」 か 成就 仕度 義？ J 奉存候 左様 

企て 候 事 

、い を し 候ても 夫 にても 事 屈 かす 候 は  所謂 行 北 人の 能く 爲す 所に 非す の 論 

別に 又報國 --て候へば是を天に付し候て別に又報國を？？^-,.^可申義ど奉存候別紙の仕掛に 

を 謀り： E- 申  . 

仕疾 へば 今日 迄 も 昨年の 振 合に 取 か 、j り 居候 もの 用 立不申 候に 付ヌ ゆに 板 

を 作. 0 不申 候て は 不相叶 候に 付 早速 其義は 書肆へ 申 付 候 右 出來迄 ra: 五 n 問 も 

鎌 倉 リ 可；^ 御墜 候に 付かね て. 御內々 申 上 候 縑倉邊 よ. 5 浦 賀邊迄 一 見 仕度 明 に 出 

立 仕度 奉 存候此 段 御內々 御 聞 置 可 被 成 下 候 尤も 拜借御 長屋の 義は 聢^ 仕 候 門 

度  に 一 人家 來 一 人 留ま 仕らせ 火の元 萬 端 相 愼候樣 申 付 置 候義に 御座 候 海山が 地形 

等の 事罷歸 b 候 上に て 舉報聞 候 義も可 有 御座 候 先此段 御內々 申 上 候 以上 

W 月 二  R 

猶以申 上 候 恐 入 候義に 御座 候へ V- も 此八ぁ 子 入 一 封 便の 節 御 出し 被 成 下候檨 

舉願上 候 以上 

望月 老臺 閣下 親展  ，  啓 頓首拜 


嘉永ョ 年 四  〔き 0〕 高 田 幾 太に 贈る  松 代 町 Is- 淳 造氏藏 

冷暄定 ざる 氣 候に 御座 候 所彌御 順に 御 1^ 善 御座 候歟 奉伺 候然 ば^ 野 日記 此節 

長 岡 藩 門人 借 覽申度 望み 申 候 御手に 御座 候 趣 申 候 所罷出 落手 中 度よ しに 付此 

帋相附 し 候 乍 御手 數御取 出し 此生 へ 御 渡し 被 成 下 度 舉萬冀 候 以上 

四月 四日 認置 

高 田 契 臺  啓  叩頭 

S 一； 一  ゆ 四  〔一一 一 0  一〕  8^ 月 主 水に 贈る 

御 剪 紙 之 御 次第 一 々奉 得 其 意 則 昨 R の 草稿 一 枚 差 上 候 閒可然 舉願候 5： 來月中 

御 見 分 も 有 之 候 義に付 此節は 見合 候 様 VJ の 御 趣意 は相辨 かね 候 御 俄に 舉ぉ候 

夫 爲の圖 面 W 申 物 も 有 之 又 何百 目の玉 何 貫 m の 玉 は 幾 丁の 所 何^の = 印に 幾 

發の内 何程 中 可 申 等の 事 は 相 分り 居候 義ミ奉 存候處 三百 目 五 百 目 位の 小 砲 

に 、ノ ンド モ ルチ ー ル など 取 ませ 被 差 置 候 次第 又 御蕞場 VJ て も 高き は 殊の外 高 

書 0 御 使者 屋 時代 (三 〇〇) 高 E 幾 太 宛 (三 〇 一 ) 望月 主 水 宛  五 五 七 


書 簡 御 使者 尾 時代 (三 〇 一) 望月 キ： 水 宛  五 五八 

く 氏き は こ V」 の 外 低く 是も 度に よく 叶 ひ 候 VJ 申 もの 壹ケ所 も 無 之た ま /、 浦 

賀 千代 崎の 御 臺場下 曾 根 殿差圖 にて 西洋風に 出來候 V」 申 護 胸壁 も 姿 は 稍 似寄 

候へ V- も 其 壁 之 厚薄の 度 を 調べられす 候 故 八 匁の 小彈を だに も 防ぐ 事 無覺束 

被お 候樣の ものに 御座 候 旣に通 事の 實話を も 承..' 候 事 御座 候爽舶 よ. 0 は 夫 等 

を 遠見 仕 候て あれ はシケ イン 鞦" I  S  "  一  g せ キン、 デレ ノスべ レノ 歟ビ れ ースァ ^ 

S 暢 § 申 候 事な ども 候よ しに 御座 候 其 説話 をに 承 居候へ-、，、」 も 此度鹿 見 仕 候 迄 

(脫文 あら は 少し は 御用達 候て 江 1!^ の 御 堅めに 可 相 成 ど 申 所 も 御座 候に 付 御國恩 を舉報 

ん) 

候爲 めつ ます 所見 を 相 認め 兼て 江 11^ 表 御 膝 許の 御備 は筒樣 御座 候で は 難 叶 

W 申 義迄申 上 度 もの ご奉存 昨日 も 奉伺 候義に 御座 候實に 公儀 御 役人 方に も 一 

此節 公？ 人 も 一 隻眼 を 具し 候 御 人 無 御座 候ぐ」 奉お 候に 付 剖 切に 議論 を 以 て  一 m を 打 開 

5, メ  、方の 一 

眼 を 開き 候 ±1 度 節 公邊御 役人 方の 一眼 を 開き 候 は  恐らく は 二十 ra: ボンドの カノ ン數 

は 恐らく 

ポ 11.^1? 十 挺 鑄 立 差 上 候よ， -其 功は大 なるべく 奉お 候 小 2 宜しく 御 勘 辨可被 成 下 候私罷 

ン數十 挺 鑄 

M& 出 可 奉伺 候 以上 

i るく  く fel 

S  —四月 十三 日 Hi  . 佐久 修理 


出 渡 如 書 去 
しり 此と 
候 無 下 申 中 

義據案 候 御 
？ 相て i お 


望 生水 樣 

超 1!: 四  〔一一 一 ◦  二〕 三村晴 山に 贈る  長 野 市 小 林 暢氏藏 

昨日 は 上 堂 得拜話 欣喜 之 至 奉存候 乍然御 急務の 御 妨を仕 候 段 深く 恐 入 候然者 

其 節 內密相 願 候 一 條去 年中 御請 書、、」 申 候て 如 此下案 相 渡 b 無據差 出し 候義に 

御座 候原來 小弟 til 洋 字書 板 行の 志 を 興し 候 事 昨年 御上 へ 奉. -候 上書 幷に當 年 

1： 部樣 へ の 上書に も 認め 候 通り 當今 天下の 御爲 にど て 謀 候に 付筒樣 S 十 劣の 

書面 等差 出し 候 樣にビ 御 勝手 掛御 役人 被 申 候 は 其 意 を 得ぬ 事に 候へ ざ も兔ゃ 

角 申 候へば 事の 崩れに も 及び 候 義に付 無 異議 認め 差 出し 候義に 御座 候 乍然ー 

度 認め 差 出し 候 上は此 通の 次第にて 官許の 有無に 拘 はらす 右拜^ 丈の 上納 は 

頂戴の 御 知行 を 以て 奉 償 候義に 御座 候 然る 所 其 外に も 別段 御 趣意 拜借或 金 

御座 候へば もはや 昨年 以來の 物 人 を 合し 候ミ I ム』 f 誠 1^ 贿 條鶴 

5_ ハ概麟 き *5  f  £  S 贿せ, ^  S  g  §  1 は S 據此 御請 書の 半 滅却 仕 候義に 御座 候 

其內 子細 有之沓 野 銀山 御 用途に も 此內を 以て 百 金 差 出し 澄き 候 劳如此 に 御座 

書 0 御 使者 時代 (三 0 二) 三 村 啧山宛  五 五 九 


書 簡 御 使者： M 時代 (三 〇 二) 三 村 啧山宛  五六 〇 

候此 所に て 此儘罷 在 候て は 右 利金の 爲に 世の 用 を も 成し 候 はす 自己の 助に も 

不相成 殘餘の 六 百餘金 も 忽ちに 消滅 可 仕 候へ ば此處 にて は存 切，.^ 候て 御 約定 

御 知行 百 石 通. -卸 知行 百 石 差 上 御金 頂戴 仕 子孫の 計 を 成し 候 方 奉存 候仍而 右の 所に 被 

、ii じ 上 街 金 頂 

00 成 下 度 奉 願候假 4- 御 知行 差 上 一 石 頂戴 不仕 候.、」 て も 原來御 家來に 相違 も 無 御 

方 

座 候に 付 何方に 罷在 候ても 御圃 家に 事 御座 候 節 は 御身 方に 參じ可 申但暫 糊口 

の爲に 東西南北の 人 V」 成り 儒 業 也 洋學也 醫術也 何 也 勝手次第に 仕. 9 諸侯 樣方 

にも 倩 ひ 度な V- 有 之 候 節 は 無 子細 參り 候義御 許容 を 蒙， 9 候 は、 或は これ を以 

て 是迄菩 へ 候 志 を 行 ひ 兼て 學び覺 え 候 所 を 以て 此 邦の 爲に相 成 候 義も可 有 御 

座 若々 左檨に 至らす 候^ても 其閒に 子孫の 爲に聢 ビ產業 を 相 建て 候樣 仕度 奉 

？  7  fe-  P  3  二  Aim  b- こ 0 籙中を 索し 候 所 其 草稿 有 之 候 閒御舍 迄に 御 目に， ふ f ま 忍め 

存候 昨年 ひ 上書 中に も乍然 誠の 草稿に て大 亂書讀 かね 候べ く 候 御 察 覽奉希 候 "ヨロ ダ 

候 通り 大抵 小弟 同年輩の人々 は 早くよ， 0 御 役人 等に 相 成 また 御 役人 V」 相成候 

へ ば 長く 勸め 候て 御 役 料 等 戴き 或は 要路に 居り 候 もの は 諸人の 贈 もの を 以て 

も 內外を 助け 候 こ VJ に 候 へ V- も 小弟に 限 b 多年 文學 修業に て 御 役 等 も 不相勤 

又 御 政事の 上に もお のづ から 見込 も 御座 候て むげに 此方の 定規 をはづ し無學 


無 術の 人に 從ひ候 こ w は 致し かね 候に 付 蒙 仰 候 御 役 をも兩 度まで 御 訴訟 申 上 

只今 も 無 役に て 罷在候 次第に 付 戴き 候 御 知行 百 石の 外 聊も餘 分の もの 無之剩 

へ 前條の 借財 御座 候て は：^ も 暮し方 はっき 不申候 又假令 借財 は 無 之 候ても 小 

弟に 於て は 百 石に て 慕し 候義は 何分に も出來 かね 候義に 御座 候 有用の 書 は 和 

漢 西洋 V」 もに 年々 に 取 入 候樣仕 候に 付 畢竟 小弟 位の 力に も 至り 候舉に 御座 候 

是を 御在所な どの 風 誼に 小手 前に 致し 候て は 中々 小弟の 半分に も 至.^ 候 事 能 

千里の 馬 は まや 候 小弟 常に 左 匿. &候 諺に も 千里の 馬 は 一 食に 粟 一石 を 盡すビ 御座 候 小弟 

一食に 粟 一 

石 を盡づ に 千里の 足 は 無 之 候へ ども 五百里 位の 足 は 御座 候に 付 一 食 は 五斗 位 は 遊し 候 

はねば 腹 塞.^ 不申 候ビて ひ 候 事に 御座 候 書物 を 調 へ 有用の 器物 をば 收め置 

き 候樣仕 候が 則 五斗 粟 を 食 ふ 所 • に 御座 候 是をゃ め 候て は 五百里の 足 は 出で 不 

申 i 抑 百 石の 御 知行 ビ申 もの 中々 暮 しの つき 候 もの に 無 之 是非々 々內職 等 致 

し不申 候て は 衣食 は出來 かね 候 小弟 何も 內 職な ざ 出來候 はや 又た VJ ひ 出來候 

ビても 小弟の 場合に て は 難 仕 候 又 其 上に 子孫 御座 候ても 文武の 業に 身 を 委ね 

士 たる もの、 j 職 を 盡し候 事 能 はす 漸々 內職 など 致し 夫に て 命 をつな ぎ 候 核に 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 〇 二 )一 一一 村 晴山宛  五六 一 


書 簡 御 使者 尾 時代 (三 〇 二) 三村晴 m 宛  五六 二 

て は士の 名のみ 其 實は無 御座 右 様の^ 様に て は 眞の御 奉公 は出來 かね 候義に 

付な まじ ゐ士の 名目に て 父祖 を释 かしめ 候 様の 事 御座 候より は 休官仕 候て 居 

候 方 VJ 兼々 子孫の 爲 にも 謀り 候義に 御座 候 小弟 竊に 精り 見 候に 小弟. の カを以 

て 御 奉公 仕 候 檨には 無 借財に て 年々 三 fo 石の 物な，.^ 無 之 候て は 子孫の 計 も 一 

向つ き 不申候 借 又 當節暫 身 を 自在に 仕 候義御 許容 被 成 下 少しく 只今より 體面 

を 損 候 は 5, 何 VJ か 子孫の 計 を も 立て 可 申 候 小弟 もはや 1； 十に 相 成 候に 付 子孫 

の 計 を も 只今 はから ひ 候 はねば 實に叶 はざる 義に 御座 候 近來御 家中に 高拜借 

致し 壹 入御 扶持に 一 兩 VJ か 三分 VJ か 申 御士も 御座 候よ し 其 極に 至り 候まで も 

被 召使 被 下 置 候 事 御上に も 格別の 御恩惠 yj も 被 思 其 當人も 難 有 仕 合に 奉存候 

へ V- も 愚意 を 以て 考へ 候て は 上下 兩 失，、」 奉存候 事に 御座 候い かに ビ なれば 士 

一 分の 事業 一 人 二人の 御 扶持 等に て 行 屈き 候 事に 無 之 夫 故に 筒樣の もの は士 

の 勤むべき 事 を 務め ゃ專ら 農工 商 贾の職 を 致し 夫 を 以て 漸に 露命 をつな ぎ 候 

計りに 付 文 もな く武 もな く 木 偶人 同様にて 事の 御座 候 節の 御用に は 何にも 相 

立 申 まじく 左様の もの に 士の名 を 御つ け 被 置 候て は 外. 御 用 立 候 御士の 位相 落 


ち 嘆か はしき 事に 奉 存候又 唯 名 を 御つ け 被 置 候の みに て 御 扶助 被 成 下 候 賜 も 

の は 足 輕の給 分に も 劣り 候 義に付 箇樣の 家に は足輕 にも 劣，.^ 候 ものなら では 

出で 來. 0 不申 候原來 士分 を 以て 被 召使 候 もの . ^子孫 を足輕 にも 劣 b 候お にせ 

させられ 候 は 御 情 薄き 御 事 VJ 奉 存候從 來士た る もの は士の 事業 を 以て 其 上 に 

奉仕 候 ものに 付 勤 仕の 出來候 程の 御 宛 行 は 頂戴 可 仕箬に 候所勸 仕の 出 來候は 

ぬ 場に 至り 候ても 僅かの 戴き もの を利ビ し. 何 一 つ 上に 事 ふるの 筋 を も辨へ す 

唯 士の名 を 盗み 候て 何氣 なき 體に罷 在 候 は 廉恥を 知らす 則 足輕に 劣り 候 もの 

ビ存候 事に 御座 候 小弟の 存念に は士の 名のみ にて 其實を 達し 候 事 能 はざる 事 

に 候 は、 ゾ士の 名 を 負 はぬ 方う しろ 安く 子孫 も 漸くに 內 職な V- 致し 夬 にて 世 過 

ぎ を 營み士 の 事業 出來 かね 候 程に 候 は > -士の 名 負 はせ ざる 方是 又う しろ 安 か 

る ベく 奉 存候兔 て も 六 百 金に も 至り 候 借財 有 之 候て は 高 祿；. i て もた ま， 5 不中 

又 無 借財 にても 百 石に ては暮 しの 付 候 はぬ を 見切り 候に 付此處 にて は 御 知， ィ 

速に 差 上 候て 殘餘の 御金 拜領仕 夫 を 以て 子孫の 飢餓 仕らぬ 樣仕 S き 其 上の 所 

作 は 小弟の 手 限に 仕 見 度 奉存候 勿論 左 樣被成 下 候 は  何 國に罷 在 候ても 御國 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 〇 二) 一ー一 村 啧山宛  五六 三 


書 簡 御 使者 屋 時代 (三 〇 二) 三 村 啧山宛  五六 四 

家 御 一 大事 V- 申 節 は 三代 迄 御身 方に 參り候 樣可仕 候 御存知の 通. 9 小弟 少々 抱 

負 候 筋 も 御座 候に 付 何 VJ か 世に 行 ひ 見 度 夫 もい かう 年老 候て は不叶 候に 付此 

十 年内 外の 所に て 存寄候 所 施し 試 度 存じ 罷在候 前 條の事 御 許容 も 被 成 下 候 御 

儀に 御座 候 は 、>- 御在所 へ歸. ^又 出かけ 候ビ. 3- も 不用の 費 も 相 掛.. ^候義 に付此 

表に 罷在 候て 母 幷枠を も 呼 寄せ 申 度 昨年 上書 中に て 認め 候 通...' 老年の ゅ鄕里 

を 離れ 候 をき つく 厭 ひ 候 事に 付 もはや 七十 六歲餘 年限り ある 事に 付 左 樣の變 

革 無 之 御在所に 於て 侍 養 仕度 心底に 御座 候 所 企て 候 筋 も 官許 無 之總 てお 寄の 

如く 參らす 候 事 是又天 也不及 是非 候 何分 御上 屋敷の 方 可然御 周旋 早速に 博 あ 

き 候樣御 妙計の 程 奉 萬 冀候猶 期 拜面候 以上 

四月 二十 七日 

猶々 兩 通の 書付 御腹 中 へ 收，. ^候 上 は 御 序に 御 擲返奉 願 候 以上 

晴山樣 御 內覽奉 希 候  修  理 

ー&5 紙) 

猶々 小弟 暫く 東西南北の 人 VJ 成 候義を 御 許容 被 成 下 度 VJ 申 義是迄 多年 別段に 


候は不 しに OT 畲 
一 申 誤 實究上 
得 候 を 事 候に 
と 事 成に 事 於 
存是し 施 直て 


御 厚恩 を 以て 學藝 修業 仕當節 世の 人に 數 へられ 候 樣相成 候も跟 . な 御^ 恩 故の 

義に候 所 今更 夫 等の 義をも 不相顧 君 國の御 儀を假 初の 事 VJ 存じ 如 河な ど 中纖 

論 も 可 有 之 VJ 恐懼 仕 候乍然 小弟 聖人の 書 を も ：1 く讀み 候て 世の 大義 を辨 へ罷 

在候義 にっき 聊か 君圃の 御上 を おろそかに 奉存候 等の 筋 無 御座 候 原 來小免 多 

年 yl! 學仕候 も 偏に 御國 家の 御用に 相 立ち 乍 不肖 御 取 用に も 相 成 候 は マ 文武の 

學制を 定めて 御 家中に 人材 を 育 ひ 立て 御國 本に 培 ひ 士氣を 典 起し 候て 世の 變 

革に て 御 他家 は衰爾 候ても 御國 家の みはい や 常. 磐に 御長存 御座 候 様 仕度 等 を 

以て 此 節に 至. 5 候まで も 日夜 刻苦 候義に 御座 候 然る 所 追々 に 自得 候 筋 も 御座 

1 y  -、： 孔 明が 國を 治め 候も韓 信が 兵 を 用 ひ！！ も $1 自得に て 試み 候て 後に 能  0 

0  ^  、」 と 申に て は 無 御座 候 小弟 自得な ど 申治國 用兵の 事 等敢て *3 ら 二子に 比し： 

に は 無 御座 候 へ ども 小弟の 凡人 に まさり 候 所 は 書 上 に 於て 研究 候 事 a に赏 事に 施 こし 

誤り を 成し 不申候 事是は 一 得と 存じ 候 事に 御座 候醫 術な ども 人に 學び 修業 致し 候に て 

は 無 之 唯 書 上より 悟入 條 事に 御座 候所兩 三年の 閒に死 を 救 ひ 生 を 回し 衆 醫の手 を 束ね 

候 を も 日なら ずして 健康に 復し 候な ど 御在所 上 田、 須 坂、 鈑 山邊 迄に 數を 知らず 有 之 候 其 

時々 日記 を 以て 此表 歴々 の醫家 へ 見せ 候 所 多く 常 流の 及ばざる 所と て稱 しせ 膀 nii- 等 細 

事に 候 へ ども 小弟 學び候 所 昔 實用を 成し 候 事 は是を 以て も槪 „3- すべ き 事と 泰存 候. E 勢 

を 見 候て 銅 銀な どの あるべき を 知り 案内 も 無 之 深山 無人の境に 入り K て 果して 銀铅 を 

見出し 大坂迄 御在所よりも 海運に 利 ある を 存じ 衆議に 反し 候て 試み 候 所 其 以來人 传其 

帽歉 l^^li ば贿舰 i け 世に 鮑 叔牙も 無 之 候へば 志 を 得 候べき 樣も無 之 罷在候 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 〇 二) 三 村 啧山宛  五六 五 


を ら り 知の 取 例 
報せ 候 り 人 立の 
じ 御 法 己に て 字 

國をを 彼 天 書 
申 恩 知 守 を 下 を 


書 簡 御 使者 屋 時代 (三 〇 二) 三 村 晴出 宛 

然る に 天下 海 宼を患 ひ 候 時節に 相 成 候に 

も 得 候 事 則 天意 も 御座 候 事？， - 存じ 例の 字 

守， -候法 を 知らせ 御國 恩^ 鉢 I きせ を 報じ 

候 次第に 至， 9 借財の み殘. 9 候 様相 成 候. i 

を 辱く 奉存候 VJ て も 衣食 かけ 候 程に て は 

之 候て は 小弟 丈の 用 を 成し 候 事 能 はす 實 

今 御 取 用 を 蒙...' 候て 罷在候 へ ば 別段 奉 願 

革 にても 無 之 閒は御 不用の 人物 VJ 自ら も 

其 上內々 入御 覽候 通..^ やかましき 書付 等 

に 難 相 成 筋 申出し 候より 差 出し 置 候 通 潔 

候 義を御 許容 被 成 下 候 樣奉願 候 方可然 V」 

別 に 御 厚恩 を 荷 ひ 修業 致し 候 筋 も 御座 候 

何 VJ 申 論 可 有 御座 候 へ V- も 小弟 自ら 數 へ 

迄 も 御 扶育 を 奉 蒙 候 丈の 義は隨 分 仕 候て 


五六 六 

付斯く n 本に 生れ 出で 是 迄の 學カを 

書 を 取 立て 天下の 人に 彼 を 知.^ 己 を 

可 申^ 企 候 所 時 至ら や 候て 段々 中 上 

不及 是非 候 小弟い かに 御圃 家の 御 儀 

身 を 存し候 事 能 はす 書籍 器械の 舉無 

に 巳む 事 を 得ざる 義に 御座 候 乍然當 

方 等 も 可 有 御座 候 へど も 先々 世の 變 

存じ 居候 事に 付 過分の 事 等 奉 願 かね 

も 御座 候 へ ば詞 をい やしく し 御 取 用 

く 致し 當分御 不用の 閒身を 自在に 仕 

奉存候 事に 御座 候 夫 にても 猶是迄 格 

ひ 乍ら 一 向に 御用に 立ち 候 はぬ は 如 

候て 申 上 候 程の 事 は 無 之 候 へ V- も 是 

永世 御國 家の 御 爲に相 成 候 事共 聊か 


はぜて 丈 身 

ざ ざ のに 

る る 恩 事 出 
所 事 をを來 
以能 報以候 


なきに あらす 候 へ ば敢 てい たづら に 祿を盜 み 候 VJ は 不舉存 候 又 中には 字書 等 

の 寧 も いらぬ 事 企て 候て 自らの 家 を も 失 ひ 御上の 御 損に も 相 成 候 様 致し 候 は 

如何な ざ 申 論 も 可 有 之 候へ も 凡そ 人の 等に 天下の 人 あ.^ 一  國の人 あり 一 郡 

の 人 あ. 9 一  邑の人 あ. 0 一  家の人 あ， 0 天下に 幾人 VJ て 指 を 折られ 候 は 則 天下の 

人に 御座 候國の 上に て數 へられ 候 は 一 國の 人に 御座 候 一 郡 一 巴 も 皆 其 例に 御 

天下に て 指 墜候 小弟 義は 申まで も 無 之 御 承知の 事に 候が 旣に 天下に て 指 を 折られ 巾 候 左 

を 折られ 申 

候  候へば 居候 所 は卑く 候ても おの づ から 夫 丈け の 天職，、， -巾 もの 有 之 當 今 三國の 

學に 通じ 候て 用兵 火 術な V- の 事 を も 兼ね 小弟 程の 力量， 御座 候 者 R 本圃屮 幾人 

御座 候 はん 是又 海寇の 事に も 深く 力 を 盡し心 を勞し 身に 出來候 丈の $ を 以 て 

國 恩 を 報 せ ざ る 事 能 は ざ る 所 以 に 御 座 候 其 事 の 成 否 は 天 に 御 座 候 に 付 い ら 

ぬ 事 致し 候 W 申 論 は 受けぬ 心得に 御座 候 又 事の 理に 暗く 心の 小なる もの は是 

迄 許 多の 御手 充等も 戴き 候て 學藝致 修業 その 學藝の 大抵に 成就 候 時に 至. 9 御 

用 を 勤めす 外に 在 候て は是迄 御上に 無益の 御 費 を奉掛 候ぐ」 もの に 可 有 之な 

V- 可 申 候へ V- も 聊か 左様に は不奉 存候譬 へば 高 惯の藥 品の 如くに て キ H はい 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 0 二) 三 村 啧山宛  五六 七 


じに 格 無 如 小 ど at 
く は 別 之き 弟 中の 
候 ffl の 候 もな 節變 
立 御ての どに 革 
ま 用 はに の はな 


書 簡 御 使者 屋 時代 (三 〇 二) 三 村 晴山宛  五 ブ/ 

らぬ ものに 候へ 共 危急の 時に 偏へ 候.、」 て 誰も 貯へ候 事に 御座 候 小弟の 志 は 治 

； 牛に も亂世 にも 同じく 御用に 相 立 度存込 候へ 共 先々 治 一 牛の 時 は 尋常^ 例なる 

人： て 何事 も 間に 遇 ひ 申 候乍然 世の 變 革な ざ 申 節に は 小弟な ざの 如き もの に 

無 之 候て は 格別の 御用に は 相 立 まじく 候 平日 は 御用 薄く 候へば 何方 にても S 

由に 罷在^ jjgg ぽ浦 きき 等 何事 歟 御座 候 時 は 何 國に罷 在 候 共 御身 方に 參 b 御 

►  ,  ！ ； き 、に 是.； る- 络 別の ^  ¥  S を 奉 荷 候へば こそ 事の 御， M  «  f;  m  ffi  丁" 突 

奉公 可相勸 W 申 候へ はおお^ 録 命 _^擲 ち 候 牛と * 上る にて 御应候 1.^ 

危急の 時の 爲に高 價の藥 品 を 被 召候ビ 同じ 事に て此節 御用 薄く 候ても 又 如 M 

樣の 御用 可お 御座 も 難 計 候扠又 何方に 居候ても 小弟の 志 を 行 ひ 其 居候 所 を 利 

し 候 は、：， 是皆 御上の 御 功德ど 舉存候 事に 御座 候 唯 空しく 文 もな く武も な く 才 

能 も 無 之 ものに 大祿を 賜， 0 幾 代 も/、 させる 事 無 之 候 類 は實に 無益の 御费 ？」 

も 可 申 候へ ざ も 小弟の 如きに 御 費 被 成 下 候 は 小弟 何方に 罷在 候ても H 本國內 

の 卸 益 筋に は 相 成 候 義に付  一 ，s に 御 無益に は 無 之 マ」 舉存候 乍然此 上た ビひ治 

- 平の 時に 御用 は 無 御座 候 共^ 用の 奇藥を 御 貯被遊 候 思 召に て 本書に も 認め 候 

^？ーり足の丈夫 に御座候だけ大食仕候所蒙御勘辨候て子孫に も拔群御用に立候 


もの 仕 立 候 様 御 扶助 被 成下醫 術な V- 試み 不 文武の 事に 寢食仕 夫に て 御舉公 

の 出 來候樣 被 成 下 候 は マ 誠に 以難有 仕 合 舉ぉ候 何 W か 可然御 周 旋の^ 舉仰候 

小兒 (恪ニ 小弟 小兒 生れ 候て 十八 ヶ月に 満たす 候 所 近 n 甥の 方よ.. >  申 遣し 候に 書 を ひら 

ば S "卜 き 候に 指 をぬ らし 候て ひらき 字 を かき 候に 筆 を かみ 和ら げ 候 て か き 人. お 0 ら 

しき 事に 申 候よ し 巾 遣し 候 つら つ き 至て 雄 壯に付 無難に 生-. 仕 候 は  >  隨 分 軍 

の 節な V- 一  廉 御用に 立 候 ものに 可 相 成 被 存候是 等 も 御 厚恩 を 以て 法の 如く 文 

武兩 道の 間に 於て 敎 へ 立て 御 奉公の 相應に 出來候 者に 仕度 候 事に 御座 候 M も 

/\ 宜しく 御 含 置き 被 下 度 候 萬 祈 

修  理 

ほ， ほ  〔一一 一 01 一一〕 人田嘉 助に 贈る 

尺寸 力 CI 力 

多忙 故久々 御 疎音 愧入奉 存候彌 御 萬 福 被 成御椾 候ゃ舉 伺候 然ば 追々 暑 時に， 2 

御 刺 格 被 成 ひ； M に 付 倉 田 にても 大草 にても 御 頼み 六 拾 ほよ.^ 七 拾 迄の 御 刺絡 被 成可然 

舉存候 此度師 岡 氏被歸 候に 付 其 事 申 上 度 要用 耳 如此に 御座 候 乍惙御 家内 様へ 

書 葡 御 使者 S 時代 (三 0= 一) 八田嘉 助 宛  五六 九 


.  書 簡 御 使者 尾 時代 (三 〇 四) 目 付 役 宛  5 七 〇 

も 宜しく 御 致 ® 奉 希 候 以上 

五月 十九 日  修 现 

嘉助樣 

号， 水 J^s  〔一き S 目 付 役に 贈る 

彌御 安泰 珍重 奉存候 然ば此 間中 砲術 御 一 覽可有 御座 候に 付 今 n 迄に 門人 等 名 

取調 御 役 方 迄 差 出し 候樣 御達し 御座 候 所 當時主 水 殿 之御總 傾-、」 御 次^^  n 々 

出， に は 御座 候 へ ざ も 大砲の あっか ひ は 五 人 以上に 無 之 候て は 出來か ね候此 

節に て 候へば^ 川 賢 之 助 寺 澤大之 助 も罷在 候に 付 是に私 相 加." 候へば 御屋鋪 

に^ 墜候 丈の 御 筒六ポ ンドの カノ ン 廿四ポ ン ドのホ クウ 井ッッ ル等皆 其 打 方 

御 一 覽に備 へられ 可 申 候へ.、 7」 も 私 其 以前 此表 出立 歸藩 候へば 帳 川 も 一同 還..' 

侯 fs? こ付殘 りの 人の みに て は 何分 博 あき 不申候 御屋敷に も 大砲の 世話 致し 候 

仁 も 有 之よ しに 候 へ V- も 是は高 島 江川の 誤傳を 信じ 候て 眞法を 心得す 近 頃 に 

至- 9  .3  g 請 私の 致 敎授候 所 を羡み 鄙劣なる 筋 を 以て 見. 取." 聞 取 b 眞似方 致し 


候樣 子に 疾 へ ど ら 聢 VJ 敎導を も 受け 候 はぬ 故に 誠の 眞 似の みに て 正し き 3^】 mM 

を 存じ 不申 候に 就き .i- なる 事 多き 樣 存じ 申 候 右 之 次第に 候へ ば 私 出立 之 後 

御屋敷 内 門人 を 託し 可 申 人 も 無 之 又 外 藩に も 只今 迄 は 私. 投書 中より 兑 出し 專 

ら 研究 候 法則 は 未だ 開け 不申鍋 島藩怀 へ も漸 先頃 敎 へ 遣し 彼 藩な ざ も是ょ h- 

開 候 >、J 申 程の 事に 候へ ば 其 他の 藩 は 推し て 知 る ベ き 事に 御座 候 諸 藩より 

も 此節眞 傳を慕 ひ 候 もの は往々 服從 候て 致 修業 候に 付 其 內には 幾 五郞殿 始め 

1:::^ し 可 申 もの も假令 御屋敷に 無 之 候.、」 も 外に 出 來寄も 可 仕 候へ ば 私 居 合せ や 

候 ビ も 七月 巾 之 御 一 覽 にも 無 差 支樣致 世話人 數 な も 不足 を 補 ひ 候 て 出られ 

候康 にも 可 相 成 候 へ ざ も 只今よ，.^ 取 極め 候て は 難 申 義に付 相 成 候 御 様子に 候 

はゾ私 門人の 分 は 私 居 合せ 候 問に 六 ほ 初 句 か 中句に 御 一覧 被 下 候樣に 仕度 舉 

存候 何、、』 ぞ私斯 申 候ビ申 趣に て 被 仰 立 被 下 候 義は相 叶 ひ 申 まじき 歟又其 上に 

議論 御座 候 は 大砲 等 御世 話 御座 候 義は御 外形 御 取 繕の 爲に無 御座 不虞 之 事 御 

座 候 節 御實用 御座 候爲に 候へ ば 同じ 一? 洋 砲術 御 取 用 御座 候 は，. -謬誤 御座 候 所 

は吝 ます 御 改正 有 之 原書に 精し く 有 之候眞 法に 御 歸し可 然御事 ビ奉存 候所极 

書 簡 御 使者 S 時代 (三 〇 四) 目 付 役 宛  五 七 一 


書 簡 御 使者 尾 時代 ニニ 〇 四 )= 付 役 宛  五 七 二 

:> ^之處 動き 候て 似て 非なる ものな V- 御 取 用 ひ 御 家中 銘々 も 被 仰 出 等 も 御座 候 

に 付 出精 も^て 御用に 相 立 候樣に ビ勵み 候 者 を 明白に 誤.^  V- 決し 候 筋に 御從 

はせ 被 遊 候 は 乍 恐 御 不都合 な る 事，、， -舉存 候 夫 も 外に 眞 法 無 之 候 はゾ先 時の 閒 

を 合せ 候 爲に眞 似 方ば か b 御 取 用 御座 候義も 或は 可 有 之 候 へ ざ も ま さ しく 精 

しき 眞傳 御旌候 を も 御 顧み 無 御座^り 候 方に 沒溺 せしめられ 候 事 惜しむ ベ き 

事に 御座 候武藝 御覽御 一 覽 等の 本 根 之 御 趣意 は 御 圃家御 武備 之 御 爲に候 へ ば 

此度 砲術 御 一 覽等も 私 な .、，/」 斯巾候 所に 御 心 を 被 留非を 正し 正に し 候 様の 御 

ま. 置 有 御座 度 事に 奉 存候諸 藩より は 多勢 正 法 を 慕 ひ 候て n 々入 込， M 業 候 もの 

も 候 所 御屋敷に て は 却て 間違 候 筋 御 取 用 御座 候に 付 從學の もの へ對し 候ても 

恥 かしく 覺ぇ候 問遂此 事に 及び 候義に 御座 候 前條之 次第に 付來月 中句 迄の 御 

一 覽 にも 相 成 候 御 様子に 候はゾ 門弟 名 面 書 可 差 出 候へ V> も 左 も 難 相 成 御 様子 

に 候 は 5- 先 此度は 名 面 書 差 出し 候義見 A" せ 可 中 か VJ 奉 存候御 様子 内々 相 伺 度 

如此に 御座 候 乍 御手 數可然 御 周旋 被 下 度 舉賴候 以上 

五月 廿 九日 


御目.^中樣  ぉク Es, ド J 

御內覽 

〔一 1 一 s〕 望月 主 水に 贈る  長 野 市 小 林 暢氏藏 

荷- 1 お 5 彙の義 に 付 轉別帋 の 通 奉伺 候に 就て 篤 ビ勘辨 仕お 念 申 上 候 様 蒙 仰 毎 」 は 

御手 數に被 成 下 候 義恐入 奉存候 右の 義は 先達て 拜謁の 次に 於 て も 巾 上 候 通 再 

應の御 ：1 も 御 家中 御領 分限. -マ」 申 迄にて 泛 然？」 致した る 御文 営に 御座 候 時 は 

兼て ふ 編輯の 次第；；^ じ 居候 者よ.. -は西 は 長 崎 東 は 仙 辜 一二 本 松 を 始 ,ニ しつ 開 板 

次第 廻し 吳候樣 の 頼み も 御座 候に 付內々 の 事に 心得させ 此節寫 本の 、ノ だ マ «^ 

^の辠 にて 其 分 差 送り 候ても 大寧有 御座 まじく 其 分 を 以 て もお 苟ー 一 百 拐 き 

候 事 は 心 易き 事に も 存じ 候て 先頃 苒應御 伺 書 下 案 を も 取 緩." 入御. 覽候義 に 御 

座 候 然る 所 右 御 伺 書 御 認め 直しに 相 成 御 家中 限".」 巾 御文 書の 上に 他 へ 抱り 候 

義は 云々 の 趣御認 添に 相 成 候義に 付假. ^開 板に 相 成 候ても 他へ 出し 候義は 一 

部 も不叶 次第にて 夫 も內々 の義は 苦しから ぬ 哉に も 相 心得 可然 やの 御內 いに 

書 痴 御 使者 時代 (三 〇 五) Sif: 月. 王水 宛  五 七三 


書 簡 御 使者 厘 時代 (三 〇 五) eis 月. 水 宛  五し 四 

も 被爲在 候歟に 御座 候 へ 共 御 伺 も 御上の 召よ.^ 出 候て 御上の 思 召に て 他 へ 

も 御内々 御 廻し も 被 成 下 候 御 率に 御座 候 は 、>- 夫 は 兔も角 もの 御義に 御座 候 へ 

共御認 K しに 相 成 候 再 應の御 伺 書に て は總て 私の 押て 奉 歎願 候 趣に 付 私の 心 

に 於て は內々 の 御 含の 義は免 も 角 も 一度 他へ 抱. 5 候 義は其 御 役所へ 相 伺 取 計 

可 巾樣に 締 相 付け 可 段 を 申立 置き 候て はいか 様密々 の義 にても 一 部は扠 

置き 假令 一 本に 御座 候ても 他 へ 出し 候 義は難 仕事、.、. 一 舉存候 乍 恐 私 義も右 字書 

編輯 等の 義に付 候ても 天下の 人に も 目を屬 せられ 候 義に付 自ら 重んじ 候 様 仕 

候 は で は 叶 はざる 次第 も 有 之 若々 ある ま じ き 事 VJ て御咎 等に て も 蒙 候樣 にて 

は 深 恥 t^.- ビも舉 存候義 に 付 いづく 迄 も 此度伺 丈の 義は屹 V) 相 守 可 申 事に 御座 

候 左 候 時 は. 御存知 も 被 成 下 候 通 右 編輯 開 板 入費 も 利つ きの 余 子 拜借仕 候て 事 

を 企て 候 義に付 他へ 出 來の本 差 出し 候 事 一 切 不相叶 候 節 は 右 余： 子 返上の 手段 

も 無 之 義に付 其 次第にて はた V」 ひ雕刻 苦しから ざる 趣 御差圖 御座 候ても 雕刻 

に 取 掛候事 仕 兼 候 義ご舉 お 候 再 應の御 伺 書 御 下 案の 所に て 一 應蒙御 尋 候 は ダ 

0, 意の 次第 を も 申 上 御 伺 書 も 同じ 御 趣意 にても 跡の 差. 支に 不相 成程に 認め 方 


も 有 之 其 段 も 可 申 上 候 之 所 左様 參. o 不申候 事 是亦天 也 人の 能く 爲す 所に あら 

す ビ奉存 候 右 御 答 迄 申 上 候總て 宜しく 御 賢慮 可 被 成 下 候 以上 

六月 三日  佐久 問， M 理 

£1- 主水樣 

Sf5  2CS 目 付 役に 贈る 

日 a 立 不 膜之氣 候に 御座 侯 所 彌御安 健 奉 慶候然 ば明朔 日出 立歸府 之義齒 痛快 方に 付 

0.0 

申立 御 聞濟に 御座 候 先 觸之義 乍 御手 數 何分 舉希候 切手 御 落手 可 被 下 候 以上 

六月 卅日 

御 H: 付中樣  佐久閒 修理 

脑核旺 年 七  〔ーーー0£ お 蝶お 菊に 贈る 

此方 か はる 事 もな く 候 問 氣遣ひ 申 まじく 候 ニ郞. たっしゃ 何よ..^  二. -弃候 何分 先 

tz 途中よ b 申 こし 候 事 わすれ 申 まじく 候 われら 居らぬ 時 は 別して 兩 人む つ ま 

書 簡 御 使者" 時代 (三 〇 六)： = 付 役 宛 (三 〇 七) お 蝶お 菊 宛   ^^七五  


書 御 使者 尾 時代 (三 〇 八) 母 m  -JH プ 

しく かたら ひ 可 申 候うたい か つれん、 の 時よ み 候て 遣し 可 申 候 

ク； -.^ こし 人 をお もへば うちぐ」 けて ねられ ざり けトノ 夜の ふくる まで 

鶴 翻兩 人へ 

嘉永 三年 七  〔一き 八〕 ra: に 上る 

月 寸 B 

私の るすに ぽ んに相 成 何 か ビ御事 多ぐ」 存上候 先頃 途中より 文 さし 上 ぽんの 钢 

まも 合 ひ 候 樣大藏 方 への 切手 さし 上 候 さだめて 御 さしつ か へ は 無 之，、」 お 上 候 

此地 二の 三 四日 ざんしょ きびしく 相 成 候 其 御 地 はいか ゾ やます く 御き げん 

よくいら せられ 候 御 事 ゃニ郞 い よ /、 達し やにいた -っ ら い たし 候 や 大便 ビ . 

こ ほ.^ 候 樣の事 有 之 候 は  >  安世へ 御 申 大黄 五分 を水闷 匁に 浸し 夫に 酒 石を壹 

分 も 加へ 候て 壹匁 ばかりに 砂糖 を 少し 入れ 御 遣し 可 被 下 候 一 日 一 度の 通ネ無 

之 候 は.， 必ゃ願 上 候 私 も 深 川 御屋敷へ は 五日の 畫後 ちゃくい たし 候 纖川も 萬 

之め も 樣 よ.. 参り 居，. 候 中尾定 次郞ミ 申の も 皆 達し やにて 悅び申 候 御上 
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-; - 以前の 御 報恩に ？贿 おき S 御 はなし 可 中.、」 申 遣し 候 所 其 あいさつの 書狀に 

御座 Is- けしから ゃ悅 ばれ 候ても 砲術 を 致し 候 も 天下の 御爲 を.^ じ 候て 致し 

書 簡 御 使者 時代 (三 〇 八) 母 .M  五 七 七 


屋敷 へ の 屑け は 六 R に 罷越申 候 何も 替り候 事 も 無 御座 候 ^ 御 安心 願 上 候夬ょ 

引 續き來 客大銃 門人 も 毎 n つ めかけ 申 候 私る すに 成，.^ 候 事 も 忽ち 人知..^ 候 

て るすの見まひににんぃの人參.^猴ひん旷1か.^ ゅ：lし然る所^^l歸俯猴.〈 はは 


へて 時 IP ひ、 
共 ffi 至 書ね 
來ら 物て 
ずず の 企 
偶し 事て 


書 簡 御 使者， fel 時代 (三 〇 八) 母 宛  ノ 

お 事： て 一 人 一 己の わたくし 事に 無 之 依て 新ら しき 發 明の 事な ざ もちろん 夫 

-, 改め 申 度ュ矢 何分に も浦贺 まで 出張く れ候樣 にご 申 事に 御座 候 其 書 狀の末 

--^ 々の 卸 こんせつ 筆紙に 盖 しがた く 海 岳 辱し ぐ」 まで 御座 候 これ は據 これな 

く 是非 少し 殘^ うすろ ざ 候 は 門人 七 八 人 を 具し 候て 參. -可申 > 、一存 候 西國に 

て は 旣に鍋 島 侯の 家 巾へ 傅へ 候へば 西 國の分 これよ.^ ひらけ 可 申 又 この 下 曾 

浦 殿 を 改め 候 へ ば 此節其 門人 天下の 諸侯 方に 充満 候^ 忽ち 天ドに ひろが." 可 

巾 今まで 不都合 千 萬の 事 致し 居候 もの 本 方の 利よ き 方に 相 成り 諸 國の御 固 

め 場所な ご r.1 々こ れに 依て 改まり 候へ ば 天下へ 對 奉り 一廉の 御 奉公，、」 奉存候 

かねて 企て 候 書物の 事 時 至らす して 出 來ゃ候 へ ども 天下の 大砲の 打 方 を 一 變 

し 候 は 快き 事に 御座 候 御前 様に も 御 悅び可 被 下 候 安世な ざ も 悅び候 樣御申 可 

被 下 浦贺に は 少 くも 十五 日 ばか. - はか、 j  可 申 候 又 其方へ 參り候 以前に は 

可 申 上 候 然ば此 品 酒 井 若 狹守樣 御 家中 片山仙 左 衞門ビ 申よ." 到 來仕候 若 州の 

名產 にて 公儀へ 献上に 成 り 候 其 けん ざ ん v> 申 事に 御座 候 京都な ど に て よ し の 

くづ より 若 州 を 賞く わん 候 よし二 袋 もら ひ 候に 付 一 袋. 差 上申 候く すねり に 被 


^めし 上られ ベく 候く やね.. >  に はこの 粉 一 合に 水 三 合の わりにて 土鍋に てヾ」 

き.^ にかけ すき，、】 ほる ま でかき ま はしね，.^ 夫 をう つ は へ も..^ 砂糖 を かけ 候て 

た ベ i に 卸 座 候 是は仙 左 衞門傳 にて 早速 試み 候 所 果してよ ろしく 御座 候 御 試 

可 被 遊 sfcf! こ の 仙左衞 門，、』 申 男 珍ら しき 人に て當年 五十 九歲 のよ し 然る 所 牛 ご 

み，、 J 申 へんよ. 9  二 里 餘の道 を 暑 を もい W はや 通 ひ 巾 候 至て がた き 人物に て 

詩な ざよく 作， 0 候此 位の 人 も 御 家中に は 先 無 之 候 樣存候 外々 の 敷に は隨分 

人 も 御座 候樣 存じ 申 候 夫に つけても 安世な ざ 出精 讀書候 様 御中つ け 可 被 下 候 

餘は尙 後便 可 申 上 候 時候 折角 御い，、」 ひ 被 遊べく 候め で 度 かしく 

七月 十日  修理 

御 母 樣參る 

尙々 ニ郞 へ 何ぞ 遣し 度 候 所 何様の ものよ ろしき や 御. S '遣し 可 被 下 候せ つ た 

の 事き くよ. 0 も 申 遣し 候 へ ざ も- yj かく 足 を 切..^ 候 もの 故い 力 ヾ i 存候 i: 力 

な 悅び候 もの ，、」 存じ 候 事に 御座 候 以上 

御 安への 一封 御前 樣御 持参 可 被 下 候 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 〇 八) 母 宛  五 七 九 I 


0  0 御 使者 尾 時代 (三 0 九) 母 .M  ョノ C 

考， 水 一一 ーギ七  OS 九〕 ほに 上る 

十 .1 ノ に 

此地 殊の外 殘 著に 相 成 きびしく 御座 候 ひし 所 一昨"^ 雨 を 得て 大に凉 しく 凌よ 

く 覺ぇ候 其 御 地い か ゾ や 御き げんよ くいら せられ 候 か ニ郞ビ うろ を つけ 候 事 

よろこび 候樣 子に 御座 候 か 承 度 候 此方す ベ て か は-^候^？-無御座候間御安心被 

下べ く  吃 H も 巾 上 候 通り 下せ 根 殿よ b 頼み 御座 候に 付浦賀 へ 参り 大抵 廿五 

日頃の 出立に 相 成 可 申 候 諸家の 門人》」 も 供 致し 度 ビて賴 み 申 候其內 よく 出來 

候 分 同道 候半ビ おじ 候所夬 にても 十三 四 人め しつれ 候に 相 成 中し 候 盛なる 事 

に 御座 候 御， お 敷 にても 望月の 御 嫡子 幾 五郎.、」 被 巾 候が 十八 歳に 御座 候 是も何 

分參， 0 度，、」 申賴に 御座 候奧平 様よ.^ も 昨 n 又々 賴み參 ，9 兩三 日中 おもだ.， つ 候 

もの 十四 人 一 同 入門いた させ 夫 は H 々私 方 迄 通に いたし 其 外- A 人餘は M  ぞ 

高な は ビ 申 所に 其 下 やしき 御座 候が 是へ 一月に 三度 也 五 度 也 出張り 候て 其 ん 

數 ねり 立て くれ 候 様に 申 事に 御座 候尤 fi^ 方の 事に もお 之 候 問 其 時々 駕籠 を 

て^. 0 迎へは 可 致 又 此暑氣 の 時分 駕籠より 船の 方 宜しく 候 は，. -船を さし 出 


し 候 様に い たし 候 半 ご. s- 事に 御座 候此 

當年 六十 一 のよ し 北 n 少しく  くぐみ 候 程 

學 致敎授 候よ し此人 西洋の 事 は 不案内 

志の 人 を かた ら ひ 候 て 遂其君 家の 兵 制 

御座 候 尤も 筒 樣に御 一 家中の 敎授を 御 

以 て 私 の 事 御 頼 み 被 進 候 ^s!- ，、」 申 事 に 御 

つかれ 候 人 御座 候へ ばよ ろしく 候へ 

候 藥も無 之たん そく 致し 候 事に 御座 候 

上 候 通り こ の 外 國の氣 遣 ひ 有 之 時節の 

も 天下に 用 ひ 候 人 有 之 候て 日本の 爲に 

迄に 苦學 致し 候詮は 御座 候 か ビ 存じ 候 

みそね みの 人の 心に 候へ ばむ かしょり 

で 用 ひられ 候 もの は 至て 少く 候お のれ 

け 高き 人 をば 械々 に 非なん を つけ 候 て 

書 簡 御 使者 ほ 時代 (三 〇 九) 母 宛 


の奧率 様に は 島 律. は 助 VJ 中 人 御座 候 所 

の 人に 御座 候が 其 尾 敷に て屮州 流の 兵 

： T*fc<  /  V- も 私 をけ しから. f-  仰に て 同 

を改 め 候 校 に 致 し 候 事 感 心 の ^1 ど も に 

頼み 御座 候 義に付 御屋敷 ま で 御 使者 を 

座 候 夫 是の事 にても 私共 方 にても 氣 を 

もね む， 0 居られ 候に はさし こま b 用 ひ 

乍 去 先頃 そ の 御 方 へ 參. 9 候 節せ つ に 巾 

事に 付た v> ひ 此方に て 用 ひられす 候ヒ 

相 成り 候 へ ば 私の 世に 生れ 出で 候て 是 

事に 御座 候 間 御 よろこび 可 被 下 皆ね た 

兔角 その 生れた る 所に て 格別に ぬきん 

/\ の 力の；^ ば ざ る をば 恥 ぢ候は でた 

あしざまに 申 候が 人情の 常に 御座 候 去 

五八 一 


天 K '後世 を 

相手に 致し 

候 半と 奉存 


嘉永 三年 七 

=; 廿六日 


書 簡 御 使者 屋 時代 (三 ー〇) 母 ，宛  五八 一一 

て 我が 法則 を はづ しつ まらぬ 人の 诗も なき 事に 從ひ候 事 は出來 かね 候 事 

に付彌 己の 志 を はげまし 天下 後世 を 相手に 致し 候 半，、」 奉 存候此 意 は 何分 御 同 

意 願 上 候 先日 も 申 上 候 通， - 天下に 指 を をら れ數 へられ 候 人". 一 申 もの 廣き 世界 

に 幾人 御座 候 はんその 一 人 V- 成. - その 一人の 御 母》」 申 ものに 候へ ばよ ほざ 御 

、い を 高く 大きく 可 被 遊 候 乍 去 安世 藤 三郞幷 にて J きくな ざ は 夫 を 以て 心 を 高 

大： 致し 候て は 叶 はす 候彌心 をせ め 候て 此方の 恥に ならぬ 樣 心がけす 候て は 

すみ 不申候 此事又 何分 御 序に 御 申 聞かせ 可 被 下 先 は 時こう 折角 御 厭 可 被 遊 候 

めで 度 かしく 

七月 十六 日  修  あ 

御 母 さま 

なほ/、 先日 安世よ.^ しつもん 申 遣し 候此度 答へ 遭し 候 間 御 屈け 可 被 下 候 

〔一 §〕 母に 上る 

一昨日 こ の 草り 途. 中に て 見當， -候 問ニ郞 へ 遣し 申 候 を あかく 候て M..」 申 候 や 


御 申 こし 可 被 下 候 然ば此 問 申 上 候， ゆ、 平樣 より 御賴み 一 條彌 i 相 成り 御 使者 被 

遣 候 其 御 口上書 左 之 通に 御座 候 

佐久閒 修理 殿 へ 

大膳大 夫 口上 

家來 近海 防禦 手 當中付 候 者 共 西洋 砲術 御 入門 赖入度 許容の 上 は 名前 等の 義 

(•^^5 ゆ  委細 島津良 介よ..^ 可 申 述候右 之 段 厚 頼 入 度 使者 差 越 L 恢 

は.！ T  ジ- 

内/人な り) 御て いねいなる 事に 御座 候 

右 御 頼みの 趣 承知 仕 候 趣 御 あい さつ 中 候 所す ぐに 拾 四 人 致 入門 大砲 鶴 立ゲク 

ェ I  \ も 張 立 度 VJ 申 事に て 其 手く ば..^ に 相 成 又 目 付 役に 候 ビて家 巾の もの H 

日稽古に罷出候名面幷何時に罷出で何時に引取候>.-中^^書付置き月々晦日に 

役 方に て罷出 改め 候ビも 又 右 帳面 引替に 致し 候".) もいた し 度よ し 申 名 面 帳 一 

册持參 申 候 誠に 行，、」 ゾ きたる 事 どかん しん 仕 候 こ の 外 は 高な は 下屋敷 へ 出張 

ね. 9 立 もら ひ 度 ど 申 事に 御座 候 此方 様 御 家中の 事 御 ゆき VJ  ,、 き 無 之に 引特 へ 

如 此 W  、>- き た る 事 に て 其 上 是 迄 の 砲 を 皆 や め 私 一 人に 限...' 御 取 用 ひ，、」 巾す 

書 ず M 御 使者 屋 時代 (三 一 〇) 母 宛  五八 三 


書 簡 御 使者 m 時代 (三 一 〇) 母 -H 

中 々 類 も な き ^fe-  V」 存 じ 候 に 付 私 に 於 て も 一 骨 折 候 て 永 く そ の 御 家 の 御 武 

. 備を 盛に 致し 外々 の 御大 名 方に も 手本 ミ被成 候 様に 让设覺 悟に 御座 候 是は取 

もな ほ さす 天下の 御 爲、、 」 申 ものに 御座 候 先年 中 野 御 代官つ -.」 めら れ候小 谷 

§1 彥四郞 殿の 孫 麟太郞 V」 申 人な.、，、」 も 致 入門 候 旗本 衆は是 にて 兩 人め，.^々 是も 多く 

も I ん I： 候 ta 成 h- 可. P 候陪 S にて は 日々 の 樣頼有 之 候 も は ゃ此 表ば かり 五 拾 人 近く.^ 成 

- 申 候 塾生 も 當時錢 川、 萬 之 助 外に 越後 樣ょ， -參. - 居候 巾尾定 治郞. 、ニニ 人の 上 

尙 £ 六 人 頼 入御 座 候 乍 然此節 は 宅せ まく 候て 此 節の 三人に もて 餘し候 1 秆. に t 

座 候 砲術 門人 も 十六 七 人 廿人づ 、もつ めかけ 候、、 一刀の 殺き 所に も 困，^ 候，.^ に 

付 急に 刀 かけ を 二 所に こしら へ 申 候 いづれ にも 追々 盛に 成 ，り 候 き ざ し 御座 候 

間此 表へ 御前 様 も いらせられ 被 下 候 御つ も.^ に彌 御成.^ 可 被 下 候 此問溢 谷へ 

も內話 致し 見 候 所 是なざ もい かに も 可然事 夫に て 名 も 秀で 家 も 興，" 可 中 夫が 

實に天 V」 も 可 申 候 歟，、  >  てす、 め 候 程に 御座 候 其 上 安世 方の 事 も 拜借余 一等に て 

三 V 御 矢.^ にて くらし 候 はなし 候 所 これ も 皆 此方へ 御 移りに て 可 然，、 」 巾く 

れ候农 て 市 にもき くビも 中よ くして 此方へ 一 同に 御 出 候 様 又 よんし く祸談 


a: 學の 門人 

も 有 之 K 事 


此 表へ いら 

せられ 被 下 

候 樣願上 候 


じ 可 被 下 候 只今の 

二 三百 人の 門人 御 

ばくら し 方 は 夫の 

候 へ ば 其：；； 2^ に て 醫 

天下の 益に 相 成 候 

を 見せ 候 様の もの 

三 ！》: 石 も 被 下 候 は 

ニ郞 はじめ や 、大 

來不申 候 私 子孫な 

る 恥：； にも 候 間 比 


勢に て は 砲術 門人 二三 *c 人に 相 成 候 は 遠 

座 候へば 二 季の謝 儀ば か. 9 にても お 余- に 

み にても つき 可 申 や 儒 0 並 

方な ざ 内職の 樣 致し 候よ， り は 

事に 付 何分 左様 仕度 奉 存候實 

に て. ^ぐ」 も 不相成 候 乍 去 くら 

> 何 か 凌ぎ かた も 有 之 候 へ 

きくな， 0 疾 所に て內 職に て も 

ごに 左様の 次第にて 文武に う 


に 其 

し 方 

<>」 も 

致し 


所見 切 所 y> 存じ 候 事に 御座 候 何分 

し 天下の 御 爲め御 先祖 樣御爲 子孫の 爲を 思 召れ 候 て 

様 願 上 候 誠に 輕 きお 石ば かりの 士 にて 大名の i き赖 

は何故に御座候ゃ實に人の及ばぬ所御座候故の^^に候夬程 

も 用 ひす 力 を もの ベ させ 候 事な く 信 濃の 出 中に うづ 

書 簡 御 使者 時代 (三 一 〇) 母 宛 


か ら す. /.- 存じ 申 候 

あ ま. 9 可 申 左 候 へ 

門人も^之候^^ に 

もよ ろしく. 第 一 に 

候て は窗 人に 錦 

候 程に 半 知に て も 

1%, て よ ノ} て も /  ) 

無 之 候て は 暮し出 

ざ出來 候て は大 な 

にも 御舆 氣 を 御 出 

いらせられ 被下攸 

候 等の 御座 候 是 

の もの 、1 いふ -と を 

め 1^  $f 'は 昔し きもの に は 

五八 五 


に 面 洋學の 

は る か に 姿 

地に 居 

の つ き 

左 な く 

候 様に 

Y ノ  も .レ. な 

御前 様 

此表 へ 

を 受 け 


書 德 御 使者 屋 時代 (一一 二 一) 白 井 平 左 衞門宛  3 ノブ 

.银 之 候 やひつ き やうみ づ から 惜しみ 候 故 かやう も 中に て 其 所よ く/、 御 さつ 

し 御 許容 可 被 下 先 は 早々 申 上 候め で 度 かしく 

隊  理 

七月 廿 六日  f ま 

御母様 

i 三年 七  S 二〕 白 井 平左衛 門に 贈る 

月 廿 七日 

山寺への 一封 御 序に 御 遞致奉 煩 候囑々 宅への 一封 も 何分 奉 希 候 

去月 中 は 揆らす 得拜面 候て 大慶 奉存候 時下 秋冷 彌御 安攀に 御座 候 や 辻 拙 幸に 

頑健 御 放念 可 被 下 候 西洋 砲術 日々 の 如く 入門 有 之殆ざ 五十人に 至 候 就中 近 n 

奥 率 侯よ b 御 使者 を 得 候て 其 御 口上 左の 通に 御座 候 

. 佐久閱 修理 殿へ 

大膳大 夫 口上 

家來 近海 防 續手當 申 付 候 者 共 西洋 砲術 御 入門 赖入度 許容 之 上 は 名 面 等之義 

委細 島 律 良 介よ， 5 可 申 述候右 之 段 厚く 賴入度 使者 差. 越し 候 


右 承， s 仕 候 趣 及御挨 桜候處 直に 拾 ral 人 致 入門 R 々無 搬怠 稽古に 參.^ 候 其 屋敷 

目附役 VJ 申 もの 帳面 持参 候て 日々 の 出席 名前 到 著 刻限 並に 引取 刻限 を も 明細 

にしる し 月々 晦日に 改め 候.、， -申 事に 候 彼 藩 外 武藝も 皆此振 合の よし 誠に 行 屈 

き たる 事 ご 我が 及ばざる に 比し 候ても 感心 候 事に 御座 候 砲術 之 寧 は 是 迄 和 流 

砲 家 いづ 方 も 同様^々 有 之 候よ しの 所 夫 を 一 時に 廢し 總て迁 拙 一 人 之 敎投を 

受け 候 様に 命 を 下され 候 趣に 候 高 輪に 其 下 邸 御座 候よ しの 所是 へ 月々 五六 皮 

づ 、； 出張. 9 候て 家中 一 統の 訓練 致し 吳 候 様， この 御 頼に 御 座 候 彼 藩 は外武 錄- も 

子^の よく 出精いた し 候 所に て 旣に奧 村 良 左 弟な ノレ も 是へ 參り此 節致修 I 付 候 

趣に 候 成程 其 公 命 も 格別に 候 故 か 稽古に 出 候 もの い づ れも よく 出精 致し 巾 候 

右 之 如く 別段 之 御用に も 預り候 事に 付迂 拙に 於ても 一骨 折 候て 注々 其 藩 之 兵 

制 を 一 變し 四方 則 を 取.^ 候 様の 事に 致し 申 度存候 事に 御座 候此 度の 舉を 成し 

候 は 先頃 も 一 寸及報 聞 候 か VJ 存候島 津良介 ご 申 老人に 御座 候當年 六十 ： V- 巾 

事に 候が 甲 州 流の 兵學 者に て 其 藩の 敎授は 勿論 他 藩へ も 頗る 廣く 講釋な ざに 

出 候よ しこの 老人 當春ー 兩 度來訪 にて 海防 之 事 並に 火 術 之 iff- な.、，、」 互に 相 話し 

書 簡 御 使者 展 時代 (n 二 一) 白 井 1^ 左 衞鬥宛  五八 七 


書 簡 御 使者 Eii 時代 (三-一 一)c 井 平 左 i5 門 宛  五八 八 

候 所 其 *w 火 術 兵 法 共 に 致 入 門 度 .、，- 巾 ^e^- に て 達 て 斷 ..^ 候 處 是 非 VJ  .S "こ V」 にて 遂 

任 其 意 候 然る 所迁 拙； 牛 n 之 議論に 威服 候て いかにも 常節 火 術 は 西洋に 限り 候 

事 兵法 も 洋法を 兼ね 用 ひ 候 事に 不致 候て は 叶 はぬ 寧 ご 信 向 候て 此 人よ..^ 君 侯 

へ も說き 重役 へ も勸 めお 司 を も 納得 致させ 候て 如此取 計ら ひ 候 事に 候 中々 和 

流の 兵家な》」 顽 なる ものに て 偏執の み 强く候 もの に 候 所 この 島 律に 於て は 聊 

か 我意 を 立て 候 事な く 老人の 身 を 屈し 候て 其 圃の爲 めに かく 致し 候 事 彼の 橫 

渠 先生が 程 子の 易を說 かれ 候 を 聽て虎 皮 を撤し 候-.」 中 も 此上之 事に は 無 之 ビ 

成 じ 入 候 事に 御座 候 あはれ 本 藩 も 如 此人ー 人 有 之 候 はゾ迂 拙な》」 斯く 迄 に 志 

を 得ぬ 事 は；^ 之 まじ /、  ？」 存じ 候 事に 御麼 候乍然 先々 いづ 方 にても 志 を パれ ひ 候 

へ ば此生 をば 虚し/、 致し 不巾候 ご存候 事に 御座 候 下せ； 纏 殿に も 此度迁 拙 之 法 

に 從ひ被 中 度 V,- て浦贺 迄 出 張吳 候^に .、) 頼 み 御 座 候に 付是も 先年 高 ^35 流 傳 書 

を I 川-一て 秘 され 候顷 快く 惜し 給 り 0 恩 分 も 御座 候に 付 參 候て 其 法を傳 へ 

可. S- お 候 明日 多分 發 足-.」 相 成 可 屮候從 遊の 門下の 卜 一十 餘人 近頃 之韵 事..」^ じ 

申 候 猶歸府 之 上 は ほ i 尙又報 聞 可 仕 候 先は洋 砲. の 事 御 骨折 も 御 喷候義 


にけ 此表 之模樣 あらまし 相 認め 候 諸 友 へ も 度々 御 はなし 可 被 下 候 旗下 之.^ に 

も 追々 迂 拙の 唱 へ 候 所信 じ 候て 入門 候 ものお 之 候 小 谷燕齋 翁の 孫 な / も 入門 

之 頼 有 之 候 此方に 暫く 住し 候 は、 やがて 盛に 相 成る ？  く  ^ 候 此 f:^' 常 <r 天 之 

急 务に付 國恩を 報じ 候爲 にも 一 世話 可仕ビ 存じ 候 事に 御座 候 今 n も 終日 來客 

nr^  V つ S  3 にて IV 分大 にね むく 成. 9 候 ま、 是に て を ビ  >  め 候時氣 折角 # 

自玉 是祈 

七月 サ 七日： 仪  啓苒拜 

白 井 賢兄 机下 

〔一一 三 一〕 片岡十 節 兵衞に 贈る  長 野 市 和田榮 一一 氏藏 

、枘々 此書狀 何分 舉願候 以上 

彌御 安康 珍重 舉拜慶 候然ば 彫物 師源八 罷出候 は、 S 此靴此 銀 御 渡し 可 被 成 下 候 

銀少々 不足に 候 其 分 は 源 八 足し 吳候樣 被 仰 付 可 被 下候黃 袋に 入り 候 方 は御留 

被 置 鈴 木 達 五 郞子罷 出られ 候 は、.^ 乍惯 御返し 被 下 度 奉冀候 色々 御手 數の義 相 

書 簡 御 使者 尾 時代 (三 ニー) 片岡十 郎兵衞 宛  五八. 7 


明 u 浦賀迄 

罷越 


書 簡 御 使者； i„£ 時代 (三 一 三) 母 宛  五 九 〇 

願 恐 入 候 へ ノ： も 明 n 浦 賀迄罷 越し 候に 付 取 込 何も 取合せ 舉願候 幸に 御 照 諒 舉 

仰 候 以上 

廿八 

片岡十 郞兵衞 様  佐 久^ 修现 


嘉永 三年 八 

月 二日 


無 餘岐川 事 

お 之少々 の 

ばし 候て 明 

三日 出立 仕 

候 


〔一一 三 一一〕 


一 L る 


ま す/.、 御 き げんよ くいら せられ 候 や ニ郞 いか ゾ い よ /  、 達し や に 候 や 承 度 

候 此度歸 府後は 其 表よ，.^ 一  向 書狀も ビ ダ かす ふしんに 存じ 申 候-只 三 W  ^ づ 

けに あん や ぽ し參. 9 候の み 其 後 は  一 御 便 b 無 御 t:: 是 よ り は 度々 さし 上 茶 並 

に 中元に 到來の 二子 御 慰に 入御.』 S 候 所夬も ： 向 御 あいさつ 無 之 又.^ 上 候 事 ざ 

も さ ら に tS"  > 、一  も P- 巾 こ し^? 御座て ふ きく 兩 人よ， 0 も あま， 0  /  ) 不沙汰 ，二  # じ 

申 候よ くこまん、 VJ した 、J め 候て 遣し 候樣御 申つ け 可 被 下 候 私 も 此問申 上 候 

通 先月 廿九 n 浦賀 へ 出立の 心得の 所 無餘岐 用事 有 之少々 のばし 候て 明 三 R 出 

立 什 £5^ 是は 今日 到來 i 品 に 付 御茶う け にも 相 成 候 様に VJ 差 上 中 候 あまき もの 


二 郞へは 成た け 被 遣 被 下 まじく 候シ ュ — ル出來 候 

可 被 下：. お IH- も 今日 は せわしく 候 ま 、 .s- 上の こし 候 

八月 二  □= 

〔一一 一一 四〕 高 田 幾 太に 贈る 

秋 暑 今以衰 へ や 候 處彌御 萬 肺 被 成 御座 候 歟舉候 候 

日 千代 岬 御臺場 へ 出張 候て 大砲 打 方 敎授罷 在 候 

も 至極 壯健 にて 同じく  0^ 々御臺 場 へ 被參 二十 ド ィ 

座 候間大 夫に も 御 安心 被 下 候 檨乍憚 御 序に 可然舉 

へ 罷越 候て 打 方 眞法等 は 下 曾 根 先生 へ附屬 先生よ 

候べ く  存候 處此农 一 統來遊 を 待 居候 事に 付 直に 

浦 贺與カ 同心 大砲 掛. -四拾 人 不殘替 るん、 出席に 

下せ 根 殿 熟 生 五六 人 一 同 御 臺 場へ 詰 かけ 薄 慕 迄 づ 

な ,,レ 被 頼： さ 刻 之 節 は 門人 を 頼み 度 申 事に て い つ 


VJ 齒 よよぐ り 申疾 御用、 い 

めで 度 かしく 

修 it" 

松 代 町 15- 淳 造氏藏 

小弟 幸に 頑健 浦 賀參著 後 H 

乍 憚 御 放念 舉仰候 幾 五郎 殿 ■ 

ム ホウ クヰッ ダな V* 稽古 御 

冀 候 最初 小弟；：^ 念に は此 地 

. -與カ 同心 等へ は敎授 御座 

致敎授吳候^^^にVJ巾^i'にて 

て R 々當番 の もの 、外 並に 

、\ 出精に 御瘦候 小弟 認め 物 

も兩 三人 小弟よ.^ 先へ 差遣 


書 簡 御 使者 S 時代 (三 一 四) 高 E 幾 太 宛  五ォ 一 


害 ^ 御 使者 ほ 時代 (三 一四) Km 幾 太 宛  五 九 二 

し 候 幾 五郎 殿よ く 覺へ被 居候に 付ハ ゆ々 其內 へ 加へ 越し 候 寧に 御 鹿 候 舶来の 大 

砲 道 具 稀々 の 品 是 迄 何の 用 を 成し ゃ數年 不分明に 候 ひし 所 此度打 方 眞法敎 

^に 就き 入用 道 具 調 ？仕候 所 是 迄 不分明 之：：？ にて 火藥 庫の，.^ 角な ざ に 箱 入に 

成り 居 品齐其 名 を だに：：^ 知 候 もの もな く 候 ひし もの 盡く^ 必用の ものに て 

候 故 其 使用 之 法 を 辨說候 所 皆々 驚喜 候 ひき 小弟に 於ても 圖說に 依り 候て 辨^ 

其 £ 用法 は：^ じ 候 へ ざ も實物 殊に 舶來の 品 を 見 候て 大に益 を も 得 候 事に 御座 

古 來敎學 並び 長す る？」 申 候が 果して ビ存 候義に 御座 候 此方 前條の 次第にて 

人 A" 折 合 ひ 法則 熟し 候 迄 逗 留の事 被 頼 候 へ ど も 小弟 存 意に 叶 ひ候樣 に は ： Mn 

二月 の^に は 屈き 不申 依て 先 一 通 形ば か.^ 出來候 所に て 此度は 引取 候 梧に 御 

墜 ^ 其 に も 1^ 々 關 係 も 御 座 候 旁 左 様 ^ じ 申 候 多 分 廿 H 顷 迄 に は 形 ば か は 

事 濟み可 申 候 間 左 候 は 直に 歸 府，、 >  存じ 居候 右に 付舉願 候義は 在所 表より 飛 

却 1B< 等に^ 遣し 候 書 狀等此 表 へ 廻...' 候ても 行 違に 成， 9 候ミ あしく 候 閒乍恐 一 

寸御^ 恶被成 下書 狀並 品物 等 有 之 候 は 、> -贵君 御 長屋に 御預り 置き 被 下 候^ 舉 

萬 祈 院御序 も 候 は  >  深 川 御 敷 留守の 門人 迄 其義相 心得 候樣御 一 聲舉願 候 先 


は此 一 事 願 ひ 度 迄 如此に 御， M 候 咋夜陣 M 付與 力の 方へ 被 招 候て 罷 越し 今朝 飛 

脚出の趣承候に付.^^起これを1^^め候無程可得拜眉候先折角御自重舉祈上候以 

上 

八月 十三 n  啓拜 

高 田 盟 臺 几下 ■ 

嘉ま 11ー|年 九  〔一一 一 一 5 川路 聖謨に 贈る  東京 市宮本 仲氏藏 

拜 1^ 仕 候 久敷御 動 履 を も 不舉候 問 愧悚之 至 舉存候 時下 秋 凉相加 候 所 益 御 休 安 

に 被 爲渡候 御 儀ゃ舉 伺候 借 春 夏 之 際 も 度々 御 懇切に 被 成 下 御^ 答 殊に 被爲寄 

思 召 被 仰 付 御 出 來に相 成 候 袴 地 並に 其 御 地 精製 之 名 墨 等 御 惠投被 成 下 千 _ ぬ 難 

御請の 巾 上べき 様 無 御座 唯 感刻而 巳 舉存候 祷 は 早速 相 仕 立 n 々銃砲 演ぉ等 

に 服用 仕 墨 も數々 相 試 候 處色澤 いかにも 唐. S 之 製の 如く 候て 珍赏淺 から ゃ舉 

布 候 小生 義も尙 都下に 罷在候 所 六月 巾 は 在所 衷 豚兒. 炳氣の 趣に て 一先 立歸候 

様 老母 方よ 申來 候に 付 取 急ぎ 罷 t§ り 候 所 幸に さしての 容體 にも 無 之 程な 

書 ^ 御 使者 房 時代 (三 一 五) 川路 犁 f?- 宛  五 九 一二 


書 簡 御 使者 時代 (三 一 五) m 路 6,- 漠宛  五 九 S; 

く 全快 仕 候に 就き 去月 初 句 又々 此表 へ 引 還し 疾 にも 右御惠 賜の 拜謝等 可 申 上 

之 所 稀々 こみ 入 候 幹 まざ も 有 之 其 上 御復書 をば 子細お 之 同藩 三 村晴山 へ ^し 

遣し 候 返却 正 j 引に 及び 候 故 催促 仕 候 へ V- もい か ゾ仕候 やらん 家內を も 似 く 

穿 整 候に 於 今 見え かね 候 ぐ」 て 褒し不 申 旁 乍お 斯 迄 御 無 音に 相 成 愧：^ 不.！ J 舉存 

候 晴山御 書 返却 候 迄 相 待候義 際限 無 御座 候義に 付記 隨仕候 所 を：：^ て 拜復申 上 

候 申 上 落し 候義 御座 候 共 右 之 次第に 御座 候閒 幸に 御 諒恕可 被 成 下 候 練 鞍 信 州 

/御 送りに 相 成 候 方に は 釘 打 候 事 無 之 候 ビの御 千 萬 難 有 舉ぉ上 候 其 段 信 州 

へ は 御 書 之 趣 を 以て 晴 山よ， り 申 聞 候 義さ舉 存候借 陸 學之事 朱 子 文集 陸生 簿. H 

應洞書 堂 講義 跋中我 同志 於此 反身 而深察 之 則 庶乎其 可 以不迷 於 入德之 方矣^ 

まで も 有 之 候 へ ば 文 公 も 陸 子 に 服 さ れ 候 ^ef- 明 白 也 文 公 旣 に 斯 く 尊 信 せ ら れ 候 

事に 候 へ ば 陸 學には 弊 も 有 之 まじく 被 思 召 候 哉に 御座 候 =^ぉ 愚 意 に 於 て は 更 に 

/、 左樣は 存じ 不申候 抑 白 鹿 洞 之 會に陸 子の 講じられ 候 は 論語の 君子 喩於義 

小人 喩於 利の 章に 候 所 其 章 之義に 淤て發 明の 說有 之學 者の 弊 病に 切に 針^ を 

下され 候 事 を 文 公の 感 せられ 候て 筆記まで を も まれ 候-と、 見え 申 候 書 を ^ 


說 いたし 候に 一章 一 節の 閒に は異學 僻學ビ 斥し 候 徒の 言 にもい 力 程 も 1^ る ベ 

き 事 は 有 之 もの ビ被存 候 其 一 端の 取る べき 所 御座 候ビ て全體 まで をよ しビは 

降 子に 於て 難 争 候 陸 子 に^ても 此 講義 等の 道理 實に申 分 も 無之學 者に 補 も 有 之 候へ ど も 

も 此請， 義 ill? 

其 學之全 體禪佛 に 出 候 故 其 弊 極めて 多く 程 朱の 學の 正しき が 如くに て は 無 之 

W 奉存候 依て 聽訟候 者の 是は 其是に 還し 非 は 其 非に， (返し 其 問に 一 私 总 を 容 る 

ベ か ら ざ るが 如く に 有 御座 度 事.、」 奉 存候是 多き もの ビ 雖も其 非 あらんに は 其 

非 を 以 て 是 ，、レ すべから す 非 多 き 者 ビ 雖 も其是 あらんに は そ の 是 を 以て 非ビす 

ベから す この 故に 人 を 以て 言 を すてす 言 を 以て 人 を 取らす どの；^ も銜 .^ 候 寧 

ヾ」 奉 存疾& 御高 論 も 御座 候 は 、>- 奉伺 度 候 身 こ そ 安け れ の 玉 付數四 _諷 詠 不勝^ 

歎 舉存候 入御 覽候 草稿 もの、 J 事 御 過 獎被成 下 恐 入 候 不敢不 吿ミ申 所に 從ひ候 

樣ビの 御 誨敎千 萬 難 有銘泐 不磨 奉存候 近來は 少しく 力 を 得 候 所 も 御^ 候 か，. - 

覺ぇ 候て 先年に 比し 候へ ば 事物の 爲に 動かされ 候 事 や 、薄く 成 .9 候 様に 御座 

S 攀 書官 險 ^而 企て 候 西洋 字書 官許 無 之 等の 事 只 天下 後世の 爲に 惜しみ 候 迄にて 聊か 

許 無 之 等の ノ  /  I  ■ 

M0 吾 靈 W 屋を煩 はし 候 義は無 御座 候 間 乍 恐 御 過 念 被 成 下 まじく 候 月の 漱， 胡 遊 マ』 兄 

害 簡 御 使者 屋 時代 (三 一 五) 川路 犁謨宛  五 九 r 


書 簡 御 使者 s; 時代 (三 一 五」 川路 ii? 謨 五 カブ 

はしみ 候 迄 之條舉 健羡候 かねて 絶勝 之 地 V) 承り 及び 候 所 御細敎 にて 不覺神 飛 仕 候 其御往 

來 郝徒步 のよ し扠々 恐 入 候 御 事に 御座 候 常々 御 甲冑 被 召 候て 御 歩行 御 怠慢 無 

御 塞！^ 御效驗 ぐ」 被 仰 下 候 いかにも 左樣 可お 御座 候 此御ー 寧の みに 於ても 當今 

其 二 を 得べ からすぐ 一敬 服 之 至 舉存候 天下 之 御爲御 自重の み 舉祈上 候 小生 義も 

去月 (七月) 去月 下旬より 浦 賀へ罷 越し 漸近 日 罷歸り 候 其 來由は 西洋 砲術 之 事に 付 追々 原 

書に 就て 研究 仕 候に 其 小銃の 方 かの 高 島が 傅へ 候 所閒違 ひも 極め て 多く 候 へ 

ざ も 十の 三 四 は 其眞に 近く 候 大砲の 打 方に 至り 候て は 野戦 砲 を はじめ マ』 して 

一 足 一 手 西洋 書中に 見え 候 所に 似 候 事 無 之 全く かの 高 島が 杜撰に 出で 候 事ビ 

被お 候 右に 付 彼 邦 便利の 器 も 彼 邦 便利 之 用法に 從 はざる 時 は 其 便利 を 盖し候 

事 能 はす VJ  ；:^ じ 久しく 其 事に 苦心 仕 書中に 得 候 所 之 鷹 法 を 以て 熟練 仕 候に 果 

して 奇特の 事共 も 御座 候て 高 島が 傅な ざ、 は复 別の ものに 相 成 候 其 事 承 b 傳 

へ 懇望 候 同志の もの へ は往々 傳 へ候義 御座 候 所 下肯禰 殿に は 先年 小生の 未だ 

原書 を 扱 ひ 候 はぬ 頃 高 島が 傳書を 借し 賜. 9 候 恩 分 も 御座 候に 付 追々 發明仕 候 

次第 一 書に. 認め 其 頃 彼 御 人 砲術 敎授の 爲浦賀 へ 勤番せられ 候 所 へ 申 進 じ 候 


し 其 付 〈候 共れ it 
jl え W —  リ小ひ 數か用 
法々 候 生し 種ね 法 
を 辨品存 所有 候の 
示 說に知 盡之品 知 


所 能 も被容 候て 早速 此地 へ 出張り 其 新 得の 業傳 達いた し „ ^天候 樣懇に 頼み 被 遣 

候に 付 先年 之 恩 意に 答へ 候 心得に て罷 越し 候義に 御座 候途 屮金澤 にての 題名 

一 首 御^ 覽可被 成 下 候 

(題名 文 は 九月 廿  一 H 山寺 源 大夫宛 中の ものと M 一  にて 唯 si: 遊^ 氏名 屮 わ m 沒， す 

子 {且 、阿波 德 鳥 高 畠文季 章、 播磨木 梨 村 上 省 希 曾は此 題名に 缺 けたる を m 〈とする のみ 

なる が 故に 八 K! 文 を 略した リ)  . 

最初 愚意に 存じ 候に は其發 明の 次第 下せ 漏 殿御 記 M 候 様 致し 候て 門下の 士 へ 

は 下 ^k: ；爾 殿 よ ト， 御 專 へ 候 樣にビ 存じ 候 所 直に 其 門人 へ 敎 へ 吳れ候 様に，.」 て 其 

門下に 列し 候與カ 同心 殘らす 小生より 其 法則 を 授け 候義に 御座 候 彼 地 舶來の 

大砲に 屬し候 道具 數 多く 候 所 是迄名 も わからす 別して 其 用法の 知れ かね 候 品 

共 數稲有 之 候 ひし 所^く 小生 存知 居り 候 品に 付 一 々辨說 其 用法 を 示し 候 所 皆 

々驚喜 之 様子に 御座 候 ひき 打 方 之 規則 も 各 熟し 候 迄 逗 留も候 様に な ざ 申 に 

候 ひし かざ も 小生 意に 叶 ひ候樣 熟し 候に は 一 ヶ月 二 ヶ月の 能く 辨 する 所に 無 

之 都下に も 待 居候 門人 も 有之且 稲々 用 向 も 重，.^ 居..^ 候に 付 カノ ン ホ クウ キッッ 

書 簡 御 使者 毅 時代 (三 -1 五) 川路 S まお 宛  r 九 七 


照 如 十の ノレ 
亮此 行事 モ' 
可に 認こ ノレ 
被 相 か k チ 
成 成 けに 
下 候 候 去 


^„  0 御 使者 eg 時代 (三 一 五) 川路 犁謨宛  五 九 八 

ル等ー通，^其打方を傳へ候て去月十七日に引取申候 れ 

g としる し 候 は 八月 の 事に 御座 候此書 八月 中 ぃ壬 し 候 心得に てはじめ 二三 

て 散々 不快に 罷在其 ま に 打す て當月 に 及び 快方 让 狭に 付 認め 镜き候 故 

ま 佐賀 藩な ざに も 四郞大 夫が 傅へ 候 誤 傅の み に て 眞法を 存じ 候 

も の 無 之 候 所 當夏其 藩の 本島 藤大夬 S  ..W 'もの に 其 法 を 授け 候 此者歸 藩 候 は ダ 

1 く比眞 法に 歸し候 樣可致 y) 申 還 ，r ^候が 其 後 便 ，り も 不承 候 如何 仕 候 や ら ん 西 

圃 にて は 佐 贺藩此 表に て は 下曾禰 殿豹變 せられ 候 上 は 諸 藩 も 追々 眞正 便利 之 

法に 改り可 申 VJ 奉存候 小生 砲術 之 事 等 は 誠に 餘業 にて 候へ V- も 洋書 をめ ひ 候 

益 は 少しく お 之候攀 y 一存 じ 候義に 御座 候 其 法則 高 島が 傅へ 候 所 W は實に n を 

同う して 語 る ベ か ら ざる 義 にて 浦 賀 な ざ にても 始て 一 見 各 目 を 驚し 候 事に 御 

座候此 表に 被 爲入候 は、 第 一 に 尊覽に 入れ 候 はんも の を ビ 毎々.：：^ じ 出 候義に 

御座 候 追々 砲術 之 門人 多く 相 成 暫時に 百  一 二十 人に 及び 候 其 內中渾 藩に て は 

是迄 有り 來り候 和 流の 砲術 一 切廢之 大小 之 銃砲 殘らす 西洋 之眞法 を 可 被用ビ 

て 侯より 御 使者 を 以て 

家來 近海 t ^蟹. S-  i= 候 者 其 西洋 砲術 御 入門 賴入度 許お 之 上 は 名前 等之義 委細 


我 國の長 技 

たる 短 兵の 

利用 を 失 ひ 

不申 候樣ェ 

夫 仕 


島 津良介 

右 之 如く 御 

抵 終日 

き 僻な 

め ざ る 

器の 名 

夫 仕 常 

其 演習 

內 中に 

て 仕 fe< 

ま 無 之 

ま、 に 

彼の 藩 

候 六十 


ふ 可 申 


之稽 

ノレ も 

糸 の 

は 其 

々 大 

之 方 

は 鈍 

西洋 

候 へ 


古 に 

つ き 

如く 

舊名 

小 之 

に 至 

き 者 

流 等 

ヾ J も 

立 て 


候 


を 


侯より P- 


厚 頼 入 度 使者 差 越 候 

度に 七十 三 

ま 


力 


成 


書 簡 御 使者 屋 時代 


述候右 之 段 

候 て 前 後 兩 

座候是 迄な まじ. Q 高 島 
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當^ に 至り 候て は 兵法 之 事 別して 西洋 を 兼ね 用 ふるに 非れば 實 用に 成 かね 候 

ビ申 論に 服し 候て 改て致 入門 麓々 賀問 にも 見え 候 所 やがて 其 君 相へ もよ く勸 

め^て 如此に 致し 候 事に 御座 候 其 兵制 之 事に 於ても 專ら 小生 之 意見 を 用 ひ 候 

半 V- 申 事に 御座 候 大砲 もい かなる を 先 作り 候が 宜しき や-.」 申 事に 付 六。 ホ ンド 

の カノン 蘭 卯 射 難^ 十二 ポンドの. カノン M 卯雜^ 財 軌^ 各 一門 を 鑄 立ら れ 

候 樣に申 候て 鑄 立に 相 掛り候 小銃 もべ ルキュ ッ ヅ 1 。ッ ト ぐ」 申 雷！ を 以て 

打ち 候 新 製に 仕 候 是も打 立に 相掛. 9 申 候 1^ 角 和 流の 兵學 な.、，、」 唱へ候 もの は 偏 

執 之 念 强 く 中 々 頑 固 な る も の に 候 所 こ の 老 人 の 如 き は 實 に 珍 ら し き 事 ^  ^ じ 

侯 f  - に 御墜院 かの 張 橫渠が 阜比を 徹せられ 候 勇に も愧ぢ ざる 事ビ申 事に 徒， & 

候此 老人の 外に も 物 頭な、、，、」 勤め 候 者に 五十 餘歲の 人 御座 候 所頻に 出精に 候 彼 

藩 武事の 世話 頗る 行 屈き 候 樣被存 候 夫に 反し 弊 藩の 文武  一 に 振 ひ 不申志 御 

墜候 もの は 竊に眉 を 顰め 居 申 候 信 州 居られ 候 所に て だに 如此に 候へ ば往々 过_ 

まな V- に 成り 候 節は尙 いかなる 事に 成り行き 候 はんか ビ 危ぶまれ 候 事に 御座 
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のよ しに 御座 候 いづ 方 も 正の 力 邪に 敵し かね 候に は窮し 果て 候義に 御座 候 先 

は 御 兩面幷 に御惠 賜の 御受旁 申 上 候頓首 

川路 明 公閤下  九月 十一 H 

辱知 生 平 啓 頓首拜 覆 

〔一一 一一 六〕 山寺 源大 失に 贈る 

八月 念 四 之 御 細 答 來達御 履 用 萬 福 之 條詳悉 浣慰不 過 之 奉存候 御下問 之 筋 も 御 

墜 候に 付 早速 拜酬可 仕 之 所 乍例忙 劇に 罷在乍 存暫後 其 罪 少なから す 候 幸に 御 

海容 可 被 降 侯 尊 察の 如く 浦賀 より は 十七 H" に 引取 申 候ゎづ 力 二 時計り び =^ に 

都下 迄 著 船 致し 候 全く 順風 故の 事に て 候 ひき 夫に 反し 候て 發 足の 節 は 風のお 

に 三日 靈巖洲 に 留められ 申 候 有 詩 取ー疾  • 

爲 下曾禰 先生 所 招。 將 之 浦 賀。 阻 風 於 靈 巖 洲。 

事業 有功 世。 轟 役 非 所勞。 諸子 與我 諧。 追從 意氣, 暮夜 命 行裝。 啓途情 

巳迢。 憂盪氛 滓。 楽然 星斗 高。 如何 風 未 便。 卷帆送 落潮" 坐 臥 守 孤樓。 
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0 々 竟 永 宵。 譬 之懷長 策" 無 媒獻於 朝。 延領 望 天際。 消 歎 首 .J:^. 搔。 

やう /^八月 三 n に 及び 舟 を 出し 候 所 はか ゆかす 四 H に は 陸行 VJ 致し 候 会- 澤 

にて 少憩 候所絕 勝い ふ ベ からす 題名 一 首 掛御目 候 

予 嘗 學， S 洋火礮 之 術： 及 .讀，.， 洋 S 多， 所，， 發 明： 嘉 永 庚 戌 之 ： 農。 來，， 江 都： 書 寓>¥ 下せ 纏 先 

生： 以 言，， 其 槪 略： 先 生 方 在，， 相 之 浦 賀ー訓_ -鍊 士 卒： 深 納=予 言： 將 ^改= 其 故： 遄 以 J 曰 答。 懇 昆" 相 

招： 迥 七月 戊 午 夜。 整，， 裝 艤= 舟 於 靈 巖 洲： 爲 n 風 所 fe  。留 三日。 八月 壬 戌風少 衰。 於， 是 解& 

發， 舟。 左 右 曲折 以 走。 自 k 至 k  。縫 達，， 神 奈 川： 癸 亥。 風 惡 不  13 舟。 乃 陸行 半 曰 。抵 "令" •  mM. 

于 四時 總宜之 樓： 是 曰 陰晴 不も。 微 雨 時 來。 雲 煙 舒 卷。 山 水 之 勝。 數 改 "其 容 一予 與" 同 遊 

諸 子： 命， 酌 凭つ 购以 玩，， 景 物： 樂 甚。 乃 書 = 姓 名 於 壁： 以 誌 =韵 事： 信 濃 松 城 佐 久問啓 子 明， 同 

遊 諸 子， 若 狭小 濱片山 重禮子 立。 美 作津 山中 尾 景直正 甫。 紀 伊田 邊 柏木 義武 子宜。 

阿波 德島高 帛文季 章。 播 磨 木 梨 村 上 省 吾希 曾。 伊 豫大洲 武田斐 裁 之。 松 城 望月 靈 

遠 子 仁。 蟻 川 直 方 子 厚。 

被 仰 下 候 如く 中秋 は浦賀 1^ 根 山 遠見 臺 にて 下付； 纏 殿 観月 宴 を 開かれ 候 所 初夜 

の 程 は 雲間の 漏 光海 面に 映 じ 其 勝景 畫も 及ばぬ 樣 存じ 候 所 其內に 陰..^ 候て 惜 
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しき 事に 存じ 候 ひき 其 表 同 遊の 姿に 候東坡 な、、，、」 中秋の 陰晴 は 萬 里 も 同じ 事に 

候な V- 申 候 得せ ハ 左様の 道理 はなき 事 乍ら 當年は 其 御 地 も 浦贺ど 一 様に 候 ひき 

下 m:」 議 なる 寧に 御 庵 候 八 日 郡 下の 大雷 な V- は浦賀 へ は 一 向に i: き不. £• 候 ひき 

巾 秋の 高篇御 錄示舉 感吟 候瑤韵 にても 可 奉 步の所 多忙 中 詩 腸 縮 澀愧入 候 $ に 

御座 候 三兵タ ク テ ィ！ キ の 事 被 仰 下 早速 相 命じ 候 近 R に出來 上. 9 可 * 候 

銀 御 送 下 可 然候職 方 外記圖 八十 五 匁に 相違 無 之 候 往々； ^之 候 は 御 取 入に 相 成 . 

候 匹 分 一 ばか. >  の ものに て 彼の 如き 大圖 にて 諸 名勝の 跋文な.、，、」 多く 候 は 小弟 

も 始めて 出逢 ひ 書 棘 も大に 珍ら しく 申 候 ひき 書肆 は 淺草茅 町 須原屋 に 御座 候 

是は 昨年 來 西洋 字書の 事 並に 四書 經注 旁釋な ざの 事に かけ 置き 候 者に 付 書物 - 

の 惯は外 書肆より 小弟 方 へ は 廉に申 遣し 候 外 記 圖の事 か ねん、 の 御懕^ に 付 

著府後 普ね く 書肆 へ 申 付 置 候 所 幸に 珍ら しきもの 出 候 故 御代 市 申 候 事に 御座 

候 御 案內の 通數少 きもの は 見かけ 候より 高貴なる が 多く 候 御勘辨 にしく  ノーン か 

らす 候洋 砲門 人 追々 多く 相 成 候 事 御 傳聞御 怡被下 候よ し 奉 感佩候 か ねても 申 

候通，0彼邦便利の器も彼邦便利の用方に從ひ候はざれ，ば其用を^^さ ダ る 事故 


と 許 付 n 紀  ず レ 、 に事傳 候練大 も 小 

望 を 砲 人 州  ふ補聊 を 是 い 抵其统 

み 得術歸 FT!  ベ な か一 迄 た に 取 も 

ffi * 之 鄕 邊  か し 天變の し やや 极大 
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に 其 所 に 苦 心 候 所 追 々 明 白 に 相 成 候 に 御 座 候 て 此 節 に て は 小 銃 も 大 銃 も 其 

収极ひ 大抵に 皆 熟練いた し 中候是 迄の 誤傳を 一 變候事 聊か 天下に 補な し VJ い 

ふ ベ からす この 故に 誠の 餘 業ながら 世話 仕 候 事に 御座 候 饌戎の 事に 付 十盧策 

平 英條記 等御讀 過の よし 殊に 防 蟹の 術 思 半に 過ぎ 候 VJ の 御 事 珍重 不過 之舉存 

候 願く は 其 要領 之 所 御 垂示 被 下 候 様 奉 萬 冀候令 郞劍術 御 修行 も 御座 候 半 VJ 申 

御 事 至極 可 然舉存 候 被 仰 下 候に 付 千 葉が 塾の 様子 委しく 承. - 合せ 候 所 隨分厳 

密の よしに 御座 候 夫 は御當 人の 志 次第に は 候 へ ざ も 先々 御 氣遣ひ は 有 之 まじ 

く 被存候 近日 紀州 田邊の 門人 歸鄕に 付 砲術 之 免許 を 得 申 度 Vr51.: み S- 候 然る 所 

最初よ. 0 祕し候 事な ざ 無 之敎へ 方に 候 故 免許の 認め 檨も無 之 VJ 申 候 所 達 て $ャ； 

み 候に 付 左の 通 認め 遣し 候 御 覽奉仰 候 

田邊 柏木 義武。 學 西洋 之 火 技 也。 就 予於江 都。 予之北 歸。 相 從於溪 山 之 問。 搗 火 藥 。細 

A 繩。 卷 火 管。 實 火 t 夾。 製 爲 石榴 蒲 桃 光 霧 諸 彈。 演 習 打 放。 幾 無 虛 n  。予之 再出： a 都。 又 

從而講 究。 其 技頗 長。 可 以令開 敎晚進 之 士矣。 庚 戌 秋 歸 鄕。 其 志 蓋 在 典起此 術。 以爲 

其 藩士 之 倡 焉。 大 邦 武弁 之 家。 以 武技 敎導 子弟 者。 必 有其師 免許 卷。 帥 亦非與 其 卷 
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時 e 無 以 傳奧秘 也。 義 武 且 發。 來 別 請 其 卷。 予 Rr 何 以 其 卷 爲ギ 之 講此術 也。 得 之 於 西 

洋圖齊 西洋 之 人。 即 其 師友 也。 西 洋 之 人。 著 之 於 書 バム 然 印 行。 以 傳諸異 域。 而 不 少 文リ 

惜。 其 識 量 亦 大。 與 夫 世 之傳其 一 ニ而自 私。 反 秘 之 於 同邦 之 人 者。 何 可 同 n 而 語」 故 

於 入 吾 門 者ギ 無 隱 乎 爾ギ 之 所 知 也。 又 何 以其卷 爲。 源 ，M 混 々： 不 舍 養 夜。 盈 科 而後 

進。 放 乎 E 海" 爲 有 本 也 西洋 之 學固如 是。 故 吾 學 如 是ギ 之 所 學。 子 之 所 敎。 亦 宜 如 是 

而已。 義武拜 nr 然 則 請 書 斯 言。 遂 書 之 e 

嘉永 三年 八月； 内 戌  象 山 佐 久問啓 子 明 

へ も 見せ 候 所 各 珍ら しき 免許に てお かしが..^ 申候猶 色々 以聞 仕度 事 も 

も 幹事 多く 候 ま 是 にて 筆 を 閣し候 今 H 如此 認め 候 iSit も 御 溶 へ 成 ら せ 

ビ 申す にて 中 津藩ー 切 門 留 に て 來 學 人 少 く  故 得 少 ^ 如 此 に 御 ^i- 候 村 

一 先歸國 V- 申に 付此 一 封 相 託し 候 近 の 委しき 事は尙 生よ b 御 承知 被 

時 氣千萬 御 愛 重 所禱に 御座 候 以上 

九月 廿ー tn  啓再拜 

堂老兄 毫下 


友 問 

へ ざ 

れ 候 

上 生 も 

下 ま fest 


嘉永 三年 十 

月廿 1 日 


〔一一 一一 £ 竹 村 金 吾に 贈る 


長 野 市 小せ ：！ 山 信 人氏藏 


Si 统 門人の 

はに 青つ け 

られ 


Sif 賢の 大道 

を 知らず 候 

時 は 大本 不 

立 & 

永住の 家相 

尋ね 


小弟に 候 へ 

ば 兄お 同様 


打 絕御械 遠 背 本意 舉存 

全 乍 然近來 は洋銃 

妄を 正し 候て 便利 

寇 之 慮 な き 一と 能 は 

墜 1^ か に 被 存候砲 

都合 七 人に 相 成 候 

の 大道 を 知ら や 候 

事に 御座 候 然ば例 

杉 田 成 卿醫道 を.^ 

ヾ J 家 も 大き 過ぎ 却 

て 都下に き； 3^  K 

に 造 立 候 事故 同じ 

書 簡 御 使者 厨 時代 


候 時下 寒冷 倍 御 休 

門人の 爲に責 つけられ 

の 眞法を 開き 候 事 天下 

ざる 時節に 於て は 本業 

術 兵法 等の 事に て此節 

是等は 皆 西洋の 學專ら 

時 は 大本 立ち 不申 候に 

の 御 承知の 次第に 付彌 

め 候て 飜譯 にの み取掛 

て 不都合に も 候間讓 b 

ふ 三代 其 地に 居..^ 只今 

讓， 9 候に も 並 方の 人に 

(三 一 七) 竹 村 金 宛 


安に 被 成 御座 候 耶舉伺 

候て 大に 多忙に 罷在候 

に 其 補 ひなし"/」 いふべ 

の讀 書講說 より 譚兵演 

在 塾の 門人 其 表よ b 同 

修め 申 度 V.- 申 もの 共に 

付 課 を 定め 候て 書 等 

此 表に 於て 永住の 家相 

候 志 ど 申 事に て 醫道を 

可 申 尤も 祖父 玄白 V- 申 

の 家 は 其 先人 立 卿 ^ 申 

は 讓 り 度 無 之 候 所 小弟 

六 〇 七 


候 小 弟 幸 に 1^^^ 

乍去是 迄の 謬 

から や 當今海 

銃 反 て 其 功 御 

道候兩 生^も 

候へ ども 賢 

講明 致させ 候 

尋ね 候 所 幸に 

止 め 候 て は ち 

西洋 € 'を 始め 

カ此 -IBS の <r 年 

に 候へば 兄弟 


書 m 御 使者 M 時代 (三 一 七) 竹村佥 -fin 苑  六 〇 八 

の 事に 付 引 同樣の 事に 付 引受 もら ひ 度 VJ 申 事に て土藏 な》」 もし か VJ 致し 樓な V- も 有 之 候 

受 もら ひ 度 

と 申 所見 晴し など も 宜しく かねて 其 住居 候 様子 好ましく 存じ 其 表に て 家作な ざ 致 

し 候 樣手迥 り 候 事 も 候 は、、. -夬に 傚 ひ 候て 造り 候 半な ど 存じ 先年 此 地に 居候 

に 其 宅の 圖を， おし もら ひ 候 事な ども 御座 候 程の 義に候 所此度 授らす 右の 次第 

にて 讓 受け 候 半 VJ 申 事 偶然に あらす V- 存候 計. 0 に 御座 候 以前 於玉ケ 池の 家 ふ 

は 二三 格 も 宜しくち VJ 手廣 過ぎ 候 様に は 候 へ 共 塾生 も 多く 有 之 其 上 母 は じ め 

引取 候に は 狭く 候て は 事 ゆか や 候に 付三衬 VJ も 相談 致し 見 候 所是も 至極 可然 

VJ 申 事に 御座 候 尤も 杉 田 屋敷 近 邊に相 應の家 を 見出し 其 上に て 譲り 申 度 ノノ 申 

事に 御座 候 其 家の 惯なざ は 何程 にても 宜しく， .J  候 へ ざ も通價 W 申 もの も 有 

之 尤も 此褒 にて は 一 通.^ のお： J  h- すえ 申 は 存外 廉 なる もの に 御座 候 乍然總 1^ 

にて^ 分立 派に 候 へ ば 三 村な V- も kE 余： yi 申す ベ くな ざ 申 積に 候 ひ き 依て 御上 

屋敷 高 田 氏 迄 右の 義に付 急々 內借 にても 願 ひ 候 は 百 金 計，.^ の 拜借出 來可申 

や 否 問 ひ 遣し 候 所六ケ しき 趣に て いづれ 其 表へ 申 上 候 樣にミ 申 事に 御座 候 右 

^ き" 麵 に 付 百 余計. - 例の 內此 表へ 御 廻し 置き 被 成 下 度 奉 願 候 乍 御手 數 何分 所 祈に 御 


三 村 も 先頃 

中氣遣 はし 

き 程の 大病 

に て 


る 


玄朴 參リ. 

私と ip: 案 


候 三 村 も 先頃 中氣遣 はしき 程の 大病に 

所醫者 はかね て 三 村の 入魂に 致し 矢澤 

を 用 ひ 可 申 VJ 申 所 へ 丁度 參 

掀腫 申 病に て 下手に あつ 

成 候 問 治 方理に 合し 候 樣 い 

を 走らせ 私 居候 に 玄 朴 參 

き 候 三 村 へ會 集の 人々 小弟 

候 通に 玄朴 も. 候 故 皆不思 

西洋 方 も 漢方 同様にて 取る 

名 を も 知られす 且恥を も 知 

め 候へば 一 時に 餘 程の 得 分 

か ね 候 故是は 例の 余-子な ざ 

ぬ覺 悟に 御座 候先餘 業の 火 

付此 表に 於て 家 を 成し 候はゾ 格 

御 使者 M 時代 (三 一 七) 竹村佥 吾. W 


候 所 人 參附子 

し 候^に て 腸 

ざ る 惡 症 

伊東玄朴 

忽ち 快方 

な ノレ も 小 

へ 候樣に 

も 今少し 

に て .M 方 

劣 の 志 に 

ならでは 

候 次第に 

書 簡 


に 相 

へ 使 

に 赴 

て よ 

人 に 

を始 

も 成 

id ら 


て旣に 小弟 も 迎を得 候て 參.. >  申候然 

大 夫 急 」 化 の 節 な ノレ も 同道 候 漢方. 條に 

b 合せ 其 容體見 候 所 其 見込 VJ は 相反 

かひ 候 ご 壤报に 成. 0 候 て 治 す ベ か ら 

たし 度ビ 中 其 醫 の 藥 を ば 不相用 il:,) に 

り 候 誠に 私 V.- 同 案に て 其 治 方 を 以 て 

の醫 術に 精し き 事 驚き 申 候 家内の 者 

議が. - 候に 付 是 等の 病」 化 を 入々 見 違 

に 足ら や V- 申 ひ 候 事に 御座 候 小弟 

ら す 余-銀の み を 欲 し 候 者 に 候 V」 此 

を も 得 申す ベ く 候 へ ざ も 何分 夫 

も 費し. 遍し g; 養 俯 育に も 差 支 へ 候 時 

術 等 暫時に 百餘 人の 弟子な ざ も附き 

別 賤業を 成し 候 迄 に^し 候 iff!?- も 有 御 

六 〇 九 


書 菊 御 使者 sg 時代 (三 一八) 林 辰 之 進 宛  六 一 〇 

墜 まじく  v- 被 存候先 は 要 事 耳 申. M 候 右 金子 之義 何分 早速 舉願 候此表 落手 次第 

切手 差 上 可 申 候 杉 田の 方 も 只今 直に VJ 申に 無 之 候へ ば 何分 御上 屋敷 御當 用の 

內へ御 加入に て 御 出し 被 成 下 入用の 節 御 勘定 吟味へ * 談じ 受取れ 候 様に 被 成 

下 度 奉 願 候 餘り乍 fl: 由 何分 左 樣奉冀 候 其 御 地 次第に 霜 威 も 相 增し可 候 折角 

御 自玉 奉禱候 不盡 

竹衬 先生 辜： 下  1" お  苒拜 

十月 廿 一 日 

再 啓 八 月 巾 林 滅 子 へ 相 送 り 候 余 子 奉 願 候 ひ き 定 て 早 速 御 遞 致 被 成 下 候 事 ^ 

奉存 然る 所 其 後 同人より 見せ 可 申 ビ 申 品 も 一 向 見せ 不申 候に 付 先 顷中旣 

(村 上 英俊 に 一 書 を 發し申 候 £ 肚 f  I 細工 等の 義問達 も 有 御座 まじく 候へ ざ も 上よ. - 

i 比 ：4- 九月  -  一一  P  ^  WM. 

Mi) 口  i 御沙汰 も 御座 候義 にて あつら へ 候 品物の 義に付 御 序 も 御座 候 は ゾ御鶴 を 

舉 願候此 ノ 封 乍 恐 御藏より 也.、」 も 御 差 出し 被 成 下 度 奉 希 候 以上 

M  一一 一一， J 十  〔一一 一一 八〕 林 辰 之 進に 贈る 1 


次第に 霜 或 も 相增し 候彌御 安泰 被 成 御 起居 候 や 奉伺 候 然れば 先顷も 一 書 呈上 


、ドン、 ドロ 

下 如何の 

候 打 金の 

しく 候閒 

け 候 ひし 

候 品の 義 

成り 旣に 

て 猶輕卒 

工法の 如 

藩に 門人 

を ば 皆 ほ 


義ゃ 

形な 

其 下 

二 組 

- 一 ォ 

の 分 


ヾ」 

\レ 

地 

様 


下 

內 

ネ 


甚 

て 


申 

も 


は 追 々 入 

だに 參， 5 


有 之 御 

しが. 0 

,0  ： て 

十月 廿 


旗本 

居 候 

一 組 

一 一 日. 


の 


て 御 見せ 可 被 下 申 御 約束の 所 今 

上 候 ひ き 然 る， 所尙御 便. も 無 御座 候 

ケ しき に 候 間 もし 御 仕上 被 下 候 

て ー覽 仕度 ビ 申に 御座 候 其 次第に 

差 上申べ くも 可 致 VJ 存候義 に 御座 

く 出 來候樣 仕度 候此 表に 於ても 砲 

御 家中 殘らす 私の 流 義に相 成. り 一 

門 yj 申 事に て是 迄の 和 流 砲術 一 切 

候 得ば 御內 用の 外尙 いくら も/、 

衆 VJ も 取合せ 只今 百 二十 人ば かり 

分 一 廉 の御內 職に 相 成り 可 申奉存 

見せ 可 被 T 候 多忙 中 用事の み 草々 


に-; ッも御 示し 不被 

ま、， 狱又如 此に御 座 

て も 中分 御 嵐 候 vre 

依り 候て は 御 H にか 

候 上よ. 0 御沙汰 御座 

術 門人 殊の外 多く 相 

時に 七十 三人 入門に 

廢 せられ 候に 付 御 細 

御世 話 可 中 候 其 外 諸 

有 之 候 §1 夫 等 も 新 製 

候 い づ れ にも 御 約束 

以上 


書 簡 御 使者 尾 時代 (三 一八) 林 展之進 宛 


書 31 御 使者 屋 時代 (三 一九) お 蝶お 菊 宛 (三 二 〇) 片山仙 左 衞門宛  六  一二 

辰 之 進 様 

5t 水 三年 十  〔一一 一一 九〕 お 蝶お 菊に 贈る 

二月  <  日  * 

十  一 HT 十二 日 づけの きくの 文 今日 屈き 申 候 いづ 方に て V」 ゾ こ ほ， 9 候 や ふしん 

に存候 先々 恪も惇 も 手前 共兩人 も彌た つし や の 事 何よりに 存候申 越し 候：：？ 

品歸. ^の 節しつ ねんな く 持 參可申 候 此間申 遣し 候 通 つれ 候 もの 多せ い に 候 問 

其 ひ a? にて mp 意 專 一に 候 手前 V- も、 ひさしぶりにて 逢 候 事に 候 かみな ビ ゆ 

ひ §  .9 可 申候恪 のう ゑつぎ ばう さう 定て 去年のに てす み 今年 はっき. & まじく 

VJ  ;,子 1^ も 近 日 歸 候 節 W 申 の こし 候め で 度 かしく 

十二月 八日 

秋  香 兩ノ 

一 fls 十  〔き 一 0〕 片山 仙左衞 門に 贈る  上诹訪 町關簡 ニ氏藏 

御手 誨拜見 只今に 贵恙御 勝 不被成 候 條^々 勞 心の 至 奉. 存候此 凝 寒 之 時節 何分 


. も 御 加養 一 日 も 早く 御 «然 御座 候 樣所禱 御座 候然ば 近日 歸鄕之 事 被 及 御聞歲 

晚之節 儀 御 惠投被 下 辱 奉 謝 候 此度面 別 仕 候 はぬ は 遺慽之 ^9- に 候へ V- も 春 早く 

暂 時の „1 別 出 都 も院べ く院 へ ば 暫時の 辭 別に 候閒御 互に 深 念 仕る まじく 候 海岸 煩 架 未だ 

に候閒  づ  , 

金具 は つけ 不申候 へ V- も 先 御 慰 迄に 上げ 置 申 候 御 預の圖 式 共 は此度 t! ち t 挪り 

直し 次第 送 上 候 ビも又 出 都の 節に 持 參候ビ も 致し 可 申 候 度々 御 出 候て 御 催促 

候 ざ隨分 はか も 參り可 申 之 所 御 出 も久々 無 之 候 故 遂油斷 今日 上げ 候 様に 至.^ 

不申其 段 は 幸に 御 恕諒可 被 下 候 何 か 留守中 上げ 置 候 樣の圆 式の 事 も 被 仰 下 候 

松 前 S 、の ほ 所 過日 松 前 侯の 爲に廿 四。 ホ ンド VJ 十八。 ホ ンド VJ を ^ し 置 候が. 有 之 候 へ ビ も 其 

侯へ 出し 置き 候て 只今 手元に 無 之 もし 上途 前に 11^  候 は  >  杉 田 氏 迄に 也ビも 

差 出し 置き 可 申 候 先 は 御惠貺 之拜謝 旁々 如此に 御座 候 折角 御 保護 御座 候て 早 

く 御輕快 御座 候 樣奉祈 候 外 無 御座 候 以上 

十二月 望 

西洲君 臺下  啓 拜 復 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 二 〇) 片山仙 左 衞門宛  六 ニニ 


書 簡 御 使者 屋 時代 


) 中误ー 1^ 宛 (三 ニニ) 山寺 源 大夫宛 


六 一 四 


嘉永 三年 十 

二月 三十日 


嘉永 三年 十 

二月 三十 rn 

力 


HI 達 何 か 御 

存念 御座 候 

とて 御 差 押 

へ 


中 俣 一 平に 贈る 


松 代 町 中 俣 兼 雄氏藏 


拜誦 如仰甚 塞に 御座 候 所 彌御萬 祥舉恭 慶候然 ば 被 寄 思召歲 

壹籠蒙 御 惠投千 萬 難 有 奉 多謝 候 乍然何 ごも 恐 入 候 御 事奉存 

上 4^ 御卽答 耳如此 御座 候 總期來 陽 

除 夕 

尙々 御 端 書 之 趣 御 丁 寧 恐 入 候 以上 


末 之 御 祝 V,- 

候 萬 拜面拜 


て黃枇 

謝 可 申 


〔至 一一〕 山寺 源大 夫に 贈る 

除 夕 倍 御 萬 祥可被 成 御 祝 奉拜慶 候然ば 

道 門弟 へ 申 通じさせ 候 回 達 何 か 御 存念 

是は何 如の 御 筋 や 贵君御 存念 御座 候 は 

申 もの 有 之 事に 候 夫 は 免 も 角も假 初に 


東京 市 山寺 源 太 郞氏藏 


白 井子よ. - 承知 候へ ば此 程：. 弟 

御座 候 どて 御 差 押 へ 御 順 達 無 御 

御 存念 次第の 事 又 他人 は 他人 

も m5 弟 ふ. 門下 へ 申 通じさせ 候问 


弟へ 御 斷も無 之 殊に 時分 柄 御 差留被 成候條 近頃 不得其 意 奉 存候多 


も 


よ h- 砲 

座 候 由 

の 志 ヾ」 

狀 を 0 

無 之 門， 


下來 春に 及び 駁に相 成 候 VJ 如何に 候閒 未だ 廻 達 相 廻らざる 人別へ は 今晩 中 御 

順 達 御座 候 樣奉存 候 回 達 披見 之 上 は 各 存念 次第にて 宜く 候へ V- も 回 達の 事お 

知 不申人 御座 候て は 愚弟に 於て 致しに くき 筋 御座 候 閒如此 御座 候 千 萬亮之 

除 夕 

懼堂 君臺下  啓再拜 

删 S 正  〔一一 一二 一一 n 大木 伊左衞 門に 贈る  松 代 町 大木 Ln: 氏藏 

連日 御 多祥 可 被 成 御 祝 慶賀 不過 之候然 ば舊臘 段々 御 厚情 相 成 候 御 禮寸： SJ;{ を 表 

し 候 心得に て此 一 包 懐中 致し 居拜面 之節遂 失念 其 後 風邪に て 今日 迄も踪 上に 

罷在其 儘 一 向不 存付甚 不本意 之 至愧入 候義に 御座 候 只今 外用に て懷屮 もの 取 

出し 見 付 候 閒賤价 に 相 附し候 御 咬 存可被 下 候 以上 

五 日 

大木 伊 左 衞門檨  佐久閒 修理 

書 籣 御 使者 屋 時代 (三 二三) 大木 伊左衛門 宛  六 一 五 


三年る^^！^月松九はハ 
日 十 象 を 十 翌月 嘉村 
著 二 山 命 一四 下 永 上 

松 月 はぜ H 年 旬三英 
リサ 三ら 定正歸 ^俊 


書 簡 御 使者 尾 時代 (=  一二 四) 倉 田 左 高 宛  ナ 一六 

i 永 四 ハ牛正  ■ 

"士 一一 曰  〔一一 一一 一 S 食 田 左 高 に 贈る 

彌御淸 穆舉賀 候然ば 一 昨日 此 《^ 連れ 藝. -乞診 候に 付 一 診 候 所 意に は 容易な ， 

らぬゲ ズゥュ レノ  おじ 此迄 誰に 兑せ候 や，、， 一尋ね 候處此 節四ッ 星に 居候 小島 田 

衬の醫 者に 見せ 候 V」 ゆ 事に て膏藥 やうの もの も又與 へ 候 丸藥も あま.^ つまら 

ぬ 事に 付 西洋 を 心掛け 候な ざ 申 ものが 病症 をも詳 にせ や 相當の 醫藥 を も 探ば 

す 並々 の 漢方 醫 でも 致さぬ 程の や， - 投げなる 療治に 付 直樣右 愼齋迄 安世 を 遣 

し 呼 寄せ 候て 理解 申 聞かせ 其上此 末の 手充の 所存 念. ffl- 尙榮俊 等へ も 相 i いす 

し 治 法 を 誤らざる 檨 致し 候へ ビ 能々. S- 聞け 候 事に て 候 ひき 一 昨日 腿 は 今日に 

替事 なく 候 所脈遲 緩に てゲズ ク ュ レノ に 應じ不 巾 候に 付 其 節の^ 总には ハ レノ ス 

質 の 膏 藥を洗 ひ 去り 獸 脂 を 以て 製し 候 クウ ヰッ キ 資 を 半時 ハ ゆに 少々 つ 、擦り 

込せ 脈遲 緩なる 所 を 以て 輕々 に表發 いたし ゲ ズ ゥュル "汞 膏 の 力に 依て 少 t く 

消散し 候^ 樣有之 候 は  其 節 下 劑を與 へ 申 度下劑 もや は.^ せ Hk 可 然カ又 ー ャ 

ラ ツバ ハレ ノス も 可 然か夫 迄 村 上 V」 も 相談いた し 候 様に. ざ 申 候 所 今朝 右-お 兒の 
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書 簡 御 使者 屋 時代 (三 二 五) 八 木 剛助宛 
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書 簡 御 使者 虽 時代 (三 二 六 XI 貧 新兵 衞宛  六 一 「/ 

,  江 llx- 住居 被 申 付 家内 を も 召 候に 就き 碓 井關 所 手形 を も 乞 受候義 にて 延々 に 

相 成 候て は 差 支 候 事 又 諸 藩 之 門人 も來 會候內 殊の外 繁 勤の 者な ども 有 之是等 

も^しく 多 日 相 待せ 候 も氣の 毒に も 存じ 候 旁 無 餘岐老 兄 へ 相 願 候 平日 石極彈 

等 被 仰 付 候 鑄ェ少 くも 三人 御 申 合 被 下 早速 五日ば か. 9 此地 へ 出張 二十 九ドィ 

ム 二十 ドィ ム 等の 彈鑄立 吳候樣 御 取 計 被 下 度 奉 希 候 委細 は 其 內山巳 之 作？」 申 

もの 口上に て 可 申 上 候 宜しく 御 聞 取 可然御 周旋 被 下 度 奉 萬 祈 候 忙中 不能 多 書 

惟 千 萬 御保定 御座 候 様 所望 御座 候 餘は不 遠拜面 可^ 所懷候 以上 

二月 八日  啓再拜 

八 木 老兄臺 下 

附白春來之拙；1^^錄し置候が有之候ま、^致拜呈候御 一 粲可被 下 候 

き. 水 M 年 一一  〔一一 一一 一六〕 綿 貫 新兵 衞に 贈る  長 野 市 和 a 榮ニ 氏藏 

御葳 本孝經 氣候 も少々 緩み 候 樣被存 候 彌御佳 勝 奉 慶候偖 御藏 本 孝 經之義 に 付 度々 御手 敎 

の 義に付 

被 下 其 書物 は 御 傳來之 品に て當 時の 書に 無 之 注.、，、」 も、 候よ し 賞 春 仕 出府 之 上 


板 刻 も 致し 度 段 を 以て 拜借候 趣 被 仰 下 候 さすれば 十三 年 前 出府 候 節の 事に も 

可 有 之 候 成程 其 以前 高 藏之孝 經拜見 候 樣の事 は ほのかに 覺ぇ 候へ V- も 其 書 出 

府之上 板 行に 致し 候 半 V」 て 拜借候 様の 事 更に/^ 記憶 不仕候 被 仰 下 候 通： 山-弟 

の氣性 人に 過ぎ 候 i 申に は 無 之 候 へ ざ も 亦 常人に 比し 候 へ ば 較强き 様に 被存 

候い かな 事 出 都 之 上 板 刻 も 致し 候 半 Vi 申 書籍 借用 候 等の 寧 幾年の 後 ど 雖も失 

念 候べ くビも 存じ 候 はす 又 一 昨年 來 出府の 閒 こそ 多忙に て 御 書 通に も 及ばす 

御手 敎も不 被 下 候處其 以前 之滯府 の閒は 時々 御 存問も 被下是 よ，.^ 斷 えす 呈書 

も 仕 候 事に 御座 候 出府 後 之 御文 通に 遂其拜 借 之 書物 之 事に 及ばれ 候 御文 段 は 

無 之 W 奉存候 愚弟 至て 竦 放 之 性質に は 候 へ ざ も 友 問 之 書 通 は 先年よ b 本 藩 他 

藩に 限らす 年々 溜. 0 候 を 大抵 半歲 位に 一 度づ 取 集め 其 年 之 S- 子 を 記し 候て 

差 §13： き 申 候 先頃よ. 5 孝 經之事 被 仰 下 候に 付 若 や 御來書 之內其 事に 及ばれ 候 事 

も 候歟ビ 存じ 貴 書 之 分 取 出し 相 調べ 見 候 所 御 一 言 も 其 事に 及び 候 は 見當. 0 不 

申 乍 去數^ 之閒之 朋友 交際 之 文通 故數 多き 内に は必ゃ 紛失 もな し VJ いふ ベ か 

らす候 へ ば藏し 居候 所 之 御文 通に 見え 不申 候^ て 夫 も 亦 證に相 成 不中候 想に 

書 鶴 御 使者 屋 時代 (三 二 六) 綿 貫 新兵 衞宛  六 一九 


書 簡 御 使者 屋 時代 (ニニ 一六) 綿； い、 新兵 衞宛  六 二 〇 

其 書の 事 其 後 も必す 仰せ 不被下 候 は では 叶 はぬ 事 V- 先頃 之 御 紙面に て は被存 

候 被 仰 下 候 事に 候 は  > -必す 其 拜復は 可 ゆ 義に付 何 ぞ其頃 之. 奉 復之拙 簡は無 御 

座 候 や いづれ に も s!^ 弟 記憶 は 不仕候 へ ゾーレ も 被 仰 下 候 如き 珍本 を拜借 致し 失 ひ 

ビ、； ^く 思 召 被 下 候 半も甚 快ら す 候 古人に は 他人の 掠め 候 牛 を も 他人の 力く 

し 候 金 を もお のれ は 知らすな がらに 借 ひ 候 例し も 候 へ ば 恐 弟 も 失 を 學び可 申 

候 此度不 遠 出府 も 候へば tl 下 書肆 共 相 索し 候て 御所 藏之 本の 如き を 一 本惯ひ 

可 申候閒 出立 前之內 いか 様の 仕 立い か 様の 注 脚 ど 申 事 委しく 御 申 遣し 俊き 被 

下 度 奉 希 候 將又此 度 は 長滯府 にも 可 相 成 候 へ ば 上 途前御 宽話も 被 下 度 就て は 

1 夕養躬 にても 御 振 まひ 被 下 候 半 VJ の 御 事 御 深 情 千 萬 辱 仕 合 奉存候 然る 處追 

々上途 VJ 申す 上に 大砲 打 放 之 事な どもお 之 殊の外 忙劇 にて 諸方 之 招 邀をも 一 

切斷 b 候 義に付 何分 御 無用に 奉 願 候 いづれ 發途前 一 寸也拜 別に は 罷出候 心得 

に 御座 候 先 は兩度 之奉復 迄如此 御座 候 以上  ， 


I 慨 i£ 二  〔一一 一二 £ 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 丸 山 熊 男氏藏 

御手 口 拜見仕 候 此閒申 上 候 緩和 劑尊體 に 稍 効 を 奏し 候よ し 幸甚 奉^ 候 未御ギ 

快に 至ら や 候 は- > -猶御 連用に しく ベ からす 候 鑄 物師に 係り 候 一 箱 依 命 返 □ 仕 

候 宜布奉 希 候 手 天 砲 一 座 製作 □□ 僅かなる ものに 御座 候 架 V」 もに 拾金內 にて 

事 濟可申 候 演習 法 筆錄候 もの 等 無 之 候 其 上是は 別に 法 も 無 之 惟二 十 寸天砲 を 

習練 候 は、： 自然に 其 手 績き會 得 候 ものに て 彼 邦に も 別段 手 天 砲の 演 □□□ 無 

之 ビ奉存 候 此閒の 筒 は原來 私物に 仕度 心得に て 取 掛り候 所 財に も窮し 候に 付 

申立 公 物. に 仕 候 やはり 三 斤 砲 同樣に 御座 候 扇 面 拙 書 之 事樓々 命 を 藥.. ^愧 愧不 

已舉 存院. 少閑 も 御座 險は  御 一 咬， に 拙筆 可 仕候將 高田屋 嘉兵衞 手簡 御 示 及 を 

衞手 示 

及 を 荷 ひ 荷 ひ 始めて 一 覽珍 らしく 奉 存候如 仰 拙 書に 御座 候へ，、，/」 も 乍 去 人柄 故 か 鄙 俗に 

無 之 感心 仕 候 一 體の識 量 何 ほ 、、ミ の ものに て 候 ひしに や 識も學 に 因て 長 じ 候 も 

の 故に 如 仰 筒 程の □□ 拙文に て は 其 見識 も 推知すべき 事に 御座 候 唯 心 膽之丈 

夫なる 男ビは 見へ 申 候 夫 故に 魯西亞 人 も 屈し かね 候て 御座 候 ひし ど 被存候 御. 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 二 七) 山寺 源 大夫宛  六 ニー 
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書 簡 御 使者 屍 時代 (一三 一八〕 半： 萱村 大砲 試演 點放 人員 次第 書  六 ニニ 

庇 蔭に て 珍 敷 もの 一 見 萬々 奉 謝 候 則 返 璧仕候 御 査入奉 祈 候 五十 斤 石 銜天砲 過 

日 之 打 殘り彌 明後日 打 仕舞 候 含に 御座 候 此事乍 序 御知らせ 申 上 候 以上 
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書 簡 御 使者 屋 時代 (三 二八) 生萱村 大砲 試演 點放 人員 次第 書 
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丘南屋 重す に 小 ハな生 管 li^ 幕 ハ稱今 松へ 
陵に 代山單 在お 滿 り 村す 代 W 小す 屋代矢 

な 位 町と 山 り 村!!': (リの 今せ 領. レ代領 代 
»】 すの 書 は 今 山寺 一の 之 中+寸 町な 村 
レる ）}1 し 一存 麓 は 部 坡を之 は とリは 


〔一一 三 九〕 藩老 小山 田壹 岐に呈 す 

今朝 御 聞 置 迄に 申 上 候 昨 二十 六 R 於 生萱村 五十， ホ ン、 デ ン ス テ— ン モ ルチ ー ル 

稽古 打 仕 候 所 最初 之 ー發ニ 町强め 目印に て 先頃 十七 十八 兩 H 同町 打 試み 候 同 

制 同量 i 之 火藥を 以て 彈中 にも 法の 如く 砂 を納れ 同じ 目方に 仕. 9 致放發 候所顿 

て 矢 代 村 役人より 其 彈丸單 山 を 越し 候て 小島 村 地 內滿照 寺へ 落 候 趣 注進 仕 候 

付 打 驚き 委しく 右 使の 者へ 相 尋候所 一 直に 落 候に は 無 之 轉び落 候 趣に 御座 候 

左 候 得ば 目印 を 打 越し 單山 頂上 迄 遠 達 仕 夫 ふ 轉び落 候 事に 被存 候^ 氣之燥 濕 

，- y  ^  f レ ， 即 ち 雷 に 成 り 候 氣 に て ff  £ の .g!  -  -  K り i て 火 藥 の 力 n 々 一 様 

エレキ- ズ<  穿 力 等 を；^ 進 仕 候 ものに 御座 候 ひ 走. ィ- I  6  ,^  |ネ 

ならざる 義に 付當日 之藥カ 常よ. 9 增進仕 候ビ相 心得 其 後 五發は 何れ も 少 々 藥 

量 を 減じ 放 發仕候 所 大抵 目印 近く 相 達し 候義に 御座 候乍然 熟考 仕 候に 塔" 氣の 

燥 濕 等に て 藥カ增 進 候 て も 格外に 常 度に 外れ 候 義は無 之 候に 付 未熟 之 門人 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 二 九〕 藩老 小山 田 « 岐宛  六 二 五 


嘉永四 年 一 

月廿七 c; 


書 簡 御 使者 屋 時代 

共に は 候 得 共 矢 位 

は 候へ ざ も 山 一 ッ 

び 落ち 候に 仕 候て 

躍り 候て 再び 飛び 

にても 有 之 夫に 打 

郞幷 塾生 其 一 同満 

一 見 仕 候に 小き 杉 

申 惟 地上 少しく 窪 

立に 付 重大なる 玉 

は 皮の すりむけ 候 

同 明細 に 相 改め 候 

尋ね 探し 候 所 玉に 

案內 にて 昨 n 玉の 

く 見院ミ 申. f 者 を 


(三 二 九) 藩老 小山 E お i 宛 
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邊 へ 
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所 

ひ 


し 

ヾ」 

檨 
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私 

玉 

し 

て 


自身 相 

違 は 有 

砲 は 長 

無 之 も 

の My  I 

玉の 落 

て 玉 は 

の 止り 

ち 候 事 

て は 決 

て右樣 

痕蹟 一 

節 寺の 

最初 何 


改め 隨分 精密に 仕 

御座 まじく 又嶺の 

筒に て 低き 矢 位 を 

の に 付 何 歟嶺の 間 

づれ にも 不審 之義 

も 止 候ビ申 場所 矢 

小島 村の 役人 預. - 

候 ど 申 事に 御座 候 

に 候 は ゾ 細 き を ば 

して 叶 は ざ る 道理 

の 跡 無 之 其 木立の 

切 無 御座 候に 付 寺 

境 內に垣 を 待へ 居 

れ へ 落ち 掛，. >  候 や 


六 一 一 1  パ 

らせ疾 に： Ie;  ^ き 山に 

近邊に 達し 夫よ b 轉 

打ち 候 V」 違ひ彈 丸の 

に 上の 1^ めなる 大石 

に 付 今日 自身 菅鉞太 

代 村 役人 案內 を 以 て 

持参 候 趣に て 見え 不 

稠く 植込み 候 杉の 木 

へし 折り 太め に 候に 

に 付 召 迚れ候 もの 一 

上の 方 を も 手分け 仕 

の 長老 を 呼出し 夫 を 

玉の 落ち 候 を 親し 

VJ 相 尋候所 夫よ b 稍 


上の 方に 榧の 木の 切株 有 之 候 所 夫へ 當， o 下へ 轉び 落ち 候 VJ 申 候に 付 其 所へ 登 

,5 見 t 所 小さき 切株に 候が 破れ 候而 地上に 浮き 上. 9 何 か 重き 物の 當り候 VJ も 

可 申 跡 有 之 夫より 稍 下に 四 五寸の 深さに して 玉の 丸み 程の 窪み 御座 候 然る 所 

此邊は 山の 勢 そばた ち 候て 譬へ ば 山 勢 は 八 如此に 御座 候 所 放 發仕候 砲 は ra: 十 

五 度の 矢 位 V- 申 もの に 付 玉 飛の 樣子 ( 如斯に 御座 候 左 候 へ ば 山 を m き 候に 非 

ざれば 此 所に 玉の 至り 可 申 謂れ 無 之 又 玉 飛の 様子 如此 にて 山 を 打 越し 候 時 は 

麓 を 離れ 遙か 遠くに 落ち 候 は ねば 叶 はざる 道理に 付ます く 此所 へ 玉の 落ち 

可 申い はれ 無 之 又 萬に 一 つも 無 之 筋な：^ ら玉飛 急に 下り 候て 山 をす b 拂 ひに 

落ち 候ビ仕 候ても 其樹の 切株の 少し 上よ b 頂上まで は 丈け 高き 松林に て 枝 幹 

茂密し 居り 候に 付 数十 本の 木 を 打 折り 數 W 本の 枝 を 打 拉き候 は では そこ 迄 玉 

の 至 b 候 はん 樣無之 又い かに 玉 落の 勾. 配 急に 相 成 候 VJ て も <r 如此 天よ.^ 落ち 

候 樣の事 は 萬々 此理無 御座 候に 付 寺の 長老 一 同 松林の 內 精細に 相 改め 候 所 一 

木 一 枝の 折れ 候 も 見え 不申 若く は 嶺の閒 に 玉の 激し 候大石 にても 候歟 W 殘る 

隈なく 巡視 候 所 石.， <5 無 之 又 玉の 落 候 VJ 覺 しき 所 も 嶺の閒 に は 更に 無 御座 候 依 
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て 愚考 仕 候に 昨日 稽古 打 見物の 爲め 其嶺邊 にも 下人 

付 初 發藥勢 強く 常より 少し 遠 達 仕 其 見物 仕 居候 下餘 

候 故 見物の もの 共 其 所 へ 下り 見 候 所 其邊は 山の 心. 盖 

ぎの 根に て 織， 9 候が 如く 相 成， り 居り これが 爲に 落ち 

こ.. W 旣に 第四發 H の彈は 木の 根の 織り 候 如き 上に 落ち 候 

if 取 擧げ候 趣 人足 共 申 候 義に付 私 義も其 所 へ 登り 候て 

少年 共 夫 を 引 擧 げ 松林の！^ に 成らざる 邊 より 轉 がし 

を 深/、 も辨 へす 玉の 落 ち 候 ご. h:- にて 寺の 住持 幷に村 

可 有 之 やど *• 候 所 何れも 誠に 不思議なる 事 V) 申怪み 

め內々 小島 村 役人 へ 相 渡り 落ち 候 玉 引取 候 様に 掛合 

彼是 六ケ しく 申 容易に 渡し 不申候 由 然る 所 造々 私罷 

候 様子 傳聞仕 候 や 隣衬の 好み を 以て 最初 之內談 通り 

に 付-襟 代 にても 遣し 受取 可 申 や ビ矢代 村 役人よ、 り 相 

昨日 直樣 渡し 候 事に 候 へ ば 夫に て 仔細 もな く 候 へ ざ 

の 定規 も 有 之 落 候 場所 も 其 常 形 有 之 事に 候問此 儘に 


V- も 多勢 登り 居候よ 

遠から ぬ 邊へ彈 丸 

く 石に て 其 の 上を榴 

候 玉 深く 地に 入.^ 不 

て働餓 を^し 候に 及ば 

實驗 仕置 候義に 御座 候 

落し 候 ものに も 可お 

民 ：| ^〈も 驚き 申 騒 ぎ 候 

候 最初 矢 代 村 役人 へ 

に 及ばせ 候 所 小島 村 

越し 實驗之 上 不審 を 

內々 にて 玉 渡し 可 申 

伺候 に 就き 私 申 聞け 

も 自分 共 實驗候 上 は 

難. 打捨候 其：^ 細 は 段 


し に 

落 ち 

く ぬ 

申 候 

ず 惡 

之 夫 

に も 

申 含 

に て 

起し 

様子 

候 は 
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々 實 


驗候所 玉の 落ち 候ビ申 場所 玉 飛の 定規に 叶 はや^く 怪しむ ベ き 次第の み にて 

全く 惡 少年の い たづら に 致し 候 事 か 又は 此邊の 村民 V- も 一 重 裏手に て 大砲 を 

打れ 候 を 快から す 存じ 候て 其 故障 筋 申出 候 半 爲に取 巧み 計 ひ 候 事に も 可お 之 

いづれ に 致し 候ても 實驗 致し 候 上に て 玉 を 其 儘 引取 候て は 昨日の 稽古 打^し 

て 山 を 越え 候 事に 相成藝 術の 名 折に も 相 成 其 上 矢 道 等の 事 は W 姓 出家 等 こそ 

辨へ申 まじく 候へ 4i ハ其術 修行 候 ものに は 至て 明白に 候 を 其 術理に 暗く 候に よ 

fa 姓 共の 取 巧み 候 申掛を 信用し 樽 代 等差 遣し 其 玉 を 取 し 候な ざ 沙汰 せら 

れ候 半は此 道の 恥辱に 候 閒其玉 は 其 村 方に て 取 屍し 候に は 及ば や 自分 北 ハは其 

筋へ 申立 先き 方 支配 御 代官 所へ 申達し 果して 取 巧み 候事歟 又は 徒 事に 仕 候 を 

何の 心 付 も 無 之 打 驚き 候 ま、 J に 申 騒ぎ 候 事 か を 糾し其 上に て 其 玉 受取 可.^ 候 

砲術 は此圃 のみに 行 はれ 候 ものに 無 之 天下 醫 通の 業に 付 其 道理 明かなる _ ^に 

候 へ ば 其 品 次第 公儀 御 役人の 見 分 を 受け 候て 也 自分 辯 說可申 候 問 小島 村 役人 

へ 其 段 斷候樣 申し 又 矢代衬 役人 へ 心得 迄に 申 置き 候は斯 く. S- 候へ ばビて あな 

がち 事を好み 表 向に 致さで 叶 はぬ VJ 申に も 無之此 場に て 自分 理解 候 所 を 以て 
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存じ 付き 不取留 義を申 騷ぎ松 代 御 家中 迄の 手数に 相 成 後悔 候 間 宜しく 執 成 を 

頼み 候 ビ 申 一 札 にても 其 村 方 迄 差 出し 其 上に て 玉 差 良し 候 は  > -內分 にても 可 

承 濟候其 段 心得 候 様に VJ 申 置き 只今 罷歸. 0 候義に 御座 候此段 口上 を 以御聞 置 

き 被 成 下 度 趣 申 上 候 所 認取差 上候樣 御座 候に 付如此 御座 候 以上 

二月 廿 七日 

猶 以て 申 上候兩 三日 見合 小島 村よ， 0 右 執 成し 賴の 書面 も 不差出 候 は Y 前文 

の 次第 を 以て 公事 方よ. -中 之條御 役所 迄 右 申達し 候 樣被成 下 度 舉存候 夫".」 

も兩 三日 を 待ち 不申 直に 申達し 候 もの 歟夫等 は 御 賢慮 次第に 可 被 成 下候以 

上 

Jfjg 年 三  〔一 霧〕 藩 老に呈 す 

廿九 ドィム モ クチ I だ 今 一度 於 生萱村 稽古 打 仕度 段 申 上認取 

佐久閒 修理 

去月 廿 六日 生萱 村に 於て 大モ ルチ， 'ル 稽古 打 仕 候 節 第一 發の玉 單山を 超し 候 


て 御料 所 小島 村 地內に 落ち 候.，、」 申 事尤其 

常 度に 出入 仕 候 事 も 御座 候へ、、，、」 も 如此大 

す 右に 付 翌廿七 H 自身 其 場所へ 罷 越し 實 

に 落ち 候に は 無 之 全く 其邊 下人 共の 所爲 

筋 等 ゆ 出 候 半爲. 二 取 巧 候 義かは 難 計 候 へ 

は 其 節 書取 を 以て 申 上 候 通 明白 之 義に御 

面に 最初 玉の 落ち 候 場所 可 有 之 候 へ ば 夫 

門人 共 数 輩 差遣し 穿 靈 仕らせ 候 所 果して 

其 段 又 認取其 見 分 仕 候 所の 略 圖をも 相 添 

以て 申 上 候通此 度の 義 全く 下人せ ハの取 裕 

訛 言 御 惑に 相 成 生萱村 稽古 打 見合せ 候 へ 

追ての 義は冤 も 角此節 左様 御座 候義 にて 

にも 人の 些 一；： ^を 引き 候 事な し VJ 申す -パ か 
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.,1 レ 

一 _ 
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も 


々 の 

候 所 

人 作 

然 る 

か に 

發 の 

覽候 

候義 

は 場 

邊 の 

如何 


申合せ 今 一 度 早速 於 彼 場所 御 筒 拜借打 方 仕度 奉存 


藥 力に 因.^ 候て 玉 著 之 遠近 

ひ 候義可 有事 ビ も；：！^ じ 候 は 

案の 如く 放 發仕候 玉 の 其 所 

其 徒ら 事に 仕 候義か 故障の 

の 尤も 拙き もの に 出 候 様子 

所 門人の 內源大 夫 等 山の 東 

索し 澄 申 度 申 候に 付 昨 n: 

玉 跡 も 無 相違 御座 候 義に付 

義に 御座 候 偖 又 其 節 口上 を 

斯迄 明白に 御座 候 所 最初の 

所 替仕候 様な V- 御座 候 て は 

恥辱の みに 無 之 御國體 の 上 

の 次第に 舉存候 依て 門人 北ハ 

候 御 差 支 も 無 御座 候 は、. -來 


書 簡 御 使者 屋 時代 (三 三 〇) 藩老宛  六 三 


此 先れ 移 

中 

if. あ 

の 

私 め に 多 

方 方 

た し 

事 

參 

ち 

之 法 

見 候 有 年 

樣 に 

こ 候 

1J 

不 

m 

に 事之窮 

の て 

に 

候 

申 

て 

に 

てに 候 J1 

御 尤 

X  '卞 

分 

候 

は 

萬 

はて 法 之 

持 に 

翠 は 

V 

中 

玉 

西 

に 

無 敢則功 

場 存 

存 言 

候 

事 

の 

洋 

御て を數 

に じ 

候 は 

へ 

杯 

自 

法 

つ 

座 禾ム以 部 

被 候 

ず 

ば 

之 

ら 

の 

ち 

候 一て 之 

成 迄 

と 

人 

筋 

山 

砲 

閒 

是已見 成 

m を 

の 

陰 

等の 極 書 

(三月 二日 

の誤寫 なる 

ベ し) 

嘉永四 年 三 

月 八日 


(小山 田老 

臺は 藩老小 

山 田 壶岐を 

謂 ふ) 


書 簡 御 使者 屋 時代 a 三 ニー) 磁田音 門の 質疑 書に 對 する 附 戔答辦 書  六 三 一一 

る 五日に 相 定め 度 奉 存候此 段 御 勘 辨御聞 濟可被 成 下 候 以上 

二月 二 日 

田 音 門の 質疑 書に & する 附 箋 答 辨 書 

(次に 揭 ぐる 書簡の 中央なる は 郡 奉行 磯 E 音 1： ょリ象 山に 贈れる 生 萱村試 砲 事件に 

關 する 質疑 書に して 上 K 及び 下段なる は 象 山の 之に 對 する^ 辨 にし C 奉書 紙に 認め 

て貼附 し折リ お-して 音 門に 酬 いたる ものな リ) 

奉 拜見候 昨日 は拜顔 大慶 之 至 奉 

存候陳 者 御 談話 之 趣 委細に 小山 

田 老臺ぇ 申 上 十 H ま で に は 稽古 

打 是非 出 來候樣 被 成 下 度，、) 之 趣 • 

申 上 候處ぃ か にも 其 段 は 尤 に M 

召 左 樣被成 度 VJ の義 然る 處玉御 

預 置の 儘に て 右 は 何故 玉參 候. 
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哉 贵所樣 に は 御 見 極に て 御所 置 

に 御座 候 得 共立 泥に 何物の 仕業 

に て 持參， り轉し 落し 候 巾見留 

も 無 御座 義に付 右 等の 所に て 先 

方 承知 可 致 哉 唯 玉の 自ら^, はへ 

轉參， 0 候 ビ申も 否 もの 旁以 W ビ 

か 先方 にても 尤 におい か にも 山 

越し 候 樣申候 は 此方 不案内 不存 

事故 麁忽の 義申候 どか 申 越に て 

先方より 玉 受取 其 上に て 安 心 致 

させ 稽古 早速 被 致 候 様 被 成 度^ 

候義に 御座 候 被 仰 上 候 書面 寺 内 

私共 大意 は 追々 相 伺候 義武邊 之 

義御 云々 委細 御尤に 舉存候 何れ 

一 ) 機 E 音 門の 質疑 書に 對 する 附戔答 * 書 
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は- て 

を 

は 

に 始 ら 
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よ 
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V 

常 ば 
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打納申 

御 
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道 

愚 

然 納 

m 
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中 
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決 
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考 承 に P 


一) 磯田 音 門の 質疑 書に 對 する 附 if 答辦書 

は寺內 より 御 談示も 可 仕 御 稽古 

之 所 は 何分 W 御逼 立の 義 決して 

等閑に 差 置 候 御 様子に は 無 御座 

候尙 萬々 拜顔可 申 上 先御受 早々 

申 上 候 以上 

三月 八日 

尙以御 存の大 惡筆暮 か 、；. ^別て 

亂筆 失敬 御 恕察奉 仰 候 以上 

音 門 


フ ベ 
ラ ノレ 
ン セ 
ス リ 


上 先 榮三 
榮達 俊册 
伎て 拜不 
拜御 借殘 


嘉永 四た ヰ 三 

月 十七 口 


側納戶 役に 贈る 


松 代 町 啓 三 郞氏藏 


に 付お 一 

a? と存 K 


和 蘭 文法書 

セ インタ キス 


覺 

三册 の內壹 册 

壹冊 

小 本 費 冊 

クェ f ランド 詞 書 箱  赍 ッ 

右三 部 並 箱 壹ッ拜 借 仕 於 江 戶表御 書物 掛 へ 返上 仕度 段 御用 番へ 申立 御開 i& 

に 御座 候 其 段 江 In- 表 御 書物 掛 へ 御 申 送 置き 可 被 下候爲 念如此 御座 候 以上 

嘉永四 年 亥三 月 十七 日  佐久？ ^修理 印 


嘉永四 年 三 

月 十九 曰 力 


宫 下兵爵 に 贈る 


松 代 町 山 口 勇 雄氏藏 


夜前 は 偶然 於 途中 拜面 殊に 御 誨導を 蒙 候 事 一 ならす 喜 幸 之 劇 举存候 則 彼 一 

通 持せ 差 上 候 閒總て 宜しく 奉 冀候今 一 日大砲稽古打之^;??-拜^之彈全く殘.9居 

書 0 御 使者 Si 時代 (nn ニニ) 側 納戸 役 宛 (三 一 三 一 D 宮下 兵馬 宛  六 三 五 


嘉永四 年 三 

月廿 一 日 


0  0 御 使者 ほ 時代 (三 三 四) 白 井 平 左 衞門宛  六 三 六 

候に 付 蒙 御 勘辨度 V- 申義も 恩老臺 速に 御 承知に て 安心 仕 候義に 御座 候 定めて 

門人 共 も 一 同 難^が，^ 可 申 ご 奉 存候尙 乍 此上宜 

事に 數日 骨折 遣し 候に 就き 門人 ざ もよ 今夕 一 

申 も 有 御座 まじく 候 へ V- も 七 ッ時前 之 頃 突 然 御 

费之事 等 も 門人 共よ. >  度 々御 周旋 を 願 ひ 今 一 度 

出で 候 義に付 尊來を 蒙..^ 候 は 、>- 定めて 歡喜可 仕 

十九 n 

宮 1^ 盟 0 座 次 


しく 奉 頼 候 將此度 大砲 試 放 之 

杯 を： W め 度 VJ 申出 候 御 閃 隙 VJ 

來訪被 成 下 間 敷 歟大銃 放發入 

稽古 出 來候事 も 全く 御^力に 

候 如此に 御座 候餘 在而賦 

一 

啓再拜  一 


白 井 平左衞 門に 贈る 


候 先 以御著 府後倍 御 健 安之 條 

の 事 夫々 御 配慮 を 荷 ひ _ お 々難 


高 田氏歸 著に て 十四 日 付の 敎剳拜 接 欣然 莊誦仕 

沃慰之 至 奉 存候然 ば 相 願 置 候 暫拜借 仕 候 御 長屋 

有 奉 謝 候 永住の 事 は 本よ.^ 其 心無 之 いづれ 差 急ぎ 別宅 候 はん どお じ 罷在候 所 

, ^衬氏 iP て勸 め 候に 付 内々 は 上よ. 9 出 候義か VJ も 存じ 其 意に 從ひ候 又、 力 住 


の 事に は 御 差 支 も 御座 候 ビか申 事に て 百 金 丈 は 其 爲に拜 惜も被 仰 付 候 はん".」 

, 申 事に 付 誠に 望む 所 ビ申候 事に 候 ひき 仍て 是非 御屋敷 内に 永住 候 ひ 度な ざ は 

外 g と 便所 申さぬ 心得に 御座 候 乍 去た ，こ ひ 一 月兩月 居候に も外圍 i 便所 は. w 應に無 之 候 

pa"" ては差困り申候婦女も下女ビは五人5?|5£、練^^£ 』 に御」き-候に付是非柯く 

これが 爲 にも 裹 手に g は？ it よ T t」 き riis 一  ケ所無 之 候て は 差 支 巾 候 一 

简の これ 迄の 便所 は 日々 殊に 依 三 四十 人 も 門人 見え 候 事 も 候 所 家内 五六 人に 

て 同じく 是を用 ひ 候 VJ 申 候て は 誠に さしつ か へ 候 其 入^の 所 は 致し方 無 之 候 

g 衬上榮 俊 氏 も ねき き 前 御 內話被 下 早速に 手 始被仰 付 被 下 度 舉萬祈 候 

二階の # も 何分 立派 l^wsfli に 表 替奉願 候 こ 、， を 書 齋に让 候 心得に つき 

壘 あしく 候て は 困 b 申 候 又 來客も 多く 候に 餘.^ 陋窶 にて 堪 へ ぬ 姿 も 然る まじ 

くこ 、の 所 は少の 費に 換へ 難く 候 且又 樓上 北の 窓の 右の 方に W 風の 切 端を以 

て 障子の 足りぬ 所 を 補 ひ 候 所有 之け しからす 見^しく 候 是は村 上 へ も賴み 

て 障子 を 納れ替 度，、」 申 候 ひき 暫時に して 外 宅の 相應の 所有 之 夫 へ 移-り 此度 

擦へ 候 所 不用に 相 成 不都合に 候ても 其 所 子細 無 之 候 問 何分 御^分に 舉願候 母 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 三 四) 白 井 平左衞 門 宛  六 三 七 


書 簡 御 使者：^ 時代 


サ 六日 宵 立 

にて 来月 三 

日顷の 著に 

ii 候、 い 得 


w 度の 稽古 

打も彌 明日 

に 相 樋り 候 

故 


始 

度 


て 


-air 

を 

固 


に も 狹 き 所 

候 母 も 老年 

奉 希 候 金の 

賴可被 下 候 

もはや ： 

日 宵 立に て 

追々 御傳聞 

轉 ばし 落し 

頓 VJ 不 案 內 

を 1|ー5 じ 候て 

も 延 ベ 候 ひ 

に殘 候 事 

き 次第 早速 

相 成 候ても 


は 致 

に て 

引 足 

昨年 

合 ぬ 

來月 

も 御 

て 

に て 

途方 

き然 

も 無 

に 圍 

費用 


四) 白 井 平 左 衞門宛  六 三 八 

し 方 も 無 之 候 へ ど も 少し はきた なく 無 之 候 VJ 思 はれ 候 様 

此度參 候義に 付餘. 9 見すぼらしく 致し 度 無 之 候 何分 宜 

不申候 所 は 暫時の 內に付 御立替 置に 舉願候 竈 も 何分 ： 

は 原 氏の 不用の を 借. 候 て^を 合せ 候 所大に 損じ 候 

様に 家 來も申 候 ひき 何分 是も 私著府 迄に 用意 仕度 候 

三日 頃の 著に 仕 候 心得に 御座 候 今少し 早く 出立 仕 候 

座 候 半が 稽古 打の 彈丸を 御料 所の 百姓 共竊に 山の 西 

山 を 打 越し 候 VJ 申唱 へ 候 事に て 御用 番其外 御 役人 も 

御 役人 も 私の 萬々 據 所有 之 論 を 疑 ひ不取 用つ まらぬ 

なしの 取 計に 付 再度の 稽古 打 迄 差 支に 相 成 これが 爲 

る 所 再度の 稽古 打も彌 明日に 相 極..^ 候 故 これ を 仕舞 

之 候に 付廿 六日 .w 立に 仕 候 積..^ に 御座 候 其 思 召に て 

の 事 等 御 軍配 奉 願 候た V』 ひ 三 n にして 取 方 付け 外へ 

の 听は厭 ひ 不申候 間 何分 可 然希候 千 萬所懇 御座 候 偖 


も の 

私 も 

注文 

へ 持 

大砲 

愚說 

に 出 

候 へ 

此書 

移， 9 

此度 


仕 

一 一 

の 

ぶ 


I 


押 

入 

押 

人 

丸の 一 條も 珍しき 奇談に 御座 候 委しく は 面 上 可 申 上候宮 下 氏 出立の 節 私の 翌 

n 出張 實驗候 上の はから ひ を 御用 番迄認 取 差 出し 候 下 案 寫しを 惜し 遣し 候が 

御覧 被 下 候 や 否是は 天地に 建て 悼ら や 鬼神に 質して 疑 はしから やぼ 世^人 を 

俟て 謬らぬ 議論に 御座 候 折 も 御座 候 は  御 心 を 被 爲潜御 可 被 下 候 御 疑 も 候 

は、. -拜 面の 次御 質し 可 被 成 候 先 は 前 條拜願 之 事の み 貴 答 旁 如此に 御座 候 以上 

三月 二十 一 日  啓  再拜 

白 井 君 几下 

尙々 乍 尾籠 婦女 輩の 厠幷に 浴室 は 可 相 成 は 左圆の 如く 舉願度 候 

圍の義 何分 早速 舉願候 


外闹 


右は是 迄の 所 也 夫 を 左の 通に 仕度 候 

書 簡 御 使者 尾 時代 (三 三 四). E 井 平 左 衞門宛  六 三 九 


書 簡 御 使者， tei 時代 (三 三 五) 高 野 車 之 助 宛 


六 四〇 


え ，c:ffl^;:M^/、 候 


尺^ に て も 可 

然候 


風呂桶〕 二 

 の顾 /表の 厠 


嘉永四 iiH  二 

月廿 四日が 


尺寸の 听は廣 き を 好ます 用 だに 辨じ候 へ ばよ く 候 乍 去 も は や n 合 も な く 候 

へ ば 私著府 迄に は出來 上り 候 所 如何 可 有 之 や 尤も 出來上 h. 不申候 v> も 宜し 

く 候 間 御手 始 を 御 急 が せ 被 下 度 舉萬祈 候 以上 

っー臺 〕 高 野 車 之 助に 贈る  ■ 

昨日 は 辱 奉 多謝 候 只今』 m 右 相 探， 5 候 所 此兩通 を 得 申 候 全く 御 取 落し 被 下候義 

VJ 舉存！ Mg! 差 上申 候 此上之 所 御 厄介 何分 宜敷舉 願候此 一 帖は小 野 御 同僚 頼 之 


U 匕に る 月と 3l ハ 
處 一が 明 推此以 
に 括 故な 定の下 
載し にらす 時數 
すて-甲. ざ 年代 十 


石炭 三 四 依 

取らせ 置 候 


品に 候 所 遂是迄 遣し か ね 候是も 見出し 候 ま 、乍 御 面倒 御 役所 迄 御 持 參御屆 被 

下 度 候此山 £ の 考^ 田よ.^ 預>9 置 候 もの に 御 候 留守に 付贵兄 へ 御赖. S '置 候 同 

人 歸藩候 は ゾ御 序に 御 歸し可 被 下 候 忙中 草々 

小：^々 昨日 御 話し 申 落し 候 石炭 三 四 俵 取らせ 置 候是は 物産 之 事に て 諸 入^ は 

旣に 落手 候 ものに 付 代物の 話に 及ばす 石炭 も 火 料の 一 稀に 付 其 役 方に 附し 

置 申 度 候 大小の 荷車 三 輛有之 候 是も御 役 方 もの さ 奉お 候 御 引渡 申 度候是 

は 御用 番 等へ 伺候に も 及ばす 御 受取 被 下 候 切手 だに 有 之 候へば 子細 無 之 候 

此兩條 御 勘辨^ 答 可 被 下 候 以上 

車 之 助 様  倏理 

〔臺 六〕 宮島嘉 織 依田 源 之 丞西村 源 蔵に 贈る 

松 代 町 西 村 iu: 夫氏藏 

) 今朝 者 御上 途愛度 舉ぉ候 昨夕 は 御 暇 乞 ビ て 御 尋被下 11^^ 舉謝候 今朝 御 送別 も 申 

書 簡 御 使者 Eg 時代 (三 三 六) 宮 a? 嘉織 依田 源 之 永； 两 村 源藏宛  六 四 一 


候 被 し 場に 繁 
成て 所て 華 
ま 御へ あ 之 
じ 臨 は し 土 
く み 決さ 地 


西依宮 


此藥有 合に 

付 一 包づっ 

三 兄 へ 進上 

致 候 


書 簡 御 使者 廣 時代 (三 三 七〕 八 E 鐵次郞 宛  六 四 二 

度 候 所 御 勝手 方 御用に て 早 晨寄合 有 之 其 以前 認取候 もの 御座 候て 取 込 候 

不任 心底 候 唯 數月之 御旅 行 千 萬 御 保 重 芽出度 御 下向 候 樣所祈 御座 候 昨夕 

て あしき 場所へ は 決して 御 臨み 被 成 まじく 候 

れの身 ほざ 大切なる もの な し.、) 申 事 常に 心に 

あしき 事 出來ぬ ものに 候此ー 一一 一一 口 此 度の 御 は な 

餘は御 下向 之 後 目出度 得 拜話可 申 候 以上 


候禁戒 御守り 繁華 之 土地に 

は 勿論の 事 先 さし 當り を の 

すれ だに 無 之 候へば 何事 も 

に 御座 候閒御 受納 可 被 下 候 

廿ニ日 

尙々 此藥^ 合に 付 一 包 づ 

い つ 急 劇 之 腹痛 等 ある ま 

其 節の 御用 意 に 上げ 申 候 


田 三 兄 


つ 三 

じ き 

以.. H 


兄 へ 進上いた し 候 御 携可被 下 候 御 道中 

に 無 之 候 又 醫者等 心に 任せぬ ie;?- も 有 之 


,ふ6  y 

も 

君 父 

御 ォ 

む け 


にても 


入 田鐵次 に 贈る ，  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


被應 同等 は ほ: 
下 之 家 其 罪人 
候 も 之 子 科 之 
ての 內或手 罪 
へ 相 は充科 


大平 SJ^ 判 御 約束 之 大平記 評判 上げ 申 候 ゆる 御覧 可 被 成 候 何.、」 巾 候ても 八 犬 傅な，、」 

御覽 候より は 御 益 有 之 ベ /、  ^ 存候 以上 

廿 七日 

尊大 人 御 囑し被 成 候認物 今日 少閑 を 獲 相 認め 候甚不 出來に 御座 候 其 段 被 仰 

上 被 差 上 可 被 下 候 以上 

〔憂 八〕 山寺 源大 夫に 贈る 

過 夕 は 登 館 不相替 御 投轄奉 煩 高 厨 感銘 不巳舉 存候然 ば 佐 野 衬御林 見 奧右衞 門 

賊木之 事に 付 御 林 見 手 當共召 放 は 勿論 之 樣被思 召 候 條御尤 に舉^ 候 て 

も 同 樣之義 に 御座 候 但其前 御 林ぐ」 申 もの 渠が 先代 献山 候て 其 以來数 代 御 林 見 

相 勤め 罷在候 趣に 承 及 候 此義は 村 方 を も 能穿靈 仕度 もの，、」 舉存候 彌右之 次第 

に 相違 も. t 之 候 時 は 又 一 通の 御 林 見 共同 じから す 候 へ ば 當人之 罪科 は 罪科 手 

充等其 子 或は 同家 之 內相應 之 もの へ 被 下 候て 先代 之 遣 勞をも 存し候 もの かぐ」 

も 舉存候 此樣の 類例 も 定て可 有 御座 候 半 乍 御手 數御？ S 索 舉希候 

書 勒 御 使者 屋 時代 (三 三 八) 山寺 源 大夫宛  六 四 一二 


牢側泥 あげ 

の 事 


W 石造 込の 

S- 用 に^ へ 

候 はん 趣に 

て 


し 被 下 一 覽仕候 如 仰淸七 V」 中 

候 是等は 何れ 同心 手先 御. i^, め 

し く 余- 坑 な ビ へ 被 差遣 樣に成 

取 込 奉 ハ议大 延引 昨夕 も 御 催 促：. 


書 簡 御 使者 S1 時代 (三 三 九) 山寺 源 大夫宛 

一 前 夕 高話 之 又 五郎 も 召 捕に 彌相成 書類 御 廻 は 

もの 宜しから ぬ 者に 御座 候 團治事 も 同様に 御座 

候 は 勿論 之 事 其 後 無宿 もの 等 留置 候 事 候 は、.^ 厳 

候 は、 > ^舊染 の汙俗 も 一 洗 可 仕 W 奉 存候此 節 色々 

を 蒙， 9 奉 恐 入 候 則 書 類 返 上 迄 相 復中上 候 以上 

四月 十四日  脩理 

■ 源 大夫樣 

〔一一 一一 一 5 山寺 源大 夫に 贈る 

賤疾御 垂問被 成 下 奉 謝 候 も よ. >  聊かの 事に て 候 所に 被 下 候 妙 劑相用 ひ 候 故 

歟 一 旦に 解し 候ても はや 平常に 復し候 乍 憚 御 放念 可 被 成 下 候 校 牢侧泥 あげ 

の 事に 付 竹 村 氏よ， 0 の 一通 も 御 示 及 私 ふ 御 懸へ申 上 候 方 VJ も 被 思 召 被 下 候よ 

しに 候 へ V- も是は 年々 穏多ざ もの 手に て揚候 isf?- の よし 揚候跡 は 不用の 品に 付 

最寄 もよ く 候問將 石造 込の 御用に 供 へ 候 はん 趣に て かねて 及 御 示談 御 承知 も 


頃 御 懸.^ へ は 旣に其 段 申 上 置き 候 事に 御座 候 然る 

な もの かど 舉存 候是は いづれ 御 役 方に てよ き 様に 

しく 奉 冀候已 上 


を 今 又 私より 

御 下知 被 下 候 


被 下 候 義故其 

中立 候 半 もい 

べき 義 W 奉存 

六月 

山 寺 

尙々 何も 御 

厭 ひ 被 下 ま 

格別 御 面倒 

へ ば御斷 りに 相 成 候 ビても 私 方 御用の 差 支に 相 成 候 義には 無 御座 候 51 


候 愚意 如此 御座 候尙宜 

十九 日^ 

樣 

用の 御 都合に 相 成 候 事 

じく  V」 奉存 候へ V- も 右 

に 相 成 候 義に候 は-:, 左 


故 義理に 缺け候 事なら すば 

泥 あげ 御 下知 等の 事是 迄な 

樣申 外に 用 ふ ベ き 泥土 無 之 


御手 數をも 御 

き 事に て何ぞ 

"す 候 


も 


ゥ 


か 御 下知 も 御座 候べ きものに 候 は マ此節 御用 もて 無用の 棄物^ 用の 要 品 

レ付少 々の 御手 數 をば 御 允^ 被 下， 候 樣奉願 度 候に 付 此段巾 上 候 


も 變じ候 

以上 


A 田嘉 助に 贈る 


松 代 町 八 出彥次 郞氏藏 


書 .0 御 使者 r お 時代 a 一一 四 〇) 八 S 嘉助宛 


にハ m; 五 


赤 倉 へ 硫黃 

之 事に 付人 

差遣し 候 ま 


fcHP 毒と 申 

ものと 被 察 

候 


書 簡 御 使者 房 時代 (三 四 一) 綿 貫 新兵 衞宛  六 四 六 

好 雨に， 御座 候 彌御萬 福 奉 拜慶候 昨夜 も 御 來訪を 蒙 b 候よ し 折から 留守に て不 

獲拜晤 遺慽奉 存候將 只今 も 御 人 被 下 候 赤 倉へ 硫黄 之 事に 付人 差遣し 候 ま、； 何 

ぞ 御用 向 も 可 有 御座 候に 付 その 御用 筋 を も 相 伺 度 罷出申 上 候 半 W 存じ 罷在候 

听に 御座： ES; 今日 晝 頃 迄に 御狀 にても 遣 され 候 は  >  私 方 迄 御 遣し 可 被 下候此 段 

一 寸申上 候 以上 

五日  修理 

嘉助樣 

〔§ー〕 綿 貫 新兵 衞に 贈る 

拜見 I 齊 候て 御 同意 奉 存候賤 疾御尋 被 成 下 難 有 奉 多謝 候 初め 押 候 故 か 存外 治し 

かね 申 候 其 上 右 膝 之 下 腫 起 致し 屈伸 毎に 著 座に 迷惑 仕 候 其 樣子傷 冷 毒 ミ申も 

の VJ 被 察 候仍而 明曉之 登城 も かねて は 是非共 仕度 心 el- 之 所此容 子に て は 乍 心 

外 無 覺束舉 存候限 刻に 相 成 候ても 登城 不仕候 は、. -御目 付 中 迄 可 然御斷 被 成 下 

度 奉 希 此段御 願 ひ 申 上 候 手 附共御 褒賞 筋 御 伺大に 御手 數之義 に 舉存候 御 別 


義公 草書 寫 

し 塡浩之 事 


矢澤 令妹 君 

御せ 體 


紙 之 趣 

賤恙輕 


にて 存 念 無 御座 何分 宜 

快 次第 認め 差 上 可 申 候 

廿 七日 

兵 衞樣 

〔一一 一四 二〕 恩田賴 母に 贈る 


しく 奉 願 候義公 草書 寫し壞 楷之事 委細 敬 諾仕候 

此段 拜復迄 勿々 頓首 


乍 曰 ま 


曰 

ダ 


久々 にて 奉 獲 拜謁難 有 大慶 奉存候 

罷出 奉伺 候 所 是迄醫 師衆御 病」 &の 

故 多年 御難み 被 遊 候 御 事 VJ 奉存候 

處 方に て殆ざ 呆れ果て 申 候 成程 是 

存候 委細 は K 吉 よ-り 申 上 候箬に 御座 候 小 

き 御 懇望 候 は  > -藥劑 製し 候て 差 上 可 申 候 

治 可 有 御座 VJ 奉存候 一 兩日 御用 被 成 候 は 

候 若 又 醫論等 詳に御 聞 取 被 遊 度 被 思 召 候 

書 德 御 使者 屋 時代 a 二 四 二) 恩 E 賴母宛 


然ば其 節 蒙 仰 候矢澤 令妹 君 御 ，容 

源 委 を 究め や. 函 1# 滅裂の 治 方 を 

此 節の 御 服 藥をも 拜見仕 候處餘 

にて は 御 善 治 無 御 座 候 を 其 當 然 

生旣に 御. 辆症 をば 洞見 熟知 仕 候 

少し 長く 御服藥 御座 候 は、 > -隨分 

ゾ 此 言 の虛 罔に 無 之 候 事相 分り 

は ダ 是迄御 療治 申 上 候 通 逸、 樂水" 

六 四 七 


の み 

ど 奉 

に 就 

御 根 

可 申 

仲 S 


(梅 翁は賴 

母の 父 木工) 

此 地の 翳 者 

と 申 も の 餘 

リ-, 素人 

だましの 甚 

しきもの に 

て 


書 簡 御 使者 屋 代 (三 四 二 一,) 恩 m 賴母宛  六 四 八 

輩 幾人 にても 御 集め 被 遊 其 席へ 小生 を も 御 招き 铍遊 候て 其 辯 論の 是非 精飢を 

御擇み 可 被 遊 候 多年 梅 翁樣御 知遇 を も 厚く 奉 蒙 又 執事の 御 深 _ ^を も舉 荷候義 

に 付 外なら す 奉 存候故 如 此申上 候に て 御座 候此 地の 醫者 ビ 申 もの 餘.^  素 

人 だましの 甚 しきもの に て 今に 始ま 候 寧に は 無 之 候 へ V- も此 土地の 不幸 ど 

慨歎 仕 候義に 御座 候尙 委細 は 其 內面上 可 申 上 候頓首 

廿 八日  啓 苒拜上 

正誼老 臺 . 執事 

〔一き 一一〕 恩田賴 母に 贈る 

新泰 早々 之 御手 誕難有 奉 欣誦候 先 以倍御 萬 祥に御 迎陽被 遊恭慶 之至舉 存候然 

ば 御 面 命 t5> 被 成下義 御座 候に 付 高堂へ 罷出候 様 蒙 仰 舉敬諾 候 然る 所 かねて 風 

邪 之 上少々 餘 寒に 中. 0 候氣 味に て 結 髮なざ 存じ 餘し候 故 一 兩 n: 斗 室に 屈罷 

在 度奉存 候し かし 彼 一 事に 付 何 か 御 急ぎ 被 遊 候 御容子 にても 候歟^ 々御村 等 

にても 被 爲入候 は  乍亂髮 夜分 にても 可 罷出奉 存候左 も 無 之 候 はゾ兩 三日 御 


快候喊 ftl^ 御 御 
に 様 fa 樣 醫 

奉に をに し I1!B 

存て 商て 被 等 
候 不ひは 下へ 


猶豫被 成 下 度 奉 冀上候 もし 又 藥劑等 御所 望に 御座 候 は ゾ い つ にても 被 仰 下 次 

第 可 奉 差 上 候 尤も 舊臘御 誨敎の 如く 御醫師 等へ 御 祕し被 下 候 様に て は 贓物を 

商 ひ候樣 にて 不快に 奉 存候夫 次第 冤 も 角 も 可 仕 候 先此段 勿々 奉 拜復候 以上 

元日  啓拜復 

正誼老 臺 侍史  . 

〔一一 一四 s 壤田 五左衞 門に 贈る  東京 市 宮本 仲氏藏 

舂暖彌 無-障 珍重 存候然 ば 一 昨年 其 許 手，. 《 被 差 出 候 火打石 御上に て 御 試に 相 成 

火 打 l-il 

候 處性合 至極よ ろしき にっき 此節 五六 貫目 御用 御座 候 趣 被 仰 出 候問此 一 紙 屈 

き 次第 早速 取 出し 宫下 兵馬 殿 迄 可 被 差 出 候 尤も 石の 性 相は此 一 塊の 如き 品 を 

ゑら み 被 差 出度 候 中の 色黑く  白 成 丈 目の 細かに てかけ： ：！ につ や ある 樣 

の 所 を 最上 ビ 致し 候 閱其所 心得 可 被 申 候 御上 にても 御 急の 御用の よしに 候 問 

吳々 も 早く 頼み入 候 以上 

三月 十三 日  佐久閒 修理 

書 崩 御 使者 屋 時代 (三 四 s:〕 嫁 ra 五左衛門 宛  六 四 九 


候 外 通 り 藥 
ま 無 海過劑 
\ 之 葱 日 は 
と 蜜 遣 や 
存の候 は 


書 籣 御 使者 度 時代 (三 四 五) 兒玉元 兆 宛  六 五 〇 

塚 田 五左衛門 V- の 

〔一一 一 豐〕 兒玉 元-おに 贈る 

御手 翰拜接 時下 毒 暑 之 處彌御 無 恙之狀 珍重 之 至坟又 過日 は 御 惠狀被 下 感銘 不 

已候將 和 惣太事 病症い つも 同様の 趣 尤も 脈 は少々 宜方ビ も 御 S お 候よ し 乍然暑 

氣故か 氣分は 稍不勝 候よ し 老後の 長 病に も 候 間 其 樣の事 も 可 有 之 候藥劑 はや 

は， 9 過日 遣 候 通 海 葱 蜜の 外 無 之 W 存候 ま 、4 又 一 瓶 製 させ 候て 遣し 申 候 和惣の 

申 笑に は 方に て 候 ま 、j 可 相 成 は 賢 友の 方に て 此劑も 戴かれ 候 様な わ は 無 

人の ものに は 都合よ ろしき 樣に申 候是も 尤もの 事に 存候以 來は菊 葡酒醋 を 御 

引受け 候て 其方に て 御製し 被 遣 候樣に 致し 度 候左樣 なれば 此方の 手 もす き兩 

便に て 候但賢 友獨り 御手 數に 候へ，、，、」 も 製 藥も又 御 修業ながら 可 然候ァ ルセ ン 

M ン の 事 御 尋ねに 候 右 は 茵藤蒿 を 燒き其 灰に て 製し 候 所の. ホ ッ ト ァ ス にて 候 

先 は 貴 答 迄匆々 以上 

六月 十五 日  啓拜 


兒玉賢 友 几下 

〔垂 0 藩老に 贈る 

十五 ドィム の ホウ ゥヰッ ルの義 に 付 御 勘 辨奉願 度 書面 

佐 久問修 it_ 

江 表 並に 此表 にて 御 鑄 立に 相 成 候 十五 ドィ ム のホ ゥ クヰッ ルは公 俄にて 高 

島 W 郞太 夫より 御 買 上に 相 成 候 筒の 形 を 以て 擬造仕 候 者に 御座 候處 右の 製 至 

て 古 製に て 新式の ものに 比し 候へば 銅 錫の 目方 も 多分に 相掛り 第一 點 放の 節 

甚不 便利なる 事に 御座 候 察し 候處 西洋に て 改鑄も 可仕不 ffl の 品 を 其 儘 差 送.^ 

e: 郎 太夫 も 不案内に て 追々 新發 明の 製 有 之 候 を 不相辨 調 置き 官物 ども 仕候義 

にて 扠又 江川 殿 始め 天下 諸 藩に も 西洋 原書 精 研 仕 候 砲 家 者 無 御座 候 故 近 

年新發 明の 製 度 有 之 候 を 知らす ホク クヰッ ダ VJ だに 中 候へば 何方 にても 哲 一 

様に 不便 利なる 古 製の 姿に 鑄 立^ 之 候私義 右の 誤 を も 存知 罷在候 故 此度銅 錫 

書 簡 御 使者 時代 (三 四 六) 藩 老 宛  六 五 一 


拜ルホ 十 
借一 ゥ五 
鑄挺ゥ ド 
立 銅ヰィ 
錫 ツム 


書 簡 御 使者 屋 時代 (三 四 七) 宮下主 鈴 宛  六 五 二 

拜借奉 願 新 製の 式に 從ひ 十三 ドィム 弱の ホウ クヰッ , 一挺 鑄 立 候義に 御座 候 

未だ 打 試 は 不仕候 へ ざ も 鑄 上げ 候て 古 製の 品 ビ見較 候 へ ば 圖面を 以て 見 候よ 

り も 格別に 其 便利 も 相 分り 驚くべき 程の 義に 御座 候 右に 付 尙又奉 願 度 舉存候 

義は 十五 ドィム のホク クヰッ \ 一挺 銅 錫拜借 鑄立雜 用の 義は 御內借 にても 奉 

願禱立 候て 右 運用 仕 候 術 迄 を演. お 仕度 奉 存候此 ホウ クヰッ ルは 攻守 野戰 ハに 

用 ひ 候 事に て數 多く 御用 も 可^ 御座 候 義に付 本 製の 品 一挺 出 來に相 成 居候へ 

ば 此後數 多く 御 鑄 立に 御成 候 御 見合に も 可 相 成 候 問此段 何分 も 御 勘 辨可被 成 

下 候 以上 

0 一  g〕 宮下主 鈴に 贈る  東京 市宫下 幹氏藏 

欝陶 敷天氣 合に 御座 候 益 御 淸健奉 慶候扠 過 夕 は 拜訪の 所 不存寄 蒙 御 厚 待醺然 

の 餘歸途 の 寒 を 不覺感 、泐の 至 奉 存候將 一 昨日 歟は御 來過を 荷 ひ 候 所折惡 しく 

不在に て 不獲迎 接條憾 深く 候然ば 外よ 蕃麫 條到來 候に 付 御 閃 暇に 候 は、.， -今 


沛 町本耶 内 

の 柿- K 


夕 献じ申 度 候 蒙 御 枉趾候 得ば 可 爲感欣 候 子康へ 

十 一 日 

宫 下道 兄 足下 

〔一 #0 宫下主 鈴に 贈る 

墨 敎拜見 仕 候 梅雨 中 倍 御 淸健御 興 居 千 _8 ^奉慶 1^ 

大抵に 著き 候 趣の よし 被 仰 下 安心 仕 候 借 は 右 之 

荷 御 送 惠痛入 奉 謝 候 先 は 右 拜答迄 草々 申 上候餘 

十 一 日 

君 毅學兄 毫下 

〔一一 一 15 人田嘉 助に 贈る 

I 齊 色に 相 成 候 倍 御 安 寧 奉賀 候 然ば浦 町 本邸 內の 

1^ 當 年は兔 角澀氣 去. 9 かね 候 様子に 御座 候 乍 去 


も 申 遣し 候 事 

啓 . 


然ば 過日 高囑 

御 挨投ビ て 赤 

期 W 鶴 

啓 ， 


に 御座 

再 


候謹訂 

拜 


之兩 si 

飯 二 合 I 


稀 i?- 数 も 

昆 吾一 方 


松 代 町 八 E 彥次 郞氏藏 

柿 實 稍 熟 し 候 問 御 慰に 入御 覽 

培り 候 ど ：！^ せ 美に 有 之 候御疾 


書 節 御 使者 屋 時代 (三 四 八) 宮 下. 王 鈴 宛 (三 四 九) 八 E 嘉助宛  六 五 11 一 


貴兄 を も 御 

同伴 申吳候 

樣の賴 に 候 


書 簡 御 使者 時代 a 二 五 〇〕 倉 £ 左 高 宛  六 五 四 

留奉冀 候 以上 

九月 十八 R  修 理 

嘉助檨 

〔曼 0〕 倉 田 左 高に 贈る 

春暖 彌御 多祥 陳重之 至 然ば八 町村 村 石 甚五郞 申 もの 昨年よ h-^ 腫に て 相 難 

み 近 H は 殊の外 衰弱 も 致し 候 趣に て 候 所 漢方 醫の 力に 及び かね 候に 付 此程中 

より 近所 梅 田 屋を以 度々 の賴 にて 斷. 9 も 最早 出來 かね 候 次第に 付 明日 にても 

明後日 にても 一 日 岀懸候 はん ど 存候 就て 先方に て 申 候 は 貴兄 を も 御 同伴 申吳 

候 様の 頼に 候 尤も 早朝に 鞍 置 馬 二 疋迎に 遣し 候ビ申 事に 候 御 業て いの 事 別し 

て 小生 御 同伴 申 候へ ば 子細 有 之 まじく 何分 明日 明後日の 內御繰 廻し に 相 成 候 

R を 御 擇び此 使の もの へ 御 答 可 被 下 候 以上 

十五 日  修 理 

左 高 樣 


〔量 一〕 倉 田 左 高に 贈る 

ね 被 下 辱 存候折 あしく 不在 不得拜 話 殘念不 少候然 ば 今甞； 後 立に て 

來藥品 注文 申 遣し 候 伊勢 町が し植 野屋榮 吉事 西洋 藥品價 格別 はた 

て 調へ 候 ビは餘 程 相違いた し 候 由に 候 定めて 贵兄 にも 御 注文 被 成 

座 VJ 存候 ま、 一 寸申進 じ 候 思 召 之 品 候 は  >  御 書付 此 ものに 可 被 遣 

日  遂  现 

左 高 檨 當用 

〔量 一一〕 倉 田 左 高に 贈る 

安 質 王 夜前 は 御 過 談被下 致 大慶 候 然ば其 節 御 話 之 安 質 王 御 示 之 所是は 御製し 方法の 

如く 無 之 故岀來 損じ 候 ど 被存候 一 體安質 王 之 形 狀は其 色白 銀の 如/、 碎け 易く 

して 碎け めに 葉 狀を顯 はし 候 ものに 候 夫 > ^二 M 爍 化すれば 深 黄の ガラスに 相 成 

書 簡 御 使者 尾 時代 (一ー一 五一) a 二 五一 一) 倉 田 左 高 宛  六 五 五 


先日 は御尋 

江戸 表へ 舶 江 表へ 舶 

來藥品 注文 I リ Z 

申 遣し 候 らき此 表に 

度 品 可 有 御 

候匆々 

廿 


書 簡 御 使者 屋 時代 ニニ 五三). H 寺 源 大夫宛  六 五六 

申 候 安賀 王 を 得 候に 夜前 も 申 候 通 安賀 沒 尼に^ 石 S 生酒 石 を 和し は i  ^  ■ お 

^  ^  ^  J 烈火に 燬き 流動す る 時に/形の 土 型に よく 蠟を 塗り 置き 其內に 

. 注げば 下 底に 安 質 王 下. 9 申 候 其 上 一 段 は 酒 石 中の 炭 分に 有 之 候 分量 安^ 沒厄 

ニ路石 一 生酒 石 三の 法に 有 之候是 にて 御 試 可 被 成 候 吐 酒 石に は、 ガ ラス 迄にせ 

すして よく 候將御 約束の 家 猪 肉少々 ながら 致 進上 候 御  一 可 被 下候餘 在面賦 

一 一 日 

尙々 折節 用 向 申 付 置 候 職人 A 〈集 居 御 使 久しく 爲待申 候 御 海容 可 被 下 候 

赌石 一 貫目 一 同 持せ 上げ 候 以上 

倉 田 兄  1^  . 

〔爱 一一 一〕 山寺 源大 夫に 贈る 

臥 雲. お.^ よ 雨後 一 旦に 冷氣相 4^ 陵 御 眼疾 如 R 被 爲入候 や 奉伺 候然ば 臥雲院 山よ， 5 出候寶 

り ffi! 候齊石 

石の 緒 \ 大小 は 如何様 にても よろしく 候 問 一 颗御惠 借 奉 願候此 者に 御 附被成 

下 候 は、：^, 幸甚 


鬼 無 ffl 村 山 

論 之 義に付 


七日  啓 

使 無 大兄 几下 

〔量 S 山寺 源大 夫に 贈る 


拜 


論之義 に付延 享年 中 松原 組組定 一  印書 V」 申 も 

賤价に 御 附し被 下 且鎗圖 面 迄 も 御 添 誠に 御 謙 

條に付 今 = 町 組の 者よ b 御 役 方へ 內訴 仕候義 

付 雨 三 m 濟方 H 延之義 も 御 役 方へ 扣願 候^に 

段 願 出 可 申 候 閒御合 si^ 可 被 下 候 右 得 贵怠度 迄 


過 刻 は 鬼 無 里 村 山 

度 段 申 上 候 所 早速 

入 奉存候 さて 右 一 

の 次第 も 御座 候に 

に 御座 候 定めて 其 

以上 

七月 五日 

別 啓 過 刻 微物呈 

申 上 候 以上 

源 大夫檨  .  修 

書 簡 御 使者 a- 時代 (三 五 四) m 寺 源 大夫宛  六 五 七 


の 御 示 及 

言 等 被 仰 

有 之少々 

ぐ」 內总仕 

如 此に御 


被 下 

下 恐 


候義 


仕 候 所 御 移 等 頂戴 却て 惶恐仕 合 舉存候 尙拜而 の 上 拜謝可 


m 
帖 


書 筒 御 使者 屋 時代 (三 五 五) (三 五六). H 寺 源 大夫宛  六 五八 

〔爱 五〕 山寺 源大 夫に 贈る 

倍 御 安 健 奉 恭壽候 然ば佐 野 村の もの 一同 罷出 候に 付 蒙 御 案 內候所 今日は 氣分 

散々 不宜罷 出かね 候閒 何分 宜敷舉 願 候 竹 村 君 御 出席 も 候 は 、> -是又 乍 憚 可然御 

致 聲奉仰 候 以上 

十三 n  修 理 

山寺 樣 

〔爱 六〕 山寺 源大 夫に 贈る 

夜前 も 参堂 ゆる 獲 高話 且稀々 御 周旋 を 以醉飽 を 極め 千 萬 感銘 不知 所 謝 奉 

あ 候 其 節 申 上 候 顔帖御 目に かけ 候 御藏 物 ビ御比 照 御 覽可被 成 候 昨 宵の 拜謝方 

方如此 御座 候 以上 

廿 六日  ，  啓 拜 覆 

山寺 盟 臺 梧 下 


〔一一 一 五 七〕 藩 老に呈 す  西條村 中島 藤 g 郞氏藏 

沓野江 部 出入 一條に 付 申 上  修 理 

沓野村 江 部 村 出入 一條 去る 十八 日 御 剪 紙 御請に 申 上 候 通 源 大夫取 計 ひ 方 兼 

ての 御 指圖に 相觸れ 下の 言 葉賀を 取り 押付ケ ましき 次第に 付 離！！ 歸舰贿 £き| 

雑 |2i 同人より 差 出し 候 回 談に其 筋 一 々書 添 差 良し 候 所 本よ. - 一 言 も 無 之 次 

第 を 彼是 ど 自ら 致 回 護 是迄四 度 及回談 候へ A ハ其 時々 明快に 說破仕 候 義に付 一 

昨 tn の 问狀に は 此上は 伺 ひ 候て 御 指 圖を相 待 候よ b 外 無 之 段 巾來. 5 候に 付 金 

吾に 於ても 其 義可然 V- 書 添 私に 於ても 勿論 可然是 迄の 辨論 書類 不殘差 上 御 折 

衷を奉 仰 候樣に W 書 添候處 今朝の 回 談には 又々 存念 を 相變じ i はお 铺 艇" 

致し 度と 申出し 金 吾 並 私と も 可 然と 申 候へ ば 右 を 又 手前ん 變 S-SST も^： -,2h- こ 匸.！ ！ 

改 致し 候 事是迄 都合 三度に 及び 申 候 怪しむ べきの 極 に 御. 痤候 „«v キ f  /  t  {  f 

多の 書類 御 煩 はしかる ベく 又衬 方の もの も 雑費 相 嵩み 不便に も 候 評決 は不 

致 候 へ V- も 見込 成， 5 に 取 計ら ひ 度 V* 申 上 置き 隨 意に 取 計ら ひ 可 申 様に 有 之 候 

に 付 右に て は御掛 b を も 踏 刻に 致し 候ビ申 もの 其上此 一 條事は 輕く候 へ ざ も 

書 節 御 使者 屋 時代 (三 五 七〕 藩 老 宛  六 五 九 


書 蜀 御 使者 屋 時代 (三 五八) 山寺 源 大夫宛  六 六 〇 

掛替被 仰 渡 候以來 一 同罷 出御 指 圖迄受 候 義旣に 此度も 致 評論 候廉々 可舉伺 VJ 

申に 至 又 忽ちに 一 存 にて 計ら ひ 度な V- 餘 りに 不道 现 千 萬 な る條 之御掛 御 不 

快 に て 許 多 の 書 類 御 覽 わ け ら れ に く  、 被 思 召 尙 御 快 方 迄 長 引 も し 候 に 候 は 

村 方の もの へ は 暫內歸 村 申 渡し 可然 VJ ゆ 遣し 候此 末の 義は 差. 出 中 上 候 姿に 

V- 恐 入 候へ ざ も 源大失 書類 不差出 右 取 計の 義奉 伺候 は、 修理 V」 往復 書類 不殘 

出し 候樣被 

仰 渡  差 出し 候 檨被仰 渡御 取上げ 御覧 被 成 下 其 上に て 是非 曲直 顯 明の 義に 御座 候 

御 裁 斷被成 下 度 奉 願 候 萬 一 御 氣體尙 不被成 御 勝 書類 等 御 ，霓 被 遊 候^ 思 召 煩 は 

され 候義に 御座 候 は、： 其 問 村 方の もの に 暫內歸 村の 所 被 仰 渡 度 やに 舉存 候此 

段 申 上 候 以上 十一月 廿 四日 

〔量 八〕 山寺 源大 夫に 贈る 

状 3,1- 過 刻 は 御 來訪難 有 奉 多謝 候忽 御手 誨拜接 かねて 願 置候大 慧語錄 一 帙御取 出し 

f 借與 被.' 御 借 與被成 下 喜 感不已 奉存候 望み 罷在候 は卽此 本に 御座 候 暫拜借 舉願度 候 顔 

III 公三 表眞蹟 御社 中の 注文に て 只今 御 到 來に付 御 示 及 恐 評 申 上 候 樣是又 舉喜感 


明 人の 手 踏 

に-似 候 所 も 

御座 候 か に 

被^ K 


の 

下 


昨 

差 


面白 

む ベ 

內 明 

の 書 

れ も 


是迄見 及 候 事 無 之始 て：^ 觀 

淸に 至. 9 て 始て出 候 も し 

樣に被 存候但 反 稷展玩 仕 候 

何ゃ尙 高 ！ i 奉伺 度 候 小 林 生 

候 是迄兩 三部 見掛 候が い づ 

承 及候武 功紀 盛の 事 御 易き 

刻 御 辱 臨の 拜謝旁 早々 奉復  ， 

二十 八日 

三 表 返 璧仕候 御 査入奉 仰 候 以上 

山 寺 老 盟 臺 几 下 

山寺 源大 夫に 贈る 


申 上 


く奉存 

き 事 V- 

人の 手 

本に 

御座 候 

候 以上 


日 は 貴 恙拜候 仕 候 所 先々 

上 置 候 武功 紀盛御 投返駿 


候 彼方 にても 千 有餘年 世に 顧れ す 今 

も 存候乍 去 書 體氣韻 顔 公に 相違 もな， 

蹟に似 候 所 も 御座 候 かに 被存候 尊意 

致 是 又 舉 多 謝 候 八 家 築 印 本 之 ^5- 被 仰 

て 御座 候 ひき 是は舶 來本も 多 分 お 本 

則 御 价に付 上 候 緩々 御 可 被 遊 候 


啓頓 甘拜极 


追々 御輕 快の 

府 政事 錄幷困 


書 簡 御 使者 虽 時代 (三 五 九)^ 寺 源 大夫宛 


御容 子に て舉降 心候忽 御手 敎 を 以 て 

勉錄吿子^御用の趣易き御_5;^-兩^マ」 

六 六 一 


(松 嘉は松 

本嘉 十郞) 


贐 物の 事 杯 

打 棄候樣 御 

敎戒可 然と 

傘せ 候 


書 筒 御 使者 S 時代 (三 六 〇) 山寺 源 大夫宛  六 六 二 

も 御 匣 中に 收め差 上申 候 緩々 御 留め置 不相妨 候 偖 松嘉も 夜前 如 仰罷歸 候畏逗 

留 にて 候 ひし かざ も 其 詮も無 之 候 先頃お 野 出張 中に も 山岳 之 級 階 礦石の 性質 

な V-  々話し 聞かせ 候へ ざ も 窮理の 功 一 向 無 之 候 故に も候歟 一 分 も 通じ 不申 

つまらぬ .0 に 手間 費 致し 加 之 村 方の 手数に 相 成 候 事 晚止千 萬に お 候 只今 も 松 

嘉申付 VJ 申 事に て 川 田 村 ふ銀礦 yj 號し 形の 石 一 かます 人足に て 差遣 候い かな 

る 眼 睛に候 やらん 御  一 ^迄に 其 石 一 塊 掛御目 候 平日の 事に は 中々 才子に 御座 

候 へど も 如何 仕 候 もの か餘. 0 素人に て氣の 毒に 御座 候以 來は礦 物の 事 杯打棄 

候 様御敎 戒可然 W 奉 存候猶 拜眉可 申 上 御 答 迄 匁々 頓首 

七日  •  啓拜復 

懼堂 老盟臺 几下 


〔一一 一六 0〕 山寺 源大 夫に 贈る 

御 苒誨拜 讀困勉 錄續の 第 六卷^ 取替 差 上 候 樣舉敬 諾即送 上 候 扠松嘉 事 云々 御 

尤に 奉存候 只今 弊 魔へ 見へ 申 候 川 田 村 頑 石の 事 左様 申候礦 物は必 天下 第二 山 


畢竟 は 松 i 

の 才をも 1^ 

み 候 故如此 


此節舊 宅 の 

方に て ts 石 

製し 候て 


め 候 は ざれ は眞の 

汰有之 W て も竹教 

松蕈に 非る 事 は 知 

も 兼て ふ 執心の 一 

一 通， 0 山學之 根基 

は 眞 に 無益の 義に 

候 故 如此に 御座 候 


に 有 之 ものに て 其 山 之 品 階 を先定 

事に て 丁度 竹 穀に松 蕈が出 VJ 申沙 

候 其寞の 形 狀松蕈 に 逼似候 ビ て も 

ビ申  一 ^候 ひし  >  とに 御座 候 松嘉に 

候 事に 心 を 留め 外 馳の浮 見 を絕ち 

候 樣有之 度 事 y- 存候左 も 無 之 候て 

に 御座 候畢 覚 は 松 嘉の才 を も惜み 

希 候 忙中 勿々 奉復 即刻 

懼堂 老盟臺 几下 

〔一一 一六 一〕 入 田 競に 贈る 

爾後 は 姑 不得拜 眉 候 寒候彌 御萬祥 奉賀 候然ば 此節舊 

御 一 町幷 代官 町 諸方の 土 無心 申 候 此頃ミ 相 成 土 不足 

申 聞 候 貴家な ノレ は 古き 御 造作に も 候 へ ば 御 本宅 幷に 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 六 一) 八 田 競 宛 


有用 

は 松 

者 を 

付 過 

此意 


こナ 

待た 

候 へ 

じ 候 

1 亥 拜 

幸 に 

啓 


見出し 

出處 に 

して 分 

に 物 nS 

中相認 

く 通じ 

拜 復 


力 


た き 

之存 

候 事 

の 中 

索し 

候 事 

様 奉 


宅の 方に て 1^ 石 製し 候て 

にて 差 困，.^ 候 趣 職人 ノレ も 

御 長家な V- 迄 も必す |g 氣 

六 六 三 


書 簡 御 使者 屋 時代 (三 六 二) 横 E ^五左衛門 宛 


床下の 掃除 

此 もの など 

に 被 仰 付 被 

下 候て は 如 

何 や 


力る 

も 相 成 

被 下 候 

被 下 候 

競 


六 六 四 

ベく 候 御 取らせ 被 下 候 は  > -國 用に も 相 成且は 火難 を 消滅し 候 御 

候 もの ビ申 事に 御座 候閒 苦しから ぬ 所 床下の 掃除 此 ものな V- に 

て は 如何 ゃ此 もの は 卽ち其 職人 佐 七ビ申 もの に 御座 候 宜しく 御 

萬 祈 十月 十四 R 


被 仰 付 

進 ^ 可 


橫田甚 五 左衞門 


S る 

Dye  / 


東京 市 橫田秀 雄氏藏 


用 

よ 


氏 巾 表 

て 御 

の 御 

^事 

藥氣 


之趣委 

用 可 被 

酒 量 も 

よ ^  4 ハ 

の應じ 

三十 

田 1 


細 承知 仕 候 明朝 ふキナ 御用 被 成 可然候 大抵 一 日に 五 貼位づ 、酒 

成 候 酒の 溫冷は 御 勝手次第 VJ 申內 あた 、j かなる 方 可然候 夕方 御 

五 勺 位 苦し かる まじく 候 尤も 御 過 飮は不 宜候其 上申 かね 候へ V- 

可 被 成 候 乍 去 御 忍び 被 成 かね 候 程の 事 御座 候 節 は 苦から す候是 

候證に 御座 候 尙又其 內御樣 子 承べ く 候 以上 

日夜 

君 足下.  . 啓拜復 


〔一一 一六 3 人 田 愼葳同 弟鐵次 に 贈る 松 代 町 A 田彥次 郞氏藏 

彌御無 恙珍靈 之 至然ば 今夕 は 幸に^ 暇に て 致 在 宿 候 御 出 候 は マ 色々 はなし 御 

開かせ 可 申 候 私より 右 之 段 申 進 じ 候 趣 御 申 上 候て 御 出 可 被 成 候已上 

六月 廿 一日  ,^ 理 

孫 太郞樣 

鐵次郞 様 

〔一一 一六 s 山寺 源大 夫に 贈る  松 代 町 丸 出 熊 男， 氏藏 

tl 堀泥揚 殘炎も きびしく 候 所 益 御 勝 奉 珍 慶候然 ば 過日 も 牢側堀 泥 揚の導 被 仰 渡 被 下 

候 はん W の 御沙汰に て 候 所 今に 手始め も 無 之 やに 手 付の もの. S" 聞 候此烈 口に 

少々 も 早く 乾かし 候て 用 ひ 申 度 候 間 何分 早速 御 一 聲奉願 候 以上 

十九 日  修 理 

源 大夫樣 

書 簡 御 使者 cui! 昨 代 (三 六 三) 八 E 愼藏！ 1： 弟 鐵次郞 宛 (三 六 四) 山寺 源 大夫宛  六 六 五 


書 簡 御 使者 虽 時代 (三 六 五) 岡 島 莊藏宛 (三 六 六) 竹 村 金 吾 宛  六 六 六 

〔一一 一六 五〕 岡 島 莊葳に 贈る  松 代 町 成澤 九十 九氏藏 

兔角不 揃之氣 候に 御座 候 所 彌御萬 祥奉敬 賀候然 ば 一 昨日 頼 母 殿 被 仰 渡御 座 候 

ぽ門森 に 付 及 御 申 談候宗 左衞門 森之丞 金談 破談 一 條 破談に 就き 候て は 書類 金子 ，二 も 

i 談破 

」 - £  一先 森之丞 々差 11^ させ 可 申 もの VJ 頼 母 殿に も 目 を 付ら れ 私に 於ても 右に て當 

然の事 存 候に 付 此程旣 に 愚意 を も 申 上 候 事に 御座 候 昨朝 歟森之 丞御內 呼 出 

しの 御 合に 伺 ひ 候が 昨朝 罷出候 節 如何 被 仰 渡 如何 御 答申 上 候 や 其 段 承知 仕度 

奉 存候其 品に 依り 頼 母 殿より 被 仰 渡 も 御座 候 義に付 申立 度 奉 存候乍 御 面倒 貴 

答 奉 希 候 以上 

七月 晦日  條理 

莊藏樣  • 

〔一一 一六 六 J 竹 村 金 吾に 贈る 

昨お は拜訪 種々 余誨を 領し覺 す 長座 悚惕不 少奉存 候 然ば寺 加兩村 境に て 御内 


寺 加兩村 

(寺 尾 村 加 

賀 井村) 境 

に て 陶內用 

筋に て 石灰 

燒 かせ 巾 度 


御 暇 も 十五 

H に 無 御 相 

^被 ほ 蒙 仰 

候よ し 


用 筋に 

向 何の 

に 御 指 

か 出仕 

分 御 序 

然様 御 


竹 

小  1： 々 

し € 


て 石灰 燒 かせ. &度 VJ 申 事 今朝 

御沙汰 も 無 之 故相辨 へや VJ 申 

圖の 御座 候樣に 頼み 度 趣 を 申 

も 無 之 候 や に 承り 候 全く 右の 

も 御座 候 は  >  少しも 早く 方の 

催促 被 成 下 度 奉 萬 祈 候已上 

六月 七日 


4^ 先生 

過 刻 江府ょ 

々恐悅 至 極. 

候 以上 


宽下 

飛脚 便り 有 之 

存上展 此上は 


早速 宮兵 子へ 及 內話候 所 御 勝手 方より 一 

事に 御座 候 右に 付 萬 一 御沙汰 も 候 は  速 

にも 今日 迄 も 見合せられ 候 

く 因循 御座 候 歟ビ被 存候何 

方つ け 申 度 舉存候 何分 可 


置 


0 


候 御 勝手 方に 

様子に て かく 

き 候 丈の 事 は 


啓 


再 拜 


御 暇 も 十五 日 

も 早く 御歸城 


に 無 御. ffl 違 被 爲蔡仰 候よ 

被爲 在：^ ぼ ま-希 候 卸お に 


〔一一 一六 七〕 塚 田 五左衛門 外 一名に 贈る 


書 簡 御 使者 25 時代 (三 六 七) 塚 田 五左衛門 外 一名 宛 


六 六 七 


書 簡 御 使者 屋 時代 (三 六 八) 佐 野 村 役人 宛  六 六.，/ 

石灰 5 の 方 月 迫 嘸々 取 込 VJ 察 入 候 石灰 山の 方 無餘儀 一 手段 致し 贰拾 或兩取 出し 吉三郞 へ 

相 渡し 何 か 押 付候樣 子に 候 先々 安心 可 被 申 候 委細 は 面 話に て 可 申 聞 總て來 

陽 芽出度 可 申入 候 以上 

卅日 

佐久問 修理 

力石 村 塚 田 五 左 衞門殿 

網掛村 九 郞兵衞 殿 

〔一一 一六 八〕 佐 野 村 役人に 贈る 下 高 井 郡 穂波 W 宮崎晉 一郎 氏藏 

今般 御內 御用 を 以て 藤 岡 伊織 殿 其 村 迄 被 罷越候 先年 角 問 組に 預け 置 候 蠟石収 

出し 御 同人 へ 可 相 渡 候 品に 寄..^ 留 場よ..^ 被 堀 取 候 事 も 有 之 ベく 候 其 段 も 相 心 

得 人足 等の 事 不可 有 差 支 候 尤も 表 御用に 無 之 候 閒賄幷 に 人足 賃銀 等 は 直樣可 

铍下候 閒其段 可 相 心得 者 也 

佐 倏理⑩ 


九月 十七 n 

佐 野 村. 

役 人 

0 一一 六 九〕 0 ま 儲 iliSf ば 埴科郡 豊榮村 小 林 莊右衞 門氏藏 

御内 書 拜見浦 賀其外 房總邊 海防 急 御 人 數被差 出 候 節 之 兵粮 米之義 兼て 腹案 候 

は  巾 上 候 樣蒙仰 候 成程 此義 はか ねん、 愚考 も 仕置 候 事に 御座 候 所 本 疆 此節 

IIPI 之 御 急務 唯 兵粮 米の 一 事の みに 無 之 御 人数の 調練 選擇 銃砲 等の 打 放 運用 之 法 

^一  1^ のみ 陳營之 結び 方幷其 御手 配 等 を 始め？」 して 一 事 も 順 熟いた したる は 無 御座 te- に 

先年 江 lE^ 表に て公邊 へ 御 書 上に 相 成 候 ごて 夫々 御達し 御座 候內 さしもの を 用 

ひ 候 へ の 幕 を 四 拾 張 被 差 出 候の V- 申 事 も 御座 候て 不詰 b 至極の 事ビ 存じ 候に 

付 其 砌筒條 書に 仕 小山 田 殿 迄 伺候 義 御座 候 所 其 後 一 兩度御 催促 も 申 候 ひし か 

. V- も 只今に 被 仰 分 候 筋 も 無 之 其 儘に 相 成 居候 又 江 II； 表に 於ても 江川 殿へ 御 頼 

に 相 成 洋制之 大銃等 御製 作 御座 候へ V- も 其 銃身 を 始め  >」 して 尺度 法に 常ら や 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 六 九) 〇  六 六 九 


書 簡 御 使者屋 時代 (三 六 九) 〇  六 七 〇 

夫に 附添候 道具 等 も 一 向に 揃 ひ 不申偶 其  一 二 製造に. ffl 

♦ 出候歟 或は 御 側 向の 衆な ノレ の 臆 案に 出 候 か 一 向 無法 之 

候て は 誠に 笑止 千 萬なる 事 存候其 外 彈藥の 御 備菩等 

御座 候義 にや 旣に 西洋 之 火器 は 本邦に て 當時用 ひ 候 も 

て 其 器 を 御製 造に 相 成 候 義に候 は-.. 總て 夫に 附き候 器 

彼方 之 成規に 依られ 候て 可 然事さ 奉 存候所 左 も 無 之 又 如何程 其 利器 有 之候ビ 

て も是を 使用 候 人 無 之 候て は 全く 其 利器の 無 之 V」 一 檬の義 に 御座 候 處其打 放 

小弟 を 除き の眞： 等、： ：！ 得 候 もの W て は 小弟 を 除き 候 外 一 人 も 無 之 夫 にても 格別 君 相の 御 

矿外 一 人 も 

無 之  念盧も 不被勞 御罢然 たる 御樣 子に 奉 見 受竊に 嘆罷在 候義に 御座 候よ しゃ 大 

銃 之 打 放 等 法の 如く 心得 候 もの 御 人 數の內 に出來 寄，. >  候 ビも其 御 人 數を蓮 用 

しか 、j る 所は此 砲に 宜しく 筒 樣の節 は 此彈を 用ひ此 所に は此 形の 壘を 築き 此 

丘に は 此陳を 布き 候 ビ申事 西洋 銃砲 を 用 ひ 候 上に は 夫々 成 法 も 御座 候 所 夫 等 

御 心得 候 人 御 重役 衆の 內 にも 無覺束 奉存候 依て 先生に は 只今 御 持 前の 御 職務 

も 候 へ ば， 唯. 兵粮 之 一 事 御 心に 被 掛候も 御 尤に候 へ V- も 小 子局 外に 於て 傍觀し 


成 候 も 江川 殿の 杜撰に 

事共に て 0 な ざ み 見 

も 何 を 定規に て 御 積 立 

のよ， 0 便利 宜しき に 就 

械幷 に彈藥 等の 御備は 


候 時は假 令 兵粮 之 一事 品よ く 御 都合 候 V.- て も 備纖之 御 實用は 無 之事ビ 奉， 4： 候 

仍而 何分に も 總棘之 所より 御 鼓舞 候て 兵粮 之義も 夫に 從て 擧. -候 様の 事に 仕 

度 奉 存候此 論 甚だ 長く 候間帋 筆に 盡し 難く いづれ は 拜面可 申 上 候 先此段 草々 

拜復 

十三 H 

〔一一 一 さ〕 藤 岡 甚右衞 門に 贈る 

望遠鏡 筒 過日 は參堂 獲拜面 大慶 奉 存候其 節 一 寸拜見 仕 候 ひし 望遠鏡 简御 仕上げ 拜見仕 

候檨御 垂示 之 所 いかにも よく 御出來 全く 御指麾 故の 御 事ビ奉 感服 候 長さ は燈 

面の 機に 從ひ少 々延縮 も 御座 候 間 姑く 御 預置可 被 成 下 候 いづれ 兩鏡 磨き上げ 

候處 にて 尙又其 理合可 申 上 候 口の 所御圆 面の 樣 にて 至極 可然 VJ 存候乍 去 過 n 

も 申 上 候 通 目が ねの 甲の 高低に よ b 長短 をな し 候 事故 口の 所 は 跡に 被 遊 先 鏡 

を 留め 候ば か. 9 の 底 を 被 仰 付 候 樣奉存 候此段 拜復迄 匁々. S- 上 候 

即  貧 

書 簡 御 使者 尾 時代 (三 七 〇) 藤 岡^ 右 衞門宛  六 七 一 


< へ 人せ 候 欲 
と ば もめ 人な 
存ょ 御て 藩 ど 
候ろ 座 は 中 好- 
虎し 候 百に み 


0 簡 御 使者 厘 時代 (三 七 一) 小. K.W 乂七宛  六 七 二 

1^1. 孫 御 御 追 書 に て 承知 仕 候 へ ば 昨夕 令孫 御 誕生 之よ し 殊に 御 母子 様 ごも 至て 御 達 

Jfg  之よ し 

しゃの 條 llffii  #: 愛 度 奉賀 上 候い づ れも樣 嘸々 御悅び 存上候 不日 參堂 御怡可 

申 上 候 乍. I ゆ 奧樣へ もよ ろしく 御 致 聲奉冀 候 早々 

修  理 

某 右 衞門樣 

〔g 一〕 小 宮山又 七に 贈る 

秋冷 彌御無 恙 珍重の 至 然 ば 此頃 も左樣 存じ 候 近 來は 文武の 碌々 ふる ひ 不中候 

のみなら や 詩歌 様の 筋 は 先年に 比し 候 へ ば 心掛候 もの 數少き 樣に被 存候此 節 

も 歌 な ど 好み 候 人 藩 中に せめて は お 人 も 御座 候 へ ばよ ろしく  V」 # 候 處 片端よ 

. ^數へ 見 候に ち ビ 無 覺束候 仍て當 時 現せの 人 百 人 を 何 ごか 致し 數 へ 出し 候て 

其 人々 の是迄 得意 VJ  ；:^ 候 歌 を 一 首づ つ 集め 見 度 か V」 存 候 右に 付 御手 數には 候 

へ 共 御 懇意の 人々 の をち ご 御 集め 被 下 候 樣御頼 申 候 斧 里 も 物故に は 候へ も 

當年迄 存命に 付 是は加 へ 申 度 候此人 な ノレ 失 候て は 善き 歌の 數も少 かる ベ く 候 


故 此考に 御座 候 何分 早速に 御 願 申 候 尤も 一 首 を 選 候 V- 申 は 選者の 心得に 候 

先 得意 V 一  被；；^ 候 を 三 五 首 も ほしき か V- 存候 何分 宜しく 御 周旋 可 被 下 候 餘在面 

布 

九月 十六 R 

又. 七 様 

〔一一 W 一一〕 立田樂 水に 贈る 

度々 御 墜簡の 所い つも 不在に て 拜答不 申 上 恐 入 候 佐 野 村の 義御尤 に 奉^ 候 私 

よ，^ も嚴 しく 役人 共へ も 申 聞 置 候 所に て 如此等 ^ に 仕 候 義不捋 に 付 旣に三 n 

又 IL 一滴 召 出 朝 又 三郞召 出し 候 事此節 出張 居候 役人 へ 申 付 候義に 御座 候罷出 次第 上納 可 仕 

し 候 事 

もの 早速 上納 候 樣可申 付 舉存候 度々 の 拜復迄 草々 申 上 候 以上 

五 日 

猶々 橋 詰 村へ 御 渡に 可 相 成 余-子 手段の 事 蒙 仰 候 所 心 當の所 も 無 之從來 殊に 

書 簡 御 使者 Clii 時代 ニニ 七 二) 立 E 樂水宛  六 七三 


熊 
肉 


書 揮 御 使者 時代 (三 七三) 八 E 嘉右衞 門 宛 (三 七 四) 八 m 愼藏宛  六 七 四 

/\ 不調法の 義に付 御 斷巾上 候 佐 野 村よ， り 差 出し 候 もの 後れ 候 ごも 無 _ ^利 

を 以て 相 納候は ゾ 彼是の 議論 も あ る まじ ビ舉ぉ 候 

啓 拜 m 

梧庵 君 毫下 

〔一一 S  一〕  A 田 嘉右衞 門に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

益 御 安裕 舉拜慶 候 然ば熊 肉 手に入 候に 付 乍 些少 掛御目 候 御哂^ 舉仰候 以上 

六 日 

嘉右 衞門樣  ，s 理 

〔一一 一七 S 人 田 愼葳に 贈る  松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

過刻は罷出11^々戴き難有奉謝候然ば此藥を兩度是迄のを 一 度 VJ 申 わ. 0 に 明朝 

私 罷出候 節 迄 御上げ 可 被 成 候 其 上 之 義は猶 其 御 様子 伺候 上 可 申 上 候 分量 は 十 

匁 ふ 贰拾目 迄 御 iw! 意に て 宜しく 候 や は b 溫め すに 御上げ 被 成 候 方よ く 候 乍 去 


もしつ めた く 御迷惑に 候 は ゾ此 器の ま 、J ぬるき 湯に 御 ひたし 腰の 折れ 候 を 御 

あげ 可 被 成 候 過 刻 之 拜謝旁 草々 申 上 候 


片重 (勘定 

役 片桐重 之 

助) 等の. & 


〔一一 一七 5 人田嘉 助に 贈る 

只今 竹 村 ふ 別 氏 £ 之 通 申 來大に 不都合 

の 御 都合 は 竹 村 氏 等より 申 出られ 候 

合 は片重 等の 申出 方に 依， 9 て 如何？ J 

方の 御金 都合 之 様子 を 御 突 留其 次第 

勝手 方へ 押て 御 無 心 を ゆ 候 半 V」 奉お 

御 令 都合 もよ ろしき 趣に 御 話し 申 上 

は 別帋之 次第に 御座 候 私 引 籠居 候に 

手元 內々 御 探， -可被 仰 下 候 何 か 御 差 

書 簡 御 使者 K5 時代 (三 七 五) 八 £ 嘉助宛 


な 


も 


て 


條 m 

松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

る 事に 御座 候 然る 所 愚案に は 御 勝手 方 

にて 何 如，、， -も相 成 候 事 又 竹衬氏 等の 繰 

相 成 候 事に 候 へ ば 貴君 御手に て片 i の 

寸被仰 下 候 様 仕度 候 其 次第 を以 直に 御 

此程被 仰 下 候に も 片羽之 方に て は隨分 

様子に 御座 候處 如何の 譯合か 竹 村よ..^ 

大に 不都合に 御座 候 いづれ にも 片 重の 

b の 御 繰 せ も 御座 候 半に 彼是 ビ延 n: 

六 七 五 


二百 金の 事 

今朝 竹 村 へ 

申 談じ候 所 


太三郞 へ も 

彌と申 事 * 

遣し 度 


書 簡 御 使者 尾 時代 (三 七 六) (三 七 七) 八 E 嘉助宛 

御 不都合 之 段 奉 察 候 以上 

十二 日 

. 嘉 助 樣 

〔一一 ー实〕 人田嘉 助に 贈る 


六 七 六 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 


快晴に 御座 候 彌御淸 勝 奉 存候然 ば 二百 余： の 事 今朝 竹 村 へ 申 談じ候 所 承知に 

て此 節水 忠の 手に も 夫 だけの 金子 は 可 有 之 樣に被 申 貴君よ..^ 御申談 御座 候 は 

ゾ差 出させ 可 申 v> 申 事に 御座 候 早速 御 掛合可 被 下 候 太三郞 へ も彌 V- 申 事 申 遣 

し 度 候間此 一 封 乍 御 面倒 角. お へ 也 V,- も 御 下げ 置き 早速 相 屈き 候 樣奉希 候 以上 

十八 日 

嘉助樣  - 修理 

S3 入田嘉 助に 贈る  . 松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

な r  n は少々 緩 か に 御 座 候 然 ば 御 到 來 の 由 に て 何 よ の 御 品 澤 山 蒙 御 惠 賜 感 刻 


ftJ と 繰 十 之 一 

舍竹合 兩義昨 
候 村 候 何貳夜 
よ へ 様と 百 f お 
し 被に か 五 立 


之 至 奉 存候每 々何せ ハ恐入 候 事に 御座 候 將過刻 御 勝手 方よ. 9 御用 之よ し申參 b 

罷越候 所 一 昨夜 申立 之 義贰百 五十 兩何 か 繰 合 候 様に，、』 竹 衬へ被 申 合 候よ し 

に 御座 候 竹 村 都合 之義は 未だ 詳 かに 不承 候へ ビも右 之 次第に 付 多分 出 來寄可 

申，、」 被 存候御 惠賜之 拜謝旁 一 寸申上 候 以上 

卽  - 亥  - 

嘉助樣 +  脩现 

S3 人田嘉 助に 贈る  松 代 町 八 3 彥次 郞氏藏 

今日は 又 いかにも 暖氣に 御座 候 乍去是 にても 又 不順に 御座 候尊體 如何 然ば例 

之 品 竹 村 へ 持せ 遣し 候 所 只今 别帋之 如く 申 品物 返還せられ 候是は い づ れ今明 

二百 五十 金 夕之內 小弟 持参 候て 押 付け 可 申 VJ 奉存候 左様 御 承知 可 被 下 候 追 書 之 次第 二 は . 

も 出来よ り 

五十 金 も出來 より 御 同前 安心 仕 候 先取 あ へす 此條申 上 候 以上 

廿 一 日 

嘉助樣  條 现 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 七 八) 八 E 嘉助宛  六 七 七 


書 簡 御 使者 屋 時代 (三 七 九) 八 E 嘉助宛 (三 八 〇) 中 侯 一平 宛  六 七 八 


： 跡 仕舞 


過 

づ 


春 

も 


ネ 


〔一一 一七 九〕 人田嘉 助に 贈る 


蒙 御 尋 

货： ま 

成 候て 

も可然 

八 月 


嘉 


御 安泰 

用に 

朝暮手 


難 有 奉 謝 候 折節 

春 中より 御 合に 

は大に 不都合の 

ど 奉存候 以上 

十八 日 


中 俣 一平に 贈る 

奉 


風邪 發汗 中に て不得 

相 成 居候 賀店跡 仕舞 

事 も 御座 候よ しに 付 


者の 爲 にも 甚 


被 成 御 勤 珍重 

付 奉 返上 候樣 

を 放ち かね 候 

事 を 欠き 候義 


程 


慶候然 ば 先達て 屮迄 

仰 出 候 節 段々 奉 嘆願 

の義に て 其 上 御 家中 


松 代 町 八 田彥次 郞氏藏 

拜眉恐 入奉存 候然ば 榮八罷 

拂物此 節 御手 始有 御座 度來 

當月 中に 御 方 付 御座 候 方い 


理 


松 代 町 中 俣 兼 雄 氏 


拜借罷 在 候 西洋 _i 字 

候 通 右 詞書之 義は外 

並 他 藩よ， o 修業に 罷 


付猶 暫く 拜借仕 罷在度 申 上候處 全く 一  時 


ェ ィ 

^ 本 

居 候 

用 


候麵 ド ゥ 
ftl 火にば ェ 
に咭 かィ 
御 夜り ラ 
座の は ン 


に付頓 て又拜 借に 可 相 成 候に 付 一 先 返上 仕 候 樣の御 様子に 付 奉-返上 候 處もは 

や 七 八十 日に も 及び 候 義に付 何卒 拜借 仕度 奉 願 候 此段御 序 を以可 然樣御 許 

御 氣色御 伺 铍下度 奉 頼候ケ レ イデ ン グの義 是又御 伺 被 下 度 奉 希候詞 書の 義先 

達て 返上 之 分外に も 御座 候へ v> も 外々 は 其 儘 にても 格別 差 支 も 無 御座 唯ゥヱ 

イラ ンド ばかり は 誠に 暗夜の 燈 火に 御座 候閒 何分 も 御 亮察 被 成 下 度 候 先 is- 中 

より 鍋島樣 よ. 9 も 海岸 臺 場の 義に付 取調べ の 事 御 頼 も 御座 候 所 右：！ 書 無 之 差 

困. 0 居候 何分 も 夫 是御差 含み 可 然様 御 執 成 之 程 舉仰候 以上 

三月 朔日  脩 

中吴檨  . 

ま f 者： S  〔一一 一八 一〕 竹 村 金 吾に 贈る 

凡そ 金玉 之 類 は 何 類に 不拘 悉皆 天地 之 精華に 御座 候 得ば 畢党 世上 之 珍 .w 共 相 

成 候 事に 御座 候 其 世の 寶せハ 相 成 候 程 貴重 之 物 御座 候 故 國內に 金玉 を 藏し候 山 

澤有之 節 は 地 脈 も 自然 W 潤 厚に て百穀 草木の 生長 も 自然 ど 致 盛 美 夫の みなら 

書 闇 御 使者 屋 時代 (三 八 一 ) 竹 村 金 吾 宛  六 七 九 


も 御 候 等 御 

無事 迚掘領 
御缺露 リ 內 

座 候計不 is 
に リ 申 山 


書 簡 御 使者 屋 時せ (三 八 一 ) 竹 村 金 吾 宛  六 八 〇 

や 人物 を 生じ 候に もお のづ から 精神 有 之 かの 維嶽 降神 生 仲 山^ ど.^ 道理 御座 

候 得ば 假令當 座 餘稷の 利潤に 相 成 候 共先國 内の 令-玉 類 は 掘 出 不申方 誠 之大利 

に 候 趣 已に熊 澤某杯 も 申 置 候 事に 御座 候 右に 付 又々 近く 是を 身に 取 b 考 候に 

圃內 天地 之 精華なる 余-玉 を 合み 候て 地 脈 自然 ご 潤 厚 な る は 餐 へ ば 人 之 身內精 

神 壯成節 は gl 體 骸 自然 健强に 御座 候 V 一同 核に て 地 脈 潤 厚 なれば 百穀 草木 

寫本ノ マ 、 

自然 W 致 盛 美人 物 之 生育 • も 自然 精神 有 之 は 舊 へ ば 人 之 生 付 神 氣餘. - ありて 

四體百 骸健强 なる 程の もの は 必毛髮 顔色に 至る 迄お のづ から 光澤お 之 大抵 之 

勞事 御座 候ても 格別 之 疲勞無 之 W 同 樣ビ奉 存候左 すれば 國內の 金玉 を 掘，^ 取 

り 時には 宽寶 之樣に 被忠候 へせ ハ 遂に は 自然 VJ  土地 之 精華 薄く 百穀 草木 鳥徵を 

致 生育 候に も 自然 ビカ 弱く 茂 才異能 碩德之 人物 も 自然 V- 數少く 詰る 所お 大之 

損 御座 候 事は譬 へ ば 人 之 健 强を恃 み 不養生に て 精神 を費耗 いたし 成程 一 時の 

歡娛は 極め 候 樣被思 候 得 共 遂に は 體氣を 弱め 往々 顔色 毛髮 まで 致 枯燥 朝 慕 肝 

要 之 職分 さ へ 致 倦怠 候 様に 成. -候 V」 同様 之 事、、」 奉 存候右 之 次第 御座 候 得ば 此 

節 御領 內 銅山 等 掘..^ 不申候 沖 一 露 計り 御事缺 候に も 無 御座 又 掘.^ 候 マ」 て 格別 之 


御 利 分に も不相 成義に 御座 候 得ば 何れに も 御 見合 之 方可然 奉：：^ 候 

今朝 は 乍 途中 拜面 大慶 仕 候 其 節 蒙 命 候 愚論 乃 書取 奉呈 候 御 取捨 唯 命 之 儘に 御 

座 候頓首 

八日  啓苒拜 

竹 村 先生 梧 右 

^者灘  〔一一 一八 二〕 友 野 俊 S に 贈る 

彌御 "陣 無 御座 候 歟然ば 於 蟲歌山 大悲閣 東南 十二 斤 石 銜天砲 試み 打 致し 度 候 日 

限 は來る 十二 日 ビ相定 雨天に 候 は ダ 日 送. 9 にて 門弟 中 へ も 申 談置候 當朝は 

可成 丈 御 都合 御 早めに 御 出張 御手 傳被下 度 候 萬 事 は 御 面談の 上 ミ艸々 中 上 候 

, 以上 

十一月 八日  佐 久？？  nii:: 拜 

友 野 俊藏様 

(此の 書簡 佐 久閒星 拝と ある 點疑 はしけれ ども 之 を 載せて 他日の 参考に 供す) 

書 簡 御 使者 屋 時代 (三 八 二) 友 野 俊藏宛  六 八 一 
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